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第一章　義元の首









　──いたぞっ……彼奴きやつ

 だ……──

　信長は、くわっと眸め

 を瞠みひら

 いた。渇いた喉のど

 が、痛い。つんのめるように足を運んできた信長は、蹠あし

 裏うら

 に松の根を刻きざ

 み辛うじて踏ふみ

 止とど

 まった。その拍子に鎖鉢巻から血の糸が、すうっと垂た

 れて頬を伝わり落ちた。

　永禄三年（一五六〇閏うるう

 ）庚かのえ

 申さる

 五月十九日、申さる

 の刻こく

 （午後四時）を少し過ぎていた。



　松林の外、天と地に漲みなぎ

 る白びやつ

 光こう

 の中、二に

 引ひき

 両りよう

 の旗は

 幟た

 が、血腥なまぐさ

 い風に蒸む

 し上げられ喘あえ

 いで見える。鉦かね

 、太鼓、武者押しの喚声が、轟とどろ

 く。

　田でん

 楽がくの

 坪つぼ

 の南、泥池を背に三百余の騎馬武者が、円陣を組み、その中央に塗ぬり

 輿ごし

 が、凜りん

 として静まっていた。輿の中、今川治じ

 部ぶ

 大たい

 輔ふ

 義よし

 元もと

 は、唇を[image: 〓]
 んで背筋をぐっと伸ばした。

　──この坪の何ど

 処こ

 かに居る信長の退路は、松井宗信が、塞ふさ

 いでおる筈……。大おお

 高だか

 附近の三宅右近の千騎が、到着すれば、結着がつく。あと小こ

 半はん

 刻とき

 （三十分）だな……──

　義元は、濃く塗り直した頬の白おし

 粉ろい

 が、浮き気味なのが嫌で、[image: 〓]
 ゆがけ

 （射弓用の革手袋）の右手で目ま

 蓋ぶた

 の上を刷は

 く。ほんの少し黛まゆずみ

 が、指先を染めた。

　──暑い。化粧が、くずれおったか……──

　義元は、眉間に深い縦たて

 皺じわ

 を寄せた。



　びしっと小枝の折れる音。間かん

 一いつ

 髪ぱつ

 、信長は、一歩踏み出し、腰を落として振り向いた。

「ようご無ぶ

 事じ

 で……」

　掠かす

 れた声は、髭ひげ

 面づら

 の安井新左衛門。丹羽長秀配下の強つよ

 弓ゆみ

 の名手だ。背後に浅あさ

 野の

 長なが

 勝かつ

 ら弓衆三十余が、息を切らせていた。

「待て待て。此こ

 処こ

 からだと、持もち

 矢や

 倉ぐら

 （射程距離）が、遠すぎる。儂わし

 が……」

　言いかけた信長は、萎しな

 びきった草原を塗輿めがけて這は

 い寄る味方の黒武者の影五つを目め

 敏ざと

 く見つけた。得意の遠とお

 目め

 である。

　──危いっ!!
 　敵に見付かれば、それまでだ──

　頭が、真っ白になった信長は躍り出た。走る。大手を広げ、此これ

 見み

 よがしの大おお

 見み

 得え

 を切った。肺腑を震わせる絶叫。胸に絡まる想いが炸裂した。

「信長だあっ！」

　木こ

 霊だま

 する声。魔の空白。凜とした騎馬の陣形が、ぐらっと崩れた。今川の馬うま

 廻まわり

 衆しゆう

 ・岡崎十兵衛は、はったと信長を凝視して身を震わせた。

「きえっ！」

　兜かぶと

 の鍬くわ

 形がた

 が、烈日に光った。入いり

 八はつ

 双そう

 の袖が[image: 〓]
 ひるがえ

 り、馬を竿さお

 立だ

 ちさせた十兵衛は、手た

 綱づな

 を引き絞しぼ

 り馬首をぴたりと信長に向けた。

「若造めっ！　今こん

 生じよう

 の別れぞっ！」

　眉ま

 庇びさし

 の下、冷たく光る双そう

 眸ぼう

 。たっと馬腹を蹴る。大おお

 身み

 の槍先が、地面すれすれに光を弾はじ

 く。他の馬の嘶いなな

 きと蹄ひづめ

 の響きが怒ど

 濤とう

 となって後を追う。仁王立ちの信長は動かない。まだ動かない。じっと待つ。放射する殺気。黒影が視界一杯にのしかかる寸前、信長は、くるりと踵きびす

 を返し松林に跳び込んだ。

「しゃっ！」

　喚おら

 ぶ十兵衛。歯を喰いしばり手綱を絞り左に馬首を向ける。追尾する六騎も続く。蹴散らされた泥濘が舞い上る。その時だ。

「殺や

 れいっ！」

　松林から跳び出た安井新左衛門は、尺しやく

 籘どう

 作づくり

 の弓をぎりぎりと引き、眼前の馬腹に根太巻の矢を叩き込んだ。馬は嘶き、どうと転倒。投げ出された十兵衛は、立ち直ることもできず、のしかかった信長に頸くび

 筋すじ

 を貫かれた。三十余の弓衆は、新左衛門を真似て敵の馬腹のみを狙う。羽根音が唸り、無人となった馬は狂奔し地に沈む。

　信長の所在を確認した今川馬廻衆は、一斉に馬から下りて横にひろがり包み込む様に殺到してくる。更に、左手の草原から敵の軍兵が黝くろ

 々ぐろ

 と姿を現わす。その数三百余。

「殿、これを」

　駆け寄った大兵の武者が朱槍を差し出した。太い眉は吊り上り眼光あくまで鋭く、八の字髭の下に堅く結んだ口くち

 唇びる

 。どう見ても野の

 伏ぶせ

 りの面つら

 構がま

 えは侍大将の一人・滝たき

 川がわ

 左さ

 近こんの

 尉じよう

 であった。半顔を返り血で染めた信長は、白い歯をみせた。

「久助（左近のこと）は、何人だ」

「はっ。百五十ほどで……」

「よしっ！　そちは弓ゆん

 手で

 （左の方）を仕つかまつ

 れ」

　信長は、槍先で草鞋わらじ

 の紐を切り、革かわ

 足た

 袋び

 だけとなった。背後で左近の嗄しやが

 れ声。

「槍は、佩はい

 楯だて

 と脛すね

 当あて

 の間を狙え。足の甲でもよい。動けなくすればよい。頸はいらぬ」

　莞かん

 爾じ

 とする信長。疲労困こん

 憊ぱい

 している筈の躰の芯に力が湧いてきた。口ずさむ。[image: 〓]
 何せうぞ　燻くす

 んで　一いち

 期ご

 は夢よ　ただ狂へ
 　徒か

 歩ち

 となった敵の馬廻衆が迫ってきた。信長は、逆に大きく踏み込み躰を沈めざま、開いた敵の脇の下を斜め上に斬る。噴血と共に片腕がとぶ。転倒する血ち

 塗まみ

 れの敵は、後続の武者たちと縺もつ

 れ合い将しよう

 棋ぎ

 倒だお

 しになる。信長は、委い

 細さい

 構かま

 わず前に出る。歩一歩。唸りをあげ風を切る重量を鉄てつ

 籠ご

 手て

 で払う。しぶとく絡み巻いてくる刀身を一気に引き付け、躰をひねりざま打込む。眼の端に映る黒影。素早く退さが

 る。犬槍だ。衡かぶき

 胴どう

 にけら首まで深々と。

「ぎゃあっ！」

　絶叫。吐血。絶命する。信長は、異い

 形ぎよう

 の者に変貌する。前後左右の敵の刃やいば

 を皮膚で覚さと

 り寸前で跳び退り、横に移動。雄お

 叫たけ

 びが火花を散らし叫喚が渦を巻く。

　突然、眼前の風景が展ひろ

 がった。蒼空に白銀色の雲が西へと流れてゆく。風に乗って酸鼻の臭いが、泥土を這い回る。塗輿が消えた。

「うぬっ。何処に消えたかっ！」

　眼が霞かす

 む。歯が

 痒がゆ

 さが信長を責める。と、銃声がした。右手、葦あし

 の茂みの辺りだ。

「いたっ！」

　義元の塗輿の棟が、葦の波に見えかくれしている。信長は、傍にいた城戸小左衛門に、

「彼奴の輿は深ふけ

 田だ

 を抜け、大高城に向かうとみえる。地蔵堂に先回りせよっ！」

「はっ」

　小左衛門は転がるように松林の中へ。



　信長は、群がりかかる敵の手首、腕、指を斬り放してゆく。無数の白銀の弧が、信長を中心に乱れとぶ。泥土に拡がる熱い血。折れた刀を捨て、叢くさむら

 の中に落ちた野太刀を拾う。底濁りした眼の光も消え、熱っぽく喘ぐ。周囲の風景が歪ゆが

 む。不意に静まり返り敵影が消えた。何処からか遠雷が聞えたかと思うと、天地を揺るがす勝かち

 鬨どき

 の声が耳を襲った。その方向を見据えて歩き始めたが、ものの数歩で膝をつく。動けない。石ころになってしまったか……。大きく息をつき憑つ

 かれたように立ち上った。



　辺りは、もう一面、血の池であった。捏こ

 ねくりかえした泥濘の中、敵味方の判別しかねる泥人形たちが、のたうち回っている。

　地蔵堂の前で男が黒い塊かたまり

 を差し上げて笑い続けていた。毛利新助だ。人間の首である。新助は、総髪を[image: 〓]
 み、酔い痴れた眼付で狂人の空虚な笑い。斬口から垂れた黒い血が腕を伝わり落ちる。信長の数歩先に赤あか

 地じ

 錦にしき

 の直ひた

 垂たれ

 に胸白の具足が、半ば泥に沈み、伸びきった足の貫つらぬき

 （毛の短靴）は、片方が脱げて革足袋が見える。

「見ろっ！　見ろっ！　これが……」

　信長が近づいても、新助の哄笑は止まらない。後から後から物に憑かれた哄笑。

　ばしんと新助の頬が鳴った。

「もうよい。やめいっ！」

　信長の叱しつ

 咤た

 。坐り込む新助の号泣。信長は、朱槍の口金に義元の総髪を結ゆ

 わえ新助に持たせた。滝川一かず

 益ます

 は、横倒しになっている服はつ

 部とり

 小こ

 平へい

 太た

 の膝を紐で縛り血止めをする。

「おお……。甚内ではないか……」

　信長は唇を[image: 〓]
 む。義元に一番槍をつけながら無念にも返り討ちされた桑原甚内の首級を見付けたのだ。合掌して丁寧に母ほ

 衣ろ

 に包む。

　幾度目かの勝鬨が光を含み[image: 〓]
 え返る空に木霊した。信長は、集った味方の中に顔見知りの者を捜すが、思いの外ほか

 少ないのに気付き、暗あん

 澹たん

 となる。

　──成功とは、失敗のことか……──

　歪んだ口許が、細かく痙けい

 攣れん

 して止まらない。持って行き処どころ

 の無い怒りが胸中を駆け巡めぐ

 る。熱い吐息。取り囲んだ軍ぐん

 兵ぴよう

 の眼は没表情な白目となっている。信長は、意味もなく只、頷く。黒武者たちの装束は、ぐっしょりと躰に巻きついて肩先からぽっぽと湯気が立っている。背後に見える鮮さ

 緑みどり

 の丘の斜面を、二引両の旗幟が、ゆっくりと退の

 いてゆく。滝川左近尉久助の蒸れ臭い顔が寄ってきた。

「大高の大池附近には、駿する

 河が

 勢の大軍が居りまする。奴等は、未いま

 だ、御大将の討死を知りませぬ。一刻も早は

 よう知らせねば、味方が大勢死ぬことに……。このお役目、久助にお申し付け下さりませ」

「…………」

　信長は、張り詰めていた殺気の水み

 脈お

 をぷっつりと断ち切り、野武士然とした左近の顔を凝視する。

　──この男は、仕事を創つく

 ることができる……──

　左近は信長の表情を窺うかが

 いながら、

「義元公の御鎧、佩力、御馬を拝借致したく」

「役に立つなら何でも持って行くがよい」

「はっ」

　一礼した左近は、配下の若武者たちと共に泥濘に躍り込んだ。頸の無い義元の屍体を葦のお丶

 ど丶

 ろ丶

 に運んでゆく。信長は、だらりと垂れた義元の右手にしっかりと握られている太刀に目を止め駆け寄った。二尺しやく

 六寸すん

 （約七十八センチ）の太刀は直刀調の乱みだ

 れ刃は

 で地刃に沸にえ

 が激しく付いている。凄まじい刃は

 毀こぼ

 れは、義元の奮闘を物語っている。信長は坐り込み、やっとのことで柄つか

 に喰い込んだ義元の指をはずした。

　──筑ちく

 前ぜん

 の左さ

 文もん

 字じ

 派だな……。義元が秘蔵しておると聞いた宗そう

 三ざん

 左文字とはこれか……──

　信長の心に、くわっと熱いものがこみ上げた。作者は相州正まさ

 宗むね

 十哲の一人、大おお

 左さ

 こと左衛門三郎。よほど嬉しかったのであろう信長は、後に焼き直させ壱尺八寸（約五十四センチ）の脇差にした。現在京都の建勲神社の所蔵で遺っているが、中なか

 子ご

 の表に、

永禄三年五月十九日義元討捕刻彼所持刀
 　と金きんの

 象ぞう

 眼がん

 で銘を刻み、裏に、

織田尾張守信長
 　と刻んである。

　鎧を脱がせ始めた左近の意図を察した信長は、森可よし

 成なり

 に、

「今宵は、例によって夜盗どもが集まって来る。濫らん

 妨ぼう

 狼ろう

 藉ぜき

 は許さぬ。義元公の亡なき

 骸がら

 は、あれなる陣幕で包み、土中に深く葬ほうむ

 れ」

「畏かしこ

 まりました」

「一寸ちよつと

 待て。この太刀は、儂が、貰い受ける。久助には、あの太刀を渡してやれ」

　信長は、生残った義元の馬丁が捧げ持っている今川重じゆう

 代だい

 の二尺八寸（約八十四センチ）松倉江義弘作の太刀を指差した。

　やがて、若武者の一人が、義元所用の紫むらさき

 綾あや

 威おどし

 ・胸白の大鎧に金の八龍を打った五枚兜を被かぶ

 り、白栗毛馬に置いた金きん

 覆ぷく

 輪りん

 の鞍くら

 に跨またが

 った。鞦しりがい

 （尻繋）、胸むな

 繋がい

 には紅べに

 房ふさ

 を飾っている。左近は狂奔する青鹿か

 毛げ

 馬を巧みに止め、飛乗った。義元の赤地錦陣じん

 羽ば

 織おり

 を[image: 〓]
 した左近は信長に一礼して若武者を促うなが

 す。敵と味方で未ま

 だ渾こん

 沌とん

 としている坪に響き渡す左近の大だい

 音おん

 声じよう

 。

「駿河殿　討死！　駿河衆、三河衆は、疾と

 く退き候えっ！」

　白々と乾きかけた大高道を面おもて

 を伏せた今川勢が、滔とう

 々とう

 と流れてゆく。一人として抵抗する気配はない。

　──あれを一目見れば、義元が討たれたことが解わか

 る。彼奴は、勝負勘がいい。したたかな奴よ……──

　二騎を見送った信長は、即座に兵をまとめ、残敵との余計な衝突を避けるため、街道の途中から間道に駆け込んだ。



　ひっそりとした風の曲線が、未だ躰の芯に慄ふる

 えの残る戦士もののふ

 の項うなじ

 を撫でた。信長は、荒ぶる魂を解き放ち、馬め

 手て

 （右手）の拳こぶし

 をぐっと反かえ

 して馬の歩みを止めた。



　後続の黒武者たちは、待ちかねたように叢にへたり込む。信長は、下馬しようとして鐙あぶみ

 にぐっと体重を載せた。

「…………」

　激痛に顔が歪む。足の甲を守る甲こう

 掛がけ

 や馬上沓ぐつ

 は、とっくに無い。血漿を含んで黝くろ

 ずんだ革足袋だけになっていた。ずるずると躰を熊笹の葉鳴りの中に沈めた。ぐっと背筋を伸ばし深い呼い

 吸き

 をする。静寂のそよぎの中、笹ささ

 百ゆ

 合り

 が一輪。花弁の茜あかね

 色が眸に染し

 みる。

　──生い

 き死し

 には、天に在あ

 り……か──

　口許が、ふっと綻ほころ

 び、落らく

 魄はく

 した五体に、俄にわ

 かに精気が加速してきた。かさつく唇を、ぬめっと舐な

 め廻してみる。信長は、軽く空から

 咳ぜき

 をして円陣を組んだ武将たちを見廻した。その背後、草っぱらには槍が立ち、口金には黒いものが、ゆらゆらしている。総髪を結わえられた頸だ。朱華はねず

 にはぜかえった斬口。公称四万五千余を率いた駿河の大守・今川治部大輔義元の変り果てた姿であった。

「義元公は、あの様になられたが、合戦は未だ終ってはおらぬ。大高、鳴なる

 海み

 の動静は不明。さてと……」

　信長は、わし鼻を泥塗れの簗やな

 田だ

 左さ

 衛え

 門もん

 太郎に向けてしゃくった。

「二度討ち中なか

 入い

 りだが……」

「はっ。四百余は、竜りゆう

 泉せん

 寺山麓に潜み、御お

 下げ

 知ち

 を待っておりまする」

「そのことよ」

　左衛門太郎の口許が、細かく痙攣している。ごくりと喉元が鳴った。

“二度討ち中入り”とは、信長の作戦の核心であった。乱戦の最中、義元を討ち漏も

 らし、大高城に逃げ込まれるという最悪の場合を想定した逆転の秘策。その為、既に、蜂はち

 須す

 賀か

 小こ

 六ろく

 正まさ

 勝かつ

 、前まえ

 野の

 将しよう

 右衛え

 門もん

 長なが

 康やす

 らを竜泉寺山麓に伏せ、遊軍として桜さくら

 木ぎ

 伝でん

 七しち

 、稲田大八郎、前野長ちよう

 兵べ

 衛えの

 尉じよう

 らが、猪いの

 子こ

 石いし

 、岩や

 作さご

 から裕福寺道にかけて潜んでいたのだ。

　合戦前、義元が、留守将・嫡男・氏うじ

 真ざね

 に一万五千余の大軍を残したと知った信長は、即座に、義元の不丶

 安丶

 を見抜いた。万事に公く

 家げ

 風で、軍司に疎うと

 い氏真に後うしろ

 髪がみ

 を引かれる義元の心理を信長は見逃さぬ。義元が、信長の攻撃を凌しの

 ぎ切って大高城に逃げ込めば、小勢の信長にとっては“万事窮す”の筈。ところが、信長は違う。反転して三河に中入りする。各地を焼討ちして盛大に黒煙をあげる。仰天した義元が、三河にとって返せば、信長は、国くに

 境ざかい

 で転戦し、縦横無尽に駆け回り、相打ち覚悟で義元軍に突入、これを屠ほふ

 るという凄絶な作戦であった。

「太郎は、直ただ

 ちに国境に戻れ。四百余を率いて、沓掛城を奪取せよ。沓掛城主・近藤景かげ

 春はる

 父子は、安井新左衛門が討取ったぞ。城は、主ぬし

 を失うて、空から

 城じろ

 同然とは思わぬか……。入城したら、小六、長康らを清洲に帰還させよ」

　太郎は、信長の力のこもった強いまなざしの中に、意丶

 味丶

 を読みとった。

　──其そ

 方ち

 にやる恩賞はない。敵から奪い取れ。戦後、今川と対峙する最前線を沓掛城とする──

　満面を綻ばせた左衛門太郎は、さっと一礼。馬に向かって身を躍らせた。信長が、生涯、家臣に求めたものは、この節せつ

 （瞬発力）であったのだ。

「藤九郎よ」

　信長の声の調子が甲かん

 高たか

 くなり、顎の先の黒子ほくろ

 が、ぴくぴくと踊る。

「ははっ」

　鼻の頭が丸い三十歳ばかりの男が、実直そうな身のこ丶

 な丶

 し丶

 で躙にじ

 って出た。水野藤とう

 九く

 郎ろう

 。信長は、藤九郎のしなやかで柔らかな眉毛を見つめた。

　──この男は、重大な局面で、他人の気持を理解できる懐ふところ

 の深さがある──

「其方は、松平元康に縁丶

 がある。この采さい

 配はい

 を証拠として……」

　大きく頷いた森可成は、持っていた義元の金采配を差出した。

「大高城に行け。元康には義元公の最期を、其方が見た通りに話した上で、“最も

 早はや

 、闘う意味は失う

 せた。今夜中に去い

 ね”と申せ。その際、乱らん

 妨ぼう

 、乱取り、牛馬の掠奪は、罷まか

 り成な

 らぬとな。他た

 日じつ

 の再会を望んでおるとも伝えよ」

「畏まりました」

　藤九郎は、ぐっと口を引き結び、大高城へと続く崖の小こ

 径みち

 を登り始めた。岨そば

 道みち

 の両側、叢には、敵味方定さだ

 かでない夥おびただ

 しい屍体が散乱している。両眉をきっと引いた信長の瞼まぶた

 が下がり、角かど

 張ば

 って見える

　──わけがわからずかり出され、いくさに殪たお

 れた男たち……──

　信長は、峠の彼方かなた

 、透明な光と影に眸を瞬しばたた

 かせた。幾いく

 許ばく

 かのゆ丶

 と丶

 り丶

 が生れたが、信長は、近きん

 習じゆ

 から矢や

 立たて

 （墨丶

 つ丶

 ぼ丶

 に筆筒を付けた携帯用の文房具）を受け取り、書状を認したた

 め始めた。神速の筆さばきが四通を仕上げる。

「可成。も丶

 の丶

 か丶

 わ丶

 をくれてやる」

「…………」

　可成は、顎がが丶

 く丶

 ん丶

 と落ちた。それもその筈、も丶

 の丶

 か丶

 わ丶

 は、知る人ぞ知る信長自慢の愛馬だからである。

「直ちに、これを届けよ」

　届先は、中島砦・梶川平左衛門、丹たん

 下げ

 砦・水野帯たて

 刀わき

 、清洲の沢たく

 彦げん

 宗そう

 恩おん

 、生い

 駒こま

 家いえ

 長なが

 であった。可成のまっすぐな眉が、ぴくりと動く。

「清洲にては……」

「和尚（沢彦宗恩）の下知に従え。儂は、これより熱田社に詣まい

 る。大宮司職の四郎（千せん

 秋しゆう

 季すえ

 忠ただ

 ）が……」

　信長は、ぐっと声を詰まらせた。ごしごしと拳こぶし

 で瞼を擦っている。信長の脳裏には、朝合戦での千秋四郎季忠と佐々さつさ

 隼はや

 人との

 正しよう

 政まさ

 次つぐ

 の奮戦が、ありありと蘇よみがえ

 る。

　空に重く蠢うごめ

 いていた黒雲が北に流れ、眩しい陽ひ

 差ざ

 しが草原にかっと照りつける。濃紫に沈んでいた草木は、一瞬、赫あか

 く輝いて華やかな色で強風に靡なび

 いた。季忠と政次の古風な大鎧が、神こう

 々ごう

 しいまでの威厳で辺りを払う。信長は二人の場違いなまでに高貴な出で立ちに、ふと死丶

 の丶

 想丶

 念丶

 が惑まど

 った。煤すす

 竹たけ

 色の大高道から敵の前軍一万余が奔流となって押し出してきた。二人は五十騎を率いて敵前を右に左に駆け違い、討込んでは引き、引くとみせて又攻め、敵を[image: 〓]
 ほん

 弄ろう

 する。善照寺砦の木柵近くまで引寄せられた敵に襲う百雷の閃光。悲鳴と叫喚が硝煙の中で交こう

 錯さく

 。あとには累るい

 々るい

 たる屍体の山。季忠は崩れ立つ敵に馬を乗り入れ餌え

 食じき

 とする。敵の法ほ

 螺ら

 貝がい

 が、「大・大・大」と鳴りたてると、敵の後続の大軍が、街道の竜たつ

 口ぐち

 から吐き出され、再び押し出してきた。

「退ひ

 けいっ！」

　血相を変える信長。その采配に合わせて陣太鼓が、「大小小小」と退却の合図を送る。が、季忠と政次は一向に退く気配はなく、先刻と同様、右に左に駆け違い、敵軍を挑発し続け、その鼻はな

 面づら

 を引き廻す。敵は、善照寺砦の鉄砲三百挺ちよう

 の砲列に斃されても斃されても津波のように押し出してくる。激戦の中、季忠と政次らは敵勢の渦に呑み込まれた。

「なんと……」

　歯を喰いしばった信長が、馬に鞭むち

 を入れようとした時、轡くつわ

 の差さし

 縄なわ

 にぶら下がって止める男。森可成である。喚わめ

 いた。唾つば

 がとぶ。

「殿っ！　昼ひる

 合戦と聞いておりまするぞっ！」

「…………」

　凄まじい銃声が、轟ごう

 々ごう

 と湧き起こり、迫りくる敵を薙な

 ぎ倒す。いつしか、今川方前軍一万余は、前のめりに善照寺砦一帯に展開することになり、義元本陣と二十町ちよう

 （約二・二キロ）間隔が開いてしまった。これが決戦の土ど

 壇たん

 場ば

 で義元の致命傷になった。

　──作戦の全貌を、前もって明かした四人が、四人とも死んでしもうたっ！──

　あとの二人は、丸根砦・佐久間大学盛もり

 重しげ

 と鷲津砦・織田玄げん

 蕃ばの

 允じよう

 信のぶ

 平ひら

 。信長は、それぞれの砦に百挺ずつ鉄砲を配置して、敵の先鋒を引き付け、一人でも多くの敵を斃した上で、砦に火を放ち、全員搦からめ

 手て

 から脱出して中島砦に入るように命じた。虚丶

 城丶

 である。が、二人は、部下を脱出させてから、自ら進んで敵陣に斬込み討死したのだ。結果として今川方三千余の先鋒は大打撃を受け大高城に逃げ込み、決戦には参加できなかった。

　──何故、死んだのだっ！　自分の生命いのち

 を投げ出してまで、儂に託した意丶

 味丶

 は、何ぞ！──

　信長は明暗定まらぬ想いに浸ひた

 っていた。



「殿っ！」

　可成の声に、ふと我に返った信長。

「熱田を出たら、清洲に戻る。明朝、未明に、馬場で会おう。儂は、やらねばならぬことが、山積しておる」

　信長は、陽の傾きを計りながら早口になる。

「殿は……」

「しつこいぞ。遣つか

 わす」

「ははっ」

　頬を紅潮させた可成は、雄偉な馬体のも丶

 の丶

 か丶

 わ丶

 に跳び乗って、みるみる遠ざかってゆく。信長の甲高い声が黒武者たちの頭上に響き渡った。

「勝三郎。黒武者を率いて、か丶

 み丶

 道から清洲に向かえ。途中、今川勢と遭遇しても、見逃してやれ。手出しは無用ぞ」

　勝三郎（池田恒つね

 興おき

 ）は、怪け

 訝げん

 な表情で、

「殿のお供とも

 は……」

「今朝、清洲を出たときの童わつぱ

 と新助だけでよい。童は、未だ動ける」

　童とは、小姓の岩いわ

 室むろ

 長なが

 門との

 守かみ

 、長谷川橋介、佐さ

 脇わき

 藤八郎良よし

 之ゆき

 、山口飛ひ

 弾だの

 守かみ

 、加藤弥三郎のこと。

「海み丶

 ち丶

 辺りは、敵の[image: 〓]
 かつら

 山やま

 氏うじ

 元もと

 勢……」

「もう、おらぬ。人っ子ひとり……」

　信長の眸がぎらりと光った。義元の上洛作戦には、軍需物資、兵ひよう

 糧ろう

 の輸送の上で重要拠点が熱田湊みなと

 であった。先年、義元は蟹江城攻めで手の内を信長に見抜かれていたのだ。

　信長は読んだ。合戦の初期の段階で、先鋒五千と荷に

 之の

 上うえ

 水軍、千せん

 賀が

 水軍が、熱田湊を陥おと

 せば、義元本軍は呼応して一気に清洲城を狙うという図式である。熱田・羽は

 城じよう

 が四百挺の鉄砲で守りきれば、その間、義元は、動けぬ。信長が、遊軍行動をするために最も心を砕いたのは、防丶

 備丶

 であったのだ。



　むくむくと盛り上った黝い入道雲の肩口辺りが、赤しやく

 銅どう

 色に染まり、たなびく絹雲辺りで、天てん

 鼓こ

 が轟く。

　熱田社の御所前町から海上門（南門）にかけて、ぎっしりと群衆で埋めつくされ、歓かん

 呼こ

 が湧き上った。ある者は涙し、ある者は、手を合わせ嗚お

 咽えつ

 する。

　眼がん

 窩か

 落ち眼ばかり光らせた痩そう

 躯く

 の武者が、砂地にどっと膝をついた。

「此こ

 度たび

 は、見事に……」

　あとが続かない。号泣。加藤図ず

 書しよの

 助すけ

 順より

 盛もり

 。加藤家十三代の当主である。瞼を真っ赤に腫らした信長は、腰を落として順盛の掌をとった。

「四郎こと……無念」

「…………」

　信長は、千秋季忠の若妻が、身み

 籠ごも

 っていることを知り、その子の将来を保証した。

「損害は……」

「鉄砲衆三百余の弾幕で敵を寄せつけず、味方の死者は一人もおりませぬ。手て

 疵きず

 を負うた者が、二十ほどで……」

「うむ。田でん

 楽がく

 狭はざ

 間ま

 では、大勢が死んだ。今宵は、沢彦和尚が、二千余の百姓、町衆を率いて清洲から合かつ

 戦せん

 場ば

 に駆けつけて下さる。手疵の者は敵味方を問わず探索して、大高城下の舟着場に運ぶゆえ、熱田湊の舟を手配せよ。重傷者は熱田で治療し、軽傷の者は、荷車で清洲へ運べ」

「はっ。大至急……」

　信長は痛む左肘をかかえこみ声を潜ひそ

 めた。

「義元の嫡ちやく

 嗣し

 ・氏真では、家中の統制はきくまい。老臣おとな

 ・三浦義よし

 鎮しげ

 、瀬名親ちか

 範のり

 、朝比奈泰やす

 朝とも

 らは、互いに反発しておる。甲斐の武田信玄は、この混乱をついて駿河を狙う。この好機は、逃のが

 すまい。氏真は、父の復讐どころではない。其方は、商人だ。モノの動きも、人の動きも止めてはならぬ。織田と今川の交戦中でも、駿河との交易を許可する。どしどし浸しん

 潤じゆん

 せよ」

「その様な……」

「よい。“海陸共とも

 往返”を特許しよう」

「…………」

　順盛は、赫あか

 々あか

 とした夕映えに浮ぶ信長の力強い口許に息を呑む。

　──このお人は、心の中に“個人”はなく、“法令”がある……──

「今川の動きは、細大漏らさずに、ご報告を」

「うむ」

　喉が灼や

 ける。咳込む。順盛は慌あわ

 てて竹筒の栓を抜いて渡した。貪むさぼ

 るように飲み干す信長。眉間のくぼみに深い影を滲にじ

 ませている。蹠裏に砂丶

 の形を刻み、馬の背へと地面を蹴るが、重い空気にずり落ちる。

「殿……」

「案ずるな。少々疲れただけだ」

　信長は白い歯をみせ、黄たそ

 昏がれ

 をあつめた薄明の中を清洲へと去っていった。



　夕暮れが下りると、蝉せみ

 時雨しぐれ

 に包まれた田楽坪には、夥しい松たい

 明まつ

 が林立していた。清洲城下から急行した百姓、町衆二千余と丹下砦、中島砦守備兵六百余である。

　慥たし

 かな手綱捌さば

 きで悍かん

 馬ば

 の鐙あぶみ

 を踏み仁王立ちとなった黒甲かつ

 冑ちゆう

 武者。一尺（約三十センチ）以上もある穂の大身槍を脇に掻い込んでいる。武者の音声が、大気を震わせた。

「夜は短い。信長様のご依頼により、この沢彦宗恩が、指揮をとる。水野殿は、鳴海方面、梶川殿は、沓掛方面に見張りを立てて下され。敵の軍勢あらば、法螺貝で合図。皆の者は、直ちに山を登り、身をひそめ、敵の通過を待つべし。この一帯で乱取り、乱らん

 妨ぼう

 をする野の

 伏ぶせ

 りどもは、一人残らず殲滅する。合戦での負傷者を探索し、大高城下の舟着場へ運ぶ。そこに、熱田衆が船で迎えに来る。屍体は山麓に合葬して身み

 墓ばか

 （埋葬墓）を造る。霊魂の慰霊の場としての清きよめ

 墓ばか

 （弔詣墓）は、清洲から二十町（約二・二キロ）ほど南の須賀口に築く。近辺に散乱する武具・甲冑は、荷車で清洲に運び、競売にかけ、売り上げた銭ぜに

 は、遺族の者に分け与えるものとする。早は

 ようせねば、遺骸が、腐り始める。者共、急げいっ!!
 」

「おう!!
 」

　群衆の絶叫が、渓たに

 間ま

 に木霊した。

　雲が裂け、臥ふし

 待まちの

 月つき

 がのぞくと山肌のしわが消え、沢彦には、すべてのものが透明で中空に漂っているかに観み

 える。

　──これは合戦に伴う濫妨狼藉の拒否だ。今迄合戦場は、大きな稼ぎの場であり、食いつなぎの装置であった。信長は、精神の荒廃に歯止めをかけようとしておる。祈ることは、深い心に関わることだが、忿ふん

 怒ぬ

 の形ぎよう

 相そう

 で旧来の勢力に立ち向かう合戦は、更に深い心に関わることか……──

　寂じやく

 とした森の奥深くから一度消えていた蝉時雨が、再び湧き起こった。沢彦は耳元が熱い。殺した者、殺された者の悲鳴が、絡みついてくる。鬼き

 哭こく

 啾しゆう

 々しゆう

 とした光景である。

　──信長は、合戦の終盤、あの池の辺りで、「信長だあっ！」と大音声をあげ、我が身を義元の旗本衆の眼前に曝さら

 し、餌えさ

 となったそうだ。信長の頸をあげようと殺到する敵。これが義元の命運を決定したのだ。“天下布ふ

 武ぶ

 ”は、新しい合戦の発明でなければならぬ。信長は祝勝の盃さかずき

 に酔うこともなく、早速に“美み

 濃の

 攻め”にかかる気だな。信長という男は、なに者かになるための一歩を踏み出したか……──

　沢彦は、心の静かなたかまりを感じた。



　熱田社から清洲までは、僅わず

 か三里（約十二キロ）。出陣の時、一気に駆け抜けた道だが、今宵は限りなく遠い。信長は、息が詰まり、しわぶき、幾度も馬を止めて大きく呼吸した。清洲城・本丸南馬出しを埋め尽した群衆。その歓呼の声が、信長の耳には、凄まじい乱闘と殺さつ

 戮りく

 の雄叫びに聞え、背筋に戦慄が走る。腥い深紫の風が起こり、大おお

 篝かがり

 火び

 が、黄おう

 丹に

 色の火の粉を舞い上げる主殿とのも

 玄関の石畳。筋張った太腕で黒くろ

 髪かみ

 曼まん

 陀だ

 羅ら

 を小脇に抱え、信長は、安堵の吐息をついた。



「ご無事で……」

　ひたと床板に手をつく吉きつ

 乃の

 。続く言葉は呑み込まれ、内部から乳房を刺し貫く。裂けるほどに瞠みひら

 いた眸ひとみ

 から熱い涙が、どっと零こぼ

 れ落ちた。あとから、あとから……。吉乃は、力なくずり堕お

 ち、背中が、大きく波打った。丈たけ

 にも余る黒髪は、桂かつら

 包づつみ

 にまとめられ、白小袖には、黯くろ

 々ぐろ

 とした血が、こびりついている。

　背後の大広間からは、潮しお

 騒さい

 となって、負傷して担ぎ込まれた戦士の呻うめ

 き声が、漏れてくる。それは、信長の心に絡みつき、牢ひとや

 となって時空を窄せば

 める。

　吉乃は、大台所の五つの大釜で沸かした湯を大おお

 盥だらい

 に満々とたたえて次々に運び入れ、侍女たちを叱咤して疵きず

 の手当に狂奔していたのだ。

「うむ……」

　頷く信長。侍女たちは、その姿に手を合わせ、嗚咽する。信長は、物もの

 憂う

 げな動作で、右手だけを使い鎖頭ず

 巾きん

 を脱ぐ。額に走る刀傷からすうっと血が、糸を引いて流れるが、信長は、にやりと笑い、拭ぬぐ

 いもせず、

「今川治部大輔義元公だ。清めてくれ」

　はぜかえった頸の斬口から、ずるっと黒い肉塊が糸を引いた。短く悲鳴をあげ、のけ反ぞ

 る侍女たち。きっと居い

 住ず

 まいを正した吉乃は、首台を差し出して恭うやうや

 しく受取った。

「槍で貫いた穴から脳を出し、塩でもみ、味噌をこめる。よいな。首桶は、儂が死んだ時の為に用意してある内部が朱漆うるし

 、外が黒漆の筒桶を使うてくれ。頸は湯で洗い、髪を結ゆ

 い、口中の鉄か

 漿ね

 を塗り直す。顔の疵は、白粉でかくし化粧せよ。口には鶏けい

 舌ぜつ

 香こう

 を含ませ、耳や鼻にも香を詰める。できたら薄絹すずし

 で包み、清美酒に浸す。貴人は、厚あつ

 う持も

 て成な

 せ。これなら、暑中も臭気がせぬ。明日、駿河に送り返す」

「承知いたしました」

　瞼を真っ赤に腫は

 らした吉乃は、健けな

 気げ

 にも凜りん

 としたいつもの風姿に戻っている。侍女たちに持たせた首台と共に、奥に退っていった。

　──吉乃と儂は、似た者同士だな……──

　信長は、ひっそりと、しかも確実に[image: 〓]
 れてくる熱いものに流されていた。

　咳払いがした。幔幕のかげから丸い目がのぞいた。信長出陣の時はいつも清洲城の留守居役を勤める佐さ

 脇わき

 藤とう

 右衛え

 門もん

 である。

「殿。高名帳（首帳）は、如何致しましょうか」

「乱戦であった。追い首、拾い首……味方の首があるやもしれぬ。儂は、合戦直前、“捨て首にせよ”と申し渡したゆえ、首実検はせぬ」

「さりながら、今川方重臣の首級も多く……」

「…………」

「下しも

 方かた

 九郎左衛門が、義元公愛用の鞭と[image: 〓]
 ゆがけ

 を携たずさ

 えた権ごん

 阿あ

 弥み

 と申す者を捕えました。同どう

 朋ぼう

 衆と思われます。顔見知りの重臣の名が判明しますれば、記帳して……」

「それでよい。首級は、明朝、須賀口に塚を築き埋葬し、供く

 養よう

 をする。仔し

 細さい

 は、沢彦和尚の下知に従え」

「畏まりました」

　深々と頭を下げた藤右衛門の白髪まじりの髻たぶさ

 を眸にした瞬間、信長は全身を襲う激痛に硬直した。



　蒼い闇の中、ほのかに浮ぶ板葺の厠かわや

 。板戸が軋きし

 み、荒あら

 素す

 膚はだ

 が、よろめき出た。信長だ。少し離れた井戸までが容易なことではない。幾度も跪ひざまず

 いて天を仰ぐ。　[image: 〓]
 月は船　星は白波　雲は海　いかに漕ぐらん桂かつら

 男おとこ

 は　ただ一人して……
 　臥待月が、雲の破れ目からのぞく。小刻みに震える萌もえ

 黄ぎ

 糸で巻き立てた茶ちや

 筅せん

 髷まげ

 。ようやくにして円形に組んだ河原石を踏み、井戸端にまで辿りつく。きゅっきゅっと釣つる

 瓶べ

 。清さわ

 々さわ

 と青あお

 水沫みなわ

 が、盛り上った肩先で散った。

「うっ！」

　呻きと舌打ち。手拭をはたく音。空を渡ってゆく名も知れぬ鳥の声が、奇妙なまでに響き渡った。喧騒の大台所は、明あかり

 障しよう

 子じ

 が赫々と輝き、人々の影が交錯する。陰の小路から手燭の侍女・お妙たえ

 が、浴衣ゆかた

 と白小袖を捧げて現われた。

「土田御前様が、対たいの

 屋や

 でお待ちでございます」

「…………」

　小袖を着けながら頭を振り水滴をはねとばす信長。お妙は袖で口許をおさえた。

　対屋の手前には、中なか

 居い

 があり、片かた

 折おり

 戸ど

 が開けられ灯ひ

 のはためきが小庭の百日紅さるすべり

 のこぼれ花に映は

 えていた。簀すの

 子こ

 に坐す人影。医くす

 師し

 ・吉田法印である。信長は、坐敷に置かれた湯の大盥を一いち

 瞥べつ

 して、

「金きん

 瘡そう

 （斬きり

 疵きず

 ）は額だけだ。突つき

 疵きず

 、鉄砲疵はない。あとは、打身（打撲傷）だけだ。疵は井戸水で洗うてきた」

　手た

 綱ふさぎ

 （ふんどし）ひとつになった信長は、差出された問とい

 薬やく

 （気付薬）と血けつ

 縛ばく

 （止血薬）を服用する。疵をくまなく調べた医師は絶句。

「いくら何でも……」

　信長の疵は、

背中　大小八ヶ所　　同所槍疵三ヶ所
 両足　大小十二ヶ所
 右腕　六ヶ所　　左肘五寸（約十五センチ）程一ヶ所
 右眼の尻より鬢びん

 先さき

 にかけて四寸程一ヶ所
 左鬢より耳の後口へかけて三寸程一ヶ所
 「二ふた

 重え

 の鎖くさり

 帷子かたびら

 ゆえ、これで済んだ。とにかく腹が減った」

　立上ろうとする信長を押止めた医師は、薬箱から油薬を取出した。堺さかい

 で南蛮人から教わったヤシの油を煮たものである。銅のへらで油薬も疵口になでつけ、阿あ

 仙せん

 薬やく

 （止血薬）を塗る。

「儂の手当は、これで充分じゃ。早よう大広間の家来たちを看み

 てやってくれ」

　医師を急せ

 かせた信長は、白小袖の帯をしめながら小庭に面して張り出した簀子を歩む。打ち橋を渡ると対屋がある。妻戸は開いており、味噌汁、焼魚……豊穣な匂い。勢よく下しも

 長押なげし

 を跨また

 ごうとした信長は、凝ぎよう

 然ぜん

 として立尽した。

　燭灯ともしび

 の照らす幽暗のかげり。その片隅に坐す尼僧。その姿は、かぼそく煤けた塗ぬり

 籠ごめ

 色に染っていた。

「母上様……」

「ようこそ、ご無事で……」

　掠れた声。信長の眸に、やつれた細ほそ

 面おもて

 の母の顔は、朧おぼろ

 気げ

 に霞み始めた。床板にどっと膝を付いた信長の号泣は、大気を震わせた。昧まい

 爽そう

 の光と影。ずらりと並べられた祝膳の数々。母と子の嗚咽は、止まることなく低く流れ清らかな空白の余韻が、池の面おも

 に零れ落ちた。



　夜は更ふ

 け、雲間から現れた月が皓こう

 々こう

 と光を放ち、梢から飛び立った鵲かささぎ

 の飛び去る姿を浮び上がらせた。松の疎林が続く熱田街道から夥しい松明の行列が、清洲に近付いてくる。負傷者を運ぶ荷車だ。群衆で[image: 〓]
 れかえる山さん

 王のう

 社しや

 を左折して総構えに沿って進み、大橋を渡る。武家屋敷からは戦もの

 士のふ

 の家族が駆け寄ってきて、親や夫をさがす。五条川から吹きあげる川風が、金かな

 切きり

 声ごえ

 と悲鳴を舞い上げた。



　本丸を濠ほり

 で隔てた北の丸。書院に設けられた信長の寝所だけは、しんと静まり返っていた。射し込む月光に浮ぶ昏睡した信長の横顔。夢の中で格闘しているのか、時折、苦悶の声をあげ、両足を痙攣させる。と、引き寄せる衣きぬ

 摩ずれ

 の音。吉乃であった。黒髪の乱れを構いもせず、信長のそばに寄り添い、その息いき

 衝づ

 きに耳を傾けていた。

　──生きて、再び、あなたさまと……──

　涙がこぼれ、堅く握り締めた男の拳を濡らし螺ら

 鈿でん

 を鏤ちりば

 めた。



　翌五月二十日未明。褥しとね

 を蹴った信長は、真新しい鎖帷子、鎖鉢巻姿で、清洲城から二十町（約二・二キロ）南の須賀口に向かった。不眠不休の沢彦和尚が、満面の笑顔で出迎えた。

「大高城の松平衆は、昨夜のうちに、濫妨狼藉もなく静かに退きましたぞ。残るは鳴海城におる敵二千余のみ。生駒衆が今日中に、相原・細根・有松の堰・貯水池の土手を修復する手筈になっておる。おっつけ坊主も集って参ろう」

　沢彦が指差す先には塚が築かれ、大おお

 卒そ

 塔と

 婆ば

 が立てられていた。

　黙礼した信長は、沢彦と眸だけで会話をする。

　──いよいよ美濃攻めかな……──

　──左様、一日も早く戦国の世を終らせるには、時間が、惜しゅうて、惜しゅうて……──

　信長は、大きく頷いてから、首桶を差し出した。口径八寸（約二十四センチ）、高さ一尺五寸（約四十五センチ）。木で作った曲まげ

 物もの

 の筒桶で、外部を黒漆、内部は朱漆でかためてある。沢彦は、にやりと笑みを浮べ、太い腕で、がしっと受けとった。中に浸してある清美酒の香りに眼を細める。

「千部経を読どく

 誦しよう

 し、追善供養ののち、鳴海城で粘っておる岡部五郎兵衛元信のもとへ送り届ける。早々に退の

 かせましょう」

「忝かたじけの

 うござりまする。儂は、これより津島湊にまいります。十日のちには、動きまする」

　目を丸くした沢彦に一礼した信長は、馬にとび乗った。鈍にび

 色の彼方へ遠ざかる信長の姿は、ぐんぐんと小さくなっていった。



　永禄五年（一五六二）正月十五日。

　清洲城・本丸。大広間には、大燭台が、ずらりと並べられ、燦然として眩まばゆ

 い許ばか

 りである。上坐・中央には、糞ふん

 掃ぞう

 衣え

 の僧が、端坐している。引結ぶ口許、厚みをもつ肩、衣の下に[image: 〓]
 れるような逞たくま

 しい体躯。沢彦宗恩だ。褐かち

 衣え

 姿の信長は、その右隣。左側に少し離れて、黒髪をうしろに結いかけた吉乃。香気に満ちた細面が、微笑んで、到着したばかりの松平元康に会釈した。信長は、雪に濡れた元康の烏え

 帽ぼ

 子し

 を一瞥すると、立ち上り、禹う

 歩ほ

 を踏み上坐から下坐に下りて、元康の前に、どっかと腰を落した。若い元康は、青年らしいあせりと野心とが湯気のように頬を火ほ

 照て

 らせている。風雨に曝された面つら

 構がま

 えを見て信長は頷いた。

　──竹千代よ。人の群れにもまれて苦労したようだの。一つ一つの偶然は、今こん

 日にち

 ただ今につながる一本道であったかも知れぬ……──

　信長は、緊張して肩先が固まっている松平党の家臣たちをぐるっと見廻して、

「つ丶

 な丶

 が丶

 る丶

 ことは、脱丶

 皮丶

 す丶

 る丶

 ことだ。いや、拒丶

 否丶

 す丶

 る丶

 ことでもある。いや、断丶

 絶丶

 す丶

 る丶

 ことでさえある」

　一瞬、座の夜気に稲妻が、走った。大きく頷く元康。口許には、微笑が、浮んでいる。

　が、その背後に坐す酒井忠次は、悪臭を嗅いだと言わんばかりに鼻に皺を寄せている。

　石川数正は、ぽかんと口を開けたまま、鬚あごひげ

 をもじもじと弄いじ

 る。その肩ひとつ出た大柄の本多広孝は、下唇をぐいと押し出して嫌悪感をかくそうともしない。

　素そ

 知し

 らぬ顔の信長の眼の底に異様な光が走った。胡こ

 坐ざ

 した信長の右肩が、しなやかに動いたかと思うと、一同が、眼にしたのは、二間けん

 （約三・六メートル）先の板敷に立った信長の姿。まさに一瞬の早技であった。信長は、杉戸に手をかけ静かに引く。夜の静寂が、浸し

 み入って燭火あかり

 が、ゆらりと動いた。

　信長は、全く抑揚のない声で、

「あの梅の花は、雪に揉も

 まれておる。世間は、ただもう[image: 〓]
 に揉まれておる。大名の同盟とは、茶壷に入れた新茶。あとのことは、こちゃ知らぬ。盟約を結ぶなら、心の闇に潜む鬼を調ちよう

 伏ぶく

 せねばならぬ。さもなくば、いつ裏切られるか知れたものではない」

　居並ぶ烏帽子が、一斉に波打ち、潮しお

 騒さい

 が、ひろがった。

　委細構わず、畳み込む。

「この信長、恥はじ

 ある者にて候」

　と、上坐から地下の霊たちに呼びかけるような強い怨えん

 声せい

 が発せられた。一同の視線が、沢彦に集まる。

「身を観ずれば、水の泡、消えぬる後は人もなし。恥ある者とは、恥を知る者。行ぎよう

 住じゆう

 坐ざ

 臥が

 の己れの行動、音節に規範を持ち、如何なる場合でも、それに違たが

 うことを恥じる者のことでござる」

　大きく頷いた信長は、杉戸を閉め、冷えと徹とお

 る声で謡うた

 う。　[image: 〓]
 死のふは一いち

 定じよう

 　しのび草には　何をしようぞ　一定語りをこすよの……
 （人間五十年、夢幻の世界を生きているが、その中で、語り草になるほどのことをしてみたいものよ……）

　信長は、さっと袖を[image: 〓]
 し、扇で元康を差す。

「盟約を結ぶということは、死丶

 を同じゅうすることと心得る。元康殿、如何に」

　元康のあご先のほ丶

 く丶

 ろ丶

 が、ぴくりと踊った。

「同感に候。し丶

 ゃ丶

 っ丶

 と生きとうござる」

　信長は、元康の両眼を、じっと見つめ、うつろな動きのないのを確認して上唇を引きしめた。

「牛ご

 王おう

 宝ほう

 印いん

 の料紙は、ここにない」

「…………」

　元康の背後、松平党から失笑がもれた。この時代、誓書とか起き

 請しよう

 文もん

 には、牛ご

 頭づ

 天てん

 王のう

 信仰の津島神社の牛王宝印を刷った紙が料紙として使われた。それを裏がえして白紙の方に約束ごとを記すのである。信長は、この作法を十分承知の上で、あえて型破りに出たのだ。

「これは、神じん

 水すい

 でござる」

　傍らの茶碗に、雪を溶かした水を注ぐ。これから何が始まるのかと、一同、固かた

 唾ず

 をのんでいる。広間は、空洞うつぼ

 と化した。空洞は陰おん

 陽みよう

 師じ

 が、悪霊を閉じこめ、消滅させ、他界に送り出すあ丶

 な丶

 ぐ丶

 ら丶

 。因ちな

 みにその昔、平安京の朱す

 雀ざく

 門もん

 や羅ら

 城じよう

 門もん

 の楼上に登れる階段はなかった。楼上空間はう丶

 つ丶

 ぼ丶

 になっており、巨大な呪的浄化装置であった。

　信長は、黙したまま、わし鼻をしゃくった。佐脇良よし

 之ゆき

 は、能の所しよ

 作さ

 で、違い棚から文ふ

 筥ばこ

 を運び、墨をする。白紙を、能「井い

 筒づつ

 」の井戸に見立てて水みず

 鏡かがみ

 をのぞき込む。　[image: 〓]
 筒井筒　井筒にかけしまろが丈……
 　──見れば　懐なつ

 かしや──

　様々な思いを水鏡に映す所作。一座の者は、みな我知らず、深丶

 さ丶

 を伴った充実した感覚と共に、生きている実感に沈んでいた。信長は、左手で白紙を捧げ持ち、一気に四度、筆をふるう。ただ一文字。

「牛」

　更に、中央に墨痕鮮やかな点を入れた。

　信長は、牛丶

 の神文をくるくると巻き、大燭台の火を移す。めらめらと燃える松明を、三人の茶碗にかざし、灰を振り落とした。凜とした信長の声。

「それでは、神水、参る」

　信長の喉が、ゴクリと鳴った。一気に呑み干したのだ。呪しゆ

 師し

 ・信長に続いて、元康と信元が、呑む。

　残心の型で見届けた信長は、白しら

 木き

 の弓をとり、弦つる

 を鳴らし、悪星を踏み破り、吉意を呼び込む歩行術の反へん

 閇ばい

 を行う。継つ

 ぎ足の歩き方で、先に出た足に、後の足を引き寄せて、左右に歩みを運ぶ。式は、信長の四し

 方ほう

 拝はい

 で、陰おん

 陽みよう

 道どう

 の四し

 神じん

 に安泰を祈って終った。穢けが

 れは、他界に流れ出る。不思議な熱気がたち込める中、人々は、“化け

 生しよう

 の者”信長に深々と頭こうべ

 をたれた。



　冬中凍てついていた大地もゆるみ、あちこちにできた水たまりが放つ光が眩まぶ

 しい。

　と、力強い調子の鳥の声。信長は、思わず手綱を引き絞り馬を止めた。

「鶯うぐいす

 か……。花の木は見えぬが、梢こずえ

 があからんでおる。鶯は、全身で桜丶

 を求めているのかもしれぬ」

　信長は、下唇をかみ、視線が落ちつかぬ。人前では、見せたことのない内気な表情である。鶯の声に魂をゆさぶられ、うろたえる。

　──儂にとっての桜丶

 は、吉乃……。あの甘美な声を聞けなくなる日が、近いのではないか……。吉乃は、母上様と力を合わせて、稲葉山城に入城した暁あかつき

 に、儂に着せようと紫し

 布ふ

 の狩かり

 衣ぎぬ

 を縫うてくれた。が、現実は、遅ち

 々ち

 として進まぬ。美濃取りに、あと何年かかるか、一向に進んでおらぬではないか……──

　このところ連日、小牧山城と城下町の普ふ

 請しん

 場ば

 に通いつめていた。心が、急く。

　──乱世の真ま

 っ只ただ

 中なか

 で、人々は、その日暮しに奔走しておる。天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 という理ゆ

 想め

 を語ったところで理解される筈もない。ならば、小牧で、小規模ながら理想の街を現出させるしかあるまい。動いている心をどう形に表現するか……。住み易い街。四季折り折りの花が、乱れ咲く花壇のような城。儂の理想を、人々が測はか

 り知ることができたら……──

　また、鶯が鳴いた。



　小牧は、木の香かおる「板」で覆われていた。山麓の大手門から南へ伸びる三間半（約六・三メートル）幅の棒道には、白砂じや

 利り

 が敷き詰められ、武家屋敷から町屋、寺院、神社に至るまで、すべて板葺屋根だ。檜ひのき

 、杉、栗などからとった板を屋根に並べ、「おさえ」には竹や棒が、多用されている。河原石は使われていない。信長は見とれている。

「しっかりした造りだな。総木づくりは、よい香りがする」

　石組みの土塁のかげから岡部又また

 右衛え

 門もん

 が、跳び出してきた。汗塗れである。

「屋根の仕事は、なかなかの熟練ぶりぞ」

「はい。奈良の高たか

 御み

 門かど

 郷から呼び寄せましたフキヤ孫九郎たちでござりまする。乱世ゆえ奈良では、仕事に恵まれず、刀かたな

 研と

 ぎで生計をたてておりましたゆえ、大喜びで……」

「そうか、そうか」

　又右衛門は、背後の、大通りから西に入った広い区画を指差して、

「殿は、去年、繁華な町屋に、寺は似合わぬと仰せでござりました。それで、妙宝寺、善光寺、誓願寺などは、辰たつ

 巳み

 （東南）。御み

 園その

 神しん

 明めい

 社しや

 、山さん

 王のう

 社しや

 などは、未ひつじ

 申さる

 （西南）に区画いたしました。明日より、城山の麓、修しゆ

 験げん

 道どう

 の寺を、西にし

 曲くる

 輪わ

 の頂上に移築を始めまする」

「よし。明朝より軍兵を総動員して、惣そう

 堀ぼり

 と内堀を掘くつ

 削さく

 し始めることにする。人手が、足りなければ、すぐに申せ」

「ははっ。それにしても……」

「なんだ」

「商人は、逞しいものでござりまする。五条川の船津から曲まが

 っ沢さわ

 にかけて、草葺屋根の小屋が、目白押しになっております。みな、工事人夫相手で、美濃、三河、伊勢から続々と押しかけ、場所取りで大騒ぎで……」

「儂の楽市楽座は、未だ穴だらけだが、狙いは、商人、職人が変れば、この国が、変るということだ。清洲の町衆も、ぼやぼやしておると取り残されるぞ」

　信長は、肩をゆすって笑う。

「さてと……」

　馬の鞍に結びつけられた大袋から二つ折りの堅紙を取り出して、拡げた。

「これが、本丶

 丸丶

 の花壇だ」

　のぞき込んだ又右衛門は、ぎょっとして目を大きく見開いた。白目の部分が、むき出しだ。

「か……花壇で……。場所は、本丸……」

　信長は、素知らぬ顔で、続ける。

「主殿の中庭すべてを花壇にする。水はけをよくするために砂利を一寸（約三センチ）の厚さに敷く。その上に黒土を五寸（約十五センチ）盛る。真ん中には、玉石を並べた通路じゃ」

「大花壇を、わざわざ板塀で囲むので……」

「差し込み式で、取り外しが自在にできる板塀じゃ。板塀の柱を差し込むには、穴がいる。縦五寸（約十五センチ）、横三寸（約九センチ）、深さ二尺（約六十センチ）の木箱を埋め込んでもらいたい。店みせ

 開びらき

 は、来年の春じゃ。花は、儂が、手配する」

「はあ……」

　又右衛門は、口をあんぐりと開けた。数々の築城を手がけた又右衛門にとって、小牧山城は、異例ずくめの奇妙なものに思えた。直線の大手道、曲輪内の寺、本丸の花壇などはどれも防御装置としての城の定じよう

 石せき

 からは、はずれている。大工にとって重要なことは、革命的な構造や様式を開発することではなく、古いものを繰り返し洗練化することであった。

　だが、目の前の自信に満ちた信長の表情を見るにつけ、又右衛門は心の中で頷く。

　──この男の新技術にたいする関心は異常なものだ。他の競争者とは、明らかに区別できる何かをもたなければ、蹴落される。その何かが、新丶

 し丶

 い丶

 技丶

 術丶

 なのだ……──

　又右衛門の頬が、紅潮してきた。

「楽しんで、やらせて頂きまする」

「うむ。井戸は、どうだ」

「はい。五百基ほど掘りました。地下水が、豊富なところで、深さは二間（約三・六メートル）前後と浅うございます。井戸掘りは、容易でございました」

「あと五百基は、要い

 る。頼むぞ」

　言い終わらぬうち、信長は、もう馬上にあった。駆けつけた森可成、池田勝三郎を従えて鍛冶屋町の方角に消えていった。



　鍛冶屋町には、東西三十メートル、南北十五メートルのきわめて大きい建物が、敷地いっぱいに建っていた。その数五棟。信長は、甲冑、武具の生産だけでなく、修理、再生を重要と考えていたのだ。工房の中には、弾丸用の鉛の延べ棒、数百本が並べられ、鉛を溶かす鉄製る丶

 つ丶

 ぼ丶

 十個の設置が、始まっている。信長は、水路の石積みに腰かけて、甲冑師・源兵衛と喜き

 左さ

 近こん

 を呼んだ。共に奈良から呼び寄せた岩井派の甲冑師だ。信長は、鎧、胴丸、腹当などに使われている小こ

 札ざね

 をひらひらさせている。小札は、鉄や煉ねり

 革かわ

 の小片だ。これを威おどし

 糸いと

 を通す穴をあけて、一枚一枚を威おど

 すのが、この時代の工法であった。

「これだと手間がいる上に、鉄砲に弱い」

　信長は、勝三郎に持たせてあった一枚の鉄板を受けとって、

「これからの甲冑は、この板いた

 札ざね

 を使え。蝶ちよう

 番つがい

 で開閉するか、鋲びよう

 で矧は

 ぎ留めれば、防御力もあがるし、手間いらずだ。織田勢の足軽への貸かし

 具ぐ

 足そく

 は、すべて板札とする。工夫せよ」

「承知いたしました」

「軍兵の具足は軽くする。籠手・脛すね

 当あて

 は、つけるが、面めん

 頬ぽう

 、佩楯は、要らぬ」

「胴の前後に、所属が明らかな合あい

 印じるし

 をつけまする」

　信長は、軍兵編成を、農民ではなく、野伏り、[image: 〓]
 れ者などのワタリ衆を足軽とした。武具は高価なので彼らには負担が重い。そこで、武器、武具は、すべて貸すことにしていたのだ。いわゆる御お

 貸かし

 具足である。

　鍛冶師、木き

 地じ

 師し

 、甲冑師、鋳い

 物も

 師じ

 、漆師、研ぎ師、などの居住配分を夏までに終らせ、秋からの清洲からの移住に備えようとしていた。

　町屋の区画を過ぎると、城山の南麓は、武家屋敷群である。道路は、道どう

 満まん

 の九字（横五本・縦四本）に通してあるが、建物は、町屋と違って未完のものが多い。名な

 久く

 里り

 で大手道に入る。小牧山城が、完成するまで、五百余の鳥見ノ衆を指揮して尾張から美濃にかけて警戒する可成は、信長からこまごまと指示を受けて去ってゆく。

　小牧山城は、全山に石垣をめぐらせ、その偉容は、近付く者を圧倒する。大榎の下。透き通る風の吹き道に立つ人影。

「和尚……」

　沢たく

 彦げん

 宗そう

 恩おん

 は、小牧山城の工事が始まってから毎日欠かさず姿をみせていた。信長は、眸め

 を瞬しばたた

 かせる。

　──和尚の血にひそむ荒あら

 御み

 魂たま

 が、騒ぐのかもしれぬ……──

　沢彦は、[image: 〓]
 摩国・島津氏十一代忠ただ

 昌まさ

 の第三子で、明応八年（一四九九）に生れた。名は、忠ただ

 重しげ

 。永正五年（一五〇八）居城・日向ひゆうが

 ・梅北城が、大おお

 隅すみ

 ・高こう

 山やま

 城主・肝きも

 付つき

 兼かね

 久ひさ

 と島津一族の新にい

 納ろ

 忠ただ

 武たけ

 らに攻められ落城。忠昌は敗死。火災の中から必死に脱出した忠重は、母と共に海路、京に上り、母の実家である公く

 [image: 〓]
 ぎよう

 ・山やま

 科しな

 家に身を寄せた。母・恒つね

 子こ

 は、落城の際に受けた傷がもとで、翌年三月、この世を去った。島津家は、父の跡を継いだ兄・忠ただ

 治はる

 も家臣・吉田位のり

 清きよ

 の反逆で没し、次いで、弟・忠隆・勝久と続くうち、島津氏の守護領国制は崩壊する。望みを断たれた忠重は、失意のうちに建仁寺に入って出家した。



　山頂の本丸。窮きわ

 みのない冷気が、身に凍し

 む。遥か彼方、雪をいただく山やま

 脈なみ

 に眸を細めた沢彦は、

「ここは、将まさ

 に蘭らん

 若にや

 （浄域）と呼ぶに相応ふさわ

 しいのお」

「はい。巷ちまた

 で噂されておるように、ここは、美濃攻略の前線基地とは考えておりませぬ。天下布武で求めるものを形にしたいと……」

　と、もこっとした樹冠から雀の群れが飛び立った。[image: 〓]
 かけ

 る鳥を見上げていた信長は、ぎくっとして一点を凝視した。

「青い空の奥に白く光っておるのは……」

「星だ」

「夜空にあるとばかり……。昼間も在るのですか」

「昼間は、日の光が、眩しゅうて見えぬだけのこと。真実まこと

 は、目に見えぬが、既に在あ

 る。すべて見丶

 え丶

 る丶

 も丶

 の丶

 は、見丶

 え丶

 な丶

 い丶

 も丶

 の丶

 のすぐ隣にある」

　沢彦は、青空に向かい礼拝する。ふうっと大きく息を吐いた信長は、心の中に滾こん

 々こん

 と泉が湧いてくる思いで、

「本丸のこの辺りに大きな花壇を造りまする。花の色は、中央は黄、南は紅、東は青、西は白の順で植え込みまして……」

「立花だな。陰いん

 陽よう

 五ご

 行ぎよう

 説せつ

 か。この城の縄なわ

 張ば

 りは、木もく

 （東）は陽、火か

 （南）には旺おう

 気き

 [image: 〓]
 れる町屋、土ど

 （中央）は本丸、金ごん

 （西）には寺、水すい

 （北）は飛弾川……きっちりと配置してあるが……」

「陰陽道は、たんに無知な人々の迷信ではない部分がありまする。街造りの時、人々の不安や恐怖をとり除く不思議な役割を果たすのではないかと……」

　信長は、老臣おとな

 たちに囲まれて那古野城で育ったが、教育の中心は、陰陽五行説であった。この世のあらゆる事象を陰丶

 と陽丶

 に区別したり、木・火・土・金・水という五つの精霊の働きであると考える思想については、容易に理解できた。物事を合理的に考える信長にとって、生駒屋敷に出入りする忍びの者は、ほとんどが陰陽師であり、召し抱える家来・藤とう

 吉きち

 郎ろう

 、滝川左近らも陰陽師であることを知ってから、本気で陰陽五行説を研究することになった。生きている間は現うつつ

 であり陽丶

 。死んだあとは、闇であり陰丶

 。信長は、さまざまな人たちの話をつなぎ合わせ、ある部分は捨て、ある部分は、自分なりにつけ加えて、全体のかたちをつくりあげていくという作業で、顕丶

 （合理性）と幽丶

 （呪ま

 力な

 ）を貫く原理に迫る。

「驚きましたのは、医術の医い

 心しん

 方ほう

 、茶の湯、能、立花、香こう

 などの根底を貫くものは、すべて陰陽五行でございました。加えて神道や仏教にも深く滲しん

 透とう

 しております。考えてみれば、われら武士も武丶

 という芸で身を立てる呪術師かと……。某それがし

 の呪力は、和尚から受けついだもの。その呪力で今川義元を討てたと思うておりまする」

「儂の呪力があるとして、何い

 時つ

 、上総かずさの

 介すけ

 殿に差し上げたのかの」

　沢彦は、腹をかかえて笑う。信長は、表情を変えず真顔のままで、

「某の初うい

 陣じん

 は、京きよう

 童わらわ

 の虚そら

 左ざ

 礼れ

 （猿楽の一つ）の如き恥ずかしいものでございました。あの天文十六年（一五四七）、和尚に初めて……」

「四月も末であったな」

　沢彦は頷き、過ぎ去った日々の足音に耳をすます。

　樹々の緑濃い山の懐に板葺の庵いおり

 が、ひっそりとみえる。一丈じよう

 （約三メートル）四方の切きり

 妻づま

 造づく

 りで、東に庇ひさし

 を出し、西側は壁、奥に竹の吊棚がある。琵琶と琴に並んで、打うち

 刀がたな

 が、立てかけてあるのが異様だ。塗り放しの茶漆うるし

 鞘ざや

 に、柄は萌もえ

 黄ぎ

 色の柄紐ひも

 を平ひら

 巻まき

 にして、松皮菱紋の目め

 貫ぬき

 が入った実用本位の粗製刀であった。竹の簀子に糞ふん

 掃ぞう

 衣え

 の僧が、坐している。

　名は、沢彦宗恩。引結ぶ口くち

 許もと

 、厚みをもつ肩。衣の下から[image: 〓]
 れるかのような逞しい体躯。谷川の瀬音が這い上ってくる。沢彦は、残りの躑躅つつじ

 の鮮やかに燃える赫に眸をしばたたかせた。と、竹たけ

 薮やぶ

 が波立ち、囀さえず

 りが弾けたかと思うまに、雀の群れが、噴ふ

 き騰あが

 り、亭てい

 々てい

 とした杉林の遥か上空めがけて、一気に[image: 〓]
 のぼっていった。沢彦は、相そう

 好ごう

 を崩し、

「顔を見せなされ」

　誘われるように麻草鞋の[image: 〓]
 す

 る音がして、庵の裏手から異装の若者が、ぬうっと出た。明かた

 衣びら

 の袖をはずし、ズボン下にあたる下着の半はん

 袴ばかま

 だけを着けている。腰のまわりは賑やかで、麻縄に火ひ

 打うち

 袋、火物袋、瓢ひよう

 箪たん

 （水筒）をぶら下げていた。

「ほう……儂の糞掃衣も顔負けじゃあ……」

　沢彦は、若者の[image: 〓]
 と

 んだ髪型に口をあんぐりと開けた。髻もとどり

 を紅の紐で巻き上げて、後方に下げ、先端を茶筅状にしている。信長であった。

「可か

 成なり

 の婆ば

 沙さ

 羅ら

 じゃな。初陣は済んだか」

　信長は、眼をぎょろりと光らせ、ぺっと唾を吐いた。

「どうも、こうも、最悪よ」

「なかなかの見けん

 幕まく

 だな……。おお、菓ぶ

 子と

 がある。食うてみるか」

「…………」

　白い歯をみせた沢彦は、竹の吊棚から盆に盛った唐菓子をおろした。信長の眸が、点になる。いそいそと簀子に腰をかけて、夢中でほおばる信長。泥と汗で縞しま

 合あい

 の顔が、大きく噎む

 せた。

「菓子は逃げはせぬ。唾の吐き過ぎだ。ようく唾を混ぜて食うのじゃ」

「…………」

　ふと気付いた沢彦は、打刀を柱の陰に隠す。一瞥した信長は、胡坐を組んだ。

「坊丶

 主丶

 がどうして……」

「持っておるのか……か。これは」

　沢彦は、戦場太刀を取り出して、すらりと抜き放った。身幅の広い、重ねの厚い猪い

 首くび

 切きつ

 先さき

 となった豪荘な造りである。

「寸延びでな。二尺八寸五分ある。そなたのは、二尺三寸といったところか……」

　信長は、簀子からとび下り、土間にぴたりと掌て

 をついた。

「頼む。剣の扱いを教えて下され」

　沢彦は、顔を引締め、冷たく覚さ

 めた声こわ

 色いろ

 で、

「今迄、誰に手て

 解ほどき

 されたか」

「老臣の中なか

 務つかさ

 で……。京きよう

 流りゆう

 とか申して……」

「流派など、何の役にも立たぬ。息の続く限り剣を振り、倒れたら、早く立つ。やってみなされ」

「おう！」

　信長は、跳び退って、草鞋を蹴とばし、腰を拈ひね

 り、抜打ちに白刃を走らせた。普通の大人よりも背丈があり、狼のように伸びやかな躰で、二の腕と膨ふく

 ら脛はぎ

 が、異様に発達している。

「ええい！　ええいっ!!
 」

　弓ゆ

 弦づる

 を弾くような激しい刃鳴り。前後左右に、とびちがえ、短い叫び声を発する。凄愴な息い

 吹ぶき

 が、辺りを震わせた。

「よし。もうよかろう。立合うとするか」

　沢彦は、脇差ほどの短い棒を手に、庭におり立った。

「気き

 兼がね

 することはない。存分に掛られい」

　沢彦は、静かに右足を前に出し、片手で握った棒をすうっと水平に構えた。信長が、見たこともない形だ。信長は、息をうっと詰め、額に皺を寄せ、双眸をくわっと瞠いた。肩の力を徐じよ

 々じよ

 に抜き、爪つま

 先さき

 で砂を押して躙にじ

 り寄ってゆく。と、沢彦の棒は、宙を指して止まった。信長の動きは、もう止まらない。見る間に撃げき

 尺しやく

 に入り、沢彦の姿が、ぐうんと迫ってきた。信長は、渾こん

 身しん

 の太刀を沢彦の頭上に舞わせた。その瞬間、信長は、両腕に激痛が走り躰が前につんのめった。顔が、砂地にのめり込み、そのまま意識が遠のいた。



「あの時、和尚の呪力を、まざまざと感じました。それから三年後の天文十九年（一五五〇）の冬のこと……」

「そうであった……」

　沢彦は、感慨深げに眸を閉じた。



　那古野城の馬場では、信長の指揮のもと、数百の足軽が、実戦さながらの鍛錬をしていた。積った雪は、蹴散らされ、踏み躙られて跡形もなく褐色の泥濘と化している。

「次、弓！」

　信長の絶叫。弓衆は、泥土を蹴って走る。

　標的から槍一本の処で、がっと止まり、ひょうと射た。矢や

 衾ぶすま

 で標的が、裂け散った。

「ええいっ！　徒あだ

 矢や

 が、多過ぎるっ！」

　舌打ちした信長は、ひらりと馬上の人となる。が、鎧よろい

 は着けず、下着の上に二重の亀きつ

 甲こう

 鎖帷子で、筋金入りの頑丈な鉄籠手を嵌は

 めている。

「来たぞっ！」

　馬場がどよめいた。虎こ

 口ぐち

 からぬうっと出現したのは、黒甲冑の騎馬武者。大身の槍を脇に掻か

 い込んでいる。一尺（約三十センチ）以上もある槍やり

 身み

 が、ぎらりと眸を射る。大音声。



「御大将とお見受けした。いざ見けん

 参ざん

 ！」

「おう！」

　信長の全身から殺気が走った。左足で鐙を前方に踏ん張り、右足は逆に後方に蹴り出し、腰をしっかりと固めた。慥かな手綱捌きで、面頬武者と対たい

 峙じ

 する。信長は、相手の細かい動作を見極め、柔らかく両腕を胸の前に交こう

 叉さ

 し、無腰の構え。心しん

 悸き

 昂こう

 進しん

 した足軽衆は、無ぶ

 様ざま

 に槍や弓をだらりとさせ、只、事の成り行きに固唾を呑むばかり。

「はいよおっ！」

　大きく後あと

 脚あし

 で立ち上り、前脚で空を泳ぐ仕草の悍馬は、一声嘶くや、風を巻いて信長に向かい殺到してきた。馬上仁王立ちの敵は、上段から槍の鋒きつさき

 を信長の喉元を狙い拈ひね

 り突く。

　見物衆は、悲鳴と共に目を瞑つぶ

 る。カーンと乾いた金属音が木霊した。白昼夢か。槍は、けら首から折れ、穂先が、キラキラと光りながら宙に舞い上がった。

「これまで、参ったあっ！」

　泥濘に叩き落とされた武者は、ぐるっと一回転し、すっくと立ち上がって会釈した。よろめきながら面頬を解く。両肩が大きく揺れている。蒼白となった沢彦の顔が現われた。

「鉄籠手の工夫、お見事！　肩の骨が、いかれたようじゃ」

　沢彦は、思わず蹲うずくま

 る。唸り声。外れた関節を戻そうと顔を顰しか

 めた。駆け寄る森可成の手を厳しく払う。ようやく脱臼した骨を元に戻した沢彦は、

「これで、いつぞやと相あい

 子こ

 だな」

　信長は、にやりと笑いを返した。



「まさにあの瞬と

 間き

 でございまする」

　信長の炯けい

 々けい

 とした双眸は、きっと沢彦を見詰めた。

「和尚の呪力をいただいたのは……」

「その呪力は、桶おけ

 狭はざ

 間ま

 合戦で、どの様に役立ったのであろうか」

「…………」

　信長は、ふと我にかえったように眸をしばたたかせた。打うち

 違がい

 袋ぶくろ

 から握り飯をとり出して沢彦に差し出した。味噌をつけてこんがり焼いてある。二人は、黙ったまま口を動かし竹筒の水を呑む。信長の肩に清潔なきびしさがかげっている。やおら口を開いた。

「義元がつけるお丶

 歯丶

 黒丶

 から　義元勢の進路を読み解けました」

「ほう……」

「和尚と共に上洛の砌みぎり

 のことで……」

　父・信秀が病没した天文二十年（一五五一）、信長は、密かに上洛した。同行者は、沢彦のみ。京では、沢彦の従兄弟いとこ

 ・権ごんの

 中ちゆう

 納な

 言ごん

 ・山やま

 科しなの

 言とき

 継つぐ

 の屋敷を訪れた。信長は、言継の化粧に仰天した。男が、眉を落とし、た丶

 か丶

 ま丶

 ゆ丶

 を描き、紅、白粉を刷き、お歯黒をつけていたのだ。信長は、あとで、咎とが

 める口調で、

「今川義元と同じ化ばけ

 物もの

 でござる」

　と言った。沢彦は、信長の腹を読み、にやりと笑って忠告した。沢彦は、一休禅師の『狂雲集』にある「口は堅けん

 勁けい

 にして、見けん

 地ち

 は微弱」を引用して、「口先は鋭いが、見識は微力だ」と、信長のお歯黒に対する偏丶

 見丶

 を指摘した。

「偏丶

 見丶

 は、まことに危険じゃ。これで昔から多くの人が失敗しておる。偏丶

 見丶

 は、妄もう

 念ねん

 となって判断を狂わせる。偏丶

 見丶

 がなければ、人のやっておることが、ちらっちらっで全部解るものだ」

　沢彦は、お歯黒のことを教えた。どろどろに炊いた粥へ、真っ赤に焼いた鉄屑を入れる。更に米酢を入れておくと、錆さ

 びた鉄が、溶け出す。これを漉こ

 せば、鉄漿となる。五倍子ふし

 を歯に塗り、鉄漿を重ねると歯が黒く染まる。これが、お歯黒である。もともと女子の容飾であったものが、時代とともに公く

 [image: 〓]
 ぎよう

 （四位以上の）が、地じ

 下げ

 人にん

 と区別するために行った。小田原・北条早雲や駿府・今川義元らの武将が、お歯黒にしたのは、京風を誇示するためであった。

「あの化粧は、誇丶

 り丶

 を表わしておる。他人の表面だけ見れば、他人の動きで、自分が、惑わされる。他人が、やっていることの見えない部分を見抜かねばならぬ」

　これには、信長は、目の覚めるおもいであった。後年、信長は、細さい

 作さく

 を放って、今川義元の日常生活を徹底的に調べあげた。

　今川義元の一日は、丑うし

 の刻と寅とら

 の刻間、現在の午前三時頃から始まる。褥しとね

 から出て、北斗七星の中の星、天旋（一名・巨こ

 門もん

 星せい

 ）の名号を微び

 音おん

 で七遍唱とな

 える。この星に、義元の運命が、所属すると定まっていた。陰陽道である。鏡箱から白銅の八稜鏡を、決められた所しよ

 作さ

 で取り出し、裏の鈕ちゆう

 の紐を鏡台の軸にかけ拝礼。鏡の中の顔を見て、心身の具合を点検する。それが、よしとなれば、具ぐ

 注ちゆう

 暦れき

 を見て、その日の吉きつ

 凶きよう

 で、その日の行動範囲を決める。盥たらい

 の左右に、二本の棒が出ている角つの

 盥だらい

 で顔や手を清める。次いで、楊よう

 枝じ

 をとり、歯を掃除。これらの動作には、間に必ず、今川家の守護神である駿河の総社・浅せん

 間げん

 大明神へ拝礼を入れる。昨日の出来事を日記に認める頃、明け卯う

 の刻こく

 （午前六時）になる。義元は、朝あさ

 餉げ

 の粥を食するのは、いつも同じ時刻と決めていた。朝餉のあとは入浴。沸かした鉄漿を鶴、雉きじ

 、鴛おし

 鴦どり

 の羽を束にした筆で、歯に塗り、その上に五倍子粉を塗ると、真っ黒なお歯黒となる。次に、白粉を用い、鑷けぬき

 で、一本ずつ毛を抜いた眉の上に別の眉を描く、義元の眉まゆ

 作づくり

 は、天上の暈ぼかし

 染ぞめ

 の眉。身仕度は、二人一組の侍女が手伝い、四し

 半はん

 刻とき

 （三十分）かかる。信長の細作は、この侍女から情報を得ていたのだ。公[image: 〓]
 の娘を母として育った義元は、公[image: 〓]
 の身だしなみを誇りとしていた。鵜う

 殿どの

 藤とう

 太た

 郎ろう

 長なが

 照てる

 らの重臣は、みなお歯黒をつけ、義元の顰ひそみ

 に倣なら

 っていた。



　沢彦から竹筒を受け取った信長は、生垣に咲く山茶さざん

 花か

 をちらと見た。うすい桃色と白で凜とした気配が、漂っている。

「義元は、三つ先、五つ先のことまでひらめく人物。ならば、当方は、六つ先、七つ先まで読まねば、勝ち目はありませぬ」

「うむ。義元は、太たい

 原げん

 雪斎が、惚れ込むほど聡明な男」

「唯一、狙い目は、お丶

 歯丶

 黒丶

 で」

「…………」

「その生活が、どっぷりと公[image: 〓]
 風に浸つ

 かっておるなら、その思考範囲は、陰陽道の中。大軍勢の進路に凶きよう

 方ほう

 は選びますまい」

　沢彦は破顔して、

「清洲への最短距離は、鎌倉往還。南に迂回すれば、東海道か、大高道となるが……」

「陰陽道で怖れる方位は、星ほし

 神がみ

 ・大だい

 将しよう

 軍ぐん

 。大将軍が塞ぐ方位は、真西。方かた

 忌い

 みの方角に行かねばならぬ時は、方かた

 違たが

 えするしかありませぬ。いったん他よ

 所そ

 へ移動、滞在して目的地が、凶方とならぬ位置から行動する筈丶

 」

「筈丶

 では弱いな」

「真西に進む場合、拠点は、品野城。そこで永禄元年（一五五八）に……」

　信長は、小首をかしげて、杳とお

 い日の馬の嘶きと蹄の響きに耳をすます。あの日、落合城、桑下城、品野城を相ついで攻めたてた。ひとえに、義元の今後の意い

 図と

 にさぐりを入れたのだ。驚いたのは、義元。援軍を送らず、かえって品野城の豪将・松平信のぶ

 一かす

 を駿府に呼び寄せ、直じき

 臣しん

 の中枢に据えた。かわりに、品野城主には、河こう

 和わ

 城主・戸田憲光の孫で、元服したばかりの直光を任命した。これで、鎌倉往還説は消えたと確信した信長は、永禄三年（一五六〇）正月に、落合、桑下、品野三城を陥して焼払い、廃城とした。

「となれば、東海道と大高道の二つのうち、義元が、いずれを通るか……」

「上じよう

 手ず

 の手から水が漏れました」

　信長は、ぐっと顎を突き出す。永禄二年（一五五九）五月十八日の暁方、松平元康は、八百騎を率い、千二百駄の兵糧を大高城に運び入れた。事前に察知していた信長は、これに手出しせず傍観して、やりたいようにやらせた。気がゆるんだか、元康は、小休止したお丶

 け丶

 は丶

 ざ丶

 ま丶

 山の山頂付近を念入りに整地して引き上げた。信長は、ここを義元本陣の予定地であろうと推測。合戦時には、この辺りに簗田左衛門太郎広正らの細作をひそませていたのだ。更に大軍勢ともなれば、別動隊が、東海道を進む場合もある。そこで、合戦の前日、相原、細根、有松にある全ての堰や山腹にある貯水池の土手を崩し、大量の水を一気に街道に落とし込んで深ふけ

 田だ

 にして塞ふさ

 いだ。

「元康の兵糧入れと時を同じくして、荷之上、鯏うぐい

 浦うら

 の服はつ

 部とり

 左さ

 京きようの

 亮すけ

 政まさ

 光みつ

 、師もろ

 崎ざき

 湊の千賀水軍に動員令が出されており、合わせて二千艘の水軍となれば、『凶方にならぬ位置』は、熱丶

 田丶

 湊に決まりとなりまする」

　沢彦は、上唇をぐっと[image: 〓]
 んだ。

「義元は、お丶

 け丶

 は丶

 ざ丶

 ま丶

 山で小休止のあと、大高城下の湊から船で熱田に渡り、本軍の到着を待って、夕刻には、北丶

 へ進み、清洲になだれこむ図式か……」

「如何にも」

　信長の眸の奥にぎらりと光が走った。嘗かつ

 て信長は、根ね

 来ごろ

 寺の行ぎよう

 人にん

 あがりの僧兵・橋本一いつ

 巴ぱ

 が所持する鉄砲を一目見て、鳥肌が立った。

　──世の中が変るっ！──

　心の中に起きた静かな爆発。世に普及する前に、精せい

 緻ち

 な使用法を編み出さねば、時代に大きく遅れをとると察知した。そのか丶

 ら丶

 く丶

 り丶

 （機関部）を研究するために、島津湊の鍛冶師・彦五郎に頼み込んで、鉄丶

 砲丶

 張丶

 り丶

 立丶

 て丶

 の修業をする。信長は、この性能に異常なほど執着し、天文二十二年（一五五三）、美濃の斎藤道三と聖徳寺で会見した時、既に、鉄砲五百挺をもっていた。以後、毎年、近江・国友村から多数の鉄砲を購入し続ける。梅雨時の合戦には、“攻撃”より“防ぼう

 禦ぎよ

 ”を重視。桶狭間合戦では、自ら率いる黒武者勢に一挺の鉄砲も持たさなかった。防衛の二大拠点・熱田湊の羽城と敵方の鳴海城に近い善照寺砦には、屋根付きの鉄砲狭ざ

 間ま

 を設け、多数の鉄砲を集中させた。風雨が、激しくとも速射できるからだ。

　信長は、沢彦に、作戦の全貌を明かす。

「当方の合戦は、三段階で……」

　それは、「朝丶

 合戦」、「昼丶

 合戦」、「二度討ち」である。未明からの朝合戦では、視界が悪いから罠わな

 を仕掛ける。敵方・大高城の向かいにある丸根砦、鷲津砦には、真っ先に攻めかかってくるとみて、餌としての虚丶

 城丶

 の役割を設定。それぞれ百挺の鉄砲の釣瓶打ちで一人でも多くの敵を斃したあと、砦に火を放ち、全員裏木戸から脱出。山を下って中島砦に入る。次に、昼丶

 合戦となる。善照寺砦には、五百挺の鉄砲が、手ぐすねひいて待つ。佐々政次・千秋季忠ら兵・三百余を囮おとり

 部隊として、敵の先鋒が現われたら、挑発して砦に引き寄せ、鉄砲で屍体の山をつくる。激昂した敵の二陣、三陣が、嵩かさ

 にかかって波状攻撃を仕掛けることを狙う。これで、先鋒が、ずるっずるっと前に進めば、いつしか、義元本陣五千との距離がひらいてくる。信長率いる遊軍二千が、一気に敵本陣を突き、気づいた敵の援軍到着前に結着をつけるのだ。一方、熱田湊に上陸した敵の水軍と今川別動隊は、羽城で待ち構える鉄砲に迎撃されることになる。織田方の二百挺に、津島湊からの加勢三百挺が、加わっていたのだ。信長の作戦で、決定的なのは、「二度討ち」であった。大高周辺で、信長が、義元を討ちもらした場合のことである。国境には、蜂須賀小六正勝、前野将右衛門長康らが、竜泉寺山麓に布陣していた。そして裕福寺道まで、猪いの

 子こ

 石いし

 ・岩や

 作ざこ

 などを、桜木伝七、稲田大八郎、前野長兵衛尉らが、封鎖して、信長の「二度討ち」を待っていた。信長は、一転して三河に侵入して三河一帯を焼討ちしてまわる。義元は、尾張攻めをしても、自領に不丶

 安丶

 を抱えている。信長は、その不丶

 安丶

 をついて、義元勢を呼び戻し、縦じゆう

 横おう

 無む

 尽じん

 に転戦し、隙をみて義元を斃すという捨て身の二丶

 度丶

 討丶

 ち丶

 作戦であったのだ。現実には、義元は、桶狭間で斃れたが、生きのびたとしても、熱田湊では、今川水軍は、上陸を阻まれ、別動軍の[image: 〓]
 かつら

 山やま

 氏うじ

 元もと

 勢二千余は、羽城下で全滅していたのだ。初めて真相を長々と語る信長に、沢彦は、その孤独の深さと求めるものの激しさに心を打たれた。

　黝くろ

 々ぐろ

 と横たわる北方の山稜は、黄金にきわ立ち、その遥か上空の雲は、赤から薄うす

 紅べに

 、更には鉛色へと複雑な色相に塗り分けられている。やがて黄金の冠は、その色を少しずつ薄めながら上へ上へと広がり始め、入れ替って上空の雲は山ぎわに沈み、今度は、赫々と燃え上り始めた。沢彦は、溜息をついて、

「上総介殿の呪師ぶりは、見事でござったが……」

「陰陽道など呪術は、たんに無知な人々の迷信では、ござりませぬ。ある時は、人々の不安や恐怖をとりのぞく役割がござりまする。ただ占術となれば、疑いを持っております。陰陽書に“占せん

 は十にして七中あた

 るを神となす”とあり、はじめからすべてが当るとは考えていなかったようで……。某は、凶丶

 でも、日常行動によって、長い目でみれば、容易に、吉丶

 に転じることができると考えておりまする」

「なるほど、吉凶は、事の表裏か……」

　沢彦は、大きく頷く。

　──この男には、私心がない。難に殉ずる精神と聡明さが光源となる人格がある。天丶

 下丶

 を丶

 と丶

 と丶

 の丶

 え丶

 る丶

 ためには、武丶

 力丶

 や経丶

 済丶

 だけでは足りぬということを薄々感じ始めておるやもしれぬ……──


 
第二章　言こと

 霊だま











　永禄六年（一五六三）癸みずのと

 亥い

 。

　正月に雪はなく、き丶

 っ丶

 か丶

 け丶

 を待つ信長は、ひとり城を出て雑木林にふみこんでみた。透す

 き通る風の吹き道にどっかと坐り込む。落葉まじりの黒土の上をじっと見る。しめり気を帯びた地表に、点々と子葉が、芽生えていた。うす黄色の豆が、破れてちょいちょいとのぞいている。信長の口許が、ほころんだ。

　──将まさ

 に蘭らん

 若にや

 （浄域）と呼ぶに相応ふさわ

 しい。ここに、め丶

 ぐ丶

 り丶

 の原点がある……──

　立ち上って窮きわ

 みのない涼気の中、ずっと見渡せば、冬のにぶい暗色にかわって、かすかに小さく淡緑の斑点が、打ち込まれ始めている。信長は、何やらふっと胸を突かれる思いで、

　──たしかに、去年とはちがう。春は近いぞ。始めなければ、何も始まらぬわい──

　信長は、大きく頷き、冬のわずかな火ほ

 照て

 りの中を駆け出した。



　翌朝、清洲城の大太鼓が、唸るように打ち鳴らされ、馬場は、家来たちの喚声に包まれた。石垣に馬蹄の響きが、木こ

 霊だま

 して、騎馬武者が、大手門を潜り、各地に散ってゆく。

　逸いち

 早く動いたのは、家臣ではなく、城下の町衆であった。信長が、忍耐強く構築してきた精神こころ

 を、町衆は、口では言えない暗丶

 黙丶

 知丶

 で共有していたのだ。それは、信長が、出発点において誠丶

 実丶

 であり、無丶

 私丶

 であったからだ。

「小牧に移転すれば、この様な得丶

 がある」などとは、全く斟しん

 酌しやく

 しない賢さと度胸を持った町衆は、ただ信長の情熱に共感していた。

　先頭をきって動いたのは、御み

 園その

 神しん

 明めい

 社しや

 の氏子たちだ。御園神明社は、去年のうちに遷宮を完了していた。めざすのは、小牧山城下の御園町だ。負けじと日ひ

 吉え

 山さん

 王のう

 社しや

 中ちゆう

 も続く。

「ほっさい！　ほっさい！」

　街道には、夥おびただ

 しい荷車が、現われ、小牧に向けて北上する。遠くから掛け声が、風に乗って聞えてくると、それに応こた

 えるように、町中から怒ど

 濤とう

 の掛け声が、湧き起こり、蒼空に響き渡った。

　申さる

 の刻こく

 （午後四時）には、津島衆二千余が、九鬼嘉隆率いる数百の荷駄船、小こ

 早ばや

 船に乗って、熱田湊から出航。午後の海風を網あ

 代じろ

 帆にうけて、五条川をさかのぼり始めた。嘉隆が工夫した川船は、細身の平底で、舳へ

 先さき

 が、極端に尖って自在に動くことができる。櫓数をぐんと増やして、帆走をたすける。目立つのは、船首部に、横に突き出した棒が、あることだ。この背丶

 持丶

 ち丶

 棒丶

 は、浅瀬や、急流にさしかかったら四人の男が、肩を入れて船を押し上げて、遡行させるためのものだ。これらは、去年の暮れに、津島湊から熱田湊に回航していたもので、清洲城下で荷を積み、小牧の川湊に運送する。役目が終れば、飛騨川の水軍となり、犬山城下までを制圧して、信長の東美濃攻略を支援することになっていた。



　澄んだ空とちぎれ雲が、しきりに飛んでいる。雲の端は透いて見えるほどに薄い。

　小牧山の山頂には、二層造りの建物屋根上に望楼がのる三層造りの天守が完成したばかり。信長は、欄干から身を乗り出して、槌つち

 音おと

 高い城下町を見おろしている。吹き上げてくる風が、鬢びん

 をなぶる。[image: 〓]
 かけ

 る一羽の鳥が、上下に揺れるだけで一向に前に進まぬ。

　──夜から雨になるぞ……──

　信長の上瞼が下がり、角張ってみえる。明らかにいらだっている。町衆の移転は、予想を超える疾はや

 さで進んでいるが、大手口の武士の屋敷群の建築は、大幅に遅れているのだ。旗本・吏僚とことなり、老臣おとな

 ・部将たちは、在郷者が多い。中でも、父・信秀以来の老臣おとな

 ・林秀貞、柴田勝家、佐久間信盛らは、広い領地を所有し、その直じき

 臣しん

 も多くかかえている。おいそれとは動けないのだ。彼らは、家丶

 老丶

 の肩書きを前面に立てる常識人ばかり。

　早い話、小牧移転の動機が、さっぱり理解できぬのだ。この三人は、昨日、清洲城にやってきて、くどくどと事情を述べ立てて、許しを乞こ

 い、平ひら

 蜘ぐ

 蛛も

 のように平身低頭した。信長の脳裏に、狐目の勝家、禿とく

 頭とう

 の秀貞、ねじれた唇の信盛が浮んで消えた。

　──彼奴きやつ

 らは、前例のないことは、理解できぬし、情熱も湧かぬ。仕事は、山ほどもあるのに何故、清洲を捨て、小牧に城を造り、町も移転せねばならぬのか、さっぱり解わか

 らないのだ。はっきり言えば、博ばく

 打ち

 と思うておる。

　儂は、ただ、“荒丶

 野丶

 に出いで

 よ。安寧な町を造れ”と言うておるだけのこと……──

　信長は、雲の量と厚さが増してくる空を見上げて深い溜息をついた。

　──天下布武が達成できた時、最も障害になるものが解った気がする。それは、武丶

 士丶

 の存在だ。農民が、己おの

 れの土地を護ろうと太刀を持ったのが、武士の発祥だ。だから、武士は、土地に執着する。天下布武は、武士の力で達成するが、完成の暁あかつき

 には、その武士そのものが、障害となる。庶民の安寧浄土が、実現すれば、その段階で、武士はもう必要でなくなる。武士のひとりである儂が、申すのだから間違いはない。ただ、現い

 在ま

 、このようなことを口走れば、儂の首が飛ぶだけだが……──

　信長は、苦笑する。

　──そうだ。与よ

 力りき

 だ。これから織田勢は、信長直属とし、部将に貸し与え、合戦が終ればもとの小集団に戻せばよい。織田領が、拡大していっても、老臣のような領地を持たさぬ工夫をせねばならぬ……──

　去年、那古野城から移植した二の丸の桜並木を見渡して、信長は、ぐぐっと背伸びをした。



　三月三日。清洲城・二の丸から出た小荷駄の列が、五条川に架かか

 る大橋を渡り始めた。

　朝の光を浴びて、枝し

 垂だれ

 桜ざくら

 は、紅梅めいた濃こま

 やかな色で、大きな傘となって、青あお

 鈍にび

 の空に展ひろ

 がっている。小牧へ運ぶ最後の荷駄は、女房衆の櫃ひつ

 長なが

 持もち

 などの収納家具類である。舟着場では、城の留守居役・佐さ

 脇わき

 藤とう

 右衛え

 門もん

 の大声が、響きわたる。

「荷が濡れぬよう油紙を確しか

 と掛けよっ！」

　連れん

 翹ぎよう

 の黄色い花が、乱れ咲く岸辺には、大勢の舟ふな

 子こ

 が、舟につないだ長い綱を肩にかけ待機している。やがて、荷を満載した川舟は次々と岸を離れる。舟子たちは、這は

 いつくばるようにして曳綱を引き始めた。

「えーんやあ！　こらさあっ！」

　年配の舟子は、舟から岸側に長く突き出した「背せ

 張ば

 り棒」をどんと押して、舟が岸に接触するのを防いでいる。浅瀬では水流が迅はや

 い。間に合わぬとみたか、四人の舟子が、川にとび込んで、舟の両側から「背持ち棒」に肩を入れ、舳先を持ち上げ、前に押し出す。大橋に群らがる見物衆からどっと歓声があがる。風に舞う花びらと、光る水飛沫しぶき

 の華が、揺れ揺れた。



　衣きぬ

 摩ずれ

 の音が乱れた。朱色二ふた

 重え

 の唐から

 衣ぎぬ

 に白い羅うすもの

 の裳も

 。臈ろう

 長た

 けた背中が波うち、乾いた咳がもれる。その白い手首を節ふし

 榑くれ

 立だ

 つ褐色の掌て

 がそっと支えた。女によ

 性しよう

 の眼尻から白い光が[image: 〓]
 あふ

 れ、すうっと頬を伝う。薬湯の香りが立ち込めた部屋から廊下へ。吉きつ

 乃の

 の蒼みがかった頬には深い陰か

 翳げ

 を宿やど

 している。女房衆の介助を断った信長は、吉乃にぴたりと寄添い広縁に出た。絖ぬめ

 の様に柔らかな一陣の風が吹き、花吹雪が床の上を流れる。ふと歩みを止めた吉乃は、眩まぶ

 しげに庭の背の高い山桜をじっと見詰めた。薄うす

 紅べに

 の貝殻の群れは、照る日をうけて上の方は白く匂い立ち、左下は翳かげ

 り、冷えびえと静まっていた。吉乃は、信長の分厚い胸に身を寄せて、ひたと見た。

「…………」

　信長の喉のど

 が、小さくごくっと鳴った。

「清洲にさ丶

 ら丶

 ば丶

 ではない。来年、また桜が咲いたら、ここで、ゆるりと茶を呑もうぞ」

　躰の底から強く[image: 〓]
 れてくるものに衝つ

 き動かされた信長は、続く言葉をのみ込んだ。



「和わ

 子こ

 様方は、九鬼嘉隆が供ぐ

 奉ぶ

 しまして、一ひと

 足あし

 早く舟で出しゆつ

 立たつ

 なされました。某それがし

 、殿のお留守の間、二百の城兵と共に、この城をお預あず

 かり申し上げまする」

　深々と頭を下げる藤右衛門夫妻に見送られ吉乃をのせた網あ

 代じろ

 輿ごし

 は、ゆったりと城を出てゆく。信長の愛馬を預かる馬丁は、差さし

 縄なわ

 を引いて、ずっと後方から続く。信長は、珍しく徒か

 歩ち

 だ。十じつ

 徳とく

 に帯をした輿こし

 舁かき

 たちに歩調を合わせ、ぴたりと輿に寄添う。なにしろ、城主自身が、奥方の輿に従うなど、古今東西見たこともない光景に、街道の両側は、黒山のひとだかりとなった。奇声と歓声が津波のように湧き起こり、童児わらべ

 、童女たちが、駆け寄ろうとして女親たちが懸命に押し止とど

 めている。直ひた

 垂たれ

 姿の信長は、あっけらかんとしたもので、相そう

 好ごう

 を崩し手さえ振って応える有様である。

　うすぐらい窖あなぐら

 の吉乃は、周囲の喧騒にそれと察し、上うわ

 簾すだれ

 をあげて、

「殿様は、お馬では……」

「馬には、毎日朝から晩まで乗りづめじゃ。いいかげんに飽きておる。儂はな、馬に乗って退屈すると裾をひろげ、魔ま

 羅ら

 を拈ひね

 り出して剽ひよう

 げとうなる」

「まあ……」

　吉乃は、袖で口許を押え、くっくと笑った。と、人混みから抜け出した小袖着流しの童女が、信長に駆け寄ると梅の小枝をほいと手渡した。信長は、袖をひろげて施ほどこ

 しをうける仕草。能・弱よろ

 法ぼ

 師し

 だ。盲目の物乞いは、袖に散りかかる梅の花びらをうけ、佳い香りに心眼でそれがわかるのだ。信長のよく響く声。

「おお、見える見える」

　群衆の目は、信長の所しよ

 作さ

 に釘づけとなり、寸劇の白昼夢に酔いしれる。人々の心は、牢ひとや

 から解き放たれ、確実に[image: 〓]
 れてくるものに流されていた。信長は、梅の花を吉乃に近づけて、

[image: 〓]
 誰た

 が袖そで

 ふれし梅が香か

 ぞ　春に問はばや　もの言ふ月に会いたやなう
 （誰が袖をふれた移り香なのだろう。この梅の香りは、匂いのたかいいわれを、春に尋ねたいものだ。もの言う月に会って問いたいものだ）
 　信長の謡うた

 声ごえ

 は、かろやかに病いに疲れた吉乃の心の庭を掃く。吉乃は、天真らんまんの信長に眼を細めて嘉よみ

 している。

「そなたは、病いの身。小牧山城が完成したからとて、なにも、慌あわただ

 しく引越さねばならぬことはないが、そなたが、どうしてもと申すから、ついつられてしもうた……」

　思わず輿から身を乗り出した吉乃は、黒く大きな瞳で信長をきっと見詰めて、

「小牧こそ、信長様の夢。安あん

 養によう

 浄じよう

 土ど

 の雛形でござります。妾わらわ

 は、夜となく昼となく、この日を待ち望んでおりました。この様に、殿しんがり

 になってしもうたことが、口惜しゅうてなりませぬ。城に着いたら、襷たすき

 がけしてお手伝い致しまする。そして、今宵の祝宴には、是非とも……」

「出てくれるのか」

「はい」

「おお、しゃっとしておりやる」

　信長は、大仰にのけぞり笑った。己れが、幸福な一茎の[image: 〓]
 はちす

 の花となり、吉乃の魂の底なき湖に浮んでいるのを感じる。喜びと光の花が、信長の人知れぬ空虚をやさしく埋めてゆく。



　その夜。縹ひよう

 渺びよう

 とひろがる絮わた

 雲ぐも

 の中に星が瞬またた

 き、微び

 月げつ

 の青あお

 寂さび

 た光が、小牧山城下にそそいでいた。山麓には、夥しい大おお

 篝かがり

 火び

 が、満開の山桜を照らし出している。大手門前を埋めた群衆は、目も眩む絢けん

 爛らん

 とした花の波に酔うかに躰がゆれている。大きな花傘となった枝垂桜を背景・鏡かがみ

 板いた

 に見立てた白木の総檜ひのき

 造りの能舞台がしつらえられていた。三間げん

 （約五・四メートル）四方の板敷の奥・後あと

 坐ざ

 には、笛、太鼓。太鼓の囃はや

 子し

 衆が、威儀を正す。正面・見けん

 所しよ

 には、土田御前久子（信長の母）の尼姿。隣に、黒髪をうしろに結いかけた吉乃。唐衣の襲かさね

 色いろ

 目め

 は、三月の桜の重ね。表は白、裏は葉の出がけの色の葡え

 萄び

 （赤紫）である。香気に満ちた会釈をおくる。その背後に家臣の部将・旗本、与力、吏僚が、ずらりと控えていた。

　舞台の斜め左にある廊下・橋はし

 掛がかり

 の前に組まれた焚火は真ま

 朱そほ

 の火か

 光こう

 定じよう

 の中にあり、吹く風に粉を散らす。

　ぴいーーっ！

　[image: 〓]
 え渡る笛の音。湧きおこる囃子の調べ。迫力のあるリズムが最高潮に達した瞬間、橋掛の突当りの楊あげ

 幕まく

 が、さっと上り、演奏がはたと止まる。緑・黄・朱・白・紫の五色に彩いろど

 られた幕が、さっと[image: 〓]
 ひるがえ

 り、下から紫し

 布ふ

 の狩かり

 衣ぎぬ

 シテが、静かに滑るように、するすると舞台中央へ。火炎に浮かぶ精悍な面つら

 構がま

 え。眉上がり、わし鼻の中心が、下まで完全に通っている。人じん

 中ちゆう

 が深い。信長だ。はたと袖そで

 括くく

 りを[image: 〓]
 し中ちゆう

 啓けい

 （扇）を闇に向かってぐいと突き出す。清澄な鼓の音。限りなく奥深い茅ぼう

 屋おく

 の声。冥界や地下の霊たちに呼びかけ、それらを呼びさまし、地上に再臨させる。強い怨えん

 声せい

 だ。



[image: 〓]
 この世は
 
常つね

 の栖すみか

 にあらず
 草葉に置く白しら

 露つゆ


 
南なん

 楼ろう

 の月を弄あそ

 ぶ　輩やから

 も
 月に先立って
 
有う

 為い

 の雲に隠れたり


　ぴたと舞が止まる。信長は、正面の吉乃を凝視した。月の小こ

 面おもて

 、永遠の花のかんばせを心に刻みつけるかのように……。

　──吉乃、そなたにめぐり逢うて、儂は、この上ない果報者であった。この狩衣は、そなたと母上様が、美濃・稲葉山城入城の日のために縫いあげてくれた。今日を夢の夢の夢と思い定めて見てもらいたい──

　吉乃は、双そう

 眸ぼう

 を裂けるほどに瞠みひら

 き、信長の愛かな

 しみを、しっかりと受けとめた。

　──どこにいても、あなたさまを見失うことはありませぬ。待っておりまする──

　吉乃は、万ばん

 斛こく

 のおもいで唇をぐっと[image: 〓]
 みしめる。やつれた頬にきらりと光るものが、伝わり落ちた。

　信長は、太い腕をすうっと伸ばし、無む

 碍げ

 の風姿を舞い続ける。
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 人間　五十年
 
化げ

 天てん

 のうちをくらぶれば
 夢　幻まぼろし

 の如くなり
 
一ひと

 度たび

 　生しよう

 を得て
 滅せぬ者の有るべきか


　信長の冷えに冷えた声こわ

 音ね

 と鼓が、全てのものとひとつになった瞬間、大きく跳躍し、着地するや、物凄い早さでぐるぐると回り始めた。地鳴りする観客のどよめき。鼓は、曲打ち「しててい」で、信長の回転は、更に速度を増してゆく。いつしか両足が床から離れ、得体の知れぬ奇声が響き渡った。

「えいとろえい！　えいとろえい！」

　何ものかに向かって咆哮し、樹林を震撼させる。とおい血脈の野性に覚め、赤い舌を[image: 〓]
 む。宙に舞う信長の姿が、散り散りに緩慢な速度で床に落ち、両手から放たれた紙の人形が闇に向かって飛び去った。見物衆は躰をのけぞらす。

　──式しき

 神がみ

 か──

　いつの間にか、信長は、手にした白木の弓を引き絞り、びゅんと鳴めい

 弦げん

 さす。目に見えぬ矢で、魔界の物怪もののけ

 を射始めた。天地四方に向かって容赦なく祓はら

 う。次に内ない

 縛ばく

 印いん

 を結ぶ。

「ノウマクサンマンダ・バサラダンセン・ダマカラシャダソワタヤ・ウンタラカンマン」

　強力な仏の慈悲の光で小牧を満たし、悪霊を不ふ

 動どう

 金かな

 縛しば

 りの法で動けなくする。

「ひえーっ！」

　悲鳴をあげながら黝くろ

 い人波が大きくうねり始めた。合掌する者、号泣して身を捩よじ

 る者、半狂乱の態てい

 である。

　信長は、呼吸した。琥こ

 珀はく

 の眼で、はったと闇を睨み、悪あく

 星せい

 を踏み破り吉きち

 意い

 を呼びこむ歩行術・反へん

 閇ばい

 で、大見丶

 え丶

 を切った。

「あらうつくしき！」

　その時、白く匂い立ち舞台を覆う桜樹が、一斉に震ふ

 れ、花吹雪が、辺り一面降り狂い仁王立ちの信長の姿を包み込んだ。

「うおーっ！」

　群衆のどよめき。人々は、張り裂けそうな鼓動に堪えかね、頭をかかえて地に伏した。

　啜すす

 り哭な

 きが、過去と現世からもろもろの業苦を浮び上らせる。声にならぬ呻きが、も丶

 の丶

 の丶

 け丶

 を浄化させてゆく。

　風が止った。薄紅の貝殻をちりばめた幕は静かに下り、大篝火の炎に照らされた眩まばゆ

 い信長ひとり。囃子は消え静せい

 謐ひつ

 の大気に信長の声が響き渡った。

「な見さいそっ！」

　信長の合図をうけて橋掛から走り出る幼童ふたり。鞘さや

 走らせた脇差を振りかぶり、大樹の根元に結んだ縄に一撃、二撃……幾度も試みるが、なかなか断ち切れない。

「えい！　えい！　えい！」

　あちこちから失笑がもれた。腰に手を当てた信長が、大仰にのぞき込む所作。ひろがる笑い声に、たまりかねたか、闇から森可よし

 成なり

 がとび出して、刃の角度をなおしてやる。やっとのことで縄は切れ、結んであった桜の太鼓が、ぴゅんと反そ

 りかえり、さっと花が散った。花吹雪の仕掛けの化ばけ

 の皮がめくれたのだ。

〈崩壊する華麗な時間〉

　群衆の笑いが爆発し夜空に噴ふ

 き上った。

　信長は、木霊する魂を受けとめ、大手をひろげて見丶

 え丶

 を切った。信長が、帰城し、夜が更ふ

 けても人々の興奮はおさまらず、町中を風ふ

 流りゆう

 踊りでねり歩く。大小路には、篝火が赫あか

 々あか

 と焚た

 かれ、長い行列を照らし出していた。冷たい風をものともせず、笛、太鼓にのって風流踊りのわめくような歌声が聞えてくる。
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 抱きしめて　匂う玉たま

 章ずさ

 ひき結び　忍びやかに送らるる　さすがにいやともいわれずや　もし現れば　人殺し　唯殿には人殺しておやり候そうろう

 ……


　物の怪け

 は、鎖を鳴らしてうずくまる。呪のか丶

 ら丶

 く丶

 り丶

 をさらけ出す陽丶

 （合理性）と闇を見通す陰丶

 （呪力）。人々は、“化生の者”信長の呪縛にひたりきっていた。



　鳥の羽をおもわせる軽い靡なび

 き雲が、蒼空に刷は

 いている。祝宴に招かれた沢たく

 彦げん

 は、大手門から真っ直にのびる三間半（約六・三メートル）幅の大手道を登っていた。突当ると、堀切からのつづら折れ道が、右方向にくねくねと延び、二の丸虎こ

 口ぐち

 から本丸へと続いている。

　と、雉きじ

 鳩ばと

 が、鳴いた。沢彦は、崖上に目を止めた。

「あれは、緋桜……」

　一ひと

 際きわ

 濃い桜の花が、房のようにかたまり合って艶えん

 美び

 にゆれている。目をほそめた沢彦は、自分の全身が、桜を求めているのを覚える。

「それにしても、合戦の最中に、領内のあらゆる処から花の木を集めまくる信長は、正気の沙汰ではないと揶や

 揄ゆ

 されておったが……。梅、椿、馬あ

 酔せ

 木び

 、山さん

 茱しゆ

 萸ゆ

 、連れん

 翹ぎよう

 、花はな

 桃もも

 、桜か……城山は、花で埋まっておるようだ。戦いくさ

 の為の城の常識を破ってしもうたな。四季を通じて花の絶えぬ山になっておる」

　あとから登ってきた参賀の武士たちが、沢彦をみて鄭てい

 重ちよう

 に会釈してゆく。やがて、二の丸がある帯おび

 曲ぐる

 輪わ

 が、見えてきた。

「おっ！」

　沢彦は、思わず目を瞠みは

 った。両の拳こぶし

 をぐっと握る。胸の鼓動が、高鳴った。

「あれは、那古野城の主殿とのも

 の前にあった……」

　そこには、枝垂桜の大樹が、枝をひろげて薄桃色に咲き匂っているではないか。城の落成を祝うかのように、いっせいに咲いた鮮やかにふるえる花弁に見み

 蕩と

 れる。沢彦は、腕組みして考え込んでしまった。

　──昨夜見た信長の陰おん

 陽みよう

 師じ

 振ぶ

 りは、只ただ

 事ごと

 ではなかった……。桜の花びらの散る中で舞う信長は、異い

 形ぎよう

 の世界と現界が、怪しく交錯しておった。幸こう

 若わか

 舞まい

 の敦あつ

 盛もり

 最期のも丶

 の丶

 の丶

 あ丶

 わ丶

 れ丶

 はも丶

 の丶

 の丶

 け丶

 の闇の領域と背中合わせに接しておることを見事に舞うてみせおったわい。どうやらあの男、軍事と経済だけで政治まつりごと

 はできぬことに気付いたようだ。「生きる」とは、つねに生霊死霊などのまがまがしいものと踵きびす

 を接しておる。あ丶

 わ丶

 れ丶

 と思う心が、こりにこって身体から遊離する時、それは、も丶

 の丶

 の丶

 け丶

 に変ずる。この世をは丶

 か丶

 な丶

 い丶

 と思う人々の生来の感情を解き放てば、人々の心を動かすことができよう……。あの男は、この容易ならざる領域に踏み出したようだ。直観で、問題点をとらえ合理的に本質をつかんでゆくのか……」

　唸った沢彦は、頬を紅潮させると、足をぐっと開いて構え、右足を高く揚げてどんと大地を踏んだ。

「おっとっと──」

　顔をしかめる沢彦。足裏の赤丶

 ぎ丶

 れ丶

 が、脳天を突き刺したのだ。



　主殿の対たいの

 屋や

 では、吉乃が、鏡台に向かっていた。[image: 〓]
 ゆする

 坏つき

 に米のとぎ汁を入れて、黄つ

 楊げ

 の櫛くし

 をつけ髪をすく。吉乃は、未明に起き出して、侍女たちと共に大広間の清掃と飾りつけで痩せた躰に鞭むち

 うっていたのだ。

　下着は、小袖の三枚重ね。一番下に白小袖。中間は紅梅。その上に白小袖である。しゅるると下紐をしめる。気分が高揚しているためか、音が凜として心地よい。

　──若き日に戻ったみたい……──

　鏡の中の吉乃が笑っている。信長のささやきが、耳元で聞えるような気がした。胸の中に熱いものが湧いてきた。祝いわい

 装しよう

 束ぞく

 の吉乃は、すっくと立つ。朝あさ

 光かげ

 のあえかな足どり。楚そ

 々そ

 とした[image: 〓]
 足で、

[image: 〓]
 恋風が　来ては　袂たもと

 にかいもとれてなう
 袖の重さよ　恋風は重いものかな
 （恋風が　そよと吹いてきては袂にまといついて袖が重いことよ。恋風は重いものですね）


　吉乃は舞う。風のように、空のように。花びらの散る嫋たお

 やかな姿。かろやかに神々の庭を掃く。含がん

 羞しゆう

 の乙女を思わせる姿に、並居る侍女たちは、呆然と息を呑んで見まもっていた。



　二の丸にある大台所からは、膳ぜん

 部ぶ

 の行列が現われ、行器ほかい

 という容納具に収められた山海の珍味が運ばれてゆく。その後から沢彦は、生い

 駒こま

 家いえ

 長なが

 に案内されて本丸・主殿に入った。

　大広間には、土田御前、吉乃をはじめ、老臣、旗本、吏僚が居並び、一人ひとり進み出て信長に賀意を述べている。沢彦の姿をみた信長は会釈して進み寄り、手をとって上坐に据えた。次々と膳が運ばれてくる。肴さかな

 は、味噌焼。鯛の大皿。引物は、雉きじ

 の生き

 白じろ

 高たか

 で竹子入。鮒ふな

 膾なます

 。手塩、飯。信長は、自ら瓶へい

 子し

 をとって、沢彦に酌しやく

 をする。信長が、鯛の身を頬張るころ一座は、笑い声で賑やかになっていた。豊かな時の流れを見計らった信長は、ついと立って、簀すの

 子こ

 に進み出た。白い花を捧げながら、さらさらと舞い始めた。　[image: 〓]
 時分の花　色よき花を集め　花の供く

 養よう

 を取り行はばやと存ぞん

 じ候
 　濁にごり

 酒ざけ

 の盃さかずき

 を口許に運びかけた沢彦の手が止まり、信長を凝視した。

　──能、「半は

 蔀じとみ

 」の夕顔の精（シテ）か──

　一瞬、匂い立つ小鼓の音ね

 。薄暗い土間から応えるお丶

 う丶

 の掛声。一斉に跳び出した小姓衆は、庭に張り巡らされた黒板塀にとりついた。中央から左右へと薙な

 ぎ払うように板塀は取りのぞかれ、萌えたつ陽光が、黄金の鎧よろい

 を煌きら

 めかせて、さっと射し込む。

「…………」

　のけ反ぞ

 り、湧き起こる声にならない感嘆のどよめき。眼前には、桃源郷を思わせる絢けん

 爛らん

 とした花の宴うたげ

 が、出現したのだ。大花壇だ。

　西には、白い雪柳の滝の前に、奢しや

 莪が

 、白山吹……。南は、紅一色で、満開の椿の垣根の前に、花桃、大葉紅べに

 槲がしわ

 、芍しやく

 薬やく

 、牡ぼ

 丹たん

 、沈じん

 丁ちよう

 花げ

 が咲き誇り、[image: 〓]
 れん

 華げ

 花が、敷きつめてある。

　中央は、黄色で、山吹、連れん

 翹ぎよう

 、福寿草、都みやこ

 草ぐさ

 が、一杯の菜の花に囲まれていた。東にひろがる小牧の屋並を背に青が輝く。姫ひめ

 射しや

 干が

 、片栗、一輪草、烏う

 頂ちよう

 蘭らん

 、苧おだ

 環まき

 が、びっしり。

　更に左右の奥には、下の曲輪の枝垂桜、山桜の梢が、ぬうっと顔を出し、花壇を覆うように傘をつくっている。

　信長は、吉乃の花のかんばせをじっと見て、

[image: 〓]
 頃日は　方々の花の盛りぢゃと云えども
 暇がなさに花見に行く事もならなんだ　最早　暇になったほどに花見に出でうと思ふ
 　見返す吉乃は、魂と蕩とろ

 かす信長の謡声に、嘗て感じたことのない愉ゆ

 悦えつ

 の渦の中にあった。

　──あれは、狂言「桜はな

 諍あらそひ

 」……。信長様は、童児のようなお顔。抱きしめたくなるほどに可愛らしい……──

　満面に笑みを浮べた信長は、　[image: 〓]
 散らであれかし桜さくら

 花ばな

 ……
 　と謡いながら、ひょいと庭にとび降り、裸足で、敷きつめた玉石の上を踊りながら歩き、扇で一同を差し招く。土田御前、吉乃はじめ女房衆は、かろがろ腰をあげ、眼をほそめながら信長に続いて裸足のままで、ねり歩く。嬌声が、陽光に弾はじ

 ける。若い旗本衆も信長の真似をして賑やかに騒ぎまわる。末坐にちぢこまって坐っていた禿げ上った額の佐久間大学、むくつけき髭ひげ

 の柴田勝家、深い皺しわ

 に覆われた林秀貞らも、やっとこさと重い腰をあげた。老臣たちは、信長の命令にも拘かかわ

 らず、四の五の理屈を述べたてて、妻子は、自らの領地に残し、小牧には仮屋敷だけを建てていたのだ。

　賑にぎ

 々にぎ

 しい行列は、花壇の東にある数す

 寄き

 屋や

 に向かってのびてゆく。
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 請しよう

 物ぶつ

 隨ずい

 縁えん

 還げん

 本ほん

 国ごく

 　普ふ

 散さん

 香こう

 華げ

 心しん

 送そう

 仏ぶつ


 
願がん

 仏ぶつ

 慈じ

 心しん

 遥よう

 護ご

 念ねん

 　同どう

 生しよう

 勧かん

 尽じん

 須しゆ

 来らい

 ……


　襖障子越しに、休息することなく読ど

 経きよう

 が流れ、板戸の隙間から嗚お

 咽えつ

 が、潮しお

 騒さい

 となって忍び入ってくる。庭に面した鈍にび

 色の御み

 簾す

 は、巻き上げられていた。鮮麗な蒼空に薄い絮雲が流れ、果はて

 無なし

 の山やま

 脈なみ

 の稜線が、灰あ

 汁く

 色に霞かす

 んでいる。土塀沿いに植えた山桜の若樹が、やわらかい陽差しの中で、上の方は白く匂い立ち、左下は翳り、冷えびえと静まっていた。初花である。

　信長は、震える手で白い布をとった。吉乃は、眼を閉じ、口をむすび、草いろに硬直して、そこにいた。吉乃の額に掌をのせた。指の腹に冷たい感触がつたわる。肌は雪ゆき

 晒ざら

 しに透け、艶つや

 やかでさえあった。

　急に襲って来た息苦しさに身み

 悶もだ

 えする。どうにも堪えられぬ。

　読経が、一段と高くなった。　[image: 〓]
 證しよう

 知ち

 生しよう

 死じ

 即そく

 涅ね

 槃はん

 　必ひつ

 死し

 無む

 量りよう

 光こう

 明みよう

 土ど

 ……
 　けれども、ここに涅槃はない。光明浄土は何ど

 処こ

 にもなく、気休めの勧ごん

 行ぎよう

 ばかりが、大波小波となって耳元にとどいてくる。

「やめろっ！　読経などなんになるっ！」

　信長の怒号が、破裂した。坐敷の末坐に詰めていた家臣、侍女は、仰天してのけ反った。母・土田御前が、ついと立ち上り、蒼ざめた顔で、気丈に、

「ご一同様、お退さが

 りあれ」

　袴はかま

 、単ひとえ

 、打うち

 衣ぎぬ

 に小こ

 袿うちぎ

 を重ね、細長を上に着けるという褻け

 の服に窶やつ

 れた躰を包んだ母は、両袖をひろげ、皆を廊下へと誘いざな

 う。振り返った母の眸は、

　──吉乃殿とお別れをなされ……──

　と語っている。

　ぼんやりしていた頭が、急に[image: 〓]
 えてきた。金糸、銀糸で縁どりをした唐織の褥しとね

 の吉乃は、静かに安らえている。

　激しく自らの頬を打った。

　──早く目を覚さま

 さぬとえらいことになる。これは、夢に違いない。まさしく夢を見ておるのだ……──

　信長の躰の中心線が、奇妙にゆれる。信長の絶叫が、天井に木霊した。

「き……きつの！」

　どうと倒れ伏した信長は、床板に拳を突き込もうとする。幾度も、幾度も……。いつしか拳は蘇す

 芳おう

 色に染った。

「なぜ、なぜ儂を残して死んでしもうたかっ！　儂は、そなたとの約束を、あと半年で果すことができるという……この時機に……。そなたに喜んでもらえるのが儂の夢であった……。儂は、これからどうすればよいのだ……」

　信長は、酩めい

 酊てい

 と見み

 紛まが

 う動きで躙にじ

 り寄って頬ずりをする。幾度も幾度も……。愛かな

 しみとはげしさの谷間で、枕元の櫛をとり、吉乃の髪を梳す

 く。梳いては、吉乃の髪の残る櫛で自分の髪を梳く。いつしか信長は、幼児の如く、ひっそりとしかも確実に[image: 〓]
 れてくるものに流されていた。信長は、冷たい吉乃の手を握り締め、新しい涙が滲み出るのを必死に堪こら

 える。

　嗚お

 咽えつ

 が、喉の奥でごろごろと転がる。と、信長は、懐かしい吐息を感じた。一息、一息に応じて、信長は、耳じ

 朶だ

 を吉乃の口許に近づけてゆく。

「信長さま……」

　信長は、逸はや

 る気持をぐっと抑えこむ。自分の鼓動が、激しく耳の奥を打つ。たしかに吉乃の声だ。

「信長さまが、出陣なされてからというもの、吉乃は毎日、指折り数えて、お帰りをお待ちしておりました。その甲斐あって、こうして信長さまをお迎えすることができました。吉乃は、幸せ者でござりまする。信長さまの暖かいお生命いのち

 が、わたくしの心を隈くま

 なく満たして下さっておりまする。わたくしの魂は、信長さまの心の中に漂い、その中に溶け込んでゆきまする。ひとつになって……。これからは、信長さまが、何処にまいられましょうとも、ご一緒することができまする。信長さまが、“吉乃に逢いたい”と思おぼし

 召め

 されれば、お側そば

 近くにある樹や石や水をご覧下され。そこに吉乃は、おりまする」

　と、水墨の香りが漂い、信長の脳裏に、にこっと小首を傾かし

 げた吉乃の姿が、浮び上った。匂いやかな紅梅の小袖が、信長の眼に沁し

 みる。信長は、夢中で吉乃の硬い手を握った。

　すると、吉乃の躰の芯しん

 から立ち昇った温かいかたまりが、掌からすうっと信長の体内に入ってきた。ずんと熱い。その時である。吉乃の指先が、ぴくりと痙けい

 攣れん

 した。

「…………」

　信長は、眼を据えて瞬まばた

 きもしない。

　──吉乃は、教えてくれた。死丶

 は、別丶

 れ丶

 ではなく、一層深く愛することの門出なのだと……──

　微風が、澄ちよう

 徹てつ

 とした大気を通り抜け、桜の花びらがひとつ吉乃の顔に舞い降りた。信長は、その薄紅の貝殻をじっと見る。いつしか、硬直した自分の心が、煙のように柔らかい光の中に溶けてゆく。

　──そうであったか……。吉乃の霊魂が、花びらをあやつっておる。われらの心丶

 の本質は魂なのだ。死ねば、肉体を拠り所にしていたこ丶

 こ丶

 ろ丶

 は消滅するが、こころの本尊である魂丶

 に集められ、肉体から離れて自由な魂丶

 になる。

　いま聞いた吉乃の声は、吉乃の霊丶

 魂丶

 が儂の心丶

 に働きかけて、声が聞えたように感じさせたのであろう。死ねば、天に昇るとか、地獄や極楽に行くと考えるのは、物丶

 の世界と、心丶

 の世界を混同しておるからだ。霊魂は、永久に精神界のものとなる。われらの宇宙は、全体が、精神の世界なのだ。霊魂が不滅ならば、死もまた楽しいものといえる──

　ひとつの確信を得た信長は、眼を外に転じた。百もも

 千ち

 鳥どり

 の賑やかな囀さえず

 りに急せ

 かされたように、山やま

 脈なみ

 の稜線が、黄金色に燦きら

 めくと、澄徹とした大気が、茜あかね

 色に染まり始めた。



　古代紫の天空には、丸い月が、朴ふ

 の城を見下ろしている。

　信長は、大広間に家臣を集め、人の死を穢けが

 れと考える一切の祭祀をせぬことを宣言した。

　その中には、祓はらえ

 、護摩、憑よ

 り加か

 持じ

 も含まれ、本丸に集まっていた僧、修験者、陰陽師らは全て城から退去させられた。

「御み

 台だい

 所どころ

 の葬儀一切は、信長が、差配いたす。戌いぬ

 の刻（午後八時）、大手門前に柩ひつぎ

 を乗せた糸いと

 毛げの

 車くるま

 を用意せよ。御台所は、儂が運び、小こ

 折おり

 村久きゆう

 昌しよう

 寺じ

 にて、この信長が、亡なき

 骸がら

 を入じゆ

 棺かん

 致す」

　紫し

 衣え

 に身を固めた家臣たちは、茫然としてただ平伏するのみであった。



　本丸、二の丸には、大篝火の炎に照らされて山桜が静かに咲き満ちていた。林泉をわたる風は、まだ冷く、篝火にさっと火の粉を巻き上げる。全身黒装束の信長が、凜り

 々り

 しくも厳おご

 そかな呪じゆ

 文もん

 を唱え、陰陽師のごとく禹う

 歩ほ

 を踏んで現われた。朱色の二重の唐衣で白い羅の裳をつけた吉乃を背負い、縫ぬい

 箔はく

 の布を斜めに打ち違え、厳重に己れの躰に括くく

 りつけた信長は、式台から石畳にゆっくりと降り立った。

　控える家来たちは、仰天して息を呑む。一陣の風に桜の花びらが、二人の頭上に舞った。信長は、ふと立ち止まって枝垂桜の大きな花傘を見上げる。眼尻から一筋白いものが……。

　大手道の降り口にただ一本、杏あんず

 の木が花をつけて白くさびしげに咲いている。真っすぐに下る石段は、居並ぶ松たい

 明まつ

 に照らされて、赫々と続く。信長は、足裏に小石を刻み、背中に吉乃のゆれる躰を感じ、心の静かなたかまりに、鼓動がときめいてきた。大手門の前には、繚乱と咲き誇る山桜の下に、吉乃の愛用した糸毛車が、止まっている。中には、空から

 の柩ひつぎ

 が、収められていた。

　信長を先頭とした長い行列が、灯をおとした城下町を粛々と進んでゆく。大路は、南の木戸までずっと黝くろ

 々ぐろ

 とした群衆が、両側にぎっしりと並び埋め尽す。啜り泣きが、潮騒となって屋並みを流れ、夜空の月の光と闇に溶け込んでゆく。

　信長は、先程まで満身の力をはりつめていたので痛いほどであった手足の節ふし

 々ぶし

 が、少しずつ緩ゆる

 み始めた。行く先は、吉乃の実家近くの小折村久昌寺である。

　須坂に差し掛る。崖下に緋桜が、匂い立つ花を咲かせていた。小枝を手た

 折お

 って吉乃の固く握りしめた拳に差し込んでみる。石のように反応のない冷たさが、信長に現実をつきつける。

「そなたは、水のように静かになってしもうた。苦しみのないところへ行ってしもうたのか。もう一度、そなたの声を聞きたい」

　胸のふさぐ思いの信長は、小さな石ころを蹴る。転がった石ころは、“才さい

 の神かみ

 ”の石段のところで乾いた音をたてた。信長は頭の芯が微妙にゆらいだ。澄んだ声が、耳元で聞えた。

「信長様……」

　信長は、夢見る思いの中で、あまりに実在感のある声に戦せん

 慄りつ

 した。

「そなたの声をはっきりと聞いたぞ。これは、夢ではないのか」

「夢ではありませぬ。信長様に背負われている吉乃が、お話しております」

「儂は、いつでもそなたに会えるのか」

「はい、夜となく昼となく……いつでも」

「そなたは、たしかに息をひきとった。死とは、どの様なものなのだ」

「光と闇が、入り交ったところに溶け込むことです。はじめは、その中で吉乃は、漂っておりました。信長様が、吉乃のために泣いて下さるお声がするたびに、わたくしの魂は、幸せになるのを感じました。信長様の背中にしっかりと寄添っている間に、わたくしの言葉は、信長様の言葉になってゆきまする。信長様の愛に抱かれているうちに、あなた様の魂の中に入ることができました。吉乃は、いま、本当の幸せの中に浸ひた

 っておりまする」



　漆黒の静しず

 寂けさ

 の中に清せい

 冽れつ

 なせせらぎの音が聞え、久昌寺の山門が近づいてきた。

「この様に、激しく登り降りしておるに、何故、儂の躰は、疲れを覚えぬのか……。歩いても歩いても、朝起き出したばかりの爽やかさに満ちておる。儂の躰は、も丶

 の丶

 というよりむしろで丶

 き丶

 ご丶

 と丶

 と言うた方が、相応ふさわ

 しい。死という風が吹き、そなたの生命の炎が消え、躰という蝋ろう

 燭そく

 だけになっても、そなたと儂は、少しも変わることなく話をすることができる」

「お連れ下さいませ。本堂の前の桜の樹のそばで、荼だ

 毘び

 に付ふ

 して下さいませ」

「どうでも、荼毘にせねばならぬのか」

「どうしても……。死ねば、躰は滅びまする。滅びれば、脱がねばなりませぬ。脱げば魂は、自由になり、やすらぐことが、できまする」

「…………」

　信長は、糸毛車を止め、柩をおろさせた。

　唐織の衣を折り敷いてから、吉乃をそっとおろした信長は、吉乃を羽は

 含ぐく

 み抱いた。眸まぶた

 を固く閉じた吉乃の躰を左右にゆらしながら、口くち

 遊ずさ

 む。　[image: 〓]
 夢のうちなる夢なれや、夢のうちなる……
 　掌が、衣きぬ

 ごしに吉乃の乳ち

 房ぶさ

 に触れる。

「信長様、その時が、まいりました」

「そなたが、消えてしまうことには、耐えられぬ。儂には、できぬ」

　信長の号泣が闇の中に木霊した。

「信長様は、生死にかかわらず、二人の魂は、離れることはない、と、申されたではありませぬか。さあ、月も昇ってまいりました」

　信長は、吉乃を抱き上げて、柩の中に横たえた。嗟嘆なげき

 の中、柩は、運ばれてゆく。

　見上げるような桜の大樹の前に祭壇を礎ききず

 、柩を載せた糸毛車は、枯枝の山に埋もれた。

「さあ、お急ぎ下さいませ」

「…………」

　信長は、血走る眸で、祭壇に置かれた火打石を捜さが

 す。火打石を持った掌が震える。さっと飛び散る火花。幾度めかの火花が、枯葉に燃え移り、白煙をあげ始めた。白煙は、生きもののように桜の枝の間を縫って月つく

 映ばえ

 の中を立ち昇っていった。ぱちぱちと爆は

 ぜた火の粉は、あちらこちらで炎を変じ、蛇のようにうねる。どっと燃え上った紅ぐ
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 れん

 の炎は、一気に糸毛車を押し包んでゆく。思わず、駆け寄ろうとする信長に、熱風が、襲い掛った。

「うっ」

　両手で虚空を[image: 〓]
 つか

 みながら、よろめき退る信長。凄まじい火と煙は、すべてを呑み込み、無む

 辺へん

 際さい

 で燃え続ける。どっと膝をつき号泣する信長。烈風が吹き抜け、天をも焦がす火炎で、辺りは真昼のように明るかった。

　永禄九年（一五六六）三月十六日。

　吉乃の遺灰は、久昌寺に葬られ、久きゆう

 庵あん

 桂けい

 昌しよう

 大だい

 禅ぜん

 定しよう

 尼に

 と諡おくりな

 された。

　それからというもの、憔しよう

 悴すい

 した信長は、城の望楼から、久昌寺の方角を眺めては泣いた。その姿は、多くの家臣が目撃し、証言をしている。



　小牧山城・西曲輪頂上にある寺境内の紅葉は、斜めの陽ひ

 差ざ

 しに赫々と照り輝いている。簀子に坐した沢彦は、嘆息した。

「吉乃殿が、亡くなってから、あの男は、すっかり活力が、失う

 せてしもうた。髭は、茫ぼう

 々ぼう

 。遠くの山脈を見つめて、意味不明の言葉を吐き、周辺の者を畏い

 怖ふ

 させておる。この紅葉に秋の気分を与えるのは、紅葉のうちの活力のなさだ。憎々しくさえあるあの男の活力の芯は、吉乃殿であったのか……。美濃攻略に王手をかけた現い

 在ま

 。これでは……」

　膝をはたと打った沢彦は、本丸への細道を明日に向かって歩きはじめた。



　蒼白く憔しよう

 悴すい

 した信長は、文机に向かっていた。その肩ごしに、燃えたつ赫色と鮮やかな黄葉が交り合って見える。沢彦は、ことさら明るい声で、

「新しい地名の案を持ってまいった」

　信長の肩が、ぴくりと動いた。

「これは、和尚。気付かず、申し訳ありませぬ。さ、これに」

　弾かれたように立ち上った信長は、坐ざ

 蒲ぶ

 団とん

 を沢彦にすすめる。

「井ノ口の改名のことで」

「うむ。上総かずさの

 介すけ

 殿が、地名の改称をしたいと申された時は、驚きましたぞ。この国の習慣では、地名は、朝廷が決めるものであった。そして、大名は、その居住する地名からの苗字を作ってまいった。今川氏は三河幡は

 豆ず

 郡今丶

 川丶

 荘。上杉氏は、丹たん

 波ば

 上丶

 杉丶

 荘。足あし

 利かが

 氏は、下しも

 野つけ

 足丶

 利丶

 庄。織田氏も越えち

 前ぜん

 織丶

 田丶

 荘、といった具合でござる。上総介殿は、自らの花か

 押おう

 も去年（永禄八年）から、麒き

 麟りん

 の麟丶

 という字を用い始められた。明らかに、将軍、足利氏に代って天下を統一しようという意志の顕あら

 われ。此こ

 度たび

 の地名の改称こそ、天下布武を全国に宣言することになり申す。そこで」

　沢彦は、手にした堅紙をひろげて信長の膝前に置いた。墨痕あざやかな文字。

　岐き

 山ざん



　岐陽

　岐阜

　信長は、身を乗り出すようにして、じっと凝視している。動かない。ふっと吐息し、顔を上げた。精悍さが戻った髭面は、紅潮している。暫しばし

 の静寂。信長が、ぽつりと、

「岐は、周の……」

「左様、文王、武王の出身地・岐山。この寒村から出て大国・殷いん

 を滅ぼし、天下統一を成し遂げた故事は、ご存知でござろう」

「如い

 何か

 にも。岐陽は、わかるとして、岐阜の読み方は」

「ぎ丶

 ふ丶

 と。阜丶

 は、丘で、盛んなるさま」

「奇妙な読み方が、気に入りました。まるで語感が、外とつ

 国くに

 。そう、岐阜がよい」

「井ノ口山は、金きん

 華か

 山ざん

 。井ノ口城は、岐阜城では、如何いかが

 かと」

「おおっ！」

　手を打つ信長。満面の笑顔から、いつもの精気が、ほとばしった。

「岐阜では、全国に多くの書状を出さねばなりますまい。花押を署しよ

 した判はん

 物もつ

 ではなく、印章を捺お

 した印判状が、多くなりましょう。印章には、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 の印を使いまする」

「書状も、新方式でござるか。面白い。印章は、禅の寺で、ほそぼそと使われていただけでしたが、日の目をみることになりますな」

　胸に熱いものが込み上げてきた信長は、眼にたまった涙をこぼさぬように庭を眺めた。高く聳そび

 える柿の上ほつ

 枝え

 に木き

 守まもり

 が、一つ乾から

 風かぜ

 に光っている。思わず顎あご

 に手を当てた信長は、ぎょっとした顔で、

「これは、むさ苦しい髭だらけ……。明朝は、さっぱりして参禅いたしまする」

「うむ」

　沢彦は、薄くれ

 暮がた

 の陽ひ

 に照らされて、赫々と燃える蔦つた

 紅葉に眼を細めた。

　──乱れてのち成る……か──



　百千鳥の賑やかな囀りが、遠くに引いてゆく。山の気配が動き、信長は、深い静けさを味わっていた。

　──あの女ひと

 の甘い香りが、この部屋に漂っているのを感じる。儂には、母上様の匂いのようにも思える──

　匂いの微塵を胸一杯に吸い込んだ。

　楚々とした[image: 〓]
 足。はっとした信長は、襟を正す。明あかり

 障しよう

 子じ

 が、幽しず

 かに引かれ、山稜に幽かす

 かに残る茜あかね

 を背に、嫋やかな女によ

 性しよう

 の風姿。その女ひと

 の、温いまなざしが、信長を見詰めた。

「岐阜とは、よい名でござりまするなあ。早は

 よう岐阜のお城にお連れ下さりませ」

　あの声音。信長は、夥しい言葉が、喉に詰まる。黒髪が流れ、白い手が動くと、あの匂いが揺蕩たゆた

 いゆれる。信長は、夢中で、吉乃を引き寄せ、抱き締めた。

「ああ……」

「きつ……の……」

　長い沈黙しじま

 。突然、足元がゆれた。二人の躰は、流されてゆく。

「うわっ」

　絶叫した信長は、もがくうち硬い手応えのあるものにしがみつく。



「あっ、夢であったか……」

　信長は、木枕をしかと胸に抱き込んでいる自分に気付いた。全身、汗びっしょりで、鼓動が、激しい。ここ数夜連続で、吉乃の夢をみる。衾ふすま

 （掛布団）を蹴った信長は、厠かわや

 から厩うまや

 、庭を見廻ったあと、円形に組んだ河原石を踏み、井戸端に出る。きゅっきゅっと釣瓶。

「参禅のあと、鷹狩りだ。躰中が、なまっておる」

　小袖を着けながら、信長は頭をぶるっと振り、水滴をはねとばした。

　この日から、信長は山野の跋ばつ

 渉しよう

 を再開し、城中には、かつての活気が、甦よみがえ

 ってきた。



　信長の思考方法は、古い論理の堅苦しい枠わく

 組ぐみ

 の中に固定せず、現実に沿って絶えず視点を移動し、変化させる。

　──浅あざ

 井い

 氏との同盟を模索する原因は、街丶

 道丶

 だ。美濃から上洛するには、不ふ

 破わ

 の関経由の東とう

 山さん

 道どう

 だけ。大軍の進退に危険度が増すし、敵に読まれ易い。八はつ

 風ぷう

 街道、千ち

 草ぐさ

 越ごえ

 は、道路の整備が遅れておる。確保せねばならぬのは、鈴すず

 鹿か

 越ごえ

 。稲葉山城を攻略する前に、北伊勢を奪と

 っておかねばならぬ──

　こうと決めたら行動は疾い。翌日夕刻には、津島湊の堀田道空屋敷に入った。鬢びん

 髪ぱつ

 に霜を置いた老ろう

 爺おう

 ・堀田道空は、

「突然の御越しの趣おもむき

 は……」

「あと二年で、美濃を取る。お願い致したいことは、新しい経済政策の立案でござる。今まで清洲、小牧でやってきた楽市楽座には、問題点が多い。井ノ口に作る市場は、これからこの国に広めてゆく雛形となり失敗は許されぬ。津島での道空殿は、近江商人、伊勢商人を通じて活発な市場を造ってこられた」

「…………」

「通行の自由や楽市楽座で一定の場所代さえ払えば、自由に営業できるようにすることは、枠をはずすが、行き過ぎれば、大混乱となる」

「現実の経済は、従来の枠をはるかに越えておりまする。自丶

 由丶

 を考える時、保護もせねばなりませぬ。例えば、瀬戸の陶器、清洲の鋳い

 物もの

 など、土地の産業を保護、育成することも必要です。徳丶

 政丶

 は、やり過ぎますると仕事をする意欲に水を差しまする。新しい市場に移住する者だけにかぎらねばなりますまい。自丶

 由丶

 だけでは、限界がありましょう」

「それは解っておる。儂は、湊や道路の整備をせねばならぬし、関所は撤廃する」

「上総介様の譜代の家臣であっても、市場で勝手な振舞をすることは、厳しくして頂きたく。取引を円滑に行わせるには、押おし

 買がい

 （腕力に訴えて不当に値切ること）、喧嘩、口論も禁止で……」

　信長の顔が、ほころぶ。

「うむ。次の時代は、自分たちが、決心すれば、できる話だ。要は、寺社や公く

 家げ

 など、旧来の権威を否定すること。道空殿には、各地に出す制札の文面を考えてもらいたい。更に、公く

 方ぼう

 様の仲介で、浅井長なが

 政まさ

 と同盟しようと思うておるが、浅井家についての情報が、ほしい」

「出入りの近江商人は、多うござりまする。これは、いと易いこと……。で、同盟の手段は婚姻でござりましょうや」

「うむ。長政と年格好が近い身内の女によ

 性しよう

 ということになるが、仲々の難問じゃ。強制的にことを運べば、破綻の原因になりかねぬしな」

「婚約だけなら、詐術として使えまするが、結婚となれば、当人の意志が……」

　流石さすが

 の道空も腕を組んだ。

　と、杉戸が静かに引かれ、燈火の穂が、ゆらりとゆらめく。冷たく身に染む風とともに部屋の中に匂いやかな香気に織られた美しい上じよう

 [image: 〓]
 ろう

 の影。桂の眉、うるむ双眸、白芙ふ

 蓉よう

 を思わせる女性のちょぼっと小さい口許から白い歯が、こぼれた。

「ご一同様には、既にお揃いになり控えておられまする」

　紅梅の小袖に蘇す

 芳おう

 の小袿姿に、信長の瞠いた眸が、釘付けになった。

　──よう似ておる。吉乃の若い頃に、そっくりではないか……──

　信長の表情を察した道空は、

「これは申し遅れました。お市いち

 様でございます。先年、美濃十九条城で討死なされました織田與とも

 康やす

 様のお子。現在は、御母君様と共に津島に移られておられまする」

「おお、そうであったか……。永禄四年（一五六一）、儂が、救援におもむいたが、間に合わず、申し訳ないことであった。與康殿は、儂の従い

 兄と

 弟こ

 」

　信長の父、信秀には、信康という弟があり、その信康の子が、與康であった。

「お屋敷は、すぐ隣。上総介様が、お越しになられたら、ご挨拶をと申されておいででした」

「おお、それなら、小牧山城に来られよ。お母上様と一緒に、住まう屋敷を用意いたそうほどに」

「…………」

　微笑んで会釈するお市を見て、相好を崩した道空は、

「のちほど、お市様の点た

 てた茶を、上総介様に差し上げては如何かな。その前に、皆衆をお通しして下され」

「はい」

　お市と入れ替りに、堀田一族の堀田孫右衛門尉じよう

 、津島神社の神宮・堀田坂ばん

 東どう

 大た

 夫ゆう

 、津島五ヶ村の年とし

 寄より

 中ちゆう

 らが、固かた

 唾ず

 をのんで居並んだ。滝川一かず

 益ます

 と九鬼嘉隆もそそくさと脇坐について威儀を正した。二人とも表情は、心なしか暗い。信長が、合戦の命令を下すにしては、同席する人数が多すぎる。これでは、作戦が、外部に漏れる危険があるのだ。

　信長は、その様子を一瞥して、にやりと笑う。立ち上った信長の声は、よく通る。

「津島衆の合ごう

 力りき

 により、木曽川の川かわ

 湊みなと

 は、すべて押えることができた。結果として、東美濃は、片付いた。稲葉山攻めは、ゆっくりやっても、二年以内に陥おと

 すことが、可能だ」

　どよめく一座。手で制した信長は、続ける。

「公方様からは、早はや

 々ばや

 と御ご

 内ない

 書しよ

 を頂いた。上洛せよとな。儂は、承諾いたした。上洛する街道は、東山道、八風街道、千草越、鈴鹿越となる。さて、左近」

「はっ」

　急に御お

 鉢はち

 が、自分に回ったので、滝川一益は、ごくりと唾つば

 をのむ。

「此度の作戦には、津島衆の合力がなければ成り立たぬゆえ、皆衆に同席してもろうた。一年間の犹ゆう

 予よ

 を与えるゆえ、北伊勢出陣の準備に取りかかれ。その前に、員いな

 弁べ

 、桑くわ

 名な

 両郡の諸将には、儂の調略が始まっておる。丁ひのと

 卯う

 （永禄十年）春に、儂も出陣し、楠くす

 城じよう

 （城主・楠十郎正孝）を陥してから、神かん

 戸べ

 家奉行の一人である山路弾だん

 正じよう

 種たね

 常つね

 の高岡城を攻める。この二城を奪れば、鈴鹿越が、使える。左近は、頭領・堀田道空殿に、不明のことあらば、相談せよ」

　道空は、大きく頷いた。津島神社の御お

 師し

 たちは、伊勢の国司・北畠氏の免許を得て、領内を自由に通行できた。既に、道空の先兵たちは、敵地に根づいて、信長の軍事行動を持ち構えているのだ。

「さて嘉隆よ」

　信長は、九鬼嘉隆を指さした。

「はっ」

「其そ

 方ち

 は、津島湊を基地として、外そと

 海うみ

 で通用する水軍を創設せよ。六十挺ちよう

 櫓ろ

 の大船、三十七挺櫓の中型船を中心に、三百艘の小こ

 早ばや

 船だ。海は、熊野から摂せつ

 津つ

 、さらに瀬戸内に続き、いずれは、村上水軍と対たい

 峙じ

 することになる。石火矢だけでは駄目だ。百匁もんめ

 筒、三百匁筒などの大筒を装備して、海上から湊の砦を崩したい。大筒が、使えぬ時は、三十匁の大鉄砲による集中破壊も面白い。琵琶湖を支配する水軍があれば、軍ぐん

 兵ぴよう

 の移動も早ようなる。水軍は、物資の輸送にも欠かせぬ。九州には……」

　早口になり始めた信長は、激しい胸の鼓動を感じ、ぐっと唾を呑み込む。脳裏には、奈良時代の僧、行ぎよう

 基き

 が作ったといわれる日本最初の地図があり、天下布武の構想が、鮮明に浮び上っているのだ。

　──待てよ。この場で興奮しておるのは、儂だけらしい。まだ、美濃さえ奪っておらぬ。この者らが、不審気な顔をしておるのも、しかたあるまい。この辺りで止めておくことにするか……──

　吊り上った眉をおさめた信長は、どさっと腰を下ろした。

「なにやら、われらには、大きな仕事が、待っておるようで……。心して準備をいたしまする」

　嘉隆の胸の中には、青年らしいあせりと野心とが、湯気のように立ち上り、その頬をほてらせていた。



　小牧山城下の南端、惣そう

 堀ぼり

 を囲む土塁には、銀のすすきが、涼風にゆれていた。西の空に黄金こがね

 色に輝く八や

 重え

 棚だな

 雲ぐも

 が、幾いく

 重え

 にも襞ひだ

 をなしてたなびく頃、道の両側に妖麗な曼まん

 珠じゆ

 沙しや

 華げ

 が群生する街道を津島からの行列が、近づいてきた。先頭の馬上には、津島の頭領・堀田道空。三丁女乗物こし

 の前後を三十五人の女中、雑ぞう

 色しき

 が、従っている。

　小牧山城大手門には、大篝火が焚た

 かれ、信長が出迎えた。馬場を囲んだ楓かえで

 木立は、張りだした下枝がなく、木の幹は、見事なほど天へ天へと伸びている。道空は、紅葉をふり仰いで歓声をあげた。

「いやあ、美しい城でござりまするなあ。わが家の真ま

 白しら

 髪が

 （女房のこと）にも見せてやりたいもので……」

「まずは本丸でおくつろぎ下され」

　信長は、大手の石段を振り返る。石段の両側には、松明をかざした武者が、ずらりと並ぶ。煌こう

 々こう

 とした光の道が、透けるように照る紅葉の下にのびていた。



「おお、そなたが、お市殿か」

「はい」

　法衣を[image: 〓]
 した土田御前は、本丸玄関の式台をとびおり、楚々としたお市に駆け寄ると、ひしと抱き締めた。二人の号泣が、弾ける。無は多を生み、多は空に散った。

「苦労なされたのう」

「…………」

「おう……おう……」

「…………」

　苦難の果てに、ようやく再会した母子とも見紛う光景に、信長は、息を呑んだ。

　──初対面のはず……──

　しかし、その愛かな

 しみとはげしさの谷間には、もろもろの生身の業ごう

 苦く

 が、見え隠れ押し寄せて、見る者の心を打つ。

　ややあって、濡れた頬の土田御前久子は、白地の頭ず

 巾きん

 をなおしながら、

「お市殿は、今日より、信長殿の妹丶

 として、この城に滞在なされます。これより、対屋に案あ

 内ない

 いたしましょう」

　白い打うち

 衣え

 に薄墨の衣を羽織った久子に続いて、朱色二重の唐衣のお市は、いそいそと廊下の奥に消えていった。



　華やかな饗きよう

 膳ぜん

 （祝膳）が終り、森しん

 閑かん

 とした池に月光だけが渡ってゆく。

　道空は、感に堪えぬ風ふ

 情ぜい

 で、

「いやあ、この年になっても驚きました。御前様とお市様は、まるで真実まこと

 の親子のようで……。女によ

 性しよう

 の透明な心は、時と処ところ

 を超えてつながっておいでですな。男には、遠く及ばぬ超能力すら感じまする」

「うむ。お市の精神こころ

 をおしつけておる暗い悪夢から母上は救おうとなされた。陰陽師の呪力さえ感じて鳥肌が立ってしもうた」

「お市様が、浅井長政との結婚を承知なされましたのは、上総介様が、熱田をお発た

 ちになられた次の日で……」

「書状は、確しか

 と……」

「婚儀までには、一年以上あるようで。故実種くさ

 々ぐさ

 の式しき

 正しよう

 は、存じておりまする。お市様の輿数は、七丁。お道具は、一番御お

 貝かい

 桶おけ

 （色直しの長持）、二番みずしの棚、三番荷にない

 唐から

 櫃びつ

 、四番長櫃、五番長持、六番御屏風箱、七番行器ほかい

 などから御手廻品まで、全て当方で揃えまする」

「ほう、大名間の婚儀は、なかなか面倒なものだな」

「いまは乱世。浅井家には、磯野伯ほう

 耆きの

 守かみ

 という智恵者が、おられまする。ご当家の佐久間信盛様とで要務をすすめられれば、万全かと」

「右衛門尉は、適任だ。松平元康、いや、いまは、元丶

 康丶

 から家丶

 康丶

 に改名しておったな。家康の息、信のぶ

 康やす

 と五ご

 徳とく

 との婚儀にも、右衛門尉を供奉させようと思うておる。こういうことには、あの男は、適しておる」

　道空は、簀子にさりげなく置かれた籠に目を細めた。芒すすき

 、萩、女郎花おみなえし

 、吾われ

 亦も

 紅こう

 、桔き

 梗きよう

 などが、ざっくりと活い

 けてある。

「吉乃が、生きておった頃は、いつも、秋になると、こうして活けてくれた。これは、儂が、見様見まねでな」

　道空は、胸にぐっと熱いものが、こみ上げてきた。

　──この男が、吉乃様のご葬儀の時にとった狂人ぶりを聞いて胸が痛んだものよ。もうこの男は、正室はもたぬであろう……──

「このお城の紅葉は、見事でございますな」

「秋の第一は紅葉かもしれぬが、紅葉には活力がない。冷たい風が一陣吹けば、一夜で散ってゆく。あとは、みな落葉だ」

「…………」

　遥かに風にのって、山麓から祭囃子が、這い上ってきた。

「稲葉山城も陥されたら、小牧山城から、お移りになりますが、あとこのお城は……」

　信長は、白い歯をみせて、あっさりと、

「破却する」

「えっ」

「この城も、城下町も、試作品よ。古い清洲から脱出して創ってはみたが、新しい町も創ることは、容易ではない。あれもしたい、これもしたいと、欠点ばかりが目につく。井ノ口は、武家屋敷と寺町は、全て焼く。狭い惣そう

 曲ぐる

 輪わ

 は、破却して、広い商人町をつくる。清洲、小牧などからどしどし移住させて、城下町を拡大、充実させたい」

「先だって楽市楽座の案をつくれとのご下命でした。その際、某それがし

 は、徳丶

 政丶

 に反対しましたが、大規模の移住ともなれば、様々な通行税ばかりでなく、借銭、借米は破棄。地じ

 子し

 、諸しよ

 役えき

 も免除が、必要となりましょう。市場への来住者は、支配関係、責務関係から解放されなければ、人は動きませぬ。城下に富を集中させるには、商品の流通網を再編成せねばなりますまい」

「自由な商業活動を保証してやることが大切だ。旧来の座丶

 は、寺社を本所と仰ぎ、その保護下にあり、様々な品物の製造、販売を独占しておった。儂は、その独丶

 占丶

 権丶

 を否定する。というて現実は重視せねば、日常生活が破綻しては、元も子もなくなる。ここが頭の痛いところだ。経たて

 糸いと

 は、世の中を根本的に変えること。緯よこ

 糸いと

 は現実を重視することじゃ。油座、鋳物座、舟木座などは、保護してやらねば、民衆の生活に障害がでる」

「存続を認める座丶

 につきましては、京周辺に多うござりまするが……」

「これは、上洛してからになる。道空殿に工夫してもらいたいことは、いまひとつ」

「…………」

「銭ぜに

 のことだ。鎌倉幕府も、室町幕府も貨幣の鋳造を怠おこた

 った。見てみよ。渡と

 来らい

 銭せん

 に加えて、商人らが勝手に鋳造した私し

 鋳ちゆう

 銭せん

 などが、ごまんと[image: 〓]
 れかえり、質の悪い鐚びた

 銭せん

 で、市場は混乱しておる。安心して商売もできぬではないか。鐚銭の受け取りを拒否する撰えり

 銭ぜに

 を禁止するばかりでは、一向に解決せぬ。いっそのこと貨幣を等級に分けて、流通条件を決めた方がよい。道空殿に、その等級を決めてもらいたい。反たん

 銭せん

 や公く

 事じ

 銭せん

 のような税金もその規定で支払えるようにしたい」

　道空は、思わず頬を紅潮させて、膝を乗り出した。

「それは、ご名案。さっそくに、やらせて頂きまする」

　道空は、口の中に、なまつばがたまってくる。

　──信長という男は、今日の人たちが、もうだれも地上にいなくなった時、出現するこの国に住みたいと考えておるのかもしれぬ──

　道空は、ゆっくりとまばたきをした。



　小牧山は、松丶

 茸丶

 山丶

 であった。大台所には香ばしい匂いが立込め、信長は三本目の焼き松茸に舌鼓を打っていた。やがて、松茸を盛った皿を捧げ持つ信長は、主殿の北・土田御前の屋敷にやってきた。御前は、対屋に続く簀子に坐して大仰な身振りで話し込んでいる。妻戸の奥から聞えるひそやかな笑い声が、和楽の調べのように信長の胸を掃く。

　つられたか信長は、飛び石を早足で、　[image: 〓]
 色が黒くは遣や

 らしませ　もとよりも塩焼の子で候そろ


 　剽げた身振りで皿を差し出す。顔をあげ、母・御前を見たが、その視線は、奥の女性に釘付けとなった。

　──吉乃……──

　絖ぬめ

 の様に柔らかな風。丈たけ

 にも余る緑の黒髪をうしろに結いかけた閑雅にも嫋やかな女性。水みず

 際ぎわ

 立だ

 つ額には「ぼうぼう眉」といわれるつくり眉、黒い大きな瞳。長い睫まつげ

 。ちょぼっとした小さい口許には、きりりと濃い紅べに

 。細ほそ

 面おもて

 は、不思議な香気に満ちている。ストンと腰を落とした信長は、ぼんやりと花柄の小袖を眺めた。まぎれもなく吉丶

 乃丶

 そのひとであった。

「ほれ松茸が、こぼれましたぞ。拾うて下され、美味しそうだこと。いま、御み

 台だい

 様の形かた

 見み

 分わ

 けをしておりました。お市殿は、ようお似合いなされまする」

　母の言葉に、上うわ

 の空で相あい

 槌づち

 を打ちながら、慌あわ

 てて松茸を拾いあげ、再び皿にのせる信長。端たん

 坐ざ

 （正坐）したお市の膝前には、夥しい衣裳が、並んでいた。

　──初めて会うた日。蛍ほたる

 を見た夜。清洲城での婚礼の日。紅葉狩り……儂と吉乃の人生を飾った衣裳の数々だ……──

　白い歯がこぼれるお市の口許が、朧おぼろ

 に霞み始めた。信長は、短く、

「御免下され」

　くるりと二人に背を向けた信長は、[image: 〓]
 れる涙を見せまいと小池を飛び越え、一目散に馬場へと駆け去っていった。



　庭の山茶さざん

 花か

 が、目を楽しませてくれる。

「今日は、暖かでござりまする」

　初冬の陽差しの中に朱色二重の唐衣に白い羅をつけたお市の閑しと

 雅やか

 な笑顔があった。

　白い指が差し出した洗あらい

 朱しゆ

 の盆の上には、ふっくらと焼いたふ丶

 の丶

 や丶

 き丶

 と焼栗が盛りつけてある。

「上総介様の好物……御台様のようにはまいりませぬが、御前様に手ほどきして頂き、なんとか……。お口にあえば、よいのですが……」

　お市は楚そ

 々そ

 とした足の運びで抹茶を仕込んだ曜よう

 変へん

 天てん

 目もく

 茶碗を通し、湯とう

 瓶びん

 をさげ、右手に茶ちや

 筅せん

 をひく。

　信長は、少なからず上気している自分に苛いら

 立だ

 った。涼風が、汗ばんだ信長の鬢を撫な

 でて通る。

　お市は、左手を右手の脇に差し入れ、袖をたくして湯を注ぎ、茶筅を巧みにあやつり茶を点てる。重ね着の裾すそ

 から白い足指が、ちらとのぞいた。この時代の女性は、足た

 袋び

 ははかず、裸足であった。信長は、お市の美しい横顔が、すうーっと目の前に近づいたので、不意に鼓動が、高鳴る。夢見心地の信長は、震える掌で茶碗を鷲[image: 〓]
 みして、ずるずると音を立てて喫した。

「ま……まことに美味でござる」

　お市の白い頬には、ほんのりと紅が差している。信長は、夥しい言葉は喉に詰まり、俯うつむ

 いていたが、手だけは、ふ丶

 の丶

 や丶

 き丶

 にのび、口に運ぶ。瞬く間に盆の上のふ丶

 の丶

 や丶

 き丶

 と焼栗は消えてしまった。

　お市は、自分より歳がずっと上の信長が、まるで愛いと

 しい幼おさな

 児ご

 に見えて、思わず抱きしめたくなるのを、じっと堪こら

 えていた。

　ふうっと溜息をついた信長は、

「この茶碗は、斎藤道三殿が、某それがし

 との会見の日、茶を点ててくれたもの。亡くなる前に、形見として、娘の奇き

 蝶ちよう

 殿が、届けてくれた」

「上総介様は、奇蝶様と婚約をなされたことが……」

「うむ。父上と道三殿が、美濃と尾張の和平を期待して、決めたこと。歳月が流れ、儂は吉乃に出会い、奇蝶殿は、道三殿の忠臣・石いし

 谷がい

 義よし

 則のり

 に嫁ぎ、“鷺さぎ

 山やま

 殿”となった。世が世なら結婚したかもしれぬ女性であった。国と国との婚約は、世の流れに従うしかない。ところで、お市は、浅井長政との婚約を承知してくれたそうだが……」

「はい。妾わらわ

 の許婚いいなずけ

 ・村井新右衛門は、父を護って美濃勢と戦い、十九条城で死にました。亡き父の口ぐせは、“上総介様に天下を取らせたい。そうすれば、人々の待ち望んだ世の中になるであろう”でございました。亡き父や許婚の夢のためにも、上総介様のお役に立ちとうござりまする」

「美濃を取れば、織田と浅井は、隣り合わせになる。浅井が、六ろつ

 角かく

 義よし

 賢かた

 の勢力圏にあった時、長政の父・久政が、自分の子にその偏へん

 諱き

 をうけて賢かた

 政まさ

 と名乗らせておった。その後、長政が、六角勢と対峙するようになり、その名を捨て、今では、信長の長丶

 をとって長丶

 政と名乗り、当方へ接近してまいった。そこへ、公方様から織田と浅井の婚儀が、持ち掛けられたという訳だ。お市が、承知してくれたが、結婚は、女によ

 性しよう

 にとっても一大事。儂は、長政の人物をようは知らぬ。上洛する前に、儂が近江に出向いて、品定めをしてくる。お市の相手に相応ふさわ

 しくなければ、縁談は断る」

「…………」

　鳥の声がした。灰色に幾らかの濃淡が出始めた空を、ツグミの群れが、斜めに舞い下りてゆく。

「上総介様は、ご正室をお迎えにならぬのでござりましょうか」

　信長は、上唇をぐっと[image: 〓]
 んで、

「正室は、亡き吉乃ただひとりと決めておる。死なれてみて、ひとりでいると、吉乃の髪をまくらにできぬことが、こんなにもつらいものとは思わなかった。吉乃は、死の床で儂に約束してくれた。会いとうなった時、深く念じれば、いつでも、どこでも、吉乃はそこにおると……。逢える時もあるが、いくら“吉乃に逢いたい”と念じても、測り知れぬ世界で迷うだけの日々が、多い」

「上総介様に、そのように深く愛していただき、御台様は、お幸せなお方でござりまする」

　お市の頬に白く光るものが、すうーっと流れ落ちた。

「お市は、儂の奇狂な振ふる

 舞まい

 に戸と

 惑まど

 うたかもしれぬ。我ながら恥ずかしい。それもこれも、お市が、あまりにも吉乃に生写しであったからだ。動転したことを許してくれ」

「…………」

　こくりと頷いたお市の眼に、鰭はた

 板塀にそって咲く曼珠沙華の花が、淋し気に見えた。



　何やら人の気配がして、編戸が開き、黒装束の森可成が、畏かしこ

 まった。

「今朝、堺からの大船が、熱田湊に到着。堺の会え

 合ごう

 衆しゆう

 ・納な

 屋や

 今いま

 井い

 宗そう

 久きゆう

 の使いの者・明智十兵衛尉が、二百余の私兵と共に大おお

 筒づつ

 の数々を運んでまいりました」

「十兵衛が来たか。亡き将軍・義よし

 輝てる

 様の家臣であった男じゃ。堺から諸国へ送る鉄砲・火薬を護衛する馬ば

 借しやく

 の頭領で、京の二条屋敷には、四、五百の私兵軍団を囲っておった。道空の話によれば、明智十兵衛という男は、あの奇蝶の異父兄であるらしい」

　お市は、目を大きく瞠いた。

「それでは、道三様のお子で……」

「いや、小お

 見み

 の方かた

 が、道三殿に嫁いで二年目に生れたのが、奇蝶。話は、嫁ぐ前のこと」

　東美濃可か

 児に

 郡明智城主・明智駿河守光みつ

 継つぐ

 には娘が三人いた。享禄元年（一五二八）、三女・光子は、許婚の子を出産したが、その直後、夫は、合戦で討死。光子は、男の赤児を城中で育てることになった。この子が、のちの明智十兵衛光秀。光子が、二十一歳の時、その美貌に目をつけた美濃の国主・土岐頼より

 芸なり

 が、強引に寵臣・長井新九郎秀龍に嫁がせた。長井新九郎は、のちに斎藤道三となる。光子は、幼い十兵衛を城に残して泣く泣く嫁ぐしかなかった。斎藤道三の城で光子は、「小見の方」と呼ばれるようになった。運命の荒波に[image: 〓]
 ほん

 弄ろう

 された小見の方は、天文二十年（一五五一）三月に三十九歳で他界。十兵衛は、多額の遺産を手にして京に上った。

　信長は、可成に、

「十兵衛を丁重に持も

 て成な

 すようにな」

「ははっ。誓せい

 願がん

 寺じ

 と天王坊を、一行の宿舎として手配いたしまする」

「大筒は、全て河原に運べ。一いつ

 刻とき

 （二時間）後に試し射ちをしてみたい」

「ははっ」

　一転して、死丶

 の想念が惑まど

 う気配に、お市は侍女たちを呼び、道具を片付け始めた。

　信長は、老女中に、

「半はん

 刻とき

 （一時間）したら起こしてくれ」

　と、部屋の奥にある藍色の垂たれ

 布ぬの

 （暖の

 簾れん

 ）を潜り、胡桃くるみ

 色の戸を引いて、塗ぬり

 籠ごめ

 に消えた。

　塗籠は、家の最深部にあって、最も防備の固いところで、寝室、閨ね

 房や

 としての機能をもつ密室であった。昼間に仮眠をとる時、信長は、いつもここと決めていた。

　お市は、侍女を差配しながら、ちらっと信長の背中に視線を走らせたが、素知らぬふりで部屋を出ていった。



　塗籠の中は暗い。が、頭の芯が[image: 〓]
 えてどうにもならぬ。ずり堕お

 ちる重い空気に、幾度も寝返りをうつ信長。

　あの面影が、あたたかいまなざしで見つめる。

　──吉乃……──

　あの声こわ

 音ね

 、あの触れ合い、あの杳い語らい。さらさらと音もなく雪が、記憶の野と山にふりしきる。けれど今は、術すべ

 ない遠い距離。

　ものいわぬ、艶な百はく

 歩ぶ

 香こう

 の薫りが、すり寄る。

　白い手がお丶

 と丶

 こ丶

 の貌かお

 をまさぐる。無言で頬ずり。ふりほどいた髪の流れるままに、唇は肩に触れ、僅わず

 かに身を捩らせる。衣きぬ

 摩ずれ

 がして帯が、ほどけた。おとこの寝覚めの内側に紅葉模様が縺もつ

 れ合う。あらあらしさ、あつく鋭いかたち。やさしさ、あつくかたいかたち。おんなは、柔やわ

 肌はだ

 に手を添え導き入れた。

　なみだがこぼれ、白いうなじがのけぞってお丶

 ん丶

 な丶

 は短く“うっ”と声をもらし身を硬直させた。お丶

 ん丶

 な丶

 の吐息は荒く[image: 〓]
 れるものに流される。お丶

 と丶

 こ丶

 とお丶

 ん丶

 な丶

 は、明暗定まらぬ天と地の間を浮遊し、いきたえだえに尾根をかけのぼり、かけおりる。ゆきつくところのないぬめりの通路を髪ふり乱し呻く。しじまに水仙の香りが漂い、動くとそのたびに匂い立つ。お丶

 と丶

 こ丶

 は、吉乃ではないお丶

 ん丶

 な丶

 の髪をいくども撫でる。艶つや

 やかな啜すす

 り泣きが、

「しあわ……せ……」

　唇は、唇を求め、ひっそりと確かな湿潤しめり

 の薫りは絶え間ないゆらめきの中にあった。

　白い裸身は、ぐぐっと背伸びをして、続く細かな痙攣の中に揺蕩たゆた

 っていた。

　板戸の外で媼おうな

 の声。

「殿様、時刻にござりまする」

　お丶

 と丶

 こ丶

 は、おんなを目で制して板戸に手をかけた。朗らかな小鳥の囀さえず

 りと軽ろやかに耳をくすぐる木の葉のざわめきが、一瞬、塗籠の中に走り、そして消えた。



　空になった脆もろ

 い器には、新たない丶

 の丶

 ち丶

 が[image: 〓]
 れた。単独でいる男は無丶

 にすぎず、お市という存在が、信長に実丶

 在丶

 を与えることになった。女の柔肌の薫り、噴ふき

 水あげ

 の吐息が、男を甦よみがえ

 らせる。お市を得たと実感した信長は、け丶

 も丶

 の丶

 となり異丶

 能丶

 の丶

 人丶

 となった。

　明智十兵衛が運んできた三十匁玉筒以上の大筒の数々を、次々と轟音をたてて試射した信長の顔色は[image: 〓]
 えない。大鉄砲を熟知している信長の操作を驚嘆して眺めていた十兵衛は、腹の底で、

　──えらい難儀で運んではみたが、この商品では売れそうにもないな……──

　信長は、十兵衛の冷えた愁うれい

 の顔を、ちらと見て、にやりと笑った。

「一貫目玉（約三・七キログラム）を発射できる大筒を頼む。材料は、銅と錫すず

 の合金である青銅はいかぬ。強度が足らぬ。数発で砲身が裂けてしまう。六匁筒と同じ、鉄の鍛たん

 接せつ

 工法で張り立てよ。ま、堺の鉄砲村では無理だ。作るとすれば、近江の国友村しかない」

「そんな大筒をどの様に放はな

 てば……」

「使い方は、儂が、考える。作れば、高く買こ

 うてやる」

　十兵衛の頬にさっと紅がさした。信長は更に、

「遠路、大筒の数々を運び大たい

 儀ぎ

 であった。これらは、すべて買うてとらせる。明朝、城に来い。其そ

 方ち

 には、いろいろ聞いてみたいところがある」

「ははっ」

　信長は、白はく

 皙せき

 痩身のこの男が、京を舞台に大邸宅を構え、私兵四、五百余を扶ふ

 持ち

 して、堺や国友村から諸国に送る鉄砲荷駄を警護する商売をしていることを知った。しかも十兵衛は広大な領地を持っているわけではない。この種の人間を、信長は家来に一人も持っていないのだ。十兵衛は、金持である。金丶

 銭丶

 こ丶

 そ丶

 信丶

 用丶

 であることは、昔も今も変りはない。信長は、なんとかして、十兵衛を自らの幕下に引き込みたいと考えていた。



　年が明けた。既に縁組が約束されていた信長の娘・五徳（徳姫）と徳川家康の嫡男・竹千代（のちの信康）の婚儀が、五月二十七日と決った。二人とも同い年の九歳である。松平元康は、永禄六年（一五六三）七月六日に家康と改名。永禄九年（一五六六）十二月二十九日、「松平」から「徳川」に改姓して、徳川家康となっていた。

　大名同士の婚礼ともなれば、室町式の作法に則のつと

 って、執と

 り行われるので、故実種々で、小牧山城は、騒然となっていた。そんな矢先、土田御前は、お市の懐妊を知った。不思議なことに、土田御前の心は、静かで落ちついていた。心の中にコトリと音がして腑ふ

 に落ちるものがあった。お市の話題は、いつも信長のことばかりで流石の土田御前も辟へき

 易えき

 するほど生お

 い立ち、嗜好品、思想について語らされたものであった。

　──この女おな

 子ご

 は、信長に死ぬほど惚れておる……──

　土田御前の動きは迅かった。周囲の者に覚さと

 られぬように信長に伝え、お市を清洲城に移した。清洲ならお市と面識のない者ばかりで、信長の側室が一人いてもおかしくない。

　この時代、大名の家では、子は、母親ではなく乳母や傅もり

 役やく

 たちによって育てられるのが通例であった。信長自身も、父・信秀、母・久子とは離れて、那古野城で育った。閑静になっていた清洲城なら、安心して出産できる。傅役は、男児なら佐脇藤右衛門、女児なら養徳院と決った。

　のちに生れたのは、信長の四男となる於お

 次つぎ

 丸であった。



　永禄十一年（一五六八）五月。

　空は晴れ渡り、金華山の楠の大樹の上から白い雲が、湧き上っている。風は、心地よい。山麓の千畳敷曲輪は、周りを深い濠ほり

 で囲まれ、天主と名付けられた四階建の壮麗な信長居館が、その偉容をあらわしていた。巨岩の石垣に囲まれた回廊を進めば、目にも眩い白砂が敷き詰められた池があり、色鮮やかな魚が泳いでいる。池に面して、果樹を左右に配した能舞台。天主の一階は、金きん

 碧ぺき

 の障壁画や障しよう

 屏へい

 画で飾られた二十の部屋がある。二階は、婦人部屋で、一階より更に美しい。山に面した縁にも、町側の縁にも金きん

 襴らん

 の緞どん

 帳ちよう

 が掛けられ、巣立ったばかりの小鳥の囀りを楽しむことができる。三階は、静寂な茶室。四階は、町の全てが眺望できる望楼であった。

　城山の七なな

 曲まがり

 口ぐち

 、百曲口に通じる東西を走る街道の両側には、町屋が、びっしりと板葺の屋根を連ねている。表は、一間半（約二・七メートル）、奥行きは、二間（約三・六メートル）足らずで小さいが、家の裏には空地が広く十間ほどとってあり、井戸、行水場、日常使う野菜畑、便所がある。藤の花が、蕾ふくら

 んでいるのが見える。連日の突とつ

 貫かん

 工事で、空うつ

 穂ぼ

 屋や

 町、新町、岩倉町といった新しい商人町がどんどん姿を見せ始めていた。脇道や、それより狭い在所道（道幅、二メートル）は、どこも雑踏で、さわぎにさわぎ、誰も自分の声が聞えないほどだ。

　信長にとって、焼失した旧城下町の再建が重要なことは当然であった。それ以上に気を配ったのは、移住してくる尾張の人々と美濃在住の者との融和であった。そこで入城直後に、北加納宛に禁制を出して旧城下の人々の帰住を促した。そしてかれらの竹木や農作物などの家産を保護することを忘れなかった。

　武士については、稲葉山城陥落と同時に信長が美濃に住んだので、譜代と新参が、対立する暇いとま

 がなく融和は、容易に進んでいた。

　信長の政策の目玉は、楽丶

 市丶

 楽丶

 座丶

 だったが、場所は　北加納だけでなく、円えん

 徳とく

 寺じ

 （当時は浄泉坊）の門前にあった寺内市場と南の入口御園町市場の三ヶ所とした。中でも、浄泉坊は、浄土真宗の拠点であり、一いつ

 向こう

 一いつ

 揆き

 の震源地であったので、これを潰してしまう意図もあった。

　立てられた制せい

 札さつ

 には、


一、岐阜城下の市場に来住する者は、織田領内での通行は自由である。通行税はとらぬ。借銭、借米は破棄され、地子、諸役は、免除される。誰の従者であっても、この市場に来住する者は、旧来の束縛から解き放たれる。

一、押し売り、狼ろう

 藉ぜき

 、口論は、禁止。市場は平和である。

一、理不尽な取り締まりは、禁止される。商売の場所取りは、自由である。



　これは、人々の望んでいたことであり、町人・百姓の浄土は岐丶

 阜丶

 であるという幻想に火をつけた。庶民は、喜びに湧き、目の色が変った。



「一日が、なんと短いことか……」

　信長は、唇を[image: 〓]
 む。岐阜城下の整備が進み、軍団の編成が形を成してきた頃から、信長は、問題そのものを創り出すという想像力にかげりをみせ始めていた。将来生じる筈の結果と、いま支払うべき犠牲との釣り合いが、信長の泣き所であった。

　愛するお市を清洲城から岐阜に呼び寄せたばかりの五月十五日、浅井長政からの正使が到着したのだ。室町礼式にのっとった祝いの品々を持参したのは、浅井家一の智恵者として知られる磯野伯耆守であった。用件は、言わずと知れた長政とお市との婚儀の催促である。これには、長政自身が、窮地に立っていたという事情がある。

　事の起りは、足利義よし

 昭あき

 が、長政へ発した御内書であった。

　朝倉義よし

 景かげ

 を頼って越前・一いち

 乗じよう

 谷だに

 に入った足利義よし

 秋あき

 は、一乗谷城外の安あん

 養によう

 寺じ

 を居館として義景の庇護の下に入った。義秋は、己れの上洛に協力してもらうため、朝廷に吹すい

 挙きよ

 して、義景の母を従じゆ

 二に

 位い

 に叙じよ

 した。しかし、当の義景は、加賀・越前の一向一揆との抗争や一族内に起った内紛に頭を悩まし、上洛どころのさわぎではない。その上、あろうことか、二月八日、三好三人衆にかつがれた阿あ

 波わ

 公方・足利義よし

 栄ひで

 が、足利第十四代将軍になってしまったのだ。激怒した義秋は、四月十五日、元服して、不吉な秋丶

 の字を昭丶

 と変え、名を義昭と改めた。義景を見限った義昭に、残された手段は一つ。御内書の連発である。御内書は、将軍が出す書状に近い形式の文書のこと。現実に将軍ではない義昭が公方様の振りをすることで、戦国大名たちを幻惑し始めた。

　相手は、誰でもよい。自分が得丶

 すればよいのだ。狙われたのは、織田信長、上杉謙信、武田信玄らの大大名ばかりではなく石いわ

 見み

 の益田、能登の畠山、北近江の浅井にまで密使がやってきた。いくら御内書で唆そそのか

 されても、長政が動員できる軍兵は、数千どまり。三好三人衆相手では、所詮、勝ち目はない。ここは、織田信長の麾き

 下か

 に入るのが、最善の策と考えたのだ。

　磯野伯耆守から詳細を聞いた信長は、その夜、墨すみ

 付つき

 （正式の文書）を作成した。義昭がまず美濃に移ってくれば、直ちに入洛すると約した。信長は、村井貞勝、島田秀満を使者として越前・一乗谷に向け出発させる一方、明智十兵衛には、私兵を率いて国くに

 境ざかい

 に待機し、美濃入りする義昭に供奉するように命じた。

　歓待された伯耆守は、勢力伸張の著しい信長の城下町を見て、つくづく信長と縁を結ぶことの重大さを覚った。帰国に際し、信長は、長政との会談を持ち掛けた。場所は、美濃からも近い、中なか

 山せん

 道どう

 と北国街道の分岐が望まれる浅井領・佐さ

 和わ

 山やま

 城じよう

 である。流石の伯耆守も信長の肝きも

 っ魂たま

 に驚嘆し、即座に、会談日は、六月二十五日と決った。



　昼間の喧騒は[image: 〓]
 のように思える静寂の中、天主御殿三階の茶室には、小さい燭台の灯がゆれている。幽かな光の中、お市の方は坐していた。みごとな刺し

 繍しゆう

 がほどこされた小袖を肩抜きして腰丶

 巻丶

 として巻き、下に垂れた豊かな黒髪を腰巻の小袖のすきまにゆるやかにすべりこませている。濃い目のつくり眉。一ひと

 重え

 の切れ長の黒い瞳。小さい口許は、きりりと見せる濃い紅。心を透す

 かし澄す

 ませてお市の方は、祈りの姿。信長の眸め

 にお市の姿は、ゆれて、にじんで朧おぼろ

 気げ

 に沁みた。冷えた愁をやさしく包みこんでくれるお市の視線。信長は、眩めくる

 暈めき

 の中にあった。

　信長は、茶ちや

 巾きん

 ・茶筅・茶ちや

 杓しやく

 を仕込んだ斎藤道三ゆかりの天目茶碗を膝前に静かに移した。幅一間（約一・八メートル）の蹴け

 込こみ

 床ゆか

 板いた

 に丸炉が切られ、大釜は、銀星のまたたきの微音を聞かせてくれている。丸炉の先、明障子は開けられており、庭を通った涼風がそよと入ってくる。噴ふき

 水あげ

 の吐息をもらす釜からたぎる湯を茶碗に注ぐ。茶筅を入れてすすぐ。堅い苦悩をほぐすように茶筅は器の中を泳ぐ。茶筅は、茶ちや

 入いれ

 と生命の出会いをする。右手が茶杓をとり、左手で茶入をとる。茶入の蓋ふた

 を三つ指でとりそのまま床に置く。新緑の香りが、生命満開のうれしさを歌い上げるように漂った。信長は、三すくい分入れ、生命の脈なみ

 を降り注いだ。お市の冷えた愁の顔に、さっと紅がさした。沈黙。暫しばし

 ……瞳のかがやき……微ほほ

 笑えみ

 がもどってきた。お市の方は、茶碗を掌にとり、おしいただき飲む。茶が、喉を通りすぎ、背筋が伸びるのを感じる時、全ての悩みから離れ、目の前の信長とひとつになる歓びが湧いてきた。

「ありがとうございます」

　威儀を正したお市の方は、信長をまっすぐに見つめた。

「於次丸は、清洲城で健やかに育っておりまする。市は、恋しい信長様の赤や

 児や

 を産むことができ、本当に幸せ者にござりまする。信長様は、いよいよご上洛、天下を相手に日夜、合戦に明け暮れることに……。市は、信長様の片腕ともなる浅井長政様に嫁ぎ、信長様の天下布武のお役に立ちたいと思うております。市の夢は、信長様が、お創りになる新しい国をこの目で見ることにござりまする」

「…………」

　がくっと床に手をついた信長の眸から熱涙がほとばしり、床に黝々としみをひろげてゆく。

「信長様は、人の世の渦巻の中心におられます。力の限りおやりなされませ」

「われらは、幾いく

 度たび

 も悲しみに出会い、いつの日にか、野道に石の地蔵をたてることになろう」

「…………」

　お市の方は、静かに立ち上り、ふすま障子を開け次の間へ。二歩と歩めず、華麗な金屏風裏の翳かげ

 に崩れ落ち、戦わな

 慄なき

 に躰をふるわせた。



　五月二十二日。夕立が止み、長なが

 良ら

 川から吹く涼風が、心地よい。岐阜城下の街道は、夥しい松明で赫々と照らされ、人々のどよめきが、鉦かね

 や太鼓の音にのって大波のようにうねる。群衆は、千畳敷曲輪の大手門前から馬場を埋め尽す。

　広場の中央には、美しく飾られた嫁御料の網代輿と供の上[image: 〓]
 衆の七丁の女乗物が置かれている。その前には、御貝桶（色直しの長持）、みずしの棚、荷にない

 唐から

 櫃びつ

 、長櫃、長持、などの御道具類の荷駄車が七つ。前衛衆は、不ふ

 破わ

 河内かわちの

 守かみ

 と内藤庄助率いる騎馬武者二百騎。護衛衆は、佐久間信盛麾下の具足姿の騎馬武者三百騎が、控えている。

　大篝火に照らされたお市の方が俯いた顔を上げた。丈にも余る黒髪をうしろに結いかけ、上着に幸さいわい

 菱びし

 、白小袖、裲うち

 襠かけ

 、練り絹で織ったす丶

 ず丶

 し丶

 の腰巻……嫁御の衣裳である。

　お市の方は、信長の眼をじっと見詰める。お市の黒く大きな瞳はうるみ、白く光るものがぽろりと落ちた。ちょぼっとした小さい口許が、かすかに動いた。

「市は、これより……」

「いよいよ……か……」

　お市の方は、激しく肩をふるわせ、眼をそらせた。長い睫がしばたたく。信長とお市の方は、時と空間を超えた闇の中に立ち尽していた。

　と、肩かた

 衣ぎぬ

 袴はかま

 の佐久間信盛が、信長の前に跪ひざまず

 いた。

「殿、時刻にござりまする」

　はっと気を取り戻した信長は、額に汗を浮かべ、

「よし、頼んだぞ。出立じゃ」



　一行を見送った信長は、馬上の人となり、長良川の土手を疾駆させてゆく。

　──何故、お市を国境にまで送ってやらぬのか……──

　信長は、焦った。何の前まえ

 兆ぶれ

 もなく、心の中に壁が聳そび

 え立つと、“影”とも云うべきもう一人の自分が、翳かげ

 りの部分から飛び出して狂きよう

 奔ほん

 する。こんな時は、止め様がないのだ。ただ混沌の坩る

 堝つぼ

 の中で暴れ廻るだけである。いいようのない自己嫌悪が、信長の背すじを、うじ虫のようにはいまわる。

　──何で儂は、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 などというとんでもないことを考えてしまったのか……。吉乃の生まれかわりとしか思えぬお市を、何故、長政ごときにくれてやらねばならぬのか……。儂は、お市に惚れておる。子まで産ませた女おな

 子ご

 を嫁がせる……。正気の沙汰かっ！　好きな女子を犠牲にしてまで天下が欲しいのか……──

　いいようのない悲しさにつつまれていた。信長は、ここ二、三年の思考の跡を思いかえそうとした。いや、たしかめていた。過去の欠点を、ひとつひとつたしかめるように走り続けた。合戦の数々の記憶が、いやおうなく信長の脳裏になだれこんでくる。

　──この婚礼を中止させるか……──

　口の中になまつばがたまってくる。迷いに迷う。

　──天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 という途と

 方ほう

 もないことを考えること自体、ま丶

 ち丶

 が丶

 い丶

 かもしれぬ……。明らかにま丶

 ち丶

 が丶

 い丶

 だ丶

 と言うのは、た易い。が、このま丶

 ち丶

 が丶

 い丶

 の中に、少しの真丶

 実丶

 があるやもしれぬ。人々の生丶

 を根本から変えてしまう真丶

 実丶

 が全然ないのか……。「かくあるべし」は、「かくある」という事実に、しばしば裏切られる。天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 のう丶

 そ丶

 の部分は、消去して、こぼれ落ちる僅かな真実をのばすのが岐わか

 れ路……いや、かかるはずではなかった……──

　信長は、馬首を返して一行を追い、婚礼を中止させることを思い止まる。どれほど夜道を走ったか、大手門を潜った時には、躰はくたくたに疲れ果てていた。駆け寄ってきた家来たちは、信長の物凄い形ぎよう

 相そう

 に畏おそ

 れをなして後あと

 退ずさ

 りする。

　天主御殿の最上階から町並みを見下ろせば、町家の灯は消え、微風に椋むく

 鳥どり

 の声が音律を奏かな

 でている。信長は、ごくりと唾を呑み込む。

　──事丶

 実丶

 とあわないもののう丶

 そ丶

 のために、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 を抹殺するかどうかの瀬戸際にたたされる。今宵のようなことが、これから何度、儂を苦しめるのであろうか……──



　お市の方の一行は、国境で浅井家の三重臣・安養寺三郎左衛門、川毛三河守、中島宗左衛門が出迎えた。

　小お

 谷だに

 城に到着したお市の方は、その日の夜丑うし

 の下げ

 刻こく

 （午前二時頃）に婚儀をすませた。因ちな

 みに、現代では、祝言は、必ず昼間行われるが、当時は夜であった。時刻は、早い方で卯う

 の上刻（午前六時頃）、遅いと丑の下刻が多かった。昼に移行するのは、江戸時代、延えん

 宝ぽう

 （一六七三～八一）年間といわれる。

　七月二十五日。信長は、足利義昭を美濃の立りゆう

 政しよう

 寺じ

 に迎え、義昭上洛の供奉を承諾した。

　帰り道、信長は、馬を停と

 め息をつく。

　──義昭は、偏狂にして、独善の男。義昭を将軍につけるのは、宣伝効果だけのこと。上洛の目的は、ひとえに京の経済力を手に入れるため。義昭を傀かい

 儡らい

 にするのは難儀よな──


 
第三章　呪す

 詛そ

 返し









　永禄十一年（一五六八）九月七日、岐阜を出た信長勢は、三河、遠江とおとうみ

 、伊勢の軍勢を加え、更に浅井勢三千余が参集した十日には、六万にふくれ上っていた。湖東平野に雪崩なだれ

 込めば、中なか

 山せん

 道どう

 と京街道を抑える要衝に繖きぬがさ

 山やま

 が見える。山麓の城下町の外側には、二重の水濠が、満々と水をたたえ、山下から中腹にかけて段々に大石塁が、曲くる

 輪わ

 を形状し、山頂には、高櫓が、立ち並ぶ。

　古代から山岳信仰の一大拠点であり、昔の遺跡と同居する形で、城塞が構築されていた。

　当時、この国第一の巨城である。親信長派の旗印をかかげた城主・佐々木義秀は、八千の兵と共に山上にいたが、山下の箕みつ

 作くり

 城の六ろつ

 角かく

 承じよう

 禎てい

 （義よし

 賢かた

 ）は、五千余も集めて立て籠っている。

　信長は、箕作城を尾張衆だけで包囲する一方、観音寺城下にある佐々木湧わき

 、吉田湧という秘密の水路をすべて抑えた。愛え

 知ち

 川上流からの地下石組の水路は、観音寺城の文字通りの生命線である。蜂はち

 須す

 賀か

 小こ

 六ろく

 、前まえ

 野の

 長なが

 康やす

 配下のワタリ衆による技術者集団は、ひそかに城下に潜入してさぐりあてていた。信長の用心深さは、こんなところにも現われている。信長は、観音寺城の佐々木義秀に抵抗の気配なしと認めると、さっさと近きん

 習じゆ

 衆と共に入城してしまった。



「よもやこれほどの大軍とは……」

　浅あさ

 黄ぎ

 綾あや

 縅おどし

 の大おお

 鎧よろい

 をつけた六角承禎は、冑かぶと

 の下の眼を血走らせた。口辺には、白い泡を吹いている。しきりに乾いた唇をなめ、空から

 咳ぜき

 を続けざまにした。箕作城の高櫓から城下を見渡せば、おびただしい人馬、隙間なく[image: 〓]
 ひるがえ

 る旗差物で埋っている。承禎は、全身に冷汗が滝の様に流れ、動くたびに鎧の中でぴたぴたと音がする。刺さし

 子こ

 の装束の襟元が濡れて気持ちが悪い。恐怖の胴震いは、どうやっても抑えられない。

「父上、織田信長は、既に観音寺城に入ったそうにござりまする。勝ち目は、ございませぬ。かくなる上は、一刻も早は

 よう伊賀へ脱出するしかありませぬ。支城十八ヶ所は、既に落ちておりましょう」

　承禎の子・義よし

 治はる

 である。貴公子然とした華麗な赤糸縅大鎧も心なしか垂れ下って見える。承禎父子は、その夜、わずかな近習をともなって、秘密の水路を使って脱出していった。残された将兵は、義秀の斡あつ

 旋せん

 で信長勢に吸収された。



　暑い陽射しの下にうだっている山麓とは異なり、山頂付近には、不思議な涼気が立ち込めている。信長は、義秀の接待を断って、一人で大石塁の城き

 戸ど

 口ぐち

 （虎こ

 口ぐち

 ）を出て石階段を上り始めた。石垣、石塁で築いた曲輪、屋敷、見付を抜けて、濃緑の樹々の繁みの中へ踏み入った。城の本丸横には、大小無数の古墳が完全な形で残っている。石造りで全てが極めて大きいものばかりだ。ひときわ高いところに七五三しりくめ

 縄なわ

 を張った大岩があった。

「この石だな……。この辺りの人々の信仰の対象になっておるのは」

　信長は、大岩の前に仁王立ちになり、腕を組んで睨にら

 みつけた。暫しばら

 くして、ふっと肩の力を抜いた信長は、地面にどっかと腰を下ろした。

「話しかけようとすると、“お前は何者だ”と強烈な力で問い返してくる。すごい霊力ちから

 だな。そのうち儂わし

 もこの大岩のような霊力を身につけてみせる」

　信長は、敏びん

 捷しよう

 に身を躍らせて大岩の上によじ登った。眼下には、東とう

 山さん

 道どう

 （中山道）、浜街道（京街道）、近くには、伊賀、伊勢、大和やまと

 などに通じる間道が白く続いてみえる。琵琶湖は、鈍にぶ

 く光っていた。

「岐阜城では、あまりに東に偏かたよ

 りすぎ、京へは遠い。あの姿のよい山は……」

　繖山から北西に伸びる尾根をたどってゆくと、北腰越のくびれから先に清すが

 々すが

 しい小山があった。三方を湖に囲まれ半島のように突き出ている。

「たしか、常丶

 楽丶

 寺丶

 という集落があった。立石、岩神、山ノ神、薬師平、九品寺などの名が山中にあるところをみれば、古いにし

 えの信仰の山かもしれぬ。南方を正面とすれば、背後に琵琶湖、まさに後うしろ

 堅けん

 固ご

 の城ができる。湖に大船を走らせれば、京にも近い。天下布ふ

 武ぶ

 の暁あかつき

 には、合戦の城は、もはや不要となる。ここを都とし、世にも美しい城を造り、民草の心を癒いや

 したい。生きていてよかったと……」

　ぐぐっと背伸びをしてから、信長は、ぶっと屁へ

 を放った。空には、物々しい雲の峰が、そびえ立っている。

「人生五十年として、残された日々は、あと十五年しかない。懸命に天下布武を進めても、この国は広い。おそらく、完丶

 全丶

 な丶

 形丶

 で丶

 の丶

 天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 は、達成できまい。儂が、完全に達成できることは、聖丶

 な丶

 る丶

 者丶

 へ丶

 の丶

 転丶

 生丶

 だ。死んで、自ら他界のものとなる時、世にも美しい城は、織田信長のた丶

 ま丶

 し丶

 い丶

 のう丶

 つ丶

 わ丶

 となる。よしっ！」

　にっと白い歯をのぞかせた信長は、脱だつ

 兎と

 のごとくに石畳間道を駆け降りてゆく。二年前からワタリ衆を忍ばせて、観音寺城のあらゆる間道を調べ上げ、頭に叩き込んでいたから、信長にとっては、自分の庭のようなものであった。



　薄明の光の中、信長の手にした鞭むち

 が、ひゅんと大気を斬り裂いた。

「なんと……勅使が来おったとな」

　流石さすが

 の信長も唖あ

 然ぜん

 とした。

　──なんという変り身の早さよ。帝みかど

 が、わが敵・足あし

 利かが

 義よし

 栄ひで

 を第十四代将軍に任官させたのは、ほんの七ヶ月前。もうこちらに乗り換えるのか……。観音寺城を手に入れたのは、昨日きのう

 のことではないか……。まだ将軍になってもいない義よし

 昭あき

 風ふ

 情ぜい

 に……。全く食えぬ奴だ。帝っていう生丶

 き丶

 も丶

 の丶

 は……──

　綸りん

 旨じ

 の内容は、信長の上洛を喜び、認可し、内だい

 裏り

 と周辺を警固せよとのことであった。

　──明智十兵衛は、この呼吸をよう心得ておる。あの男は、上洛の際には、すべて古来の慣例に従えと言うておった。いきなり、都大路に進まず、東寺に入れとな。足利尊たか

 氏うじ

 が、朝敵征伐のため出陣する場合、東寺を陣所とした慣例をくどくど言うた。あの時、儂は、う丶

 る丶

 さ丶

 い丶

 と思うたが、今にして覚わか

 った。天皇とは、常に距離を保ち、慣例を楯にしてゆかねば、いつ足を掬すく

 われるか、しれたものではないと……──

　嫌悪感をむき出しにした信長の表情に、取次ぎの村井貞勝と島田秀満は、思わず顔を見合せた。信長は、ふと気を取りなおして二人に、

「其そ

 方ち

 らに、勅使の見送りをまかせる。儂は、山さん

 下げ

 の屋形（城主の居館）で……」

　言いかけた信長は、上唇が、ぴくぴく動き、酒に酔ったような気分になった。

「…………」

　心中に冷気が走り、突然、嘔吐した。

「殿……」

　驚き駆け寄ろうとした近習を制した信長は、厠かわや

 へ走り込んだ。しゃがんだ信長は、嘗かつ

 て経験したことのない胸づかえに呻うめ

 き声をあげた。

　これより数日間、信長は、朝あさ

 餉げ

 後嘔吐が続き、咽頭痛や胸塞ふさ

 がり、大便も秘結し苦しんだ。

　信長自身は、若き日より、「福ふく

 田でん

 方ほう

 」「五ご

 体たい

 身み

 分わけ

 集しゆう

 」「続ぞく

 添てん

 鴻こう

 宝ほう

 秘ひ

 要よう

 抄しよう

 」などの「和剤局方」に通じており、並の医くす

 師し

 よりも内科的疾患に知識があった。考える限り、薬を調剤してみたが、効果は微々たるものであった。



　足利義昭が、繖山中腹にある桑くわの

 実み

 寺でら

 に到着したのは、予定より五日も遅れ、二十二日であった。聞いたところでは、義昭も岐阜を出てからすぐ、寒熱、背痛、嘔おう

 逆ぎやく

 で呼吸促迫に苦しみ、病床に伏していたという。



　信長は、五ご

 苓れい

 散さん

 、小しよう

 承じよう

 気き

 湯とう

 に効果が出て、二十三日には、ようやく出陣の号令を発することができた。



　二十四日、上洛軍の主力は、陸路。信長は、大船団を率いて湖水を渡ってゆく。

　風が、変った。櫓走の手を止めた水か

 夫こ

 たちは、喚声をあげた。

「真ま

 開びら

 きじゃあっ！」

　帆柱の綱索に、とびついて、筵むしろ

 帆ぼ

 をぎりぎりと上げ始めた。

　ずぅーん、ざっ　ざっ

　舳へ

 先さき

 に腰掛けた信長に、飛沫しぶき

 が降り注いでくる。さして大きくはない八挺ちよう

 櫓ろ

 の船は、前後に大きく揺れ、白波を舟首で切り裂いて進んでゆく。空の果てまで薄雲が拡がり、朧おぼろ

 の陽が幻げん

 環かん

 をつくっている。

「明日は、天気が崩れるぞ」

　陰おん

 陽みよう

 頭がしら

 然ぜん

 とした信長を、ちらと見た九鬼嘉隆は、くすりと笑った。

「殿は、天てん

 文もん

 博士はかせ

 にござりまする」

　信長は、にやりと笑って頷いた。昨日までとは、打って変わり、躰中に爽快感が、漲みなぎ

 り始めていた。

「嘉隆よ、其そ

 方ち

 の造ったこの小こ

 早ばや

 船は、あそこに浮ぶ湖上の丸木船よりは、遥かに迅はや

 いが、もっと大きな船がなくてはならぬ」

「どれほどで……」

「船の長さ三十間けん

 （約五十四メートル）幅七間（約十三メートル）、百挺櫓、艫とも

 に矢や

 蔵ぐら

 を上げ……」

「それは……」

　嘉隆は、仰天したが、信長の性格を熟知していたので、くわしく説明する。

「造船は、先ず航かわら

 と呼ばれる厚い板で船底を組みまする。次に、根棚、中棚、上棚と幅広の外板を加えて形ができ上りまする。航は、大型船ともなれば、松や楠くすのき

 の一枚板では、短すぎ、角材を継がねばなりませぬ。が、長さ三十間では、波の抵抗に継ぎ目がもちませぬ。精一杯のところ、十五間（約二十七メートル）が限界かと……」

「馬鹿め、限丶

 界丶

 など小心者の幻影じゃ。三十間ができねば、其方に明日はない。船を降りたらすぐに、堺に参れ。千宗易に相談せよ。あの湊みなと

 には、そう大きくはないが、唐船がうようよ居る。みな荒海を踏破してきた強い船じゃ。工夫を盗め」

「ははっ」

　嘉隆は、はげしく心を動かされ、鬼丶

 が宿やど

 った。

　信長は、琵琶湖の周りの鬱うつ

 蒼そう

 とした緑濃い山やま

 脈なみ

 を杖で差した。

「あの森を通り抜けて清らかになった無数のせせらぎは、田畑を潤して湖に注ぎ入る。流れる川は、瀬田唐橋辺りから始まる瀬田川しかない。樹々や水が、人々の精神こころ

 に与える力は、計り知れぬ。山麓に住む人々は、祖霊が山に帰り、見守ってくれていると、信じておる。それゆえ、火山でもない比ひ

 叡えい

 の山が、“聖なる山”と崇あが

 められるようになった。昔、あの山に小竹で編んだ小さな円房に住み、藁わら

 を寝床として修行する痩せた小男が、おった。それが、最さい

 澄ちよう

 （伝教大師）だ」

　前面の山脈に合掌して、信長は、最澄の「願がん

 文もん

 」を朗々と唱した。　[image: 〓]
 悠々たる三さん

 界がい

 は、純もっぱ

 ら苦にして安きことなく、擾じよう

 々じよう

 たる四し

 生しよう

 は、唯ただ

 、患わざわ

 いて楽しからず……
 「最澄は、自分のことを、心の弱い、最低の男と見極めた上で、み仏と約束しようとなされた」　[image: 〓]
 愚が中の極愚、狂が中の極狂、塵じん

 禿とく

 の有う

 情じよう

 、底てい

 下か

 の最澄……
 「そして、自分の経験から“山さん

 家け

 学がく

 生しよう

 式しき

 ”に明記した。僧の資格を受けた者は、比叡山に住し、十二年間、山を出ることを禁じた。これが“籠ろう

 山ざん

 十二年”という掟おきて

 だ。なんと正直なお方であろうか……。今の叡山は、既に、“最澄の叡山”ではない。掟は、とうに破られ、山上には住む人もなく、衆徒は、すべてあの麓の坂本で酒池肉林の生活に明け暮れておる。湖こ

 賊ぞく

 の巣と成り果てた」

　信長は、苦々しく舌打ちをした。嘉隆は、呆然として、船上から、八王子山の山麓に建ち並ぶ日ひ

 吉え

 大社の朱塗社殿を眺めている。樹々の間には、緋ひ

 の小袖の遊女に抱きつく、あられもない坊主たちの行状が、はっきりと見えた。



　蒸し暑い日であった。三み

 井い

 寺でら

 光こう

 浄じよう

 院いん

 。

　まる一日遅れて到着した義昭の輿こし

 に、信長は、苛いら

 立だ

 つ視線を送った。

　冠こうぶり

 直衣のうし

 姿の義昭は、左右を一色藤長と細川藤孝に支えられ、石段を上る。蒼ざめた顔である。

「どうにも躰が重く……」

　すり寄ってくる義昭は、息を弾ませ、苦しさに耐えている様子。

　──京が近づくにつれ、臆病風が吹いてきおったか……──

　信長はぶっきら棒に、

「明朝、逢坂山を越えまする。公く

 方ぼう

 様には、清きよ

 水みず

 寺でら

 に入って頂き、当方がお願いいたすまで、入洛はご遠慮頂きたい」

　と告げると、傍らの細川藤孝に向かって命じた。

「其そ

 方ち

 に、四百余の兵を預けるゆえ、禁裏の護衛を仕つかまつ

 れ」

　義昭は、掠かす

 れた声で、

「尊公は……」

「足利尊氏公の故事にならい、東寺に陣します。京の三好勢を追い散らし、摂せつ

 津つ

 に兵を進めまする」

　鶴のように白粉おしろい

 を刷は

 いた細い首をすうっと立てた義昭のお歯黒が、剥む

 き出した。

「珍ちん

 重ちよう

 、珍重……」

　信長は、仁王立ちで頷き、胸に絡まる想いを[image: 〓]
 か

 む。

　──殺すもの、殺される者の泣き声が、聞える。明日から畜生地獄が始まる……──

　遠くから奇声と歓声が津波のように聞えてくる。尾、濃、勢三国の軍勢が、陸路到着したようだ。境けい

 内だい

 に駆け入ってくる騎馬武者の旗差物は、織田木もつ

 瓜こう

 ではなく黄絹に「永楽通宝」を描き、招まね

 きには、南無妙法[image: 〓]
 華経のはね題目を書き付けてある。経済力こそ天下布武の原動力だということを意い

 図と

 していた。

　招きは、旗差物の先端につけた一片の白布で、風が吹くと天上でなびき、手招きするのに似ているのでこう呼ばれる。

　馬の嘶いなな

 きに、身震いした信長は、愛馬に駆け寄り、鐙あぶみ

 に足をかけた。その時だ。全身を貫く激しい痛みに、思わず呻いた。今まで経験したことのない五臓六腑の乱れである。

　──なんだ。義昭ばかりでなく、儂にも臆病風が吹いたか……──

　馬に乗るのをあきらめた信長は、平静を装いながら書院に戻ることにした。

　──妖魔か……──

　信長は、小声で魔切りの九字の呪じゆ

 言ごん

 を唱えた。

「臨りん

 、兵びよう

 、闘とう

 、者しや

 、皆かい

 、陳ちん

 、列れつ

 、在ざい

 、前ぜん

 」

　俄にわ

 かに、信長の躰から血ち

 腥なまぐさ

 い風が吹き上る。



　九月二十八日未明。山野を埋めた松たい

 明まつ

 の波が、法ほ

 螺ら

 貝がい

 の「大・大・大」で一斉に動き始め、地鳴りのような物音が起伏する。

　馬上の信長は、昨夜一睡もできず、胴震いをおさえられないほど、躰が冷えきっていた。今でも時折、脇腹が、錐きり

 で刺すように痛い。

　信長の動きを訝いぶか

 しんだ森可成が馬を寄せてきた。

「殿……」

　作り笑いで、それを制した信長の大だい

 音おん

 声じよう

 が青紫に澄んだ空に響き渡った。

「進めいっ！」

　馬の嘶きと蹄ひづめ

 の響き。どっと踏みしめる軍兵の跫あし

 音おと

 が、逢坂山への街道を進み始めた。



　京を占拠し、山やま

 科しな

 辺りまで進出していた三好三人衆の軍勢は、信長の大軍来襲の報に接して、慌あわ

 てふためいて陣地を放棄し、京を退き、山やま

 城しろ

 ・勝龍寺城に籠った。

　逢坂山を越え、日ノ岡に入った信長勢は、合戦らしいものは、まるでなく物見遊ゆ

 山さん

 の旅であった。栗あわ

 田た

 口ぐち

 には、勅使・万里までの

 小こう

 路じ

 中納言惟房が出迎え、正親おおぎ

 町まち

 天皇のことばを伝え祝賀した。先鋒が、五条辺りにさしかかった時、俄か雨が降り出し、甲かつ

 冑ちゆう

 に水煙が上った。軍勢は、都大路には進まず、鴨かも

 川がわ

 に沿って南下。東寺の五重塔が見えてくる頃、雨は止んだ。歴史の重みを感じさせる大おお

 土ど

 塀べい

 の向こうに大きな樟くすのき

 の緑が、つややかな光に満ちて立ち、梢上はるかに東山の南から北にかけて大きな虹がかかった。五重塔が黄色に透けて見える。南大門、金堂、講堂……。大土塀に囲まれた壮大な寺域に雲集した祝賀の人びとの群れの前に、信長は姿を現わして挨拶を受け始める。町衆代表の一人、連歌師の里村紹じよう

 巴は

 が、末広の扇子二本を台に載せて、うやうやしく献上した。

　大きく頷く信長。

　──巨大な東寺、六万の大軍勢に対して小さく可憐なものに託する心か……。京の経済力を手に入れようとする儂の上洛意図を、町衆は察知したようだな。それなら──

　信長は、さっと扇子を取り、開いて両手にかざし、「井い

 筒づつ

 」の「序の舞」をゆったりと舞い上げて、

[image: 〓]
 恥づかしや　昔男に移り舞　雪を廻らす　花の袖　二本（日本）手に入る今日のよろこび……


　まだ明るいうちから赫あか

 々あか

 と焚た

 かれた大おお

 篝かがり

 火び

 に照らされ、上気した町衆は、「見れば懐なつ

 かしや」と舞う美丈夫に陶然と酔った。

　群衆の歓声をあとにして、信長は、講堂に入った。薄暗い堂内には、明智十兵衛が配下の細さい

 作さく

 たちを従えて待っていた。汗に塗まみ

 れた十兵衛は、

「一大事にござりまする。摂津富とん

 田だ

 の普門寺で、阿波公方・足利義栄様が、東とう

 一いち

 坊ぼう

 、柳やなぎ

 之の

 坊ぼう

 、南なん

 光こう

 坊ぼう

 、光こう

 輪りん

 坊ぼう

 の修しゆ

 験げん

 者ざ

 二百余を集めて呪じゆ

 詛そ

 の祈祷を始めたそうにござりまする。半月前に、公方様が、にわかに弓を引き始めたという噂が広がり、細作を放って内偵しておりました。魔除けの弦つる

 打ちではなく、敵を射抜こうとする武者の鍛錬と判明。呪詛の標的は、殿と義昭様で……」

「…………」

　信長の横顔にふと水のようによぎるものがあった。ずり堕お

 ちる重い空気に掬すく

 いあげられる翳かげ

 のない闇。生き死にの定かではないはてしない無む

 明みよう

 。信長のみ丶

 ち丶

 は　信長しか知らぬ。くぐもった信長の声。　[image: 〓]
 実を観ずれば水の泡　消えぬる後は人もなし　命を思えば月の影　出いで

 入いる

 息いき

 にぞとどまらぬ　人天善所の質かたち

 をばおしめども　みなたもたれず　地獄鬼畜のくるしみは　いとえども又受けやすし……
 　と、信長の背後から菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 戒かい

 経きよう

 偈げ

 の呟きが洩れ聞え、灯明の光に一人の僧姿が、浮び上った。偉丈夫は、東寺・一の長ちよう

 者じや

 （トップの阿あ

 闍じや

 梨り

 ）英えい

 舜しゆん

 であった。

「悪しき霊は、取り除かねばなりますまい。当寺にて摩ま

 利り

 支し

 天てん

 の呪じゆ

 法ほう

 を行じては、如何いかが

 でござろうか」

「それには及ばぬ。一夜、講堂を拝借致したい。全ての因いん

 は、この信長にござる」

　一瞬、英舜の眼に瞋いか

 りが走り、一喝。

「ならぬ。在家の者に、一夜なりとも講堂を貸すなど、前例がない。お断り申す」

　信長は、うやうやしく頓首礼拝し、一の長者をきっと凝視し、身を寄せて囁ささや

 いた。

「ならぬなら、今こ

 宵よい

 、東寺の堂塔の伽が

 藍らん

 全てを焼き払うが、よいか」

「…………」

　驚愕した長者は、勁くびきら

 れたように石畳に、よろよろとしゃがみ込んでしまった。

　陽が沈み、余光が西山を茜あかね

 色に染め上げる頃、さしもの講堂から僧侶の姿は消えた。

　信長は、柴田勝家、蜂屋頼隆、森可成、坂井政尚の四将を集め、明朝出陣して、三好衆の岩いわ

 成なり

 友とも

 通みち

 が籠る山城・勝龍寺城を手始めに芥あくた

 川がわ

 、越水、高屋などの諸城攻略を命じた。

　信長に休息はない。境内の喧騒から離れ、用心深く歩く。樟の根元に五人の首なし足軽の死体が、荒縄でくくられて、そばに立札がある。狼ろう

 藉ぜき

 を働いたゆえ、処罰したことが認したた

 めてある。この時代、武田、上杉、島津など戦国大名は、合かつ

 戦せん

 場ば

 での足あし

 弱よわ

 （女性・老人・児童）への濫らん

 妨ぼう

 狼藉、人ひと

 執と

 りを認めていた。

　唯一人、信長だけは、厳しく禁じ、違反する者は、容赦なく斬首していた。立札を取巻く町年寄たちは、頷いて、安心したように肩を叩きあっている。京雀たちは、信長軍の厳正な軍規に驚き、安心していた。

　信長は、歩きながら考えている。

　──相手が、呪詛してくれば、儂の躰が反応する。その瞬間に、それ以上力強い呪詛を返せば、呪詛の力は、何倍にもなって跳ね返る筈だ。そうなれば、必ず義栄を斃たお

 せる──

　やがて、講堂に足を踏み入れる。薄暗い堂内には、大だい

 日にち

 如によ

 来らい

 を中心とした密教の宇宙が拡がっている。

「大日如来を中心にして五仏……。右側の金こん

 剛ごう

 波は

 羅ら

 密みつ

 菩ぼ
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 さつ

 を四菩[image: 〓]
 が囲み、左側の不ふ

 動どう

 明みよう

 王おう

 を四大明王が守っておられる。世人は、これを尊いとみるようだが、儂にはそうは思えぬ。弘こう

 法ぼう

 大だい

 師し

 ともあられるお方が、何故このように恐ろしい世界を具現化なされたのであろうか……。この寺は、京への入口にある。当時、嵯さ

 峨が

 天皇は、公く
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 ぎよう

 たちを従えて弘法大師に会うためにたびたびここを訪れなされたと聞いておる。真しん

 言ごん

 密教には、壮大な伽藍や仏像といった道具立てが要い

 る。巨費だ。その為には、大師は、天皇や百官を畏い

 怖ふ

 させることによって、その心を摂と

 ってしまう必要があった。この時代の弘法大師は、高野山上に宗教都市を建設する夢を実現させるために、あえて“政まつり

 治ごと

 屋”になったのだ。儂は、このように人を畏怖させるものは好きではない」

　信長は、講堂を出て大師堂に行ってみた。

「やっぱりそうだ」

　ここは、弘法大師が生活した空間で、まことに清楚な単層入いり

 母も

 屋や

 づくりであった。

「よい香りだ……」

　囲りに群生する[image: 〓]
 くず

 の花の高雅な香りが、信長を包みこむ。信長は、この淡いが上品な香りに自然の豊ほう

 饒じよう

 さを感じ感動する。莞かん

 爾じ

 とした信長は、大師堂に向かって深々と拝礼した。



　夜が更ふ

 けて、講堂の前に、家臣の部将、旗本、与よ

 力りき

 、吏僚が、威儀を正して控えていた。大篝火は、真ま

 朱そほ

 の火か

 光こう

 定じよう

 の中にあり、吹く風にさっと火粉を散らす。

　石堤上に立つ信長。紫し

 布ふ

 の狩かり

 衣ぎぬ

 に精悍な面つら

 構がま

 え。はたと袖そで

 括くく

 りを[image: 〓]
 ひるがえ

 し、馬上槍を闇に向かってぐいと突き出した。限りなく奥深い茅ぼう

 屋おく

 の声。冥界や地下の霊たちに呼びかけ、それらを呼びさまし、地上に再臨させるかの強い怨えん

 声せい

 である。

「万物は陰を負お

 い、陽を抱き、沖ちゆう

 気き

 （気の流れ）をもって和をなす。しかるに、足利義栄が、織田信長を呪詛す。よって今宵、呪詛返しを致す。もえん不動明王、火炎不動王、波切不動王、大山不動王、吟こん

 伽がら

 不動王、吉きち

 祥じよう

 妙みよう

 不動王、天てん

 竺じく

 不動王、天竺逆さか

 山やま

 不動王。逆さか

 しに行うぞ。逆しに行い下せば、向こうは血ち

 花ばな

 にさかすぞ──」

　その瞬間、諸将は、激しい衝撃を受け、蒼ざめた顔を見合わせた。

　──気がふれたか……──

　潮しお

 騒さい

 のようなざわめきの中、信長の姿は、講堂の中へ掻き消えた。

　森可成の怒声が響き渡る。

「ええいっ。下がれ！　下がれ！　講堂に近づくでない。一同、陣所に戻れっ！」
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 のうまくさんまんだ　ばさらだんせん　だまからしゃだそわたや……


　低い声が、跡と

 切ぎ

 れ跡切れに、講堂の蔀しとみ

 の隙間から漏れてくる。聞き馴れぬ真言に、遠巻きに警備する足軽たちは、耳を欹そばだ

 てている。

　香木と護ご

 摩ま

 を焚く濛もう

 々もう

 とした白煙が屋根裏から流れ出る。人間の魂魄も流れ出る。

　信長の裂れつ

 帛ぱく

 の声しよう

 明みよう

 。牛ご

 王おう

 杖づえ

 の打撃。乱らん

 声じよう

 の銅ど

 鑼ら

 。太鼓。
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 みじんと破れや　そわか　老いゆけ　枯れゆけ　生霊　狗神　猿神　水官　長縄　飛火　変火　その身の胸元　四方さんざら　みじんと乱れや　そわか　向こうは知るまい　こちらは知り取る　向こうは　青血　黒血　赤血　真血を吐け　泡を吐け　即そく

 滅めつ

 そわか



　倒れる。五体を講堂の床板に打ちつける。凄まじい打ちよう

 擲ちやく

 の音は皮膚を破り、血を滴したた

 らせ骨に至る。須しゆ

 弥み

 壇だん

 の仏の身内に鳴り、鋭く反響した。



　信長は、柄え

 松たい

 明まつ

 を振りかざし、床踏み鳴らし、火炎と水炎と乱声の修羅地獄、狂気の乱舞、相せめぎ燃えさかる火か

 血けつ

 刀とう

 の炎上。

　不動明王を逆さまに招き下ろすと、害を為な

 すさまざまな霊とそれを操あやつ

 る人間に血花を咲かせて呪殺しようとしていた。「不動明王生霊返し」の呪法である。

　正面、黒光りする柱に、板楯が吊されていた。貼られた紙人形に大きな釘が打たれている。足利義栄と墨ぼつ

 痕こん

 鮮やかに書いてある。

「義栄の怨が来たっ！」

　信長は感じた。胸に錐を刺す痛みが貫く。

　信長は、なりふり構わず唱えた。眼がん

 窩か

 落ちた眼ばかり光る。
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 向こう相手の五臓を蹴け

 割わ

 り　法障　真血ときりこむ　血花を咲かせる　ちりこめ悪魔の躰は　七ツにかきわり　八ツにけわり　影もないぞ　みじんに切って放つ


　信長は疾駆した。唸うな

 る。宙をとぶ。

「やあっ！」

　投げた。信長の手を離れた馬上槍は、紙人形もろとも板楯に深々と喰い込む。回り込む。勢いは止らない。再び、人形に肉迫、脇差が飛ぶ。沸にえ

 の激しい皆ひた

 焼つら

 の刃文が光った。人形の顔を貫いた。ど真ん中だ。

　信長の脳裏に、普門寺仏殿の赤い護摩炉から燃え盛さか

 る火血刀が観み

 えた。山伏修験者の激しい祈き

 祷とう

 と護ご

 摩ま

 供く

 が施行されている。ひれ伏して号泣する男……義栄だ。信長は感じた。即座に怨丶

 が、義栄へ向かうのを抑える法力を解と

 く。

「うおっ！」

　怨丶

 が飛び立った。青い火の玉となって。堂内を飛び回り怨を重ねるうち一つの大きな赤い火の玉となり、義栄の怨丶

 を苦もなく巻き込んだと思う間に、その来た方角へ飛び去った。次の瞬間、瞼まぶた

 を真っ赤に腫は

 らした足利義栄に突っこんだ。

「うむむむ……」

　落らく

 魄はく

 した呻き声を残し、義栄は坐したまま絶命した。堂内を埋める修験者の激しい祈祷と護摩供は空しく響き、誰一人として義栄の変事に気づく者はなかった。



　黝くろ

 々ぐろ

 と聳そび

 える五重塔は、奥ふかい朴ふ

 の門となり、大篝火の間を駆け回る足軽たちを瞰み

 下おろ

 していた。

「火の玉が、飛んだぞっ！」

「儂も見た」

「俺もだ」

　騒ぎは、南大門を抜け、闇の中に消えてゆく。あちこちの陣営に松明が、ゆれ始める。

　馬の嘶きと蹄の響き。東寺の金堂、講堂、食堂など大土塀に囲まれた境内に僧侶たちが湧き出してきた。



　講堂の粽ちまき

 のある円柱のかげ、桟さん

 唐から

 戸ど

 を引いて信長が現われた。衣は破れ、毛け

 脛ずね

 はぞろりと食は

 み出し、駆け寄った近習が、のけ反ぞ

 る悪臭を全身に纏まと

 っていた。やっとのことで寝所に辿りついた信長はそのまま昏倒して大おお

 鼾いびき

 をかき始めた。



　暁の薄はく

 明めい

 に鵙もず

 が叫ぶ。深い眠りの底から醒さ

 めた信長は、茫洋と視線をさ迷わせながら井戸端へ。青あお

 水沫みなわ

 を浴びるうち、命の渦が、荒あら

 素す

 膚はだ

 から湧き上ってきた。梢の遥か上空を小鳥の群れが飛ぶ。

　──椋むく

 鳥どり

 か……──

　信長は、昨日までとは別人の様に、清さわ

 々さわ

 とした心が、虚空にどこまでもどこまでも拡がってゆくのを感じた。



　三好勢の岩成友通が立て龍る勝龍寺城は、殺到してきた織田勢によって完全に包囲された。先鋒は、柴田勝家、蜂屋頼隆、森可成、坂井政尚の四将だ。寄よせ

 手て

 の大地を踏みしめる轟とどろ

 きは、不ぶ

 気き

 味み

 に起伏するが、鬨とき

 の声、馬匹の嘶いなな

 きは全く聞えない。城兵は、身を震わせ狼ろう

 狽ばい

 した。これは、合戦前には、無用の音をたてるなという信長の厳命があったからだ。

　望楼から身を乗り出した城将、岩成友通は顎あご

 をひきしめた。

　──物凄い軍勢だ……どれほど人数がおるか見当もつかぬ……──



　その頃、東寺の信長は、洛中と御所の警護をする軍ぐん

 兵ぴよう

 を残して出陣。その数五万。

　違反する者は、即座に斬殺するという厳しい信長の軍律は、全軍にゆきわたっていた。

　無言で粛々と進む軍団は、淀よど

 川がわ

 湊みなと

 を左に見える土手まで来た。夥おびただ

 しい板葺の屋並が密集している。年間、数千艘の船舶が出入する生鮮魚介類販売の一大卸売市場だ。それに加えて、阿波、土佐から船積みされた榑くれ

 （皮のついたままの材木）を和泉いずみ

 堺さかい

 で集荷されたのち、淀川湊で陸りく

 揚あ

 げされている。

　──まったく京は、驚くべき経済集中性をもっておる。早いところ、堺、淀、大津、草津などに奉行を置かねばなるまいて……──

　信長は、自分の予測どおりに物事が運んでいることを実感していた。

　──今日は、鞍くら

 が柔らかく、尻け

 穴つ

 が楽だ──

　にやりと笑い雲の経たて

 を見上げた。

　夥しい人馬が進む土手には、思い草の紫し

 苑おん

 がゆれ、その裾すそ

 を彼ひ

 岸がん

 花ばな

 の紅が、びっしりと続いている。

　前方を行く鉄砲足軽衆の軍装をこまかく点検している。上洛に際して新調したばかり御お

 貸かし

 具足だ。足軽は、武士とは異なり、武器や武具は、全て信長が用意し、貸し与えていたのだ。ひときわ背の高い足軽の陣笠についた日ひ

 覆おい

 を目にとめた時だ。その男は、急にそわそわしだして、不安そうに振り向いた。

「…………」

　ふと、信長の心が高鳴った。視線を少しずつ移してみる。不思議である。信長に、後頭部を見つめられた者は、みな不安感に突然襲われたかの様に、びくっとして振り向き、目を宙に走らせるのだ。例外なくである。調子に乗った信長は、五騎前に旗本・長谷川秀一の旗印を認め、頭ず

 形なり

 兜かぶと

 の[image: 〓]
 しころ

 を、じっと見つめてみた。その瞬間、赤い面めん

 頬ぽお

 が振り返り、一礼するや手た

 綱づな

 を引いて弧こ

 をえがき、信長の側に馬を寄せてきた。

「お呼びでござりまするか」

「うむ」

　どぎまぎした信長だが、素そ

 知し

 らぬ顔で、

「勝龍寺城を見て参れ。儂は、西岡にしのおか

 慈じ

 照しよう

 寺じ

 に入り、そこで公方様をお迎えする」

「ははっ」

　秀一は、そのまま田の馬踏ひらみ

 に馬を乗り入れ軍列から離れると、巧みな手綱捌さば

 きで去っていった。

　信長は、単に見丶

 つ丶

 め丶

 る丶

 こ丶

 と丶

 で、相手に触丶

 れ丶

 る丶

 こ丶

 と丶

 ができるのを実感した。

　──心を拡げたら、外界の物に触れることができるのか……。面白い。どれほどの距離を飛ぶことができるか解わか

 らぬが、なにがしかの影響を与える謎めいた能力ちから

 よ……──

　信長は、乱戦で斬りむすぶ最中、背後に迫ってきた敵の刃先を背中に感知して、事なきを得たことを思い出した。

　──大軍を率いる際に、この目め

 力ぢから

 は使えるぞ……──

　ぐっと背筋を伸ばした信長は、空を仰ぐ。雲の経は、いつしか流れ、幅が狭く丈の長い旗のようになっていた。

　──豊とよ

 旗はた

 雲ぐも

 か……。明日は、晴れだな──



　夕闇迫る慈照寺境内は、騒然とした空気に包まれていた。平伏する細作に、信長は、

「なんと、阿波公方、義栄が、死んだとな」

「はっ。間違いは、ござりませぬ。公方様は、普門寺の御座所で、急に悶絶なされたそうでござりまする」

「うむ」

　信長は、琥こ

 珀はく

 の眼を大きくみひらいた。

　この情報しらせ

 は、全軍を震撼させた。東寺の講堂から飛んだ火の玉のことは、知れ渡っていたからだ。其そ

 処こ

 彼かし

 処こ

 で囁ささや

 く声。

「信長様が、公方様を呪い殺したそうだ」

「陰おん

 陽みよう

 師じ

 だったのか」

「闇の中では、青白い燐光を放つらしい」

「いや、金色の光芒を発すると聞いた」

「睨みつけられたら命はないぞ」

　軍兵たちは、蒼ざめながら肩を寄せ合った。噂は噂を呼び、呪しゆ

 師し

 ・信長の虚像は、ひろがっていった。

　その日から、信長自身が、驚くほど、家臣たちが畏敬の念をあらわすようになった。一声を発したとたんに、数人が一斉に駆け寄り平伏する有様である。

　──あまりに異様ではないか……。なんだこれは……──

　苦笑しながらも、信長の行動は、疾はや

 さを増してきた。二十九日には、勝龍寺城を陥おと

 すと、山崎の離宮八幡宮に出向き、禰ね

 宜ぎ

 ・神じ

 人にん

 を集めて油丶

 座丶

 の廃止を宣言した。八幡宮では、灯油用のえ丶

 ご丶

 ま丶

 油丶

 を独占し、油の製造と販売を世人がすることを許さなかった。信長は、この神聖商権をうちこわし、神殿造営用にと多額の寄進をした。そ丶

 れ丶

 はそ丶

 れ丶

 、こ丶

 れ丶

 はこ丶

 れ丶

 と区別を徹底させる。

　信長は、摂津に兵を進めると、途中の百余ヶ処の関所を撤廃し、楽市楽座をひろめた。

　──まったく……何ど

 処こ

 も彼処も、悪党の奴やつ

 輩ばら

 が、世の中をがんじがらめにして、しぼり取っておる。反抗する民衆は、武力で叩きつぶされ、泣き寝入りするしかない。権丶

 威丶

 を笠かさ

 に着た悪党共を根こそぎぶっ飛ばしたあとに、本当の闇丶

 が姿を現わすであろう。その闇丶

 に光を当てねばならぬ──

　信長の呪力は、時のたつ間に強まり、躰の内部に充満していった。今まで見えないものまでが見えてくるようである。なにより変ったのは、信長の発する言丶

 葉丶

 であった。言葉を発する前、心の中で何回も繰り返し唱える。早口で放つ言葉は、音丶

 だけの粒に変じて相手の心に飛び込む。いつしか信長は、言こと

 霊だま

 の呪力を身につけるようになっていた。



　勝龍寺城陥落に続き、細川六郎、三好長なが

 逸ゆき

 が立て籠っていた芥川城を開城された。信長は敗将を赦ゆる

 し、その所領を安あん

 堵ど

 した。松まつ

 永なが

 久ひさ

 秀ひで

 は大和の支配を任され、三好義継は若江城、畠山高政は高屋城、伊い

 丹たみ

 正まさ

 親ちか

 は伊丹城、池田勝正は池田城を与えられた。



　永禄十一年（一五六八）十月十八日。従じゆ

 五位下・左さ

 馬まの

 頭かみ

 足利義昭は、征夷大将軍・参さん

 議ぎ

 ・左さ

 近この

 衛え

 権ごんの

 中ちゆう

 将じよう

 に任命され、従四位下に叙せられた。

　無力の義昭を武力で支えて上洛した信長は昇しよう

 殿でん

 できなかった。理由は官位だ。永禄十年（一五六七）に信長は口く

 宣ぜ

 案あん

 を朝廷に奏そう

 請せい

 、従五位下・尾張守に任官していたが、清せい

 涼りよう

 殿でん

 の殿てん

 上じよう

 の間ま

 にのぼることを許されるのは、五位以上だったからである。当の信長は、いたって気楽であった。

　──儀式を稼業とする天皇と付合うのは、どうも苦手だ。こういう時は、義昭の陰に隠れておるにかぎる──



　上洛の第一段階が成ったと考えた信長は、主力の一万余の軍勢は残し、諸国から参集した軍勢は、順次撤退を開始させた。先ず、近江の浅あざ

 井い

 長なが

 政まさ

 の四千。続いて徳川家康の代理・松平信のぶ

 一かず

 率いる三河勢二千。次に美濃勢と伊勢衆も嬉々として引き上げてゆく。

　この光景を見て、信長は、胸にふさぐ思いをかかえて岐阜城を発た

 った日が、懐かしいとさえ感じる。

　東寺の境内を散策する信長。はっきりした鼻の線、ひきしまった力強い口くち

 許もと

 や厚みをもった肩、衣え

 文もん

 の下から[image: 〓]
 れるようながっしりとした体である。空は澄み、南大門の屋根ごしに巻毛のような白い雲。信長の思考と想像は、永丶

 遠丶

 と動丶

 のあいだを自由に息づいていた。

　南大門の下に黒い人影が滲にじ

 み出て、だんだんと近づいてくる。男と信長の間へ駆け入ろうとする近習たちを鋭い一喝で制した信長は、ごくりと唾つば

 を呑みこむ。

　公[image: 〓]
 であった。袍ほう

 ・半はん

 臂ぴ

 ・下した

 襲がさね

 ・袙あこめ

 ・表うえの

 袴はかま

 などの束帯装束で隙がない。表袴は、霰あられ

 地じ

 に紋という上級者用。頭には、巻けん

 纓えい

 冠かん

 を戴いただ

 き、白粉を厚く塗った頬に紅べに

 を刷いている。額には桃の実のような黛まゆずみ

 ・桃もも

 眉まゆ

 を置く。鶴のように白粉を刷いた細い首をすうっと立て、お歯黒が、剥き出した。

「これは、これは、尾張守殿。過ぐる日、沢たく

 彦げん

 和尚と共にご上洛。わが陋ろう

 屋おく

 で面謁いたした山やま

 科しなの

 言とき

 継つぐ

 でおじゃる」

「おお。権ごんの

 中ちゆう

 納な

 言ごん

 様でござるか。あの節は、褐かち

 衣え

 での立たち

 居い

 振ふる

 舞まい

 を御伝授いただきました信長でござる。某それがし

 、あの当時は、十八歳で……」

「雅まろ

 は、四十四歳であった……。もう六十歳になり申す」

　言継は、上洛目め

 出で

 度た

 きことと祝詞を述べたあと、信長が義昭と共に昇殿できなかったことを「勘かん

 落らく

 、小しよう

 事じ

 なる事」と堪かん

 忍にん

 するように慰労した。莞かん

 爾じ

 とした信長は、即座に、

「下位の者として当然のことでございます」

「そう思うて下さるか、珍重、珍重。ところで、尾張守殿は、京雀の間で大評判であられる。式しき

 神がみ

 を使いこなす大陰陽師と……。禁裏でも公[image: 〓]
 ・殿てん

 上じよう

 人びと

 ・女官など、義栄公の死去に震え上っておりますぞ」

「呪じゆ

 詛そ

 のことでござるか。あれは災禍が当方に及びましたゆえ、仕し

 方かた

 無な

 く呪法を行いました。今後は、つつしみまする」

「重ちよう

 畳じよう

 、重畳（大変けっこうです）」

　信長は、うやうやしく頭を下げたあと、銭ぜに

 百貫の切符（為替）を差し出した。

「今後、昵じつ

 懇こん

 にお願い申しまする」

　言継は、実のところ参さん

 内だい

 の際に着るものにも困るほど貧乏していたので大喜びする。

「雅まろ

 がお役に立てるなら何にても……」

「御教授を頂きたいのは、書式のことでござりまする」

「はて、どの様な」

「政まつり

 治ごと

 には信しん

 賞しよう

 必ひつ

 罰ばつ

 が肝かん

 要よう

 」

「如い

 何か

 にも」

「公方様は、経験が浅く、領地もありませぬ。ご家来衆に賞として領地を与えようとすれば、権力を笠に着て、朝廷ゆかりの土地を押おう

 領りよう

 することも有り得まする」

「その様な事は、停ちよう

 止じ

 せねばなるまい」

「そこで掟おきて

 書がき

 を作成したいと存じます。下位の者（信長のこと）が作成し、公方様の承認をうけたという体てい

 裁さい

 の書式でござりまする」

「これは難題……。義昭殿の権力の否定を義昭殿に認めさす書式などある筈がないが……。平安時代以降の書式を定めた書しよ

 札さつ

 礼れい

 や足利義満の時、制定された武家の弘こう

 安あん

 礼れい

 節せつ

 にもない」

「それでは、某それがし

 が、掟を箇か

 条じよう

 ごとに書き、文面の奥丶

 に公方様の名前を認したた

 め、下に某の署名と印判『天下布武』を朱肉で捺お

 しまする。これを土台に、全く新しい形式を創り上げたいのでござる」

「…………」

　言継は、信長の顔をじっと見つめ、

　──義昭が、自分の権力を規制する文書を出すと、この男が考えておるとすれば、狂うておる。仮に、信長が、圧倒的武力を背景にして義昭に強制したとして、二人だけの密約にすぎぬ。史料にも残らぬし、義昭は、そんなものに束縛されぬ。内心、せせら笑いながら文書作成に協力するであろうて……──

「[image: 〓]
 けい

 は、後ご

 柏かしわ

 原ばら

 、後ご

 奈な

 良ら

 、正親町と三代の天皇に仕える朝家の宿老。なにとぞ」

「奥丶

 に公方様の名前はまずい。公方様の近習衆の名前でよい。それより、文書の袖丶

 （右端）に『義昭宝』の黒こく

 印いん

 を御お

 袖そで

 判ばん

 とすれば、公方様の命令書となる。そして殿でん

 中ちゆう

 御おん

 掟おきて

 と、御丶

 の字を入れて頂きたい」

「忝かたじけな

 い」

　信長は、無表情をくずさず、

　──しめた。これで、儂丶

 の丶

 書丶

 い丶

 た丶

 命丶

 令丶

 書丶

 が丶

 、「義昭の命令書」に大変身する。儂は、これを大量に筆写させて、諸大名に送りつけてやる。二人だけの密約では何の意味もない。賞罰権が、この信長にあることを世に知らしめることが肝要なのだ──



　ふと、くつろいだ気分になった信長は、雄々しくそびえる南大門を見上げて、

「東寺は、このように大伽藍が見事でござるが、西寺は、……」

「天福元年（一二三三）に焼失して、いまは、ありませぬ。昔、京には、あの南大門よりはるかに巨大な朱す

 雀ざく

 門もん

 、羅ら

 城じよう

 門もん

 がありましたが、大嵐で倒壊し、その後六百年間、再建されずに現い

 在ま

 に至っております」

「陰おん

 陽みよう

 道どう

 で方位を司つかさど

 る神・大だい

 将しよう

 軍ぐん

 の社やしろ

 が、内裏の西北に祀まつ

 られておりまするが、京の都づくりは、四し

 神じん

 相そう

 応おう

 ……つまり鬼丶

 封丶

 じ丶

 でござろうか」

「いかにも。北は、東西にのびる一条大路、南に九条大路、東は、南北にのびる東京きよう

 極ごく

 大路、西は、西京極大路に囲まれた区域が京でありました。北の玄げん

 武ぶ

 」

「船岡山か……」

「東の青せい

 龍りゆう

 」

「鴨川……」

「西の白びやつ

 虎こ

 」

「山陽、山陰の両道がありまする」

「南は朱雀」

「なるほど、巨お

 椋ぐら

 池に朱雀が棲す

 んでおると」

　信長は、いつしか鳥となって京の町を鳥ちよう

 瞰かん

 していた。

「陰陽道で、もっとも怖れられる方角、鬼き

 門もん

 （艮うしとら

 ）には、陰陽師・安あ

 倍べの

 晴せい

 明めい

 らに屋敷をかまえさせ、鬼の侵入を防ぎました。一条戻もどり

 橋です。その昔、平安京をつくられた恒武天皇は、都を怨霊から守るために、さまざまな工夫をなされた。内裏の前には、巨大な朱雀門。ここでは年二回、在京の百官を集めて、中なか

 臣とみ

 祓はらえ

 （大おお

 祓はらえ

 の儀礼のこと）を行い、内裏の穢けが

 れを都の外に捨てましたのじゃ。東寺と西寺を左右に護らせた羅城門では、大だい

 嘗じよう

 祭さい

 や仁に

 王おう

 会え

 を催して鎮護国家を祈りました」

「なぜ門丶

 でなくては、ならぬので……」

　言継は、にやりと笑いお歯黒を剥きだした。

「門の上部には、大きな楼ろう

 がありまするが、上る階段はござらぬ。う丶

 つ丶

 ぼ丶

 （空洞）になっており、中には何もないがらんとした箱。ここは、世にも恐ろしい空間で、鬼丶

 が宿り、外から入ってくる悪鬼や怨おん

 霊りよう

 を追い払い、穢れを封じこめて他界に流すのですぞ」

　信長は、わざと大仰に驚くふりをして言継に調子をあわせる。心の底では、

　──そうか。京は、国の都ではのうて、天皇家だけの住す

 み処か

 だったのか……。民草を慈しみ、政治をしたわけではなかったのだ。心が病んでおる。内裏の中で、ぬくぬくと暮らしておると他丶

 人丶

 と自丶

 分丶

 の境界線が消えて、自丶

 分丶

 だけが、どんどん水ぶくれになって他人を無視した行動をするようになる。内丶

 裏丶

 が、水ぶくれしたのが、京丶

 洛丶

 なのだ。権丶

 威丶

 とは、他人の批判を無視するために考え出された技法なのだ……──

　信長は、京の爛らん

 熟じゆく

 と衰退が、観える。眼前にある京は、応おう

 仁にん

 の大乱で全焼して百年たっても復興が遅ち

 々ち

 として進まぬ荒廃した町並だ。内裏、徳大寺、近この

 衛え

 、細川殿を含む上かみ

 京ぎよう

 は、構かまえ

 と濠ほり

 と土塀で防備をほどこした公式権門の都市である。下しも

 京ぎよう

 は、これまた濠と土塀で厳重に囲まれた町衆の都市。この南北二つの都市を結ぶ道路はただ一本、室町通りがあるのみ。構の外には、ただ田園が茫ぼう

 漠ばく

 と広がっていた。因ちな

 みに、当時の京の町並を狩か

 野のう

 右う

 京きようの

 亮すけ

 州くに

 信のぶ

 （のちの永えい

 徳とく

 ）の「洛中洛外図屏風」に求めるのは酷というもの。永徳は、嘗ての華やかなりし頃の京の資料を調査し、近江など近隣の焼け残っている建物で相似しているものを写生して歩いた。例えば、近江の園おん

 城じよう

 寺じ

 光浄院客殿を模して宝鏡寺殿を描いた。そして現実の姿ではないことを暗に示して、金泥で雲を描いて全面を埋めた。そこに、狩野永徳の「天才」を観ることができる。



　陽ひ

 が大杉の枝に傾き朧になる頃、言継と別れた信長は、南大門の下に立っていた。たしかに言継が言うように、楼に登る階段はない。信長の躰から妖気が、立ちのぼりはじめた。

　──森しん

 羅ら

 万ばん

 象しよう

 を司るのは、人間にはない超越した力をもつ神だ。陰おん

 陽みよう

 道どう

 の陰いん

 陽よう

 五ご

 行ぎよう

 説せつ

 は、神話、政治、経済、宗教、占いや呪術など人間の生み出す営いとな

 みをまるごと呑みこんでしまう。呪法空間こそが、空洞うつぼ

 なのだ……。

　ひとつ覗のぞ

 いてみるか……──

　信長は、攻城用の縄なわ

 梯ばし

 子ご

 を引っかけて、楼に向かって攀よ

 じ登りはじめた。南大門の周辺には、いつしか軍兵たちが集まり、固かた

 唾ず

 を呑んでその光景を見守っている。楼上にたどりついた信長は、粽ちまき

 のある円柱を回りこみ、桟唐戸を引いて、暗い堂内にそっと躰を滑りこませた。戸のきしみに冷汗を滲ませながら閉じる。拭ぬぐ

 い板敷の凍るような冷たさが、裸足のつま先から這い上ってきた。信長は唱うた

 う。




自じ

 我が

 得とく

 佛ぶつ

 来らい

 　所しよ

 経きよう

 諸しよ

 劫こう

 数しゆ


 
無む

 量りよう

 百ひやく

 千せん

 万まん

 　億おく

 載さい

 阿あ

 僧そう

 祇ぎ

 ……


　背中が、ゾクゾクするほど寒い。水底のような静寂から湧いてくる不気味な笑い声。

　──来るなら来いっ！──

　信長は、腰をひねって太刀を払う。信長は呼吸した。闇の中に青白い燐光を放つ目。

　──鬼か……──

　その目は、浮び上り、信長の頭上を飛び越え、鈍い金色の光芒を発しながら大気に溶けあい見えなくなった。信長は、息をひそめて、闇を呼吸しながら鬼と対峙する。辺りの空気が張りつめていって、一瞬の内に裂けそうになった。信長は、動かない。唇がひらく。
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 みじん　すいぞん　あびらうんけん娑婆訶と行う　打ち式　返し式　まかだんこく


　呪力が高まり、信長の内部に充満し始めた。妖しい空間がひろがり、今まで見えなかったものが見えはじめる。金色の光る目が一つ二つ三つと増え始めた。丈高く頭やせて嘴くちばし

 長く、目の形は三角に鋭い。足は犬より長く爪が長い。指に水かき。牙を剥き出す。そいつは赤い舌を[image: 〓]
 む。強烈な尿の臭いは、背筋を凍らした。信長は両眼に疼とう

 痛つう

 が走る。無意識に太刀を上に翳かざ

 し、床を蹴った。

「うおっ！」

　信長は吠え、飛びかかり、斜めに斬り下げた。

「ぎゃあっ！」

　獣の絶叫。鬼は、青い火の玉となって堂内を渦巻いて飛ぶ。黒い血を噴出させながら轟音と共に破裂し、霧となって消えた。堂は、ぎしぎしと音をたてて揺れ、信長の躰は板敷に叩きつけられ気を失った。



「殿、殿っ！」

　声は、森可成であった。楼上が大音響をたててゆらいだので、縄梯子を伝ってきたのだ。信長が、楼上にぬうっと現われると、黒山の軍兵たちから一斉に歓声が湧き起こった。

　光は穏やかに辺りに満ち、空は、ほのかな夕映の色であった。信長は、この情景の美しさに息をのむ思いで、茫然と佇たたず

 んでいた。
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 えいとも　えいとも　えいともな！


　大石を曳ひ

 く数千人の人夫たちの掛け声は、笛・太鼓・鼓の囃はや

 子し

 にのって京洛をゆるがし、限りなく晴れた虚空に澄み昇ってゆく。雪が、まだあちこちに残る都大路は、身動きもならない大群衆が、押し合いへし合いして、時ならぬ“名石”の行列を見守っていた。幕臣・細川藤ふじ

 賢かた

 第てい

 の庭にあった名石・藤ふじ

 戸と

 石いし

 は、なんと綾あや

 錦にしき

 で包み上げ、その上は、花々で華麗に飾りつけされ一人の男が乗っている。

　信長だ。虎の行むか

 騰ばき

 をつけ、弓を振り上げて狂言「千ち

 鳥どり

 」の所しよ

 作さ

 で唱う。よく透る声である。
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 すめ神の　深み

 山やま

 の杖つえ

 と　山やま

 人びと

 の　千ち

 歳とせ

 を祈り　切れる御み

 杖つえ

 ぞ
 （尊い神が　山々をめぐるのにおつきになる杖として　山人が　久しい長寿繁栄を祈って　切った御杖であるよ）
 [image: 〓]
 梓あずさ

 弓ゆみ

 　春来く

 るごとに　すめ神の　豊とよ

 の遊びに　あはむとぞ思う
 （春の来るごとに　尊い神への　豊年を祈る神遊びに　めぐり会いたいと思う）


　信長は見み

 得え

 をきり、大声で、
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 ハアッ！　ちょうさやようさっ！　ちょうさやようさっ！


　目を驚かす光景に、群衆は、奇声とともにどよめいた。続いて大縄で曳かれてくるのは、慈照寺からの九きゆう

 山ざん

 八はつ

 海かい

 である。泣き喚わめ

 いて走りまわって哀訴している慈照寺の僧たちを見て、意外にも京雀たちは、手を打って嘲笑している。名石ばかりでなく、石仏、石いし

 燈どう

 籠ろう

 など石材になるものは、見境なく打ち壊されて、運ばれてゆく。

　信長は、凄まじい眼つきで群衆を見下ろしている。

　──皆の者よ。この光景を脳裏に止めておけ。儂が、寺々の名石を容赦なく奪っても、京衆は、何とも思うてはおらぬ。それどころかあの坊主どもを見て笑うておるわ。如い

 何か

 に坊主どもが妄説で民衆から金をだましとり、放ほう

 埒らつ

 な暮らしをして、皆から憎まれておるか解わか

 るであろう。天下統一とは、天下を儂のものにしようとするのではないぞ。天下のために天下をととのえ、人々が、安心して暮らせる規範を創りたいのじゃ。儂は天丶

 下丶

 という幻想の僕しもべ

 になる──



　信長を先頭に数万余が総掛りの突とつ

 貫かん

 工事は石垣と併行して作さく

 事じ

 （建築工事）も進む。広大な殿舎には、延暦寺、興福寺の内部装飾・ふすま・幢どう

 幡ばん

 ・金襴の飾りが、続々と徴発された。信長は、これらの有様を、京衆に公開した。これには、民家は驚喜し、連日、大群衆が押し寄せた。橋の上に仁王立ちになった信長は、手に鞭を持って大声をあげる。

「よいぞ。どんどん通れ。作業の邪魔をせねば、何処でも自由に見て回れ」

　信長のすぐ前を、風かざ

 折おり

 烏え

 帽ぼ

 子し

 に十じつ

 徳とく

 や道服を着た下級武士、手細に四よ

 幅の

 袴ばかま

 や小袖着流しの商人、丈の短い半袖の小袖の馬買い、腰に蓑みの

 をつけた猿引きや放ほう

 下か

 、狩衣に揉もみ

 烏帽子の医師や陰陽師、水すい

 干かん

 の田でん

 楽がく

 のもの、中には、墨すみ

 染ぞめ

 衣ごろも

 の袖をたくし上げた高こう

 野や

 聖ひじり

 も通る。女性は、小袖を頭からかぶったもの、被衣かずき

 のうえから市いち

 女め

 笠がさ

 をかぶって顔をかくしているものが多い。桂かつら

 包づつみ

 という白布を頭に巻いているのは桂かつら

 女め

 か。子供は、裳も

 袴ばかま

 をはいた上流の童児と乱れ髪の帯なしが駆け回る。はしゃぎすぎて、信長にぶつかる童女もいる。信長は、喜色満面で、かえって煽あお

 って剽ひよう

 げてみせると、奇声をあげた単ひとえ

 に袿うちぎ

 着き

 流なが

 しの娘たちが、信長に駆け寄ろうとして、近習衆が懸命に押し止める騒ぎとなった。信長のた丶

 わ丶

 け丶

 は、今でも健在である。信長は、虎の行騰をたくし上げ、尻を娘らに向けて突き出した。一発。

「ぶうっ」

　橋の上は、哄笑が爆発。人々の笑顔を確かめた信長は、悠然と馬上の人となった。

　石垣の上にいる黒山の人だかりの中に、十徳姿の千宗易がいた。宗易は、その光景を見下ろして、ふっと溜息をついた。

　──民衆とあれほど交流ができるのは、心丶

 が似ておるからだ。身体によい形があるように、目には見えぬが、信長の心丶

 は、よい形をしておる……──



　鶯うぐいす

 が鳴いた。信長が烏からす

 丸ま

 の角まで馬を進めた時である。信長は、鶯の声を聞くと、頭頂部に抜ける快感で血潮が騒ぐ。

「おお、緋桜か……」

　眼前に、枝し

 垂だれ

 桜ざくら

 の大樹が枝をひろげて薄桃色に咲匂っていた。そのあでやかさに信長は、思わず目を瞠みは

 った。

　──吉きつ

 乃の

 ……──

　信長は、匂いの微塵を胸一杯に吸い込んだ。共に桜を愛め

 でた日々が蘇よみがえ

 ってくる。垂れた枝の先にふるえているような一輪が、嫋たお

 やかなあの女ひと

 の風姿と重なる。見み

 惚と

 れる。

「初花でござりまするなあ」

　あの声こわ

 音ね

 。信長は、夥しい言葉が、喉のど

 に詰まる。

「吉乃は、信長様のた丶

 ま丶

 し丶

 い丶

 の中でしあわせに浸っておりまする。こうして京の桜を……」

「…………」

　辺りは、石を運ぶ人々であふれ、喧騒の真ま

 っ只ただ

 中なか

 だが、信長は時空を超え、吉乃と二人だけで話し込んでいた。

　ツィーツィー。高く長い囀さえず

 りは、目め

 白じろ

 だ。ふと我に返った信長は、再び、京言葉の騒がしさの中にあった。

　大路に沿って並ぶ町屋のかげから数人の足軽が、そうした信長を眺めていた。当時の足軽とは、武装した貧農、あぶれ者のこと。素手、素足で具足を身につけ、野太刀を腰に差している。本ほん
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 こく

 寺じ

 を襲撃した三好家に傭やと

 われ合戦に加わるかたわら、近隣を掠奪していた狂暴な悪党だ。肥こ

 え太った黒い臀いしき

 をあらわにした男が、乱らん

 抗ぐい

 歯ば

 をむき出した。

「あれが、信長よ。成り上った尾張の猿め、供もつれずに、うろついておるぞ」

　鉄棒を持った乱髪の男が、

「もそっと近づいたら、馬の脚を払い、落馬したら一斉に飛びかかって首を取ろう。三好の殿様から、えらい褒ほう

 美び

 が稼げるぞ」

　足軽は、合戦場では、いつも密集して敏捷に駆け回り、弱った敵を寄ってたかって斬り伏せる戦法をとる。

　群衆に声をかけられ会釈する信長だが、人の流れが、道具屋と小袖屋の角辺りで妙に滞とどこお

 っているのに気が付いていた。戦場往来の直感は鋭い。

　──胡う

 乱ろん

 な奴やつ

 輩ばら

 がおる……──

　信長は、ゆったりとした動作で、虎の行騰の紐を解ほど

 き、足を抜いて後しず

 輪わ

 に掛け、太刀をぐっと引きつけた。

　丁度その時であった。小袖に衣きぬ

 と市女笠をかぶった女たちが、足軽の前を通りかかった。傷跡に覆われた背を見せた首領らしい男が、ずいと近寄って、

「これ、菩ぼ
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 さつ

 よ。抱きしめて、匂う玉たま

 章ずさ

 ひき結び、偲びやかに送らるる。九ここの

 重え

 の幔まん

 あげ候そうら

 え。雅まろ

 と媾合まぐわ

 うべし！」

　喚くやいなや、女によ

 性しよう

 の被衣かずき

 に手をかけ、荒々しくまくり上げた。

「ひゃあっ！」

　悲鳴とともに女は、よろよろとしゃがみ込む。男は、委い

 細さい

 かまわず、伸の

 し掛って、衣類を引きはがしにかかった。群衆は、立ち向かおうとする者はなく、ただ怯おび

 えて互いに身をすり寄せて眺めるのみ。他の悪党どもは、互に背をあわせ、円陣を組んで周囲を威い

 嚇かく

 する。仁王立ちの足の間から、女の白いうなじがのけぞるのが見えた。甲かん

 高い叫び。

　信長は、髪を逆立て、赤い舌を[image: 〓]
 む。両足をそろえたまま馬から着地。蹠あし

 裏うら

 に土の形を刻み、風となって地面を蹴り、悪党どもに向かって宙を飛ぶ。

「やったぞ。信長が、来おったっ！」

　一番の大男が、円陣から出て金こん

 剛ごう

 杖づえ

 を構えた。月さか

 代やき

 は、伸びるにまかせ蓬ほう

 髪はつ

 を後に束ね、荒縄で固く縛っている。一瞬、打ち込んできた杖をかわした信長は、頭上に走らせた白刃で耳をそぎ、鼻へ斜めに斬り下げる。同時に白刃を逆転させて隣の男へ斜め上に光を煌きら

 めかす。大野太刀を握ったまま両肘は、胴体を離れて飛ぶ。既に悶絶している。右隣りの敵の顔は引きつり、驚愕を叫喚にまぎらせて足払いをかけてきた。信長は、とび上って鉄棒をかわし、頭上にのびたのを刀の背で受け、棒に沿って白刃を一気に滑らせる。握る両手の指は、すべてバラリと切り落され、棒は、地面に乾いた音で投げ出された。霧となって飛ぶ鮮血。その中へ走り水のように切先が流れて、咽喉を貫き、黒い血が噴出する。倒れた三人のうち二人は即死。一人はのたうち回る。女を投げ出した首領は、大きく琥珀の眼をみひらいた。戦い慣れた足の運びで、何事か喚きつつ笑う。信長は、動きを止める。殺気が走った。信長は、下段で仕掛ける。

「ええいっ！」

　男は、気合もろとも大野太刀で斬りこんできた。信長の嵌は

 め手に陥お

 ちた敵は、死太刀を振う。信長は、いれちがいに左前へ踏み出しながら首筋へ太刀を打ちこんだ。血が噴き上げ、返り血が、信長の顔を濡ぬ

 らし、敵は首と胴を異にして転倒した。生き残った二人の敵は、絶叫とともに逃げ出したが、ようやく到着した医師、高野聖らに追い詰められ斬り倒された。いずれも変装して、遠くから信長の警護にあたっていた。“鳥見ノ衆”であった。

　信長は、敵の衣で白刃を拭いながら、群衆に向かい大音声を放った。

「乱らん

 妨ぼう

 狼ろう

 藉ぜき

 を傍観したり逃げるは恥はじ

 ぞっ！　合戦場においても、わが軍兵の濫妨、放火、人ひと

 執と

 り、乱取りは、死罪である。『食うため』という名目で行われておる無残な乱妨狼藉を阻止せねば、新しき世は来ぬぞっ！」

　人々は、天丶

 の丶

 声丶

 に感動し、涙した。



　夜は蒼あお

 い。書院の灯が、石橋の下を流れる小川に映り、ちらちらと揺れている。昼間の喧騒が[image: 〓]
 のように静寂がひろがる庭に、信長は立っていた。短期の宿舎にしている上京の古ふる

 津つ

 邸てい

 （細川晴元の被ひ

 官かん

 ）である。

　信長の頭の中は、貨幣のことで一杯であった。永禄十二年（一五六九）三月一日に撰えり

 銭ぜに

 禁令を定めたが、まだ、解らないことだらけである。

　──清洲の頃は、たいていの失敗は儂一人で背負える程度であった。が、ことが、天下のこととなると、ちょっとした失敗が、多くの人に災厄をもたらしてしまう。この前のものは、欠陥だらけだ。複雑高度なものを欠陥なしに作れるはずもない……儂自身が、欠陥だらけだからだ……。ま、やれるだけ、追加条目で、穴埋めをせねばなるまい……──

　意を決した信長は、書院に戻り、文ふ

 机づくえ

 に向かい筆を走らせた。
一、ことを精銭によせ、諸商買物高値になすべからざる事（便びん

 乗じよう

 値上げは許さぬ）

一、見み

 世せ

 棚だな

 の物、銭ぜに

 定さだめ

 によりて少すこし

 も執と

 り入るる輩やから

 あらば、分ぶん

 国こく

 中末代商買停ちよう

 止じ

 たるべし（売り惜しみに対しては、断固とした処置をする）

 　撰銭をただ禁止するのではなく、貨幣を等級にわけて、流通条件を決めることにした。こまかく言えば、鐚びた

 銭せん

 は、「ころ」、「せんとく」、「やけ銭」は二分の一の価値として、二枚で普通の貨幣の一枚分とする。「おほかけ」、「われ」、「すり」などは、五分の一。「うちひらめ」、「なんきん」など最も質の悪いものは、十分の一とする。

　こうして取引価格の半分までは、こうした鐚銭で支払うことができるようにし、反たん

 銭せん

 や公く

 事じ

 銭せん

 など税金も、このやり方で支払うことを認めることにした。



　信長は、控えている村井貞勝、島田所ところ

 之の

 助すけ

 に書き上げた「撰銭禁令」を見せた。

「いままでの幕府が行った禁令は、現実の取引で行われている撰銭の実態からほど遠く、ただ禁止するばかりであったから、打うち

 歩ぶ

 （流通）が混乱しておる。この国を豊かにするためには、大量の貨幣が必要だが、残念ながら、鎌倉幕府と室町幕府も貨幣を鋳造しなかった。打歩しておるのは、中国からの渡と

 来らい

 銭せん

 や数百年昔の皇こう

 朝ちよう

 十二銭、わずかな私し

 鋳ちゆう

 銭せん

 しかない。天下布武を成し遂げれば、天丶

 下丶

 一丶

 の貨幣を大量に鋳造するつもりだが、それまでは、これでいくしかない。三月十六日に、まず、大坂・天王寺や京の上京・下京に制札を出せ。次に分国中に広めよ」

「ははっ」

「生なま

 の現実を操作することは、容易ではない。この禁令は、うまくゆかぬかもしれぬ。が、行動するしかない。魚を川に放てば、河口へは向かわず、流れに逆らって上流へ進む。人間も同じ生丶

 き丶

 も丶

 の丶

 だと思いたい」

　信長は、青寂さ

 びた庭に視線を移した。池畔いけのはた

 の桜が、懸かけ

 灯どう

 籠ろう

 に照らされて螺ら

 鈿でん

 のようにちかちかと息づいている。絖ぬめ

 のような一陣の風に花吹雪が白砂の上に流れた。

「…………」

　大きく見開いた信長の眸に映ったのは、丈にも余る黒髪をうしろに結いかけた閑雅しとやか

 にも嫋やかな女によ

 性しよう

 であった。

　──吉乃……──

　信長にしか観えぬ[image: 〓]
 ろう

 長た

 けた人の姿は、潤み、朧おぼろ

 気げ

 に霞んでゆく。



　四月三日。連日、荒れ狂う西風に、桜は散り尽し、木々の梢には、新緑の気配がある。

　信長は、早朝から二条城の造営現場に出て、馬上から号令を連発していた。工事は、物凄い速さで進み、三月十一日には、南門の櫓やぐら

 、二十八日には、西門の櫓が完成。四月十四日には、将軍・義昭が、移い

 徒し

 の予定になっている。人目を驚かす壮大な造営が、僅か三ヶ月で完成する突貫工事だ。

　──義昭ごときに、かくまでして……──

　信長の心は、煩悶し、焦躁感にゆれている。春を待ちつつも、すでに散りゆく花の姿を透視するかのようだ。

　──心を静めよ、静めよ……──

　心に言い聞かせる。

　──儂は、生きることに心せく性しよう

 分ぶん

 かもしれぬ……──

　雲が切れたか陽ひ

 射ざ

 しが強く降り注ぐ。いつもなら別にどうということもないほどだが、奇妙なほど暑く感じる。被かぶ

 っていた黒いビロードの南蛮帽子を脱いで、近習の藺い

 笠がさ

 （編み笠）と交換し、額の汗を拭った。この南蛮帽子は、三月十三日に宿舎・古津邸を訪れたポルトガル人の伴ば

 天て

 連れん

 （宣教師）ルイス・フロイスからの贈り物だ。フロイスは、イエズス会のガスパル・ビレラ神父と共に京で布教活動をしていたが、保護者であった将軍・足利義輝が、永禄八年（一五六五）に暗殺されたため、追放され、堺に難を逃れていた。信者のダリオ高山飛ひ

 弾だの

 守かみ

 （ジュスト右近の父）と和田惟これ

 政まさ

 が、同じ甲こう

 賀が

 出身者で親密であったのが縁で、信長から入京の許可が出た。フロイスの入京は、三月十一日。彼は、信長への贈り物として、「非常に大きいヨーロッパの鏡、美しい孔雀の尾、黒いビロードの帽子、ベンガル産の藤杖」を持参した。信長は、引見せず、和田惟政と佐久間信盛に饗応させ、自分は、陰から観察するにとどめた。贈り物は、帽子だけ取り、他の品は返した。

　理由は、フロイスの入京行列にあった。全ては、高山飛弾守と和田惟政の肝きも

 煎い

 りだったのだが、フロイスは、美々しく飾立てた輿に乗り、高山の家臣や畿内の信者たち二百五十人余の供を従えて、京の大路をねり歩き、信長の宿舎にまでやって来た。華美な行列は、四年前、石をもて京を追われた屈辱の裏返しであった。

　信長は、フロイスを引見しない理由を、和田惟政に聞かれ、ただ、ひとこと、

「宗教者は、清貧なるべし」

　と吐き捨てた。異人のフロイスには、興味を持った信長ではあったが、政治臭を敏感に察知して鼻白んだのだ。

　それでも、宣教師を囲む苛酷な状況を知る信長は、考え直し、再度の会見の機会を与えることにした。場所は、二条城の建築現場と定めた。

　信長は、大手門に続く長橋を見下ろす塁上に席をしつらえた。石地蔵二体を横たえ板をわたし、どっかと腰を下ろした。

　長橋上は、資材を手押車で運搬する者、石を運ぶ者など職務分担どおりに整然と人夫が動いている。

　二の丸の櫓から澄んだ鐘の音が響くと、全員仕事を止めて昼食を始めた。信長は、京の寺院が鐘を鳴らすことを禁じ、城中の鐘だけを合図に、数万の人々の仕事のめりはりをつけていた。

　信長は、板の下にぬっと出ている石地蔵の頭をぽんと打った。

　──其そ

 方ち

 は、ただの石。神仏ではない。これからデウスの忠実な僕しもべ

 との話を聞かせてやるから、楽しみに待っておるがよい──

「ああ腹がへった」

　竹の皮に包んだ弁当をひろげる。

　中から、握りめしに味噌をつけてこんがりと焼いたもの三個と生しよう

 姜が

 の味噌漬けが出てきた。ここ十年来、昼食は、これに決っていた。雀のさえずりを聞きながら、黙々と口に運ぶ。

　──南蛮人が、多くの贈答品を持ってきたことで、伴天連の背後に、南蛮王がいることが解った。数百人を乗せた大船が、波は

 濤とう

 を越えてくるには、莫大な費用がかかる。布教とは名目だけのこと、裏には、交易と侵略の意図がかくされていよう。伴天連自身は、解らずとも、真実まこと

 、多分に政治的存在なのだ──

　一陣の風が南から塊かたまり

 のように吹き上げて、信長の膝に載せた竹皮が吹き飛ばされた。ふと見ると、馬場に舞う土ぼこりから三人の人影が現われて、こちらに近づいてくる。小荷駄の荷車が続く。



　和田惟政のあとから石段を上ってきたのは、南蛮風の衣服を着た二人の男。二人とも小柄な体格で、惟政とあまり変らない。

「ルイス・フロイスにござりまする」

　黒服に金襴の装飾がなされたオルムス製の緞どん

 子す

 のマントを着た男は、黒頭ず

 巾きん

 を脱ぎ、地面に跪ひざまず

 いた。小麦色の肌、黒髪である。頭頂部を剃り上げた髪形で、陽射しに光った。

　信長は、頷き、

「であるか。フロイスとやら、暑いゆえ頭巾をつけてよいぞ。隣は、黒服ではあるが、異人ではないな」

「ははっ。イルマン（修道士）・ロレンソにござりまする。本日は通つう

 辞じ

 として連れてまいりました。これ、上様に、言ごん

 上じよう

 申せ」

　ロレンソは、平伏したまま顔を上げず、

「もとは、了りよう

 西せい

 と申す琵琶法師でござりましたが、山口の町で辻説法をしていたフランシスコ・ザビエル様にお会いしたことが機縁で入信し、洗礼名をロレンソと申しまする。片目が不自由で、お見苦しいとは存じまするがポルトガル語を話すことができまする」

　信長は、好奇の眼でじろじろとロレンソを見詰めた。

「ロレンソとやら、其そ

 方ち

 は、ザビエルのどのようなところに惹ひ

 かれたのか」

「粗末な衣ころも

 を着て説法されていたザビエル様は、群衆の投げた石で額から血を流しながら、堂々と胸を張っておられました。悪あく

 罵ば

 にも動ぜず、唾を吐きかけられても微笑を浮かべて説法なされるお姿に感動いたしまして……」

「…………」

　ぐっと胸にくるものがあり、嘗て、沢彦和尚から聞いた一いつ

 遍ぺん

 上しよう

 人にん

 の姿が浮かぶ。三百年も昔。晴れやかに打ち鳴らされる鉦かね

 の音ね

 が、絮わた

 雲ぐも

 光る青空へと澄み昇ってゆく。

[image: 〓]
 ただ一念の本ほん

 源げん

 は、自然の無念なり
 南無阿弥陀仏　南無阿弥陀仏……
 　眼を閉じて頷いていた信長は、柔和なまなざしでロレンソに、

「其方に通辞をまかせる。フロイスよ、まあここに来て腰掛けてみよ。ロレンソは、その隣でよい」

　これには、惟政が驚いた。短い板である。三人腰掛けるとなると肩がくっつくしかない。

　──まるで雀ではないか……──

　惟政は、笑いを堪こら

 えて涙が出そうになる。

　信長は、フロイスに、

「そちは、何ど

 処こ

 に生れ、何歳いくつ

 ぞ」

「ポルトガルのリスボア（リスボン）で生れました。三十七歳になりまする」

「予より二歳上だ。そのポルトガルという国は、何方いずち

 にあるか」

　フロイスは、なにやらロレンソに命じて、石段下の荷車から一ひと

 抱かか

 えの革袋を持参させた。中から取り出したのは、三本足の球体だ。

「これは、地球儀と申しまする」

　フロイスは、手でくるくると回転させ、止めると、

「ここでございまする」

「ほう。我国は、どれじゃ」

　フロイスは、少し回転させて指差す。

「芋虫に似ておるぞ。これは笑わせる。この国の形は、行基図を見て、正確に記すように本国に伝えよ。ポルトガルでは、我国を何と呼んでおるか」

「今から二十年ほど前、イタリアで発行されましたガスタルディの西半球図には、ジャパン（Giapan）とあり、昔のジパングから変って、この国名で呼ばれておりまする」

「ほう、日本国が、ジャパンか、面白い」

　信長の眼は、炯けい

 々けい

 と光り、頬は、紅潮している。初めて見る地球儀に、違和感は、全くない。当時の人々は、須しゆ

 弥み

 山せん

 という高い山を中心に、日、月、星が、水平に回転すると信じていたから、惟政や側近たちは、フロイスの話より、球形をした地球儀に驚き、もう上うわ

 の空の様子である。信長は、回転する地球儀に不思議な色気を感じた。

　──止まっていることは、動いておる状態の中のただひとつの姿にしかすぎぬか……──

　信長は、陰陽師だ。「独陰性せず、独陽性せず」で、陰陽は分離しうるものではなく、「全ては関丶

 係丶

 だ丶

 」という信念がある。だから地球儀を見た瞬間に感じたことは、「この大地は、月丶

 と同じだ」であった。将来のことを事前に知っていたのではなく、物事は、期待や予測どおりに運ぶことを、躰で識し

 っていたのだ。

　──老子は、「万物は陰丶

 を負い、陽丶

 を抱き、沖ちゆう

 気き

 をもって和となす」と考えた。陰丶

 があり陽丶

 がある。沖気は運丶

 動丶

 であろう。陰と陽が、少しも静止せず、変化し続けることで万物を生じさせておるのだ……──

　信長は、陰陽師としての自信をますます深めたようである。フロイスの容貌、体形に日本人に似た要素を見つけて、親しみが湧いてくる。

「ポルトガルの何という町で生れたか」

「堺によく似たリスボア（リスボン）という港町でございます。背後の露頭岩盤の上に、サン・ジョルジュ城があり、人口は、三万人で……」

「リスボアから日本まで道のりは、いかほどぞ。要する日数はどれほどか」

「リスボアから日本まで、三千九百レグア（レグア＝五キロメートル）。ざっと四千八百余里ございまする。リスボアからインドのゴアまで四十五ヶ月。ゴアからマラッカ、マカオを経て日本まで十七ヶ月ほどかかりまする。私は、六年前、マカオでポルトガル船から明みん

 船に乗り換えて二十日間で、横よこ

 瀬せ

 浦うら

 （長崎県西海市）に上陸いたしました」

「難儀な船旅よのう」

「暴風雨や岩がん

 礁しよう

 、海賊による被害もあり、四艘のうち二艘が無事なら幸運と喜びまする」

「うむ」

　信長は、率直に敬意を表す仕草をする。

「このような沖丶

 乗丶

 り丶

 法丶

 （遠洋航海）の船の型は」

「カラックと呼ばれる型で、三本から四本のマストがあり、大きな四角帆を各二枚張り、最後部のマストに三角帆をつけております。水夫は、二百五十名です」

「幅と長さは、どれくらいか」

「幅は、七間（約十二・六メートル）、長さは三十六間（約六十四・八メートル）となりまする」

　あまりの巨大さに、信長は、息を呑んだ。

「莫大な費用じゃ。ポルトガル王が神デウス

 の教えを広めるという純粋な目的だけで巨船を出すとは思えぬが……」

「布教と貿易は一体となっております」

「それでは、聞くが、天竺（インド）のゴアは、ポルトガル領か」

　ぎょっとした顔のフロイスは、しばらくして額の汗を拭い、

「仰せの通り、国王には、領土拡大の野望もございます。第二代のポルトガル総督、Ａ・アルブケルケが艦隊を率いて攻略、旧都を破壊し、リスボアを模したゴアを建設しました。イエズス会の学院もございます。続いて、アルブケルケは、マラッカを襲い、象に乗ったマラヤ兵と激戦の末、占領し、植民地といたしました。シナのマカオは、港の一部を借地料を支払って借りて根拠地としておりまする」

　信長は、にやりと笑って、

「さすがに、マカオは、艦隊を派遣するには、遠すぎるというわけか……」

　猛もう

 禽きん

 のような眼をほそめて、さらりと続けた。

「其そ

 方ち

 が、行列を率いて入洛したやり方には、多分に政治の悪臭が漂っておったゆえ、予は、会見を中止した。本日は、一変して素朴な伴天連として参った故に会うておる。万一、ポルトガルの艦隊が、攻め寄せたら、全員海に沈め、生きては帰さぬ。伴天連も皆殺しにする。間違ってもらいたくないことは、予はどの宗教も差別はせぬ。布教は結構なことだ。人の心を救うために、人生を賭けておる宗教者は庇ひ

 護ご

 したい。人間は、宗教なしには生きられないものらしいからだ。が、信仰心は、個人のもの、他人が、強要するものではない。宗教が、他宗と抗争したり、政治に介入することがあってはならない。其方の努力にもかかわらず、デウスの教えとやらが、この国に弘ひろ

 まらなかった場合、其方は、天竺から南蛮（ヨーロッパ）に帰るのか」

「いえ、一人でも信者がいるならば、私は、この地で生を終える所存でございます」

　信長は、惟政らを振り返って、感に堪えない面おも

 持もち

 で言う。

「大国からは、また偉大な才能と大した精神力を持った男が来るものだ……」

　自分の使命感に共通するものをフロイスに見出して、信長は、胸が熱くなった。フロイスの言葉に偽いつわ

 りはなく、慶長二年（一五九七）七月八日、長崎で死去した。六十五歳だった。

　フロイスが来日する動機となった南蛮（ヨーロッパ）の宗教改革や、宗教戦争のことを聞いたあとで、

「デウスの存在について、予は疑惑を持つ。其方の言うところと、予の胸中に蔵するものとは明らかに異なる。だが、予の分国中において、其方の布教を許可する朱印状を与えよう。予の興味は、其方を生み育てた南蛮世界の全てを理解することじゃ。予の質問には、[image: 〓]
 うそ

 詐いつわ

 りなく返答してもらいたい」

「何なりと……」

　顔を紅潮させ、涙ぐむフロイスを一瞥した信長は、淡々と惟政を手招き、

「今宵、朱印状を認める。明日、取りに来い。十三日には、宿舎を、古津邸から妙覚寺に移す。十五日に、フロイス殿丶

 を引見したい。予が、聞きたいことは、リスボアにある、サン・ジョルジュ城の作事と、南蛮船・カラックの木き

 割わり

 （設計）についてである。資料があれば、その際、持参させよ」

「ははっ」

「この地球儀は、置いてゆけ。暫く、予が、預あずか

 る。他の献上品に、興味はない。緋の合羽、ビロードの頭布、朱珍の織物、コルドバの皮革、砂時計、日時計、精巧なガラス器などは、十数個の長持におさまっておる。もうが丶

 ら丶

 く丶

 た丶

 はいらぬ」

　これには、フロイスが驚いた。

　──この日本人は、どのようにして入手したのであろうか……。異国のさまざまな産物が私の知らぬ間に、この極東の小島にぞくぞくと流入しておるかもしれぬ。信長ほど明めい

 晰せき

 な判断力を持つヨーロッパの君主はおらぬ。底知れぬ智力を持つこの男と戦う愚を犯さぬよう、本国に報告せねばなるまい──



　信長は、四月八日付で布教活動を保護する内容の朱印状を発給した。内容は、

「伴天連が都に居住するについては、彼に自由を与え、当国人の義務として行うべきいっさいのことを彼に免除す。我が分国においては、その欲するところに滞在することを許可し、これに妨害を受くることなからしむべし。もし、不法に彼を苦しめる者あらば、これに対し断固処罰すべし」

　とした。

　二日後、信長が仲介して、フロイスを義昭に面会させた。信長に勧められた義昭は、朱印状と同様の内容の制札を市中に立てることを決めた。

　四月十五日。玉倉町（室町通りと新町通りの間にある六角通りの両側町）にある仮の礼拝堂の前には、信長の朱印状と将軍・義昭の允いん

 許きよ

 状じよう

 の写しが、高札として揚げられた。

　こまかな雨が降っていた。フロイスとロレンソは、信長の宿舎となった妙覚寺の山門を潜くぐ

 る。砂の白さが目にしみる。残りの躑躅つつじ

 があざやかに燃えるような赤で二人を出迎えた。

　折から来客中であった信長は、面会人をすべて別室で待たせ、上機嫌で二人を書院に通した。

　フロイスが、献上した小さい目覚し時計を手にとって、蓋ふた

 を開け中の機械をじっと見ていたが、やがて、ふっと溜息をついて、

「構造が複雑すぎて、万一、故障した時、修理はむつかしい。そのうち、部屋の隅に、おっぽり出してごみになる。頂戴するのは、止めておこう。ところで、其そ

 方ち

 たちの暦で、一年は何日か」

「三百六十五日余でございまする」

「暦の名前は、何と申すか」

「ユリウス暦でございます」

「それは、正確な暦か」

「当初、春しゆん

 分ぶん

 は、三月二十五日としましたが、六百年を過ぎますと、三月二十一日となってしまいました。更に千二百年経た去年では、三月十一日となってしまいました」

「何故、春分にこだわるのか」

「キリスト教会では、復活祭を基に祭日が、決められます。復活祭は、天文学上の春丶

 分丶

 と関係して決められるからです」

「それでは、困ることになるな」

「はい。一年の真の長さが、三百六十五・二四二二〇日と判明しましたので、ローマ法皇グレゴリー十三世は、十三年後の一五八二年に、春分を三月二十一日にするため、同年十月四日の次の日を十五日として十日削り、将来もこの狂いが起らぬよう細目を決められました。改暦でございます」

「其方らの国々は、すべて、それに従うであろうか」

「いえ、それは、容易に受け入れられるとは思えませぬ。混乱が生じ、皆が、受け入れるには、長い歳月が、かかると推測いたしまする」

「この国の暦は、全く駄目だ。二十九日の『小の月』と、三十日の『大の月』を交互に置いて最後は大丶

 で終ると、一年は、三百五十四日となる。一年が、三百六十五日余とすれば、一年で十一日余ずつずれて、三年たつと三十四日足らずと、ほぼ一ヶ月狂うことになる。種をまく時期が、一ヶ月狂うと、農耕はやっておられぬ。百姓は、暦でなく、梅や桜の開花を目やすに仕事しておる」

「この国の暦は、昼夜の交代と月の満ち欠けの二つを組合わせておりますが、私どもの暦は、太陽、月、水星、金星、火星、木星、土星などの天体観測を基礎としております」

「三み

 日か

 月づき

 から二日遡さかのぼ

 る日を朔さく

 （ついたち）としておる。もともと朔は、太陽と月が同じ方向に見えるのが、朔だから、日食は、必ず一日に生じなければならぬところ、二日や前日の晦つごもり

 （みそか）に見えたりする。これをなくして、日食が必ず一日に生じるようにするには『大の月』が、四回続き、『小の月』が三回続くことがある。これでは、暦が複雑になり過ぎる。天下布武の暁には、其方らの暦を採用せねばならぬが、暦の制定の権限は、天皇が握っておるから、難儀なことよ。その際には、天文観測の学問所をつくって、人々を啓蒙したいゆえ、協力してくれ」

「できる限りのことを致します」

「其方らの暦で、年号を申す時、紀丶

 元丶

 なん年というが、紀丶

 元丶

 とは、何を元にしておるか」

「イエス・キリストが生れた時を紀元元年としたと聞いております」

「今から千五百年余も昔であるが、それは真実か」

「なにしろ大昔のことゆえ、どうも、はっきりとは、解りませぬ」

「世の中には、いいかげんなこともある。まあ、硬いことは言わぬ。くり返し現象が、何回起こったかを認識することが、暦だからな」

　フロイスは、信長の天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 の意味するものの深さを知って鳥肌が立った。

　──凄い理解力と明晰な判断力だ。この男が、ジャパンを支配するようになれば、ポルトガル、イスパニア（スペイン）にとって脅威だ。うかつに手を出せば、厳しい打撃を受けることになる。友好をもっぱらにするに越したことはない……──

　フロイスは、長身痩そう

 躯く

 で髭ひげ

 の少ない、つるっとした信長の顔を、畏敬の念で見つめた。



「嘉隆、さあ食膳を運んでこい。ぐずぐずするな。儂も手伝おうぞ」

　ぴょんと立ち上って、信長は、九鬼嘉隆が捧げ持つ膳を受けとり、フロイスとロレンソの前に置いた。

「汁は、熱いぞ。気をつけて食え」

　信長は、珍しい動物でも見るように二人の食事ぶりを口をあんぐりと開けて飽きることなく眺めていた。



「そうか。地球は、太陽の周りをぐるぐるとまわっておるのか……。その説明は、納得できる。その通りかもしれぬ。発見した男は、大した奴だな。この世の中は、理屈通りにできておるはずだ」

　信長が、熱田湊で水軍編成中の嘉隆を急きゆう

 遽きよ

 上洛させたのは、この日のためだ。

「嘉隆よ。この絵を見よ。某の関せき

 船ぶね

 や安あ

 宅たけ

 船ぶね

 とは規格が違うぞ。フロイス殿が、リスボアから四千八百余里の波濤海を越えてきた船ぞ」

　床には、カラック型の大型帆船が、四隻描いてある絵図が、ひろげてある。三本のマストをもち、最後尾のマストに三角帆、ほかのマストには、大きな四角帆を各二枚ずつ張っている。身を乗り出して、喰い入るように凝視していた嘉隆は、ふっと肩を落して、

「船首と船尾に大きな居住区があり、船尾は丸型……。全体として、ずんぐりしておりまする。幅、長さは、いかほどで……」

　フロイスを制した信長が、先程、聞いたことを復唱する。

「幅は、七間（約十二・六メートル）、長さは、三十六間（約六十四・八メートル）だ」

「げっ、妙法院、三十三間堂よりも長いので……」

　嘉隆が、仰天するのも無理はない。当時の和船は、船首から船尾までを通す平らな船底材に松や楠の一枚板を用いていたが、船を大型化するために角材を継ぐという苦肉策でしのいでいた。が、外海では、波の圧力に抗しきれず、長さは、十五、六間（約二十八メートル）が限界と考えられていた。この船底材を航かわら

 といった。

　信長は、ぐっと黙ってしまった嘉隆の表情を読んで、

「フロイス殿、絵図では解らぬが、船底部分の構造を、正確でなくてもよい、大まかな案あん

 配ばい

 を紙に書いてみよ」

　気楽に無理を言う信長に辟へき

 易えき

 するフロイス。それでも鼻の頭に汗を光らせながら筆を走らせる。

「船ふな

 大だい

 工く

 の寸法は、解りませぬが、船底は、キール（竜骨）という型になっております。人間の肋骨を、木材を組合せて真似したものかと」

　嘉隆は、頬を紅潮させ、声が上うわ

 ずって、

「大仏殿の大屋根をひっくり返したようなもので、これなら古えより宮大工が、さんざんやってきた技術で、すぐにでもできまする。さまざまな部材を、あらかじめ造っておき、現地に運び、組立てれば、短期間で完成できましょう。その外側に、加か

 敷じき

 （根棚）、中棚、上棚と椋むく

 板いた

 を張り付ければ……」

「大よそは、解ってきたが、幅と長さが、一対三では、随分とずんぐりしておるが……」

　熱を帯びてきた信長と嘉隆につられるようにフロイスが、割ってはいる。

「最近では、幅と長さの比が、一対四ほどになったガレオン型が、増えております。細身となり、船首楼も小さく、帆の数も増えて、一本のマストに各三枚の帆を用いるものもあります」

「その方が、扱い易いかもしれぬな。櫓は、どうなっておる」

「ガレー船は、快速船で、地中海で活躍しております。すべてオール（櫓）で、補助的な帆もあるにはありますが……」

「琵琶湖など、風があてにならぬところでは、ガレー船がよいな。櫓は何挺ちよう

 か」

「百挺ぐらいで……。カラック型とガレオン型は、金装帆船ですが、オールもあるし、帆走もするものとしては、ガリアス型がございます」

「それらの絵を見たい」

「堺の日ひ

 比び

 谷や

 了りよう

 珪けい

 （了慶）邸内にある教会堂にございますので、早速、取り寄せまする」

　了慶として知られる堺の豪商は、洗礼名をデイエゴといい、天文二十年（一五五一）、上洛途中のフランシスコ・ザビエルに宿を提供したのが縁で入信。自邸内に教会堂を建ててキリシタンを保護していた。

「予は、四月二十一日に岐阜に戻る。二十日に持って参れ」

「はい。サン・ジョルジュ城の絵図も持参いたしまする」

「其そ

 方ち

 らの国々の合戦の歴史も聞きたい」

　この一刻半（三時間）、信長は、休みなくフロイスを質問攻めにして飽きることがなかったが、フロイスは、自分の知識を根こそぎ吸収される感じで、げっそりとして退出していった。



　静寂をとりもどした書院の縁側に、信長は、ぽつんと坐している。視線の先には、石楠花しやくなげ

 の若木が、威風堂々と咲いている。

　──天下布武とほざきながら、儂は、何一つ実み

 になる準備をしておらぬことが、痛いほどに覚わか

 る。巨船がなければ、瀬戸内から九州への遠征など夢のまた夢。毛利には、村上水軍もおる。南伊勢が片付けば、大おお

 湊みなと

 を巨船新造の基地としよう。岐阜城は、京からあまりに遠い。常楽寺山（安あ

 土づち

 山）に、新城を築いても、琵琶湖は広い。百挺櫓の快速船で、自由自在に動きまわれるようにせねばなるまい。湖のまわりには水みず

 城じろ

 を幾つか造り、交通網を完成すれば、天下布武の中心ができる……──

　信長は、快速船の基地として、佐さ

 和わ

 山やま

 城じよう

 下の湊を想定したが、この時は、まだ、浅井家領内であり、動きはとれない。

　──伊勢の次は、越前だ──

　信長は、日本の中央を、南から北へと遮断し、東国と西国の大名間の往来を断ち切らねばならぬと考えていた。



　信長が、岐阜に去ると、面めん

 従じゆう

 腹ふく

 背はい

 の輩やから

 は、一斉に動き出すのは当然のこと。ここで登場するのは、法華宗の僧侶・朝あさ

 山やま

 日にち

 乗じよう

 である。もとは、出雲いずも

 の尼あま

 子ご

 晴久に仕えていたが、毛利元もと

 就なり

 に鞍くら

 替が

 えするという離はな

 れ技わざ

 を演じ、毛利の使僧として京と安あ

 芸き

 を行き来していた策士だ。ここ数年、内裏・将軍・信長の三者間を泳ぎまわり周旋して頭角をあらわしていた。大のキリスト教嫌いで、たまたま、四月二十日、妙覚寺の信長のもとに出向いたとき、同席したフロイスと日本人修道士ロレンソに宗論争をいどみ、ロレンソに敗れ、激げつ

 昂こう

 して刀を抜き、

「これで汝を殺して、霊魂とやらを見せてみよ」

　と迫るという茶番を演じ、信長に厳しく叱しつ

 責せき

 された。この遺恨を晴らそうと日乗は、信長の留守を狙って天皇にキリシタン排斥を訴えた。驚くべきことに、僅か四日後の四月十五日、正親おおぎ

 町まち

 天皇は、伴天連追放の二回目となる綸旨を出した。一回目は、永禄八年（一五六五）、将軍・義輝暗殺の混乱の中で、義輝が、伴天連・ガスパル・ビレラに与えた布教許可状を否定した女房奉書であった。悪魔・デウスの教えを説いた科とが

 によって都から永久に追放するという内容だ。信長が、許可したものを真っ向から否定するということは、いかに宗教統制の伝統があるにせよ、バランス感覚に優れた正親町天皇が、する筈がない。ここは、“信長が、朱印状を取消した”とでも、日乗が[image: 〓]
 をついたのではあるまいか。

　しかし、日乗が、この綸旨を持って二条城に乗込み、伴天連追放の実施を義昭に迫るに至って、フロイスは、窮地に陥った。

　岐阜に駆け込んだフロイスから一部始終を聞いた信長は、早速に伴天連保護の書状を早馬で、内裏・日乗・惟政に発給し、禁制を否定した。信長は、フロイス一行を大歓迎し、食事には、信長と息・茶ちや

 筅せん

 丸まる

 が、食膳を運んでフロイスを感激させた。

　帰途につくフロイスが、感謝の挨拶をのべるため千畳敷曲輪にある四階御殿を訪れた時、信長は、大広間を埋めた家臣たちに聞えるよう、大音声で、

「内裏、又は公方様を意に介するでない。全ては、予の権力の下にあるゆえ、予が、其そ

 方ち

 に言うことのみを信じて行い、其方の望む所に居住してよい」

　フロイスは、ただ感涙にむせび、拝礼をくり返した。



　岐阜城下を疾風はやて

 が吹き抜け、金華山の上空には雲が盛んに動き、入道雲の底は、ちぶさ雲になっている。ざわめく森の樹冠は、目の覚めるような緑に彩いろど

 られていた。なだらかな松杉の丘陵に囲まれた庭園の池からは、清澄な瑠る

 璃り

 水すい

 が、小川となって流れ出ている。頬白の四し

 十じゆう

 雀から

 が数羽、激しく飛び交い、「ぴっつぴっつぴ」という特徴のある鳴き声が木こ

 霊だま

 した。信長の頬がゆるむ。

　──繁殖の時期か……。よ丶

 そ丶

 も丶

 の丶

 を追い出して、なわばりを守っておる。鳥も忙しいことじゃ。鳥は、争うても殺し合いはせぬ。人は鳥に恥じねばならぬ──

　背後で白砂を踏みしめる音。反射的に腰を落した信長は、用心深く振り向く。

　蓑みの

 笠かさ

 ・柿かき

 帷かた

 子びら

 ・鹿かせ

 杖づえ

 の非人姿の男が立っていた。大兵で、一見して戦場往来の古ふる

 強つわ

 者もの

 と解る。信長は、眼を据す

 えた。男は、ゆっくりと蓑笠をぬぐ。信長の肩の力が抜けた。

「これは、和尚！」

　信長は、小こ

 躍おど

 りして駆け寄る。

「酒を所望したい」

　沢彦の躰から父の匂いがする。信長は、全てを理解する。

「諸国の匂いが、鼻を打ちまする」

　沢彦は、微笑で応えた。



　灯ひ

 のはためきが打つ夜の脈搏。

「雨もぱらついてきたな」

　沢彦は、諸もろ

 白はく

 の盃さかずき

 を傾けながら明あかり

 障しよう

 子じ

 に眼を走らせた。川魚の酢すし

 をうまそうに口に運びながら、

「信長殿の仕事が、早ようなった故、信濃・越後・越中・加賀・越前から京へと探って参った。寺におるばかりでは、血が、騒いでならぬ」

　信長の眸が、ぎらりと光った。

「武田信玄上洛の時期は」

「信玄の狙いは、駿河だが、北条氏康が、上杉謙信と結んで、背後を脅かしておる。まだ三年はかかると観てよい。謙信は謙信で、能登の攻略で釘付けになっておる。二人の実力を識し

 りたいと思い、川中島を見下ろす姨うば

 捨すて

 山に登ってみた。右手に謙信の陣・妻さい

 女じよ

 山、左手に信玄の茶ちや

 臼うす

 山が見える」

「川中島合戦は、何度あったのでござるか」

「十一年間に五回。有名なのは、永禄四年（一五六一）九月の四回目だ。川中島は、幅二里（約八キロ）、長さおおよそ十里（約四十キロ）。千ち

 曲くま

 川、犀さい

 川の合流する善光寺平の一部だ。越後の春日山城からは十七里（約六十八キロ）、甲府、躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 館やかた

 から三十七里（約百四十八キロ）ある」

　沢彦は、地図をひろげて合戦の模様を語ったあと、

「世評では、四回目の合戦は、引き分けとなっておるが、儂は、謙信の勝ちと観る。あとの天文二十二年（一五五三）の一回目、弘治元年（一五五五）の二回目、弘治三年（一五五七）の三回目、永禄七年（一五六四）の五回目は、いずれも共に数万で、数ヶ月対峙するのみで激闘はない。いずれも国くに

 境ざかい

 を確定するためだけの睨み合いじゃ。信玄・謙信ともに、この様な合戦に十一年もかかりきるようでは、とても天下を狙う器うつわ

 とは、いえぬ」

　沢彦は、信長に向かってぐいと首を伸ばす。

　広い額に深く刻まれた皺が、光に際きわ

 立だ

 ち、右の眉毛に数本の白いものが、垂れている。

「あの躑躅ヶ崎の館は、信玄が造ったものではない。父・信虎が造り、信玄は、後を継いで入館しただけのこと。謙信の行った過去二回の上洛も調べてみた。一回目は、天文二十二年の冬、上杉の船ふな

 溜だまり

 である郷ごう

 津つ

 から船で、越前の三み

 国くに

 湊みなと

 へ。上陸して、敦賀、坂本、京、堺と回り、高野山にまで行った」

「途中、朝倉、浅井、六角などの領地を通るには……」

「上洛の沿道の大名には、多くの贈物をした。朝倉義景には、鷹と鳥屋。六角定頼には、太刀と鷹。朝廷には、剣・黄金・巻絹。将軍・義輝には、太刀・馬・大鷹・青銅一千疋。その他、比叡山延暦寺大講堂造営のため、黄金二百枚。陸路での二回目もそっくりじゃ」

「いったい何の目的で……」

「一口に申して、“ものもうで”じゃ。神社、寺院への参詣。後奈良天皇から従五位下に叙せられたお礼参り。高野山では、無量光院の清せい

 胤いん

 阿あ

 闍じや

 梨り

 から灌かん

 頂じよう

 を受けた。堺では、一泊して、千宗易に茶の湯を習ったそうだ」

「あっ。謙信も、われらと同じく……」

「左様……」

　今にして覚わか

 る。沢彦の深謀に、信長は、眼頭が、熱くなった。父・信秀が、身み

 罷まか

 った天文二十年（一五五一）、沢彦宗そう

 恩おん

 は、失意の底にあった十八歳の信長を連れて、密かに尾張を出て、近江・芦浦観音寺から国友村へと回り上洛した。京では、沢彦の従兄弟いとこ

 にあたる権ごんの

 中ちゆう

 納な

 言ごん

 山やま

 科しなの

 言とき

 継つぐ

 [image: 〓]
 きよう

 に会い、堺では、千宗易の茶の湯に接した。多感な信長に、衝撃の経験をさせた三ヶ月の旅であった。

「謙信、信玄ともに、戦国乱世以前の旧秩序の挽回をはかることが、行動の目的となっておる。二人とも兵農の分離は、できておらず、合戦は、いつも稲の刈り取りが終った秋丶

 じゃ」

　信長は、ぐっと顎を引いて、

「某それがし

 が、両者と戦う場合は、味方をぐっと西に後退させ、敵の補給路をできるかぎり引き伸ばした上で、叩きまする。三万の軍勢なら一日で、陣じん

 城じろ

 を築いて、本陣といたしまする」

「ほう。陣城とは、初めて聞くが……」

　信長は、陣城の指図をひろげて、説明したあと、

「加賀は、かれこれ百年ほど、“百姓の持ちたる国”となっておると聞き及びまするが」

　急に、話題を振る信長に、沢彦は、にやりとして、

「あの穀倉地帯は、昔からあったわけではない。あそこは、古来葦あし

 の生お

 い茂る低湿地であった。美田に変えたのは、入植した地侍たちだ。加賀一揆とは、地侍たちと守護・富と

 樫がし

 氏との大喧嘩のことよ。地侍が勝ち、上下が逆転し、悪平等が始まり、地侍が、農民を支配しておるだけのこと。世に云う百丶

 姓丶

 とは、地丶

 侍丶

 のことだ。今度は、地侍が、幕府から官位を貰おうと汲々としておる」

「加賀は、“地丶

 侍丶

 の持ちたる国”か……腑ふ

 に落ちまする。腑に落ちないのは、天皇の比叡山延暦寺、本願寺など宗教勢力との関係です。法華宗の朝山日乗が、少し動いただけで、ころりと変る正親町天皇の真意が、よう解りませぬ。天皇は、天あま

 津つ

 神かみ

 に仕える神職ではございませぬか……神しん

 道とう

 の……」

「その筈だが、退位されると、今度は、仏教に帰き

 依え

 なさることになっておる」

「…………」

「いまの比叡山の座ざ

 主す

 は、皇族の三千院（梶かじ

 井い

 ）門もん

 跡ぜき

 応おう

 胤いん

 親王。本願寺第十一世法主・顕けん

 如によ

 光こう

 佐さ

 は、皇族ではないが、正親町天皇の勅命で准じゆん

 門跡となり、皇族なみの地位を得ておる。山門や本願寺は、朝倉氏、武田氏と姻戚関係にある。まるで竹林の地ち

 下か

 茎けい

 の様に継つなが

 っておる」

「和尚、宗教とは、いったい何でござるか」

　沢彦は、深く溜息をついてから、

「災害を嫌い、そこから抜け出し、幸せになろうとするのは、我丶

 欲丶

 だ。神仏に祈ろうとするのは、神仏が、我欲を満たしてくれると思うからだが、残念ながら、神仏は、我欲がつくり出したに丶

 せ丶

 も丶

 の丶

 だからだ。我を理想化したものが、神仏に過ぎぬ。神仏を信じることは、自丶

 我丶

 を信じることであり、それは信丶

 仰丶

 ではない」

「この国で繁昌しておる宗教は……」

「みな、仏教の宗派から分かれたもの。仏教の開祖・釈迦は、人生は苦しみであり、病気も苦しみの一つである。苦しみは、人生で当然のこと、人生のつきものだと諭さと

 された。現実を直視し、与えられた試練と思い覚悟せよとも言われた。釈迦は、苦悩から脱のが

 れる道は、我欲（エゴ）を消すことだと説かれた。これが、仏教の根本だが……。いまは、山門、法華、本願寺などが、対立・抗争し、多くの人々が犠牲になっておる」

「世俗のことは、楽市楽座、関所の撤廃などで少しずつ改革できまするが、宗教だけは、全く改良されず、古ぼけた宗教にかじりついておりまする」

「信長殿の心の中で描く、“天下布武”は、どのように変ってきたか」

「天丶

 下丶

 は、天丶

 下丶

 のための天丶

 下丶

 であり、織田家の天丶

 下丶

 ではございませぬ。布武の武丶

 という字は、和尚にご教示いただいたごとく、戈ほこ

 を止や

 めることであり、合戦につぐ合戦は、窮極の平和を現出させるための試練でありましょう。天下布武の暁には、この国を郡県制度に改め、治安以外の武力は必要ないものとなります故、武士身分は、解体しなければ、なりますまい。勿論、某の身分も、でござる」

　沢彦は、双そう

 眸ぼう

 を瞠みひら

 き、躙にじ

 り寄って、信長の眼の中を覗き込み、

「よう申された。信長殿が、その道を進まれるなら、世間から“悪あつ

 鬼き

 外げ

 道どう

 ”“第六天の魔王”など最大級の悪名にさらされることになるが……」

「覚悟しておりまする」

「何を拠よ

 り所として参られるか」

「天丶

 下丶

 は、こうあるべきだという法ほう

 を心に描き、恥はじ

 ある者（恥を知っている者）としてそれに従って参ります。ただ、側近の者にも理解されるのは無理ゆえ、一切他言せずに、我が心の中だけにある胸きよう

 朦もう

 （胸のしこり）として携たずさ

 えて参りまする」

「…………」

　沢彦は、心の底で唸り声をあげた。

　──信長は、とことん理想を追求し、遂に絶丶

 対丶

 実丶

 現丶

 で丶

 き丶

 な丶

 い丶

 ことをやろうとしておる──

　暫くして、沢彦は、低い声で、

「信長殿の描き切った天下布武の前に、“悪”などない」

「天下のために、それが必要なら、そして役に立つものなら、某は、迷うことなくその方法をとって参りまする」

　灯のはためきが、信長の頬に一いつ

 滴てき

 水すい

 （人生の真実）の陰いん

 翳えい

 をかもし出している。灯油が切れてきたとみえ、光が黄色味を帯びて覚おぼ

 束つか

 ない。信長が、大きく咳払いすると、間髪を容い

 れず板戸が引かれ、油差しを捧げた小姓・森長なが

 可よし

 （森可成の二男）が、躙り入ってきた。隙のない所しよ

 作さ

 で手早く、灯油を注いで退さが

 る。部屋の中に、再びしんとした閑しず

 けさが戻った。信長は、沢彦の盃に酒を注ぎながら、

「和尚は、北陸路から京に入られ……」

　信長の脳裏に霊感のようなひらめきが走った。

「あっ。去年来、某が上洛を果した頃、和尚は、既に、言継邸にご滞在でしたか」

「よう解ったな」

　沢彦は、破顔しながら

　──この男は、直感の達人だな。朝な夕な先を読むことを繰り返しておるから、このようなひ丶

 ら丶

 め丶

 き丶

 が湧くのかもしれぬ──

「東寺に言継[image: 〓]
 が来られたのも、和尚の差し金で……」

「いやあ、読み切られたか。信長殿にとって難問は、禁裏対策。わが従兄弟・山科言継は公[image: 〓]
 ぶったところがなく、庶民的な人柄が取とり

 柄え

 でな。信長殿と朝廷との橋渡し役にぴたりと思うたのじゃ」

「京風のさまざまを指南して頂いておりまする。三月には十回、四月には十二回と連日のように話し込みました」

「山門押おう

 領りよう

 の件は、どうであったか」

「三月十七日に言継[image: 〓]
 も同席で、応胤親王と面会いたしました。上洛の途中、六角義よし

 賢かた

 を追い払ったあとを、家臣たちに支配させておりました。岐阜から京に上る重要な街道があります。その中に山門延暦寺領が、多数散在しており、それを押丶

 領丶

 として抗議されました」

「なんと返事をしたか」

「趣おもむ

 きを尊重し、返還の方向で善処すると」

「返還したのか」

「いえ、まだ、先のことで……」

「引き延ばしは、善いやり方だ」

「言継[image: 〓]
 から、京風は、否丶

 の場合は、曖あい

 昧まい

 な態度に終始するようにと教えられましたので」

　沢彦は、大口をあけて笑った。信長は、つられて微笑むが、日頃、見せたことのない弱気な表情で、

「朝廷から副将軍に任じようとの勅旨がありましたが、奉答せずにおわりました。これから朝廷との距離をどの様に保つかは、難問でございまする」

「官位は、天皇に一番近い位置を占める人が一位。最も遠い位置の人は、初そ

 位い

 。正一位から少しよう

 初そ

 位い

 下げ

 に至る三十階級は、朝廷の臣じゃ。信長殿の弾だん

 正じようの

 忠ちゆう

 という官職は、織田家で数代に亘わた

 って称せられたもので、自然の成り行きでござる。古来、上洛した武家には、高位を与え、位くらい

 倒だお

 れするのを待つ“位くらい

 討う

 ち”という常じよう

 套とう

 手段に乗ってはならぬ。現丶

 実丶

 を朝廷に認識してもらうには、弾丶

 正丶

 忠丶

 のままでいる方が、朝廷に圧力をかけられる」

「官位をもらえば、将軍・義昭の奏請が必要になり、当然ながら将軍の下に立つことになりまする。室町幕府があるうちは、弾正忠で居続けまする」

「真実のところ、朝廷は、信長殿を極度に怖れておると言継[image: 〓]
 が言うておった。怨霊を自在に操る大陰陽師だと……」

「将軍・義栄の件で……」

「左様。京雀にも大評判となっておる」

「あれは呪す

 詛そ

 返しであり、己れを護った結果として義栄が、悶死しただけのこと。あのようなことは、二度とあってほしくないと思うておりまする。後あと

 味あじ

 の悪い事件でございました」

「信長殿は、“天皇”について、どの様に考えておるか」

「天下布武後、この国の体制は、天皇を頂点とする律令政治ではござりませぬ。某は、熱烈な勤皇家ではございませぬが、民草の一人として、帝みかど

 を尊敬しておりまする。この国の人々にとって“天皇”は、なくてはならぬ柱でありましょう。それは、あくまで、神道の祭祀を司る神職であり、神かん

 ながら（神の本性のままに）言こと

 挙あ

 げせぬ（議論しない）人であるからです。万世一系の血統の中で、“天皇”は強い呪力の持ち主となられました。それ故、非ひ

 業ごう

 の最期をとげられた天皇は、皆、怨霊となり、その猛威は、天下大乱を起しました。

　陰陽師は、闇を視抜く力がございます。それほど陰陽道は、複雑なもの。天下布武を達成するまでには、多くの無む

 辜こ

 の人々の死があり、この国には、怨霊が跳ちよう

 梁りよう

 するでありましょう。某は、天皇と力を合せて、この国を“天下静せい

 謐ひつ

 ”なるように、怨霊を調ちよう

 伏ぶく

 したいと思うておりまする」

「…………」

　沢彦は、眸を閉じて、腕組みし、幾度も幾度も頷いていた。その眸から白く光るものがしたたり落ちて床を黒く染めた。

　沢彦と信長は、夜が白しら

 々じら

 と明けるまで語り合い、二人にとって、この一夜は、十年にも二十年にも相当する幸せの瞬たま

 間ゆら

 であった。



　永禄十三年（一五七〇）二月二十五日。

　大垣を過ぎ、雪の残る谷を行けば、鳴いていた鶯が、馬蹄の響きにはたと声を収めて峡かい

 の空を横切って渡ってゆく。関ヶ原を過ぎると、山の緑が、刻々と増えて、村落の間には、冬に取り残された白菜や蕪かぶ

 が、とう立ちして菜の花畑となり、目を楽しませてくれる。

　信長は、風の中に春の匂いを感じ、躰中に確実に[image: 〓]
 れてくるものに流されていた。この夜は、赤坂で一泊。



　翌日は、さえ返る寒い日であった。常楽寺に到着した信長は、手た

 綱ふさぎ

 （ふんどし）一本となり、家来を叱咤しながら畚もつこ

 をかついで土を運ぶ。石段下の広場には、みるみる大きな土壇ができた。その中央に土俵を円形に描くように埋め込む。昼すぎには、相す

 撲もう

 場ば

 が、ほぼ完成した。明日は、江ごう

 州しゆう

 国中の相撲取とり

 が集められ、信長主催の相撲会え

 が、開かれることになっていた。信長は、井戸端で水を浴び泥を流してから、白木綿の帷かた

 子びら

 に墨染の半袴姿で、二尺四寸（約七十二センチ）の常じよう

 佩ば

 きの刀を腰に差しただけの軽装になった。黒母ほ

 衣ろ

 衆の平井久右衛門を手招きして、

「山に登る。大だい

 工く

 又右衛門に、あとから来いと伝えい」

「ははっ」

　ぴょんと跳び上った久右衛門は、西の山麓に並んだ苫とま

 屋や

 へ駆け出した。熱田の大工棟梁・岡部又右衛門は、一年前から一族郎党を引き連れて常楽寺に移住、信長から命ぜられた新城の準備に没頭していた。この山は、北は琵琶湖に面して断崖となっており、東と西は峻けわ

 しい谷で、登り口は、東南しかない。



「低い山のわりには、けっこう険しいぞ。この山は、古墳だらけだ。古代より信仰の霊山であったのかもしれぬ」

　青臭い土の匂いと山の冷気のいりまじった中で信長は呼吸した。過去と現世から、もろもろの生身の業苦が、見え隠れ押し寄せる。石造りの古墳は、横穴式、竪穴式どれも石室が、完全な形で残っていた。しかも、きわめて大型のものばかりである。信長は、恍惚とした表情で立ち尽す。



肉体を超えた仏の世界
 心を超えて存在する仏の世界
 何層も　何層も
 この肉体は　重なる層でできている
 この心もまた幾重にも層をなしている
 生命も重層となっている
 あるものは　形なきものの影
 生命を包む　大きな生命の存在


　信長は、石室に入り、盤石の凍る冷たさに手をふれる。解き得ない謎に耳を傾ける。



　山頂は、意外に広い草くさ

 原はら

 となっていた。いつの間にか、空は限りなく晴れて光り、絮わた

 雲ぐも

 が、西に流れてゆく。真近に見える比叡山には、ところどころに雪が残る。ずっと右の奥には、比良の山々の白い尾根が、縹はなだ

 色と青あお

 鈍にび

 色の縞をえがいて沈んでいた。

　信長は、草地の北端に自然の盤石を見つけ、どっかと腰を下ろす。

「竹ちく

 生ぶ

 島、沖之島、多た

 景け

 島……よう見える。見事な景色よ……」

　信長の心は、渡り鳥になって湖をさまよう。背後の林でかん高く鳴いていた鵯ひよどり

 の声が、ぴたりと止んだ。

「殿、遅くなり申し訳ござりませぬ」

　声の主は、熱田神宮の宮大工・岡部又右衛門であった。瓜うり

 実ざね

 顔、白はく

 皙せき

 端たん

 正せい

 な風貌には、男でも惚れぼれする気品が漂っている。

「平井様から殿のご下命を聞き、直ちに近道の西の崖に垂らした綱を攀じ登って参りましたが、殿が既にお着きになっておられましたとは……」

　驚く又右衛門の右足に目を止めた信長は、

「怪け

 我が

 でもしたのか」

「いえ、その……あ丶

 か丶

 ぎ丶

 れ丶

 が切れまして」

　恐縮する又右衛門。

「春蘭の根が妙薬ぞ」

「あの……エクリのことで……」

「そうだ。儂の薬くすり

 箪だん

 笥す

 の中に、鮫の皮でこすって粉にしたものがある。後で遣わす。その粉に湯を二滴三滴垂らして、竹のへらでこねると、褐色の糊になる。それをそ丶

 く丶

 う丶

 てみよ。痛みは、[image: 〓]
 のようにけろりとするぞ」

　又右衛門は、自分の子供の年頃の信長が、慈愛にあふれた父親のように感じ、じわっと胸が熱くなった。

「ここは、平らで、あちこちに盤石があるが、昔何か建っておったのか」

「はい。安あ

 土づち

 寺でら

 という精しよう

 舎じや

 があったそうでございます」

「ほう……安土か……」

　ふと眉を顰ひそ

 めていた信長の顔が、みるみる紅潮してきた。はたと、膝を打つ。

「善よ

 き名よ。安土とは……。一遍上人の語録にある安あん

 養によう

 浄じよう

 土ど

 は、極楽浄土のこと。儂の夢よ。この安丶

 と土丶

 。この地域を安土と呼ぶようにする。安土城だっ！」

　凜りん

 乎こ

 とした信長の大音声が、蒼空に澄み昇っていった。

「木き

 割わり

 書がき

 （設計図）が、できたらただちに持って参れ。一年の猶予を与える」

「一年前から計測しておりまするが、石垣の面積は、五万四千五百坪（東京ドームの約四倍）で、並の石いし

 工く

 衆では手に負えぬ広さでございまする。江州坂本村の穴太あのう

 衆に命じて、諸国の一族の丹波の穴太あのう

 、大和の穴生あのう

 のほか、吾名、穴師、穴納、安能、安濃、阿野、名生、穴田などの同名を結集させて頂きとう存じまする」

「普ふ

 請しん

 （土木工事）奉行は、丹羽長秀じゃ。申しつけておく。作さく

 事じ

 （建築工事）は、其そ

 方ち

 だが、天主台は、あそこか」

　信長は、小高い場所を指した。

「はい。地ち

 形ぎよう

 は、八角にもみえる六角形でござりまする。安土城は、稀まれ

 にみる後うしろ

 堅けん

 固ご

 の城でござりまする」

「儂は、止める」

「…………」

　凝ぎよう

 然ぜん

 とする又右衛門を手で制した信長。

「合戦のための城は、止めた。どのような名城であっても、敵に包囲され、救援なくば、死地となる。安土城は、天下布武の象徴であり、世にも美しい城でなくてはならぬ。儂にとっては、祈丶

 り丶

 の丶

 場丶

 だ」

「祈りの……でございますか」

　そうだ。戦国乱らん

 世せ

 と云うが、乱れておるのは、この国の人々の心が乱れておるからだ。この国を安養浄土にするためには、世に跳梁する怨おん

 霊りよう

 や鬼を巨大な空洞うつぼ

 に集め、儂の呪じゆ

 力りよく

 をふりしぼって消滅させねばならぬ。儂の実力ちから

 で足りなければ、天下の呪しゆ

 師し

 ・天丶

 皇丶

 の力を借りるかもしれぬ。そのために、本丸には、内だい

 裏り

 の清涼殿を建て臨りん

 御ぎよ

 に備えねばならぬ」

　白昼の輝きの中、信長のくぐもる声音が、清らかな空白の余韻となって、又右衛門の心に絡から

 みつく。

　──殿は、天下布武という修羅地獄の中で凄まじい五ご

 体たい

 投とう

 地ち

 をなされておる。苦行だ──

「はじめのお話では、天主は、五層で……」

「伴天連の城の塔は、石垣にかかる重量をより少くして、塔自体を高くするために、数層の吹き抜けをつくっておる。安土城は、堅固な石垣で囲まれた地階には、宝塔を安置し、地階から三階までは、四階分となる巨大吹き抜けだ。四階は板壁だけの小丶

 屋丶

 の丶

 段丶

 で、空洞の大屋根となり、入り込んだ怨霊は逃げることはできぬ。儂は、三階に地上を離れて居住する。五階は、法ほう

 隆りゆう

 寺じ

 の八角円堂（夢殿）、最上階は、金閣寺の究くつ

 竟きよう

 頂ちよう

 だ」

「地階を含めますと七重で……」

「そうだ。天主の最上階は、金こん

 色じき

 だ。金色のもつあの光こそ、大地と日輪と穀物のみ丶

 の丶

 り丶

 を表わすのだ。屋根瓦も金色でなくてはならぬ」

　呆然と宙を睨んでいる又右衛門に、やさしくほほえみかけた信長は、

「常楽寺の隅すみ

 木ぎ

 には、[image: 〓]
 ほぞ

 穴あな

 がある。寺の縁起には、元久元年（一二〇四）とあるゆえ、源平合戦後の創建だ。平安末期、承安四年（一一七四）創建の一乗寺の三重塔には、隅木に[image: 〓]
 穴がなかった。この間の三十年間は、源平合戦の暗黒時代だ。してみると、戦国乱世は技術の面では発展の時代だったことになる。其そ

 方ち

 の腰に差しておる曲かね

 尺じやく

 をこれに」

　信長は、曲尺を受けとり、裏に刻んである文字を声に出して、

「財、病、難、義、官、劫、害、吉……これは、天竺（インド）の天文暦学で宿すく

 曜よう

 と云う。星の運行を人の運命と結びつけて吉凶を占う」

「いつも使用しておりながら意味については考えたこともござりませんでした」

「この吉凶は、永遠の[image: 〓]
 よ。あまりあてにはならぬ。陰陽道では、この宿すく

 曜よう

 道どう

 も取り込んでおるが、縁起かつぎみたいなものよ。大切なのは、規き

 矩く

 術じゆつ

 としての裏目だ」

「はい。隅木に[image: 〓]
 穴をほるため墨つけするには、裏目がなくてはできませぬ」

「曲尺の裏目の一寸は、表目の何倍ぞ」

「開平方除（[image: 〓]
 倍）でござりまする」

「其方は、算学を誰から教わったか」

「父親で……。父は、三み

 善よし

 家に師事いたしました」

　この当時、算学は、山槻氏と三善氏の世襲となっていた。平安中期の算道では、[image: 〓]
 の値は、既に知られていた。『延喜式』によれば、中なか

 務つかさ

 省木工寮に算学士は四人配されていた。算学士は、剰除九九数行、竹束八面蔵とともに開平方除（平方根）、開立方除（立方根）を知っていて、職務として、大仏建立や大伽藍建築の見み

 積つも

 りを行っていた。因みに、大陸の宋そう

 の国では、算経関係の書が、多く刊行されているが、曲尺の裏目に関するものはなく、日本独自のものと考えられる。

　信長は、又右衛門を、きっと見据えて、

「儂が不満なことは、どの土地に参っても、建物は一様で、特色のないものばかりだと云うこと。大工にとって重要なことは、革新的な構造や様式を開発することだ。古いものをただ繰り返し洗練化することのみでは駄目だ。今は、戦国乱世。合戦は、一日として絶えることなく続いておるが、大工の仕事も休む日はない。新しい時代には、新しい技術が必要なのだ」

「…………」

「新しい技術の鍵は、賤せん

 民みん

 として差別されてきたワタリ衆にある。穴太衆だけではないぞ。井戸掘り、造園、壁塗り、橋造りなど土をいじる仕事は、全てワタリではないか。一族郎党だけでかたまっておるワタリたちを結集し、その能力を存分に生かせれば、自おの

 ずから新しい技術が出てくると思わぬか」

「心して準備いたしまする。安土城は、純和様でまいりまする」

「うむ。二条城を造ってみて、足利将軍家の被官大工・池上五郎右衛門、辨慶小左衛門らの無能ぶりには、驚かされたぞ。彼奴きやつ

 らは、算道、算学での規矩術が、全て解らぬゆえ見積りができなかったのだ。窮きゆう

 余よ

 の策で、儂はあちこちの屋根を打ち壊させて移築するしかなかったのじゃ。おかげで、儂は、京雀から横丶

 暴丶

 だと悪口を言われた。彼奴らは、集めた[image: 〓]
 たるき

 を隅木にそえてぶっつけにして釘で打ち止めやがった」

　又右衛門は、思わず吹き出した。二人の哄笑が、虚空に弾はじ

 け散った。

　信長は、笑いすぎて空咳をしながら打うち

 違がい

 袋ぶくろ

 から握りめしを二つ取り出し、又右衛門にもすすめた。味噌をつけてこんがり焼いてある。黙々と口を動かす二人の男を、やぶ椿が葉の間からそっと顔を出して見ていた。

　ごくごくと喉を鳴らして竹筒の水を呑む信長。と、華やかに咲いていた一輪の花が、ぽとりと落ちた。信長は、感に堪えない表情で、

「鮮やかに咲いて、さっと散る。めでたい。やぶ椿には、花として信念がある。自ら死ぬことで、枝の疲れるのを防ぐ。未来の豊ほう

 饒じよう

 を約束する。すみやかな花の死が、未来を拓ひら

 くのだ。そのせいかな、茶室に活けられた時、たった一輪でも部屋全体を支配できる存在感がある……」



　二人は、立石、岩神、山ノ神から薬師平へと歩きまわった。信長は、南西の峰を指し、

「其そ

 方ち

 が、登ってきた崖の上に、寺をつくる。八や

 百お

 万よろず

 の神についての学問所としたい。[image: 〓]
 そう

 見けん

 寺じ

 だ」

「耶蘇教もございましょうか」

「いや、伴天連の教義は、幼稚ゆえ、[image: 〓]
 見寺には入れぬ。教会堂は、城下町のどこぞかへ建ててやる。儂が、登ってきた南には、真っ直ぐな大手道を造り、道幅は、本街道と同じ三間半（約六・三メートル）とする」

「それでは、城の防御が、弱く……」

「幾度も言わすでない。この城は、合戦用ではない。天下布武が成れば、敵の大軍は、消滅しておるぞ。大手道は、天皇をお迎えするためのもの」

「大手道は、中腹で右に折れ、虎口から本丸へ……。左に折れると西曲輪群の端に寺院でございますか」

「そうだ」

「小牧山城の構成とよう似ておりまする」

「昨日の贅丶

 沢丶

 は、今日は、当丶

 然丶

 となる」

「…………」

　又右衛門は、信長の深謀遠慮に、ただ胸を打たれた。

「南蛮（ヨーロッパ）の町は、不潔だぞ。フロイスの話では、部屋の中に便器を置き……まあ手て

 桶おけ

 のようなものだ。用を足したら、窓から捨てるそうだ。これでは、病気も蔓まん

 延えん

 する筈だ。危なくて道も歩けぬではないか。安土の城下町は、清潔な街にする。あの観音寺城の山麓の濠水は、愛え

 知ち

 川の上流から水を導いておる。神崎郡妹村にある導水口を見たが、あんな小規模では、どうしようもない。滝川一かず

 益ます

 が、伊勢から到着したら二万余の軍兵で、大規模な水路をつくる。その水路で、観音寺山から巨岩を運ぶこともできる」

「城下町には、井戸がいりまする」

「小牧では、一千基だったが、三千基は必要だ」

「…………」

　あまりの多さに、又右衛門は、絶句する。

「安土城は、陰いん

 陽よう

 五ご

 行ぎよう

 にぴたりだ。木もく

 （東）は、大たい

 日にち

 （太陽）。火か

 （南）には、旺気[image: 〓]
 れる町屋。土ど

 （中央）に本丸。金ごん

 （西）には寺。水すい

 （北）には、琵琶湖だ。陰陽道は、単なる迷信ではない。街造りでは、民衆の不安や恐怖をとり除く不思議な役割を果たすものだ」

　ふうっと大きく息を吐いた信長は、おもいがけない陽光のうららかな陽射しを仰いで礼拝した。



　二十七日。信長は、常楽寺山門の前に立つ。袖そで

 細ぼそ

 の直ひた

 垂たれ

 と袴は、まるで下人か行商人の服装であった。中川重政を振り返って、

「よう集まったな」

「はい。江州国中の相撲取を召寄せられましたので、見物衆は万全かと」

「それにしては、妙に静かだとは思わぬか」

「実は……」

　重政は、蒼白い顔で口ごもりながら、

「殿は、将軍、義栄様を呪殺なされた、世にも恐しい大陰陽師であるとの噂が、広まっておりまして……」

「…………」

　信長は、黙って原野を埋め尽す大群衆を見渡した。

　──あの時は、我が身を護るために、やむなく行った呪す

 詛そ

 返し。儂の天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 よりそっちの方が、有名になったか……。これでは、天下人と云うても、詐さ

 欺ぎ

 師し

 と紙かみ

 一ひと

 重え

 だな……──

　苦笑する信長。そこは、根っからの剽ひよう

 げ心がむらむらと鎌首をもたげる。烏え

 帽ぼ

 子し

 をぽいと脱ぎ捨て、傍らの大太鼓の前へ。右手で刀印を結びながら横に五回、縦に四回宙を切った。信長のよく響く声。

「臨りん

 ・兵びよう

 ・闘とう

 ・者しや

 ・皆かい

 ・陳ちん

 ・列れつ

 ・在ざい

 ・前ぜん

 」

　撥ばち

 を握ると、力を込めて打ち鳴らし始めた。段々と早くなる。何回も何回も繰り返す真言は、言語が音だけになって飛[image: 〓]
 し始めた。大気は、激しく震え、群衆の中から金切声や声にならぬ呻き。過去と現世から、もろもろの生身の業ごう

 苦く

 が、見え隠れ押し寄せる。啜すす

 り哭な

 きが、潮しお

 騒さい

 となって、辺りに満ちた。

　重政は、圧倒的な迫力で、ぐいぐいと迫ってくる信長の叩き方に、ゾーッと全身に鳥肌が立ち、膝から力が抜けて、がくがくとしゃがみこんだ。信長のみちは、信長しか知らぬ。

[image: 〓]
 地霊よ騒げ汝な

 がためのたましいの歌成りつつあれば……


　信長の横顔にふと水のように、よぎるものがあった。

　──安土の原野に原始のたましいがたゆとうている……──

　ぴたと、撥を振う手を止めた信長は、風のように石段を下り、宙を一回転して鬼気を鎮しず

 めて仁王立ち。片足を高々と上げて、ずんと悪あく

 星せい

 を踏み破り、ゆっくりと群衆に向かって歩み始めた。凝然と身を震わせる人々は、後あと

 退ずさ

 りして道をあける。信長は、敬けい

 虔けん

 な姿勢を崩さず、反へん

 閇ぱい

 の歩行法で、先に出た足に後の足を引き寄せる継つ

 ぎ足を歩む。

　土壇上の信長は、周りの力士たちを見回した。いずれも人並はずれた荒くれ者ばかり。百ひやく

 済さい

 寺じ

 の鹿・百済寺の小鹿・たいとう・正権・長光・宮みや

 居い

 眼がん

 左ざ

 衛え

 門もん

 ・河原寺の大だい

 進しん

 ・はし小僧・深尾又次郎・鯰なまず

 江え

 又一郎・青地与右衛門……。

　饐すえ

 た大気に響く信長の声。

「相撲は、神事である。あれなる四本柱は」

　東の青柱を指差して、

「木もく

 。南の赤柱は、火か

 。西の白柱は、金ごん

 。北の黒柱は、水すい

 。中央に儂が立っておる土ど

 だ。この土丶

 俵場は、高さ二尺（約六十センチ）、一辺を十八尺、この円は、直径十五尺とする。勝負はこの中で決する。力士は、武士と同様に、恥はじ

 ある者でなければならぬ。首から上と金きん

 玉たま

 への攻撃は禁ずる。卑怯者は、追放と心得よ。元来、力士は、山野の精霊が出現した者ゆえ、山丶

 ・谷丶

 ・川・海を醜しこ

 名な

 （自分の名の謙称）に入れるがよい。能よ

 き相撲の者は、御ご

 家け

 人にん

 に召めし

 加くわ

 えるべし。行司には」

　信長は、木き

 瀬せ

 蔵ぐら

 春しゆん

 庵あん

 に、軍配うちわを渡す。

「力士は、先ず蹲そん

 踞きよ

 して相手に敬意を払う。次に四し

 股こ

 を踏み……」

　信長は、反閇の変形として、片足を高々と上げてから、どんと大地を踏みしめてみせる。

「これは、悪星を踏み破り、吉きち

 意い

 を呼び込む技である。力ちから

 水みず

 は、勝った力士しか、やることはできぬ。力水は、呪ま

 力な

 の伝達である」

　信長は、見物衆を指差して、

「相撲は、神事ゆえ、賭かけ

 事ごと

 をしてはならぬ。違反する奴やつ

 輩ばら

 は、斬る」

　大群衆がどよめき、拍手が地鳴りとなって湧き起こった。



　信長は、土俵場そばの砂すな

 被かぶ

 りの見物席に筵むしろ

 を敷いてどっかと腰を下ろした。

「そうだっ！　そこだっ！　やれいっ！」

　口から泡を飛ばして熱狂する信長。卑賤の者たちと肩を叩き合い勝負にのめり込む。

　深尾又次郎が、秘技・鴨かも

 の入いれ

 首くび

 で、河原寺の大進を攻め込み、土俵際で水みず

 車ぐるま

 を決めた時などは、土俵に躍おど

 り上って、鼓をあやつりながら踊り狂う。観衆も総立ちとなって神かみ

 憑がか

 りに絶叫し、思わず手を合せて嗚お

 咽えつ

 する。皆、智恵をも愚痴をも捨て、善悪の境界をも捨て、貴賤上下の道理をも捨てた世界が現出した。

　取組も進み、そり・拈ひねり

 を駆使した鯰江又一郎と投なげ

 の青地与右衛門が、五人抜きを果たし、熨の

 斗し

 付の太刀と脇差を与えられ、御家人として召抱えられることになった。

　最後に、満面に笑みを浮かべた信長から、宮居眼左衛門に重しげ

 籐とう

 の弓、円浄寺源七に弓の弦つる

 、百済寺の鹿に矢が渡された。これが、後世の弓取式の原形となる。

　これ以後、信長は、単なる娯楽に過ぎなかった相撲に陰陽道系呪術の所しよ

 作さ

 を加え、大きな相撲会を催した。安土城に移ってからでも、天正六年（一五七八）二月二十九日、同年八月十五日、同年九月九日、天正七年八月六日、天正八年五月十七日、同年六月二十四日と六回に及んだ。

　翌日。浜街道は、早春の花の色で埋め尽されていた。信長は、安土城への限りない夢をかなぐり捨て、貌かお

 のない衆合地獄・京に向かって疾駆する。率いるのは、八十騎のみ。

　若草の萌える野路に佇む村娘が、眼の端に流れてゆく。と、信長は、急に手綱を引きしぼって、湖畔に馬を止めた。おぼろ雲の下に灰黒色のちぎれ雲が浮び、遥か遠く湖北は霞んでいる。

　──お市……今となって、そなたを浅井に嫁がせたこと、悔んでも悔みきれぬ。なんとしても、無事にそなたを取り戻したいとばかり思うておる。勝手者の信長を許してくれ。此こ

 度たび

 の朝倉攻めも、越前への近道・北国街道ではなく、若わか

 狭さ

 を迂う

 回かい

 する進路を選んだのは、ひとえに浅井長政を刺激したくなかったからだ。万一、長政が、儂に反旗を[image: 〓]
 しても、長政が決丶

 断丶

 したことであれば、お市は、織田に戻されるであろう……──

　信長は、長政の性格に一いち

 縷る

 の希のぞ

 みをかけていた。長政は、永禄年間の初頭、六角義賢（承禎）と友好関係を結ぶ際に、六角氏の重臣・平井定さだ

 武たけ

 の娘を室丶

 とした。義賢の一字をもらい賢かた

 政まさ

 と名乗った。ところが、状勢は急転し、浅井は六角と合戦に及ぶ羽目に。賢政（長政）は、室丶

 を離別して、六角方に、子供と共に送りかえした。信長が、長政のこの女性に対する酷薄でない性格を気に入っていた。お市の方の輿こし

 入い

 れで、浅井と織田が同盟した時も、信長の名な

 乗のり

 の一字を授さず

 かって長丶

 政と改名する。信長は、朝倉攻めで、長政が中立を保ってくれることを、密ひそ

 かに願っていたのだ。

　──しかし、上洛する際、儂は頭に血がのぼっており、状況の判断が甘かった。最近、沢彦和尚が加賀・越前・近江の旅で見分されたことは、この地域には、天台系寺院の地盤が、非常に強固であり、一向宗の地盤とぴたり重なっているということ。朝倉・浅井ら大名は、この地盤の土豪たちに盛り立てられた存在に過ぎないことを考えれば、やがて、叡山・朝倉・浅井が組む陣営が、儂に牙きば

 を剥いてくる……。合戦の方法を、点丶

 から面丶

 に変えてゆかねばなるまい。焼土作戦は、やりたくないが、やむなくせねばならぬ時が来る。叡山と朝倉さえ潰してしまえば、浅井長政との和丶

 睦丶

 という道も出てこよう。お市……儂は、なんとしても、そなたを救い出す。それまで、待っていてくれ……──

　信長の足もとに潮が寄せてきた。湖水は、ひそとも音せず、矜きよう

 持じ

 を守り続けていた。

　四月二十日子ね

 の刻（深夜の十二時）過ぎに、信長は、八十騎を率いて妙覚寺を出発。早暁、湖西に出る。坂本を過ぎると霧の中で地鳴りのような物音が起伏し続けていた。数日前から渓谷を埋めて待機していた信長の本軍、一万五千余である。厳しい統制のもと、喚き声や馬匹のいななきは全く聞えない。

　風が出た。急に視界がひろがる。おびただしい人馬の間を信長の馬印が駆け抜けた。法螺貝の音。湧き上る鬨とき

 の声。全身黒装束で固めた信長は、常に最前線を走る一兵士だ。琵琶湖西岸をひた走り、和わ

 邇に

 泊。二十一日、高島郡安あ

 曇ど

 川がわ

 田中の海津氏居城泊。二十二日、若狭熊川で松宮玄蕃邸泊。二十三日、狭隘な山道を広げる普請工事に専念していた木きの

 下した

 藤吉郎が先せん

 達だつ

 となって、日本海めざして一気に下り、三み

 方かた

 郡佐さ

 柿がき

 の国くに

 吉よし

 城に入った。奇く

 しくもこの日、京では、改元され、年号が「永禄」から「元げん

 亀き

 」となった。国吉城主・粟屋備中守勝久は、長年、朝倉義よし

 景かげ

 との抗争に明け暮れており、数年前から信長に与力を申し出ていた。堺の今井宗久からの大おお

 荷に

 駄だ

 は、海路到着していた。内容は、七百挺の鉄砲と大量の弾薬である。信長は、ここで兵を休め、後続の軍勢を待つ。この間、若狭の地侍が、続々と参集してきた。高浜の逸見、西にし

 津づ

 （小お

 浜ばま

 ）の内藤重政、鳥羽の香川右衛門、三み

 方かた

 の熊谷大膳、藤井の山やま

 県がた

 下しも

 野つけの

 守かみ

 らだ。時の勢いか、信長勢は、三万五千に膨れ上った。翌・夕刻、押おし

 太鼓の腹の底にずんと響く音を合図に旗差物が押しあって動き、蟻の集団のような人影が、野山をうごめく。越前への侵攻開始である。用心深い信長は、近江へ通じる、北国街道と北国脇往還にそれぞれ千余の軍兵を展開させて封鎖させた。



　琵琶湖の北部・浅あざ

 井い

 備前守長政の居城・小お

 谷だに

 城。

「織田信長、手て

 筒づつ

 山やま

 城に迫る」

　急使は、朝倉の将・寺田采うね

 女めの

 正しよう

 からであった。手筒山城は、敦賀郡の主城・金かね

 ヶが

 崎さき

 城の南東に位置する要害であった。半はん

 刻とき

 （一時間）後、金ヶ崎城主・朝倉景かげ

 恒つね

 からの細作も間道を辿って金きん

 吾ご

 丸まる

 にとび込んできた。

　騒然となった小谷城内では、本丸のすぐ下にある大広間に、長政、長政の父・下しも

 野つけの

 守かみ

 久政、重臣二十余が集って対応策に苦慮した。

　激昂した久政は、甲高い声で、

「五十年来の朝倉家との交こう

 誼ぎ

 こそ、当家の礎いしずえ

 。成り上り者・織田信長を討つべし」

　と、くり返し主張するが、重臣たちの反応はにぶく、久政一人が浮き上っている。

　──朝倉と浅井が、親密であったことは、確かだが、理由は、お互いが隣接しており、自ずと唇しん

 歯し

 補車の関係にならざるを得ないところが、多かった。朝倉にとっては、外敵への楯たて

 の役割を浅井に押しつけていたとも言える……──

　意外に重臣たちは、冷静であった。青あお

 綾あや

 の水干に烏帽子姿の長政は、上坐で、終始、無言で、喧けん

 喧けん

 囂ごう

 囂ごう

 となった広間を眺めていた。

　意見が出つくし、ようやく静かになったところで、長政は、重い口をひらく。

「どのような結論にせよ、急なこと故ゆえ

 、当家の準備は、全くできておらぬ。手筒山・金ヶ崎とも堅城ゆえ、一ヶ月やそこらでは陥ちぬ。磯いそ

 野の

 員かず

 昌まさ

 、浅井政まさ

 澄ずみ

 、阿あ

 閉つじ

 貞秀らも呼び寄せ、明日、会議を開き、決するものとする」

　大広間の陰翳に、大きな溜息が、潮しお

 騒さい

 のように広がっていった。



　長政は、疲れていた。金吾丸に近い矢頭権現に参拝して、大杉の下に足を止めた。陽が大杉の枝に傾き朧おぼろ

 になると間をおかず闇になった。青臭い土の匂いと山の冷気のいりまじった中で動かない。風も動かぬ。夜気が、ふところに入ってくる。躰が冷えてくる。

　──お市を娶めと

 ってからというもの儂は、夫という男の時とき

 処ところ

 をえらばぬ女の領域に踏みこみ、踏みこみ、黒い情念を燃やし続けておった。お市の、美しすぎる曼まん

 荼だ

 羅ら

 ……。

　ふと気が付けば、同盟者である筈の信長は、天下人に近づき、儂は、家臣団の一部に包摂されていた。こんな筈ではなかった……──

　長政は、己れへの限りない侮蔑に唇を[image: 〓]
 む。

　──そうだ。信長をあまり気にするから、信長におさえこまれてしまうのだ……──

　長政は、将軍・義昭からの、今年になって二通目の御判御み

 教ぎよう

 書しよ

 を握りしめた。

　──これは、公方様の直じき

 状じよう

 であり、命令書だ。正丶

 義丶

 は、我にある……──

　長政は、胸に絡まる想いを[image: 〓]
 む。

　──武田信玄、朝倉義景、叡山、本願寺……反・信長包囲網の主軸になれと、公方様は申されておる。今、越前に入った信長は、奥地で膠着状態になっておる。儂が、立ち上って、朝倉と挟み撃ちすれば、十中八九、信長は助かるまい。万一、逃げて湖西を進めば、六角義賢と一向一揆が湖南を塞ぎ、湖東の岐阜への道は、儂が待ち構える。万に一つも、信長は、岐阜に戻れず、散さん

 華げ

 だ。信長が死ねば、儂は美濃・尾張を席せつ

 捲けん

 。その際に役立つのは、織田家の血筋・お市だ……──

　長政は、もう頭が何かを考えているのではない。脳の中を、強い情念がつき抜け、口の中に、なまつばがたまってきた。



「なんと、たった一日で、金ヶ崎城が、陥ちたかっ！　景恒め、朝倉名字の恥辱なりっ！」

　朝倉義景は、忿ふん

 怒ぬ

 の形ぎよう

 相そう

 凄まじく、胸に絡まる想いを[image: 〓]
 んだ。義景は、このところ体調が異常であせっていた。立ち上ると全身の血が、さあっと下がる。寝ていると血が、背中の皮一枚のところへ落ちてゆくような虚脱感を味わうことが屡しば

 々しば

 である。そのせいもあって信長来襲の報に接しても、思いの外、挙兵に手間どり、ようやく浅あさ

 水みず

 に到着したところであった。同族の景かげ

 鏡あきら

 も三千余で府中に、のろのろと滞陣中だ。

　夥しい大篝火に照り映は

 えた義景の軍装は、紺地に金きん

 爛らん

 の包つつみ

 具ぐ

 足そく

 、銀の星をうがった三枚兜、黄こ

 金がね

 造りの太刀を佩は

 いている。義景は身を震わせ、近習を睨みつけた。

「浅井は、どうしておるっ！」

「小谷城からは、何の連絡もこれなく、今一度、急使を出立させまする」

　近習・佐々木四郎左衛門尉は、義景の見幕に狼狽して腰を浮かせた。

　敦賀湾の岩壁にそそり立つ要害・天筒山城、金ヶ崎城は、越前防衛の要かなめ

 であり、それぞれ一日も保てなかったことは、平穏な日々に水ぶくれした義景の心に、突然、鬼丶

 が棲す

 みつくことになった。鬼の顔は、信長。あの勇将。朝倉景恒をもってしても一いつ

 蹴しゆう

 されたのだ。

　義景は、ぐっと息を詰めたあと、

「退ひ

 けっ！　一乗谷に戻る。全軍で信長を迎え討う

 つっ！」

　家臣団は、一斉に立ち上り、退陣の喧騒の坩る

 堝つぼ

 に叩き込まれた。



　──流丶

 れ丶

 ができたぞっ！──

　汐どきというものか、一筋の光が、信長の脳裏に吸い込まれた。

　翌朝、先鋒を望んだ徳川家康に木き

 ノの

 芽め

 峠とうげ

 を越えて、嶺れい

 北ほく

 に侵入せよと命じた。ところが、昼すぎになって信じがたい情報が、次々と信長のもとに届いてきた。既に、北国街道、北国脇往還、山岳地帯の間道に伏せてあった鳥見ノ衆が、捕縛した浅井方の飛人（密偵）と密書を運んできた。密書には、浅井長政が、にわかに兵を起し、背後から織田信長を襲い、朝倉勢とで挟み撃ちして殲せん

 滅めつ

 しようと認めてあった。信長は、最初こそ、

「虚説たるべし」

　と一笑に付していたが、次々と同じ密書が到着するに至って、口を真一文字に引結び、宙を睨んだ。

　──危き

 惧ぐ

 が当ったな……。彼奴（長政）が、今丶

 な丶

 ら丶

 勝丶

 て丶

 る丶

 と踏み切った裏には、義昭がおる。義昭が、次の一手に出る前に、京に戻らねばならぬ……──



「申し上げまする。只今、小谷城からの使者と申す者が、参っておりまする」

　近習のかげから頭ず

 巾きん

 をかぶった尼僧が現われた。衣服の塵を払い、うやうやしく頓とん

 首しゆ

 礼拝し、頭巾をとる。ふりほどいた髪が流れ、凍結した白い顔が信長を見上げた。細い声。

「お久しゅうござりまする」

「…………」

　信長は、絶句した。

「そ、そちは、お妙たえ

 か……」

　妙丶

 とは、小谷城に嫁いだお市の方の侍女であった。妙は、手しゆ

 巾きん

 のような裂きれ

 に包んだ品を取り出して、捧げる。信長は、手にした細長いものを見る。豆袋だ。両脇を異様なほど太い紐でぎゅっと縛ってある。艶な百はく

 歩ぶ

 香こう

 の薫りが、信長の掌て

 から立ち上る。

　──お市……──

　ひっそりと、しかも確実に[image: 〓]
 れてくるものに、胸が熱くなる。

　──あなた様は、浅井と朝倉に……──

　信長は、そ丶

 う丶

 げ丶

 だち、一ひと

 声こえ

 。

「相あい

 解わか

 った。そちが、小谷城下を出立する際、軍兵は大挙して詰め掛けておったか」

「いえ……静かでございました」

「城下の町屋に炊煙は……」

「いつもと変りはございませぬ」

　いいようのない自己嫌悪が、背すじをうじ虫のように這い回る。

　──長政という男のこと、少々買いかぶっておったようだ。謀反を決意しておりながら挙兵は遅々として進んでおらぬ。未だ十日はかかるぞ。儂が、天筒山城と金ヶ崎城攻略に一ヶ月は、かかるとみておるようだ。未熟め。この分では、朝倉義景は、一乗谷に引きこもり、撤退する味方を追撃どころではあるまい……──

「大たい

 儀ぎ

 であった。お方かた

 様に、これを……」

　信長は、腰帯から赤木柄づか

 の腰刀を抜いて、妙に手渡した。鋭い視線を背後の楯のかげに送ると、六むつ

 鹿しか

 が、さっと現われ、躙にじ

 って身を寄せてきた。信長は、囁く。

「其そ

 方ち

 らは、山伏姿となって妙殿を間道伝いに小谷城下まで、お送りせよ」

　信長は、近習たちに、次々と指示を連発して、二十余の飛人たちに密書を持たせて旅立たせる。木ノ芽峠辺りに進出した徳川家康にも急使を送る。

　信長は、極度に緊張している武将たちを呼び集め、世間話でもするかのように飄ひよう

 々ひよう

 とした口調で、

「直ちに陣を引き払う。来た道を、ゆっくりと戻るだけのことじゃ。敵の追撃は、あと四、五日してからだ。慌てず、慎重に兵を進めよ。南近江には、伊勢から来た滝川一益の一万余を加えて三万の味方がおる。浅井や六角に、手出しはさせぬ。安心せよ。撤退の殿しん

 軍がり

 は、藤吉郎、十兵衛、勝正（摂津守護・池田勝正）に命ずる。退の

 いてくる徳川家康勢と合流して、関峠に陣を布け。鉄砲衆は全て残す。万一の場合には、若狭国吉城に籠れ。救援の軍勢を送る。儂は、馬うま

 廻まわり

 だけを連れて京に入る。二条御所の公方様と協議してから、南近江に向かう」

　信長は、撤退する軍勢の順番をてきぱきと決め、細かい指示も忘れない。

　若狭に向かう街道には、十間（約十八メートル）ごとに松明を持った軍兵が並び、粛々と歩む具足姿を赫々と照らし出していた。

　夜明け前、ひとときの涼風が翡ひ

 翠すい

 色の樹々の間に縹ひよう

 渺びよう

 と流れている。関峠に陣した殿軍は、敵影一人見ず、一発の銃声もないままに撤退していった。

　信長は、わずかな馬廻衆だけを従えて、朽くつ

 木き

 越えをして、三十日の深夜、京の清水寺に入った。二十日に湖西を走った朝倉攻めは、僅か十日間の出来事であった。全ては、尋常ならざる信長の早はや

 技わざ

 に、朝倉、浅井ともども[image: 〓]
 ほん

 弄ろう

 された十日間と言えよう。驚かされるのは、信長が退却して十一日後、五月十一日、朝倉方は、朝倉景鏡を総大将として、魚うお

 住ずみ

 景かげ

 固かた

 、山崎吉よし

 家いえ

 、福岡石見いわみの

 守かみ

 ら一万余を南下させた。全くの無駄足であり、信長方からの反撃もなく、六月十五日に帰国した。この朝倉の用兵の拙つたな

 さは、農夫主体の朝倉軍兵の士気を著いちじる

 しく落とさせることになった。

　京・二条御所。東ひがし

 対たいの

 屋や

 。

　薄明の中、爽やかな微風が流れ込んでくる。義昭は、朝、起き抜けの朝丶

 顔丶

 を他人に見られるのが嫌であった。四し

 半はん

 刻とき

 （三十分）かけて化粧をする。鏡の中の自分を、じっと凝視した。ここ数ヶ月、就寝中に起き出して、無意識での徘はい

 徊かい

 をくり返していた。頬に土がついていたこともある。いつぞやは、制止した女房を斬り捨て、大騒ぎになった。

　──眉の端と髪の生え際の間にほ丶

 く丶

 ろ丶

 があるな。額の横皺が、多くなった気がする……──

　ぶつぶつと呟きながら、白粉を少し厚めに用いて化粧が終った。



　渡わた

 殿どの

 の辺りから筝そう

 の琴と横笛の調べが聞えてくる。

　引ひき

 直衣のうし

 の飛鳥あすか

 井い

 雅まさ

 教のり

 [image: 〓]
 が、拝礼して退坐していった後には、冠こうぶり

 直衣のうし

 に紅べに

 袴ばかま

 の義昭が、上坐から信長を見下ろしていた。義昭の細い唇が、ゆるやかに開いた。掠かす

 れた声だ。

「此度の上洛、大たい

 慶けい

 、大慶」

　信長の表情に一瞬、不快な陰影が走り、頬に赫味が差した。

「思いがけなく、浅井備前守長政が、謀反。やむなく退の

 いて参りました」

「なんと、御お

 事こと

 の姻戚が、裏切ったとな」

　頭をうしろにぐいとひいた義昭は、咳払いして、鼻をこする。

　信長の眉が、一瞬、閃光の速さで、吊り上り、元に戻った。

　──小勢に過ぎぬが、御所の周辺は、防備をかため、兵ひよう

 糧ろう

 米まい

 も運び込ませておる。何を急に用心せねばならぬのか……──

　義昭は、下唇をかむ。

　──雅まろ

 がしたことは、たかが数本の御教書を送っただけのこと。この場に、証拠になるものは、一つとてない──

　信長は、瞬まばた

 きの回数が多くなった義昭の目をじっと見つめたが、つと視線をはずす。

　──今、追いつめるのは、まずいな。この男が、逃亡して、どこぞの武将のもとに、とび込めば、厄介なことになる。ここは、しらを切っておくか……──

　信長は、そよと微笑を口許に浮かべ、大きく頷いてから、

「事態が、落ちつくまで、某それがし

 、一旦、岐阜に戻りまする。不在の間、公方様をお護りするべく、十二の式しき

 神がみ

 を置いて参りまする」

「…………」

　義昭は、ぎょっとして目を大きく見開く。

「某が、召使う式神は、青せい

 龍りゆう

 、勾こう

 陳ちん

 、六りく

 合ごう

 、朱す

 雀ざく

 、騰とう

 蛇だ

 、貴き

 人じん

 、天てん

 空くう

 、天てん

 后ごう

 、大だい

 陰おん

 、玄げん

 武ぶ

 、大たい

 裳そう

 、白びやつ

 虎こ

 。普通は、肉眼では、見えませぬ」

「前さきの

 将軍・義よし

 栄ひで

 公を呪殺したのも式神か」

「あの時は、某を護るために、式神は、忠実に働いた結果でござりまする」

「…………」

「京の町は、四し

 神じん

 相そう

 応おう

 によって創られており、式神たちにとっては、働き易い土地柄にござりまする。京の静謐が乱される時、某、直ただ

 ちに参上致しまする」

　義昭の肩から力がふっと抜けるのを確かめた信長は、ひそかに、

　──この男の暴走を制御するには、まがまがしいも丶

 の丶

 の丶

 け丶

 の幻想が利き

 くようだ──

　信長の自信に満ちた態度に気け

 おされている義昭の耳底に、呪いの法ほう

 文もん

 が、響く。　[image: 〓]
 もえん不動王　火炎不動王　大山不動王逆さか

 しに行うぞ　逆しに行い下せば……
 　胸苦しさに襲われてうずくまる義昭。いつのまにか、信長は立ち去っていた。



　元亀元年（一五七〇）五月二十日。

　信長の頭上にぎらぎらとした日の光が、漲っている。合丶

 田丶

 の丶

 口丶

 の畠は、陽炎の息を吐き、凋しぼ

 みきって色いろ

 褪あ

 せた匂いを立てていた。木立の中に板葺屋根の木き

 地じ

 師し

 の小屋が見えてくる。木地所だ。馬に一ひと

 鞭むち

 を当てた信長は、馬前に延びている白い道の彼方かなた

 に眼を凝らす。

　十九日、早朝、永原城を出た時には、蒲生がもう

 賢かた

 秀ひで

 を先頭にして粛々と進んでいた一行であったが、いつしか疾駆する信長に六十騎の馬廻衆は、ずっと後の土煙の中に霞んでいる。

　才さい

 の神かみ

 を過ぎ、道は急坂となり、弓ゆみ

 切きり

 からは、鬱うつ

 蒼そう

 とした森に入ってゆく。葉を繁らせた厚い樹冠のため空も見えない。信長は、巧みな手た

 綱づな

 捌さば

 きで馬を操あやつ

 り、軽々と坂を上ってゆく。黒の小袖と袴に、亀きつ

 甲こう

 金がね

 や鎖を家いえ

 地じ

 に縫い込んだ鎖くさり

 帷かた

 子びら

 、篠しの

 脛すね

 当あて

 、鉄てつ

 籠ご

 手て

 、鎖鉢巻……黒武者の信長。馬は、黒鹿か

 毛げ

 。

　後方の馬廻衆は、あまりの急坂に、皆、馬から下りて歩か

 行ち

 となっている。

「えい。邪魔だ。どけいっ！　道案内役の蒲生賢秀じゃ。殿は、いずれぞ。通してくれいっ！」

　顔を真っ赫にして怒鳴る賢秀。必死に激しく馬に鞭を入れるが、鞍からずり落ちそうになり、走り寄った小者に抱きかかえられる。

　大おお

 曲まがり

 の石塔を過ぎた辺りで、信長は、手綱をしぼって馬を止めた。前方の道を倒木が塞ふさ

 いでいる。両側は、色とりどりに花をつけた低木ばかりだ。

　──倒木ではない。向こうの森から、わざわざ運んだものとすると……──

　ひらりと馬から下りた信長は、七五三しりくめ

 縄なわ

 で巻き締めた実戦刀を抜き放った。手首には、太い苧お

 縄なわ

 の腕うで

 貫ぬき

 。乱戦で落しても、すぐに引き寄せるためのものである。腰を落し、油断なく、周囲を見廻した。辺りは、静に静に風が流れて人影はない。ややあって、人声と馬蹄の響きが近づき、先を争って後続が追いついてきた。

「賢秀！」

「ははっ」

「六左衛門と藤九郎を引きつれ、千ち

 種ぐさ

 峠辺りまで探さぐ

 って参れ。歩行だぞ」

「…………」

　平ひら

 蜘ぐ

 蛛も

 に這い蹲つくば

 った賢秀らは、跳ね起きると、土煙を蹴立てて、こけつまろびつ駆け去ってゆく。

　──甘い。味方の情報は、敵に筒抜けだ──

　信長は、騒然となって倒木を片付けている家臣を背にして、地図に片膝ついた。何かを見定めんとするかのように、口の中に呪文を唱えながら道の前方を見据える。九字の秘伝、邪じや

 視し

 の呪じゆ

 法ほう

 だ。大地の湯気の中に、朧気に人影が滲んで浮び上ってきた。

　──蓑みの

 をつけた蓬ほう

 髪はつ

 ……ワタリか……。手に棒のようなものを持っておる。弓か鉄砲か……飛道具を持った一匹狼か……──

　極度の集中で、信長の眼まな

 裏うら

 に星がとぶ。血が沸騰しているかのように手足に痺しび

 れがゆきわたってゆく。胸の動悸がたかまる。

　信長は、胴震いをおさえられないほど緊張している馬廻衆に、

「待伏せは、小勢ぞ。構わず、一気に蹴散らして前に進めばよい。道は、これより長い下りだが、奇岩が見える辺りから峠まで上りだ。勢いをつけて、一気に駆け登れ。待伏せがあるとすれば、上りの途中。儂が、先頭じゃ。続けいっ！」

　ぴしっと激しい鞭の音。一筋の道が、真っ直ぐに続いている。疎まば

 らな木立や灌かん

 木ぼく

 の茂みが、眼前を掠かす

 め過ぎる。眼が眩むばかりの勢いをつけ、一気に坂を駆け登る。信長の頬は弛ゆる

 んできて、口を大きく開きざま、哄笑が、喉のど

 から飛び出してきた。

　ずだぁーん！

　左前方の林が、轟然と火を噴き、肩先を黒虫二匹が、ひゅんと飛び去った。

　──狙い撃ちされるは、しょっちゅうよ。当てられるものかっ！──

　信長は、怒号した。

「撃ってみよっ！　撃ちやがれっ！　糞っ！」

　信長は、憑つ

 かれたように鞭を振い、馬を煽あお

 り煽った。

　何処ともなく遠くに雷鳴が聞える頃、信長一行は無事、伊勢路に下り、二十一日には、岐阜に到着した。

　あとで解ったことだが、信長を狙撃したのは、杉すぎ

 谷たに

 善ぜん

 住じゆ

 房ぼう

 という甲賀忍者であった。

　善住房は、甲賀五十三家の一つ、杉谷与藤次の子で鉄砲の名手として名を馳は

 せていた。

　信長狙撃の依頼者は、六角承禎。この事件は、甲賀忍者の仲間うちでは広く知られていたから、善住房は逃げきれず、天正元年（一五七三）、高島郡で捕ほ

 縛ばく

 され、岐阜に引き立てられた。信長は、テ丶

 ロ丶

 を禁ずるには、極刑しかないと考え、世に法丶

 を示した。善住房を直立したまま肩まで土中に埋め、竹たけ

 鋸のこぎり

 で毎日、少しずつ挽ひ

 かせた。善住房は、苦悶の中、六日目に絶命した。これは、世人に衝撃を与え、以後、この様な事件は、ぴたりと影をひそめた。

　信長の“残虐”は、個人の感情ではなく、法丶

 であった。


 
第四章　姉川合戦









　元げん

 亀き

 元年（一五七〇）五月二十五日。岐阜城下で軍兵を訓練していた信長のもとに朗報がとび込んできた。

　近江坂田郡鎌かまの

 刃は

 城主・堀ほり

 秀ひで

 村むら

 が降伏を申し出てきたのだ。秀村の父・遠江とおとうみの

 守かみ

 は、浅あざ

 井い

 氏に仕えていたが、秀村幼少の時、父は没し、秀村は家を継いでいた。秀村の後見役・樋口直房は、機を観み

 るに敏な男で、信長の将器を買い、秀村を説得して、信長に帰属を決めたのだ。時を同じくして、美濃から近江に入る東の関門の長たけ

 比くらべ

 城の城代・樋口三郎兵衛も、信長に降伏を申し入れてきた。

　──よし。これで、心おきなく小お

 谷だに

 城近くに合かつ

 戦せん

 場ば

 を決められる。出陣するぞ──

　勇躍した信長は、挙兵の号令をかけ、三河の徳川家康に急使を送る。

　六月十五日には、徳川家康が、五千余を率いて岐阜に到着した。



　その夜。千畳敷にある天主常御殿の四階は板戸を閉めきり、信長と家康は、一いつ

 穂すい

 の燈ともしび

 を挟んで相対していた。

　心を透す

 かし澄す

 ませた信長は、微笑ほほえ

 んで、

「鉄砲の数は」

「三百五十挺ちよう

 で……」

「当方の五百挺を与よ

 力りき

 いたす」

「忝かたじけの

 うございまする」

「儂わし

 は、十九日に進発して、虎とら

 御ご

 前ぜ

 山辺りに陣を布く。徳川殿は、二十四日に岐阜を出て合流してもらおう。儂の役目は、浅井長なが

 政まさ

 を野戦に引きずり込むこと。小谷に籠城されるとまずい」

「小谷城の支城・横山城は、本城との距離が遠うござりまするが……」

「中ちゆう

 途と

 半はん

 端ぱ

 な砦よ。小谷城の防備用としては、存在価値はない。長政は、早々と放棄しておくべきであった。あの砦に、二千余も軍兵を入れてある。砦が、危あや

 うくなれば、長政は、野戦せざるを得ぬことになろう」

　信長は、ふんと鼻先で嗤わら

 う。家康は、膝前にひろげた地図をじっと見て、

「朝倉勢の援兵は……」

「来る。一万というところか。越前兵は、勇猛との評判だが、合戦の相手は、ほとんど土一揆だ。縦に一直線で押す戦法で百姓どもを押し潰してきた。強豪相手に鎬しのぎ

 を削けず

 る戦いくさ

 を経験してはおらぬ。軍兵の中には、僧兵・神じ

 人にん

 も多く含まれておる。朝倉相手では、第二陣に鉄砲を集め、敵が勢いに乗った出鼻を叩く。中盤で、若い精せい

 兵びよう

 二千が側面から回りこみ攻撃すれば、敵は狼ろう

 狽ばい

 するぞ。浅井相手なら、鉄砲は本陣の前だ。合戦終盤で、相手の疲れがみえたところで、側面を衝つ

 くのがよい。合戦は、一日で終る」

「小谷城に籠城されたら……」

「あの城を攻めるには、高低差を埋めねばならぬ」

「高低差で……」

「まともに攻めれば、あの山城では、犠牲者がふえる。高低差を埋めるには、多量の鉄砲が要る。ざっと四千挺は要る計算だ。これには、まだ足りぬ。来年だな」

　二人の密談は、深更にまで及んだ。この中で、信長が、家康にさえ明かさなかった秘密があった。それは、

　──長政を野戦におびき寄せるには、囮おとり

 がいる。囮は、儂の命よ──



　眩まぶ

 しい大空の光。陽炎の立つ大地の熱気。五月十九日。云い知れぬ獰どう

 猛もう

 な目の信長は、二万三千余を率いて岐阜を出た。連日、鍛え上げられた若者中心の織田勢の速度は、極めて速く、翌日には、横山城を西に視て北国脇往還を進む。二十一日には、弟・織田信のぶ

 包かね

 、丹羽長秀、水野信元ら九千余で横山城を包囲。信長の主力は、一気に小谷城近くまで進み、威い

 嚇かく

 したあと、小谷城の南半里（約二キロ）にある虎御前山に着陣した。この進軍における驚異の速さを信長は、姉あね

 川がわ

 合戦でも駆使することになる。信長は、決意した。

　──合戦の方法を一変させねばならぬ──

　これまで信長は、自軍の濫らん

 妨ぼう

 ・放火・人ひと

 執と

 りを厳しく禁じていた。が、この時代、信長だけのやり方であり、武田信玄、上杉謙信など戦国大名は、全て乱妨狼ろう

 藉ぜき

 をくり返していたのだ。信長の合戦は、新しい段階に進み、敵の大名は、全て宗教団体と手を結んで牙を剥む

 く。全国の宗教団体は、全て武装していた。浅井、朝倉領には、天台宗の寺院が連なり、それに重なるように一向宗寺院がある。越前からの撤退の時、七里半越えを通る、徳川、池田、木きの

 下した

 勢に襲いかかったのは、海津、大浦などの北近江の土一揆勢一万余であった。これらは、浅井長政の経済的基盤でもある。堅城に籠っている浅井長政を挑発するために、森三さん

 左ざ

 衛え

 門もん

 可よし

 成なり

 、坂井政尚らに命じて小谷城下町、近辺の村々に火をかけた。紅ぐ

 [image: 〓]
 れん

 の炎は、泣き叫ぶ町衆の声を呑み込んで、家々は瞬またた

 く間に灰かい

 燼じん

 に帰した。織田勢は、地団駄を踏む城兵の恨みの視線を楽しむように駆け回る。

「越前勢が、一乗谷を進発いたしました」

　物もの

 見み

 （斥候）が、次々に注進してきた。

　──彼奴きやつ

 らは、速度が牛丶

 よ。到着は、二十六日頃だ……──

　信長は、殿しん

 軍がり

 を佐々さつさ

 成なり

 政まさ

 の鉄砲衆に任せて、翌二十二日、北国脇往還を南下して、横山城東方一里（約四キロ）の弥や

 高たか

 に移動。二十三日。信長は、北に前進し、姉川の南岸・竜ヶ鼻に本陣を置いた。この時の配置は、本陣五千余以外の一万八千余は、横山城を包囲するという不思議なもので、信長だけが、突出する型だ。その夜、信長は、諸将を集めて密議し、信長囮作戦を細かく指示する。合戦は、未明に始まるので、陣立ては、夜間に完了せねばならぬ。信長は、既に岐阜で、長良川の対岸にある鷺さぎ

 山やま

 城を横山城に見立てて、連夜、闇の中での陣替え訓練を徹底的にやっていたのだ。松たい

 明まつ

 は、一切使用せずにである。

　二十四日は、諸将と直属の侍大将らが、信長の指示のもと、陣地の位置を周辺の風景を目印にして確認。退却は、必ず後陣の左翼と右翼を回り込み、弧を描えが

 いて後陣の直後に入って反撃するというものであった。

　萎しな

 びた草木の色いろ

 褪あ

 せた匂いの中、信長は、片時も休まず動きまわる。歩くたびに舞い上る埃ほこり

 が武将たちにのしかかる。そんな時、街道から白い埃の鼻先が、ぐんぐんと近づいてきた。

　馬からひらりと着地したのは、母ほ

 衣ろ

 衆しゆう

 ・毛利良勝。

「申し上げます。徳川家康様五千余のご参着にござりまする」

「よし。竜ヶ鼻の陣幕に案あ

 内ない

 せよ」

「ははっ」



　陣幕内に戻った信長は、鎖くさり

 帷子かたびら

 とぐっしょりと汗に濡れた小袖をかなぐり捨て、樽の水を浴びる。

　白い明かた

 衣びら

 に銀箔で桐きり

 蝶ちよう

 の紋を押した黒い陣羽織。黒い笠をかぶって、どっかと床しよう

 几ぎ

 に腰を下ろす。地面は、蒸れ臭く熱気に喘あえ

 いでいる。が、信長の脳裡の天地はひっそりと鎮しず

 まり返っている。眼を一点に集中させて、岐阜で立案した作戦と荒々しい眼前の現実との誤差を埋めてゆく。

　──合戦は、予測できぬな。同じものは、一つとしてなく、また一回限りだ──



　陣幕が上り、浅あさ

 黄ぎ

 綾あや

 威おどし

 の大おお

 鎧よろい

 の男がぬうっと入ってきた。鉢巻をした顔の色は、疲労のためか幾分蒼あお

 ざめて見える。徳川家康。時に二十九歳。湿気と暑気とに気力がつきている様子。信長は、笠かさ

 をぬいで立ち上り、

「炎天の時節、遠路の参陣、忝かたじけな

 い」

　満面に笑みを浮べた信長は、家康の足元にちらと視線を送った。擦す

 り切れた草鞋わらじ

 だ。

　──かなりの強行軍だったようだ。頭からぽっぽと湯気を立て、吐く息も臭い──

　信長は、家康を陣幕の外に案内し、並んで岩に腰を下ろした。信長は、東を指差し、

「雲がかかってよう見えぬが、あれが伊い

 吹ぶき

 山やま

 。正面が、大おお

 寄よせ

 山やま

 。あの中腹に、昨日から浅井の手の者が入っておるところを見れば、陣取りの下した

 拵ごしら

 えだな。二十六日、浅井長政は、小谷城を出て、あの山に陣をはる。その頃には、越前の援軍も到着する。あの山から、我が本陣、竜ヶ鼻までは、一里半（約六キロ）。一気に押し掛けるには、遠すぎる。姉川の対岸にある野村から三田村に展開の後に攻めかかる……早くて二十八日未明。余裕は、たっぷりある。ゆっくりと休養されよ。

　徳川殿の陣は、あの千ち

 草ぐさ

 。兵糧は、既に運ばせてござる。姉川は、川幅五十五間けん

 （約百メートル）、水深は、脇の辺り。腹ごしらえがすんだら、川遊びは、如何いかが

 であろう」

　意外な言葉に、家康は、思わず破顔。

「川に魚を放てば、必ず上流に向うて全身を鋭く動かせ水を打つ。魚の信念でござる。人間も、水に入って魚の真似をすれば、もりもりと力が湧いてくる。やってみなされ」

　信長の哄こう

 笑しよう

 に、家康の顔に血の気け

 が、甦よみがえ

 ってきた。信長の外面上の気丶

 楽丶

 さ丶

 は、越前・一乗谷から北国街道にかけて放つ夥おびただ

 しい細さい

 作さく

 からの綿密な情報に裏打ちされていた。援軍の大将は、朝倉義よし

 景かげ

 でなく朝倉景かげ

 健たけ

 であり、兵数一万余にしては、極端に少ない大荷駄、小荷駄の車数から、短期決戦を目もく

 論ろ

 んでいることを[image: 〓]
 つか

 んでいた。また、小谷城下町や近隣の村落焼打ちの効果は絶大で、失墜した領主の権威を取り戻すため長政は、小谷城から打って出る準備に入ったことが、城内の謀ちよう

 者じや

 からもたらされた。



　二十六日。大寄山中腹の断崖上。

　白糸威大鎧の浅井長政は、広々とした平野を見下ろしていた。山麓を流れる草野川。荒地の中に狭い耕作地が散在し、灌木の茂みの向こうは、一面の葦あし

 原はら

 だ。その中を銀色に光る大蛇の背がうねっている。姉川だ。視界は、光と炎熱で熔と

 けて、茫とした靄もや

 の中にゆらいでいた。

　背後がざわめき、六十二間筋すじ

 兜かぶと

 を小脇にかかえた母衣武者、上坂五助が、跪ひざまず

 いた。

「申し上げまする。竜ヶ鼻の中腹に、織田信長の永楽通宝の馬印。麓から勝山にかけて五千余が布陣しております。その左翼、上坂に三ツ葉葵あおい

 の馬印、徳川家康の五千余が四段になって陣取っております」

「織田の主軍は」

「横山城を包囲、猛攻を加えておりまする」

「…………」

　長政は、小さな下唇を前にぐいと押し出して、ため息をついた。

　──信長は、死丶

 地丶

 におる。天下人に近づいて油断が出たな。明日、朝倉勢二万余が到着すれば、味方の全軍が、深夜、野村、三田村に布陣完了し、攻撃開始するに、二ふた

 刻とき

 半（五時間）しか要せぬ。深夜、子ね

 の刻（深夜の十二時）、味方の炬火たいまつ

 を見て驚いた敵が、横山城包囲を解と

 いて川畔に移動したとしても、暗闇の中で大軍は、大混乱となるは必ひつ

 定じよう

 。信長は、死ぬ……──

　長政の口の両端にえ丶

 く丶

 ぼ丶

 が浮んだ。

　その頃、織田勢と徳川勢は、それぞれの本陣の前方一町ちよう

 （六十間、約百九メートル）の葦あし

 を刈りとり広場とすることに専念していた。敵が、本陣に迫って来れば、鉄砲衆の一斉射撃で薙な

 ぎ払い、混乱に乗じて反撃に転じるためだ。鎌を振う手を止めた信長は、ぐぐっと背を伸ばす。さっきまで空一面に広がっていたい丶

 わ丶

 し丶

 雲が、いつの間にか溶けて消え、青い空が澄す

 み渡っている。信長は、目を瞬しばたた

 かせて大寄山を眺めた。

　──あの中腹から、浅井長政は、こちらを窺うかが

 っていような。こちらの陣形を尋丶

 常丶

 な丶

 ら丶

 ざ丶

 る丶

 も丶

 の丶

 として、死丶

 の丶

 匂丶

 い丶

 を嗅か

 ぐことができるか……。陣形の輪郭だけを厳密に求めれば、本丶

 質丶

 の丶

 中丶

 身丶

 がぼやけてしまう。まあ、見抜けまいて……。彼奴の作戦は、中丶

 央丶

 突丶

 破丶

 しかない──



　身の丈たけ

 を越す葦を掻き分けて泥どろ

 塗まみ

 れの家康が、湯のような風を運んできた。鎌を持っている。大鎧は脱ぎ、手て

 細ぼそ

 に四よ

 幅の

 袴ばかま

 の草いきれむんむんの軽装。まるで馬うま

 追お

 いである。

「こちらでございましたか。側面攻撃の役は、榊さかき

 原ばら

 康政二千に決めましてござりまする」

「うむ。あの若武者か……」

　信長は、頷きながら心の底で、昨日とは別人のように精悍な家康に唸った。

　──若いな……──

「渡河地点は、ここから十町（約一キロ）下流で、姉川が右に折れ曲っておる辺り。合戦場からは、完全に死角となっておる。予あらかじ

 め伏せておき、合戦開始で渡河し、灌木にかくれて身をひそめ、徳川殿の狼煙のろし

 で、敵本陣を右翼から衝く。徳川殿の狼煙は、あの一本松辺りがよかろう。儂の狼煙は、竜ヶ鼻の中腹。間違うことはない」

「ご配慮、忝うござります。某それがし

 の敵は、浅井、朝倉のいずれで……」

「それは、攻め寄せる敵が決めること。が、儂を狙うておるのは、長政だ。儂の馬印に向かってくるのは、浅井勢よ。徳川殿には、朝倉勢が来る。敵は、一万余。与力をしたいが」

「某は、常に五千余で動いておりまする。与力は、ご無用にござりまする」

「それでは、貴殿も顔見知りの稲いな

 葉ば

 通みち

 朝とも

 に千余をつけるゆえ、下げ

 知ち

 してもらいたい」

「忝うござりまする」

　家康は、陣立てについて細々と信長の意見を聞き得心して戻っていった。信長は、大きく呼吸する。ふと岩陰に一ひと

 本もと

 の紫し

 苑おん

 を見つけた。

　──思い草か……。季節はずれだな──

　薄紫の花とお市の面影が重なる。

　──長政と家康は、同じ年格好。この違いは何ぞ……。同じ同盟者でも、家康は武田信玄の侵略に苦しみながらも、はるばる三河から五千もの兵を率いて救援に来てくれておる。一方、長政は、姻戚でありながら、あの時点で反旗を[image: 〓]
 ひるがえ

 した。心の底から違和感がある……。家康は、幼少の頃、人質として艱かん

 難なん

 辛しん

 苦く

 した。長政は、ぬくぬくと育ち、日常生活で骨の折れる下した

 働ばたら

 きをしたことがない。このような人間は、実態とかけ離れた知識を、うまく加工して、もっともらしく見せることに長た

 けるようになる。理由のはっきりしないい丶

 ら丶

 立丶

 ち丶

 こそが、長政謀反の原因ではなかろうか……──



「主将は、朝倉景健だと……。軍兵も半分か……」

　遠藤直なお

 経つね

 の報告を聞いて、浅井長政は、絶句し、天を仰いだ。越前の大たい

 守しゆ

 ・朝倉義景が二万の兵を率いてくると、勝手に思い込んでいたのだ。

　その夜の軍議には、浅井側として、磯いそ

 野の

 員かず

 昌まさ

 、阿あ

 閉つじ

 貞秀、新庄直頼。朝倉側は、景健のほか、前波新八郎、朝倉景紀が集まり、議論が沸騰したが、横山城が、命旦たん

 夕せき

 に迫っており、敵将・織田信長本陣が五千、徳川家康が五千と、意外なほど小勢と知らされ、衆議は、瞬く間に、中央突破と決った。



　動かない信長は、全神経を集中して戦っていた。二十七日、深夜、大寄山中腹に動く松明を認めるや、横山城包囲軍に伝令をとばし、丹羽長秀三千余を残して、一万五千余が、闇夜の中、三間（約五・四メートル）幅にひろげてあった道を急流となって姉川畔へ。寅とら

 の上じよう

 刻こく

 （午前三時）には、身の丈を越す葦原の中で布陣。軍兵は、伏せたままで、打うち

 違がい

 袋ぶくろ

 から握り飯を出して口に運び、水みず

 禽とり

 の声を聞いていた。



　鴉からす

 の鳴く声がする。[image: 〓]
 さ

 え[image: 〓]
 えとした黎れい

 明めい

 の光が薄紫色から半透明の薄紅へと染め上げ始めた。遥か伊吹山の勁つよ

 い稜線が、銀ぎん

 鼠ねず

 の光を放っている。白糸威大鎧の大将・朝倉孫三郎景健は、陰のない泥土がひろがる三田村を眺めて舌打ちした。

「これでは、腰も下ろせぬ」

　顳こめ

 [image: 〓]
 かみ

 に青筋を浮かべた景健は、馬上、姉川対岸に眼を凝らすが、緑ろく

 青しよう

 にくすんだ抹茶をまぜたような葦原にひそむ敵影は、全く見えない。景健が、焦るのも当然で、この時代の戦闘は、攻城戦が大半で、平地での大規模な遭遇戦は、きわめて稀まれ

 であった。姉川の状況も現在とは、まるで違っていた。野村から三田の両部落にかけて二キロほどは、川岸は高さ二メートルほどの崖になり、川幅は百メートル、水深一メートルもあった。



　──朝倉勢は、なぜ動かぬ。約やく

 定じよう

 と違うではないか……──

　浅井長政は、胸をあぶられる苦痛に、歯を食いしばって耐えていた。広い範囲に展散して布陣する大軍が、一斉に攻撃することは不可能で、実際は、各部隊が、少しずつ間をおいて攻撃することになってしまう。今回は、人数が、浅井勢の二倍ある朝倉勢の第一陣・朝倉景紀三千余の押おし

 太鼓を聞いて、浅井勢の第一陣・磯野員昌千五百余、続いて第二陣・浅井政まさ

 澄ずみ

 千余が、川を渡り、正面の織田勢に襲いかかる手て

 筈はず

 を決めてあった。合戦では、作戦通りに行うなどということは至難で、出たとこ勝負になる。だから各陣の指揮官の臨機応変が、大きい比重を占める。景紀が、失敗をおそれ、あれやこれやと逡巡するうちに黝くろ

 々ぐろ

 と折重なる山やま

 脈なみ

 の稜線が黄金色に燦きら

 めくと、澄ちよう

 徹てつ

 とした大気が、茜あかね

 色に染り始めた。

「まだかっ！　景紀め何をしておる……」

　唸り声をあげ、躰を震わす景健。

「まだ、先さき

 手て

 の太鼓は、聞えませぬ。いま暫しばら

 く……」

　止める浅井半助の手て

 蓋こう

 を振り払った景健は絶叫した。

「押太鼓を打てっ！　おりゃあっ！　進めっ！」

　本陣の大太鼓に仰天した第一陣の押太鼓、法ほ

 螺ら

 貝がい

 、怒声と鬨とき

 の声が、大地に響き渡った。僅かな光が斜めに射す中、朝倉勢の旗差物が、大波の上下するようにうねりつつ川中へと押し出してゆく。



　対岸。葦の生お

 い茂る堤には、徳川勢の第一陣・酒井忠次の鉄砲衆が腹這いで、流れを見下ろす。鉄砲数・八百五十挺。背後に、長なが

 柄え

 衆、弓衆が控え、銃手が、弾た

 丸ま

 を填こ

 める間、敵の突進を防ぐことになっていた。信長が与力してよこした鉄砲衆五百は、皆、調合した硝薬を紙筒に入れた早はや

 合あわせ

 を持参していた。今日の薬やつ

 莢きよう

 に当るもので、弾丸と共に銃身に入れれば、すぐに発射できる。

「まだだっ！　先頭が渡りきって崖に取り付くまで待てっ！」

　鉄砲の先さき

 目め

 当あて

 （照星）の向こう、川かわ

 面も

 を埋めた敵勢は、脇まである水深をものともせずぐんぐんと近寄ってくる。薄明の中、蛍火（火縄の火）が、夥しく点滅し、鼻をつく臭いがひろがる。下流に浮寝していた雁が、慌あわただ

 しく飛び立った。激しい水音がして、まっくろに身を寄せあった敵が、崖下にあがり、斜面を槍先をそろえて登ってきた。あと二間（約三・六メートル）という瞬と

 間き

 。忠次の鋭い声がとんだ。

「いまだっ！　放てっ！」

　理不尽に敵を襲う霹へき

 靂れき

 。耳をつんざく轟音に、詰め寄ってきた敵武者は、銃弾に顔を吹き飛ばされ、硝煙の中にくずおれた。地を這う濃い硝煙の中、転落してくる屍しかばね

 の山崩れに黒山のような敵勢は、悲鳴をあげ、四分五裂となって大混乱となる。



　遠方から聞える轟音、喚声に、浅井方の磯野丹たん

 波ばの

 守かみ

 は、両眼から殺気の箭や

 をはなって、采配を振った。

「それっ！　それっ！」

　耳じ

 朶だ

 を劈つんざ

 く喊かん

 声せい

 と共に磯野勢の騎馬武者たちは、二手に分かれ、織田の先鋒・坂井政尚勢を挟み込むように殺到した。ずらり並んで突入してくる槍やり

 尖さき

 の閃きらめ

 きに、恐怖で眼を吊り上げた坂井勢足軽槍衆は、槍やり

 衾ぶすま

 をつくるが、脆もろ

 くも踏み破られた。必死で踏み止とど

 まろうとするが、右翼に無数の旗差物・馬印が蠢うごめ

 き、磯野勢の長槍衆が押し出してきた。光の波が、上下しながら隙間がない。磯野勢の攻撃法は、数は少ないが騎馬武者の密集で敵をひるませ、次に長槍衆で敵を殲せん

 滅めつ

 するというものだ。蝗いなご

 の如くに逃げ散る味方に、政尚は、歯をむき出し、

「戻せ、戻せ、卑怯者めがっ！」

　叱しつ

 咤た

 する政尚自身も、気がつくと、退却軍の津波の中でもまれていた。何をするか解らぬ敵の行動に、一々適切な対応をすることなど、今も昔も不可能に近い。一度、崩れ出すと、自壊が始まる。軍団が、精強といっても根の浅いもので、実体は、どこでも烏う

 合ごう

 の衆なのだ。恐怖は、瞬く間に伝染して、第二陣・池田信輝、第三陣・木下秀吉らの軍勢が巻き込まれるのに、歯止めはかからない。羽根音が唸り、無人となった馬が狂奔する。

　空に重く蠢いていた黒雲が、北に流れ、眩しい陽射しが、草原にかっと照りつけた。本陣を竜ヶ鼻の中腹から麓に移動させた信長は、敵勢が、味方の懐ふところ

 の中に喰い込んでくるのを、粛として眺めていた。信長は、鎖鉢巻で黒の小袖と袴に亀きつ

 甲こう

 金がね

 や鎖を家いえ

 地じ

 に縫い込んだ鎖帷子、篠しの

 脛すね

 当あて

 、鉄てつ

 籠ご

 手て

 ……いつもの黒武者である。長い柄つか

 を血ち

 糊のり

 で滑らぬ様に七五三しりくめ

 縄なわ

 で巻いた実戦刀。手首には、太い苧お

 縄なわ

 の腕うで

 貫ぬき

 があるのは、落しても、すぐに引き寄せるためだ。

　見渡す限り血ち

 腥なまぐさ

 い風景に変貌し、至るところで凄まじい乱闘と殺さつ

 戮りく

 が展開していた。無数の白銀の弧が、踏みしだかれた葦原にとぶ。大気に立ち昇る叫喚と悶絶。黯くろ

 々ぐろ

 と拡がる熱い血の論理。片隅の風景が、轢れき

 断だん

 された地上を歪ゆが

 めてゆく。

　大波のようにうねりながら強くなってくる浅井勢の鬨とき

 の声。織田勢は、第一、二、三陣と次々に敗れ、第四陣・柴田勢は狼狽する。

「権ごん

 六ろく

 っ！　無ぶ

 様ざま

 ぞっ！」

　信長は、歯は

 軋ぎし

 りして印いん

 契けい

 を結び、凄まじい眼の光星を第五陣・森可成に飛ばした。

　その時だ。右手の一本松辺りから狼煙のろし

 が立ちのぼった。徳川家康の合図だ。

　──よし……榊原の出番だな……──

　徳川勢に与力した最後尾の稲葉通朝勢の旗印が見えなくなっているところから観れば、朝倉勢との修羅場は、姉川両岸での鬩せめ

 ぎ合いに移ったようだ。顔を歪めながら駆け寄ってきた赤母衣衆・長谷川橋介が、跪ひざまず

 いた。

「浅井の本陣が動き、川を渡りました」

「よし。麓の鉄砲衆を、第六陣、佐久間勢の前に出せっ！」

「ははっ！」

　跳び上って駆け出す橋介の彼方かなた

 、森勢は急に弧を描いて左右二手に分れ、突進してくる阿閉貞秀勢と新庄直頼勢を挟み込むように攻撃し、見る間に敵の動きを喰い止めた。

　──うむ。可成は、臨機応変が利き

 く──

　間髪を容い

 れず、信長の裂声。

「狼煙を上げいっ！」

　この合図は、横山城監視に残っていた氏うじ

 家いえ

 直元勢千余と安藤範俊勢千余が、敵の左翼を側面から攻撃せよというものだ。

　一方、三田村付近では、徳川勢と朝倉勢が、姉川を行きつ戻りつ、川畔を血に染めて凄絶な白兵戦を行っていた。一進一退の激闘も、渡河して伏せていた榊原勢が、敵の右翼から側面攻撃するに及んで、朝倉勢は、大混乱となり、勇将・前波新八郎や魚うお

 住ずみ

 景かげ

 固かた

 が、戦死。大太刀の使い手で有名な真ま

 柄がら

 直なお

 隆たか

 父子も討たれた。



　陣じん

 鉦がね

 、法螺貝の耳を聾ろう

 する音が、信長本陣に近づいてくる。信長は、馬うま

 廻まわり

 衆しゆう

 十騎だけを残し、あとは第六陣・佐久間勢に加勢させる。

「それいけ！」

　肺腑を震わせる信長の怒号。

　忽然と、葦を刈り取った広場に騎馬武者が躍り出た。二十余の歩か

 行ち

 武者が続く。

「浅井長政が家臣、遠藤直なお

 経つね

 、織田信長殿に見けん

 参ざん

 っ！」

　紫むらさき

 綾あや

 威おどし

 の大鎧。兜の古風な大おお

 鍬くわ

 形がた

 が、煌めく。巧みな手た

 綱づな

 さばきで栗毛の馬を右回りに輪乗りして調子を計っている。弓で狙おうとする小姓を叱咤して制した信長は、躍り上って馬上の人となった。落着き払った信長は、狂気の鬼に変貌し始めた。

　なんとしても信長を斃たお

 したい直経は左、続く僚友、三田村刑ぎよう

 部ぶ

 は右から、信長を挟み込むように殺到してきた。信長の五体に精気が加速する。凜りん

 乎こ

 とした信長の大だい

 音おん

 声じよう

 。

「鬼神照しよう

 覧らん

 ！」

　魑ち

 魅み

 魍もう

 魎りよう

 の声なき声が唱和した。

　直経の大身の槍先が、左から信長の首筋めがけて襲う。

　しゃっ！

　信長は、蕪かぶら

 巻まき

 で擦り上げて払い、返しざま石いし

 突づき

 で、直経の赤あか

 猿ざる

 頬ほお

 を薙な

 ぐ。絶叫。転落する直経。信長の双そう

 眸ぼう

 は、右手から迫る刑部の動きをし丶

 か丶

 と見定める。紺糸威の刑部は、恐怖のためか、兜をぐっと伏せていた。信長の躰は、勝手に動く。鞍くら

 の前まえ

 輪わ

 を左掌で、がっと[image: 〓]
 んだかと思うと、右足を鐙あぶみ

 から浮かせ、すっくと鞍上に立ち、力任せに筋すじ

 兜かぶと

 の覆ふく

 輪りん

 部分を石突で刎は

 ねた。

　がっっ！

　刑部の首は、奇妙に折れ曲り、そのまま力なく、どたりと地面に落ちてぴくりとも動かない。悶絶した自分たちの主人の屍体にとりすがる敵の歩行武者たち。襲い掛かろうとする馬廻衆を制した信長は、馬首を渾こん

 沌とん

 たる暴虐の世界の真っ只中にある葦原に向けた。

「それいけっ！　えい！　えい！」

　信長は、馬腹を蹴った。そこは、敵味方が大波のようにうねりながら激突する修羅場。

　旗差物は、押し合って動き、馬印がゆれる。轟音。喚声と地を這う濃い硝煙。信長は、敵前を右に左に駆け違い、討ち込んでは引き、引くと見せかけ、又、攻め、敵を[image: 〓]
 ほん

 弄ろう

 する。信長の凄絶な戦い振りに、息を吹き返した織田勢は、組織立つ行動に転じた。信長は、馬上の視点から、隊伍の乱れを補っては、馬を乗り入れ朱槍を振う。

　折から、氏家直元、安藤範俊の新あら

 手て

 二千余が、浅井勢の左翼から突入し、右翼から徳川方に与力していた稲葉通朝千余が、馳は

 せ戻って攻め始めると、戦況は一変した。突然の敵の行動に、一々適切な処置をとることなど、昔も今も不可能だ。瞬く間に、浅井方第二陣・浅井雅う

 楽たの

 助すけ

 らが全滅。浅井勢は、総崩れとなった。未ひつじ

 の刻（午後二時）には、浅井・朝倉連合軍は、烏合の衆に変じ、小谷方面へとどっと敗走し始めた。九時間の戦闘で、浅井勢の死者は、千六百余。敗走し追撃された朝倉勢は、七千余、合計九千に及んだ。織田・徳川の戦死者は、八百余であった。



　蒼空に白銀の雲が、西に流れ、酸鼻の臭いが歪んだ大地を這は

 う。狭い戦場は、敵味方の判別もつかぬ屍体で埋め尽され小川や深ふけ

 田だ

 は血に染っていた。

　鮮緑の小高い丘の上。信長は、一人、馬を止めている。すぐ下の街道を、横山城を捨てて脱出した浅井方の軍兵が、面おもて

 を伏せて、滔とう

 々とう

 と小谷城へと流れてゆく。一人として抵抗する気配はない。信長は、自軍に、残敵との余計な衝突を禁じていた。

　──何い

 時つ

 か、この様な光景を見たな……──

　眼まな

 裏うら

 に星がとび、躰は、金かな

 縛しば

 りに重い。信長に勝利の喜びはなく、ゆるやかな風が、憔悴した両肩を吹き抜けてゆく。多くの人命を失った罪障の焔ほのお

 が身を灼や

 く。

　──今後、この様な合戦をしてはならぬ──

　眉を顰ひそ

 めた信長は、亡き家臣たちのお丶

 も丶

 か丶

 げ丶

 を昔日の山野に捜す。

　──このまま、小谷城に攻め掛れば、長政は、窮きゆう

 鼠そ

 となり、お市の命が危あやう

 い……──

　信長のみ丶

 ち丶

 は、信長しか知らぬ。

　──儂の意識下にあった鬼丶

 は、長い間、渾沌の中に棲す

 んでおったが、ひとたび天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 という新しい意味をもって出現した瞬間、朝倉義景、浅井長政らは、鬼丶

 と化し、刃は

 向むこ

 うてきた。この合戦は、鬼と鬼の怨霊が、激突したものよ。世に、跳ちよう

 梁りよう

 するさまざまな怨霊を鎮しず

 めることが可能なら、合戦はせずに済む。人間が、素朴に喜びをもって生きることが真丶

 実丶

 だとすれば、さまざまな真丶

 実丶

 の総合が、国というものであろう。この国を隅々にまで合戦で支配するのではなく、中央地帯さえ支配できたら、怨霊を鎮めることで、合戦せずに天下布武を実現させることを考えたい……──

　信長は、束の間、剣を振りかざし空間に向かって鋭く斬り下げた。妄もう

 執しゆう

 を断ち切るように。


 
第五章　比叡山焼討ち









　信長は行く。なりふり構わず行く。

　──この際、三好三人衆と三好康長（長慶の弟）は、潰つぶ

 しておかねばならぬ──

　信長は、岐阜で三万余の動員を始めた。



　元亀元年（一五七〇）八月二十日に出陣。横山、長光寺を経て、二十二日、近江と山城を隔てる宇う

 佐さ

 山やま

 城で、森三さん

 左ざ

 衛え

 門もん

 可よし

 成なり

 の出迎えをうけた。この城は、森可成に構築させた城で、美み

 濃の

 から京への幹線道路を確保するための拠点である。当時、山中越え、逢おう

 坂さか

 越えの二道を封鎖し、この城下を通る本街道（幅六メートル）の新丶

 道丶

 だけに集約していた。

　宇佐山の東麓から山頂の本丸へ真っ直ぐに伸びる大手道を壮年の武士が駆か

 けおりてくる。流れる様な躰捌きは、森可成であった。白はく

 皙せき

 端たん

 正せい

 な容貌には、えも言われぬ気品が、漂っている。

「此こ

 度たび

 は……」

「三好討ちじゃっ！」

　からっと明るい信長の声。まわりの竹の葉は、夏の終りの強い陽射しを力強く反射してきらめいている。大手道の両側にひろがる畠は、新たに耕されて、土の香がむっと強い。

「蝉せみ

 時雨しぐれ

 が、賑やかだな」

「はい。蝉たちも、それぞれの生命いのち

 を燃やしきっておりまする」

　信長は、この歴戦の古ふる

 強つわ

 者もの

 にだけは、ふっと心を許すものがあり、頬がゆるむ。

　可成は、信長の馬の差さし

 縄なわ

 と轡くつわ

 をとって城内を案内する。正面入口の両側に櫓やぐら

 があり、山頂は、く丶

 の字形で、北から三の丸、本丸、二の丸があり、いずれも切り立った石垣上に築かれていた。



　その夜、三の丸の郭くるわ

 にある屋敷のさして広くはない可成の居室。

　燈ともし

 火び

 の穂がゆらめき、長い歳月の空気が、一つに凝結していた。信長は、ふと盃さかずき

 を置いて、

「天て

 筒づつ

 山やま

 で……。残念であった……」

「はい。長男・可よし

 隆たか

 は、十九歳でござりました。一番乗りできて、本人も本望であったと思いまする」

　信長の横顔にふと水のように、よぎるものがあった。

　──本望なものか……あたら若くして──

　信長は、可成の眸のなかの影を見逃さない。

「可隆の下の弟は、何歳いくつ

 じゃ」

「はっ、二男・勝蔵は、十三になったばかりで」

「うむ。美濃兼山城を継つ

 がせるがよい。その下にも三人おるな」

「三男・蘭らん

 丸まる

 五歳。四男・坊丸四歳。五男・力丸三歳でござりまする」

「ほう。みな男児か」

「いずれもう丶

 つ丶

 け丶

 者で……。ただ剣の扱いは人並みに……」

「う丶

 つ丶

 け丶

 者とな……」

　信長は、相そう

 好ごう

 を崩した。

「三人とも、儂が、烏え

 帽ぼ

 子し

 親おや

 （元服時の仮りの親）になってやる。岐阜に連れてくるがよい」

「ありがたく……」

　可成は、瞬しばたた

 いて、眼め

 頭がしら

 をごしごしと擦こす

 った。

　灯明の醸かも

 し出す妖しい光の夢に酔ったかのように、昔話に花を咲かせる二人であった。

「急きゆう

 拵ごしら

 えにしては、この城はよくできておる。ただ三の丸との鞍部が深すぎる」

「大軍に攻められた場合は、三の丸は捨て、討丶

 っ丶

 て丶

 出丶

 て丶

 は丶

 退丶

 き丶

 をくり返し、一年は、もち堪こた

 えることができまする」

「この城を攻める者があるとすれば、浅あざ

 井い

 、朝倉であろうが、姉川の合戦で歴戦の勇士はほとんど失っておる。彼奴きやつ

 らに対しては、籠城が一番。救援軍が到着するまで城を出てはならぬ」

「…………」

　眉をちらっと上げた可成は、口許をぐっと引き締めた。いつものことだが、信長は、相手の顔を読み、その心に秘めているものまで読みとってしまう。

　──籠城は嫌か……。髪に白いものが混まじ

 り始めても性分は変らぬとみえる……──

　信長は、素知らぬ顔でふっと話題をそらす。

「本丸の櫓からの眺めは見事であった。銀色に光る水を湛たた

 えた湖うみ

 は美しい。儂は、この聖なる湖に神を感じる。天下布武の都は、この近江が相応ふさわ

 しい。湖に三方をいだかれた常楽寺山（のちの安あ

 土づち

 山）に城を創り、安あん

 養によう

 浄じよう

 土ど

 としての街を造る。湖の周りに今浜（のちの長浜）、坂本、宇佐山の三城を置く」

「えっ！　あの坂本でござりまするか」

「そうだ。坂本は、湖こ

 賊ぞく

 の巣だ。全て解体せねばならぬ」

　この当時、叡山は、既に、“最さい

 澄ちよう

 の叡山”ではなかった。最澄の「籠山十二年」という掟おきて

 は、僧の資格を受けた者は、比叡山に住し、十二年間、山を出ることを禁じたものだが、とうに破られていた。山上には、住む人もなく、堂塔は、朽ち果て、僅わず

 かに、根本中堂、大講堂、普ふ

 賢げん

 院いん

 、北谷西方院、瑠る

 璃り

 堂どう

 だけが残る有様であった。

　世に喧けん

 伝でん

 される四、五百の堂舎は、とっくに失われていた。堂衆は、すべて、この坂本で酒池肉林の生活に明け暮れていたのだ。延暦寺の中心、根本中堂は、永えい

 享きよう

 七年（一四三五）二月、第六代将軍・足利義よし

 教のり

 が比叡山衆徒を制圧するために、六角満綱・京極持光らに命じて、山門を包囲。逃げきれぬと観念した堂衆は、根本中堂などに放火して自殺。その後、応仁、文明の大乱（一四六七～一四七七）によって、残りの堂塔五百余棟のほとんどが、焼失していたのだ。殷いん

 賑しん

 を極める坂本の里坊に居住する堂衆は、全国末寺からの上納金や琵琶湖権益からの収益金で潤っていた。堂衆は、洛中に土ど

 倉そう

 を営む。土倉は、現在の銀行と質屋を兼ねたような一種の高利貸であった。金利は高い。五文字とも八文字ともいわれる。五文字とは、百文につき、一ヶ月五文。一年では、六十文。つまり六割の高利になる。この富を護るのが、公く

 人にん

 といわれる法ほう

 師し

 武む

 者しや

 である。山上には、“消えずの法灯”だけが、人ひと

 気け

 のない破や

 れ寺の中に、ひっそりとゆれているのが、現実であった。

　信長は、可成に向かって吐き捨てるように言った。

「山門は、正まさ

 に日本国中で第一の大だい

 大だい

 名みよう

 じゃ。近江に荘園が、如い

 何か

 ほどあるか」

「大おお

 凡よそ

 ……二百ヶ所かと……」

「正確には、二百七十六ヶ所ある。山門は、その中で百十九ヶ所を所有しておる。湖東三山と云われる百ひやく

 済さい

 寺じ

 にしてからが、叡山の無動寺に属する青しよう
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 れん

 門もん

 跡ぜき

 領だ。近江では、四割以上が山門領ということになる。由々しき問題だ。美濃・山やま

 城しろ

 にも山門領は多い。北陸道、山陰道のみならず九州と、全国に拡がっておるゆえ、正しく把握することさえ難しい。土地は、誰のものか」

「…………」

「土地は、山さん

 川せん

 草そう

 木もく

 の集合体であり、本来、天丶

 のものだ。土地は、我らが、拠よ

 って立つところであり、最後は、そこに骨がうずまってゆく。そこに人生があり、歴史がある。土地は、誰のものでもなく、われわれは、使用する権利を得ているに過ぎぬ。山門が“鎮護国家”を旗印にしても、所詮は、俗世の打丶

 算丶

 があってのこと。豊作を祈るなど、これから起こるかもしれぬことは、神にまかせ、既に生じてしもうた災害は、み仏に頼みまいらせる。これが打算でなくて、何であろう」

「当然、堕だ

 落らく

 が……。歴代の座ざ

 主す

 様は、どうして」

「防げなかったかと言いたいのであろう。防げぬ仕組となっておる。この頃の座主は、みな皇族よ。ほんのこの前までは、梶井門跡・応おう

 胤いん

 親王であったが、今は、後ご

 奈な

 良ら

 帝第三皇子・覚かく

 恕じよ

 親王だ。其そ

 方ち

 は、天台座主は、教権と経済利権を掌握して、強大な権力を持っておると考えておるが、事実は、逆でな、山門は一山堂丶

 衆丶

 の意志が優先する世界だ。座主の立場は、堂衆の意志に沿うかどうかで決まる不安定なもの。堂衆の簽せん

 議ぎ

 での座長のようなもので、大した役柄ではない。すべての悪丶

 は、堂衆とそれを警護する公く

 人にん

 と称する武装集団よ。叡山には、山門領内の座丶

 の収入が加わり、その財力には底知れぬものがある。諸大名が蟻のように群がって叡山で通じるのも当然じゃ。むかつく話ではないか」

「…………」

　青みやすらう寂さ

 びた大気に、灯ひ

 の芯しん

 がじーっと黄に燃えている。可成は、大きく息を吐いてから、

「三好勢は、淀よど

 川がわ

 の下流にある野田と福島に砦を築いており、濠も深うござりまする。近くの石山本願寺には、紀州の雑さい

 賀か

 衆が、多数の鉄砲を携えて詰めかけておるとか……」

　石山本願寺（石山城）は、現在の大阪城の地にあった。第八世法ほつ

 主す
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 れん

 如によ

 上しよう

 人にん

 が、一向宗の道場として、大坂丶

 の地を拓ひら

 き大坂御坊と呼ばれる小さな坊舎を建てたのは、明応五年（一四九六）であった。当時、本願寺の本山は、京の山やま

 科しな

 本願寺であったが、天文元年（一五三二）八月、細川晴元、六角定頼、柳本信堯らに支援された法華宗二十一ヶ寺と宗徒三万の襲撃をうけて炎上した。当時の第十世法主・証しよう

 如によ

 は、別院であった大坂御坊に逃れ、ここを本山とした。石山の地は、東に大和川、北に淀川、西に海という要害の地であったので、証如は、大規模な工事の上、八町ちよう

 （約九百メートル）四方の城郭化を進めた。世に石山城とも呼ばれ、寺内町も石山十町という市街地をかかえ巨大化していた。証如には、経営の才があり、対明みん

 貿易で、財を蓄えていく。結果として、はじめは本願寺を圧迫していた諸大名たちは、ころりと態度を一変し、銭ぜに

 目当てに協力を申し出たり、姻戚関係を求めるようになってきた。証如の死後、その長男・茶々丸は、十二歳で法主となり、第十一世法主・顕けん

 如によ

 光こう

 佐さ

 となる。

　信長は、ゆっくりとまばたきしながら、

「案ずることはない。儂は、今まで、宗丶

 教丶

 を敵視したことは、一度もない。人間は、生きるうえで、宗教は必要なもの。上洛の砌みぎり

 、石山本願寺に矢銭を要求したのは“敵か味方か”と問うたまでのこと。堺の二万貫に比べて、石山には、たった五千貫しか要求しておらぬ。石丶

 山丶

 を丶

 退丶

 却丶

 せ丶

 よ丶

 とか、破丶

 却丶

 す丶

 る丶

 ぞ丶

 などと威い

 嚇かく

 したことは、一度もない。此こ

 度たび

 の三好討ちでは、天満宮の森から海え

 老び

 江え

 、川口、神崎、上難波、下難波に陣を布き、あくまで野田、福島砦と石山本願寺の間に壁をつくるつもりじゃ」

「某それがし

 の家来の中にも、門徒は多数おりまするが、彼らが申しまするには、法主は、赤あか

 革がわ

 威おどし

 の鎧よろい

 兜かぶと

 で報恩講に出たことがあり、御坊にその絵え

 姿すがた

 （肖像画）が掛けられておるとか。一向一揆の指導者は、[image: 〓]
 如に始まり顕如に至るまでの歴代の法主。特に顕如は、危険な男でございます」

「うむ。巨大教団を創りあげた[image: 〓]
 如の護丶

 法丶

 ・仏丶

 敵丶

 の論は、本願寺と一向一揆をむすぶ思想の原点になっておる」

　信長は、文明六年（一四七四）の一向一揆を指導した[image: 〓]
 如の実像を見抜いていた。その際、[image: 〓]
 如は、『護丶

 法丶

 の為には、一命を惜む勿なか

 れ』と諭さと

 し、『仏丶

 敵丶

 征伐とあらば、殺さつ

 戮りく

 も道理至し

 極ごく

 』と説いた。信長は、可成に指摘されるまでもなく、出家の身をわきまえぬ法主を危き

 惧ぐ

 していた。[image: 〓]
 如の側近・受得寺栄玄が、書き留めた[image: 〓]
 如の指図とは、

「他宗、地派の坊主、年とし

 老より

 、長おとな

 たちを狙い撃ちして門徒にとり込めば、信徒や小百姓などは放っておいても、皆指導者に従ってくる」

　であった。坊主、年寄、長は、村々の有力者。

　坊主は、地侍で法名は持ちながらも俗体の者で、有髪で毛坊主とも呼ばれていた。大坊主は、土豪、国人で、戦国武将である。坊主といっても、現在の僧侶とは全く異なる。年老、長は、百姓身分に扱われていた土着の武士のことだ。彼らは、武力で下剋上をなしとげようとしており、信長らと何ら変りのない勢力であった。加賀を“百丶

 姓丶

 のもちたる国”といったり、一向一揆を百丶

 姓丶

 一揆と考えるのは、後の江戸期の記述を丸呑みした誤りである。“百姓のもちたる国”とは“本願寺の持ちたる国”であった。



　信長は、真ん中が盛り上った鼻筋を可成に向けて、

「其そ

 方ち

 が案ずるのは、本願寺の法主が、出家の身であることもわきまえず、常識を疑いたくなる挙動に出ることであろう。が、此度は、公く

 方ぼう

 様（義よし

 昭あき

 ）が、直々に親征なされ、儂と轡くつわ

 を並べて摂せつ

 津つ

 中島城に進まれるゆえ、将軍方の紀伊の根ね

 来ごろ

 寺の僧兵、雑賀の軍兵三千余が、味方になった。石山城に入った雑賀衆はそれほど多くはない。入城した者でも、全てが門徒ばかりではない。心配せずともよい。味方は、総勢六万余、鉄砲は三千挺ちよう

 。一気に野田、福島砦を潰すことで、当方の威力を見せつけ、血気にはやる法主・顕如光佐が、宗門人として、いささかも大義名分のない合戦の泥沼に猪ちよ

 突とつ

 することを思い止まらせるのが、狙いだ」

「…………」

「合戦は、酷むご

 く、人生は短い。儂らが、共に天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 の日を迎えるという保証はない。儂は、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 が、夢のままで終っても悔いはない。だが、この醜い乱世から抜け出して、新しい世にするためには、布丶

 武丶

 しかない。布丶

 武丶

 は、言うは易く、行うは難い。さまざまな“悪”をも行わねばならぬことになる。生なま

 身み

 の人間には、厳しすぎる。布武の暁あかつき

 には“信仰の自由”だけでなく“宗丶

 教丶

 か丶

 ら丶

 の丶

 自丶

 由丶

 ”をも人々が享受できるであろう」

「…………」

　可成の胸は、歓喜にはり裂け、言い難い叫びをあげる。

　──儂は、塵ちり

 の中をはい回っていた土蛍であった。信長様は、空に星が輝いていることを教えて下された……──

　可成は、家中随一の剣豪で知られるように、伝統を重んじ、時の流れに洗われ磨きのかかったものだけで身の回りを埋めてきた。新奇なものは軽蔑しがちな男だ。織田家中では、交際範囲は、極端に狭い。ただ、自分の目で見、自分の頭で考え、自分の好みで、身近な人と苦楽を共にしようとしてきた。偏丶

 屈丶

 と嘲笑されたこともある。一方、信長はと云えば、挑丶

 戦丶

 を好み、常に新しいものを楽しむ男で、まだ誰もやっていないことをあえてやる。自分の観察と自分の頭脳による決心はゆるがない。常に、最新情報と専門知識とに従う。一見して両極端のような信長と可成は、意外に近い存在であった。二人とも信念の人であり、行動と確信が、常に一致するからだ。

　──信長様の天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 のためなら、この命を捨てて悔いはない……──

　燭灯の油を注つ

 ぎ足す可成の頬を白く光るものが伝わり落ちた。



　百舌鳥もず

 が、鋭く鳴いて茜あかね

 色に染り始めた空を斜めに飛んだ。鎖くさり

 帷子かたびら

 を着込み、鎖頭ず

 巾きん

 をかぶった信長は、巧みな手綱捌きで馬場を右廻りに疾駆させている。馬廻衆を待っているのだ。見送りに出た可成の前で手綱をぐいと引きしぼり、土煙が派手に舞った。信長の黒塗りの鉄てつ

 籠ご

 手て

 が燦きら

 めく。

「年が明けたら、兼山城におる三人のう丶

 つ丶

 け丶

 を岐阜城に移せ。儂が鍛えて馬廻衆に育ててみたい。よいなっ！」

「ははっ！　忝かたじけな

 く……」

　可成は、大きく目を瞠みひら

 き、次の言葉をのみこんだ。信長は、遅れて疾駆してくる馬廻衆を一いち

 瞥べつ

 すると、可成に向かって白い歯をみせ、

「行くぞっ！　さらばじゃ」

　骨格が一段と逞しくなった信長は、馬腹を蹴った。走る。疾はや

 い。砂塵を巻き立てぐんぐんと遠ざかってゆく。澄ちよう

 徹てつ

 とした大気の中、豆粒のように小さくなった信長の後姿に、感極きわ

 まった可成は思わず合掌する。

　信長、可成にとって、これが、今こん

 生じよう

 の別れになろうとは、知るよしもなかった。



　八月二十三日、京に入った信長は、その足で禁裏に向かう。三ヶ年かかった大修理の完成を確認するためであった。紫し

 宸しん

 殿でん

 、清せい

 涼りよう

 殿でん

 、内ない

 侍し

 所どころ

 、昭しよう

 陽よう

 舎しや

 、その他、多くの御お

 局つぼね

 などすべて仕上っていた。夕刻、宿舎本能寺に入る。天皇の命で、権ごん

 大だい

 納な

 言ごん

 ・山やま

 科しなの

 言とき

 継つぐ
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 が、慰問と祝しゆく

 詞し

 を述べるためにやってきた。

　信長は、皇室と公く
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 ぎよう

 の経済を安定させるための方策を示した。皇室領や幕府御料所から集めた米を京の町衆に貸付けて、その利り

 足そく

 （利息）を禁裏に収め、その運営費にあてるという、まことに賢明なものであった。丁てい

 重ちよう

 な信長の配慮に言継は、感謝して戻っていった。

　翌日、信長は、分国中に、再度、関所撤廃と関銭禁止を布告して商人たちを喜ばせた。八月二十五日、出京し、淀川を越え、枚ひら

 方かた

 の敬応寺に入り、ここを本陣として、足利義昭の到着を待った。



　信長が、全神経を摂津に集中している時、越前、朝倉義よし

 景かげ

 と本願寺法主・顕如光佐との間には、頻ひん

 繁ぱん

 に密使が往復していた。これが可能であった裏には、姉川を挟んで小お

 谷だに

 城と対峙する横山城に守将として入っていた木きの

 下した

 秀吉の存在があった。北国脇往還と北国街道を押えていた秀吉は、配下のワタリ衆を小さい間道に至るまで配置し、たびたびこの密使を捕えたが、密書の内容を筆写すると、そのまま通行を見逃した。秀吉は、何くわぬ顔で、越前、小谷、本願寺の打倒、信長の行動をくわしく把握していた。秀吉という男は、表面では、信長に従いながら、信長の目の届かないところでは、自分の独断で行動する不気味な部将であった。秀吉は、将軍・義昭の側近・細川藤孝の仲介で、義景の娘を顕如の長子・教きよう

 如によ

 の裏方（妻）にしたことの情報を得て、いずれは、朝倉、浅井、本願寺、比叡山延暦寺、武田信玄の一大包囲網で、信長は潰されると踏んでいたのだ。秀吉の行動は、信丶

 長丶

 以丶

 後丶

 を想定したものに変化していた。

　横山城に入ってからというもの秀吉は、連夜、頭と

 巾きん

 をかぶり、篠すず

 掛かけ

 に輪わ

 袈げ

 裟さ

 の山伏姿となり、腰には、ウメガイと呼ばれる短刀を帯びて城を抜けだす。ウメガイは、ワタリ特有の双もろ

 刃ば

 の直刀で、ワタリの通行証明になる。

　行き先は、先ず河かわ

 尻じり

 で遊うか

 女れめ

 を買い快楽を追求したあと、山伏や修しゆ

 験げん

 者ざ

 が屯たむろ

 するワタリの拠点の一つ、江ごう

 州しゆう

 浅あざ

 井い

 郡ごおり

 草くさ

 野の

 村むら

 。ここは、秀吉の曽祖父の生れ故郷で、秀吉の生誕地である尾張の中なか

 中なか

 村むら

 と同じく、“中村”と呼ばれていた。

　その夜、秀吉は、草野の南、“鍛冶屋”という集落に入り、草野槍造りの名人・源兵衛の家に上りこんでいた。薄暗い土間の奥には、踏み鞴ふいご

 がずらりと並び、地獄の炎をあげ、大勢の男たちが働き、鉄を鍛える火花が飛び散っている。

　鮒ふな

 鮨ずし

 を口に投げ入れながら源兵衛は、上機嫌であった。

「小谷城から六匁もんめ

 玉（鉛弾径六ミリ）筒三十挺の張り立てを注文されて、大忙しじゃ。ここは、国友村と違うて、槍が主おも

 じゃから」

　秀吉は、脇の下に、じっとりと冷汗が滲み出てくるのを覚え、

「納期は、いつであろうか」

「三み

 十そ

 日か

 じゃ。先月から、本願寺の檄げき

 文ぶん

 が出まわっており、越前、小谷とも門徒や軍兵が続々と集っておるとか……」

「檄文の写しがあれば、買いたいが……」

　源兵衛は、秀吉から革袋を貰うと、いそいそと、檄文の写しを床にひろげた。秀吉は、燭台を引き寄せ、身を乗り出した。

　──顕如の花か

 押おう

 はあるが、日付がない……──

就

　二


 信長上洛

　一


 、此方令

　二


 迷惑

　一


 候……
 　秀吉の薄い唇が動く。

「信長上洛につき、此方迷惑いたし候。去々年以来難題を懸け申すにつきて、随分扱いをなし、彼方に応じ候といえども」

　──可お

 笑か

 しいな……。二年前に、信長は、一度だけ矢銭を要求したことがあったが、堺への二万貫にくらべて、本願寺には、たった五千貫だけ……。あの後は、信長は、浅井、朝倉に目が向いており、本願寺にかかずりあう暇はなかったはずだが……──

「その専（詮）なく、破却すべきの由、たしかに告げ来たり候」

　──たわけ……。顕如め[image: 〓]
 をついておる。信長の家臣の中には、門徒が多い。それでなくても難儀な合戦の最中。家臣の結束を乱すような“本丶

 願丶

 寺丶

 破丶

 却丶

 ”など、信長が仕掛ける筈がない。いくら門徒の蜂起をけしかけるためとはいえ、法主ともあろう者が、この様な[image: 〓]
 を抜けぬけと……──

「この上は、力およばず候。しからば、開山の一流、この時退転なきよう各々身命を顧かえり

 みず、忠節を抽ぬき

 んずべきことありがたく候。しかしながら馳ち

 走そう

 頼みいり候。もし無沙汰の輩ともがら

 は、ながく門徒たるべからず候。あなかしこ、あなかしこ」

　──よう言うわ……。一揆に加わらねば、敵に寝返ったということだから、破門するとほざいておる。もう……顕如は、心を病や

 んでおる。これが、巨大宗教の長とは、噴ふん

 飯ぱん

 ものだ……。このぶんでは、三好勢が、阿波から出てきたのも、顕如がけしかけたからであろう。信長が、のこのこと摂津へ出で

 張ば

 れば、背後から本願寺勢が……──

　秀吉は、ぶるっと身震い一つして呻うめ

 いた。

　檄文の写しを懐ふところ

 に、横山城に立ち帰った秀吉は、篝かがり

 火び

 にかざして檄文を燃やし、灰を池に撒ま

 いた。檄文は、秀吉に握り潰され、信長は、窮地に陥ることになる。



　九月三日。摂津中島の細川典てん

 厩きゆう

 城で、将軍・義昭を迎えた信長のもとへは、各地から急使によって情報が集まってきた。

　──いま、なぜ……──

　信長の心に漠とした不安感がよぎる。

　──本願寺の石山城下にある渡辺津から大量の荷が野田、福島砦に船で運び込まれた。戦場では、敵味方の両方に通じて、食糧や武器弾薬の取引で大もうけする死丶

 の丶

 商丶

 人丶

 がやることゆえ仕方ない。が、僅か四ヶ月前に叩きつぶした筈の浅井が三千、朝倉が六千余動員してきたことには裏丶

 がある。手て

 引び

 きした奴がおる筈。越前も冬場の口くち

 減べ

 らしで、秋は軍兵を集め易いというところか。儂の留守を狙って乱取りの稼ぎに来たか。急ぎ、三好を片付けて、近江にとって返さねばなるまい──



　九月五日。信長は、石山本願寺を刺激せぬように天満宮の森から川口、神崎、上難波、下難波と野田、福島砦を包囲した。自らは、両砦から十町（約一・一キロ）ばかり北の海老江に義昭と共に着陣。連夜にわたって敵砦を土手で囲み、溜池の上に十基の井せい

 楼ろう

 を上げた。井楼上には、大鉄砲を設置し、十一日には、六万の大軍勢で攻撃を開始した。



　ずだぁーん！　ずずーん！

　耳もつぶれるほどの轟音。口径四十ミリの百匁筒が、一斉に火ひ

 蓋ぶた

 を切り、大手門、櫓が大きくゆらぎ、吹き飛ばされた大量の木片が雨のように降ってくる。濛もう

 々もう

 とした硝煙に刺され眸から涙を流しながら水辺に駆け寄る信長。井楼から[image: 〓]
 杖かるか

 が落ちてきたのだ。井楼が射撃の反動で大きく揺れ、足軽が、玉薬と鉛玉を筒口から詰める[image: 〓]
 杖を取り落してしまったらしい。信長の凜りん

 とした声。

「し丶

 か丶

 とせい!!
 」

　一喝すると、信長は、拾った[image: 〓]
 杖を手に、唸うな

 る敵弾をものともせず井楼の梯はし

 子ご

 にとびついて猿ましら

 のように登ってゆく。

　立ち込める硝煙が風に流れると、味方の鬨とき

 の声が、空に木こ

 霊だま

 した。砦の望楼は、全て無残に倒壊し、涼すず

 風かぜ

 に空がひろく見える。百匁筒の威力は凄すさ

 まじく大手門には、大きな穴が、ぽっかりと開けられていた。



　十二日午うま

 の下げ

 刻こく

 （午後一時）、敵の盟主である管かん

 領れい

 家の嫡流・細川六郎から和議の申し出があったが、信長はにべも無く一いつ

 蹴しゆう

 して使者を追い返した。信長は、砦を睥へい

 睨げい

 し、

　──許さぬ。皆殺しだ──

　黯くろ

 々ぐろ

 と拡がる熱い血の論理。太鼓、陣じん

 鉦がね

 、法ほ

 螺ら

 貝がい

 の音が、原野に木霊し、織田勢は、両砦の逃げ道をふさぎ、総攻撃に移ろうとしている。信長は、この日のうちに両砦を潰そうと心に決めていた。

「なんと……此こ

 の期ご

 に及んで……逃げたと」

　馬前に蹲そん

 踞きよ

 する泥塗まみ

 れの黒母ほ

 衣ろ

 衆・平井久右衛門を見下ろして嘆声をもらす。

　柴田勝家の指揮下に入っていた根ね

 来ごろ

 ・雑賀・湯川、紀伊の奥部衆二万余が、突然、石山本願寺方面へ逃ちよう

 散さん

 し、砦の北側の軍勢が大混乱になっているという。久右衛門は、かぶりを振りながら、

「将軍様のご親征ということで、いち早く与力を申し出ておりましたが……」

　信長は、上唇をかたく締めて頷く。

「権威よりも利丶

 益丶

 を優先させただけのこと。あの者らは、農民ではなく商売人ゆえ、当然といえば、当然の行動。捨丶

 て丶

 お丶

 け丶

 と権ごん

 六ろく

 に伝えよ。砦は、本日のうち陥おと

 す」

　言い放った信長は、馬に鞭むち

 を当てた。

　砦の半壊となった大手門がおしひらかれ、二千余の敵勢が、雄お

 叫たけ

 びをあげ、うって出てきたからだ。信長の絶叫。

「来たぞ、かかれいっ！」

　鉄砲、矢や

 叫たけ

 び、馬のいななき、喊かん

 声せい

 、怒号が、一時に湧きたち、織田勢は、大波のようにうねりながら敵勢を押し包んでゆく。



　おののきの夕闇が迫り、過去を荷にな

 う現在の姿に光と影とが交叉する。寄せ手は、三の丸に攻め入り、二の丸にも[image: 〓]
 あふ

 れ始めた。信長自身、異い

 形ぎよう

 の者に変貌し、敵勢のただ中を走りまわっていた。

　丁ちよう

 度ど

 この時、事態は一変した。

　かん！　かん！　かかかか……。

　石山本願寺の早鐘の音が、ひびき渡り、数千本の松たい

 明まつ

 が点火されてゆく。押し出してきた二万余の軍勢は、三千挺もの鉄砲をそろえて、織田方の川口、楼の岸の両砦へ襲いかかってきた。昼間、逃散した雑賀衆も加わっている。織田勢は、死にもの狂いで防戦するが敵の鉄砲の数は、味方より段違いに多いようだ。耳もつぶれんばかりの轟音のなか、味方の軍兵は、ばたばたと薙な

 ぎ倒れてゆく。

「糞!!
 　顕如め狂うたかっ！　宗教者ともあろう者が、不意打ちの合戦を仕掛けるとは!!
 」

　仰天した信長は、唇を[image: 〓]
 みしめる。しかし恃たの

 むところのない男は、瞬時に屹きつ

 立りつ

 する。

　──偶然に起こる合戦はない。すべて仕組まれたもの。生き死には天にある──

　素早く目くばせをした信長。馬廻衆の佐々さつさ

 成なり

 政まさ

 と前田利家を指さす。後頭部に痛みをおぼえた二人は、さっと振り向く。

「内くら

 蔵の

 助すけ

 と又また

 左ざ

 は、天満ヶ森の軍兵を率い、敵の背後に回りこんで討ちかかれっ！　敵に主将はおらぬ。数だけを頼んだ烏う

 合ごう

 の衆。一度くずれ立ったらもろいっ！　行けいっ！」

「ははっ」

　信長は、次々と防戦の手をうち、夜明けには、崩れ立った本願寺勢を追い払った。



　風は唸る。宇佐山城攻防戦で、信長の唱える天下布武に殉じたのは、森三左衛門可成、織田九郎信のぶ

 治はる

 、青地駿河守、尾び

 藤とう

 源げん

 内ない

 、道家清十郎たちだ。いずれも傑出した手て

 練だれ

 の士。

　その甲か

 斐い

 あって城は、最北部の三の丸は炎上したものの、小鞍部を隔てた南の本丸と二の丸は、武藤五郎右衛門、肥田彦左衛門らが守りきった。浅井・朝倉の軍勢は、遂に宇佐山城攻略をあきらめ、逢坂を越え、醍だい

 醐ご

 、山やま

 科しな

 を焼払い京に迫ったが、信長帰京の報に接し、坂本に退しりぞ

 いていった。

　二十三日、子ね

 ノ刻（深夜の十二時）に、将軍・義昭と共に京に戻った信長は、本能寺に入った。信長は、待っていた革かわ

 島しま

 左衛門大尉一かず

 宣のぶ

 を書院に招き入れた。一宣は、山城西にし

 岡おか

 十六党の一つである革島氏の第十八代にあたる。越前諸浦の水軍の頭目でもあった。

　戸そ

 外と

 は、雨になったらしい。幽かす

 かな雨音が、淡く黄色の灯ひ

 をゆらめかせている。信長は、無言で、じっと一宣の顔を見つめる。額が抜け上った顔の右頬に深い刀傷が、白く光っている。頬ほお

 髭ひげ

 を生は

 やし、耳は、異様に大きい。信長の口許に笑みが浮ぶ。

　──戦いくさ

 慣な

 れしておる……──

「儂は、明朝、坂本に向かう。朝倉・浅井の軍勢は、僅か九千余。朝倉義景は、こたびも景かげ

 健たけ

 にまかせる弱気の大将よ。出陣する方角が陰おん

 陽みよう

 道どう

 でいう凶きよう

 方ほう

 ・大だい

 将しよう

 軍ぐん

 だと方かた

 忌い

 みして、家来にまかせる腰抜けだ。が、たまたま今年は庚かのえ

 午うま

 。大将軍が塞ふさ

 ぐ方位は、東丶

 じゃ。坂本は南ゆえ、近々、義景は、大軍を率いて救援に来ざるを得まい。そこでじゃ」

　大丶

 将丶

 軍丶

 とは、星ほし

 神がみ

 の蟠ばん

 [image: 〓]
 きよ

 する方角で、当時、最も恐れられていた陰陽道での方位である。信長は、ゆっくりとまばたきして、

「其そ

 方ち

 の水軍は、どれほどの規模か」

「はっ。百艘は動かせまする。西にし

 津づ

 （小お

 浜ばま

 ）の内藤重政、鳥羽（上中）の香川右衛門、三み

 方かた

 の熊谷大膳、藤井の山やま

 県がた

 下しも

 野つけの

 守かみ

 の与力を合せますると三百余艘になりまする」

　信長は莞かん

 爾じ

 として、

「それで十じゆう

 分ぶん

 じゃ。朝倉義景が、坂本に出向いてきたら、某方ら水軍は、三み

 国くに

 湊みなと

 から九く

 頭ず

 竜りゆう

 川をさかのぼり、その支流・足あす

 羽わ

 川から一いち

 乗じよう

 谷だに

 川を十町（約一・一キロ）行けば、安あ

 波ば

 賀か

 がある。『越前一乗の入り江』と呼ばれる船着場だ。義景の城下町は、海運と深いかかわりがあり、ここは、生命線といえる。上陸して町屋・寺院が混在する奥間野を焼討ちせよ。は丶

 で丶

 にやって、さっと引上げよ。己おの

 れの本拠を焼討されたら、義景め、あわてて兵を退ひ

 くは必ひつ

 定じよう

 だ」

「承知いたしました。北国街道に細さい

 作さく

 を忍ばせ、大軍が通過して十日後に、焼討ちいたしまする。あの川は、どれも水量に恵まれ、外とつ

 国くに

 の大船が楽々とのぼり下りしておりまする」

「よし。鉄砲百挺・弾薬を遣わす。明朝、若わか

 狭さ

 国くに

 吉よし

 城の城主・粟屋備中守勝久に急使を出して、其そ

 方ち

 に与力するよう申し伝えよう」

　信長は、一宣のあごの先に決意のかたさを読み取り、にやりと笑った。



　二十四日。不眠不休の信長は、逢坂を越えて近江に出、坂本に着陣。浅井、朝倉連合軍は、三万の敵をみて、延暦寺僧徒（山門派）と相談し、叡山に逃げ上り、鉢ヶ峰、青山、坪笠山に砦を築いて防備をかためた。

　信長は、膳ぜ

 所ぜ

 の山岡対馬守の屋敷に山門の僧衆十人ばかりを招いた。信長は、叡山の代表として上じよう

 方ほう

 の学がく

 生しよう

 を考えていたが、やって来たのは、中ちゆう

 方ほう

 の堂衆であった。彼らは、非正規僧の法師武者。頭かしら

 は、光こう

 春しゆん

 坊と得とく

 村そん

 坊で青[image: 〓]
 院をはじめとする門跡寺院に属して、荘園経営にたずさわり、守護とならび称される実力をもつ悪丶

 僧丶

 であった。悪丶

 僧丶

 とは、軽蔑したり嫌ったりする表現ではなく、むしろ褒め言葉であった。常人の域を超えるほど武力に優れた僧侶という意味だ。



　上あ

 げ土つち

 門もん

 から広庭にかけて張られた幔まん

 幕まく

 が、大おお

 篝かがり

 火び

 の炎に眩まばゆ

 く照らされていた。紺こん

 糸いと

 威おどし

 の鎧を着けた信長は、板戸の裏に身をひそめて庭をうかがっている。白砂を踏む大勢の跫あし

 音おと

 。林泉をわたる冷たい風に篝火がさあっと火の粉を巻き上げる。中央の床しよう

 几ぎ

 に光春坊と得村坊が、どっかと腰を下ろした。光春は、紺の頭巾をかぶり、黒糸威の鎧を草くさ

 [image: 〓]
 ずり

 長く着、兜かぶと

 の緒を強くしめ、黒塗りの三尺五寸（約一〇五センチ）の太刀を佩は

 き、黒塗りの箙えびら

 には、黒い羽根の矢を二十四本、頭より高く背負っている。得村はと観み

 れば、鎖を躰に巻いた上に鎧を重ねて着、菖蒲の葉の形をした太刀を脇に挟み、五分（約十五ミリ）の鏃やじり

 のついた矢を三十六本も森のように背負っている。弓を持っていないところをみれば、矢を手に持って敵を突く魂胆か。馬廻衆の飯尾尚ひさ

 清きよ

 が、板戸の隙間からのぞいている信長の側そば

 ちかく寄って、囁く。

「あの者らの武器を取り上げましては……」

「よい。構かま

 うな。儂の床几を、上坐から庭に移し、三間けん

 （約五・四メートル）前に据えよ」

「それでは。あまりに……」

　尚清は、息をのむが、信長の性癖を熟知しているので、黙ってひきさがる。

　信長は、そのまま鋭い視線をとばして二人を観察する。

　──鬼や魑ち

 魅み

 魍もう

 魎りよう

 や死霊の住む山中の闇の世界にこもり、苦行することで呪ま

 力な

 を肉体に馮つ

 けて下山するのだが、彼奴は入にゆう

 峰ぶ

 修行をせぬばかりか、現世利益と固く結びついて堕落しておる。そこまで堕落したにもかかわらず、過去の権威と富を手放さぬ……──

　突然、信長は、床を踏み鳴らして、土間にとびおり、太鼓を狂気の乱打。　[image: 〓]
 のうまくさまんだばざらだんせんだまかろしゃだそわたやうんたらたかんまん
 　不動明王の真言だ。もの凄い速度で繰り返し読む。いつしか真言の言語は、音の粒子と変じ、広庭に居並ぶ者全ての頭上に襲いかかり、圧倒する。言こと

 霊だま

 の呪力だ。光春、得村はじめ法師武者たちは、鳥肌立ち、神かみ

 憑がか

 り、手足がしびれて脱力する。一同、はっと気がついた時には、すぐ目の前に、悪星を踏み破り吉意を呼び込む歩行・反へん

 閇ばい

 を踏む信長がいた。床几に腰掛けた信長の凜りん

 とした声。

「儂の側に味方せよ。さすれば、織田領域内の山門領は、すべて返還いたす」

　うやうやしく頓首礼拝した信長は、さっと立ち上り腰をおとすと両腕を交叉して両刀を抜き放った。

　きーん！

　刃と刃とを打ちあわせる。誓約に間違いはないとの意味を込めた金きん

 打ちよう

 である。

　信長は、敬けい

 虔けん

 な姿勢を崩さず一同を見まわした。法師武者たちは、口を堅く引き結び、瞑めい

 目もく

 したまま、否丶

 とも応丶

 ともない。

　──この生臭坊主の力の源泉は、叡山であり日ひ

 吉え

 山さん

 王のう

 権現か……こちらの出方をた丶

 か丶

 をくくって傍観しておる……──

　信長は、ふっと肩の力を抜いて、

「寺の立場として、一方に与くみ

 しにくいとあらば、見けん

 除ぞ

 （中立）にて候そうら

 え」

　光春と得村は、顔をちらと見合せたが、それも一瞬のことで、再び能面の表情に戻った。信長の目の奥に悽せい

 愴そう

 の気が走った。

　──この条謂いわ

 れなしとでも言うのか──

　鬱うつ

 蒼そう

 と繁る森に、信長の裂れつ

 帛ぱく

 の声が木霊した。

「味方する。見除（中立）になる。いずれかにせよ。もしこの両条にそむくなら、根本中堂、山王二十一社、東塔、西塔、霊仏、霊社、僧坊、経巻、一宇も残さず焼払う。よいかっ！」

　風が吹き、枝が震える。

　血相を変えた光春坊は、腹の底からの瞋いか

 りをかくし、立ち上ると、慥たし

 かな足どりで広庭を出てゆく。続く法師武者たちの唱える真言が湧き上る。　[image: 〓]
 のうまくさまんだばざらだんかん　のうまくさまんだばだのうばく……
 　覆面をして刀とう

 杖じよう

 をたずさえる僧そう

 形ぎよう

 の素しら

 法師たちの頭巾から「否いな

 」という一字が立ち昇るのを、信長は、し丶

 か丶

 と観た。

　大宮川の畔で、光春坊は、得村坊の弓ゆん

 手で

 の袖をひきよせて、

「御お

 主ぬし

 、見たか、信長は稀き

 代だい

 の呪しゆ

 師し

 ぞ」

「うむ、われらに不動金かな

 縛しば

 りの術をかけおった」

「彼奴が、公方様（十四代将軍・義よし

 栄ひで

 ）を呪じゆ

 詛そ

 したことが、単なる噂でないことがわかった。合戦で彼奴の首を挙げることは、容易ではない。かくなる上は、山門の僉せん

 議ぎ

 にかけ、全山あげて、玄げん

 旨し

 帰き

 命みよう

 壇だん

 の儀式を行い、暗黒の道場に摩ま

 多た

 羅ら

 神じん

 を祀まつ

 り、怨おん

 敵てき

 征せい

 伐ばつ

 の大護ご

 摩ま

 を修するしかあるまい」

「彼奴は、天文三年（一五三四）生れゆえ、属ぞく

 星しよう

 は巨こ

 門もん

 星せい

 。日吉山王の修しゆ

 験げん

 者ざ

 らが、八王子山頂にある金こがねの

 大おお

 巌いわ

 と呼ばれる磐いわ

 座くら

 で摩ま

 利り

 支し

 天てん

 の呪じゆ

 法ほう

 を行えば、万に一つも信長の逃のが

 れる道はない」

「よし、これから手分けして阿あ

 闍じや

 梨り

 （密教秘伝の師）たちを説得せねばなるまい」

　法師武者たちは、八方に散り、深沈の夜は更ふ

 けてゆく。仏教学の源泉であった叡山も、この頃では、頽たい

 廃はい

 の極きわみ

 に陥おちい

 っていて、摩多羅神のような異様な守護神を祀り、男女の淫欲の盛んなことを歌い祈ることもしていた。

　天台宗は、最澄の開山以来、現世利益と固く結びついて禁裏・貴族の病気退散や権力奪取を祈ってきたが、摩多羅神ともなると、救いがたい泥沼におち、宗教、信仰の世界から大きく堕落していたのだ。

　終始、無言のままで押しとおし、肩をいからせて去ってゆく法師共を異様な目付で見送った信長は、深く頷く。

　──拒否の態度は、動かぬようだ。どうでも朝倉・浅井に味方して刃向かうとみえる。かなり以前から根回しをした奴……──

　信長の脳裏に、孔く

 雀じやく

 の目をした義昭の顔が浮んで消えた。

　書院に戻ると、一いっ

 穂すい

 の燈ともしび

 の奥に、黒装束の男たちが粛として控えていた。信長の諜報活動を支える式しき

 神がみ

 は、滝川一益配下の甲賀出身の透すつ

 破ぱ

 ・突とっ

 破ぱ

 たちだ。信長は、叡山の東麓・山頂・西麓にかけて五十余名を潜入させ、状況の変化を刻々と把握していた。髭面の大男が、躙にじ

 り寄る。透破・突破を束ねる首領・乱らつ

 破ぱ

 の久きゆう

 阿あ

 弥み

 だ。

「申し上げまする。昨日来、新たに到着した越前勢三万余は、堂衆の案内で、そのまま本坂を登り、山頂に砦を構築し始めました。大将は、朝倉義景様にござりまする」

「…………」

　──先鋒の些さ

 々さ

 たる勝利に機嫌を良くして、重い腰を上げたが、三万余を率いながら一戦も交まじ

 えず、のこのこと山に登るとは臆病者めが……──

「兵ひよう

 糧ろう

 はどうしておるか」

「山の西麓一帯の修しゆ

 学がく

 院いん

 ・一乗寺・松ヶ崎には、二十日に焼討ちに出た敵勢がまだ残っており、堂衆と共に山上へと兵糧を運び上げ始めておりまする。その数、千余かと」

「ほう……どの坂道からぞ」

「走はせ

 出だし

 坂・松尾坂・雲母きらら

 坂の三つで」

「高野川の船からか」

「はい。京の町衆の船を総動員しておりまする」

「うむ」

　──やはりな。彼奴が根回しをしておる……──

　信長は、夜を徹して一人ひとりから情報を聞き出してゆく。ともかく材料を集める。それらを煮つめて答えらしきものに辿りつく。

　──叡山の山頂には、四万近い軍勢がおる。こちらから攻めるは難いが、東西の山麓を厳しく封鎖することはできる。ま、兵糧は、二ヶ月で尽きる。冬が来れば、耐えるのは容易ではない。頼りにしておる朝倉義景と浅井長政が窮地に陥れば、内書（親書）を連発してそそのかせた張本人・義昭は、気もそぞろとなる。頃ころ

 合あ

 いを見み

 計はから

 って調停を依頼すれば、義昭はとんでこよう。欲深い奴は、目の前の難局から逃れたい一心で何でもする。朝廷にも働きかけさせて、延暦寺に勅を下してもらおう。これで和議は成立する。義景は、奥間野を焼討ちされて浮き足立っておろうから、すぐに越前に兵を退ひ

 く。長政が、切せつ

 歯し

 扼やく

 腕わん

 してもどうにもならぬ。儂も競きそ

 って兵を退く。その際、優秀な石垣積みの技術をもつ穴生あのう

 衆を叡山山麓から根こそぎ、常楽寺に移住させよう。穴生源助、穴生又助らの世話は、棟梁・岡部又また

 右衛え

 門もん

 にまかせればよい──

　信長は、読みに読む。が、ここから先がある。朝な夕な読むことが習慣になっている信長は、繰り返すうち、論理を超えたひ丶

 ら丶

 め丶

 き丶

 が湧いてくる。つまり直感だ。

　──義昭は、儂が京に在あ

 ると、身動きができず仮面をつけておる。自らの手兵を持たぬ悲しさよ。が、儂が、京から離れれば、すぐさま策謀家の本性を剥む

 き出し、朝倉、浅井、三好、六角ら野心に燃える武将や本願寺顕如光佐、延暦寺に内書を連発して、儂を包囲しようとする。それぞれが、勝手に兵を挙げても、盟主となる武将はおらぬ。隙だらけだ。儂は、兵を集中して各個撃破すればよい。手て

 練れん

 手て

 管くだ

 に長た

 ける義昭をいつまで泳がしておくか……。全ては、武田信玄の動きにかかっておる。現い

 在ま

 は、北条氏康と上杉謙信が、同盟して南北から信玄を圧迫しておるゆえ、動けまい。信玄の上洛開始は、北条と和睦した時だ──

　人ひと

 気け

 の無くなった書院に信長の孤影。灯ひ

 の芯は黄に燃えて夜明けは近い。



　背の低い板葺屋根から雫しずく

 が、はらはらと信長の肩にかかった。遥かな山やま

 脈なみ

 の上には尾お

 流ながれ

 雲ぐも

 が、鬱うつ

 陶とう

 しく垂れ下がっている。叡山山頂に雪が降っているのであろうか。

「和議成立おめでとうござりまする」

　丹羽長秀は、深々と頭を下げた。

「うむ」

　霙みぞれ

 混じりの風が、信長の上気した頬を勁つよ

 く掠かす

 めて通った。十一月二十一日のこと。

　六角義よし

 賢かた

 ・義よし

 弼すけ

 父子、三好三人衆の中心人物・篠しの

 原はら

 長なが

 房ふさ

 から和議受じゆ

 諾だく

 の使者が相ついで到着したのだ。信長は、包囲網を切り崩そうと、個々の敵将の既得権益を保証するとの条件で和睦を持ちかけていた。それが、ようやく実を結び、背後の脅威から脱する。しかし、信長の安あん

 堵ど

 は、束の間であった。二日後、尾張から、弟の織田彦七郎信のぶ

 興おき

 戦死の報が入る。二十一日、突如、伊勢長島の一向門徒が信興が守る小こ

 木き

 江え

 城に襲いかかり、水の手をきり、大手門を破って乱入。信興は、櫓に逃れ自刃したという。信長は、九月以来、信治、信興と二人の弟を失ったことになる。



　底冷えのする曇り空の下、坂本一帯は、一面の雪である。湖岸の葦原は、雪の下に埋れ、僅かに数筋、顔を覗かせた枯葉が、さやさやと寒風に耐えていた。日が沈んだとみえ、余光が西の空を微かす

 かな茜あかね

 色に染めている。

　園おん

 城じよう

 寺じ

 の塔たつ

 頭ちゆう

 である光浄院の大広間で、足利義昭は、さっきからしきりに鼻をほじっていた。うんざりした顔だ。十二月十三日のこと。この日、義昭から調停役を押しつけられた関白・二に

 条じょう

 晴はる

 良なが

 は、義昭の内書と正親おおぎ

 町まち

 天皇の綸りん

 旨じ

 「天下安穏のために、織田、朝倉・浅井両者の融和を勧告する」を携えて園城寺に出向き、和睦を成立させた。

「毒を以もつ

 て、毒を制す」とばかり、信長が、義昭を威い

 嚇かく

 した結果であった。

　十二月十五日、朝倉義景は、浅井長政の反対を押しきって越前へと退いてゆく。十七日、それを確認した信長は、常楽寺（のちの安土）を経て、岐阜に帰った。淡々と事を運ぶ信長の胸中に渦巻く憤ふん

 怒ぬ

 の無念は、空間の迫せり

 割わり

 を烈風となって吹き抜ける。



　元亀二年（一五七一）元旦。金華山麓・千畳敷曲輪の四階建て天てん

 主しゆ

 の一階・大広間。家臣百余が、緊張した面おも

 持もち

 で居並んでいた。金屏風の前に青あお

 鈍にび

 の烏え

 帽ぼ

 子し

 直衣のうし

 の家老・林佐渡守秀貞が、少し掠れた声で、

「これより、加冠の儀、執と

 り行うものなり。烏帽子子こ

 は、勝蔵殿。烏帽子親おや

 は、織田信長様に候そうろう

 」

　主殿とのも

 に潮しお

 騒さい

 にも似た熱い想いがひろがってゆく。誰しも、烏帽子親（仮りの親）は、重臣が務めるとばかり思っていたのだ。まさか、主君の信長自身が……ということであった。小鼓三丁の連打が響く。やがて、表おもて

 白じろ

 の綾織物の冠直衣こうぶり

 姿の信長が登場し、天地人の拍子を踏む。冠を捧げ持つのは、信長の従兄弟・津田信のぶ

 成なり

 。信長は、勝蔵の髷もとどり

 を冠の山形に差し入れ、被かぶ

 せた。

「名乗りは、長なが

 可よし

 で御座る。沢たく

 彦げん

 宗そう

 恩おん

 様の選せん

 名みよう

 になるものなり」

　信長は、墨ぼつ

 痕こん

 鮮やかに“長可”と認したた

 めた堅紙を一同に示した。森三郎長可の誕生である。

「お目出度う御座りまする」

　広間の天井に祝福の声が、木霊した。長可は、これで、九月に戦死した父・森可成の後を継いで美濃兼山城主になったのだ。長可は、下庭にひっそりと坐す母・登子を見た。小こ

 袿うちぎ

 の袖でかくされた母の顔。細い肩は、大きく波打っていた。長可の眼前の光景に霞がかかり、朧おぼろ

 気げ

 になってゆく。

　祝宴が終り、夕陽が、金華山を茜色に染める頃、雪の庭では、信長と長可、その弟の蘭丸（六歳）、坊丸（五歳）、力丸（四歳）が入り乱れて雪合戦の真最中であった。

「こな糞っ！　やりやがったな」

　顔中を雪にまみれた信長は喚わめ

 く。いい大人が、小袖に裳も

 袴ばかま

 の童児わらべ

 たちを相手にもう夢中だ。家臣たちは、やんやと囃はや

 し立てる。

　後日談になるが、長可は、信長の武田攻めでは先鋒として活躍する勇将に成長……。天正十二年（一五八四）の長久手合戦で討死。

　三人の弟は、岐阜城で佐さ

 脇わき

 藤とう

 右衛え

 門もん

 に養育され、信長の小姓となり、将来を属望される逸材であったが、天正十年（一五八二）本能寺の変で、主・信長ともども討死した。



　信長にとって、止まっている状態というのは、動いている状態の中のひとつの状態にすぎない。信長の仕事は、考えることであった。

　──儂に敵対する個々の大名を潰すのは容易だが、組織化した勢力は脅威だ。真宗王国・越前から湖北十ヶ寺へ、更に大坂石山本願寺につながる線は、枝分れして伊勢長島の願がん

 証しよう

 寺じ

 へと網をひろげておる。長島からは、海続きで紀州の地侍（雑賀衆）へ……。父上（信秀）が、頼たの

 み勢ぜい

 （傭兵）なされたのは、津島衆。桶おけ

 狭はざ

 間ま

 合戦で、今川義よし

 元もと

 を槍で突き刺した服はっ

 部とり

 小こ

 平へい

 太た

 は、津島衆。儂も津島衆を頼りにしてきた。津島・長島・雑賀に共通しておるのは、交易や海運業、漁業など商兵だ。彼らは、守護勢力を実力で排して自治体制をしく。彼らの命丶

 は、関丶

 係丶

 だ──



　翌正月二日。近江横山城将木下秀吉に、姉川と朝妻間の通行禁止を命ずる朱印状を出した。北国街道、北国脇往還いずれも姉川を渡らねばならないからだ。この経済封鎖の効果は、信長に朗報をもたらした。二月十七日、封鎖で孤立した佐和山城主・磯いそ

 野の

 員かず

 昌まさ

 が、降伏を申し出たのだ。この浅井方きっての勇将は、姉川合戦でも信長を苦しめた知将でもあった。員昌は、去年、朝倉義景と浅井長政が大軍を擁よう

 しながら、なすすべもなく、易やす

 々やす

 と信長と和議を結んで引き上げたことに、心から失望していた。しかも、四し

 面めん

 楚そ

 歌か

 の信長が、朝廷さえ動かして勅令をかちとるまでになった器量の大きさに、兜を脱いだのだ。

　二月二十四日。員昌は、籠城の兵を小谷城に戻すという約束で城を明け渡した。信長はかわりに丹羽長秀を城主とし、員昌を麾き

 下か

 の武将として遇し、高島郡の新しん

 庄じよう

 城主にする。安あ

 曇ど

 川左岸の重要拠点を守らせることにしたのだ。

　五月十二日。信長は、長島攻めのため岐阜を出陣。同日、津島湊で、津島の頭領・堀田道空や堀田孫右衛門らに迎えられた。津島衆は、長島衆の猛攻にさらされ苦戦中であった。中でも中洲の先端にある小木江城には、信長の弟・信興がいたが、前年、十一月、長島衆に攻められ、あえなく落城。信興は、戦死した。長島は、長良川・木曽川・揖い

 斐び

 川の合流地点でもあり、分岐点でもある広大な湿地帯に囲まれていた。多数の中洲の集合体が、長丶

 島丶

 で、中心は、本願寺の末寺・願証寺のある大きな中洲。中洲と中洲の間には、無数の輪わ

 中じゆう

 の村がある。輪丶

 中丶

 というのは、湿地帯の周りに丸い堤を築き、その中に盛り土をして造った人工島だ。信長の美濃攻めで敗れた斎藤勢は、船で長良川を下り、この地に輪中を築き移り住んだ武士が多かった。その頭領格が、伊藤重晴である。が、一月末、本願寺の坊官・下間頼且・頼より

 成なり

 らが、愛あい

 山ざん

 護ご

 法ほう

 の旗印の下もと

 に、鉄砲の名手上手を数多くそろえた雑賀鉄砲集団を率いて派遣されてきた。雑賀鉄砲は、元来が水軍であったので十匁もんめ

 玉込め銃が多く、銃床を朱色の根ね

 来ごろ

 塗ぬり

 にした頑丈なものであった。数量は、八百挺と記録されている。傭兵軍団によって願証寺・証意の立場は強化され、遂には、伊藤重晴を追放して、自らを長島城の長島殿どの

 と称するまでになっていた。

　信長は、津島湊で七百艘に軍兵を乗せ、太田口・中なか

 筋すじ

 口・津島の三方から長島城を目ざした。中筋口から押し出した軍勢は、僅か一いつ

 刻こく

 （二時間）で小木江城を奪還し、勝かち

 鬨どき

 をあげた。太田口の柴田勢は、大島居砦を、津島からの氏うじ

 家いえ

 勢は五明砦と、次々に陥落させ勢いに乗る。

「さあ、行けいっ！」

　金箔押の本小こ

 札ざね

 を紅くれない

 絲いと

 と白絲で威おど

 した華麗な腹巻の氏家常陸ひたちの

 介すけ

 卜ぼく

 全ぜん

 の大だい

 音おん

 声じよう

 が響き渡った。先鋒を務める氏家勢は、小船に分乗して輪中地帯に上陸、篠崎砦を目ざす。その時であった。突如、屋や

 長なが

 島しま

 城の岬から二艘の安あ

 宅たけ

 船ぶね

 （大型戦船で片舷二十五挺立て）が、大小の兵船五百余艘を従えて出現した。その船足は、すこぶる疾はや

 い。みる間に織田船団の背後に廻り込み、三十匁筒から発射された焙ほう

 烙ろく

 火び

 矢や

 が、煌こう

 々こう

 と空に舞い、織田船の頭上に降りかかる。轟音と尖光が湧き上り、爆発した火矢の鉛玉をくらった織田船は、火焔を吹きあげ、沈んでゆく。浮んでただよう者は、熊手、投なげ

 鈎かぎ

 で引き寄せられ、浮き斬りに斬られ波間を血に染める。雑賀水軍の閧とき

 の声。

「えいえいおうっ！　えいえいおうっ！」

　雑賀水軍の射手船は、みな一枚楯を並べ、快速で漕ぎ廻り、織田船を撃ちまくる。百雷の一時に落ちるような発砲の轟音。対岸で立ち往おう

 生じよう

 の柴田勝家。

「うぬっ。謀はか

 られたかっ！」

　銀ぎん

 伊い

 予よ

 札ざね

 白しろ

 絲いと

 素す

 懸がけ

 威おどし

 胴丸具足の勝家の胸中を引き裂き、かきまわす。雑ぞう

 兵ひよう

 たちは、兵ひよう

 具ぐ

 を捨て、物陰を探して逃げまどい、頭をかかえて地に伏せる。

　長島城から狼煙のろし

 が上がり、篠崎城、長島城、小田崎城から押し出した一万余の軍兵が、逃げ遅れて輪中に取り残された氏家勢二千余を容赦なく殲せん

 滅めつ

 し始めた。

　中洲から退却する途中、柴田勝家は負傷。結果として氏家卜全は戦死。織田方の完敗であった。信長は、蹌そう

 踉ろう

 として岐阜に戻った。



　木の枝に若雀が一羽止っている。ふと叢くさむら

 に目を移すと猫が一匹、虎こ

 視し

 たんたんとねらっている。信長の口許に微笑が浮ぶ。

　──あの距離では、駄目だ……──

　信長は、若雀を見つめながら考え続けた。いや、考えたのではない。ある飛躍的な情念が血のように信長の体内をまわり始めた。

　──雑賀衆は、新しい時代を先取りしておるやもしれぬ。底知れぬ精力エネルギー

 を感じる。腐敗しきった堕落僧の叡山とは、全く異なっておる。集団で個人を保護するかわりに、集団全体の利益が個人の自由に優先する原理だ。一向宗とも異なっておる。同族で単位をつくり、連合して掟を定め、代表者を選出する際には、入れ札ふだ

 （選挙）による多数決を採用しておるそうだ。これは、しっかりと学ばねばなるまい。天下布武で、この国が、ひとつにまとまれば、武士の時代は終る。そこから先は、郡県制にして、雑賀衆のやり方を導入すればよい。さすれば、民たみ

 草くさ

 （国民）の精力が高まる……が、まだ先の話だ。此こ

 度たび

 は雑賀水軍に完璧にやられた。彼奴きやつ

 らは、瀬戸内で、村上水軍と戦い、洗練されておる。船ふな

 戦いくさ

 は、もっぱら火丶

 だ。巨大な安宅船を造り、火術の水準をあげねば、彼奴らには勝てぬ。これまで、儂は、陸の戦いに明け暮れ、水軍にまで手がまわらなかった……──

　信長は、口の中に、なまつばがたまってくる。まばたきもせず、小平太たちから聞いた雑賀水軍の火器を紙に書き出してゆく。

　大だい

 国こく

 火ひ

 矢や

 、烙らく

 鏃ぞく

 箭せん

 、火ひ

 鞠まり

 、投なげ

 焙ほう

 烙らく

 、火ひ

 桶おけ

 ……。

　──きりがないな。今さら操船技術を鍛錬しても間に合わぬ。要は、火丶

 を仕掛けられても燃えぬ船であればよい。鉄砲の攻撃に強いのは、南蛮胴の鉄だ。が、鉄は重い。舷げん

 側そく

 に鉄板を取付けたら船は沈む……。沈まぬ鉄船を工夫せねばなるまい……──

　信長は、筆をとって、鉄小こ

 札ざね

 を貼りつけた安宅船の絵図を何度も何度も描き続ける。

　──やはり、現物の雛ひな

 形がた

 を造って水に浮かべて研究するしかあるまい。これは、手間がかかるぞ。三年以内には、無理だ。敵は、三十匁筒に焙烙火矢を仕込んで焼討ちしてきた。防ぐには、濡れ筵むしろ

 を舷側に吊すしかあるまい──

　信長は、筵を六枚つなげ、上部を二本の縄で吊し、舷側に袖の様に垂らした絵図を描いてみる。信長は、ぷっと吹き出した。

「手た

 綱ふさぎ

 （ふんどし）だ。うへっ！」

　どたんと板間に大の字になった信長は、格ごう

 天てん

 井じよう

 をみて謡う。　[image: 〓]
 夢の夢の夢の　昨日きのう

 は今日きよう

 の古いにしえ

 　今日は明あ

 日す

 の昔……
 　──火矢には、手綱として、小火器を山ほど装備しても、敵船に接近せねば、使いものにならぬ。遠くからでも破壊できる大おお

 筒づつ

 （三十匁筒以上）……二百匁筒（口径五十ミリ）を、船の正面に一門、左右に三門ずつ銃台にのせて発射する……──

　信長は、二十年前、沢彦和尚に連れられて訪れた堺さかい

 湊みなと

 で見た三本帆柱の明みん

 の武闘戦艦を想い出す。

　──あの青銅大砲は、虚こ

 仮け

 威おどし

 の威い

 嚇かく

 用よ。連射すれば破裂だな。煤すす

 の掃除が容易ではない。大筒といえども、鉄で張り立てた六匁筒を発火のからくりから完全に巨大化したものでなくてはならぬ。大筒の末端が、ネジで取り外しができねば、火薬煤を弾はじ

 き出せぬ。これは、南蛮船の仏郎機フランキ

 の数倍高価になるが、儂は、銭ぜに

 に糸目はつけぬ──

　ふと気が付くと、赤い夾きよう

 竹ちく

 桃とう

 の色が、雨に打たれて褪あ

 せている。見上げれば、天主（常御殿）の背後の金華山の上を低い雨雲が、かすめてかなり速く動いていた。

　──よし。若狭水軍を強化するために派遣した九鬼嘉隆を呼び戻し、伊勢の泊とば

 浦うら

 を根拠地として、雑賀・村上などの水軍に対抗する織田水軍の中核とせねばなるまい──



　昼すぎからどしゃ降りとなった。廂ひさし

 から落ちる雨水は滝となり、大きな池の水みな

 面も

 は、雨しぶきが白い幕を掃いて霞んでいる。大手の櫓門に、泥だらけの騎馬武者が、とぼとぼと辿り着き、烈風に堪えきれず、転がり落ちて飛沫しぶき

 をあげた。横山城・木下秀吉からの急使であった。もたらされた情報しらせ

 は、石山本願寺法主・顕如光佐が長子・教如を伴って琵琶湖を渡り、今浜御坊福田寺を訪れたことだ。

　顕如は、湖北十ヶ寺連盟の門徒に決起を呼びかけたばかりか、五村（虎姫）の大村邸で浅井長政と会談したという。こういった場合、即座に反応して挙兵の指示を出す信長だが、なにやらからっぽのうつろさが背筋にはりついたままで、くたくたにつかれていた。



　八月十八日。準備万端を整えた信長は、四万余を率いて近江に出馬。途中、一万余は、佐和山城に向かわせ、自らは、木下秀吉の拠る横山城に入る。二十六日。小谷城と山本山城の中間点に陣を進め、余よ

 呉ご

 ・木き

 ノの

 本もと

 方面を放火してまわった。急を知った越前・朝倉義景の援兵が、北国街道を南下。すかさず信長は、横山城へ兵を退ひ

 く。

　申さる

 の下刻（午後五時）、夏の日は長く、日輪は、未だ比叡の山やま

 脈なみ

 より遥か高いところにあった。白いちぎれ雲が、碧へき

 空くう

 に舞い上っている。馬上の信長の躰は冷え凍り、鐙あぶみ

 を踏みしめても膝から下の感覚は、まるでない。

　──今は、夏も盛り。蝉の声は噪わめ

 く。が、この寒さは、どうしたことか……。末まつ

 期ご

 が迫るとは、このようなことであろう。唐突に感じるのは、まだ現世に未練があるとみえる……──

　額の脂あぶら

 汗あせ

 を掌で拭ぬぐ

 う。胃が刺されたように痛み、思わず顔をしかめた。

　──脈が速くなった。これと同じことがあったな……あ……あの時と同じであった──

　それは、永禄十一年（一五六八）、第十四代将軍、足利義よし

 栄ひで

 が仕組んだ信長呪じゆ

 詛そ

 。この時は、信長自身が、東寺で呪す

 詛そ

 返しをして義栄を倒し、難を逃れた。

　──今宵が山だな……──

　急きゆう

 遽きよ

 、軍議をとり止めた信長は、部屋に籠る。余人を近づけず、板戸を閉めきり、呪言を唱える。　[image: 〓]
 おん　ぎゃくぎゃくきりおんかうんはった……
 　呪力は、時のたつまに高まり、信長の内部に充満してきた。見えなかったものが、観み

 え始めた。心象風景の妖しい空間が、ぐんぐんと広がってゆく。自分自身は、逆に渦を巻きながら小さく小さくなり、微細な粒子となってゆく。　[image: 〓]
 吟こん

 伽が

 羅ら

 不動王　吉きち

 祥じよう

 妙みよう

 不動王　逆さか

 しに行うぞ　逆しに……
 　信長は　心象風景の中を、叡山の方角から突き進んでくる火の玉をはっきりと観た。

　──怨が来るっ！──

「やあっ！」

　信長の絶叫。信長は、掌の中に怨丶

 を握り締め、一気にそれを飛び立たせた。青い火の玉は、信長の躰の周りを、長い尾を引き、渦巻き、うねり、みる間に速度をまし巨大化してゆく。信長の裂声。　[image: 〓]
 逆しに行うぞっ！　逆しに行い下せば、血ち

 花ばな

 よ咲けっ！
 　無む

 明みよう

 の大気を切り裂き、限りなく高まった青い火玉は、箭や

 のように吹き抜け、赤い火玉めがけて激突した。支し

 離り

 滅めつ

 裂れつ

 の号叫地獄。

「うむむむ……」

　白目をひん剥む

 いた信長は、どうと昏倒。口から泡を吹き、全身を痙けい

 攣れん

 させた。



　翌朝。何事もなかったかのように精気[image: 〓]
 れた姿の信長は、颯さつ

 爽そう

 と家臣たちの前に現われた。素早い下げ

 知ち

 で、軍兵を南進させ、丹羽長秀の守る佐和山城に入った。大台所にとび込んだ信長は、驚く下男、下女を尻目に、焼味噌を椀に叩きこみ、熱湯にかきたて飲み干すと、その足で、城下の湊・松原浦へと馬を走らせた。

　大空の真ん中に、白熱した大きな太陽が懸っている。湊は、大勢の見物衆でごったがえしていた。それは、幻のような光景であった。石垣を堅牢に組み上げた岸浜堤が、幾本も湖中に伸び、見たこともない大船が碇てい

 泊はく

 している。船の長さ三十間（約五十四メートル）、横幅七間（約十三メートル）。一尺八寸（約五十四センチ）の小櫓が、百挺立てで、蜈蚣むかで

 のようである。帆柱はない。岸辺の粗末な丸太造りの掛小屋から直垂ひたたれ

 袴姿の小男が、駆けてくる。大工棟梁・岡部又右衛門だ。手を上げて破顔の信長は、

「見事じゃ。手間の日数は」

「船は、はじめてのこと故、一年かかりました。熱田船大工、奈良の塗ぬ

 師し

 、葺ふき

 屋や

 、大お

 鋸が

 引ひき

 ・研とぎ

 屋などを常楽寺（のちの安土）の湊に集め、あれやこれや試行錯誤の連続でござりました」

「南蛮船の竜骨は」

「九鬼嘉隆様にうかがいました通り、部品をあらかじめ造っておいて組立てました。この工法ならば、次の船は、四十日で完成できまする」

「次に造る時は、艫とも

 舳へ

 に矢や

 蔵ぐら

 を上げい」

「かしこまりました」

「明朝、この船で、常楽寺にまいる」

「ははっ」

　信長は、船ふな

 棚だな

 からゆれる船板を猿ましら

 のように渡り、船上に仁王立ち。

「でかいっ！」

　思わず声がとび出す信長。防波堤の内側には、大小とり混ぜて数百の和船が、舳へ

 先さき

 を揃えて揺蕩たゆた

 っているが、全く小粒で見劣りがする。



　夜が更けて、佐和山城の書院では、岡部又右衛門を相手に、南蛮船談議に熱が入っていた信長は、不機嫌そうに中坐した。芦浦観音寺の詮せん

 舜しゆん

 和尚が、啻ただ

 ならぬ形相で到着したという。信長は、大篝火で照り映える渡廊下を通り付書院へ。待っていたのは、小太りで赫あか

 ら顔、炯けい

 々けい

 たる眼光の詮舜和尚。深々と信長に頭を下げたあと、ちらと控える小姓らを一いち

 瞥べつ

 して、

「どうか……」

　頷いた信長が、振り返ると、機敏な小姓たちの姿は、既にかき消えていた。

「火急の用か」

「一大事にござりまする。叡山が、事もあろうに、全山あげまして、織田信長様調ちよう

 伏ぶく

 の百ヶ日修ず

 法ほう

 に入っておりまする。日吉山王権現の八王子山頂の磐いわ

 座くら

 でも修しゆ

 験げん

 者ざ

 が群集し、摩ま

 利り

 支し

 天てん

 の呪法・神しん

 鞭べん

 法ぽう

 で、怨敵を……」

　詮舜は、引きつる形相で、次の言葉を呑みこんだ。信長は、つんと心に弾けるものがあった。瞑目して頷き、居ずまいを正した。

「心当りがある。王城鎮護の大役のある叡山が、とうとう堕落の極きわみ

 に陥ったか……」

「百ヶ日修法なら護摩祈祷は、九月末に達成を目指しておるやも……」

「已や

 む無き仕し

 儀ぎ

 になったようだ。湖水奉行の和尚に頼みたい」

「何なりと」

「堅かた

 田だ

 衆の猪飼野甚助、馬場孫次郎、居い

 初そめ

 又次郎らは、味方になると申し越したゆえ、九月十日、常楽寺湊みなと

 に、全すべ

 ての船を集めよと伝えてもらいたい」

「畏かしこ

 まりました。他の湖上の船、総動員いたしまする」

　うやうやしく合掌礼拝する詮舜にしても、信長出陣の真のねらいが、威嚇した上での大護摩の中止にあると考えていた。なにしろ相手が、宮廷と都を鎮護する天台宗の総本山だからであった。



　樹木折れ鳥堕お

 ちる。叡山頂大堂の修羅の呼び声。星ほし

 肆くら

 崩れ冷たく散乱する。その夜半。



　[image: 〓]
 のうまくさらばたた　ぎゃていやくさらば　ぼけいびゃくさらば　たたらせんだ　まかろしゃけんぎゃきさらば　びきなんうんたらた　かんまん
 　倒れる。五体を大堂の床板に打ちつける。凄すさ

 まじい打ちよう

 擲ちやく

 の音は皮膚を破り、血を滴したた

 らせ骨に至る。須しゆ

 弥み

 壇だん

 の仏の身内に鳴り、鋭く反響する。

　正面本尊として不ふ

 動どう

 明みよう

 王おう

 、軍ぐん

 茶だ

 利り

 明王、降こう

 三さん

 世ぜ

 明王、大だい

 威い

 徳とく

 明王、金剛夜や

 叉しや

 明王の五大明王が、高みから下げ

 界かい

 を睨む。赤い三角形の護ご

 摩ま

 炉ろ

 から、燃えている火血刀の炎上。濛もう

 々もう

 と白煙、屋根裏に流れ出る。密師は、真言を唱とな

 え、膝が砕けるばかり五体投地をくり返す。凄まじい打撃音が、幾度も幾度も……。

　正面、黒光りする大柱に、紙人形が、大きな釘を打たれていた。厭えん

 魅み

 の名は、「織田信長」と書いてある。　[image: 〓]
 血を吐け　あわを吹け……七ツのぢごくへ打ちおとす　おんあびらうんけんぞばか
 　日吉山王権現の神体山・八王子山頂には、[image: 〓]
 えた月つく

 映ばえ

 に縹はた

 雲ぐも

 が流れてゆく。藍色の沈黙しじま

 から修ず

 法ほう

 の場「金こがねの

 大おお

 巌いわ

 」と呼ばれる磐いわ

 座くら

 が、赫あか

 々あか

 と浮かび上った。七五三しりくめ

 縄なわ

 が張り巡らされた護摩壇の前の広場には、頭と

 巾きん

 、結ゆい

 袈げ

 裟さ

 の大だい

 衆しゆ

 が、びっしりと埋め尽している。法螺貝が嫋じよう

 々じよう

 と流れた。一斉に湧き起こる足踏みに岩場がゆれる。暗闇を突き破って激しい真言の大合唱。　[image: 〓]
 のうまくさんまんだ　ばさらだんせん　だまからしゃだそわたや……
 　立ち昇る火炎に照らされた本尊は、忿ふん

 恕ぬ

 形ぎよう

 の三さん

 面めん

 六ろつ

 臂ぴ

 の摩利支天だ。導師は、隠おん

 形ぎよう

 の印を結ぶ。二人の修験者がひろげた白紙に、墨痕鮮やかに一いち

 円えん

 相そう

 を描き、その中に怨敵・織田信長と書いた。何者が身に寄り添うか、火炎と水炎の乱らん

 声じよう

 と共に、ヌルデの木で作った鞭で、「織田信長」を突きまくる。狂気の乱舞は続く。

　その頃、山麓の坂本・天水院では、玄げん

 旨し

 帰き

 命みよう

 壇だん

 と呼ばれる奇怪な儀式が、進行していた。

　乱声の銅ど

 鑼ら

 。立ち昇る火炎に照らされて正面の仏像が現出した。象頭双身の大だい

 聖しよう

 歓かん

 喜き

 天てん

 である。象頭人身の男女二人は、相抱いて和合している。　[image: 〓]
 なも　び　な　や　きゃ　しゃ　か　しっち　ぼきゃ　しゃ　た　にゃ　た　あ　ちゃ　な　ちゃ……
 　信ずる者には、全てご利り

 益やく

 があるという、大聖歓喜天咒じゆ

 法ほう

 経きよう

 は、琅ろう

 [image: 〓]
 かん

 にけむる果はて

 無なし

 山脈に流れ、西の彼方かなた

 に旅立ちをしてゆく。

　二つ目の法螺貝の合図で[image: 〓]
 が

 尼に

 沙さ

 役の若い娘が、しずしずと登場。北方の釈しや

 迦か

 如によ

 来らい

 の梵ぼん

 字じ

 を刻しる

 した木額に向かって拝礼した。白い花はな

 弁びら

 の頬に涙が光って糸を引いた。衣きぬ

 摩ずれ

 がして、帯が落ちた。白い裸身の背中が、凍結し、娘の猊かお

 が、床につけられた。豊かな腰部の窪みに笈おい

 （女陰）が、深い影を滲にじ

 ませている。群衆は、どよめき、合掌した。

「お迎え、お迎え、お迎えつかまつれ」

　導師は、裂れつ

 帛ぱく

 の気合と共に仁王立ちとなった。

「南な

 無む

 十じつ

 方ぽう

 仏ぶつ

 、南無十方仏……」

　深い瞑めい

 想そう

 に入り、守護文を唱えれば、[image: 〓]
 すり

 袴ばかま

 は床に落ち、怨張した梵ぼん

 天てん

 （男根）が、天を支えて屹きつ

 立りつ

 する。黄色の達だつ

 陀たん

 衣え

 の練れん

 行ぎよう

 衆しゆう

 の一人が、聖油をひたした布で梵天を拭い、穢けが

 れを払う。魔障を調ちよう

 伏ぶく

 する金剛三さん

 鈷こ

 杵しよ

 を思わせる梵天は眩しく輝いている。導師・光春は、左右の脚を横向きに[image: 〓]
 すり

 足あし

 で笈丶

 に近づいてゆく。

　[image: 〓]
 尼沙は、僅わず

 かに身をよじらせた。導師は、両掌を堅く合わせたままで[image: 〓]
 尼沙の双そう

 丘きゆう

 を見下ろした。もう一人の練行衆が、片膝をついて両手で梵天を握り、笈丶

 の入口で左右に三度ずつ押し当てた。

「承う

 けたもう、承けたもう、承けたもう」

　導師の声と共に沼ぬ

 矛ぼこ

 は、静かに笈丶

 の奥深くに沈んでゆく。読ど

 経きよう

 、真言が、ひときわ高く唱えられる中で、[image: 〓]
 尼沙は、阿あ

 [image: 〓]
 うん

 の呼吸、一声を高くあげ、　[image: 〓]
 しゅば　てい　や　ち　しつだん　きゃ　や……
 　目め

 眩くる

 めく燃焼の宴うたげ

 は、それから一刻（二時間）続き、[image: 〓]
 尼沙は、髪を振り乱し、伏して呻うめ

 いた。経文の合唱が終ると、息も絶えだえの[image: 〓]
 尼沙の笈丶

 から梵天は、ぬめぬめと姿を現わした。導師は、遂に精を放つことなく行は完成した。導師の声。

「皆の衆の望みは叶えられ、降ごう

 魔ま

 は、調伏。悪魔・織田信長は、万ばん

 里り

 にしりぞけて、七宝にみつぬべし、かかる難をも、除はらい

 たまいてや」

　悪お

 寒かん

 の走る空気の中に白い女の裸身が横たわり、汗と血に塗まみ

 れた白装束の光春の荒あ

 れた眸め

 が、鈍い光を放っていた。



　ずぅーん、ざっ、ざっ。

　舳へ

 先さき

 に仁王立ちとなった信長に飛沫が降り注いでくる。百挺櫓の大船は、白波を舳先で切り裂いて進んでゆく。疾い。震ゆ

 れはない。

　白い一団の雲が現われ、それがみるみるうちに大きくつっ立って、やがて天空を覆おお

 い始めた。頂辺に白銀の光をのせながら、影に闇あん

 黒こく

 な鬼気を威おど

 して、比叡山頂に[image: 〓]
 り上るかに見える。琵琶湖は、昨日と一変して、一面に波立っているが、信長の心は、澄み渡り、爽快感が、躰中に漲みなぎ

 っていた。

　──この風景は、人間に眺められるために存在するのではない。さながらの姿と意味を持っている。この山水はこの身を溶け込ませれば、如によ

 実じつ

 の心と出会える気がする──

　見上げれば、密雲の群れが、先を争うように太陽に襲いかかってゆく。

　──叡山は、天下の嘲ちよう

 弄ろう

 にも恥は

 じず、淫乱、魚鳥を食し、金銀の賄まいない

 にふけっておる。王城の鎮守たるをわきまえず、織田信長一人を呪詛し、呪殺せんとしておる。どうにもならない脆ぜい

 弱じやく

 さだ。不安や恐怖を遠ざけようとあがき泥沼におちてゆく。呪詛するのが一人ならば、呪丶

 詛丶

 返丶

 しもできるが、全山あげてとなれば、それを制止する方法は、“焼討ち”しかあるまい。この儂の行為は、みずからの内なる醜丶

 悪丶

 さ丶

 の賜たまもの

 。正直、不快そのものだ。儂にとって国丶

 は現丶

 実丶

 だが、彼奴らの現丶

 実丶

 は、私丶

 しかない。儂には、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 という仕丶

 事丶

 がある。なすべきをなすしかあるまい。天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 という行為の中の不丶

 条丶

 理丶

 を認めるしかないではないか……──

　信長は、胸の中に渦巻く混沌としたものが、いつしか鳥に姿を変え、白波に羽を濡らしながらも、懸命に飛[image: 〓]
 を始めていた。



　信長が到着した常楽寺は、風景が一変していた。数万の人夫たちが、原野を埋め、黒蟻のようにひしめいている。南の繖きぬがさ

 山やま

 麓にある観音寺城下の佐々木湧わき

 から三本の運河が造成され、観音寺山の石を筏いかだ

 で続々と運んでいた。麓から百十間（約二百メートル）の常楽寺山頂は、大規模に削さく

 平へい

 され、穴生あのう

 衆の指揮のもと土ど

 止ど

 めの石垣が組み上げられていく。

　造成用の道路は、麓から三本。三間半（約六・三メートル）の本街道なみの幅広さだ。湊には、五本の石堤が組み始められている。

「石が足りぬな」

　信長は、石積み現場で、空を仰いだ。岡部又右衛門は、さらりと、

「この城だけで、石垣は、五万四千五百坪（東京ドームの約四倍）になりまする。観音寺山、長命寺山、長光寺山、伊庭山など、ほど近い山々から切り出し、でき得れば、大石をいただきたく……」

「うむ。搬はこ

 ぶのも容易ではない。本格的に築城するまでには、あと二、三年はかかる。その際には、十万余集めて、一気にやる」

「はい。それまでは、こつこつと行いまする。大船の方は……」

「一年以内に、あと三艘いるぞ」

「うひゃあっ！」

　又右衛門は、滑こつ

 稽けい

 な身振りで、すとんすとんと足踏みし、

「コカァ、コカァ」

　と、鳥の鳴き真似をした。狂言「柿かき

 山やま

 伏ぶし

 」の一節だ。咄とつ

 嗟さ

 に又右衛門の意を察した信長は、畑はた

 主ぬし

 役を演じる。

「ははあ。よう見れば、鳥でのうて、猿じゃ」

「ははあ。身み

 共ども

 が猿に見ゆるか、鳴かねばなるまい。キャッ。キャッ。キャッ」

　又右衛門は、猿の物真似をして逃げ出した。破顔した信長は、顔を紅潮させ、小躍りしながら後を追う。弾けた哄笑が、木立に響き渡り、穴生あのう

 衆、馬ま

 淵ぶち

 衆の石工たちは、手を止めて、顔を見合せた。



　常楽寺山頂をかすめてゆく霧が、木々の緑を奥深く染め出している。佐久間信盛、柴田勝家、丹羽長秀、宮みや

 部べ

 継けい

 潤じゆん

 、木下秀吉、明智光秀ら諸将は、固かた

 唾ず

 を呑んで信長の言葉を待っていた。信長は、ふっと溜息をついてから、

「明朝、出陣じゃ。小川城、志村城、金かねが

 森もり

 城を陥し、九月十一日、瀬田川を越し、石山に布陣せよ。九月十二日、叡山焼討ちじゃ」

　一同、どよめいたが、異議を唱とな

 える者はない。信長は、波立つ胸をおさえて、自分の心の芯を覗き込んだ。

「武田信玄が、天台の極官である権ごんの

 大だい

 僧そう

 正じよう

 に任ぜられたということは、信仰上のことではなく、天下布武を阻止する戦略上のことだ。もはや、山門は背筋が凍るほど臭いものになった。山門を焼き尽し、終しゆう

 焉えん

 させねばならぬ。焼跡に[image: 〓]
 くず

 の花が咲き、千せん

 日にち

 回かい

 峰ほう

 を達成する行者が現われ、叡山が、清浄な山に反かえ

 る日が来ることを祈ろう。天下布武とは、苛酷で厳しいものよ。陽丶

 が極まれば、陰丶

 にその場を譲り、陰丶

 が極まれば、陽丶

 にその場を譲る。『やっては不い

 可け

 ない』ことをやる時が来た」

　諸将は、一斉に立ち上り、お丶

 う丶

 と雄お

 叫たけ

 びをあげた。みな、九丶

 月丶

 十丶

 二丶

 日丶

 という日の意味をよく理解していた。それは、去年、石山本願寺が、突然に、しかも背後から織田勢に襲い掛かるという驚天動地の大事件が勃ぼっ

 発ぱつ

 した日であった。



　信長の破丶

 壊丶

 と建丶

 設丶

 は、同時進行する。

　元亀二年（一五七一）、九月十二日。日も西に傾き、湖は、黄金色に染め上げられ眩しいほどであった。荘厳な光雲無む

 碍げ

 の下もと

 、揺蕩たゆた

 う百挺櫓の高速船上に信長の姿が見える。

　従う数百艘の軍船は、石垣を堅牢に組み上げた岸浜堤に着岸し、鉄砲、弾薬などを運び出している。坂本は、正まさ

 に城砦都市だ。高い石垣の上には、豪荘な館やかた

 があり、周りに濠を掘り、二重三重に逆茂木を打って櫓を掻き上げ、さらに垣楯を構えている。殷いん

 賑しん

 を極める坂本の里坊に居住する堂衆は、全国の寺からの上納金や琵琶湖権益からの収益金で潤っていた。堂衆は、洛中に土ど

 倉そう

 を営む。土倉は、現在の銀行と質屋を兼ねた一種の高利貸であった。金利は高い。五文字から八文字。五文字とは、百文につき一ヶ月五文。一年では、六十文。つまり六割の高利である。この富を護るのが、公く

 人にん

 と云われる法師武者だ。信長は、これらの証文類を、全て焼き捨て、その基盤を奪い去ることを考えていた。



「信長が、来たぞおっ！」

　阿鼻叫喚の群衆は、山麓を埋め尽して大津へと逃げる。行く手は、織田勢三万に塞ふさ

 がれ、どうと押し戻され反転する。一隊の騎馬武者が、手に手に松明を掲げて疾駆すると、五千余の屋並のあちこちで黒煙があがり、みる間に紅ぐ

 [image: 〓]
 れん

 の炎に呑み込まれてゆく。明智光秀、木下秀吉らの軍勢は、暗くなった本ほん

 坂ざか

 、無動坂、飯室坂、大官谷路、滋賀里路など五筋の参道を山頂目ざして一気に攻め登り始めた。信長の指令は、『堂舎に火をかけ、人影を見れば成せい

 敗ばい

 せよ』だ。途中、堂坊には火をかけ、とび出してくる法師武者は、残らず射殺。軍兵らは、歓声をあげて、緋の小袖の遊女たちと共に逃げまどうあられもない坊主たちにとび掛かり惨殺する。

　真っ先に山頂に辿り着いた光秀を待っていたのは、静まり返り、澄み返っている剥脱の世界であった。お丶

 の丶

 の丶

 き丶

 が、非常に鋭く、じかに光秀の心を射してくる。

　──道を間違えたか……──

　光秀は、呼吸した。捕えた修験者を引き倒し、打ち据え、首を絞める。

「申せ。根本中堂は、いずれにあるっ！」

　汗と土くれと血にまみれた白装束の男は、

「あれに……」

　指さす方にあるのは、大杉の陰の小さな破や

 れ寺一つ。熊笹を掻き分け、羊し

 歯だ

 の叢を進む。老杉の葉は、銀色の月の光に照らされ、繊ほそ

 く寂さ

 びて息づいていた。古びた板いた

 葺ぶき

 の屋根は、草に覆われ、なかばくずれかけている。続く家来を制して、光秀は、桟さん

 唐から

 戸ど

 を引いて暗い堂内に、そっと躰を滑り込ませた。かざす柄え

 松たい

 明まつ

 に照らされて浮び上った拭ぬぐ

 い板敷は、土足で踏み荒らされ、荒廃と虚無が捩よじ

 れている。翳かげ

 のない闇。生き死にの定かでない果てしなき無む

 明みよう

 。本尊の薬やく

 師し

 如によ

 来らい

 、日光・月光菩[image: 〓]
 、十二神将の前に灯明はない。

　──これが、根本中堂か……──

　光秀の頬に白く光るものが、したたり落ちた。光秀は、最澄の歌を口ずさむ。

[image: 〓]
 阿あ

 耨のく

 多た

 羅ら

 　三さん

 藐みやく

 三さん

 菩ぼ

 提だい

 の仏たち　我わが

 立たつ

 杣そま

 に　冥め

 加か

 あらせ給たま

 へ


　姿を現わした光秀は、夜空を仰ぐ。螺ら

 鈿でん

 をちりばめたような藍の空を縹はた

 雲ぐも

 が静かに流れてゆく。光秀の大音声が、木霊した。

「山門を亡ほろぼ

 す者は、山門なり！　火を放はな

 ていっ！」

　山上に、涅ね

 槃はん

 、光明浄土はどこにもない。翡ひ

 翠すい

 色の樹々の向こう、東塔の大講堂からも紅[image: 〓]
 の炎が、舞い上った。

　──世に云う堂塔五百余棟など、何処いずこ

 にあるぞ、あるのは、荒れ果て拝まれることもない根本中堂と大講堂の二つだけ……──

　光秀は、ずり堕お

 ちる重い空気に掬すく

 いあげられ、よろめいた。

　真実のところ、延暦寺の中心・根本中堂は、永享七年（一四三五）二月、第六代将軍（義教）が比叡山堂衆を制圧するために、六角満綱、京極持光らに命じて山門を包囲させた。山門で将軍呪詛の祈祷が行われたからだ。逃げきれぬと観念した堂衆は、根本中堂などに放火して自刃。その後、応仁、文明の大乱（一四六七～一四七三）によって、残りの堂塔五百余棟のほとんどが、焼失していたのだ。光秀が目撃したのは、のちに再建された仮小屋然とした板葺の根本中堂と講堂だけであった。

　因ちな

 みに、焼討ちの前年の永禄十三年（一五七〇）三月に多聞院英俊が参詣した日記によれば、根本中堂、大講堂、普賢院、北谷西方院の四つだけと記してある。



　そいつは、断崖にいた。とおい血脈の野性に覚さ

 め、赤い舌を[image: 〓]
 む。恕号と鬨とき

 の声。横よ

 川かわ

 中堂の板葺屋根に白煙が流れたと見る間に、それは、紅[image: 〓]
 の炎に変じ、赤地に白の沢おも

 瀉だか

 紋の旗印が、照り映える。寺宝を抱えた堂衆が逃げまどい、顔を歪ゆが

 ませる。秀吉の声。

「手出し無用ぞっ！　通してやれ」

　道を広く開けた秀吉勢の間を、煙で黒く隈くま

 取ど

 りのできた堂衆が、次々に通り抜け、黒くろ

 谷だに

 に向かって下山してゆく。

　秀吉は、山麓にある日吉山王から大宮（横川）道を登りきった香か

 芳ほう

 谷口から横川を固めていた。深い横皺が走る額、窪んだ眼がん

 窩か

 の底にある眼は、不気味に光る。

　──俺は、彼奴の目の届かぬところでは、勝手にやらせてもらう。これで彼奴の悪あく

 名みよう

 は天下に響き、敵対する大名は激増する。俺が、彼奴を斃たお

 す日が近づくというものよ。焼討ちを命じた時の彼奴は、呼吸が乱れ、手先は、微妙に震えておった。感情が、激しく震え動く時の彼奴は、隙だらけだ──

　あの日の夜、秀吉の反応はすばやかった。

　横山城を守る竹中半兵衛に急使を送る一方で、右ゆう

 筆ひつ

 の順じゆん

 良りよう

 応おう

 其き

 を端舟に乗せ、対岸の日吉山王へ急行させた。応其は、秀吉の甥おい

 で、高野山の行人（堂衆）であった。のちに木もく

 食じき

 応其として天下人・秀吉の片腕となり、全国に三千万石余の巨費で九十七ヶ所の寺院の造営事業を手がけた男であった。応其は、驚く日吉山王禰ね

 宜ぎ

 ・樹じゆ

 下げ

 坂ばん

 東どう

 大た

 夫ゆう

 を説き伏せ、一族四百余を、竹中半兵衛の手配で伊吹山麓に避難させた。秀吉と樹下家の血の繋つな

 がりは深い。坂東大夫の叔父・弥や

 右衛え

 門もん

 は、秀吉の父。弥右衛門は、日吉神社に仕える神官で、その神霊が宿る絶対的な力を持ち、ワタリ衆を統率する大法師であった。が、戦乱の中で深傷ふかで

 を負い、野山を疾駆して戦うことが不可能となったので、法師の座を、坂東大夫の父・昌光にゆずり、尾張の中中村の名主となった。

　弥右衛門と木き

 地じ

 師し

 の娘・な丶

 か丶

 との間に生れたのが、秀吉であった。幼時、小丶

 猿丶

 と呼ばれたが、猿丶

 は、日吉山王の神丶

 獣丶

 。藤とう

 吉きち

 郎ろう

 の藤ふじ

 は、日吉山王の御ご

 神しん

 木ぼく

 のこと。日吉山王は、全国のワタリの精神の拠り所であった。渡来人の子孫であるワタリの主な生活の場は、荘園、公領の境さかい

 であった。“川の民”は、川舟を操る船頭、筏いかだ

 流なが

 したちのことで、誰の領地でもない川岸、中洲に住みついて、ワタリの情報連絡や保護を役割としていた。“山の民”は、修験者が、峰渡りの行をする山の尾根道辺りが、生活の場。杣そま

 人びと

 、山やま

 造つくり

 、檜ひ

 皮わだ

 師し

 、木地師のように、木に係わりのある人々の地に、山から出る金、銀、銅、鉄の採取や精錬をする金かな

 掘ほり

 、鍛か

 冶じ

 師し

 、鋳い

 物も

 師じ

 などの職能を持つ人々がいた。戦国大名から見れば、“領国外の奴ら”であり、農民からすれば、“賤しい奴ら”であった。日吉山王を信仰するワタリは、近江、尾張、加賀、越えち

 前ぜん

 、若わか

 狭さ

 、丹たん

 波ば

 、山やま

 城しろ

 、伊賀、美濃、三河、遠とお

 江とうみ

 に拡がっていた。秀吉は、これまで、“ワタリの煌きら

 星ぼし

 ”として、夥おびただ

 しいワタリ衆の協力を得てきた。

　日吉山王権現を焼討ちでもすれば、信長は、ワタリ衆の不ふ

 倶ぐ

 戴たい

 天てん

 の敵となり、秀吉は、“無用の男”に成り下がる。秀吉は、余人の追つい

 随ずい

 を許さぬ“狡こう

 猾かつ

 さ”で、窮地を切り抜けようとした。



　軍ぐん

 兵ぴよう

 の雄お

 叫たけ

 び。刀槍の打撃。叫喚と悶絶。山麓に黯くろ

 々ぐろ

 と拡がる殺さつ

 戮りく

 の嵐。絶望の悲鳴をあげた群衆は、雪崩なだれ

 を打って、まだ敵影のない日吉山王の大鳥居へと殺到した。参道には、延暦寺堂衆の里坊が、びっしりと軒をつらねている。

「焼討ちじゃっ！」

　馬蹄の響き。振り廻す松明の火の粉。権現川に架かる橋から現われた騎馬武者二十騎が駆け回る。板葺、柿こけら

 葺ぶき

 の屋根を火炎が、物凄い速さで舐な

 め尽してゆく。風が吹き酸鼻の臭いが、大宮川の川かわ

 面も

 を這は

 う。日吉山王の境内には、侍さむらい

 烏え

 帽ぼ

 子し

 に真しん

 紅く

 の腹当をつけた神じ

 人にん

 （神職ではなく雑役の下人）や法師武者五百余が、太刀、乳ち

 切ぎり

 木き

 、鎖鎌、刺さす

 叉また

 を翳かざ

 し、群衆を威嚇。押し止とど

 められた群衆は、大宮川渓谷に沿う杣そま

 道みち

 を登り、織田勢の旗印がひしめく本坂を避け、馮かれたように横川の杉木立を目ざす。横川から叡山の稜線の西側に下り、八瀬に逃れようと誰もが思っていた。ようやく辿り着いた横川中堂は、火炎に包まれ、広場は、秀吉の軍勢で埋まっていた。肺はい

 腑ふ

 を震わせる女、童わらべ

 の悲鳴。

　火の海を背に一人の武将が進み出て、群衆を睥へい

 睨げい

 し、

「命はとらぬ。安心せよ。」

　鉄てつ

 朱しゆ

 漆うるし

 塗ぬり

 桶おけ

 側がわ

 二枚銅具足の男は、しずかに面めん

 頬ぼう

 をはずした。

「木下藤吉郎秀吉である。坂本や日吉から参った者は、通ってよい。黒谷から走出坂に抜け、八瀬に逃げよ。高野川辺りには、織田の軍勢はおらぬ」

　群衆は、秀吉を伏し拝み、跪ひざまず

 く。秀吉は、一触即発の力感を秘めたまなざしで、

　──これで俺は、仏教保護者の名声をうけようぞ。彼奴（信長）は、瀬田の山岡玉林所に本陣を構え、此こ

 処こ

 のことは知る筈もない。万一、誰かが注進したとしても、彼奴の純粋な心に訴える弁べん

 明めい

 は、山ほど用意してあるわい──



　その頃、怒声と鬨とき

 の声の渦の中、日吉山王・東本殿、宇佐本殿、白はく

 山さん

 宮ぐう

 本殿と、次々に火が放たれた。凄まじい火の粉を吹き上げ、巨大な火柱が、山麓に幾本も立ち昇った。

「畜生……信長め、地獄に堕お

 ちよっ！」

　背中に大おお

 火傷やけど

 を負った光春坊が、乱らん

 杭ぐい

 歯ば

 を剥む

 き出しにして喚わめ

 いている。八王子山頂には、追い詰められた法師武者、神人三百余が古代の墳墓らしい巨岩を背に陣を布いていた。

「来たぞっ！」

　光春坊が、大おお

 薙なぎ

 刀なた

 の柄で指し示す。斜面の灌木の間に、びっしりと冑かぶと

 の鉢が、盛り上っていた。

「草鞋わらじ

 をしかとせよ。帯おび

 紐ひも

 をきつく締め、動きを確かめよ。ゆくぞっ！」

　喉のど

 も裂けよと喊かん

 声せい

 を吹き上げた堂衆たちは、大きく跳躍して、敵に襲いかかった。その瞬と

 間き

 、叢から天地が崩れるような銃声が破裂し、手や首を飛ばされた堂衆の真っ赫な屍体が、吹き散った。百雷が、渓谷に木霊する。

「一人も生かすな、皆殺しぞっ！」

　勝ち誇った織田勢は、八王子山を四方から囲み、じりじりと攻め上り、堂衆たちを追い詰めてゆく。血しぶきと濡れ手拭を叩きつけるに似た斬刀の鈍い音。叫喚と悶絶。八王子山頂の岩場に黯くろ

 々ぐろ

 と拡がる熱い血の論理。風が吹き、酸鼻の臭いが、山頂を這は

 う。すべては、四し

 半はん

 刻とき

 （三十分）のうちに最期おわり

 を告げた。



　未明、叡山山頂から立ち戻った明智十兵衛からの報告を聞いた信長は、

「座主・覚恕（後奈良帝第二皇子）と前座主・梶井門跡応胤の親王二人は、大原にのがれたそうだな。しばらくは、座主は、空位が続くであろう。王城の鎮守と云われる延暦寺の建物が、僅かであれば、世評の“堂塔四、五百余”が泣こう。屋根の木材を集め、盛大に大焚き火をせよ。京から見えるように煙をあげい。打落した頸くび

 も、千余では少ない。数千余と喧けん

 伝でん

 するように」

「畏かしこ

 まりました」

「これは、御お

 狂くるい

 には非あら

 ず。混沌として定まらぬ世に示す規範となる法丶

 なのだ。その結果、儂が、悪鬼外げ

 道どう

 と蔑さげす

 まれようとも、喜んで悪名を受ける覚悟ぞ」

　この言葉通り、信長は、細川藤孝、山科言継らに出した書状に、“堂塔四、五百余”“五千ほどくびをきり”と誇大に戦果を報じた。遠まわしに、将軍・義昭を恫どう

 喝かつ

 したことは言うまでもない。焼討ち時、現場に居なかった太おお

 田た

 牛ぎゆう

 一いち

 は、『信長公記』に、山科言継は、『言継[image: 〓]
 記』に、信長が望んだとおりに記述した。人は、期待されるように行動するものだ。四面楚歌と思われた信長だが、十三日の昼前、数十騎の馬廻衆のみを率いて京に入った。比叡山焼討ちに動転している筈の町衆は、いつもと変らず歓声をあげて出迎えた。妙覚寺に入った信長のもとへ公家たちは、先を争って参賀に訪れ、天皇からも延暦寺殲せん

 滅めつ

 に対する抗議はなかった。信長の予測通りに物事が運び始めた。世人の流れを事前に知っていたからではない。予測を成就させようと信長が、積極的に行動したからである。信長は、洛中洛外から米を集め、それを町衆に貸し付けて、その利米を禁裏の費用の一部にあてるように指示した。同時に民衆に対しては、公おおやけ

 の基準を決める。枡ます

 の統一だ。

　それまでの十合枡に代わって、奉行人の焼印とか花か

 押おう

 を押した京きよう

 枡ます

 を正式なものとした。

　判はん

 枡ます

 の誕生である。

　九月十七日。岐阜に戻る前日になって、信長は、重い腰をあげて二条御所を訪れることにした。ここ一年間というもの、義昭の信長打倒の陰謀が活発化しており、その証拠を信長は数々手に入れていたからであった。

　──義昭の顔を見て、平静でいられるか──

　最近だけでも、義昭が、甲斐の雄・武田信玄にあてた内ない

 書しよ

 は三通。驚くべきことに、密使の中継所は、信長の家臣・遠藤新兵衛胤たね

 基もと

 の郡こおり

 山やま

 八幡城であった。胤基は、家老の遠藤加賀守を介して、武田信玄と款よしみ

 を通じていたのだ。それを知った信長は、激怒したが、兄の胤たね

 俊とし

 が、信長に忠実な武将であり、去年十一月二十六日、朝倉、浅井勢と戦い討死したことでもあり、一度は許すことにした。

　恐れ入った胤基は、全ての内書の写しを信長に提出。内容は、義昭が、信玄に、軍事行動を起こして、信長を打倒し天下を平定せよと要望するものであった。

　信長は、ときがたい、胸のふたぐ思いをかかえ、寂とした落いり

 陽ひ

 に映える大手門を潜くぐ

 った。

　──城内の武士の数が、増したようだ──

　案内をうけて、板敷の廊下を油断なく腰をおとして進むうち、信長の全身に殺気が、ほとばしる。

　大広間。引ひき

 直衣のうし

 の細川藤孝が、拝礼し、退坐した後には、冠こうぶり

 直衣のうし

 に紅べに

 袴ばかま

 の義昭が、上坐から信長を見下ろしていた。豊かな肥ひ

 躯く

 を大儀そうにゆすり、漆黒の髭くちひげ

 と鬚あごひげ

 の間に見える分ぶ

 厚あつ

 い唇が、ゆるやかに開いた。嗄かす

 れ声だ。

「弾だん

 正じようの

 忠ちゆう

 殿の上洛、大たい

 儀ぎ

 でおじゃる」

「…………」

　信長は、それには答えず、ゆったりと、口許には、微笑さえ浮べて、

「上様に、お願いの儀これあり。よって参上仕つかまつ

 りました」

「おう」

　一瞬、義昭の緊張がゆるみ、すうっと肩の力が抜けた。

「何なりと、申してみよ」

「恭うやうや

 しくおもんみるに、天下広しといえども、宇う

 内だい

 （国内）を統一して、上様を安やすん

 じ奉たてまつ

 る者は、弾正忠をおいて他にはありませぬ。つきましては、甲州の武田信玄に内書をたまわり、速すみ

 やかに軍勢を率いて上洛し、弾正忠を補佐するように申し付け下さりませ」

「…………」

　義昭の表情に不快な陰影が走り、頬に赫あか

 味み

 が差した。

「ここで認したた

 めるのか」

「…………」

　信長は、答えるかわりに、やさしい眼差しで、義昭を包み込むように見詰めた。

　──拷問の責め道具は、筆丶

 よ……──

　近きん

 習じゆ

 が、運んできた文ふ

 机づくえ

 の上に、親書用の堅紙が置かれている。義昭は、口中にたまった痰たん

 を幾度もぐっと呑みこむ。頬をこすり、口にさわる。欠伸あくび

 がでた。眉の内側の端が少しふくらんで、眉がやや斜めになった。吊り上がった義昭の眸。信長は、すすっと躙にじ

 り寄って義昭の肩にふれるほど近づき、紙面を覗きこむ。義昭の心臓の鼓動は高まり、呼吸はぜえぜえと乱れ、筆をもつ手先は、微妙にふるえ始めた。義昭は、ふと筆を止め、額に浮ぶ脂あぶら

 汗あせ

 を拭う。

　義昭は、[image: 〓]
 が発見されるという危き

 惧ぐ

 から、非常な恐怖と緊張感のため、はげしく動く感情を止めようがない。

　信長の引き締まって力強い口許が歪む。

　──弱くゆるんだ上すくい。ゆれた左払い。ばさばさの右払い。左が低く醜い字……。この男との縁も、もはやこれまでだ──

　泰たい

 然ぜん

 自じ

 若じやく

 とした信長は、義昭をしげしげと見詰めていたが、やがて、肌寒い風にあおられて火の粉を振り撒ま

 いている庭の大おお

 篝かがり

 火び

 に視線を移した。杉木立にまとわりついた蔦つた

 紅葉もみじ

 が、赫々と燃えている。信長は、心の中で、ひとり唱うた

 う。

[image: 〓]
 人の姿は花はな

 靱うつぼ

 やさし　差して負お

 うたりや　獺うそ

 の皮かわ

 靱うつぼ


 （いとしい殿との

 御ご

 のお姿は、靱に花をさしたりして、まことに風流に見えます。けれども逢お

 うてみると、負お

 うているのは、[image: 〓]
 だらけの獺の皮靱。靱は、矢を入れる武具。「優やさ

 し」に「矢や

 差さ

 し」をかける）


　翌、九月十八日。信長は、宇佐山城に入った。比叡山焼討ちで没収した叡山領、日吉山王領を整理した上で、佐久間信盛、明智光秀、柴田勝家、中川重政らに分け与えた。近江支配体制を固めた信長は、常楽寺門前に、高札を立てた。太鼓が、打ち鳴らされると、工事の手を止めた石工たちが、集ってきた。

　信長のよく響く声が、高い青空に澄み昇ってゆく。

「向こう

 後ご

 、この地を『安あ

 土づち

 』と命名するものなり」

　呆然としている人々の顔を見て、信長は、あせりと野心とが、湯気のように彼の頬をほてらせた。続く言葉は、喉のど

 につまって出てこない。ふと仰ぎ見ると、二匹つながった赤とんぼが、すいすいと飛んでゆく。信長の口許に微笑が浮び躰に張りつめた力が抜けた。

　──「安土」という名には、儂の期待と予測がこもっている。が、現い

 在ま

 の段階で、儂の心の内丶

 にあるものを、外丶

 にあると言い張ってもしかたない。あ丶

 る丶

 も丶

 の丶

 は在あ

 り、な丶

 い丶

 も丶

 の丶

 は無い。阿弥陀経の浄土は、「黄金を敷き」だが、ここには、「枯葉が敷き」。「七しち

 宝ほう

 の[image: 〓]
 池」は、美しい水が[image: 〓]
 れる琵琶湖だ。「鳥の法音」は、あの柿をついばむ目白のツィーイ、ツィーイ……──

　深く頷く信長。そこには、明確な目標を持つ者だけにある阿あ

 羅ら

 耶や

 識しき

 （意識の流れ）があった。

　──経丶

 によれば、浄土は、西方十万億土と限丶

 り丶

 な丶

 く丶

 遠丶

 い丶

 ところに在るという。儂の浄土は、限丶

 り丶

 な丶

 く丶

 近丶

 い丶

 ところにある。それが、安土だ──

　背後の山には、古いにし

 えより幾つかの寺があり、叢の中に点々と礎石が残っていた。そのひとつに安土寺があった。正和二年（一三一三）十一月の「大乗院文書」に記録されているが、それを利用するほど、信長は単純ではない。信長は若い頃から、信仰には大いに関心を持っていた。博識の沢彦宗恩和尚から、法然、親しん

 鸞らん

 、道元、日[image: 〓]
 などの各宗派の開祖についての教えをうけた。信長が特に興味をひかれたのは、鎌倉時代の遍歴の「捨すて

 聖ひじり

 」一いつ

 遍ぺん

 上しよう

 人にん

 であった。信長の奔放な想像力が、奥深く秘められた真実を黙示する。

　鼓つづみ

 草ぐさ

 が、咲き乱れる村の広場。里さと

 人びと

 が群れ集つど

 い、一人の乞こ

 食じき

 僧の周りに跪ひざまず

 き、唱和する念仏は、大気に木霊した。里人の中には、武士も混っている。大口を開けて狂ったように笑い続ける者がいるかと思えば、涙を流し嗚お

 咽えつ

 し抱き合う者もいる。二人の尼僧を従えた痩身の僧が、やにわに五ご

 体たい

 投とう

 地ち

 の礼拝を始めた。雪ゆき

 解ど

 けの泥土の上に、吾わが

 身み

 砕くだ

 けよとばかりに繰り返し倒れこむ。群衆の興奮は、頂点に達したとみえ、念仏は噪わめ

 き声に変じ、足踏みは大地を轟とどろ

 かせた。その僧は、逆光の中に独ひとり

 神がみ

 の陰影となって浮ぶ。

[image: 〓]
 おのずから相あい

 会う時も別れても
 ひとりはいつもひとりなりけり
 　信長は、この比類を見ない純粹無む

 垢く

 な求道者・一遍の「一遍語録」上・「別願和讚」にある阿弥陀仏の国土・極楽浄土である「安あん

 養によう

 淨じよう

 土ど

 」から安丶

 と土丶

 をとり、「安土」と名付けたのであった。

　十月。岐阜・千畳敷曲輪にある天主。

　水墨の香りがする時雨しぐれ

 が燻くす

 んだ大池の水みな

 面も

 を渡ってゆく。鳥の影はない。焦燥が、信長の心を波のようにゆすぶった。手にした書状をぐっと握り締める。書状は、徳川家康からのもので、北条氏康が死んだという。

　信長の魂は、肉体から遊離し、飛[image: 〓]
 し、拡がってゆく。信長の魂は、ずっと拡がっている生命をもった実在の一部にしかすぎない。

　予知能力が、一瞬で立ちあがる。光・音・臭い……はっきりした鼻の線、ひきしまって力強い口許、厚みをもった肩……その男の幻影が、信長の瞳の中へ。

　檜ひ

 皮わだ

 葺ぶき

 の大屋根を光らせる紅葉は、斜めの陽射しに赫あか

 々あか

 と照り輝いている。

　──何ど

 処こ

 であろうか……なるほど、甲府の躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 、信玄の館だな──

　静寂の気が辺りにみちている。書院の簀すの

 子こ

 に素す

 襖おう

 姿の武士が手をついた。

「お館やかた

 様、御お

 煩わずら

 いは、如何いかが

 でござりましょうや」

　衣え

 文もん

 の下に[image: 〓]
 あふ

 れるようながっしりとした信玄は、さらりと、

「民部は、心配性よのう。儂が、病人に見えるか」

　馬場美濃守信春は、恐縮して手を振り、

「いえ、われらより、はるかに」

「であろうが。板垣法印の診断みたて

 では、『隔かく

 の病い』だそうだ。肝臓が、疲れておるらしい。規き

 那な

 皮ひ

 が効き

 いたぞ。ここ数日は、薬壺もいらぬ。安心せい」

「ははっ。ところで北条氏康様が、御他界に」

「うむ。氏康は、敵ながら剛ごう

 毅き

 な男であった。上杉謙信と同盟して、予の動きを、北と南から押さえ込んでおった。子、氏政は、遺言じゃと申して講和を申し込んで参った。来年は、上洛じゃ」

「えっ、それは……」

「出陣は、農繁期が過ぎた秋の終り、寒風の季節だ。先さき

 方かた

 衆への軍令状は、八月に出す。越後の上杉謙信が、雪で動けぬうちに、織田信長を潰す。公方様から、たびたび御内書で催促されておる。越前・朝倉義景、近江・浅井長政、摂津・石山本願寺顕如光佐、松永久秀など、信長包囲網は、完成しておる。万一を考えて、本願寺に依頼して、越中、加賀の一向一揆に、謙信を背後から衝つ

 かせる準備もで……き……た……」

　信玄の姿が、急におぼろげに消えてゆく。

　信長は、ぐわっと息を吐く。凜とした大気には、信長のさまざまな思いが渦を巻く。魂丶

 は、ぐんぐんと縮まり、信長の頭の中に閉じ込められてゆく。ふと、我に返った信長は、離れ離れになった部分を包みこみ、反はん

 芻すう

 した。

　──幻影ならともかく、信玄の声は、本当に聞えた。いちいち空そら

 耳みみ

 だと確認するのもくたびれる。異常な体験をするのも、躰の疲れかもしれぬ……──

　ぶつぶつと独ひと

 り言ごと

 を言いながらも、信長は、床に地図を十枚ひろげて腕を組む。

　──幻影、空耳、神の声……なんでもよい。ちょっとしたきっかけに鋭く反応したということだ。夜、ぐっすり眠っているのに、屋敷の近くに誰か近づくと目を醒ます性く

 癖せ

 と無縁ではあるまい。いずれにしても、“信玄上洛”を感知したことは、確かだ──

　信長は、にやりと笑って、背筋を伸ばす。

　──信玄は、八ヶ国で百二十万石。兵力は五万余か。拡がった国くに

 境ざかい

 を守るには二万は要い

 る。三万の上洛軍に、鉄砲は六百挺から七百挺。信玄相手となれば、野戦で、陣じん

 城じろ

 などの小こ

 細ざい

 工く

 は、命取りとなる。損害を覚悟の真ま

 っ向こう

 激突しかない。我軍は、六万は動員できる。鉄砲は、二千挺で圧倒するしかあるまい。その為には、信玄をでき得る限り、岐阜に引きつけ、その補給線を長く伸ばす必要がある。この場合、信玄の頼りとするのは、朝倉義景の越前勢二万余……──

　戦況を予丶

 想丶

 するのではなく、信長は、念力のような超常の推理で、戦況をつ丶

 く丶

 り丶

 始めた。

　幽しず

 かに板戸が引かれ、無言の小姓が、燭台に灯を点じて退さ

 がる。

　信長の脳裏には、朝倉義景の行動様式が、浮かび上る。永禄十一年（一五六八）前さきの

 将軍の弟、足利義昭に頼られながら、遂に上洛のための軍を出せなかった。翌年、信長が、木き

 ノの

 芽め

 峠を越して、越前に攻め入ろうとした時、浅井長政に離反され、窮地に陥った。この際でさえ、義景は、信長攻撃の先頭には立たず、一乗谷に居坐っていた。姉川合戦でも、自ら出馬はしていない。石山本願寺が、信長勢に攻めかかり、叡山側も浅井・朝倉に味方した時でさえ、信長と和議を結ぶと、激怒する浅井長政を尻目に、さっさと越前に退の

 いていったのだ。

　──越前に引きこもることの多い義景には「内なる壁」がある。「外の壁」ではない。あ丶

 き丶

 ら丶

 め丶

 とあせりが、心の中に同居しておると、些さ

 細さい

 なことに考えもなしに反応する。手に負えそうもない壁丶

 が観み

 えたら、いそいそと諦める……──

　信長は、水のように鞘さや

 走ばし

 らせた脇差の刃を灯ともし

 火び

 にぐいと近づけた。光を弾はじ

 いて[image: 〓]
 え渡る刃紋。

　──信玄は、老ろう

 獪かい

 な男。朝倉義景、浅井長政、顕如光佐、松永久秀らに、「このままでは、信長によって滅ぼされるぞ」と不安を煽あお

 り、罠わな

 を仕掛ける。実体のない空論をあやつり、真実味を帯びさせ、偽にせ

 餌え

 として人を釣るのがうまい。ならば、今度は、儂が、義景に罠を仕掛けよう。それは、壁丶

 だ──



　岐阜の秋は、金華山の谷あいから輝き出してくる。燃え立つ赫色に鮮やかな黄葉が交まじ

 り合い、町並を染め上げていた。涼風にのって笛、太鼓……人々のざわめきが聞えてくる。

　大手門前に奇妙な高札が立てられると、群衆の中から笑いの渦がひろがり、やがて乱痴気騒ぎが始まった。高札には、

「此こ

 度たび

 、鍬くわ

 五千丁、鋤すき

 三千丁、俵たわら

 千二百六十万枚を買い上げるもの也なり

 」

　人ひと

 込ご

 みから小こ

 舎人とねり

 の女房が、とび出して、高札を指差し、疳かん

 高い声を張り上げて、

「殿様は、もう合戦止めて、行商人になりなさるかや」

　女は、腰にまとった海松丸文様の裾をまくり上げ、風ふ

 流りゆう

 踊おど

 りを踊り狂う。　[image: 〓]
 亭主　亭主の留守なれば　隣あたりを呼びあつめ　人事言うて大茶飲みての大笑い…………
 　町屋では、寄るとさわると、終日、高札の話で持ちきりであった。

　大おお

 晦みそ

 日か

 。庭の山茶さざん

 花か

 は、数日咲いただけで声もなく散り、寒かん

 椿つばき

 が、とってかわり始めた。御殿には、長い歳月、共に戦ってきた家臣らが集まり賑やかではあるが、嘗かつ

 てのように凄味を感じさせる者は、少なくなった。山野を駆け巡る活発さが薄れ、やさしいが、どことなくひ弱だ。信長は、心の中で呟つぶや

 く。

　──妙にさかしらだ……老化は、全体に隈くま

 なく染み込んできたか……──

　信長は、夕刻からの行事を、急ぎ取り止め、独り寝所に入った。



　元亀三年（一五七二）元旦。

　未明に褥しとね

 を蹴った信長は、嘗て感じたことのない爽快な心ここ

 地ち

 が全身を支配し、東天の白しら

 むまで、乗馬、立木打ち、犬槍（投げ槍）、剣投げに没頭した。ぐっしょりと汗に塗れた信長は、風かざ

 花はな

 の舞う凜りん

 冽れつ

 とした井戸端に立つ。汲く

 み上げた井戸水を頭からかぶる。水みず

 飛沫しぶき

 に逞しく蔵ざ

 王おう

 権ごん

 現げん

 像を思わせる信長の躰は屹きつ

 立りつ

 する。大きく欠伸あくび

 をした信長は、松根の瘤こぶ

 に似て盛り上った腕の筋肉をぶるぶると震わせた。

　──躰を動かさぬと、鈍なま

 って気が狂いそうになるわい。体力、筋力は、歳とし

 には争えぬ。間違いなく衰えてきたが、必要な時、躰の部分が、一度にわっと動けるようなってきた。今年こそ、年来の胸の痞つかえ

 をおろしたい──



　正月三日。ひっそりと静まって、雪は、降り続けている。天主御殿の大広間では、御み

 内うち

 衆が居並ぶ中、上坐に三人のみ丶

 ず丶

 ら丶

 （両耳のそばに髪を垂れ結ぶ）が、直衣のうし

 姿で、かしこまっていた。男が、一人前の戦士になるための初うい

 冠こうぶり

 （元服）式である。三人とは、長男・奇き

 妙みよう

 （信忠）、二男・茶ちや

 筅せん

 （信のぶ

 雄かつ

 ）、三男・三七（信のぶ

 孝たか

 ）。招かれたのは、伊勢国司・北畠氏の養嗣子になった茶筅と、神かん

 戸べ

 具とも

 盛もり

 の養嗣子に出された三七で、共に十三歳を迎えていた。この二人より一ひと

 回まわ

 り大きい体格の奇妙は、信長が合戦に忙殺され元服式がのび、既に十六歳になっていた。元服者を烏え

 帽ぼ

 子し

 子こ

 と呼び、烏帽子親おや

 （仮りの親）を定めて加冠を行う。奇妙の烏帽子親は、意外にも実父・信長が、他家に出た茶筅と三七は、柴田勝家が、つとめることになった。冠礼の儀式は、頭上に髪を束ねて髻もとどり

 を作り、それを冠の山形へ入れてかぶる。奇妙は、勘九郎、茶筅は、具とも

 豊とよ

 、三七は、三七郎と称し、のちに、信長の一字をもらい信忠、信雄、信孝になる。ともかく三人が、同時に元服するなど、異例ずくめの式であったが、無事、一同から祝福を受けて終った。信長は、満面に笑みを浮べて、

「天てん

 下が

 は、一いち

 、織田家のものに非あら

 ず。天下の仕し

 置おき

 （政治）は、万民のため、先の見通しをたて、見積りをし、実現さす仕事。失敗は許されぬ。天下の仕置に世襲は、悪丶

 ぞ。勘九郎は、一織田家の家督を継ぐ。忍耐強く、誠実に、身の程ほど

 をわきまえ、天てん

 下が

 人びと

 に従うべし」

　どよめく一座を見渡して、凜として言い放った。

「天てん

 下が

 の善丶

 は、狂丶

 な丶

 る丶

 者丶

 が創つく

 る」

　静まり返る大広間。板戸の外に忍びやかな音がした。さっと立ち上った信長は、箭や

 のように身を寄せ、板戸をあける。白い光が、眼を射た。

「…………」

　物音は、樫の枝を滑すべ

 り落ちた雪の音だった。信長は、微笑ほほえ

 む。信長は、人間がもつ断念の思いの深さを考え、いわれのない孤独が全身をつよくとらえるのであった。


 
第六章　信玄の死









　元亀三年（一五七二）正月十八日。信長の家臣・武井夕せき

 庵あん

 宛の書状が届く。差出人は、武田信玄であった。夕庵は、信長の側近として、武田信玄への文書を作成し、外交の交渉にも関与していた。文面には、「たとえ扶ふ

 桑そう

 国こく

 （日本）過半、手裏に屈し候とも、何の宿意を以もつ

 て、信長に疎意を存じ申すべきや」とあり、「信玄が、この国の大半を征服したとしても、信長を疎略には、あつかわぬ」とあった。文面にじっと眼を通した信長は、

「弘こう

 安あん

 礼れい

 節せつ

 （足利義満が決めた武家の書状の形式に関する公的な規定）から観み

 れば、儂を信玄の臣下と見立てたもの。返書には、儂が信玄を臣下と見下した文体で書け」

「畏かしこ

 まりました」

　白髪の夕庵は、平伏しながら顳こめ

 [image: 〓]
 かみ

 の汗が、冷えてゆくのを感じた。

　──いよいよ挑戦状の応酬か……。えらいことになった──



　吹雪をついて急使が、大手門を潜った。熱田湊の加藤図ず

 書しよの

 助すけ

 の書状には、伊勢海賊衆が駿河の武田水軍に加わったとある。小浜民部左衛門景かげ

 隆たか

 が、安あ

 宅たけ

 船ぶね

 に乗り、戦闘船十五艘を率い、向井伊兵衛も小船五艘で従ったらしい。雪の音が、信長の心を吹き上げ、吹き落して責める。

　──去年、信玄は、駿河をほぼ掌中に収めたが、水軍を編成するのに苦心しておる様子だな。間ま

 宮みや

 武ぶ

 兵へ

 衛え

 、間宮造み

 酒きの

 丞じよう

 信高らの北条水軍に、岡部忠兵衛貞さだ

 綱つな

 、伊い

 丹たみ

 大おお

 隅すみの

 守かみ

 康やす

 直なお

 らの今川水軍を加えても百艘に足りぬ。上洛作戦で物資や兵員の輸送には、とてもとても足りぬ。信玄は、やはり陸路しかあるまい。が、長島の一向一揆のこともある。九鬼水軍の安宅船の大型化を急がねばならぬ──

　信長は、時の歩みを意識し、否いや

 応おう

 なく自分自身に立ち向かわされる。襲い掛かる焦躁感を振り払おうと最上階にのぼり、宙を走る雪の流れごしに遠方を眺めた。

　吹雪があがって、まっ青な空が現われた朝。朱金色の朝日の光をあびた一人の陰おん

 陽みよう

 師じ

 が旅立っていった。領内の鍛か

 冶じ

 師し

 の部落を隈くま

 無な

 く経へ

 巡めぐ

 った信長が、岐阜に戻ってきたのは、二ヶ月後の二月十五日であった。元亀三年は、正月の次に閏うるう

 正月があったからである。信長が、混こん

 沌とん

 の主体に突き当る方法は、行丶

 動丶

 しなかったのだ。行丶

 動丶

 は、も丶

 の丶

 にくいこみ、も丶

 の丶

 から教わることができる。



　三月五日。信長は、三万余を率いて北近江に出兵した。六日には横山城に入る。七日、小お

 谷だに

 城近辺から余よ

 呉ご

 、木き

 ノの

 本もと

 まで焼討ちしてまわった。これ見よがしに浅あざ

 井い

 長なが

 政まさ

 を挑発しておびき出す作戦だ。しかし、長政は、家臣の勇将・磯いそ

 野の

 丹たん

 波ばの

 守かみ

 に続いて、昨年、宮みや

 部べ

 砦を守る宮部継けい

 潤じゆん

 までが、信長に寝返った衝撃から立ちなおれず、城に籠っている。信長のなすがままを、遠くから傍観するのみ。失望した信長は、横山城から南下、安あ

 土づち

 （常楽寺）に兵を展開させ、自らは、馬うま

 廻まわり

 衆しゆう

 のみを率いて上洛。京での信長と義よし

 昭あき

 は、お互いの腹の内を明かさず、狐と狸の化ばか

 し合いに終始した。が、信長は、義昭の二条御所の防備が、上かみ

 京ぎよう

 衆の協力でしっかり行われていることを確かめた。五月十九日、信長は岐阜に戻る。



　七月十九日。信長は、六万の大軍を擁して岐阜を出撃。北近江への街道には、太陽から発散するぎらぎらとした光が漲みなぎ

 り、何物をも焼き尽すような炎熱が、軍ぐん

 兵ぴよう

 の甲かつ

 冑ちゆう

 にのしかかる。夥おびただ

 しい数の大荷駄、小荷駄の車輛の上に、白い埃ほこり

 が降り、そよとも風がない。何ど

 処こ

 からともなく海鳴りに似た煉れん

 獄ごく

 の叫喚さけび

 が湧き上ってくる。

　浅井長政は、北国脇往還に進出して、迎撃の構えをとったものの、予想を超える織田の大軍勢をみて、急きゆう

 遽きよ

 撤退して要害・小谷城に籠ってしまった。小谷城のある小谷山は、伊い

 吹ぶき

 山系の深山幽谷を控え、前に丁よう

 野の

 山、山脇山、虎とら

 御ご

 前ぜ

 山などがある自然の要害であり、城郭の築かれている尾根は、断崖絶壁に守られていた。

　二十日。雨雲が重くたれこめて、虚こ

 空くう

 には髑どく

 髏ろ

 が転がり、空気は、血のように溶けて息苦しいほどであった。織田勢は、田川を渡り、北国脇往還に沿った小谷城下町に突入。伊い

 部べ

 集落、殿町、本町などには、見向きもせず、文吾町の戸田豊ぶん

 後ごの

 守かみ

 屋敷に火を放ち、清きよ

 水みず

 谷だに

 の武家屋敷群、徳昌寺、知善院などを踏み躙にじ

 り、焼き尽す。統制のとれた織田の軍兵は、町屋には乱らん

 妨ぼう

 狼ろう

 藉ぜき

 はせず、武家屋敷や寺院のみに襲い掛り、紅ぐ
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 れん

 の炎に包んでゆく。申さる

 の刻こく

 （午後四時）。いつの間にか、糠ぬか

 雨あめ

 が降り始めた。小谷城出丸から見下ろして、地じ

 団だん

 駄だ

 踏んで悔しがる浅井勢を尻目に、清水谷の武家屋敷群を潰滅させた織田勢は、粛しゆく

 々しゆく

 と退の

 いてゆく。

　信長は、手をゆるめない。小谷城のすぐ南西にある虎御前山に、三万の軍兵を投入して城を築き始めた。僅か一日で、内堀、中堀、外堀を構えた陣じん

 城じろ

 が造成され、三日目には、本丸、二の丸に櫓やぐら

 が建てられた。この城と横山城との距離は、三里（約十二キロ）と遠いので、繋つなぎ

 として、五十町（約五・四キロ）にある宮部砦を考えた。信長が、かねてから構想していたのは、虎御前山城と宮部砦を繋ぐ巨大な築ちく

 堤てい

 だ。周辺の湿地帯をものともせず、軍勢を通過させ、物資を運搬できる今日のバイパス建設に当るものである。信長は、若い頃から道路には、並はずれて関心が高く、具体的には、本ほん

 街道、脇わき

 道みち

 、在ざい

 所しよ

 道みち

 の三種類を考えていた。本街道は、道幅三間げん

 二尺（約六メートル）、脇道は、道幅二間二尺（約四・二メートル）、在所道は、道幅一間（約一・八メートル）であった。今日でたとえれば、本街道は国道、脇道は県道、在所道は市町村道といったところか。道路構想としては、道路脇に松とか柳を植えた並丶

 木丶

 道丶

 やバイパスに当る築丶

 堤丶

 、架丶

 橋丶

 などがある。



　小谷城の二の丸屋敷で仮眠をとっていた浅井長政は、湧き起こる潮しお

 騒さい

 のような物音に、跳ね起きて、南の窓の板いた

 蔀じとみ

 を上げた。黎れい

 明めい

 の薄明りの中、数万の人影が、真っ黒い蟻のように蠢うごめ

 いていた。長政は、胸むな

 騒さわぎ

 を押さえて歯を食いしばり、拳こぶし

 を握りしめた。

　──築つい

 地じ

 を造っておるのか……──

　辺りが明るくなってくると、工事の全貌が見えてきた。虎御前山麓から宮部砦にかけて、無数の旌せい

 旗き

 がびっしりと林立し、夥しい人夫が、杭を打ち、修しゆ

 羅ら

 を引き、土ど

 嚢のう

 を積んでいる。浅井領内の土民も多数参加しているようだ。小谷城内に逃げ込んでいる農民らは、城壁から身を乗りだして見守っている。

　雨水に濡れた大地は、ぎらぎらとした陽ひ

 射ざ

 しに照らされ蒸れ臭く喘あえ

 いでいる。北国脇往還を通って美濃から荷駄車が続々と到着して、鍬くわ

 、鋤すき

 などの農具を運び込んでくる。琵琶湖の湊には、明智光秀の堅田水軍三百艘、丹羽長秀率いる二艘の大船に五百艘の小船が接近して物資の陸上げに忙しい。

　築地の下には、板葺の屋並が、ずっと続く。

「土嚢一俵につき銭ぜに

 百文、米一斤きん

 をとらせるぞ。どんどん持ってこい」

　大声で喚わめ

 く木きの

 下した

 藤吉郎秀吉。狂ったように働く男たちをけしかけながら、内心には、暗鬱と恐れが、こもってくる。

　──彼奴きやつ

 は、何い

 時つ

 から準備しておったのか……。底辺十二間（約二十二メートル）、上辺六間（約十一メートル）、高さ四間（約七メートル）、長さ五十町（五・四キロ）とは……──

　秀吉は、馮つ

 かれたように思索する。口腔がにがい。そのうち水晶のような透明な明るさの中で、思索の対象である信長の実体が、かっと白い炎をあげた。

　──琵琶湖に依存する浅井長政の経済を封鎖するのか。やるな……。土つち

 俵だわら

 は、千二百六十万個は要る。費用は、ざっと、米十二万七千石、銭百二十六万貫文……三万人の動員で一ヶ月はかかる。普ふ

 請しん

 の道具も膨大なものだ。従来の合戦とは、まるで違う……面白い……鍬と鋤でやる合戦が、どのような効果をもたらすか……。信長という男は、数年いじくってみて一応の成功をおさめたから、いよいよ今度は実践するのではなく、一気にわっとくる。武田信玄は、ふ丶

 と丶

 こ丶

 ろ丶

 手をした智恵者だが、信長は、いつも手をふ丶

 と丶

 こ丶

 ろ丶

 から出した実践者よ。流石さすが

 の信玄も、彼奴には歯が立つまい。いざという時、なりふりかまわぬ人間でなくては、彼奴を斃たお

 せぬ──

　秀吉は、呆然として、ひとりぽつねんと立ち尽す。きいーきいーと鋭い鵙もず

 の声。尾をふって飛び立った若鳥は、一気に小鳥を追いつめてゆく。

　十年後、天正十年（一五八二）五月八日、秀吉は、備中高松城を水攻めしようと、信長の築堤工事を模も

 倣ほう

 するが、規模は半分の長さで二十六町（約二・八キロ）のものであった。



　七月二十四日。越前・一乗谷。

　早朝から途切れることなく起伏する将兵の足音と馬匹の嘶いなな

 きは、本軍・一万五千余の大行列である。

　義よし

 景かげ

 は、馬体が一ひと

 際きわ

 群を抜く白馬に、踏ふみ

 台だい

 を使ってようやく跨またが

 った。義景の八竜打った五枚兜かぶと

 に厳しい日光が、まぶしく照りつけてくる。蒼空にはちぎれ雲が浮び、義景は、兜の眉ま

 庇びさし

 をかすめる陽射しに、眼の奥がしくしくと痛む。空の色や山肌の濃淡が、全て失う

 せ、銀一色がひろがっている。大軍団の進発を告げる法ほ

 螺ら

 貝がい

 の響きが、怠たい

 惰だ

 なあくびのように聞えて、義景は、どうしようもない腹立ちを覚えた。

　──出馬してくれれば、今度こそ信長を滅ぼすことができると、浅井備び

 前ぜん

 （長政）が確約してきおったゆえ……──

　威風堂々と大路を進む軍団からは、凄まじい土埃が舞い上り、赤あか

 地じ

 錦にしき

 の直ひた

 垂たれ

 、胸むな

 白じろ

 の具足の義景は、激しく噎む

 せた。

　一乗谷の下しも

 城き

 戸ど

 を抜け、安あ

 波ば

 賀か

 に出る。義景にとって安波賀は、城下町からはみ出した外丶

 界丶

 である。昨夜、熟睡できなかった義景は、躰が鉛の様に重く、大おお

 鎧よろい

 を脱いで塗ぬり

 輿ごし

 に乗ることにした。

　──やれやれ、始めからこれにすべきであった──

　うすぐらい窖あなぐら

 で、義景は溜息をついた。ゆれる上うわ

 簾すだれ

 から灼や

 けつく陽ひ

 の斑ふ

 が入り、直垂の上で喘あえ

 いでいる。輿の前には、三みつ

 盛もり

 木もつ

 瓜こう

 の旗印の下に、筋すじ

 冑かぶと

 の天てつ

 辺ぺん

 が、きらびやかに燐りん

 光こう

 を放っていた。

　二十八日、近江に入り、北国脇往還を進む。尖とが

 った太陽が昇り、頭の芯に痛みを覚えるほどの暑さである。

「申し上げまする」

　声に応じて、義景は、[image: 〓]
 ゆがけ

 をした右掌で御み

 簾す

 を上げた。同盟衆の式部大輔景かげ

 鏡あきら

 が、地面に額をこすりつけていた。

「物見によりますれば、小谷城は、既に織田勢に取り巻かれ、麓の清水谷は、全ての武家屋敷が焼払われておるそうで……」

「…………」

　義景は、喉元まで出た下品な言葉をぐっと呑み込んで、眸をくわっと見開き、塗輿から出た。陽は、西に傾き、暑かった一日が、夕焼けの空に[image: 〓]
 か

 け去ろうとしていた。

　義景は、目丶

 の丶

 人丶

 であった。目前の出来事に大きく縛られる性格で、見えぬ敵の視線に疲れを覚える。それを克服できるほど鍛えられた躰の感覚はない。黙りこくった義景の周りに、魚うお

 住ずみ

 備後守・青木隼はや

 人との

 正しよう

 ・千せん

 秋しゆう

 因幡いなばの

 守かみ

 らが守り、小谷城本城の最高所・山王丸より更に高い大おお

 嶽づく

 砦に陣を張ることに決めた。大嶽は、誰が見ても安丶

 全丶

 地丶

 帯丶

 だからである。敵前で戦いもせず、大嶽に登ることで、価丶

 値丶

 あ丶

 る丶

 も丶

 の丶

 を失う自覚が、義景はじめ誰にもなかった。義景は、硬い表情で頷き、

　──失敗は、許されぬ。まったく非丶

 のない決断だ……──

　朝倉勢は、北国脇往還から、急な山道を登り、小谷城搦から

 手めて

 道と合流する六坊に出る。この地点から更に登り、標高四九五メートルの山頂・大嶽砦に入る。収容しきれない軍兵は、南西にのびる尾根伝いに山崎丸、福寿丸の二つの砦に辿りついた。ここからは、二一八メートルの虎御前山、三九〇メートルの小谷山城は、はるか下方に見下ろすことができる。

　驚いた浅井長政は、山王丸・京極丸に備蓄した兵糧を、岩盤むき出しの険しい山道を通って運びあげ、義景の怒りをなだめることに腐心する有様となった。

　以後、朝倉勢は、まったく動かない。その間に、信長の大築堤工事は、着々と完成に近づいてゆく。

　八月八日。朝倉家にとって衝撃的事件が起こった。義景の有力奉行衆の一人である前まえ

 波ば

 九郎兵衛吉よし

 継つぐ

 （のち、前波播磨守長なが

 俊とし

 ）が、夜陰に乗じて、二人の息子と共に、虎御前山城に駆け入り降伏を申し出たのだ。吉継は、朝倉家の蔵くら

 納のう

 を管理し、義景の日常の支出で使う黒丶

 印丶

 状丶

 を作成する経済政策の重じゆう

 鎮ちん

 であった。ことはこれで収まらず、吉継に続き、富とみ

 田た

 長なが

 繁しげ

 、戸田与次郎、毛け

 屋や

 猪いの

 介すけ

 らの勇将が次々と信長の陣に投降してきた。巨大な築堤工事が、期せずして朝倉義景の経済を丸裸にしてしまったのだ。

　築堤の工事は、僅か二十日間で完成した。

　この様になる運命なのか、待っていた様に非情の雨が降ってきた。篠つく豪雨となり、川の濁流は、蛇のようにうねりながら堤の内側へ流れ込み、街道は消え、一帯を湿地帯と化してゆく。その光景を尻目に、堤の上の幅約十一メートルの道路を織田方の騎馬武者は疾駆し、大荷駄、小荷駄が、賑やかに往来して、虎御前山城と宮部砦間は、長城と化した。浅井長政は、琵琶湖という経済の大動脈を封鎖され、なんとか堤防を切って落そうと幾度も奇襲をかけた。が、織田勢の対応は、素早く、堤の下に密集した浅井勢に鉄砲の猛射をあびせ潰走させた。



　二ヶ月近い滞陣中の信長に、各地に放ってある細作（密偵）から急報がもたらされた。

　軍略家・武田信玄が、なりふりかまわぬ大量動員を仕掛けたという。

　直ちに岐阜に戻った信長は、信玄との合戦の前に、やるべきことに手をつける。将軍・義昭との欺ぎ

 瞞まん

 に満ちた関係の清算だ。義昭に送りつけたのは、世に異見十七条といわれる諫いさめ

 文である。内容は、義昭の怠慢ぶり、勝手な所しよ

 業ぎよう

 をいちいち挙あ

 げつらい、非難を浴びせたもの。文面は、武家の弘安礼節から観み

 て、下位の者が上位の者に対するものとしては、非礼の限りを尽している。例えば、第十七条の結びには、

「諸々の事について欲が深く、道理も外がい

 聞ぶん

 もかまわないと評判されている。ゆえに、貧しい土民、百姓までもが、『悪あく

 御ご

 所しよ

 』と悪口を言っている。嘗て将軍義よし

 教のり

 も、そう言われたと伝わっている。どうしてこのような陰口を言われるか、考えてみてほしい」

　筆致は、感情まかせで、これは、もう訣別の書である。信長は、この文面の写しを多数つくり、武田信玄はじめ、全国の武将に発送し、自らの宣言に替か

 えた。



　老杉の葉は、銀色の月の光に照らされ、繊ほそ

 く寂さ

 びて息づいている。螺ら

 鈿でん

 をちりばめたような藍の空を縹はた

 雲ぐも

 が、静かに流れてゆく。

　昼間の喧騒が、[image: 〓]
 のように閑しず

 まりかえった十畳敷の常御殿。その三階、茶室に坐す信長。灯のはためきが打つ夜の脈みやく

 搏はく

 。月つく

 映ば

 えの空を渡ってゆく名も知れぬ鳥の声が、奇妙なまでに大きく聞える。腹から搾しぼ

 り出したような信長の掠かす

 れた声。

「いよいよか……」

　灯の醸かも

 し出す妖しい光が、床一面にひろげられた地図の数々を浮び上らせている。甲斐・信濃・相模・駿河・遠とお

 江とうみ

 、三河……。各地に展開した細作からもたらされた武田信玄の軍令状の写しの束に鋭い目を走らせる。これらは、信濃、駿河、西上こう

 野ずけ

 、遠江、三河、飛騨の先さき

 方かた

 衆しゆう

 に出したものだ。先方衆とは、信玄の占領地の土豪たちのことで、武田軍団の一翼を担にな

 わされていた。軍役は、信玄から命令されれば、否いや

 応おう

 なしである。軍令状の一つは、信濃先方衆の保ほ

 科しな

 筑ちく

 前ぜんの

 守かみ

 正まさ

 俊とし

 宛のもので、軍備をこまごまと指示してある。

　──む。高たか

 遠とお

 城と大島城に非常用の兵糧（籾もみ

 米ごめ

 ）を蓄えてあるのか……とすれば、進路は、青あお

 崩くずれ

 峠を越えて二ふた

 俣また

 城へか。浜松城には、徳川家康がおる。信玄め、まさか城攻めで一年余も滞陣する筈がない。儂と対決するまでに兵員の損そん

 耗もう

 をきたす合戦は避け、家康に投降、参陣を持ちかけるのでは……──

　信長が注目したのは、これまで軍役衆として動員されなかった郷村に居住する上層農民に対しての軍令状であった。

　──ほう、一切の検地を免除するとな。棟むな

 別べつ

 役（家屋税）、普請役を免除するとある。隠田が発見されても今後は課税しないか……。これほどまでして大量動員することは、あとで信玄の権力を制約することになり、将来、禍か

 根こん

 を残す。かなり童児わらべ

 じみておる。ただ人数だけ集めてみても、演習や訓練ができねば、実戦では役に立たぬ──

　信長は、こくりと頷いた。

　──これでは、甲州、信州の武田勢が、他の諸国の軍兵と比べて特に強かったとは、信じ難い。おそらく作戦通りの合戦ではなく、出たとこ勝負で、信玄の周辺の武将の臨機応変の才が大きく物をいったのであろう。信玄自身は、武略、戦術の才より、軍略、外交の才に恵まれておるように観み

 える。なにやら、徳川家康と似ておるようだ……──

　いつしか信長の心は、身体の外へと拡がってゆく。地図は、見丶

 る丶

 ことを通して頭の中に入ってくるが、心に映うつ

 る信玄や家康の映像はどんどん身体の外側に投影され拡がり始めた。

　──過ぐる日、佐さ

 脇わき

 藤とう

 右衛え

 門もん

 は、儂からの贈答品を携えて甲府の躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 の館やかた

 を訪れた。あれは、未だ見ぬ武田信玄という人物をさぐるためであったが……──

　信長は、くすんと鼻を鳴らした。

　──同行した絵師の筆になる信玄像は、思ったとおりがっしりした面貌であった。どことなく家康に似ておったな……──

　藤右衛門の帰国談には驚かされた。信玄は、群臣の居並ぶ儀式のさなか、しきりにつ丶

 め丶

 か丶

 み丶

 や指し丶

 ゃ丶

 ぶ丶

 り丶

 をしていた。この様な奇癖は、童児時代のもので、たいていは成人する頃には、消えるのが普通。更に、信玄は、綺き

 羅ら

 を飾ってつどう会のまなかで、簀子に立って庭に向かい放尿をはじめた。つ丶

 め丶

 か丶

 み丶

 、指丶

 し丶

 ゃ丶

 ぶ丶

 り丶

 、放尿は衆人環視の中、しかも諸国からの来客の前で堂々と発揮されるとなるとただごとではない。

　──現い

 在ま

 の家康にも、この奇癖は、しっかりとある。信玄と家康は、容貌、体格、気質、奇癖は、酷似しておるとなると……──

　信長の奔放な想像力が、信玄と家康の奥深く秘められた真実を黙示し始める。

　──両者は、共に、燃えるような功こう

 名みよう

 心しん

 を持っておる……──

　信長の脳裏に浮ぶのは、信玄が、天文二十年（一五五一）、京から招いた仏師・康清に自らの等身大の不動明王像を作らせ、自分の頭髪を漆にまぜて像に塗りこめさせたことや、天台宗に献金して、極官である権ごんの

 大だい

 僧そう

 正じよう

 に任ぜられたことだ。家康は、永禄九年（一五六六）十二月、松丶

 平丶

 の姓をやめて徳丶

 川丶

 にしたいと朝廷に願い出て許可を得た。徳丶

 川丶

 は、源氏の惣領であり、系図は、公[image: 〓]
 の万里までの

 小こう

 路じ

 家からかりて系図捏ねつ

 造ぞう

 した。

　──共に、猜さい

 疑ぎ

 心しん

 が強く、小心翼よく

 々よく

 なところがある……──

　実体の設定には、実証に裏付けられた想像力が、必要だと信長は思う。天文十年（一五四一）六月十四日、信玄は、実父・信虎を追放した。信虎が、次男の次郎（信繁）を溺愛し、嫡男・信玄を廃嫡すると思いこみ、謀反したのだ。それから二十三年後、永禄七年（一五六四）、正室三条氏の生んだ嫡男、義信を謀反の罪で捕え、自害させた。義信は、二十九歳、働き盛り、利発で頭脳明晰な若大将であった。信玄は、自分が父にやったことを、今度は、子に自分がやられると怖れたためだ。義信の傅もり

 役やく

 ・飯お

 富ぶ

 兵部虎昌ら家来八十騎も成敗された。家康は、信長と同盟しておりながら、裏にまわっては、信玄と駿遠分割の密約を結んでいた。信長が、足利義昭を奉じて上洛準備に多忙をきわめていた永禄十一年（一五六八）のこと。信長は、密偵からの情報で知ったが、知らぬ顔をしていただけのことだ。信玄は、家康の予想を上まわるしたたかさで、駿河を手中にすると、じわじわと遠江を侵略し始めた。家康は、信玄に抗議し、信玄は即座に陳謝する。しかし、家康は、信玄の真意を疑い、信玄の背後・越後の上杉謙信と結んで、信玄にそなえる。将に、虚々実々である。家康は、元亀元年（一五七〇）、岡崎城を出て、新築の浜松城に移り信長との同盟関係を守るため、姉川の合戦に参戦して義理を果した。信長は、家康との同盟関係が、信玄の上洛開始で、薄はく

 氷ひよう

 を踏むごとき危険なものになったと実感する。

　──この世の中に定まった価値のあるものはない。幻想を見抜く目を持たねばならぬ──



　九月十五日。甲府・躑躅ヶ崎館は暗い。

　信玄は、数日前から左眼がかすみ、鉛色でぬりこめられた空を見ているだけで気が滅入る。揺れる心をおさえ「山」に籠った。「山」とは、信玄の御お

 閑かん

 所しよ

 （雪せつ

 隠ちん

 ＝便所）のこと。嫡子、義信との関係が険悪になりつつあった頃、身辺を用心して京間六畳間の御閑所を造り、風呂場から樋とい

 を引いて汚れものを流すように工夫し、外出をひかえ、ここで政務もとった。悪臭を消すため朝昼晩の三回沈じん

 香こう

 を焚た

 かせ、警備を厳重にした。「山」に籠った信玄は、「方かた

 忌い

 み」、「方かた

 違たが

 え」という陰おん

 陽みよう

 道どう

 の凶方を克服する方法を駆使して上洛進路を策定する。

　──浜松への最短距離なら、甲府からまっすぐ南下して駿河に入り、[image: 〓]
 さつ

 [image: 〓]
 た

 峠を越える。更に、駿府、掛川と東海道を西進すればよい。が、最も恐ろしい凶方は、大だい

 将しよう

 軍ぐん

 。本年、元亀三年は壬みずのえ

 申さる

 だから大丶

 将丶

 軍丶

 が塞ふさ

 ぐ方位は南丶

 。ただし、秋は、庚かのえ

 子ね

 の日より西へ。冬は、壬みずのえ

 子ね

 の日より北へ、おのおの五日間だけ移動するか……。ならば、ひとまず信濃に北上して、諏訪湖の手前から南に下がり、高たか

 遠とお

 、飯田と伊那盆地を通った方がよい。きついが、青崩峠を越えて遠江に入り、二俣に出てから浜松城を攻める……──

　ぐっと生なま

 唾つば

 を呑みこんだ信玄は、陣じん

 僧そう

 （従軍僧）を束ねる僧・天てん

 海かい

 を呼び出すことにした。陣僧は、出家して俗世間との縁が切れているということから、密使として他国との交渉役を務めたり、戦死者の弔いを行うほか、戦勝祈願の加持祈祷を行わせていた。天海は、天文五年（一五三六）、足利十一代将軍義よし

 澄ずみ

 の御ご

 落らく

 胤いん

 で、十一歳で出家し、若くして諸国遍歴の旅に出た。比叡山で学んでいた時、信長の焼討ちに遭あ

 い、逃げて放浪し、甲斐の武田信玄に仏法、軍学をもって仕えていた。この年、三十七歳であった。因ちな

 みに、のち、慶長十三年（一六〇八）、徳川家康に仕え、秘法をもって徳川家を擁護し、呪術都市・江戸を完成させた希代の怪僧・慈じ

 眼げん

 大だい

 師し

 である。

　一いつ

 刻こく

 （二時間）ほどして、板戸の向こうで声がした。

「天海参上つかまつりました」

「苦しゅうない、入れ」

　青衣に身を包んだ僧が現われた。荒行に明け暮れ、痩せさらばえ、眼がん

 窩か

 の落ちた眼は、悪鬼をおもわせる光を放っている。油断なく身構えた天海の気迫に気け

 圧お

 され、信玄は、思わず腰が浮くのをじっと我慢した。

「十月一日、甲府を発た

 つ。陣僧六百に同行させるゆえ、手配せよ」

「ははっ。いつなりとも準備は、整ととの

 うておりまする」

「うむ。軍勢は、各地に展開するゆえ、十じゆう

 念ねん

 ではない」

　十丶

 念丶

 とは、戦死した武将（雑ぞう

 兵ひよう

 ではない）に十回念仏を唱え、極楽往生さすこと。

「怨敵・織田信長を呪じゆ

 殺さつ

 せねばならぬ」

「ははっ。新たな工夫による太だい

 元げん

 帥すい

 法ほう

 にて、必ずや調ちよう

 伏ぶく

 してご覧に入れまする」

「修ず

 法ほう

 する寺は、野田城より二里（約八キロ）余り豊川の上流にある長なが

 篠しの

 城じよう

 の背後、医王寺と大通寺じゃ。すでに、城主・菅沼正貞に命じて準備をさせてある」

「医王寺は、甲斐・信濃に入る前に掛か

 搭た

 し、禅・密を兼修いたしました。門前の[image: 〓]
 池に本堂の影が濃くうつり、浮ぶ色褪せた紅葉が秋の名残りをとどめておりました」

　信玄は、自信が漲みなぎ

 る天海の顔を畏い

 敬けい

 の念さえ持って、じっと見つめた。

　元亀三年（一五七四）九月二十九日。山県三郎兵衛昌景は、甲府を発ち、霜に白々と枯れた原野を進み、下伊那路から東三河に侵入した。秋山伯ほう

 耆きの

 守かみ

 信のぶ

 友とも

 は、伊那口から東美濃へ侵入させ、岩村城に攻めかかった。

　信玄は、間あいだ

 見み

 、見み

 方かた

 、目め

 付つけ

 という、「三み

 つ者もの

 」と呼ばれる忍者集団を連日、街道に出して探索させ、遠江の要所に見張りの伏ふせ

 奸かまり

 を置いて慎重な配慮である。北条氏政の援兵三千余は、武田水軍が海路で運び、天竜川をさかのぼって合流することになっていた。信玄は、石山本願寺、伊勢長島の一揆勢、松永久秀、浅井長政、朝倉義景との連絡を密にするため手間どり、十月一日に甲府を発つ予定が、二日遅れとなり十月三日に出発した。本軍三万五千余。山県勢、秋山勢を加えて総勢四万五千余。将軍・義昭の内ない

 書しよ

 という大義名分もあり、まさに必勝を期しての上洛である。



　風が唸り、粉雪が暗い空で渦を巻いていた。影する雲を透す

 かして、時折、豆ほどの白い陽が、ちらちらとゆらめく。肌を刺す大気の中、岐阜城の険しい尾根をゆく馬の背道辺りから鬨とき

 の声が、どっと湧き上る。まるで城が一匹の獣けもの

 となって息いき

 衝づ

 くかに見える。

　この日、信長は、金華山全体を合戦場に見立てて、鉄砲衆五百、長柄槍衆四千五百余で山岳戦の鍛錬に余念がない。大手の七曲り道から登り、上あげ

 格こう

 子し

 門から馬丶

 場丶

 で戦い、切丶

 り丶

 通丶

 し丶

 から馬丶

 の丶

 背丶

 道丶

 。更に二丶

 の丶

 丸丶

 から戻って松田尾砦を攻略し、百曲り道を下る。千畳敷馬場で態勢を整え、また七曲り道を登る。休息はない。

「ちいっ！」

　筋張る腕をぶんぶん振り回しながら、信長は胸に絡まる想いをぐっと[image: 〓]
 む。信長は、七曲り道から、ずっと騎馬のままで指揮している。七面櫓やぐら

 の横の馬場は、軍兵に蹴散らされ、踏み躙にじ

 られて白砂は跡形もなく褐色の泥濘と化していた。新しい草鞋わらじ

 は、千切れて散乱し、殆どの者が、裸足になっている。信長の怒声がとぶ。

「えい！　えい！　何度申せば解るのじゃあっ！　長柄は、突くな。引いて繰り出せっ！　遅いっ！　敵につけ込まれるぞっ！」

　信長は、敵勢と対峙し、膠こう

 着ちやく

 状態になった場合を想定し、敵の背後に迂回する五里（約二十キロ）に及ぶ山岳戦の訓練だ。信長は、命がけの鍛錬のない軍兵は、実戦では、まるで役に立たないことを痛感していた。

　この時、信長勢は、北近江で浅井、朝倉勢と対峙するだけではない。強力な伊勢長島一揆勢に対抗するため、九鬼嘉隆は、巨大な安宅船を建造中。琵琶湖では、大工・岡部又右衛門が、佐和山城下の松原浦で四艘目の巨船を、夜を日についで完成し、就航させていた。

　明智光秀は、坂本砦を本拠地として、滋賀郡ごおり

 を中心として、近江国の平定に乗り出していた。湖上から、百挺ちよう

 立ての櫓をもつ巨船を中核に据え、囲かこい

 船ぶね

 を総動員して、海津、塩津、竹ちく

 生ぶ

 島じま

 を攻撃して、湖北の浅井勢に痛烈な打撃を与えていた。



　夕刻となっても信長に休息はない。長良川の土手に立ち枯野を見渡しているところへ、騎馬武者が、疾駆してきた。

　野の

 [image: 〓]
 ずり

 褐かち

 衣え

 は、簗やな

 田だ

 左衛門太郎広正であった。広正から、信玄出陣の様子を聞いた信長は、

「どの様な装備を持っておるか」

「主力のなか、騎馬三千余、長柄槍九千百、鉄砲千二百挺にござりまする」

　広正率いるワタリの透すつ

 破ぱ

 、突とつ

 破ぱ

 による忍者集団は、千余で、信玄配下の「三み

 つ者もの

 」の規模とは、まるで違う。信玄の進路の村々に潜み、信玄の行動は遂一報告され、その装備は、全てが丸裸の状態であった。

「奇妙なことが、ござりまする」

「何だ」

「軍勢の中に、六百余の陣僧が、従っておることでござりまする。あれほどの人数の陣僧では、合戦の足あし

 手で

 まといになるのでは……」

「…………」

　信長は、ぴっと勘丶

 が働く。

　──権大僧正の崇そう

 敬けい

 （信玄）め、呪殺行あん

 脚ぎや

 に出たか……──

　が、素知らぬ顔つきで、

「陣僧どもの行き先を探さぐ

 らせよ」

「畏かしこ

 まりました」

　信長は、強いまなざしで広正のまっすぐな眉を見つめて、

「其そ

 方ち

 の探るのは、信玄ばかりではないぞ。徳川家康の身辺の動きもだ」

「…………」

　絶句する広正は、眉が吊り上っている。

「家康は、たしかに援兵の要請はしてきておる。が、信玄の西上は、半年以上前から解りきったこと。嫡嗣・信康には、二千余も軍兵をつけて、遠く岡崎城に置いておる。信玄に対抗する準備が、全く中途半端で、徹底したところがない。全ては、家康の去就を見極めた上でのことよ。信玄が、岐阜に向かって西上するのは、北国路が雪になり、上杉謙信が春日山に冬籠りしてからだ。それから春の雪解けまでが勝負となる。あと十日もすれば、信玄は、浜松城北方六里（約二十四キロ）の二俣城を包囲する。片付けるには一ヶ月はかかる。その隙に、我が援兵三千余を浜松城に入れる。其方は、本ほん

 坂ざか

 峠から引いな

 佐さ

 峠を通って道案内せよ」

「ははっ」

　広正は、信長の掌てのひら

 の中に信玄や家康が蠢うごめ

 く天地がすっぽりと収まっているのを感じ、鳥肌が立った。



　信玄は、見付の宿から天竜川を北にのぼり、二俣城の攻略にかかり、十二月十九日になって、やっとのことで落城させた。この間に、佐久間信盛、滝川一益、平ひら

 手て

 汎ひろ

 秀ひで

 率いる尾張勢三千余が、浜松城に入った。信長の援兵を加えても、徳川勢は僅か一万余しかない。

　家康が開いた軍議の席で、佐久間信盛は、信長からの要望として籠城を主張し、家康の重臣たちも賛同した。が、家康は、終始、暗い顔で押し黙ったまま、ついと立ち上って、立枯れの草木が眠る庭に向かって放尿を始めた。じゃーっという音が、一座の空気をやりきれないものにした。



　終日冷雨が訪れ、信玄は、再び腰の痛みが激しくなり、下痢も続いていた。医師が処方した高こう

 麗らい

 人参十四味建中湯で一息ついた信玄は、騎馬を止め、大鎧を脱いで、塗ぬり

 輿ごし

 に乗ることにした。

　武田勢は、浜松城には向かわず、姫街道を北進して祝ほう

 田だ

 に向かった。そして、広大な沃野三み

 方かた

 ヶが

 原はら

 を祝田の坂で降りる気配をみせた。

　細作から入ったこの情報を、家康は、「絶好機」と認識し、出丶

 撃丶

 を命じた。小心翼々でありながら、燃えるような功名心を秘めている人物の、時として示す行為である。幼少期、今川家の人質として、あらゆる圧迫や苦痛もひたすら耐えしのんできたがまん強さのおかげで現在の地位を築いてきたことは事実だ。

　しかしこの性格は、一刻をあらそって大軍に戦いをいどみ、たたき、瞬転して勝機を握る遭遇戦の大将には、致命的に不適だ。

　十二月二十二日。浜松城を出て、犀さい

 ヶが

 崖がけ

 に陣した徳川勢は、武田勢に完かん

 膚ぷ

 なきまでに粉砕された。遭遇戦の勝敗の行方は、常に光丶

 と闇丶

 の中間にある。確固とした足がかりはない。闇丶

 から光丶

 の中に飛び込むには、大きな勇気と大胆さが要る。大胆さといってもクソ度胸ではない。素質に裏打ちされた直丶

 感丶

 力丶

 がなければならぬ。両軍の戦死者は、徳川勢五百三十五人、武田勢四百九人。家康は、鳥居元信、本多忠ただ

 真ざね

 ら多くの勇将を失い、織田勢では、平手汎ひろ

 秀ひで

 が討死した。

　信玄は、この日のうちに兵をまとめて北進し、刑おさ

 部かべ

 に陣し、諸国の大名に、三方ヶ原の大勝利を報告した。ところが、信玄が、驚愕する報せが舞い込んだ。既に近江に出陣し、信玄と共に信長を挟撃するはずの朝倉義景が、突如、越前に帰国したという。激怒した信玄は、二十八日、義景の[image: 〓]
 意をうながす書状を送ったが、全ては後あと

 の祭りであった。義景は、当初、嘲あざ

 笑わら

 っていた信長の巨大な堤防に負けたのだ。長丶

 城丶

 は、姉川の水を溜めこんで、辺りを大湿地帯と化し、進撃しようとする浅井、朝倉連合軍の行く手を遮さえぎ

 った。義景は、幾度も堤防の破壊を試みたが、想像を超える巨大さのため手間どり、堤防上の六間（約十一メートル）道路で駆けつけた織田方鉄砲衆に潰滅させられた。

　精神が、昏丶

 迷丶

 状丶

 態丶

 の義景は、情報の取捨選択ができず、次の行動を組み立てられなかった。行動の起爆剤となるのは、本能に裏打ちされた情丶

 念丶

 である。義景には、この情丶

 念丶

 の力が枯渇していた。義景の精神こころ

 は昏丶

 迷丶

 の中にあり、意識ははっきりしていても、何の行動もできなかったのだ。



　金華山の一角に、さあっと軽い衣きぬ

 摩ずれ

 の音に似た響きが走り、粉雪が舞い上った。千畳敷の馬場には、各地からの伝騎が、次々と駆け込み、騒然とした物音が起伏している。

　天主御殿四階の望楼で信長は、ちらと一瞥したが板戸をしめ、ひとりどっかとあぐらをかいた。手にするのは、早朝到着した広正からの書状の束。内容は、細作が持参した情報を日付順に羅ら

 列れつ

 しただけのコマ切れのもののみ。広正は、信長から、情報を勝手につなぎ合わせることを禁じられていたからだ。信長は、コマ切れの情報を丹念につなぎ合わせて、三方ヶ原合戦を何度も頭の中でくりかえす。

　──信玄は、塗輿に乗り、前線から五里（約二十キロ）離れた追分におる。これで陣頭指揮はとれぬ。戦闘で、敵と刃やいば

 を交えることを信玄は好まぬとみえる──

　信長の脳裏に野山を埋める旗差物、馬印が押しあって動き、煙硝の黒煙がたちこめる。

　──真ん丸に見えるほど密集した騎馬武者が、遮しや

 二に

 無む

 二に

 に肉迫して敵をひるませ、そこに長槍衆が……という戦法は、古式そのもの。まるで源平合戦ではないか……──

　信長は、眉をしかめつつ、顎あご

 をなでた。

　──甲州勢は、小山田信茂、山県昌景、馬場信春らは、信玄のたてた作戦で戦うのではなく、それぞれが、出たとこ勝負で、ばらばらに突進しておる。信玄は、後方に居て、あくまで、現場の部将の臨機応変に頼りきっておる。三方ヶ原合戦は、平地での遭遇戦であり、三万五千余が、数の力で一万余に勝っただけの凡戦だ──

　信長の心は、一歩を踏み出す。

　──武田信玄、上杉謙信は、世間では、軍いくさ

 神がみ

 と崇あが

 められておる。二人は、いずれも、中央からみて遠おん

 国ごく

 の武人。夕日を大きいと感ずるのと同様に、心に映る人物像は、遠丶

 く丶

 に丶

 あるものだと思っていれば、大丶

 き丶

 く丶

 感ずるし、近丶

 く丶

 に丶

 あるものだと思えば、小丶

 さ丶

 く丶

 感ずる。要は、心が、信玄、謙信を大きいと判断しているだけなのだ。ある種の錯覚よ──

　いつもの癖がでた。鼻をほじり、天井を見上げると、大あくびが出る。と、左掌に握っていた書状が、目にとびこんできた。

　──なんと、浜松城に逃げ込んだ家康が、大手門を開け放ち、内外で大おお

 篝かがり

 火び

 を赫あか

 々あか

 と焚た

 いたとな……。急追してきた山県勢と馬場勢は、しんとしずまりかえった城を見て、攻撃もせず引き返していった……か──

　信長の猛もう

 禽きん

 を思わす眼が、[image: 〓]
 けい

 々けい

 と不気味に光った。ぶるっと身震いひとつ。

　──家康は、暗号を出したのだ。これでは、「どうぞ攻め込んで下され」と頼んでおるようなもの。後続の敗兵を収容するのなら、定じよう

 石せき

 通り、搦から

 手めて

 門を使えばよいだけのこと。案の定、馬場信春は、暗号を読み取り、退き返し、信玄に報告したのであろう。信玄は、あれから、刑おさ

 部かべ

 でぴたりと進軍を止め、ずっと滞陣しておるではないか……──

　暗号とは、「投降し、貴殿の陣営に加わります」という、この時代の常識であった。信長の心の隅に浮んだ疑惑は、段々と厚くなり、黒雲となって覆い始めた。

　──家康、裏切り──

　現実に、家康の立場は、容易ならざるものになっていた。家康の支配する三河、遠江の土豪たちは、雪崩なだれ

 をうって信玄に投降し始めていた。家康の家臣の大半は、一向宗門徒である。由緒ある源氏の名門・武田信玄が、石山本願寺と結び、一向宗を保護すると宣言しての西上だ。家康は、永禄九年（一五六六）三河を統一した時、松平姓をやめて徳川姓となったが、現実には、松平党の一氏にすぎないと世間からは、見られていた。松平武士団は、大お

 給ぎゆう

 松平、滝脇松平、岩津松平など十四家あった。松平党家臣団の意識は、「われらの忠誠心は、松平党に対するもので、決して家康個人に対するものではない。家康が、松平党の利益をはかっておる間は従うが、能なしと解れば、殺すこともいとわない」という利己的で冷徹なものであった。

　信長は、臍ほぞ

 を[image: 〓]
 む思いに苛さいな

 まれ、やり場のない憤ふん

 懣まん

 が、鎌首をもたげてくる。戦場往来で瘤こぶ

 だらけの足の裏をはたはたと叩く。こんな時にでるいつもの癖である。叩いていると酢のように烈しいものが、なごみ融と

 けてゆく。普通人よりはるかに熱い手足をもつ信長は、一年中、裸足であった。

　──ものには必ひつ

 至し

 あり、ことには固こ

 然ぜん

 （当然あるべきさま）あり。家康が、自分の利益のために行動することは、当たり前だ。誰に裏切られようと、儂は、油断することなく準備し、切り抜けなければならぬ──



　武田信玄は、刑部で越年した。

　元亀四年（一五七三）、正月二日。豊川にのぞんだ野田城主・菅沼定さだ

 盈みつ

 から急使が、岐阜に到着した。書状によれば、野田城周辺に甲州勢の物見と思われる兵が、盛んに出没し始め、信玄の野田城攻撃の前ぶれであろうと認めてあった。

　正月七日。刑部を出発した信玄の主力は、引佐峠を越え、摩詞耶寺を焼き、宇う

 利り

 峠を下って野田城を包囲した。

　正月十五日。信長が待っていた情報が、広正からとどいた。信玄は、六百余の陣僧を率いて、宇利峠で主力軍列から離れ、豊川を二里（約八キロ）さかのぼり、長篠城に入ったとのこと。陣僧は、城の背後にある医王寺と大通寺という二大巨きよ

 刹さつ

 に入寺したという。信長が、注目したのは、六百余の坊主を束ねる探題が、希代の天台密教僧・天海だったことだ。

　──いよいよか……──

　信長は、頤したあご

 を引きしめ、腹の底から瞋いか

 りが湧き上ってきた。深沈の夜は更けて、四方の壁が、静かに降りてくる。信長は、耳をすます。現世から正しよう

 信しん

 念ねん

 仏ぶつ

 偈げ

 が、吐息のように聞えてくるが、ここには涅ね

 槃はん

 はない。光明浄土はどこにもない。

　信長は、虞おそれ

 の炭俵を背負って、夜道を歩む心地だ。

　──広正は苦労人だな。多くの細作をよく束ねておる。明日を生きるためにかちとってきたま丶

 る丶

 は丶

 だ丶

 か丶

 の経験といえよう──

　書状の細部を入念に読み込む。

　──信玄が、足あし

 長なが

 （長距離遠征）に出なかったわけが解る──

　信玄の甲斐では、今年、冷たい夏と長雨で作柄が悪かった。武田勢の兵糧補給が途絶えることが多く、各地の占領地では、村々を焼き、乱取り（掠奪）で何とか食いつなぐ有様。もともと戦場は、春に飢える甲斐・信濃の農民たちの切ない稼ぎ場でもあったのだ。

　──三河、遠江辺りでこの状態なら西上は無理だ。信玄は、焦っておる──

　織田勢は、上洛以来、自軍による乱らん

 妨ぼう

 、乱取りを厳しく禁じ、違反者は処刑された。これを可能にしたのは、戦場の後方にあって食糧・弾薬などの軍需品を補給する兵へい

 站たん

 部が確立していたからだ。その山積する事務は、信長が、驚異的な算力で処理し、方針を示していた。日頃から数十名の算用者を育成し、自らも種々の数表をつくるほどであった。僧侶が紛失した金きん

 子す

 の訴訟沙汰を決済した朱印状まで残っている。信長の一日は短い。未明から夜更けまで、政務、使者による外交、調略、補給などすべてを信長一人が統括していたのだ。このため、信玄が、大軍を率いて三河に侵入しても、信長には、心理的余裕があった。慌てて、岐阜城下に大軍勢を動員するようなことはしない。城下には、武家屋敷を密集させており、一晩で、一万余は動員可能。

　急使を出せば、十日以内に六万の軍勢を岐阜城下に集結させる準備は整っていた。

　──足た

 し算より、引ひ

 き算の方が難しい──

　信長は、政務、軍務とも、算術を駆使した“見積り”ができたのである。

　谷間の地表を埋め尽した雪の中に黝くろ

 々ぐろ

 とした池が閑しず

 かに顔を出して、吹く風に波紋を描か

 いていた。日が沈んだとみえ、余光が、大通寺の反りかえった大屋根の雪を微かず

 かな茜あかね

 色に染めている。本堂のまわりには、修験者姿の白衣の百人が、鉄芯を仕込んだ八角形の金こん

 剛ごう

 杖じよう

 を持ち、とり囲んで余人は近付けぬ。

　呪しゆ

 師し

 が、諸神勧かん

 請じよう

 し、神しん

 明みよう

 を読みあげ、守護文を高声すると、灯とう

 台だい

 百余に一斉に点灯。

　辺りは燦さん

 然ぜん

 と輝き、護摩壇に施ほどこ

 してある螺ら

 鈿でん

 がちかちかと息づいた。

　大導師は、権大僧正・崇敬（武田信玄）である。眉太く、鼻は隆たか

 い。衣の色は、怒りと血・炎を表す黒と赤。背後の堂内を埋め尽す六百余の僧の読経の声は、雪山の静寂を縫って響き渡る。雪が吹きつのり、風は唸る。

　大導師の叱しつ

 咤た

 につれて、牛ご

 王おう

 杖づえ

 の打撃。乱らん

 声じよう

 の銅ど

 羅ら

 。太鼓、法螺貝一いつ

 斉せい

 の騒そう

 擾じよう

 。倒れる。五体を本堂の床板に打ちつける。凄まじい打ちよう

 擲ちやく

 の音は、皮膚を破り、血を滴したた

 らせ、骨に至る。三角壇（呪じゆ

 詛そ

 調伏の時は三角を用いる）の大だい

 威い

 徳とく

 明みよう

 王おう

 は、忿ふん

 怒ぬ

 の形ぎよう

 相そう
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 　それでも明王は、自じ

 若じやく

 として、朦もう

 朧ろう

 としている。幽かす

 かな火か

 光こう

 定じよう

 の深い瞑想、仏前の雑多な供物の前に、香木と護摩を焚く。濛もう

 々もう

 たる白煙は、天井を覆ってゆく。と、僧の肩口から黄おう

 丹に

 の糸が立ち昇り始め、白煙の中に吸い込まれ、やがて白煙は渦を巻き始めた。だんだんと速度を増し、遂には、狂気の乱舞。

　何処から迷い込んだか、可憐な小鳥が、その渦巻きにのみ込まれ、くぐもる声こわ

 音ね

 を残して墜落。死骸が床に転がった。

　練れん

 行ぎよう

 衆しゆう

 は、床を踏み鳴らし火炎と水炎と乱声の修羅地獄。崇敬は、怨敵・織田信長と書き込んだ人形百八つを次々に炉に投げ入れ、跡あと

 も残らぬほどに焼き尽す。相あい

 鬩せめ

 ぎ燃えさかる火血刀の炎上。渦巻く白煙は、轟音と共に黄煙となり、崇敬が、金剛杖を一閃すると、蘇す

 芳おう

 色に染まり始め黄こう

 櫨ろ

 染ぞめ

 の龍に変じた。

　龍は、屋根裏の僅かな隙間から曲線をえがいて潜り抜け、夜空に修羅の鳴き声をあげる。樹木折れ鳥堕お

 ちる。宙を飛ぶ龍は、眩ゆい光箭と変じ、岐阜をめざして消え去った。



　この日の朝。信長は、和戦両用の常じよう

 套とう

 手段を使う。浅井長政に、大和やまと

 一国を与えるとの条件で和睦誘降の使者を送る一方で、柴田勝家、明智光秀、丹羽長秀、蜂屋頼隆の四将に石山・今堅田の攻略を命じた。



「まだ昼間だというに、なんという暗さだ」

　馬の上で眼を凝らす信長の前方には、一面に粉雪が風に舞っている。灰色の空の下に、崇福寺の山門が黯くろ

 々ぐろ

 と浮かび上ってきた。川の舟着場は白一色で人影はない。信長は、信玄が、呪詛に出た場合、対応する寺として、崇福寺・千手堂をえらび、幾度も足を運んでいた。泡を吹いている馬を休ませようと手綱をしぼった信長は、土手に下り立った。ふと見ると草地に小さい石の地蔵が立っていた。

　胸元が血で塗まみ

 れている。どきっとした信長は、近づいてみた。

「あ……赤い椿か……誰かが手た

 向む

 けたか……」

　信長は、跪ひざまず

 いて地蔵に掌を合わせた。突如、数万の軍勢の草くさ
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 ず

 りのこすれる音が、湧き起こった。きっと腰を下ろして身構える信長。が、一呼吸して、ふっと苦笑する。

「風の音か……。信玄の不可解な動きに、気が苛立っておるな。この辺りには、成仏できぬ夥おびただ

 しい魂こん

 魄ぱく

 がさまよっておるのかもしれぬ。生も一ひと

 時とき

 の位くらい

 なり、死も一時の位なり。たとえば、冬も春のごとし……か」

　信長は、『正しよう

 法ぼう

 眼げん

 蔵ぞう

 』の道元禅師の言葉を朗唱し、“うん”と気合を発して馬にとび乗った。灰色の空から絶え間なく粉雪が舞い降りてくる。崇福寺・千手堂は、藍色の空気の中で白化粧。本堂の簀子に腰を下ろした信長は、蓑みの

 をはずし積もった雪を払い落とし凍った掌を擦す

 り合わせて息を吹きかけた。泥にまみれた足を洗おうと井戸端へ。汲み上げた釣つる

 瓶べ

 の水は木桶の中で湯気を立てている。

　全く突然、信長は心臓に激しい鼓動を覚え驚愕した。驚愕は、戦慄を呼び起こし、全身金かな

 縛しば

 りになり声も出ない。氷のような恐怖が信長の心を突き刺した。

　──来たな……。あの時と同じだ──

　あの時とは、永禄十一年（一五六八）九月、将軍・義よし

 栄ひで

 が、摂せつ

 津つ

 富とん

 田だ

 の普門寺に、修験者二百余を集め、信長呪詛の祈祷を仕掛けた時のこと。

　ずり堕お

 ちる重い空気に掬いあげられ足を辷すべ

 らせる信長は、幾度も転倒しながらも、ようやく本堂に這い上り、そのまま昏倒した。
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 無間地獄　極熱地獄　号叫地獄　衆合地獄　黒縄地獄　等活地獄　八寒地獄……


　大通寺の護摩修法は、連日激しさを増して、地獄が無限に続き折れ曲っている。無数の教きよう

 誨かい

 音おん

 が、腥なまぐさ

 い風に乗って、箭のように空間を吹き抜け、岐阜に向かって飛[image: 〓]
 する。

「奴の首を引き抜けいっ！」

　第一関門の降ごう

 三さん

 世ぜ

 明王が命令する。奴の首とは、信長の首。

　やがて孤独な首が、猫足でしずしずと歩いてゆく。第二の関門の穴が、鍵穴のように遠くに浮かんでいる。汐どきというものか、一筋の光が、大導師の喉に吸い込まれた。崇敬（武田信玄）は、腰の痛みが激しく、だんだんと憔悴していた。目ま

 蓋ぶた

 が垂れ下がる。人間の業苦が暮れ残り、荒廃と虚無が捩れていた。

　医王寺で別途加持祈祷していた天海が、山さん

 王のう

 一いち

 実じつ

 神しん

 道とう

 に工夫を加えた「太だい

 元げん

 帥すい

 法ほう

 」を駆使し、呪う信長人形を崇敬に捧げた。

　崇敬は、仁王立ちで杙くい

 を振り翳かざ

 し、

「慮りよ

 外がい

 者もの

 め、死ねっ！」

　怨敵人形の両肩、両脛すね

 、心臓の五ヶ所に打ち込み、打ち込む。忿ふん

 怒ぬ

 の呪じゆ

 言ごん

 は、凜乎として響き渡り、頂点に達すると魔光の箭や

 となって次々に飛び立ち、雪明りの中を真一文字に岐阜へと突進した。



　二月十五日。岐阜城下、信長の居館は、折からの強風でぎしぎしと揺れていた。

　信長は、幽明の中にあった。白い鳥となったわが躰が、冷え凍こお

 り、翼は

 うちしても微動もせぬ羽を呆然と凝視する……。

　──この寒さはどうしたことか……。末まつ

 期ご

 が迫るとは、このようなことであろう。いつかは来ると思うていたが、ほんに唐突に感じるのは、まだ現世に未練があるとみえる……──

　誰かが手拭で額の脂汗を拭きとってくれた。やわらかい衣きぬ

 摩ずれ

 。絖ぬめ

 の様に柔らかな風。

　たしかに部屋の気け

 配はい

 が動いている。躰の芯が吐と

 息いき

 つき、やすらいでゆく。明あかり

 障しよう

 子じ

 が、ざあっと黄金色に燦きら

 めき、少しずつ赤から薄うす

 紅べに

 、さらに鉛色へと薄めながら上へ広がり、燭台の灯ひ

 が眩しく耀かがや

 き始めた。

　──この甘い香り……──

　信長は、匂いの微塵を胸一杯に吸い込んだ。嫋たお

 やかな女性の風姿。あの女ひと

 は、温いまなざしで信長を見詰めていた。

「吉きつ

 乃の

 ではないか」

「お待ち申しておりました」

　あの声音。信長は、夥しい言葉が喉に詰まって絶句する。黒髪が流れ、白い手が動くと、あの匂いが揺蕩たゆた

 いゆれた。

　信長は、万ばん

 斛こく

 の思いを込めて、吉乃をじっと見る。長い沈黙しじま

 ……。信長の掠れた声。

「そなたは、何処を旅しておったのか。幾いく

 度たび

 念じても、そなたはどこにも……」

「いえ、吉乃は、いつも信長様のおそばに居りまする。安土のお城ができますれば、本当のお手伝いができると楽しみにしておりまする」

「安土城の中で、儂が、成さねばならぬことを、そなたは、既に……」

「現世は、欲望、怒り、愚かさによって夥しい怨霊が生れて人々を苦しめておりまする。信長様は、その怨霊を鎮しず

 めるために……」

「そうだ。が、当の本人が、こうして他人の呪詛に苦しめられておるようでは、儂の呪ま

 力な

 も高たか

 がしれておる」

「お役に立てるなら吉乃は、しあわせ……」

　う丶

 つ丶

 ろ丶

 とう丶

 つ丶

 つ丶

 の信長の瞳が、きらりと光り、蒼ざめた頬にさっと紅色あかみ

 が差してきた。

　吉乃は、銀の扇を下に置き、浅あさ

 葱ぎ

 地に白の麻あさの

 葉は

 の石いし

 畳だたみ

 模様の小袖を脱いで、信長の褥しとね

 にそっと掛けた。

「この模様は、邪気を払い、永えい

 生せい

 の夢をたくすことができまする。呪詛の痛丶

 み丶

 は、それから逃のが

 れようとせず、痛丶

 み丶

 を快こころよ

 く受け入れることができますれば、たちどころに消えてしまいまする」

「…………」

　いつしか、信長は、安らかな寝息を立てている。吉乃の小袖に薫た

 き染し

 めた沈じん

 香こう

 の移り香が

 に部屋は、時ならぬ花を匂わせた。

　信長は、躰を縛っていた痛丶

 み丶

 が、一個の甘い塊かたまり

 になって融けてゆくのを感じる。視界がぐんぐんと拡がって遥はる

 か彼方かなた

 と思えるものまでが、鮮明に目の前に展開し始めた。一ひと

 呼こ

 吸きゆう

 一呼吸が耳元で心地よく聞える。過ぎ去った日々の出来事が、瞬間に再現する。陶酔の時が流れてゆく。小牧山は目も眩む絢爛とした花の波であった。ひとりの女によ

 性しよう

 が、桜の中に立っていた。朱色二重の唐から

 衣ぎぬ

 に白い羅うすもの

 の裳も

 をつけ銀の扇を手にしている。水際立つ額、黒い大きな瞳、紅味を帯びた頬……吉乃であった。信長は、夢中で駆け寄り、逞しい腕かいな

 で吉乃をひしと抱きしめた。唇が唇をさがし、むさぼる。涙がこぼれ、白いうなじがのけぞる。ふたりだけの愛のかたち。どれほどの時が流れたか……。

　信長は、目覚め、格ごう

 天てん

 井じよう

 の角材の柾まさ

 目め

 がくっきりと鮮やかに目に映った。がばっと褥を蹴って起き出す。躰は[image: 〓]
 のように軽い。一挙動で板戸を引く。庭には一面に雪がつもり、樹々の奥には、竹が、ひとつひとつ、まっすぐに天を指していた。東の彼方に白金の陽ひ

 のかげが小さく光っている。控えの間の小姓たちの腰が一斉に浮く。

「腹がへった。朝あさ

 餉げ

 だ。黒くろ

 漆うるし

 五枚胴具足を出しておけいっ！」

「ははっ」

　精悍さが甦よみがえ

 った信長の姿に、小躍りした小姓らは、転こ

 けつまろびつ廊下を走り去る。



「はっ、いよーっ！」

　骨格逞しい黒武者は、黒栗毛の愛馬の腹を蹴った。走る。疾はや

 い。ただ、馬前に延びている白い道の彼方に眼を凝こ

 らす。信長の耳元で、はたはたと音がする。鎧の合がつ

 当た

 理り

 に結びつけたあの浅あさ

 葱ぎ

 地に白の麻葉の小袖が、寒風に上下左右と長く[image: 〓]
 ひるがえ

 る。小袖の母ほ

 衣ろ

 武者である。

　──吉乃、どうだ雪景色は……──

　信長は、背中に吉乃のゆれる躰を感じ、心の静かなたかまりに鼓動がときめいてくる。

　肩にしがみついている吉乃の指先が心地よい。信長の頭の芯が微妙にゆらぐ。澄んだ声が耳元で聞えた。

「この景色は、ひっそりと静かで透す

 き明あか

 るく……月を仰ぎみる桜の花はな

 明あか

 りのような表情をしておりまする」

　信長は、あまりにも実在感のある声に戦慄した。

「そなたの声をはっきりと聞くことができる。これは、夢ではあるまいか」

「夢ではありませぬ。信長様に背負われている吉乃がお話ししているのです」

「儂は、これからいつでもそなたに会えるのだな」

「はい、夜となく昼となく……いつでも」

「そなたは、小牧山城で、たしかに息をひきとった。死とは、どのようなものなのだ」

「光と闇が入り交ったところに溶け込むことです。はじめは、その中に漂っておりました。信長様が、吉乃のために泣いて下さるお声がするたびに、吉乃の魂が、幸せになるのを感じました。信長様の背中にしっかりと寄り添っている間に、吉乃の言葉は、信長様の言葉になってゆきました。吉乃は、いま本当のしあわせの中に浸っておりまする」

「安土城が完成したら、共に暮らそうぞ」

「はい。吉乃は、桜になりまする。春になれば、精一杯に咲き誇って信長様を、うっとりとさせてみせましょうぞ」

「はじめて逢お

 うた日のようにか」

「はい」

　信長は、吉乃と二人で疾駆する。小袖の麻葉の石畳模様が、四方に向かって無限に連続し、上昇してゆく。時折、吐き気、頭痛が、襲ってくるが、そのまま、あるがままに受け入れているうちに、すうっと消えてゆく。

　──岐わか

 れ路みち

 は、不快気分に執着するか否かだ。信玄と対決しておる現い

 在ま

 の運命は、忍ぶも忍ばぬもない、どうにもならぬものだ。ただこの状態を切り開いてゆくしかない──



　周す

 参さ

 見み

 のうしろの山は、果はて

 無なし

 山脈。その向こう北天に伸びる大峰の連嶺が、吹雪を巻き上げ、岩肌を容赦なく叩く。

　崇福寺・千手堂に到着した信長は、一ヶ月前からこの日のために準備してある本堂に入った。住職・道慶の指示で、僧たちは搭たつ

 頭ちゆう

 に身をひそめ、息をころしている。信長は、余人の援たす

 けなしで、ひとり黙々と魔性を退しりぞ

 ける呪法壇をつくり上げた。

　──怨霊は、も丶

 の丶

 ではない。光と波になって飛ぶ。このようなものを纏まと

 うなど笑止の沙汰だ……──

　苦笑した信長は、具足を脱ぎ始めた。信長の具足は、胴全体を縦方向に五枚の部分に分け、蝶ちよう

 番つがい

 をつけて継ぎ、開閉を自在にしてあるから着脱が簡単だ。肩の力を抜いた信長は、白絹の小袖を脱ぎ捨て、手た

 綱ふさぎ

 （ふんどし）一本で内庭に出た。円形に河原石を巡らせた井戸から水を汲み、頭から浴びる。大地の壮大な力に身内をゆすぶられ肌から湯気が立つ。鳥肌が立つほど心地よい。水みず

 飛沫しぶき

 の中で逞しい摩ま

 羅ら

 は屹きつ

 立りつ

 し、弾ける白水が、弧を空中にえがいた。

「よし」

　白い歯がのぞく。気分が昂こう

 揚よう

 した信長は、本堂に取って返し、吉乃の小袖を着け始めた。久しく使わなかった魔力が、信長の呼吸するたび測り知れぬ世界を紡ぎ始めた。陽はとうに沈み、暗くなった庭には、赫々と篝かがり

 火び

 が焚かれ、多数の寺僧の黝くろ

 々ぐろ

 とした姿が、妖怪めいて浮び上る。

　信長は、忿ふん

 怒ぬ

 の形相をした大威徳明王像の前に、ひとり坐る。目を閉じ、心に感じるもの全てを現に在丶

 る丶

 こ丶

 と丶

 としてとらえ、現実と夢と幻の境を越え始めた。頭に閉じこめられていた心は、身体全体に拡がり、しだいに肉体を越えて拡がってゆく。星せい

 辰しん

 の高い丸天井から見下ろせば、白銀の森の上を黄火玉が、糸を引いて飛来している。そのもとを手た

 繰ぐ

 れば、瞬時に大通寺が現われた。怨敵呪殺の調ちよう

 伏ぶく

 炉ろ

 から護摩の煙が濛もう

 々もう

 と立ち昇り、堂内は、白煙の渦。六百余の僧を従えた大導師は、武田信玄その人だ。その表情は、苦にが

 舐な

 めで憔忰し、落魄した五体に精気はない。

　──黒い木立のかさなる影が、信玄の夢をくずし、冷やしておる……。信玄よ、おまえは、織田信長という一人の男を殺すために、血ち

 眼まなこ

 になっておる。武田信玄の西上作戦とは、その程度のことなのか……──

　信長は、信玄のうなじを穴のあくほど睨みつけていたが、やがて、心を縮め始め、身体に戻し、頭の中に収めた。

　──恃たの

 むところある者は、恃むもののために滅びるということを教えてやろう──

　信長は、敬虔な姿勢を崩さず真言を唱え、三百三十回の五体投地の礼拝を始める。無心にして膝を砕けるばかりの打撃音は、回廊に佇たたず

 む住職・道慶を震え上がらせ、跪ひざまず

 かせた。

　一段と真言の祈りが高くなる。限りなく奥深い茅ぼう

 屋おく

 の声。冥界や地下の霊たちに呼びかけ、それらを呼びさます強い怨声。

「崇敬・武田信玄が、織田信長を呪詛し、呪殺せんとす。よって今宵、呪す

 詛そ

 返しを致す。　[image: 〓]
 逆さか

 しに行うぞ　逆しに行い下せば　向こうは血花にさかすぞ
 　信長の裂れつ

 帛ぱく

 の声しよう

 明みよう

 。牛ご

 王おう

 杖づえ

 の打撃。乱らん

 声じよう

 の銅ど

 羅ら

 。太鼓。



[image: 〓]
 みじん　すいぞん　あびらうんけんそわかと行う　打ち式　返し式　まかだんこく　向う相手の五臓を蹴け

 割わ

 り　血花に咲かせる影もないぞ　即そく

 滅めつ

 そわか


　式王子の法文「裏うら

 式じき

 」の呪法である。

　信長の鋭い視線の先、黒光りする円柱に板いた

 楯だて

 が吊されている。貼られた人形には、「崇敬・武田信玄」と墨痕鮮やかである。

　──怨丶

 が来たっ！──

　信長は、肩口に衝撃をうけ、胸に錐きり

 を刺す痛みが貫つらぬ

 く。信長は、夢の傷ついた華麗さを呼吸する。もうなりふり構わぬ必死の怨声。　[image: 〓]
 血花おちこめ　ちりこめ崇敬の躰　七ツにかきわり　八ツにけわり　玉水こんぱく　みじんに切って放つ
 　信長は、物見槍を両手で頭上にかざし、疾駆した。唸る。宙をとぶ。

「やあっ！」

　投げる。信長の手をはなれた物見槍は、糸を引いて紙人形の左肩を貫き板楯に深々と喰い込んだ。回り込んだ信長の勢いは止らない。再び人形に肉迫、次の槍は右肩へ。ついで左脛すね

 、右脛。最後は、心臓のど真ん中へ。人形の傷口から噴出した青い火玉は、白煙を巻き込み巨大な怨となり、今にも飛[image: 〓]
 せんと轟音を発するが、信長は、法力で懸命に抑えこもうとする。

「うう……う……」

　信長の腕かいな

 は、ぎりぎりと軋きし

 む。限界にきた。

「うおっ！」

　法力を解かれた怨丶

 は、下丶

 り丶

 急丶

 坂丶

 の宙をとぶ。青い火玉は、堂内を飛び回り、怨丶

 を重ねるうち一つの大きな赤い火玉となって大空に舞い上り、鉄砲玉より速く飛び始めた。黒森の上空で、飛来する黄色の火玉と遭遇するや、吸い寄せられるように接近したかと思う間に激突。大音響はない。だが、時空は、高熱で歪み、ねじれる。赤い火玉と黄色い火玉は共に消滅。驚くべきことに、ぽっかりと開いた時空の穴から、巨大化した赤い火玉が現われた。赤い火玉は、夜空を赫々と照らしながら黄色の火玉が飛来した方角に向かって進む。途中、次々と飛んで来る小さい黄色の火玉を一つ残らず消滅させながら大通寺に向かって一直線。攻守は所を変えた。



　火天、水天の練行衆が柄え

 松たい

 明まつ

 を振り翳かざ

 し、床踏み鳴らし、火炎と水炎と乱声の修羅地獄。香木と護摩を焚く。大導師・信玄が真言を誦し、印いん

 契げい

 を結ぶ。傍らに青せい

 衣い

 に身を包み、手に印いん

 を結び、高らかに経きよう

 文もん

 を唱える天海が援護している。

　大きな紫色の頭ず

 巾きん

 にかくれ、信玄は、逆上感、発汗に苦しみ、全身金縛りとなった恐怖に顔を歪ませていた。

　突如、厚く閉ざされた雪雲を突き破って現われた赤い火玉は、長い尾を引き大通寺の大屋根に襲いかかった。大屋根は、まるで霧のように吹き散り、火玉は音もなく、一気に大導師・信玄の躰に突入した。

「うむむむ……」

　落魄した呻うめ

 き声を残し、信玄は、坐したまま気を失った。信玄の体内からはみ出した火玉の尾が、隣の天海の肩口を激しく打った。

「うわあーっ！」

　絶叫した天海は、一瞬、宙に浮き、床に叩きつけられ、虫の息で這は

 い回る。堂内を埋める練行衆は、一斉に立ち上がり、悲鳴をあげて逃げ出した。黝くろ

 々ぐろ

 と聳える大通寺山は、奥深い朴ふ

 の門となって、大篝火の間を駆けまわる軍兵たちを瞰み

 下おろ

 していた。

　長篠城帯郭（二の丸）にある城主御殿に運び込まれた信玄は、大量の血を吐いた。馬場美濃守信春、内藤修理昌豊、山県三郎兵衛昌景ら宿臣は　ただおろおろと枕辺に侍はべ

 るのみで茫然自失のていであった。

　医師が、信玄を後から抱き起こし、蘇合円や人参丸を口に入れたが、すぐに吐く有様だ。



　暁方、本堂の片隅で信長は目覚めた。大きく琥こ

 珀はく

 の眼をみひらいている。暁闇の空間に殺気はなく、清らかな空白の余韻が、土間に零こぼ

 れ落ちる。可憐な小鳥の囀さえず

 り。片かた

 折お

 り戸の外に雪が舞いおちている。黒ずんだ油土塀を背に、咲き始めた梅の紅色が白に入り交り春の足音を感じる。信長は、麻葉の小袖の襟えり

 元もと

 を指でまさぐる。

　──吉乃……──

　信長は、躰の奥底に深く純度の高い清水の流れを感じ、嘗かつ

 てない爽やかさと活力が湧き上ってきた。これを手がかりに、自分を取り巻く状況をくるくるとたぐり寄せる。と、思考の真珠を結ぶた丶

 ね丶

 石丶

 につき当った。

　──呪詛返しが、成じよう

 就じゆ

 したかどうかは解らぬが、とにかく危機を脱したことは確かだ……。足利義栄の際に似ておる──

　信長は、すっと立ち上り、静かに礼拝する。

　岐阜城に戻った信長は、諸国の情報収集に余念がない。徳川方の野田城は、甲州勢に包囲されていたが、家康の救援はなく、孤立無援のまま、二月十日に開城・降伏した。これを見て、去就を決めかねていた遠とお

 江とうみ

 の土豪、国人たちは、堰せき

 を切ったように信玄の旗の下に参集し始めた。が、長篠城にいる信玄に動きはなく、武田菱の白旗は、遠江・三河に展開したまま滞陣が続いている。

　一方、京の状勢は、急迫していた。義昭の側近・細川藤孝は、早くから信長に通じていたので、「義昭謀反」を逐ちく

 一いち

 、岐阜へ報告していた。打倒信長に燃える義昭は、武田信玄、朝倉義景、浅井長政、本願寺顕如光佐らに御内書を連発するのみならず、二条城の濠を深くし、数ヶ所の新しい稜りよう

 堡ほ

 を設置した。丹たん

 波ば

 の内藤氏は、五千余を率いて入城。集まる鉄砲衆は五百をこえる。京の公[image: 〓]
 衆はじめ町衆も、こぞって軍資金を差し出した。

　信長は、思わず腕を組み宙を仰いだ。

　──荒こう

 唐とう

 無む

 稽けい

 な……。義昭のように現実と乖かい

 離り

 し、著しく肥大した妄想をもつ男に、京衆が易々と支配されておる……。義昭の悪臭でも、嗅ぎ続けておれば、嗅覚は、いずれ疲労し、感じなくなってしまうのか──

　鼻にくっと皺を寄せる。

　──彼奴は、詐さ

 欺ぎ

 師し

 だ。人々の心に漠然とした不安を喚起し、妙なあせりの感情を起こさせるのがうまい。不安定な心は、知らぬ間に仕掛けられた罠わな

 に引っかかる。実体のない、空論をぶちまくり、偽にせ

 餌え

 で人を釣る。義昭が構築する反信長包囲網には、実体がないが、信玄が加わったことで真実味を帯びてきた──

　頬杖をつく。

　──なんとしても信玄の現状をさぐらねば……──



　二月十八日。信長が待ち望んだ一報が、広正から届いた。信玄は、十六日、長篠城を出て東三河の鳳ほう

 来らい

 寺に移ったという。信玄は山やま

 駕か

 籠ご

 に乗り、従ったのは僅か五百余。宿将・山県昌景ら全員は、長篠城に残った。広正は、細作のほとんどを鳳来寺山に展開し、自らは修行僧に変装し、搭たつ

 頭ちゆう

 に掛か

 搭た

 した。寺は、仮か

 寓ぐう

 してしまえば、自由に歩き回ることができる。信玄は、病いを養うためであった。その日から本堂では、息災の不動護摩が修法された。護摩壇は円形。白衣の貞安法印は壇に北向きに坐って祈願。息災は、無病息災を祈願するもので病魔退散を目的とする。

　信長は、密書を幾度も読み直すと、二階へ急ぐ。二階は、婦人部屋となっており、金きん

 襴らん

 の幕がかかる前廊下の一番奥には、吉乃の遺品を収めた部屋がある。信長は、正面に衣い

 架か

 に掛けられた浅葱色の麻葉の小袖の前で、

「吉乃……成就したぞ……」

　がっと床板に膝をついた信長は、仮面をぬぎ号泣した。信長は、愛かな

 しみとはげしさの谷間で、ひっそりと、しかも確実に[image: 〓]
 れてくるものに流されていた。



　京・二条城。相次ぐ武田信玄の捷しよう

 報ほう

 に、驚喜した義昭は、

「とうとうその秋とき

 が来た。信長め、八方塞ふさ

 がりで、死期も近い」

　口ひげをねじ曲げて歯を剥く。御殿を歩き回る義昭は、大時代物の浅あさ

 黄ぎ

 綾あや

 威おどし

 大おお

 鎧よろい

 が、妙に滑こつ

 稽けい

 で、側近の細川藤孝と三みつ

 淵ぶち

 藤ふじ

 英ひで

 は眼を合わせて苦笑した。

「信玄来たる」の効果は劇的で、摂せつ

 津つ

 の伊い

 丹たみ

 親興も挙兵。京の郊外西岡地方には、土一揆が起こる。三み

 井い

 寺でら

 光浄院暹せん

 慶けい

 は、西近江で挙兵し、一向一揆を集合して、石山と今堅田に砦とりで

 をつくり、信長の上洛を阻止しようとした。



　岐阜に釘付けの信長は、柴田勝家、明智光秀、蜂屋頼隆、丹羽長秀に出撃を命じた。

　二月二十六日、石山砦を降伏させ、二十九日には今堅田を攻略して、京への入口は確保した。浅井・朝倉の援軍が来て戦線が膠こう

 着ちやく

 するという義昭の筋書通りにはゆかなかった。

　鳳来寺。遅おそ

 咲ざき

 の桜は、もはや葉桜のころとなっていた。薄うす

 紅くれない

 の花びらの色に含がん

 羞しゆう

 は消えて、未練がましく、若葉にこびりついている。



　病床の信玄は、衰弱はなはだしく、臀でん

 部ぶ

 の筋肉は、こそげ落ち、餓鬼のごとくなってしまった。左眼が見えなくなって三日目、今度は右眼も混濁してきた。武田勝頼が、褥しとね

 の近くに侍していることは知っている。目を凝らせば、動くものが、かすかに感じられるだけだ。急に心臓に激しい鼓動を覚え驚愕する。驚愕が戦慄を呼び起こし、全身金縛りになって声も出ない。氷のような恐怖が、信玄の心を突き刺した。ただ、床とこ

 に臥ふ

 し、歯を食いしばるのみ。医師が、高こう

 麗らい

 人にん

 参じん

 十四味建中湯を用意したので、侍臣が、信玄を後ろから抱きかかえて呑ませようとするが、開いた口から[image: 〓]
 れ出るだけであった。

　勝頼は、剛毅で敵を畏怖させた父・信玄の窶やつ

 れ果てた姿に、唇を[image: 〓]
 みしめた。勝頼が、信玄の老臣・宿将らの居ない時を見計って見舞いに来たのは、その微妙な立場の故ゆえ

 であった。勝頼は、その積極果敢な戦闘振りで、他の信玄の息子たちの追随を許さぬ武将であった。が、信玄の息子たちの中で、唯一武田家の通字「信丶

 」を戴かず、諏す

 訪わ

 家の通字「頼丶

 」を冠している。生母は、諏訪御料人（正妻ではなく側室）であった。信玄を支える甲斐国衆から見れば、敵・諏訪家の後継者であった。信玄が、正式に勝頼を後継者と宣言していない現実では、実績を積み重ねて、山県・内藤・馬場らの老臣との溝を埋めてゆくしかない。

「うっ」

　呻いた信玄は、苦痛に顔を歪ませて、勝頼を見た。膝を躙って、身を乗り出し、

「お父上様の御下命あれば、某それがし

 、全軍を率いて断だん

 乎こ

 出撃し、一いつ

 気き

 呵か

 成せい

 に岐阜に攻め込み、織田信長の首を取り、瀬田に“風林火山”の旗を打ち立てて御覧に入れまする。なにとぞ、なにとぞ……」

　信玄は、頷き、くっくっと咽のど

 を鳴らした。

　勝頼は、反射的に身を乗り出し、信玄の口許に耳を寄せて、全神経を集中させた。

　信玄の唇が動いた。微かす

 かな声。

「か……かえりたい……」

　瞬間、勝頼の頭の中は真っ白になり、がくっと肩を落して、床板に両手をついた。



「狐め。遂に罠わな

 にかかりおった」

　義昭は、赤い舌を[image: 〓]
 む。この二条城は、夜を日に継つ

 いでの工事で、見違えるような堅固な要塞に変貌していた。義昭を軸に、本願寺、三好義継、松永久秀、朝倉義景、浅井長政、摂津の伊丹忠親らは、「反信長」では協力関係にある。ただ、「反信長」は、多分に観丶

 念丶

 的丶

 なものであり、実丶

 体丶

 とはかけ離れた知識を、うまく加工してもっともらしく見せることに長た

 けた義昭ならではのものであった。それだけに、旧体制保護を主張する武田信玄が、西上するとなれば、実体のない義昭の空論が、俄然、真実味を帯びはじめる。なにしろ、信玄は、「大だい

 僧そう

 正じよう

 法性院崇敬」という物々しい位であり、信長は、いまだに「弾だん

 正じようの

 忠ちゆう

 」という低い位の格下だ。三方ヶ原合戦における信玄の捷報が伝わると、公[image: 〓]
 衆、寺社勢力は言うに及ばず、信長の正体を理解できない京の町衆も、一斉に義昭の偽にせ

 餌え

 に喰いついた。金貸し業で、天水（小銭）を蓄たくわ

 えていた吉田神社神主・吉田兼かね

 和かず

 は、神じ

 人にん

 七十人を軍兵として義昭に差し出した。二条城には、町衆が軍資金、食糧などを続々と搬入し始める。調子に乗った義昭は、誰だれ

 彼かれ

 の区別なく呼応を働きかけたので二条城は、人で[image: 〓]
 れかえった。当然ながら、大混乱。丹波の内藤氏五千と雑さい

 賀か

 鉄砲衆五百余は、弾薬の配分のことで大喧嘩となり、激昂した雑賀衆は、城を出て石山本願寺に戻り始めた折しも。

　三月二十九日。突とつ

 如じよ

 、信長が京に現われた。将軍の側近・細川藤孝や摂津の実力者・荒木村むら

 重しげ

 も従っている。知恩院に陣を張った織田勢一万余は、厳しい規律のもとで、乱らん

 妨ぼう

 狼ろう

 藉ぜき

 は皆無だ。信長は、隠いん

 忍にん

 の態度で、義昭に使者を送り、和睦を求める。

　三十日。拒否した義昭は、信長の京の奉行・村井貞勝の屋敷を攻めた。貞勝は辛うじて脱出できた。ようやく腰を上げた信長は、二条城を包囲し、周囲に四つの砦を造成し、糧道を絶った上で、三日夜から四日にかけて、上かみ

 京ぎよう

 の二条から北を焼払った。これも入念に計画されたもので、御所を含む近この

 衛え

 、鷹たか

 司つかさ

 から北、油小路から西の構かまえ

 の堀をへだてた土塀の内は除外された。目的は、義昭に対する威い

 嚇かく

 と信長に反抗的な上京の町衆の武装解除にあった。

　二条城が、はだか城も同然となって、義昭は、はじめてのっぺりした顔を歪ゆが

 める。

　──このままだと、雅まろ

 は死ぬかもしれぬ──

　義昭は、合戦というものが、これほど骨が折れる行為だとは、気付かなかったのだ。己れは、身体を動かさず、情報を先に集めているうちに、情報のやりとりだけで事はすむのではないかと錯覚していた。これは、義昭が、強烈な依存者であるからに他ならない。この期ご

 に及んでも二条城を出ようとしない義昭を見て、信長は、深い配慮を示し、朝廷に働きかけた。正親おおぎ

 町まち

 天皇は、即座に反応する。七日、関白・二に

 条じよう

 晴はる

 良なが

 が、まず義昭を説得、次に信長から同意を得て、和睦が決定した。

　二条城内を埋めていた軍兵は、雪崩なだれ

 を打って大手門から逃げ出し、残るは四百余になってしまった。狂乱状態となった義昭は、終日、部屋に閉じこもり、傅かしず

 く女房衆の黒髪を鷲わし

 [image: 〓]
 づか

 みにして引きずり回した。



　鳳来寺・書院。黝々とした杉木立を背に、築地の低い油土塀が、白く月光を反射している。翼廊を支える柱のかげに黒い影一つ。凝固したように動かず、書院を窺うかが

 っている。黒衣の忍者は、広正であった。

　信玄は、病み疲れた身を脇きよう

 息そく

 にもたせかけ夢と現うつつ

 の境を歩むように、ぼんやりと池面に映は

 える大篝火を見ている。時々、馮つ

 きものを追い払うかのように憔悴した顔を歪める。

　明朝、信玄が甲斐に帰還するとの報せをうけて、長篠城からは、馬場信春ら宿将が、大広間に詰めていた。臥ふし

 床ど

 の横では、信玄の六男で[image: 〓]
 かつら

 山やま

 氏の名跡を継いだ[image: 〓]
 山信貞が、祈祷師と何やら打合せをしている。山駕籠で移動する信玄に症状が出た場合、患部を打ちよう

 擲ちやく

 して馮きものを払うのだ。侍医・板垣法印は、既に薬石の効ない老丶

 病丶

 として同行はしない。

　柿の種に似た月が、黝々とした梢の上にかかり、どこからともなく仏ぶつ

 法ぽう

 僧そう

 （三宝鳥）の鳴く声が、澄んだ余音をひいて湧き上ってきた。

　ぶっ、ぽう、そう……。

　信玄は、垂れていた首こうべ

 をあげ、白濁した両眼を中天にさまよわせる。凍りついた信玄の生しよう

 霊りよう

 を楚そ

 々そ

 とした鳥の声が融と

 かしていった。

　阿あ

 字じの

 池いけ

 を囲んで紫と黄のかきつばたと菖しよう

 蒲ぶ

 がゆれ、白と紅の睡[image: 〓]
 が咲き、水に映り微風にゆらいでいる。

　書院で信玄を乗せた山駕籠は、近習たちに担がれ、長い廊下を進み、玄関に現われた。輿よ

 丁てい

 たちが、駆け寄り、肩を入れて担ぐ。

　広庭を埋める軍兵は、山県三郎兵衛昌景の指揮のもと、粛然と思いを凝こ

 らしている。樹々の緑も濃くなり、蔭は深い。すでに花を散らした藤棚の下には、数人の僧侶が佇んでいる。その中に広正がいた。

　──甲府の躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 館やかた

 へ戻るのか……──

　法衣に身を固めた広正は、砂の白さに目を瞬しばたた

 かせた。かたわらに咲く残りの躑躅は、あざやかに燃えるような赤である。くっきりと高い青空に伸びる梢の上に二羽の鳥。カケスよりやや大きめの黒鳥だ。嘴くちばし

 は赤く、胸は鮮やかな青紫色。広正は、目を細める。

　──ああ……昨夜鳴いておった仏法僧（三宝鳥）か……。きれいな声で鳴いて、お見送りをせよ──

　と、法螺貝を合図に、山駕籠の前後を固めた軍兵は、総門を出て、坂道を下り始めた。

　鳥は、軽くとび立つ。風かざ

 切ぎり

 羽ばね

 の中央にある青白色の太斑が、目に泌む。鋭い声。

「ぎゃっ、ぎゃっ」

　急降下する。

「げっ、げっ、けけけけ」

　広正は、ぽかんと口をあけた。

　──同じ鳥とは……信じられぬ──

　興きよう

 醒ざ

 めた広正は、顎に手をあてた。



　下山して伊那路を帰陣する途中、阿あ

 智ち

 村駒こまん

 場ば

 の里で急に風雨が強くなり雷が鳴りだした。[image: 〓]
 山信貞は、急ぎ近くの農家に山駕籠を避難させてから、声をかける。

「お父上様……お父上様……」

　山駕籠は、しんとして返答はない。胸騒ぎを覚えた信貞は、こわばる手で引き戸を開けようとするが重い。ひるむ心に鞭むち

 打う

 って渾身の力をこめると、半ば開いた戸の隙間から信玄の上半身が、くずれ落ちてきた。糞尿の異臭が、鼻を突く。

「其そ

 方ち

 たちは、退さが

 っておれいっ！」

　近習を退らせた信貞は、祈祷師を呼んで、生死を確かめるために、頭、両足、大指に灸きゆう

 をすえたが、効果なく、死亡を確認した。

　時に、元亀四年（一五七三）四月十二日、信玄五十三歳であった。

　急報を受けて駆けつけた勝頼はじめ宿将らは、信玄の遺骸と対面し、茫然自失する。しかし、遺体の腐敗が激しいため、甲府にまでは無理と、十六日夜、ひそかに荼だ

 毘び

 に付すことになった。



「くる……くる……」

　燻いぶ

 し銀に沈んだ夜闇に蛙の声。じっと耳を傾けている信長。傍かたわ

 らの広正は、御殿の懸かけ

 灯どう

 籠ろう

 に照らし出された金雀枝えにしだ

 の花に目を瞬しばたた

 かせた。黄色の花弁に赤いぼかしの入った翼弁が心に泌みる。

「某それがし

 、この目で信玄公が荼毘に付されるのを見ました。翌日、武田勢が立ち去ったあと、焼け跡からこれを見付け……もしやと持参いたしました」

　広正は、懐ふところ

 から袱ふく

 紗さ

 （絹の小形のふろしき）を取り出し、ひろげてみせた。覗き込んだ信長は、指でつまんで、しげしげと見入る。小さな骨片だ。信長は、感に堪た

 える。

「これがか……」

「はい、遺灰は、持ちかえったようでござりまするが、焼木の間に落ちておりました」

「うむ」

　信長は、骨片を押し頂き、袱紗に包み、自分の懐に収めた。広正は、ふっと肩の力を抜いて、

「武田菱の白旗は、続々と甲斐に退ひ

 いておりまする」

「大儀であった」

　莞かん

 爾じ

 とした信長は、腰の脇差を広正に与えその功績をたたえた。

　信長の心は、ぐんぐん拡がり、予測を阻む闇を直感の槍で突き刺した。

　──琵琶湖は広い。周囲は、七十五里（約三百キロ）もある。湖上を一直線に航行する巨船によるしかあるまい──

　信長は、いつものことながら、将来のことを事前に知っていたのではなく、予測を成就させようとする方向に行動する。

　五月十五日。信長は、二十騎の馬廻衆だけを率いて、佐和山城下・松原浦にやってきた。湊みなと

 の船台では、巨船が、最後の仕上げの段階に入っていた。長さ三十間（約五十四メートル）、幅七間（約十三メートル）で櫓が百挺。前と後の甲板に二つの矢や

 蔵ぐら

 を備えていた。

　棟梁・岡部又右衛門はじめ鍛か

 冶じ

 、番匠、杣そま

 人びと

 らの歓声で迎えられた信長は、船体の隅すみ

 々ずみ

 にまで細かい指示を出す。この船は、既に琵琶湖を航行している巨船三隻を加えて四隻目である。信長の構想では、松原浦、豊浦といら

 （安土）を起点として、朝倉・浅井攻めでは、北国街道沿いの長丶

 浜丶

 、比叡山、京に対しては坂丶

 本丶

 、若狭、北陸より湖西防衛には大丶

 溝丶

 を結ぶ水上交通網を完成することにあった。



　七月三日。岐阜で準備に没頭していた信長のもとへ、義昭再挙の報が入った。義昭は、二条城を三淵藤英らに守らせ、自らは、城を出て南山城の槇まきの

 島しま

 城に立て籠った。

　七月六日。信長は、風雨をものともせず、百挺櫓の巨船四隻で琵琶湖を押し渡り、七日に入洛。妙覚寺に本陣を置き、二条城を包囲すると、恐れおののいた三淵藤英は、城を出て降参。信長は、直ちに二条城を破壊して、槇島城へ向かった。



　七月十八日。むら立つ積雲が、聳そび

 え立つ峰をつくる空の下、宇治川の水は、茶褐色に泡立ち、渦を巻く勢いであった。数日前からの豪雨で、一段と水みず

 嵩かさ

 を増している。宇治橋は、真木島勢によって焼き落され、黒い残骸が波に洗われている。川面に黒い煙がひろがって、浅瀬を求めて渡河する織田勢が見えかくれしている。五ヶ庄で西向きに渡河したのは、佐久間信盛、丹羽長秀、木下秀吉、明智光秀、柴田勝家らの主力。槇島城は、真木島昭光が堅城に造り上げてはいたが、数万の織田勢が四方八方から押し包むように攻めかけると、大海の小島のように弱々しく見えた。出丸から百挺余の鉄砲が撃ちかけてきたが、織田勢は、委細構わず猛攻を加え、見る間に、大手門は、打ち破られた。硝煙たち込める城内の馬場が、織田勢の旌せい

 旗き

 で埋まるのに四し

 半はん

 刻とき

 （三十分）とかからなかった。本丸では、まだ矢や

 叫たけ

 び、怒声が聞える。追い詰められた城兵たちの悲痛な泣き声が絶望の渦となって城壁に木霊した。それもやがて静かになった。

　三の丸への通路を引き立てられている一人の男。大時代物の浅あさ

 黄ぎ

 綾あや

 威おどし

 大おお

 鎧よろい

 が妙に滑稽だ。

「公く

 方ぼう

 だ……足利義昭ぞ」

　軍兵たちは、どよめいた。

　床しよう

 几ぎ

 に腰かけた信長は、上唇をかたく締めて、家臣たちの動きを観察している。やがて凜とした声で、控える木下秀吉に、

「引いん

 見けん

 はせぬ。降人・義昭、汝なんじ

 を枯野に追放する。悪あがきをなせば、即座に首を刎は

 ねる。疾と

 く立ち去れと申し伝えよ」



　前後左右を厳重に警固された義昭は、鎧をはがされ、裸足で大手門を出た。河原から街道を埋め尽した軍兵は、その哀れな姿を指差して嘲笑した。

「貧乏公方のお通りだい」

「自分一人、生き残りやがって、卑怯者！」

　ざんばら髪、蒼白な顔の義昭にどこからか飛んできた礫つぶて

 が、当たり、義昭はよろめいた。

　時に、元亀四年（一五七三）七月十八日。

　二百三十七年に亘わた

 る室町幕府最後の日であった。

　京に戻った信長は、村井貞勝を、「京都所司代」に任じ、京の政務を掌握した。さっそく、焼払った上京を視察する。

　──さぞかし困窮しておるであろう。一日も早は

 よう復興せねばならぬ──

　気をもむ信長の予想とは、かなり異なる光景が展開していた。上京の町衆は、悲しみに打ちのめされているのではなく、妙な昂揚感を漂わせながら、活気に[image: 〓]
 れて働き、黒こげの家々の前で物売りの声はかまびすしく、町は以前にも増してにぎにぎしかった。

　──忝かたじけな

 い──

　信長は、なにものかに感謝し、安堵した。

　貞勝に命じて地じ

 子し

 銭せん

 （税金）の取立てを免除し、早さつ

 急きゆう

 な復興の手て

 立だ

 てを講じた。この中には、内裏夜警を実施して、洛中の治安維持をはかることも含まれていた。その上で。

　二十一日。信長は、朝廷に改元を内奏した。公[image: 〓]
 たちは、談合の上、改元勘かん

 文もん

 （改元の事由を記した文書）を信長に内覧させた。

　信長は、「老子経」にいう「清静は、天丶

 下を正丶

 すとなす」より「天てん

 正しよう

 」を希望した。「天下を正す」こそ信長の天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 の革命意識であった。

　七月二十八日、改元定さだめ

 の公[image: 〓]
 仗じよう

 儀（会議）が行われ、諸[image: 〓]
 は、全員一致で「天正」を推した。改元の結果は、天皇が綸旨で信長へ宛てて伝えた。

　元亀四年（一五七三）は、七月二十八日をもって天正元年と改元された。


 
第七章　小谷落城









　追放された義昭は、枇び

 杷わの

 庄しよう

 に移っていたが、三好義継は、石山本願寺、三好三人衆、松まつ

 永なが

 久ひさ

 秀ひで

 らと計り、まだ利用価値のある義昭を若江城にかくまった。これを知った信長は、降将・三淵藤英と細川藤孝に命じて、元亀四年（一五七三）七月二十七日、三好三人衆の一人・岩いわ

 成なり

 友とも

 通みち

 の居城・淀城を攻めた。信長は、京を出て坂本湊に向かう。四艘の大船に乗った信長は、湖西にある浅井方の木戸・田中両城を攻めて陥落させた。その本陣に、岩成友通の首級が運ばれた。信長は、首くび

 桶おけ

 にちらと一いち

 瞥べつ

 をくれたのみで首実検もせず、八月四日岐阜に帰城した。

　天主御殿の最上階。窓辺にとんぼが一匹とまっている。きれいな羽だ。信長は、とんぼを見つめながら、飛躍的な情念が、血液のように体内をかけめぐる。

　──一気に残敵を始末するぞ──

　眼下の大手道を数十騎の急使が、乾いた土煙を濛もう

 々もう

 とあげながら駆け去ってゆく。各地に展開する武将に「横山城へ急行せよ」と命じるのだ。信長に一服する余裕はない。

　八月八日。浅井方の山本山城主・阿あ

 閉つじ

 貞さだ

 征ゆき

 が、信長方に寝返ったという吉報。その夜、信長は、僅かな馬うま

 廻まわり

 衆しゆう

 のみを率いて馬場を一周し、大号令。

「出陣じゃあっ！　者共続けいっ！」

　前日から城下に集まり始めていた美濃や尾張の軍ぐん

 兵ぴよう

 は、一いつ

 時とき

 、大混乱したが、四し

 半はん

 刻とき

 （三十分）のうちには、佐久間勢を先頭に信長のあとを追い始めた。



　横山城に入った信長は、すぐさま書院の文机に向かい書状を認したた

 めた。浅井長政に対する降伏勧告状であった。



「合戦を止める潮しお

 時どき

 が参った。備前守殿の面めん

 目もく

 躍やく

 如じよ

 たるものがあり、当方感銘を受け申した。ここに、我が傘下に加わり、天下布武のために与力を給わらば、欣きん

 喜き

 の至り。城兵の惣そう

 赦しや

 免めん

 は申すに及ばず、備前守殿には、大和一国を任まか

 せたい」



　信長は、側近として旗本を束ねる不ふ

 破わ

 河かわ

 内ちの

 守かみ

 光みつ

 治はる

 を呼んだ。

「小お

 谷だに

 城は、支城十三のうち残すは三つ。裸はだか

 城じろ

 同然となった。城兵は僅か五百余。巨大築堤で琵琶湖との交通は断たれ、経済封鎖の効果は、さびれた町屋に現われておる。落城は寸前じゃ。お市と三人の娘も助けたい。其そ

 方ち

 は、使者となり、備前守殿を説き伏せて参れ」

「ははっ」

　美濃・斎藤氏に仕える四家老の一人であった光治は、永禄十年（一五六七）信長に降くだ

 り、美濃三人衆ともども信長に重ちよう

 用よう

 されるという経歴の持ち主で苦労人であった。人情の機き

 微び

 にも敏さと

 い。

　──信長様にとって、お市様は、特別のお方のようじゃ。何としても助け出したいという気持が、ひしひしと伝わってくる。一度は信長様に敵対した儂わし

 が、現在では、このように重用されていることを長政様に話そう。儂だけではない。美濃三人衆、柴田勝家様、佐久間信盛様など、数えればきりがないほどだ。信長様とは、心の広いお方だということを説いてみよう──

　光治は、浅井長政と初対面ではない。浅井と織田の同盟の時、佐和山城で対面したことがあり、お市の輿入れにも同行し面識があった。長政の印象としては、知識が豊かで、精緻な論理を駆使する武将といったところであった。

　次の日。小谷城に乗り込んだ光治は、大広間で長政と会見、信長からの書状を渡した。

　長政は、居並ぶ家臣たちの視線を意識してか、書式の一字一句に拘こう

 泥でい

 し、不測の事態についてあれこれと光治に詰きつ

 問もん

 した。会見中、幾度も席を立った長政は、戻ると、とことん微細な情報をさぐろうとし、頑迷さを増していく。意味なく苦痛な行為をくり返し、結論は、拒丶

 否丶

 であった。夕刻、光治は、蝉しぐれのかまびすしい清水口への坂道を下っていった。

　板敷に額をこすりつける光治を制した信長は、さらりと言ってのけた。

「やむを得ぬ。朝倉を片付けてから、再度、其そ

 方ち

 に使者を命ずることにしよう」



　越前・一乗谷の朝倉館は、浅井長政よりの急使が到着し、騒然となった。信長が、横山表へ出陣して来たという。諏訪館で美女・少将の白い裸身を抱いていた義景は、しぶしぶ褥しとね

 を抜け出して、挙兵の号令をした。

　しかし、四年にわたる織田信長との長期対戦で、領内の荘民百姓に厭戦気分が蔓まん

 延えん

 していて棟むね

 別べつ

 銭せん

 による戦費調達がままならない。

　驚くべきことに、この情報は、朝倉家臣筆頭の奉行人・魚うお

 住ずみ

 景かげ

 固かた

 から信長にもたらされた。景固は、義景の前途を見限り、信長への内応を決め、密かに朝倉一族の景かげ

 鏡あきら

 ・景かげ

 健たけ

 ・景遠はじめ溝江良逸、桜井久忠と共に、病いと称して出陣を拒否していた。結局、軍兵総勢は、二万余を予定していたが、五千。うち鉄砲衆は僅か三百余であった。しかし、義景は、事の重大さに全く気付かない。義景の腹の内では、これまでと同じく、大おお

 嶽づく

 城に入って長期戦に持ち込み、織田勢が退ひ

 けば、自らも越前に戻るというもの。大嶽城には、去年から斎藤刑部、小林彦六左衛門、豊原寺西方院の三将が五百の越前兵とともに立て籠っていたからである。

　義景は、同家に寄き

 寓ぐう

 していた元・稲葉山城主・斎藤竜たつ

 興おき

 とその叔父で元・関城主・長井隼はや

 人との

 佐すけ

 道みち

 利とし

 を加えて、いたずらに軍議をかさねる。七月十七日、義景は、重い腰をあげ出陣。ゆっくりした速度で敦賀に入った。

　八月十日。

　前夜。子ね

 の刻こく

 （深夜の十二時）過ぎに降りしきる雨をついて横山城を出発した信長勢五千余は、濡れ鼠になって山田山に着陣した。信玄との合戦を想定して、山岳迂回作戦用に練磨してきた精悍無類の隠密軍団である。軽量化した具足に改良して鉄砲・弓・槍を装備している。

　山田山のすぐ南には、大嶽城が見える。

　朝倉義景は、刀と

 禰ね

 山を越えて梁やな

 瀬せ

 に進んできた。織田勢主力三万は、既に虎とら

 御ご

 前ぜ

 山から下り、田川から伊那口、清水口までをびっしりと包囲している。信長に先手を打たれた義景は、大嶽に登るのをあきらめ、白神山に陣を移し、軍勢を地蔵山・木き

 ノの

 本もと

 ・余よ

 呉ご

 に配置した。

　十二日夜、暴風雨は樹木を震撼させ、岩肌を容赦なく叩く。岩は、一枚二枚と剥がれ、瓦を抛ほう

 るように宙に舞い散り散りに谷間に落ちてゆく。

「続けいっ！」

　信長は、咆ほう

 哮こう

 し、山の背を走った。軍勢は、信長の雄姿を見て、とおい血脈の野性に覚めざ

 め赤い舌を[image: 〓]
 み、百ど

 々ど

 女め

 鬼き

 谷を駆け降り、矢や

 頭ず

 山を駆け登る。

　大嶽城の本丸は、朝倉の侍大将・斎藤刑部・小林彦六、二の曲くる

 輪わ

 は、浅井方の井口越前・千田采うね

 女めの

 正しよう

 、三の曲輪は、浅見対馬守が詰めていたが、信長勢の息もつかせぬ強襲に、対馬守は抵抗もせずに降伏し、門を開けた。

　二の曲輪に躍り込んだ信長のまわりに霧になって飛ぶ鮮血。理不尽に襲う霹へき

 靂れき

 に悲鳴と共に追い詰められた城兵は、瞬またた

 く間に本丸に逃げ込む。僅かな光が斜めに差し込む頃、すき間もなく攻め込む信長勢に、斎藤刑部は、抵抗を断念し、跪ひざまず

 いた。

　全身に返り血を浴びた信長は、薄明の清澄な光の中で仁王立ち。凜とした声で、

「命はとらぬ。直ちに山を下り、本陣に戻れ。これから、信長が、御大将の首を頂戴しに参上すると伝えよ」

　めくるめく空白の果て、敵勢は、周しゆう

 章しよう

 狼ろう

 狽ばい

 し、敗走してゆく。信長は、太刀の血を拭い鞘にぱちんと収めた。

　──これで、義景の気力をそぎ、家来を攪かく

 乱らん

 できようぞ──



　十三日、信長は、小谷城の重要な支城の丁よし

 野の

 城を陥し、焼払った。

「朝倉は、今晩陣を退ひ

 く。陣営の焼ける火の手があがったら、すぐに追撃せよ」

　信長にとって当然すぎるこの命令を受けても佐久間信盛・滝川一益らの部将は、逡しゆん

 巡じゆん

 して行動を起こそうとはしない。半信半疑なのだ。数々の合戦の結果を左右してきた信長の鋭い直感力は、どの家臣にとっても常に謎であった。二度、三度と急使を走らせても、一向に動かぬ織田主力軍に、切せつ

 歯し

 扼やく

 腕わん

 した信長は、犬のように孤独であった。

「えいっ！　えいっ！　続けいっ！」

　愛馬に鞭当て、唯一騎、泥濘を蹴散らし、朝倉陣営に向かう。大軍を率いるようになっても信長の合戦は、いつも単騎決戦である。

　──いつまで経た

 っても脱丶

 皮丶

 で丶

 き丶

 ぬ丶

 奴丶

 輩丶

 めっ！──

　信長に追いすがるのは、いつも若手の馬廻衆だ。佐々成政、前田利家も続く。が、信長の計略は、見事に図に当り、義景は、陣を焼払って梁瀬に引き返すように命じた。

　夜空を赫あか

 々あか

 と染め、朝倉の三みつ

 盛もり

 木もつ

 瓜こう

 紋の陣幕が炎上している。風が吹き酸鼻の臭いが草原を這は

 う。突然馬の嘶いなな

 きと蹄ひづめ

 の響き。馬廻衆に続いて隠密軍団も到着し、敵の殿しん

 軍がり

 との凄まじい乱闘と殺戮が始まった。小こ

 半はん

 刻とき

 （三十分）するうち、死にもの狂いで追尾してきた織田の主力軍も合流。遂に、近江と越前の国くに

 境ざかい

 、刀と

 禰ね

 坂で朝倉軍に追い着いた。一旦は、踏み止まろうとした朝倉軍であったが、惨敗・潰走し朝倉一族はじめ名立たる武将たちが、次々と討死した。敦賀に逃げるまでに二千八百余の首を織田勢に取られた。

　十四日。朝倉の残敵を掃討して敦賀に落ち着いた信長のもとに、ひとつの首級が運ばれた。付せんには、「濃州竜興」とある。元斎藤家重臣・稲葉右う

 京きようの

 亮すけ

 一鉄の証言で、元稲葉山城城主・斎藤竜興の首であった。享年二十六歳。

　床几に腰掛けた信長は、太刀の鞘をはずして膝にのせ、ふうっと息を吐く。

　──ほう……竜興か……──

　供く

 饗ぎよう

 （三さん

 方ぼう

 に似た食膳）に置かれた首は、乱れた髪を整えて、血糊をぬぐい、開いた眼を閉じるなど略式の首化粧をほどこしてある。

　──稲葉山城落城の時、命を取らずに退散にまかせたのは、どこぞに隠遁して静かに余生を過ごしてもらいたかったがためぞ。しかし、事実を事実として受け入れず迷妄の夢を追うたようだ。三好党に合流、義昭が上洛した翌年、六条本ほん

 圀こく

 寺じ

 を襲い、摂津でも転戦しておったようじゃ。此こ

 度たび

 は、朝倉に寄寓し、刀禰坂で最期を迎えた。あくまでこの信長に屈しなかったのは、見事ぞ。よき武人であった。冥福を祈ろう──

　瞑目していた信長は、くわっと双そう

 眸ぼう

 を瞠みひら

 き、転てん

 法ぽう

 輪りん

 印いん

 を結び、唱とな

 える。　[image: 〓]
 のうまくさんまんだ　ばさらだんせん　だまからしやだそわたや　うんたらかんまん
 　悪鬼を踏み破る歩行術・反へん

 閇ばい

 で、供饗の周りを、先に出た足に後の足を引き寄せて、左右に歩みを運ぶ。信長は、身をそらし、何ものかに向かって咆哮し、樹林を震撼させる。遠吠えの長い余韻。海の方角に向かうや「龍」という字を掌に空くう

 書しよ

 し、掌しよう

 決けつ

 、手しゆ

 印いん

 の呪じゆ

 法ほう

 で印いん

 を結ぶ。

「いやあっ！」

　右脚をあげて魔ま

 障しよう

 を調伏、怒ど

 髪はつ

 逆さか

 立だ

 つ蔵ざ

 王おう

 権ごん

 現げん

 か。

　武装してものものしい軍兵たちは、ひれふすもの、号泣するもの、抱き合って背中を摩さす

 り合い、瞼を真っ赤に腫らしているもの──。

　身を躍らせた信長は、馬に乗り、草原に並べられた二千八百余の敵の首級の周囲を疾駆し、真言を唱え、悪しき霊による障害を取り除く。見守る武将たちのある者は涙を流し、ある者は信長の気迫に押され、思わず手を合わせて嗚お

 咽えつ

 している。　[image: 〓]
 のうまくさまんだばざらだんかん　のうまくさまんだぼだのうばく……
 　うやうやしく頓首礼拝した信長は、澄み透る声で、

「首級は、災厄を避ける怨霊除去を修した。これより、あの山麓に首塚を築く。かかる夜の地霊よ騒さや

 げ、汝な

 がための魂たましい

 の家になりつつあれば」

　夜の山野には、原始のたましいが揺蕩たゆた

 い、軍兵たちは粛然として、真剣の白い光を瞬時忘れていた。



　敦賀に十六日まで逗留した信長は、市原にある浄土宗・巨きよ

 刹さつ

 西福寺で、敵味方を問わず戦死者すべての祭祀を行った。軍兵に休息させても、信長には、片時も止まる時はない。

　赤萩・今泉浦・河野浦の馬借や船頭を率いる浦うら

 刀と

 禰ね

 たちに禁制を与え、水上・陸上の交通網を復活させた。民衆の生活に支障ないよう商人たちにも朱印状を与えた。

　十七日。義景の有力奉行人・魚住景固の内応と案内で、北陸道の木き

 ノの

 芽め

 峠を楽々と通過した織田勢は、十八日、府中龍門寺に着陣。

　信長は、全軍を二手に分け、一手は、柴田勝家・稲葉一鉄に命じて、朝倉家百年の本拠地・一乗谷に進撃させ、明智光秀、木下秀吉、滝川一益らは、三国湊など朝倉家の支配地の保護に従事した。

　一乗谷は、「下した

 城き

 戸ど

 」という巨大な土塁で守られていた。厚さ十間（約十八メートル）、高さ三間（約五・四メートル）で、難攻不落といわれていた。大軍で攻めるとしたら、鯖さば

 江え

 方面から山越えで半里（約二キロ）南の上城戸からしかなかった。しかし柴田勝家らの軍勢は、終日、敵との遭遇はなく、楽々と下城戸から城下町に侵入。城郭・家臣団の屋敷に松明を振り回しながら足軽たちが、躍り込んでゆく。

「おっと……」

　勝家は、思わず手綱を引きしぼって馬を止めた。

「何だ……あやつらは……」

　勝家は、息を呑む。密集した職人たちの町屋群に、寺院からとび出してきた僧たちが、次々に放火してまわっていたのだ。

「いかに織田方に同心するとは申せ、これが坊主の所しよ

 業ぎよう

 か……恥を知れっ！」

　大きく琥珀の眼をみひらいた勝家は、馬に鞭打ち、いつしかその太刀は、夥しい僧侶の血に濡れていた。

　一乗谷は、三日三晩にわたって燃え続け壊滅した。

　十九日。一旦は、大野に逃げた義景は、一族の朝倉景鏡の勧めで、六坊賢松寺に入った。二十日、景鏡は兵を率いて賢松寺を包囲して鉄砲を撃ちかけた。裏切られたと覚さと

 った義景は、無念の自刃。景鏡は、義景の首級を信長に献上して降伏した。

　信長は、破壊のあとの建設を、滝川一益、明智光秀らにまかせ、越前の知行安堵に従事させた。信長は木下秀吉を連れ、小谷城攻めに引きかえしてゆく。

　信長は、馬前に延びている白い道の彼方かなた

 に眼を凝こ

 らす。鬣たてがみ

 を逆さか

 立だ

 てた狼は、風を巻いて疾駆する。信長の移動は、常に単騎になる。

　山犬たちは、その速度についてこれない。

　二十六日には、小谷城のある小谷山の南西にある虎とら

 御ご

 前ぜ

 山やま

 城の大手を潜る。屋敷裏手にある小屋懸が

 けの厠かわや

 に入って石組み穴にまたがり用を足している頃になって、ようやく馬廻衆など後続が到着してきた。石組みの流し場に立った信長は、滑車をたくみに使い、釣つる

 瓶べ

 でくみ上げた水を浴びる。素っ裸だ。松根の瘤こぶ

 を思わせる盛り上った腕の筋肉をぶるると震わせた。水みず

 飛沫しぶき

 の中で、信長の摩羅は、一瞬にして屹きつ

 立りつ

 した。

「…………」

　虚無が漂ただよ

 い、荒廃が捩よじ

 れる。

　──お市……──

　遠くで雷鳴が響いた。ふっと肩の力を抜いた信長は、うなだれ、唇を[image: 〓]
 み締める。怒ど

 張ちよう

 した箭や

 は静かにうなだれてゆく。

　狩かり

 衣ぎぬ

 に着替えた信長は、高台に立って小谷山を眺めている。小谷山は、五百メートルと離れない、まさに指し

 呼こ

 の間かん

 である。

　木戸のきしむ音。強行軍で泥塗まみ

 れになった秀吉が、跪ひざまず

 いた。一瞥した信長は、拡げた地図を秀吉の鼻先へつき出した。

「あの山の最頂部大嶽山砦には、味方を三百余入れてあるが、そろそろ兵糧も底をつく。急がねばならぬ。其そ

 方ち

 は、直ただ

 ちに、山岳用の軍団五千を率いて大嶽山砦に向かえ。主力が、出丸から攻め登るのに呼応して、急坂を下り、六坊を奪と

 り、越前、美濃、番所に抜ける間道を封鎖せよ。次に山王丸・小丸は、後あと

 回まわ

 しにして、大広間についで大きい京極丸を陥おと

 せ。京極丸は四段からなっておるゆえ大鉄砲を集中せよ。久政は小丸、長政は本丸におる。曲輪は、深い堀切りで隔てられておるゆえ、京極丸さえ手に入れれば、父子を分断できる。

　構かま

 えて、儂の主力が動くまで、仕掛けてはならぬ。長政とは、ぎりぎりまで交渉事がある。できれば、殺しとうはない」

　最後の語句にある微妙なか丶

 げ丶

 り丶

 を秀吉は、敏感に嗅か

 ぎとる。

　──この男、[image: 〓]
 をついておる。長政など、どうでもよいのだ。お市の方様だけは、なんとしても救いたいのが本音。この男とお市の方様は、兄妹ではない。雄おす

 と雌めす

 の仲よ。於お

 次つぎ

 丸まる

 は、二人の子だと調べはついておる──

　深く俯うつむ

 いた秀吉の窪んだ眼がん

 窩か

 の底に猛もう

 禽きん

 を思わす眼が、きらりと光って消えた。

　信長の父、信秀には信康という弟がおり、信康には、興とも

 康やす

 という子がいた。信長の従い

 兄と

 弟こ

 にあたる。興康の娘がお市であり、信長は従兄弟の娘を妹丶

 という形にして浅井長政に嫁がせたのであった。



　ぎらぎらした日の光が、空と地に一杯漲みなぎ

 っていた。不破河内守は、連日、信長の書状を携えて小谷山を登る。今日で三度目である。樹木の葉は力無げに垂れ下がり、そよとの風もない。初回こそ浅井長政と面会を許されたが、二回目は、黒金御門で追い返された。

　──今日も梨なし

 の礫つぶて

 か……──

　河内守は、擦り切れた草鞋わらじ

 を踏みしめて、背の高い浅井方の武将に書状を差し出した。

　昨日とは、打って変り丁重な所作で書状を受け取った男が、門の中に消える。

　と、太鼓が鳴った。岩がん

 畳じよう

 な黒金御門の大扉が開かれ、静かに静かに空気が流れ出る。その大気の流れに乗って、山やま

 駕か

 籠ご

 の行列が、幻のように姿を現わした。

　──お市の方様だ……──

　河内守は、酔い痴れたような眼付きになる。頬は弛ゆる

 んで、先導する武将に、

　──不破河内守、御案内申し上げまする──

　何処からともなく遠い雷鳴が聞えた。



　横ざまに大粒の雨が降る中、山駕籠の行列は信長の本陣に到着。一行は、お市の方と三人の娘（茶々、初、小お

 督ごう

 ）、法衣の尼僧であった。信長を驚かせたのは、この尼僧こそ、長政の実母、恵光院阿あ

 与よ

 だったことだ。信長は、即座に長政の真意を覚った。

　──立場が替かわ

 れば、儂でも、そうするかもしれぬ──

　信長は、深く頷き、恵光院を京都所司代・村井貞勝のもとに送ることにした。武井夕庵に託した書状には、恵光院が隠棲する寺を用意し、四百石を扶ふ

 持ち

 した。お市の方と三人の娘は、信長の弟・上野こうずけの

 介すけ

 信のぶ

 包かね

 に命じて、尾張・清洲城に送らせた。清洲城には、四男・於次丸が、養育されていたからだ。



　土壇場になっても、信長はまだ、優秀な武将として浅井長政を織田軍団に加えたかった。大和一国を与えるとの条件で降伏を勧告したものの、三み

 度たび

 、長政に拒否されるに及んで遂に、総攻撃の采配を振った。小丸に孤立した浅井久政は、いさぎよく自刃。四十九歳の生涯を閉じた。最後まで本丸を死守した長政は玉砕。享年二十九歳であった。

　信長は、小谷城に火をかけ焼払ったあと、全軍兵四万で、大築堤を破壊し、その土砂を使って、姉川・田川など近隣の河川に強固な土手を造成し、洪水に備えた。

　九月四日、佐和山から安土に移陣。安土山周辺の風景は、広い道路が縦横に走り、一変していた。数万の人夫が石寄せし、頑丈な石塁（石垣）が、山頂に向かって二十数段、棚雲のように造成され壮観だ。信長は、粗末な根小屋で棟梁と話し込み、九月六日岐阜帰城。



　十一月の京は暗い。九日に上洛した信長は、妙覚寺に入った。正親おおぎ

 町まち

 天皇は、上洛を賀して、信長に薫たき

 物もの

 を下賜。信長は、朝廷に蜜柑を献上。儀礼に明け暮れる毎日は、およそ熱丶

 や情丶

 はなく、信長は、気が滅入る。揺れる心をしずめようと、二十三日と二十四日、信長は、堺衆を招いて茶会を催した。招かれたのは、塩屋宗悦、松江隆仙、津田宗及、千宗易、今井宗久ら堺を代表する会え

 合ごう

 衆しゆう

 （財閥）であり、道具立ても豪華そのものであったが、所詮は、政丶

 略丶

 茶丶

 の丶

 湯丶

 。中央に政権をふるう時期にきた信長としては、彼らの後援が必要であった。信長は、その気の重さが、どうにもやりきれないものにさせる。世阿弥の『風姿花伝』の一節が、頭をよぎる。　[image: 〓]
 去こ

 年ぞ

 盛りあらば、今年は花なかるべき事を知るべし
 　大きく息を吸い込んでみたが、大して役にも立たず、ただ空から

 咳ぜき

 が出た。冷雨が訪れた庭に眼を移すと、色にいきおいのない海かい

 棠どう

 が咲いている。

　──哀れな萎しお

 れかただ……──

　寂せき

 莫ぼく

 とした脳裏に、昨日、茶会で見た宗易の足袋たび

 の青丶

 が浮かんだ。茶室の薄明のなかで、あの青丶

 は、逆に凜りん

 冽れつ

 とかがやいていたのだ。

　宗及の話では、この九月、宗易は「一いつ

 口く

 に吸尽す西江の水」という公案を透過して、古渓和尚から「抛ほう

 筌せん

 斎さい

 」の斎号を与えられたという。

　──大徳寺門前に寓居しておるとか……。話をしてみたい──

　思いつくと行動は疾はや

 い。使者を立て、霏ひ

 々ひ

 と舞う軽やかな雪片の音なき音を聴きながら大徳寺門前の宗易の仮住居を訪れた。信長が最初に目にしたものは、露地の雪をほうきで掃いている宗易の姿であった。黒ずんだ大徳寺の土塀が、その背後に幻想のように浮かんでいた。



　四畳半茶室には、小さい燭台の灯がゆれている。竹一重切花入が、粗い土壁を背景にくっきりと浮かび、切り詰めた曙あけぼの

 椿つばき

 一枝が生けられてある。朧おぼろ

 気げ

 な薄紅の花は、果しもない旅に出るかのように飄ひよう

 々ひよう

 として滞とどこお

 らぬさまだ。炉にかかる天てん

 明みよう

 霰あられ

 桐地紋釜、木地釣つる

 瓶べ

 の水みず

 指さし

 。茶ちや

 入いれ

 は唐から

 物もの

 肩かた

 衝つき

 。茶碗は、番ばん

 匠しよう

 呉ご

 器き

 ・李白。真形の釜は、閑しず

 かな夜陰を通り、青あお

 寂さ

 びた闇に銀星のまたたきのような音を聞かせてくれている。

　幽かす

 かな光の中、宗易は坐す。心を透す

 かし澄す

 ませて宗易の口許に微ほほ

 笑え

 みが浮かぶ。信長の眸め

 に宗易の姿はゆれてにじみ朧おぼろ

 気げ

 に沁みた。冷えた愁うれい

 をやさしく包みこんで信長は、眩めくる

 暈めき

 の中にあった。釜の肌は、肩から胴の上部に霰あられ

 が整然と打たれ、胴の下部は、荒肌に桐の地紋がつき格調を添えている。

　宗易は、台目畳に置かれた茶ちや

 巾きん

 、茶ちや

 筅せん

 、茶ちや

 杓しやく

 を仕込んだ李白を膝先に静かに移す。善ぜん

 鏡きよう

 の中ちゆう

 棗なつめ

 ……その小ぶりな姿を李白と膝前の間に置く。左手でとった袱ふく

 紗さ

 は、右掌の中で音もなく滑るようにさばかれる。ふっくらと畳まれた袱紗は、中棗をやさしく感さ

 触わ

 り落ちる。中棗の幻惑の塗の光は、つるべの前で祈いのり

 の姿。茶杓の櫂かい

 先さき

 は丸く、おだやかな曲りと蟻あり

 腰ごし

 は中なか

 節ぶし

 の位置も、ほのぼのと老武士の面影か……。櫂先から中節にかけて深く中央にかけてまっすぐに通った樋は、中棗の上にかかる。柄ひ

 杓しやく

 立たて

 の柄杓を取って、左手にあずけ、釜の蓋を右手の袱紗を当ててとる。噴ふき

 水あげ

 の吐息をもらす釜からたぎる湯を李白に注ぐ。堅い苦悩をほぐすように茶筅は、小ぶりな器の中を泳ぐ。右手で茶杓をとり、左手で中棗をとる。茶入の蓋を右手の三つ指でとり、そのまま畳に置く。新緑の香りが、生命満開のうれしさを歌い上げるように漂った。信長には、五すくい分入れ、生命いのち

 の脈なみ

 を降り注ぐ。客にあわせて茶を加減する、こまかな心の配り方であった。信長の冷えた愁うれい

 の頬に、さっと紅がさす、沈黙……。

　暫時しばし

 ……瞳かがやき……微笑がもどる。信長は、番匠つまり大工を連想する荒々しさをもつ茶碗を掌にとり、おしいただき、まずは「仏」に、次いで「この肉体をさずけて下された父と母」に、と二度まわし、はじめて飲む。茶が喉を通りすぎ、背筋が、ぐっと伸びるのを感じる時、全ての悩みから離れ、自然と一体となる歓びが湧いてきた。

「忝かたじけな

 い」

　威儀を正した信長は、宗易をまっすぐに見つめた。

「炉は、ぐんと小さいが……」

「はい。一尺四寸に切ってござりまする。炉の寸法は、茶室の要かなめ

 。大おお

 台だい

 子す

 の寸法が、風炉、釜と水指または皆具を置きあわせる広さであることから、大台子の板幅一尺四寸（約四十二センチ）四方を炉の寸法と定めました。永禄十一年（一五六八）冬のことにござりまする」

「…………」

　信長の言葉は、咽のど

 の奥で溶と

 けて流れる。自分自身が、この茶人に憑ひよう

 依い

 し、追い立てられてゆく。

　──凄い男だ。ものごとの要かなめ

 が、何たるかを覚さと

 っておる。茶丶

 の丶

 湯丶

 の丶

 世丶

 界丶

 での天下統一も近いであろう……──

　信長は、深い溜息とともに、下した

 地じ

 窓まど

 の竹格ごう

 子し

 に目をやり、

「茶室は、昼間でも薄暗くしてあるのは、なぜであろうか」

　宗易は、淡々とした口調で、

「禅者は、坐禅にさいして目を半眼に保持するように教えられます。この半眼の薄明状態を窓側からつくりだしたのが茶室でございます。物我一体の境地にひたるためで」

「…………」

　信長は、圧倒的な強きよう

 靭じん

 さを感じさせる宗易と、がっぷり四つに渡り合う恍惚境にひたっていた。窓外に、しんしんと降り重なってくる白雪……静かである。

「宗易殿の足捌さば

 き、釜の火加減、茶碗や茶入の位置、茶を点た

 てる順序……陰丶

 陽丶

 五行による神事であることが解った。花入れのつぼみの花は陰丶

 の方に、開いた花は、陽丶

 に生けてある。豪華な書院での名茶器の誇示で行う婆ば

 裟さ

 羅ら

 の茶は、華美や贅ぜい

 をつくした政丶

 略丶

 そのもので、所詮、遊丶

 び丶

 の域を出ぬ」

　信長は、興味津しん

 々しん

 といった面持ちで、

「この茶室は、今後どの様に変化していくであろうか」

「はい。現在は、唐物と和物を組み合せた道具立てでございますが、優れた職人を育てて、将来は、和物だけで行いたいと思うておりまする。そうなれば、多くの職人が、飯めし

 を食えるようになろうかと」

「おう……それはよい」

　ぽんと膝を打った信長の哄笑が、はじけた。両者の間の沖ちゆう

 気き

 （気の流れ）は、うねりながら動く。

「拡大には限界がありまする。茶室は、四畳半、二畳半、二畳、はては、一畳半や一畳台目へと縮小してまいりましょう。寄せ算ではなく引き算で……」

「寄せ算より引き算が、難儀じゃ」

　信長は、心の空腹感がみたされ、昏迷から脱し、思い切った行動に移る勇気が湧いてきた。目の前の宗易が、沢彦和尚の姿と二重写しになる。

「儂は、今年で四十歳になる。天下布武は、まだ道半ば……。夥しい人々を殺して参った。このままでは、完成の暁には、腹を切らねばならぬ」

　宗易は、自分より十二歳年下の信長の純粋さが、胸に堪こた

 えた。

　──見事な男よ──

「天下布武の構造は、他者の死によって形成されます。それは、木から彫像を作る時、切り捨てる夥しい木片と同様でござりまする。やがて、天下統一が成った暁でも人々が適度に死ぬことによって、構造が維持されるのではありますまいか。碁の捨て石と同様に、その石が死ぬことによって他が生きまする。本来、生丶

 と死丶

 は、表と裏の関係にござりまする」

「…………」

　信長の耳じ

 朶だ

 がぴくりと動いた。戸外に人の気配がして箒ほうき

 の音がする。家人が、露地に降った雪を掃き寄せているようだ。

　──わび茶の極をきわめ深化することで、宗易は、かんじんの急所をぐっと[image: 〓]
 つか

 みとっておる。平穏な世が到来しても、生丶

 のみを拡大しようとすれば、皮肉にも、大量死丶

 が不可避となる……か──

　ざざっと竹の細枝の雪を払う音がした。信長は、すうっと居い

 住ずま

 いを正す。

「一いち

 期ご

 一いち

 会え

 を宗易殿の口から伺いたい」

「茶の交こう

 会え

 は、幾たびおなじ主客と交会するとも、今日の会え

 に再びかえらざることを思えば、実にわれ一世一度の会なりと、自分に言い聞かせておりまする」

「…………」

「一休禅師は、“一休法語”の中で、

本来の面めん

 目ぼく

 坊ぼう

 の立ち姿
 　一目見しより恋とこそなれ
 　と詠うた

 われました。一期一会を、更に踏み込めば、他者との出会いだけでなく、一生に一度、真丶

 実丶

 の丶

 自丶

 分丶

 と邂かい

 逅こう

 したいとの願いをこめたものにござりまする」

「儂も、一いち

 無む

 位い

 の真しん

 人にん

 （真実の自分）に会お

 うてみたいものよ」

　信長は、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 に恐丶

 れ丶

 の感情や強迫観念のとりこになることがしばしばあったが、宗易に接したことで、恐丶

 れ丶

 は共通したものだということが覚わか

 った。も丶

 の丶

 から目をそむけることなく、も丶

 の丶

 にくいこみ、も丶

 の丶

 から教わることによって、逆に、理丶

 のありかをさぐる宗易に魅み

 せられた。

　風が出た。霏ひ

 々ひ

 と舞う軽やかな雪片に包まれて消えてゆく信長の孤影を、宗易は、いつまでも見送っていた。



　年の暮れまで信長は一手一手と詰丶

 め丶

 てゆく。南近江の六角氏の勢力を一掃し、河内北半国守護・三好義継を攻め殺し、多た

 聞もん

 山やま

 城の松永久秀を降参させた。再度、離反した久秀の二度目の降伏を許したのは、久秀が老齢であることだけでなく、その資質を信長が、高く評価していたからであった。

　これで信長の勢力圏は、美濃・尾張・伊勢・近江・越前・大和・山城・摂津・河内半国の八ヶ国半となったのだ。

　これまで信長は、官位昇進を拒み続けて、ずっと「弾だん

 正じようの

 忠ちゆう

 」と称してきたが、実質上、義昭の後継者となった以上、そうもいかなくなった。

　──いまのところは、律令制の官位体系に入ったふりをしておこう。義昭よりも上位だと世人に示し、他大名とはっきり一線を画す必要がある──

　信長は、京都所司代・村井貞勝に、真意を言いふくめてから、十二月十六日、岐阜に帰城した。



　天正二年（一五七四）元旦、岐阜城下の街道は、見物衆の歓声で騒然となっていた。畿内近国の武将たちの行列を一目見ようというのだ。行列は、冬桜咲く築つい

 地じ

 塀べい

 に沿って進み、千畳敷にある天主（信長の常御殿）の櫓やぐち

 門もん

 の中に入ってゆく。信長に歳首を賀すためである。群衆は、「信長様は、公く

 方ぼう

 様になられたらしい」と口々に噂うわさ

 した。



　盛大な酒宴も終り、他国衆が退出して大広間に、先程までの喧騒が[image: 〓]
 のような静寂しじま

 が訪れた。下しも

 仕つかえ

 たちによって燭台の火が、次々に落されてゆく。

　信長は、勧けん

 盃ぱい

 に頬を染めた馬廻衆二十余を上坐近くに呼び集めた。他の六十余名は、他国衆の宿所となる家臣団屋敷に接待係として出向いてここには居ない。信長が、鈴を鳴らすと屏風のかげから簗やな

 田だ

 広正、佐々長なが

 穐あき

 、島一正が、それぞれ黒塗りの箱を運んできた。

　信長は、中から取り出した丸いものを三さん

 方ぽう

 の上に恭うやうや

 しく置く。一同、思わず腰が浮く。

　──頭蓋骨だ……──

　薄はく

 濃だみ

 といって、首を漆うるし

 でかためたのち、金こん

 泥でい

 で薄く彩色したものだ。札には、
一、朝倉左京大夫義景首こうべ



一、浅井下しも

 野つけ

 （久政）

一、浅井備び

 前ぜん

 （長政）

 　祝宴中でも、酒を一滴も口にしなかった信長のよく透る声。

「京の六条河原に晒さら

 したが、惨むご

 い有様であったゆえ、洗い清めて薄濃にして、京の東寺で霊縛法にて加か

 持じ

 祈き

 祷とう

 し除じよ

 霊れい

 いたした。悪あく

 霊りよう

 ・怨おん

 霊りよう

 などの霊れい

 が、生きておる人間に悪さをせぬようにだ」

　信長は、九字を切り、大音声で唱える。

「悪霊妖よう

 気き

 退散!!
 」

　ひょうひょう、さっさつ。悪星を踏み破り吉意を呼び込む反へん

 閇ばい

 の歩みで、[image: 〓]
 れん

 華げ

 三さん

 昧ま

 耶や

 印を結び、

「妖魔邪鬼退散せよっ！」

　と唱えつつ転法輪印を結んだ。

　一座の家臣は、わけがわからず伏ふし

 拝おが

 む。　[image: 〓]
 なうまくさまんだ　ばさらだんせん　だまかうしゃだそわたや　うんたらたかんまん
 　めくるめく空白の果て、信長の声。

「もそっと近寄って首こうべ

 を見よ。額ひたい

 にあるは、不動明王の梵ぼん

 字じ

 『かんましん』である」

　若侍たちの目にしたのは、金地に墨痕鮮やかな梵字であった。

「いま湖北に雪はない。梅も満開らしい。左衛門太郎（広正）、権ごん

 左ざ

 （長穐）、弥佐（一正）は、明日、これらを持参して小谷城に向かえ。それぞれゆかりの地、下しも

 野つけ

 （久政）は、小丸跡あと

 、備び

 前ぜん

 （長政）は、本丸跡に鄭てい

 重ちよう

 に埋葬せよ。義景は、越前一乗谷であるが、いまは、裏切った者たちが治めておる。持ち込めば、辱はずか

 しめを受けるやもしれぬ。それゆえ、小谷山頂の大おお

 嶽づく

 に埋葬せよ」

「畏かしこ

 まりました」

　陰陽師・信長は、静かに礼拝して去った。

　誰もいなくなった大広間の灯火は消え、夜闇に、ぴーよと鵯ひよどり

 の声が流れた。

　三月十五日。京都所司代・村井貞勝から除じ

 目もく

 の報しら

 せを受けた信長は、五千余を率いて岐阜を発た

 った。途中、安土で、大工・岡部又右衛門と息子・新五郎を伴って上洛した。


 
第八章　長島一向一揆









　大汗をかいて御所から相しよう

 国こく

 寺じ

 塔たつ

 頭ちゆう

 にもどった信長は、従じゆ

 三さん

 位み

 の礼装・紫の袍ほう

 を脱ぐのももどかしく、井戸端に走り込んだ。裸男は、全身に水みず

 飛沫しぶき

 を浴びて禊みそぎ

 をし、手た

 綱ふさぎ

 （ふんどし）に小袖を着ただけで、簀すの

 子こ

 にどっかと胡坐あぐら

 をかく。

　庭には、雪ゆき

 柳やなぎ

 が、細い枝に真っ白い小粒の花をあふれるようにつけている。

「ほう……」

　ぱりぱりと音。信長は、好物の唐菓子・結かく

 果なわ

 をひっきりなしに口に運んでいる。

　──冠を着け、紫の袍に絹の帯……三位以上は、皆、紫丶

 か……。どっちを見てもお歯黒の化ばけ

 物もの

 ばかり。清涼殿の南端にある殿てん

 上じよう

 の間ま

 は、全く息がつまる。あれを殿てん

 上じよう

 人びと

 というのだそうだが、二度目は、御免蒙こうむ

 りたい。位丶

 というのは、着座の位置とは知らなかった。天皇に一番近い位置を占める者が一位。続いて二位、三位、従三位。この位丶

 が、身分の上下を示すとは、笑わせる──

　足あし

 駄だ

 をつっかけて庭を散策し始める。苔むした石垣、亭てい

 々てい

 とした松、低い壁の続く道に時折洩れる陽の光。紅梅が咲いていた。うつつならぬ風ふ

 情ぜい

 である。

　──この美しさは、完成されておる──

　信長は、花を見ることで鬱屈した心が、解き放たれるのを感じる。

　──人間とは、甚だ勝手で思い込みの強い生きものだ。律令制は、大和朝廷時代と摂関時代との間の三百年続いた後、崩壊し、五百余年が過ぎた。御所の中にだけ、化物となって棲す

 み続けておる。天皇家は、帝みかど

 で百六代目。これは、全く稀け

 有う

 なことであり、天すめ

 皇らぎ

 に呪ま

 力な

 がそなわっておる証あかし

 。昔、天皇が、内だい

 裏り

 の門・朱す

 雀ざく

 門もん

 で大おお

 祓はらえ

 の儀を行い、「穢けが

 れ」を他界に捨ておられたのを見ても解る。安あ

 土づち

 城本丸御殿には、清涼殿を建て、天皇の行幸を仰ぎ、乱世の魑ち

 魅み

 魍もう

 魎りよう

 や怨おん

 霊りよう

 の闇を消す大祓の儀を行いたい──

　信長は、心の静かなたかまりを感じた。



　そこは、喧騒に満ち、異臭さえ漂う洛中とは隔かく

 絶ぜつ

 した穏やかな時が、ゆっくりと流れていた。信長は、美しさに息をのみ、茫然と立ちすくんだ。

「…………」

　衣きぬ

 笠がさ

 山のやまふところ、鏡きよう

 湖こ

 池ち

 の小島には、金色燦然と輝く舎しや

 利り

 殿でん

 （金閣）の凜りん

 乎こ

 とした姿があった。足利第三代将軍義満が、ここに北きた

 山やま

 第だい

 を造築したのは、応永四年（一三九七）のこと。政治の中心地として壮大な建築群があり、義満の権勢を内外に誇示した。

　当時は、護摩堂、懺せん

 法ぽう

 堂、不動堂、宸しん

 殿でん

 、天鏡閣、看かん

 聞もん

 亭てい

 、七重大塔などがあったが、応仁の大乱で舎利殿、不動堂、護ご

 摩ま

 堂のみが、破壊、焼失をまぬがれて残っていた。正式名称は、相国寺塔頭鹿ろく

 苑おん

 院いん

 である。相国寺から信長に同行した院主は、

「昔は、左手奥に客殿としての三重の天鏡閣がござりました。その二重目と舎利殿の二重目には、拱きよ

 北ほく

 廊ろう

 という橋はし

 掛がかり

 が架けられており、虹のようであったと……」

「世阿弥が、能を演じたのは、どの辺りであろうか」

「北御所にしつらえられた見けん

 所じよ

 の前には、白砂が一面に敷きつめられ、白しら

 州す

 梯ばし

 子ご

 を三段昇れば、そこに正方形の舞台。あの拱北廊の下辺りかと……。後小松天皇様が、お子の周しゆう

 建けん

 （のちの一休禅師）様をおつれになって行幸され、世阿弥の舞台をご覧なされたとか」

「ほう、……一休禅師が御幼少の砌みぎり

 か……」

　信長は、感慨深げに眼をしばたたかせた。

　──世阿弥が、後に創った能舞台の原形は、拱北廊の橋丶

 掛丶

 と舎利殿かもしれぬ……──

　信長と岡部又右衛門、新五郎は、院主の案内で、広やかな境内をまわり、舎利殿の中を見る。又右衛門が、感に堪た

 えない面おも

 持もち

 で、

「一階の法ほつ

 水すい

 院と二階の潮ちよう

 音おん

 洞どう

 は、公く

 家げ

 風にて、間に屋丶

 根丶

 が、ござりませぬ。三重でも、二丶

 層丶

 ということになりまする」

　院主は、はたと膝をうち、

「法華教・見宝塔品にある多丶

 宝丶

 塔丶

 も二層でござりまする。当時の人々が、この舎利殿を見て驚嘆し、『まめやかに　まばゆきまで』とか、『天より降り　地より湧き出でたかのごとき』と評したのは、法華教の中で、七宝の塔が、“地より涌ゆ

 出じゆつ

 し、空中に住在せり”とあるからでございましょう」

「この舎利殿は、西さい

 芳ほう

 寺じ

 の舎利殿を模も

 したと聞いておるが……」

「はい。今はございませぬが、西芳寺には、初層には薬やく

 師し

 如によ

 来らい

 を祠まつ

 る瑠る

 璃り

 殿、二層は、無む

 縫ほう

 閣という舎利殿がございました」

　夢む

 窓そう

 疎そ

 石せき

 （一二七五─一三五一）は、鎌倉時代から南北朝にかけての大混迷の時代に生きた禅僧で、北条高時、後醍醐天皇、足利尊たか

 氏うじ

 ら、敵対し合う、いずれの側からも尊敬され、帰き

 依え

 をうけた稀有の人であった。

　信長が、院主と話し込んでいる間、又右衛門父子は、夢中で寸法を計り、帳面に筆を走らせている。

　──同じ職業の父おや

 子こ

 は、幸せだな……──

　信長は、思わず羨せん

 望ぼう

 のまなざしになる。

　又右衛門は、声をはずませて、

「法水院は、正面に広縁をつけ、蔀しとみ

 戸ど

 を使った貴族好みの寝殿造り、総黒漆の潮音洞には、明あかり

 障しよう

 子じ

 や遣やり

 戸ど

 が使われており書院造りとなっておりまする。総金箔貼りの究くつ

 竟きよう

 頂ちよう

 は、華か

 頭とう

 窓や桟さん

 唐から

 戸ど

 の仏堂にござりまする。なにやら住宅の上に仏堂を重ねた奇妙な形でござりまするが、異質のものを融合させた熱気にうたれました」

「それよ。新しいものは、奇丶

 妙丶

 でよいのだ」

「究竟頂は、もう目がくらくらいたしまする」

　目をしょぼつかせている新五郎を見て、信長は、吹き出した。

「人は、なにゆえこうも金丶

 き丶

 ら丶

 にひかれるのかのお。金のもつこの光丶

 こそ、太陽や火とむすびつき、人間に生気を与える。人間を育てる大地と太陽と五ご

 穀こく

 豊ほう

 穣じよう

 が、黄こ

 金がね

 色なのだ」

　信長は、未来永えい

 劫ごう

 に不変な人間の夢をかみしめ、心が高丶

 み丶

 に向かう喜びにひたっていた。

　──天下布ふ

 武ぶ

 は、苦く

 行ぎよう

 だ。それが、いかに過酷なものであろうと、儂は、引き受けねばならない。苦行を放棄はできぬ。安土城は、儂の夢。天主の最上階が、黄金色に燦然と輝くならば……──



　花はな

 冷び

 えの淡い陽のなかで、山桜の老樹がひらき始めた。

　──相国寺は広い。塔頭それぞれ咲く日がずれておる……。この寺は、室町幕府最大の権力を誇った義満が建てたものだ。二十四日には、全ての塔頭（子院）を占居して茶会をやろう。義丶

 満丶

 な丶

 に丶

 す丶

 る丶

 も丶

 の丶

 ぞ丶

 と天下に知らしめねばならぬ。これは、天皇に対しても同様だ。儂に昇殿を許すことで、朝廷の枠わく

 組ぐみ

 の中に信長を従わせ、道具として使おうと思われては片かた

 腹はら

 痛い。儂はそんな単純な男ではないことを示しておかねばなるまい。蘭らん

 奢じや

 待たい

 を切り取ってみるか……──

　蘭奢待というのは、聖武天皇の時代にもたらされた名香木で、南都（奈良）の東大寺の正倉院にある。正倉院の蔵は、勅封である。義満に次いで足利義政が切り取ってから百十年たつ。通常では、天皇が綸りん

 旨じ

 をつかわす時、天皇自作の薫たき

 物もの

 （種々の香こう

 を合わせて作った練ねり

 香こう

 ）を添える。蘭奢待を切り取るなどは、大事件である。寛正六年（一四六五）義政の時は、勅使が同行し、第三倉を開き、僧兵が監視する中、大仏師によって切断された。勿論、義政は、遠くから離れて見物するだけであった。信長はちがう。自分で直接手を下すつもりなのだ。

　──蘭丶

 奢丶

 待丶

 を思いついたは、もう一つの理由からだ。それが南丶

 都丶

 にあるからよ。南丶

 都丶

 は、この国では、唯一、これまで戦国大名が手出しを憚はばか

 ってきた地域。この機会に、興福寺を屈服させ、南都の宗教色を薄めることで、天下布武に参加させたい。儂が、悪者になりさえすればよいだけの話──

　南都は、古来、興福寺以下諸権門が、大和の守護権を持っていた。山門（比叡山延暦寺）とならぶ興福寺は、数千の僧兵を擁している。国中の国こく

 人じん

 （土豪）たちは、興福寺から与えられた身分・衆徒（譜代）・国くに

 民たみ

 （外と

 様ざま

 ）に甘んじ奉仕する有様。興福寺は、隠然たる反・信長勢力であった。

　信長は、思いつくと、すぐさま行動する。

　京都所司代・村井貞勝に、蘭奢待の所しよ

 望もう

 を内裏へ奏そう

 聞もん

 することを命じた。



「唯ただ

 ならぬこと」

　正親おおぎ

 町まち

 天皇は、脈はくや心臓の鼓動がたかまり、緊張感のため感情が、はげしくゆれ動いた。これには、伏線があった。去年、室町幕府を滅亡させた後、信長は、仙せん

 洞とう

 御所（上皇の殿舎）の造営を申し出、天皇に誠さね

 仁ひと

 親王への譲位をすすめた。天皇は、譲位（退位）を拒否せずに、“年内はあまり日数がないので改めて”と[image: 〓]
 をついて、はぐらかした。勿論、年が明けても、譲位のことは、[image: 〓]
 おくび

 にも出さない。天皇は、[image: 〓]
 が発見されるという危き

 惧ぐ

 をいだいたので、蘭奢待については、しぶしぶ首をたてにふるしかなかった。

　二十一日。天皇の胸のうちをとうに察した信長は、家臣の塙はなわ

 直なお

 政まさ

 に命じて、奈良に向かわせた。直政は、東大寺の長官にあたる別べつ

 当とう

 に正倉院所蔵の蘭奢待の披ひ

 見けん

 を申し出た。“蘭奢待切り取り”の噂は、瞬またた

 く間にひろがり、興福寺別当も震え上がった。東大寺側では、「勅使開封」という規定があることを直政に伝え、ひとまずここはおさめる。

　二十七日。信長は、どんな合戦にも対応できる精せい

 兵びよう

 三千余を率いて奈良に向かった。

“信長来襲”の報に、驚愕した興福寺別当は、宇治にまで出迎える有様。それをみた国人、町衆は、堰せき

 を切ったように信長になびき始めた。

　信長は、京から一番近い多た

 聞もん

 山やま

 城に入った。守将・柴田勝家の案内で、降伏した松まつ

 永なが

 久ひさ

 秀ひで

 の画期的な築城ぶりを見て廻る。城の要所には、二層の櫓やぐら

 があり、その間を塗り込め長屋でつないである。壁には、三角や四角の鉄砲狭ざ

 間ま

 （銃眼）が開けられていた。信長は、岡部又右衛門を振り返り、手招きした。目を大きく見開いた信長は、「天守閣」と呼ばれる二層の櫓を睨みつけ、吐き捨てるように。

「安土城の天丶

 主丶

 は、七重にする」

「ははっ」

　又右衛門は、石垣にそっと咲く山やま

 吹ぶき

 の花群を、眩まぶ

 しそうに眺めた。



　二十七日。柴田勝家、塙直政らが奉行として東大寺へ赴おもむ

 く。南大門を潜ると、巨大な大仏殿の威容はそこになく、黒焦げの残骸が山のように盛り上り、首のない毘び

 盧る

 舎しや

 那な

 仏ぶつ

 の肩先がにょきっと突き出ていた。永禄十年（一五六七）十月、大仏殿に立て籠った三好勢と寄よせ

 手て

 の松永久秀勢が、戦火を交えた際、失火が原因で紅[image: 〓]
 の炎に包まれ、大仏の首が、焼け落ちたのだ。七年たっても当時のままの無惨な光景を衆目にさらしていた。信長は、この胸の痛む有様を直政から聞いていたので、東大寺に行くことを断念したのだ。

　第三倉が、勅使大納言日野資すけ

 定さだ

 ・中納言飛鳥あすか

 井い

 雅まさ

 教のり

 によって開封され、蘭奢待は、櫃ひつ

 に入れられたまま多聞山城に運ばれた。

　大広間には、勅使、大仏師が、検分役として居並んでいる。束帯装束に威儀を正した信長の前に、白布に包まれたあ丶

 の丶

 も丶

 の丶

 が運ばれた。白布がとかれ、麹きく

 塵じん

 色の名香木が、信長の目に映った。麹塵という色は、緑ろく

 青しよう

 にくすんだ抹茶をまぜたような色であった。

　信長の鼻の下の人じん

 中ちゆう

 がひくひくとする。目を閉じる。淡いが上品な香りと出会う。忘れえぬあの女ひ

 性と

 の香りであった。

　──吉きつ

 乃の

 ……──

　信長は、ふるえる手で、規定通り一寸（約三センチ）四方ずつ二切れを切り取った。切り口は、朽くち

 葉ば

 色。一段と濃い香り……吉乃の沈じん

 香こう

 だ。蘭奢待は、伽きや

 羅ら

 （沈香のうちで最上級）であることを信長は、あとで宗易から聞かされた。

　信長は、香木の一片を天皇に献じ、勅使に託たく

 した。あとの一片は、細分して紙に包み、それぞれに「東大寺」と書き入れた。蘭奢待の三文字には、東丶

 ・大丶

 ・寺丶

 が、当てられていたからだ。



　その夜、信長は吉乃の夢をみた。あの声こわ

 音ね

 。あの触れ合い。あの杳とお

 い語らい。かきいだくむなしきかいな。一瞬、音もなく崩壊する華麗な時間。春の風が若葉の裏をすべり、目を覚ます。

　こまかな雨が降っていた。うっすらとした雨の靄もや

 をとおして、初うい

 々うい

 しい気配のしだれ桜が、近づき、遠ざかってゆく。信長一行が、斑いか

 鳩るが

 の郷の法隆寺についたのは、昼すぎであった。左右に並ぶ塔頭寺院の築つい

 地じ

 塀べい

 にそって大勢の男衆が出迎えた。十じつ

 徳とく

 に帯、素す

 襖おう

 に括くくり

 袴ばかま

 、小袖の上に道服、手て

 細ぼそ

 に四よ

 幅の

 袴、短い半袖の小袖……職業によって衣裳もさまざまだ。又右衛門は、信長の馬の下を潜って現われ、小声で、

「仰おお

 せの通り、木き

 工匠だくみ

 どもを集めましてござりまする」

「先ずは、其そ

 方ち

 に耳に胝たこ

 ができるほど聞かされておる夢殿を見たい。話は、それからじゃ。それにしても、この者たちには、“不思議な勢い”というべきものがある。最近の武士には、この勢丶

 い丶

 というものがない。いずれ、この者たちの時代が来るかもしれぬ」

　信長は、しかめっ面つら

 でひとり大きく頷く。

　南大門の手前で下馬し、境内に入る。清らかな白砂をふみ、法隆寺東院本堂の夢殿の前に立つ。

「ほう……」

　信長は、背筋をぐっと伸ばし、凝然と立ち尽す。深いよろこびが泉のように[image: 〓]
 れてくる。それは二重の基壇に立ち、ゆるやかな屋根の傾斜に各部のみごとな均衡。単層の平面が八角の建物で、屋根は八はつ

 注ちゆう

 。

「八角形か……[image: 〓]
 はちす

 の華を象かたど

 っておる。極楽往生の縁えにし

 か……。中は、阿弥陀仏か観音菩[image: 〓]
 の殿堂ということになる」

　扉が開けられており、柱、梁はり

 の軸部は、全て朱で塗られ、壁は白、華頭窓は、緑色に仕様されていた。信長はしみじみと、

「昔の人々は、ともに浄丶

 土丶

 の光につつまれて生きる喜びを味わったことであろう。其そ

 方ち

 の申す通り、これは、希代の名建築……。安土城の六重目は、夢丶

 殿丶

 しかない」

「屋根は、如何いかが

 いたしましょうか」

「城は、全て瓦かわら

 葺ぶき

 にする。青瓦だ。夢殿だけは、朱瓦にする。軒先は、黄金色がよい」

「安土城の天主で、信長様の案をお聞かせ下さりませ」

「一重目から五重目までは、巨大な空洞うつぼ

 を持つ朱雀門。六重目は夢殿。七重目が金閣。空洞の底には、宝塔が鎮座。宝塔の地下には、舎利壺を安置する」

「げっ！　……あまりに……奇妙で……」

　仰天した又右衛門の表情をちらりと一いち

 瞥べつ

 した信長は、

「驚くのも無理はないが……。実際の建築となれば、五重目が空洞、一重目から四重目までは、吹丶

 き丶

 抜丶

 け丶

 と考えよ。巨大な吹丶

 き丶

 抜丶

 け丶

 ならば、城の高層化にも強度が耐えられる」

「吹き抜けでございますか、それなら……」

　又右衛門は、ふっと安あん

 堵ど

 の吐息。

「安土城は、合戦の城ではない」

「…………」

「その昔。朱雀門や羅ら

 城じよう

 門もん

 の楼上には、人が上れぬ不気味な空間があった。空洞うつぼ

 だ。空洞には、鬼が宿やど

 る。鬼は、外から侵入してきた穢れや怨霊を封じ込め、他界に流した。安土城は、呪術による怨霊の浄化装置なのだ。五重目の空洞に侵入した怨霊を巨大な吹き抜けに封じ込め、鬼が消滅させる。三重目には、鬼丶

 が舞う能舞台、四重目には、鬼丶

 が乱舞する通天橋（東福寺の）を架けよ」

「…………」

　又右衛門は、言葉も出ずただ信長をぼおっと眺めるばかりであった。

　──建築堪能の極致は、鬼神の感応を受けることであろうか……──



　雨も止み、紺こん

 青じよう

 の空が黝くろ

 くうつりかわり、清楚な木もく

 [image: 〓]
 れん

 の花が空に舞い、ほほえんでいる。金こん

 堂どう

 の前には、屈強の男たちが集っていた。信長の姿を見て、一斉に跪ひざまず

 き平伏する。床しよう

 几ぎ

 に腰をおろした信長は、又右衛門に目配せをした。又右衛門は、

「この者たちは、高たか

 御み

 門かど

 郷からやって参りました。家数が、最も多い町でござりまする。

　フキヤ（屋根葺屋）孫九郎、漆ぬ

 師し

 首がしら

 刑ぎよう

 部ぶ

 、研とぎ

 屋や

 新五郎、鍛冶屋源五郎、番匠與よ

 三ぞう

 、白しろ

 金がね

 屋宮西遊左衛門はじめ彌五郎、助太良、彌太郎、銅あかがね

 師し

 ・三郎四郎、ほか、壁塗り、橋造りの河原者たちで……。あの柱のかげには、唐人一観という瓦職人が……」

　丈の短い手て

 無な

 しを着た白髪の男が、ぺこりと頭を下げた。又右衛門が続けて、

「あの狩かり

 衣ぎぬ

 や水すい

 干かん

 の者たちは、東大寺や法隆寺の大工座の親方たちにござりまする。なにとぞ、信長様の築城にお加え下さりませ」

「うむ。与力してもらえ。安土に移り住むように。住居のこと五郎左（丹羽長秀）に申しつけておく」

　寺の回廊に懸かけ

 灯どう

 籠ろう

 が点灯される頃には、貝塚郷や紀井郷のように離れた町からの職人が続々と境内に入ってきた。あいつぐ戦乱で、仕事がなく疲弊しきっていた大工たちは、信長の途方もない城の話を聞きつけ、血が湧き立つ思いで馳は

 せ集ってきたのだ。



　京に戻った信長は、四月三日、不時の茶会を思い立った。相国寺に集った堺衆の前で、信長は、宗易と宗及に、蘭奢待一包ずつを扇にのせて贈った。理由は、両名が、高名な香炉を持っているからということであった。香炉のせいにすることで、他者との関係喪失を防いだ。信長は、よくこのような詭き

 弁べん

 を使う。余人には、観み

 えない信長の側面であった。

　その夜、急使が寺内を騒然とさせた。石山本願寺第十一代法主・顕けん

 如によ

 光こう

 佐さ

 が、和睦の約を破り、門徒に信長討滅の檄を飛ばしたという。もともと相互不信を前提とした形式的和睦であり永続きする筈もなかった。

　信長は、ひとり書院に入り腕組みをする。

　──か丶

 く丶

 あ丶

 る丶

 現実は、絶えまなくゆれ動く。か丶

 く丶

 あ丶

 る丶

 べ丶

 し丶

 という考えを捨てねばならぬ。朝廷から与えられた名誉など、毛の先ほどの利益もない。支配地が増大して、現実が細分化されるにつれ、すべての根拠があいまいになり、確実なるものは、なに一つない。脱皮せねば、これから進めぬ。合戦を政略化するしかあるまい──

　信長は、まばたきをせず灯火に見入る。

　──顕如に[image: 〓]
 弄されるぐらいなら、呪力で彼奴きやつ

 を殺すことはできる。が、彼奴は、門徒から生丶

 き丶

 神丶

 様丶

 と崇められておる。生丶

 き丶

 神丶

 様丶

 を殺したら、天下布武は、収拾がつかなくなる。

　本願寺を支持する勢力を一つひとつ潰してゆき、裸になったところで和睦すれば、敵対勢力は、力を失うであろう。順序は、先ず、伊勢長島、次に越前、雑さい

 賀か

 ……。家康は油断ならぬ男。大おお

 賀が

 弥や

 四し

 郎ろう

 という利巧者を、岡崎の信康と連携させ、武田勝頼と連絡をとり合っておる。いつ裏切るか、儂の出方にかかっておる。すべてを知った上で、なおかつ、知らぬ顔で、味方にしておかねば危あや

 うい。勝頼は、信玄の息子たちの中で、唯ひとり、武田家の通字「信」を戴かず、祖父諏訪頼より

 重しげ

 の一字である「頼」を冠しておる。勝頼は、誰がみても諏訪氏の後継者の地位でしかない。武田の一部将が、信玄なきあとを相続するとなれば、信玄以来の宿老衆が、黙ってはおらぬ。勝頼のとるべき道は、領国の拡大で実績を重ね、宿老を感服させるしかない。今年の二月、美濃・明智城を奪ったのもそれだ。だが、山岳地帯をいくら占領しても、軍ぐん

 兵ぴよう

 は増えぬ。勝頼が、“信玄を超こ

 えたい”と意識すればするほど、“強兵の武田”の要素の中心の部分が、失われてゆく。乱らつ

 破ぱ

 を増やして、情報をできるだけ集め、勝頼の心の底をさぐらねばなるまい──



　翌日、信長は、三千余を率いて出陣。本願寺周辺の農作物をなぎ倒し、焼払っただけで、さっと帰京した。あとに、細さい

 作さく

 を多数残して、近隣に、“信長は、大挙して石山本願寺を攻める”と触れ回らせた。信長の意図は、防備を固める顕如が、雑賀鉄砲衆に入城を要請すれば、伊勢長島に援兵として出向いている五百余の雑賀鉄砲衆を急ぎ呼び戻すことになると予想したことだ。信長の直感は、後日、見事に的中することになる。

　信長は、かえす刀で、佐久間信盛らに近江甲賀郡の石いし

 部べ

 城に、しぶとく籠っている六ろつ

 角かく

 承じよう

 禎てい

 を攻めさせた。残党を集めただけの承禎に抵抗する兵力はなく、一日で城は陥ち、承禎は逃亡し、歴史の舞台から消え去った。



　四月五日。武田勝頼は、二万余を率いて甲府を出撃。家康の支配地・遠とお

 江とうみ

 に侵入し、江尻、府中、田中、小山、相良さがら

 を手中に收め、高たか

 天てん

 神じん

 城じよう

 に襲いかかった。家康の急使が、京の信長に援軍を要請した。

　高天神城は、小笠郡の鶴翁山頂にあり、東側は絶壁、西は谷が深く、まさに天下の堅城であった。城将は、嘗て今川氏の家臣で、のちに家康の麾き

 下か

 に属した小笠原長忠。城兵は、約二千余。



　家康からの書状に目を通した信長は、ぽいと床に投げ捨てた。

　──きれいごとすぎる。勝頼も家康も、仮面をかぶっておる。勝頼は、攻め落すのに一年はかかる難攻不落の城を、あえて力攻めするのか……。これは、家康の戦いである。何故、遠方におる儂に、軽々しく援兵をたのむのか……──

　信長の胸中に、疑惑の黒雲がわく。

　──信玄が、こだわった因縁浅からぬ長なが

 篠しの

 城じよう

 は、甲斐、信濃から三河、遠江に出る関門だ。この城を奪い、豊川を下って吉田城を取れば、家康の領土は、真っ二つとなり、家康は立ち枯れ状態となり、窮地に陥る。それに引きかえ、高天神城は、家康の浜松城から更に東にある。岐阜から浜松まで、四十五里（約百八十キロ）。浜松から更に十四里（約五十六キロ）東に高天神城がある。儂が、高天神城救援に行けば、前に勝頼、後に家康と、全く袋のねずみとなる。欲望のない人間はいない──



　五月五日。信長は、何くわぬ顔で、京・賀茂の祭・競くらべ

 馬うま

 の神事に参加。信長の名馬二頭に家臣の十八頭を加え、豪華に着飾らせて出走させ、優勝をさらった。群衆の歓声渦巻く神社から、一人抜け出した信長は、所司代屋敷に入り、各地に急使を走らせた。



　六月十三日。岐阜城下は、各地から雲集した軍兵で埋った。およそ七万余。信玄の死後、信長の領国は、一挙に拡大し、道路網を整備し、戦略物資や兵員の移動が速くなり、戦力は、格段に増大していたのだ。

　信長は、十四日、二万余を率いて遠江に向け出陣。残りの五万余は、丹羽長秀、木下秀長、佐々成政、前田利家、河尻秀隆らと共に津島湊へ移動を開始した。信長のもとには、伊勢の九鬼嘉隆から、長島城に拠っていた雑賀鉄砲衆の船団が、熊野灘を南下しているとの報せが入った。石山本願寺救援のためらしい。長島一向一揆勢が、二度とも信長勢に完勝した強力な戦力が、半減したことになる。



　信長は、軍勢をのろのろと進め、時を稼ぐ。その間、駿河、遠江に展開させた細作から勝頼、家康の動きを逐ちく

 一いち

 報告させ、その不用意な行動から、彼らの心の動きを読みとろうとしていた。高天神城の守将・小笠原長忠は、甲斐源氏の分れで、もともと武田とは同族なのだ。勝頼は、しびれをきらして、攻撃を開始したものの、なかなか救援に来る筈の信長勢が姿を現わさない。十七日に三河の吉田城に入ったところで、ぴたりと進軍を止めた信長に、家康は、好機を逃したことを知る。

　家康は、脱ぎかけた仮面をかぶりなおし、長忠に開城を命じる。勝頼は、長忠に一万貫がん

 を宛てがい家臣として遇した。虚々実々の馴れ合い芝居である。家康は、勝頼に急使を出してから、何食わぬ顔で、吉田城に出向き、信長に救援の礼を述べた。信長は、兵ひよう

 糧ろう

 代として黄金の入った革袋二つを家康に贈った。

　革袋一つを家臣二人がかりで持たせ、衆目を驚かせた。信長は心の中で、

　──美丶

 言丶

 は、腹のたしにはならぬ。天下布武の目鼻がつくまでは、この男を味方にしておかねばならぬ。この男を支える松平党家臣団の忠誠心とは、決して家康個人に対するものではなく、松平党へのもの。家臣のために役立たない男だとなれば、冷然と主君を殺すのが三河衆だ。此こ

 度たび

 の策謀は、三河衆が、家康を動かしたのであろう──

　家康は、鎧の下の小袖が、ぐっしょり濡れるほど汗をかいていた。

　──決断が少しでも遅れていたら危うかった。もう少しで馬脚を露あらわ

 すところであった──



　白熱した太陽から発散するぎらぎらとした光が、空と大地に漲みなぎ

 っていた。白い埃ほこり

 を蹴立てて街道を疾駆した信長は、七月十三日夕刻、津島湊に到着した。休むことなく信長は、津島社家・堀ほつ

 田た

 右う

 馬まの

 大たい

 夫ふ

 の屋敷に、嫡男・信忠はじめ、佐久間信盛、稲葉一鉄、柴田勝家、丹羽長秀ら諸将を集めた。

　眸ひとみ

 を大きく見開いた信長は、静かに語り始めた。

「石山本願寺が、浄土真宗そのものであるかの状況は、決して親しん

 鸞らん

 が作ったものではない。親鸞宗ではなく、[image: 〓]
 れん

 如によ

 宗だ。[image: 〓]
 如の子、実如から証如、顕如と生丶

 き丶

 神丶

 様丶

 が続く。地上の仏国土が、土塁で固められておることを何とみる。酒を飲み、女を抱き、糞をする法ほつ

 主す

 ・顕如は、あろうことか門徒を家丶

 来丶

 とし、武器を持たせて合戦を仕掛ける。仏典のわけのわからぬところを勝手に解釈して、悟った顔でおる。釈迦の教えは、我欲（エゴ）を消すことが根本だ。自分が死んだ時、親鸞は、『加茂川に入れて魚にあたふべし』。一遍は、『野に捨てて獣にほどこすべし』と申された。二人ともに宗教者の鑑かがみ

 である。石山本願寺の法主は、そこから最も遠いところにおる。門徒の極ごく

 楽らく

 往おう

 生じよう

 は、金品の施物によって決まるなどとほざく。法主は、『後ご

 生しよう

 御ご

 免めん

 』という決め手を持ち門徒の生せい

 殺さつ

 与よ

 奪だつ

 の権さえ持っておる。儂は宗教を弾圧したことは、一度たりともない。これからもない。人間にとって、心のよりどころとする宗教は大切なもの。どの宗教を信じてもよい自由と共に、『宗教からの自由』もある。天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 の武丶

 とは、戈ほこ

 を止るの意味だ。この国を一つとし、平和に暮らしたいのだ。宗教武装勢力がのさばる世には、未来永劫平和は将来せぬ。人々が、生丶

 を謳おう

 歌か

 する世は、そうはさせじと抵抗する者たちの死丶

 によって贖あがな

 われる。天下の法丶

 を打ち立てるため、長島一向一揆は、根丶

 こ丶

 そ丶

 ぎ丶

 潰すしかない」

　一瞬、一座が凍りついた。信長は、[image: 〓]
 んで含める様に続ける。

「明朝、長島城にあって“長島殿”といわれておる願証寺五世・顕けん

 忍にん

 に降伏勧告の使者をつかわす。武器を捨て降伏するなら“惣赦免”する。拒否すれば、一人残らず殲せん

 滅めつ

 する。合戦とは酷むご

 いものよ。この信長の行為は、まさしく悪丶

 だ。悪あく

 名みよう

 を甘んじて受けよう。これが、天下の法丶

 として確立すれば、この国には、宗教武装勢力の血で血を洗う戦いは、未来永劫なくなるであろう」

　信長は、顔を伏せている家臣たちの肩越しに、視線を庭に走らせる。老杉の葉は、銀色の月の光に照らされ、繊ほそ

 く寂さ

 びて息づいていた。

　──現在が、つねに未来を生み出すのだ──

　慥たし

 かな心の足どりが、草木を戦そよ

 がすように、身内の嫋そよ

 ぐものを振り捨てる。



　全てのものが、じりじりと蒸される油あぶら

 照て

 りの中で喘あえ

 いでいた。

　二度にわたって織田勢に完勝した実績を旗印とする長島勢は、信長からの降伏勧告の使者を捕らえて斬首、膠にべ

 もなく拒否した。石山本願寺法主・顕如は、目前に直面する破滅から目をそらし、全ての困難は、信仰によって乗り越えられると人々を過信させた。この時点で、後戻りできない形で数万の人々を戦いに突入させた顕如の責任は重い。



　苛烈な戦いを予期した信長の作戦は、用意周到を極めていた。

　十五日。海上には、滝川一益、九鬼嘉隆らの伊勢・志摩水軍の大安あ

 宅たけ

 船ぶね

 十五隻を中心に六百艘の軍船、尾張の軍船八百艘が、ひきめき合って押し寄せた。信長は、全軍を三手に分け、市いち

 江え

 口ぐち

 からは、嫡男・信忠が、叔父の信のぶ

 包かね

 、秀成らと共に侵攻。香か

 取とり

 口ぐち

 からは佐久間信盛、稲葉一鉄、柴田勝家らが、中洲に突入。本陣は、信長が、丹羽長秀、木下秀長、佐々成政、前田利家、河尻秀隆らを率いて、木曽川右岸を征圧し、五ご

 妙みよう

 （五明）まで進む。二男・信のぶ

 雄かつ

 も大船に乗って参陣した。

　圧倒的な包囲網は、だんだんと狭まり、三万余の一揆勢は、島から島へと追いつめられてゆく。遂に、大おお

 鳥とり

 居い

 、篠しの

 橋はせ

 、屋長島、中なか

 江ごう

 、長島と五ヶ所の砦を残すのみとなった。

「よおーそう」

　嘉隆の指揮のもと、大安宅船は、大鳥居と篠橋の砦に近寄ると、左舷側の二百匁もんめ

 、五百匁の大おお

 筒づつ

 の砲口を塀や櫓に照準を合わせる。

「放てっ！」

　嘉隆の顔面が、朱あけ

 に染まる。砲口から次々に火を噴く。

　ずーん!!
 　ずーん!!


　激しい衝撃で、甲板の足軽がのけぞった。

　轟音と共に、塀や櫓が、火を噴き、甲冑武者もろとも飛散する。岬のかげから姿を現わした敵の安宅船は、船腹に穴を穿うが

 たれて瞬く間に三隻とも沈没し、敵の軍船は、大混乱状態で、次々と戦列から脱落してゆく。

「炮ほう

 烙らく

 じゃっ！」

　嘉隆の声が聞える。わらわらと寄ってくる敵の小こ

 端はし

 舟ぶね

 に、足軽が投げ炮烙を投じ、爆裂音が船の左右で起こった。

　九月になると、長島の一揆勢は、長島、屋長島、中江の三つの砦だけに追い詰められ、二十九日には、遂に長島城は陥ち、長島殿・顕忍は討死した。この激戦で、信長の叔父・信のぶ

 次つぐ

 、庶兄・信のぶ

 広ひろ

 、弟・秀ひで

 成なり

 、従い

 兄と

 弟こ

 ・信のぶ

 成なり

 ら一族はじめ、信長の馬廻衆も半数が戦死した。最後まで抵抗した屋長島、中江は、柵で完全に包囲した上で、四方から火をかけ、一人残らず殲せん

 滅めつ

 し、三ヶ月に亘る長島一向一揆は、終しゆう

 息そく

 した。


 
第九章　長篠合戦









　一ヶ月も続いた秋しゆう

 霖りん

 （秋の長雨）もようやく晴れて、空には経たて

 糸、緯よこ

 糸で織られた錦にしき

 雲ぐも

 が、どこまでも拡がっていた。金華山麓の紅葉は、斜めの陽射しに赫あか

 々あか

 と照り輝いている。信長は、連日、分国内の道路整備に奔走していたが、やっと腰を落ちつけたところだ。

　汗ばむ肌には、冷えてゆく大気も快い。

　──武田勝頼は、年は若いが、表と裏の駆け引きは巧みで、油断ならない男……。合戦のやり方は、信玄ではなく上杉謙信に学んでおる。個々の戦闘に全てをかけ、速戦即決、戦場内で勝負を決してしまう気迫がある。容易ならざる相手だ……。隣接する家康や三河衆が、儂わし

 と勝頼の板いた

 挟ばさ

 みで、去きよ

 就しゆう

 に迷うのもわかる。ここらで、きつい楔くさび

 を打ち込んでおくとするか……──

　信長は表面上の同盟関係の暗部を螺ら

 旋せん

 状じよう

 に抉えぐ

 る書状を認したた

 める。家康の家臣・大おお

 賀が

 弥や

 四し

 郎ろう

 から立ち昇る焚たき

 火び

 の煙のような胡う

 散さん

 臭さを決然と突く。家康と勝頼の間で交わした密書の写しや弥四郎と共に策謀に動く仲間、小谷甚左衛門、倉地平左衛門、山田八蔵の実名まで明らかにした。信長の情報網の凄味を窺うかが

 い知ることのできる内容であった。



　使者の指し

 弾だん

 に驚愕した家康の処理は速かった。三日後、急使・酒井忠次が、家康直じき

 筆ひつ

 の誓紙を携えて岐阜に到着。書状の内容は、家臣・大賀弥四郎の勝頼への内通は、山田八蔵が裏切り、岡崎城主・信康に密告して発覚した。これは、武田氏の攪かく

 乱らん

 戦術にしてやられたもので、家康・信康は、全く関知せざること。大賀弥四郎を捕え、妻子五人ともども磔たつ

 刑けい

 に処したと述べ、織田・徳川両家の同盟は遵じゆん

 守しゆ

 すると誓った。

　信長は、家康同様に仮面をかぶり、終始、笑顔で大おお

 様よう

 に応対し、実利最優先を貫いた。

　一方、勝頼は、家康の手のひらをかえした処置に激怒し、急きゆう

 遽きよ

 、軍ぐん

 兵ぴよう

 を率いて、天竜川付近にまで侵入し、浜松城に迫った。事態の急展開に対応できない家康は、防備を固めて貝のように城に籠る。が、勝頼は、威嚇するだけで、さっと兵を退ひ

 き、帰国。家康は、完全に肩すかしをくらった。

　まるで、役者の格の違いを見せつけた勝頼の行動に、信長は、水晶のような透明な明るさの中にかっと白い炎を見る。

　──三十歳の勝頼には、勢いがある。次の一手は、東三河に侵攻して長篠城を囲む。道筋は、長篠城を陥して、一気に吉田城を手に入れれば、もう海に出る。三河を輪切りにすれば、浜松の家康は、東西を武田勢に挟まれ、孤立し、立ち枯れするしかない。家康は、長篠城を死守するしかあるまい──



　長篠城は、信玄に致命傷を負わせた例の呪す

 詛そ

 返しの舞台でもあった。甲斐、信濃から三河、遠とお

 江とうみ

 に出る関門であり、要衝だ。三河は家康の領国であったが、東三河の国こく

 人じん

 層は、信玄の威光にひれ伏し、奥平氏などの山やま

 家が

 三さん

 方ぼう

 衆も、信玄に従属していた。が、信玄の突然の死去が知れわたると、“武田氏は衰亡する”と続々、離反者が出始めた。作つく

 手で

 城の奥平貞さだ

 能よし

 ・信昌父子も、徳川家康に内通する。これを察知した勝頼は、湧き起こる怒りを制御できず、人質として甲府にいた貞能の二男・仙丸と一族の子女二人を磔刑に処した。ここから、貞能・信昌父子と勝頼の怨念の対決が始まる。



　──今年は暖冬かもしれぬ……──

　信長は、雑木林の色彩変化に敏感だ。例年なら、今頃は、緑の世界が一変し、黄色から赤色、褐色とさまざまな色がいりみだれ、美しい錦を織りあげていくところだが、まだその気配はない。鵯ひよどり

 の大好物である飯いい

 桐ぎり

 も真っ赤な実をつけてはいない。

　──雪が少ないとなれば、動けるぞ──

　信長の双眸は、ぎらりと光った。折しも、家康から一時糧食の借り入れの申し込みがあったところであった。信長は、丹羽長秀を急せ

 かして、江州米二千俵を津島湊から海路、浜松へと急送する。

　美濃の山中で連日、猛特訓に明け暮れていた山岳戦用の隠密軍団の黒武者たちが、岐阜に戻ってきた。信長は、この軍団は秘して、長島攻めにも加えず、鍛錬させていた。



　黝くろ

 々ぐろ

 と折重なる山やま

 脈なみ

 の稜りよう

 線せん

 が、黄こ

 金がね

 色に燦きら

 めくと、澄ちよう

 徹てつ

 とした大気が茜あかね

 色に染まり始めた。岐阜城下、千畳敷の大手門から四千余の黒武者が、粛々と姿を現わしてくる。軍団の中央には、五百俵の米と武器弾薬を乗せた大荷駄・小荷駄の車輛が流れるように進む。

　軍団の前方一里（約四キロ）には、鳥見ノ衆が散開して進み、武田の細さい

 作さく

 を捕らえては殺し、その跳ちよう

 梁りよう

 を完璧に封じこめる。一行は、十月十三日夕刻、長篠城追手門に到着した。出迎えたのは、新城主になった奥平信昌とその一族・貞友、貞直、勝正、定雄らであった。

　軍団の先頭に立った騎馬の黒武者が、巧みな手た

 綱づな

 捌さば

 きで馬を操あやつ

 り、寄せてくると、ひらりと跳びおりた。鮮やかな足どりで信昌に近づいてくる。貞友は、咄とつ

 嗟さ

 に太刀の柄つか

 に手を置いて腰を落とす。黒武者は、はたと歩みを止めて、黒覆面をほどき、鎖鉢巻の素顔をぬっと出した。床しよう

 几ぎ

 から弾かれたように立ち上った信昌は、片手で貞友を制し、暫し絶句。ややあって、信昌は、信長の装束を上から下に眺めて、ごくりと唾つば

 を呑み込んだ。

「これは、これは、遠路はるばる兵糧のご援助、感激の極みにござりまする。まずこれへお越し下さりませ」

　信昌は、信長を本丸・書院に案内する。信昌は、部屋に入るなり、若侍たちを遠ざけ、上座に信長を坐らせ、自らは、さっと下座に移り、がばっと平伏した。

「過ぐる日、姉川合戦の折、父・貞能と共にお目通り仕つかまつ

 りました奥平信昌にござりまする。上様の御ご

 下げ

 向こう

 の儀、三河守（家康のこと）より通達なく、本日は、失礼申し上げました」

「三河守には、知らせずに参った。予が参ったことは、内密にせよ。予は、佐丶

 久丶

 間丶

 信丶

 盛丶

 ということにする」

「畏かしこ

 まりました。わが一族、家臣みな、上様のご尊顔、存じ上げませぬ。某それがし

 のお役目は」

「うむ。年が明けたら武田勝頼が、この城を攻める。予が後詰するまで、絶対に死守せねばならぬ」

「ははっ」

「明朝、この城を難攻不落の城にするための方策を考える」

　信長は、ぐぐっと背伸びをして大おお

 欠伸あくび

 。

「軍勢は、この城で三泊する。大通寺、医王寺、家老屋敷、武家屋敷などに分宿させたい。兵糧は、持参しておるゆえ、手配はいらぬ」

　岐阜から野営続きの信長は、信昌の用意した寝所に入るや否いな

 や、高たか

 鼾いびき

 をかき始めた。

　信昌は、黒装束のままで熟睡する信長にそっと衾ふすま

 （かけぶとん）をかけ、板戸を閉めて坐り込む。冷気が忍び寄ってくる。

　──儂一人が寝ずの番をせねばならぬ。それにしても何と大胆不敵……。天下を望む大名が、はるばる現地調査に身を削けず

 るとは……──

　信長の人間としての破格の存在の大きさに信昌は、ただただ嘆息するばかりだ。庭の叢くさむら

 でキリギリスが、休みなくしきりに鳴いている。信昌は、油断なく太刀を引きつけた。

　──わが奥平家が、この様に底抜けに信頼されたことはなかった。このお丶

 ひ丶

 と丶

 の為なら命を賭けても惜しくはない。わが主君、三河守とは、天と地ほども違う──

　今でこそ家康の家臣だが、信昌の父、貞能は、作つく

 手で

 城主として、地理的に今川、武田の二大勢力の間で右う

 往おう

 左さ

 往おう

 してきた。初め今川麾き

 下か

 の家康に従い、元亀元年（一五七〇）には、姉川合戦に従軍。次に武田信玄に属し、三み

 方かた

 ヶが

 原はら

 では、家康と戦い、信玄の死後、再び、家康に服従した。強者に[image: 〓]
 弄されて辿たど

 ってきた波乱の道筋であった。たびたびの絶望で神経を傷つけられてきた信昌にとって、信長の決然とした潔いさぎよ

 さは、心をゆさぶり、胸を熱くさせる。

　キリギリスは、鳴き止み、不眠不休で憔悴した信昌の顔が、朝の光で薄紅色に染まり始めた。音もなく信昌の前に立った信長は、しげしげとその顔を見下ろして、ひと言。

「大たい

 儀ぎ

 である」



　長篠城は、天然の要害であった。本丸の東南に三輪川（大野川）、西南に豊川（寒かん

 狭さ

 川）が流れ、その合流点（渡と

 合あい

 という）を背に北に向かって扇形に城域がひろがっている。本丸の東、少し低いところに野や

 牛ぎゆう

 郭くるわ

 。二の丸（帯おび

 郭くるわ

 ）と三の丸（巴は

 城じよう

 郭くるわ

 ）の間には、三輪川から導いた深い濠ほり

 がある。本丸と弾だん

 正じよう

 郭くるわ

 の間は、豊川から導いた内うち

 濠ぼり

 。城の外辺は、瓢ふくべ

 郭くるわ

 があるが、ここには、土塁（土ど

 居い

 ）がない。

　青みやすらう空に浮かぶちぎれ雲の翳かげ

 が、北へ北へと這は

 ってゆく。瓢郭に並んだ二百輛りよう

 の大荷駄車、小荷駄車から土木工事、建築工事の道具類、三百挺の鉄砲、玉薬箱（弾丸火薬箱）が手際よく運ばれる。屈強の軍兵四千余は、一糸乱れず、空堀をほり、土居の上に細長い単層の櫓やぐら

 を組み上げ、鉄砲狭ざ

 間ま

 （銃眼）をつける。空堀は、今までの外堀と内堀の中間に、深さ三メートル、薬や

 研げん

 状の中なか

 堀ぼり

 を新たに作り、土砂は俵につめ、瓢郭の土塁を更に高くする。内堀は、巴城郭の土居に沿って追手門までぐるりと取り囲む。更に弾正郭から本丸、野牛郭にもめぐらせた。なりふりかまわぬ拡張工事は、僅か二日間で完成という物凄さであった。

　木立の向こうから[image: 〓]
 えた川音が聞えてくる。朝から晩まで泥塗まみ

 れの姿で軍兵たちと共に働いた信長は、床几に腰かけて、瑠る

 璃り

 色の露草に目を細めていた。信昌は、跪ひざまず

 き、茶碗を差し出す。ゆっくりと喉をうるおした信長は、対岸を指差して、

「あれが、鳶とび

 ノの

 巣す

 山か。段々になって、曲くる

 輪わ

 らしきものが見える」

「はい。信玄公が、ご在世の頃、長篠城の付つ

 け城じろ

 として築かれた山城にござりまする。陣じん

 城じろ

 の城を超えた大規模なもので、本丸の空堀も深うござりまする。全山が、要塞で」

「勝頼も、この辺りの地理には明るかろう」

「三方ヶ原合戦の前後には、幾いく

 度たび

 も陣を構えられたと聞いておりまする」

「…………」

　信長の横顔にふと水のように、よぎるものがあった。

「明朝、予は出しゆつ

 立たつ

 する。鉄砲衆三百余を置いておく。其そ

 方ち

 が指揮せよ。この者たちの兵糧分として、三百俵が、浜松から届く筈じゃ。海路で、二千俵の江州米を浜松に送っておいた。松平景忠が、二百の援兵を率いて、年内には、この城に来る予定となっておる」

「ご配慮、恐縮にござりまする」

「籠城するには、米だけでは駄目だ。味噌はじめ、副食の手配も怠ってはならぬ」

「ははっ」

「明日、帰る途中、有ある

 海み

 原はら

 から二十町（約二・二キロ）先の志し

 多た

 羅ら

 原はら

 にかけて歩いてみたい。雁がん

 峯ぼう

 山やま

 麓から豊川に近い石いわ

 座くら

 神社辺りまでの地理に明るい者がおるか」

「いま岡崎におりまする父・貞能と某それがし

 は、その辺に、砦が欲しくて、足あし

 繁しげ

 く調査したことがあり、誰よりも詳くわ

 しゅうござりまする。某が、お供、仕つかまつ

 りまする」

「よし。明朝、出立したら車輛は、志多羅原に直行させ、予と軍団は、先ず、鳶ノ巣山に登ってから、志多羅原の東の丘陵で合流したい。其そ

 方ち

 は、西の丘陵を案あ

 内ない

 せよ」



　頬白の四し

 十じゆう

 雀から

 が、数羽激しく飛び交い、「ぴつっぴつっぴ」という特徴のある鳴き声が木こ

 霊だま

 した。信長は、にやりと笑う。

「あのものたちは、繁殖の時期でな、よ丶

 そ丶

 も丶

 の丶

 を追い出して、なわばりを守っておる。忙しいことよ。だが、鳥は争うても、殺し合いはせぬ。人は、鳥に恥じねばなるまい」

「…………」

　信昌は、夢と現うつつ

 の彼方かなた

 から溶け出したように飄ひよう

 々ひよう

 と佇たたず

 む信長の姿に、感動が湯気のように頬をほてらせた。

　黄に染った楢なら

 の林を抜けた信長は、鳶ノ巣山の頂上に立った。眼下に長篠城本丸が、手に取るように見える。信長は、腕組みして、

　──この山は、陽丶

 の山（男山）。勝頼は、攻勢を主眼とする城を造るに違いない。防戦も堅固なものでなければならぬ。長篠城攻めに手こずっておるところへ、儂が後詰として押寄せた場合、勝頼は、この山に籠り、甲斐からの援軍を待つ。それを、させない様にする為には、味方の陣地が、有海原では近すぎる。ずっと離れた志多羅原での合戦に持ち込めば……──

　信長は、尾根全体に展開して調べ回っている軍兵に目をやる。

　──ここを主郭とすれば、あの尾根路から奇襲できる。山岳戦用に鍛えてきたこの軍団なら夜間に一里（約四キロ）迂回して陥おと

 せる。鉄砲五百は必要だ。この山の攻略と長篠城入城で、勝頼の退路を断つ──

　莞かん

 爾じ

 とした信長は、山容の見取図を書く。段々状の曲輪など克明を極め、攻めの道順まで指示を書き込む。



　有海原を豊川に沿って南下した信長は、先ず、志多羅原の東の丘陵に立った。

　──あれが連れん

 吾ご

 川か……。この丘に勝頼が布陣、味方の防御陣があの台地。ざっと見て味方の弱点は二ヶ所。石座神社と雁峯山の南の屋根が落ちこむ辺りに、連吾川の支流が入り込んでおる。この谷口は、高い土塁で守らねば、背後に回りこまれる。南に下って豊川の河岸の辺りは、切り立った崖。ここはよいとして、その手前、高松山古墳の辺りは平地になっておる。勝負の狙い目はここだ。ここを抜かれたら側面攻撃をうけ、馬防柵など役に立たず、鉄砲衆の土塁は、踏みつぶされる。ここの攻防が、合戦の正念場だ──

　信長は黙したまま、夢中で、ここからの見取図に筆を走らせている。

　信昌は、感に堪えたように信長を眺める。

　──この用意周到さに、並みの戦国大名は、おさえ込まれてしまうのだ──

　信昌は、考えたのではなく、突然、飛躍的にある風景が頭に浮かび、

「ああ……」

　信長は、ふと筆を止めて信昌に、

「どうかしたか」

「はい。川中島によう似た地形にござりまする」

「其そ

 方ち

 は、見たことがあるか」

「過ぐる日、父と共に善光寺に参詣した帰りに川中島に立寄りました。上杉謙信公と信玄公が、四度に亘って戦われた有名な合戦場でございます」

　信長は、ぎくりとして、

「どこが似ておる」

「向こうの丘陵を茶ちや

 臼うす

 山、連吾川を御おん

 弊ぺい

 川、寒狭川を犀さい

 川、豊川を千ち

 曲くま

 川に、見立てられまする。あそこに田が少々あり、あとは葦が密生しておるところも似ておりまする。違うところは、この場所を妻さい

 女じよ

 山さん

 （謙信の本陣）と致しますると、千曲川は、豊川のように南を流れるのではなく、山麓をめぐっておりました。

「…………」

　──こまかいところは、どうでもい。要するに、俯ふ

 瞰かん

 した印象が、川中島に似ておることが解わか

 ったのは、収穫だ──

　深く頷いた信長の口許に微笑が浮かぶ。

　小鳥の声。樹々の葉をそよぐ風の音。

　信長は、一同を促して、丘陵を下り、葦原の中に入ってゆく。連吾川を越える。

　──近いな。一町（約百九メートル）か……。鉄砲で狙い撃てる距離だ。河岸に柵は、必要ない。見通しが悪くなるだけだ──

　心を通り抜ける爽やかな風に誘われるように信長は、丘陵を日没まで、くまなく踏破した。見取図には、切きり

 岸ぎし

 、土塁、空から

 堀ぼり

 が、細かく書き入れられてあり、北から水野信之、佐久間信盛、丹羽長秀、羽柴秀吉、信長本陣、滝川一益、徳川家康らの配置も記されている。信長は、連吾川の東の丘陵を勝頼の本陣と見立てて、志多羅原の中央にある丸山の丘を結ぶ線から西の丘陵の弾正山を合戦の正面と考えた。次の日、四千の軍兵を使って禅正山から南端の高松山まで、三さん

 間げん

 間ま

 中なか

 （約六・三メートル）の間道を通した。防御しにくい古墳一帯と本陣との間で、軍勢の移動を素早くするためだ。

　──この地帯の地面は、やけに柔かい。陣城は、軍兵三万五千なら一日で完成できる──

　薄くれ

 暮がた

 の陽ひ

 に照らされた蔦つた

 紅葉もみじ

 が赫々と燃える頃、鳶ノ巣山への奇襲路を踏破した組頭ら百余が、泥塗れで戻ってきた。この地点に布陣した場合のあらゆる方策に手を打つ信長であったが、勝頼との一面的な対立構図だけに執着するわけではない。窺うかが

 い知ることのできる勝頼の性格から、他の幾通りかの展開を俎そ

 上じよう

 に載せて精魂を傾ける。凄腕の勝頼が、志多羅原に軍勢を進める確率は少ないからだ。信長は、家臣たちの理解しえない深淵にもがき、試し

 行こう

 錯さく

 誤ご

 を繰り返す。



　岐阜に戻った信長は、諸将を集め、丘陵の見取図の写しを全員にゆき渡らせ、陣城の割わり

 普ぶ

 請しん

 を指示した。陣城を幾つかに区分し、それぞれが分担して一挙に造成するというものだ。軍勢は、三万五千余で出陣し、万一、勝頼が、鳶ノ巣山に立籠った場合には、第二陣一万五千余が、岐阜を発って増援するという二段構えだ。鉄砲は、通常なら「諸しよ

 手て

 抜き鉄砲」といって、各武将の鉄砲を寄せ集める、かき集め手法だが、信長の軍団は、全て「御お

 貸かし

 鉄砲」で統一していた。全ての武器・武具は、信長が、丹念に手配、調達する。

　既に、一年前から発注してあった鉄砲、盒ごう

 薬やく

 （銃口から装填する焔硝）が、江州国くに

 友とも

 村や泉州堺から続々と到着してくる。他に、雨期の合戦用の雨火縄、雨おおい、火縄筒、火桶、早はや

 盒ごう

 、桐とう

 油ゆ

 紙かみ

 子こ

 の合かつ

 羽ぱ

 、土木工事用の鍬くわ

 、鋤すき

 、鋸のこぎり

 ……。火縄は、竹づるや藤づるの繊維、檜ひのき

 の甘皮などを縄に縒よ

 って作るが、雨火縄は、紺染めの木綿火縄で、硝石を煮込んだり、うるしを塗って雨でも消えにくくしてある。雨丶

 お丶

 お丶

 い丶

 は、内部の針を火ひ

 蓋ぶた

 をとめてある筒状の釘に差し込み、火縄と火皿の上全体を覆い、起火薬を濡らさぬようにする道具。早盒は、銃用の火薬を上質の酒（アルコール）で練って薄く伸ばし、自然乾燥させ、こまかく切り割り紙製の筒に入れてある。

　信長が諸将に命じたのは、日頃からのたゆまぬ軍兵の鍛丶

 錬丶

 だ。実際の合戦では、作戦通りの合戦を行うことなどは至難なことで、出たとこ勝負になる。指揮官が優秀な武田軍団では、その臨機応変の才さい

 が大きいが、指揮官が戦死すると、ばらばらになる。織田軍団では、十数名の組に分け、組ごとに出処進退することを徹底していた。組くみ

 頭がしら

 が戦死しても、他の者が代って指揮し、事が進む。敵が進めば退の

 き、退しりぞ

 けば押し出すといった攻撃陣型と防戦陣型を随所で自在に行えるような足軽の鍛丶

 錬丶

 だ。「最強の軍団」などというものは、この世に存在しないことを信長は、識し

 っていた。



　甲府・躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 館やかた

 。雪もよいの寒い朝。

　勝頼は、居間の簀子に立つと庭を眺めていた。昨夜、宿老たちから受けた不快感で一睡もしていない。

　──老おい

 耄ぼれ

 たちめ、疲労の蓄積と加齢で足腰不自由を棚に上げ、安逸を貪むさぼ

 り、現実から目をそらす。二言目には、“御屋形様御遺言によれば”と、儂の西上（上洛）を拒否しおった。信長は、日に日に勢力を拡大しておる。信長を斃たお

 すには、現い

 在ま

 を措お

 いてない──

　苛いら

 立だ

 つ勝頼。不条理は、勝頼の心を荒廃させる。耳鳴りの音が大きくなってきた。庭の松の木が、ぼやけて見える。そのうち松の木が、ぐらりと動いた。

　──ありえない……──

　静止しているはずの松の木が、まだ大きく揺れている。

　──ばかばかしい──

　目を閉じて、心をきっと構えて、数をかぞえる。向かうべき心の方位を変えてみる。そっと瞼まぶた

 を開けてみた。耳鳴りは止まり、松の木の枝に憩う山鳩が鳴いた。

　勝頼は、ばかげた呪じゆ

 縛ばく

 から逃のが

 れるように、朝あさ

 餉げ

 の間ま

 を素す

 通どお

 りして、走り出ると馬に乗り、そのまま大門を潜り駆け去ってゆく。見送る侍女たちは、袖で口をおさえて顔を見合わせた。



　疾駆する勝頼の前方に白い道が、真っ直ぐにのびている。合戦のための棒道だ。「才さい

 の神」から街道をはずれ、丘陵を駆け上り、雑木林に入ってゆく。澄みきった空と大気のために淡いながらに鋭い日の光が、落葉の上に、くっきりと木立の影を描いている。馬から跳びおりた勝頼は、池の端の岩に腰かけた。何処からともなく吹く微風にさそわれた紅葉が、梢こずえ

 からはらりと舞い落ちてくる。

　──あの男の……──

　勝頼は、信玄のことを父丶

 上丶

 とは思わず、あ丶

 の丶

 男丶

 と言う。なにしろ祖父・諏す

 訪わ

 頼より

 重しげ

 の仇かたき

 なのだ。頼重を殺し、美しい娘を奪い、犯おか

 し、男児を産ませた。それが勝頼だ。勝頼は、幼い頃から、父の愛を感じたことはない。信玄は、武田家の通つう

 字じ

 である信丶

 の字を与えず、諏訪家の通字・頼丶

 を与えて勝頼と名乗らせ、諏訪家の名跡を継がせた。

　──あの男の本質は、御お

 閑かん

 所しよ

 にある──

　信玄は、長男・義信を怖れて、身を守るために京きよう

 間ま

 六畳の御閑所（雪せつ

 隠ちん

 ＝便所）を作った。風呂場から樋とい

 を引いて汚物を流すように工夫し、外には一歩も出ず、ここで政務をとった。悪い臭いを消すために香をたき、近きん

 習じゆ

 らに部屋の外で警護させた。信玄は、この部屋を「山」と呼ばせた。

　──あの男は、己れより器うつわ

 の大きい者の存在は許さない性格だ。兄上を殺してからというもの、あの男は、劇的に元気になった。他人の成功を嫉妬し憎むという小こ

 物もの

 で臆病者よ。あの男は、もともと自分の後継者や家臣を軍略家や為政者に育てることはできない武将であった──

　信玄は、長男・義信が、頭脳明晰で、家臣らの輿よ

 望ぼう

 をになう存在になってきたのを喜ばず、かえって警戒した。義信には、領地を与えず、俸禄は、切きり

 米まい

 だけ。

　──兄上の不満は当然のこと。二人の不和は、第四回目の川中島合戦の評価に始まった。武田の勝かち

 とするあの男に対して、兄上は、上杉謙信の勝なりと評した。儂もそう思う──

　両軍の損害は、武田勢の死者四千五百、負傷者一万三千。上杉勢の三千四百、負傷六千余。三万余を率いる信玄は、妻女山に拠る一万八千の謙信本陣を衝つ

 くために“啄木鳥きつつき

 の戦法”を用いた。啄木鳥が、木中の虫をとらえる時、穴と反対側をコツコツと突き、驚いた虫が穴から出たところをさっと食べるやり方だ。

　──この戦法は、陽動作戦ゆえ、少人数で行うべきところ、あの男は、何を考えたか一万五千余にやらせた。大軍が、ぞろぞろ妻女山を迂回しておれば、敵に察知されるのは当然だ。案あん

 の定じよう

 、謙信は、一気に山を下り、八幡原の武田本陣に襲いかかった──

　謙信三十二歳、紺糸緘おどし

 の鎧に萌もえ

 黄ぎ

 緞どん

 子す

 の胴肩衣をつけ、金の星兜の上を立たて

 烏え

 帽ぼ

 子し

 白妙の練絹をもって行ぎよう

 人にん

 包づつみ

 にし、放ほう

 生じよう

 月毛の名馬にまたがる。激戦の最中、謙信は、唯一騎で信玄本陣に突入し、床しよう

 几ぎ

 に腰掛けた信玄に駆け寄りざま、二尺四寸五分（約七十四センチ）長光の太刀を一閃。信玄は、とっさに軍扇で防いだが及ばず、ざっくりと肩先を斬られた。

　──美しい。謙信こそ名将よ。兄上の評は正しい──

　義信を怖れた信玄は、謀む

 反ほん

 の罪をきせて、義信を殺す。義信衆の飯お

 富ぶ

 虎昌、長坂源五郎、曽根周防守ら八十騎も処刑された。

　──儂の立場は、あの男に疎うと

 まれておることでは、兄上に似ておる。あの男の遺言で、儂の子、信勝が十六歳になったら家督を譲り、それまで儂は、陣じん

 代だい

 （後見人）にしかすぎない。儂は、事実上、家督を継いだ状態であり、連戦連勝、織田領内の東美濃・明智城や三河、遠江など多方面を制し、領国は、百五十万石に拡大しておる。今や、織田信長を斃せる者は、儂だけだ。名声ばかりが肥大した信玄を超えて、宿老どもを跪ひざまず

 かせてみせる──

　勝頼の目には、かぎろいの荒野が、赫くただれ、なお草や樹が燃えていた。

「お屋形様は、あれに……」

　あとを追いかけてきた長坂釣ちよう

 閑かん

 斎さい

 は、紅葉が美しい錦を織りあげた雑木林にひとり蹲うずくま

 る勝頼を発見した。



　折重なる山やま

 脈なみ

 が、黄金色に燦きら

 めくと大気は茜あかね

 色に染まり始めた。信長が、行水を浴びている。冬でも行水は欠かさない。信長の耳じ

 朶だ

 がぴくりと動いた。

「おっ……鶯うぐいす

 の初はつ

 音ね

 か。まだよく舌がまわらぬ。下手だぞ。ほれ、楢の梢の上では、頬ほお

 白じろ

 が、美声を張り上げておる。頬白に弟子入りして、さえずり方を教えてもらえ」

　口許から白い歯がのぞく。頭から浴びる水みず

 飛沫しぶき

 の中で逞たくま

 しい摩ま

 羅ら

 は屹きつ

 立りつ

 し、弾けるように白水が、弧を空中にえがいた。



　天正三年（一五七五）、二月二十七日、信長は、僅か八十騎を率いて、上洛の途と

 についた。近江・佐和山城を経へ

 て、安あ

 土づち

 に到着。

　安土山の石垣工事は、ほぼ完成しており、山容は一変していた。観音寺山、長命寺山、長光寺山、伊庭山から集められた石は、数万の人手によって石引きし、山上に引き上げられ、近江の穴太あのう

 と馬ま

 淵ぶち

 の石工数千が、石垣造りに当った。信長は、石奉行・西尾小左衛門、小沢六郎三郎、吉田平内、大西右衛門らに細かい指示を出す。山麓の板葺小屋にもぐり込んだ信長は、大工・岡部又右衛門から、天主の木き

 割わり

 書（設計図）を渡された。外観五層、内部地階石蔵一階、石垣上六階の計七階である。床にひろげた図面を食い入るように凝視する信長。ごくりと信長の喉が鳴った。

「うむ……石垣は、複雑な形じゃ」

「はい。山頂を削平してみましたところ、希まれ

 にみる好相にござりまする。地ち

 形ぎよう

 は、八角とも六角とも……不等辺八角形ということで」

「この部分が、吹き抜けか……」

　信長は、地階から四階分の空白を指差す。

「盆山の間は、大広間の上席の南側がよい。二階（三重目）のこの部分に二間（約三・六メートル）四方の能舞台を張り出せ。三階（四重目）の中央に橋を架けよ。厠かわや

 （便所）は、地下一階の此こ

 処こ

 と此処……。四階（五重目）は、大おお

 入いり

 母も

 屋や

 屋根裏で、最も重要な修行の場所で空洞うつぼ

 だ」

「修験道で使う洞窟と似たもので……」

「そうだ。捨しや

 身しん

 行ぎよう

 の場と心得よ。東西に野屋があり、遠とお

 道みち

 を通って中央が、小屋の段じゃ。部屋に装飾は一切ない。板張りのみだ」

「畏まりました。五階（六重目）は、正八角形の夢殿で」

「金箔仕上げにせよ。内陣天井には天てん

 人にん

 影よう

 向ごう

 の図」

「天人影向は、最上階では、ござりませぬか」

「最上階の天井は、我が師である自丶

 然丶

 ……花鳥図がよい。花や鳥は、無丶

 常丶

 なるがゆえに美しい。無丶

 常丶

 は、超えられぬ」

「…………」

　又右衛門は、絶句した。前回は、壮大な夢を語っていた信長が、もう全容を具体的に描き切っていたことに驚嘆したのだ。

　──便所の位置まで考えておるとは……──

「も丶

 の丶

 づ丶

 く丶

 り丶

 」の大工魂が、全身をかっと燃えたぎらせた又右衛門は、両りようの

 拳こぶし

 をがっと握りしめた。



　三月三日、午うま

 の刻こく

 （正午）に上洛した信長は、相国寺慈照院に寄宿した。

　早春の風が身に沁む寒夜、庵には、妙に薄濁りのした幾百年の古い空気が、ひとつに凝結し、重く漂っていた。燈とも

 火しび

 の穂を映した角つの

 盥だらい

 の水がゆらめき妖しい光のゆめを醸かも

 し出す。

　湛たた

 えられた水に顔を寄せた信長は、呪言を唱えながら太ふと

 息いき

 を吹きかける。水は、かそけくちらちらしながら、ゆっくりと渦を巻く。

　禁きん

 呪じゆ

 を独ひとり

 言ご

 ちると、流れは止まり逆に流れを変える。眉太く鼻隆たか

 く凜り

 々り

 しいその相貌が、禁きん

 人じん

 に変じた。ずり墜おち

 る重い空気。

　と、盥の底から男の顔が浮び上った。信長は、脇差を鞘走らせ、鋩ぼう

 子し

 でその顔を金かな

 縛しば

 りにする。勝頼の顔は、片頬を歪ゆが

 めた。

「うむ。そうか……そうか……」

　信長は、勝頼の心を思いのままに盗と

 る。夜の闇には、原始のたましいが揺蕩うていた。



　三月五日。既に号令されていた丹波、大和一帯から軍兵が続々と集結し、総勢一万五千余が、信長の指揮下に入り、東寺周辺に布陣した。上洛の目的は、石山本願寺城の周辺にある「伝えの城」、「つなぎの城」を潰し、石山を裸はだか

 城にすることにあった。が、これは表おもて

 向むき

 で、もう一つの意図が込められていた。乱らつ

 破ぱ

 からの情報によれば、この正月、勝頼が、甲斐・信濃に広く軍令状を出していた。勝頼が、武田家惣そう

 領りよう

 としての権威を高めるには、合戦に勝つことしかない。そこで、信長は、自ら上洛し、各地を転戦することで隙をつくり、勝頼の出陣を煽あお

 ったのだ。揺れ軋きし

 む乱世の舞台では、振幅の激しい人間が地団駄を踏み、危うい世界に入ってゆく。

　信長は、禁裏の大修理が完成したことを確認する一方で、公家衆が失っていた領地を、元に戻す徳政令を出し、朝廷を喜ばせた。

　三月二十日は相国寺で、のんびりと今川氏真の蹴け

 鞠まり

 を見物。二十八日、養女を権大納言二条昭実に嫁がせた。信長は、表面上、ゆったりと朝廷、公家衆との関係を緊密にしつつも、裏では、急使を近江、伊勢、美濃、尾張に送って、大軍勢を岐阜に集結する動員令を発した。

　四月六日、一万五千余を率いて東寺を出陣した信長は、河かわ

 内ち

 に下向。三好康長の籠る高屋城を包囲。二の丸、三の丸を陥したところで、本丸は、そのままにして、急遽、天王寺、住吉、遠う

 里り

 小う

 野の

 を焼討ちした。信長流の目まぐるしい転戦は、一種の詐さ

 術じゆつ

 で、本願寺側からは、十万余騎に見えた。石山本願寺城が、堅く城門を閉ざして、出撃の気配がないのをみた信長は、堺の新堀城を攻め、城将・十河そごう

 因いな

 幡ば

 、香か

 西さい

 越えち

 後ご

 以下、城兵を皆殺しにした。新堀城が落ちたのを聞いた三好康長は、松井友ゆう

 閑かん

 を仲立ちにして、名物、三日月の葉茶壺を信長に献上し降伏した。康長は、三好党の中では、最も強硬に抵抗した男であったが、信長は許し、家臣に加えた。松永久秀同様に、その人物の器うつわ

 を評価したのだ。信長は、康長を重ちよう

 用よう

 し、のちに、本願寺との和睦交渉役として、その成立に功があった。

　四月二十一日、京に戻った信長のもとに家康からの急使が駆け込んだ。武田勝頼が、大軍を率いて、甲府を発た

 ったとのこと。

　信長は、静かに頷いた。

　──来るものが来ただけのこと──



　翌、未明、僅かな供を従えた信長は、暁ぎよう

 闇あん

 の街道を疾駆する。川と山を越える。峠を越える。峠の彼方の透明な山。山を越えてまた山。大おお

 垰たわ

 で暫し休む。優しく囁く光と影。信長は行く。なりふり構わず行く。当てのない巡歴。明日に向かって走る。追われるように急いでゆく。



　四月二十一日。梅雨のような天候で、朝から寒い風が吹いていた。

　勝頼は、二万二千の軍勢を長篠城付近に展開させたが、攻城の気配は全く見せない。

　翌日、大野川の対岸、鳶ノ巣山砦を更に強力な要塞と化すための大土木工事が始まった。

　山頂の主郭に立った勝頼は、眼下の長篠城本丸を見下ろしている。

　──誰の差さ

 し金がね

 か、空堀を三重に増やし、細長い櫓を城壁に沿ってめぐらせ防備を固めたな。仲々やりおる。攻め手は、北か北東の丘陵からか……。いざとなれば、瓢ふくべ

 郭くるわ

 から押切るが、織田信長をおびき寄せる囮おとり

 として使うのがよい。詰つめ

 の城は、鳶ノ巣山城だ──

　勝頼は、わし鼻を武田信のぶ

 実ざね

 に振った。

「予と信長が、有ある

 海み

 原はら

 で対峙する場合、信長は、父上が川中島合戦で用いたような別動隊でこの鳶ノ巣山城を襲うやもしれぬ。大手になる尾根道には、高い土塁で防がねばならぬ。よいな」

「畏まりました」

　城の守将となる信実に、細かく指示した勝頼は、工事用に一万二千を残し、自らは一万を率いて豊川流域を下り、野田城、二に

 連れん

 木ぎ

 城を攻めた。城を包囲すると、どっかと腰を下ろした勝頼は、三日間の休養を告げた。褒ほう

 美び

 の乱らん

 取ど

 りである。歓声をあげた雑ぞう

 兵ひよう

 たちは、一帯の民家を襲い、「小屋落し」、「乱取り」を働き、田畠の作物を奪う苅丶

 田丶

 に熱中した。これは武田信玄ら戦国大名らの慣習となっていた。

　勝頼の軍勢も、たび重なる出陣を迷丶

 惑丶

 と感じる下級武士で構成されていたために、戦意昂揚のための常じよう

 套とう

 手段であった。因ちな

 みに、信長の軍団では、兵農分離がなされており、乱らん

 妨ぼう

 狼ろう

 藉ぜき

 は、厳しく禁じられて、違反すれば、即処刑された。勝頼は、続いて吉田城に襲い掛ったが、家康は、この挑発には、乗らない。

　充分に戦略物資を調達した武田勢は、五月十一日、鳶ノ巣山城に帰還。この間、勝頼は、岐阜の信長の行動を、密偵からの情報で逐一把握していた。家康が、長篠城救援のため、後ご

 詰づめ

 の軍を送ってくる気配はない。

　十二日、五月雨さみだれ

 が、音をたてて降り注ぐ中、勝頼は、本陣を、長篠城のすぐ北にある医王寺に移した。勝頼は、多くの情報を整理して、信長の岐阜出陣を十三日と推理し、長篠城総攻撃を決断した。城の北・大通寺山には、武田信豊、馬場信春など五千。豊川西岸に内藤昌豊、小幡信貞ら五千。篠場野には、武田信廉、穴山信君ら二千が展開する。有ある

 海み

 村は、山県昌豊、高坂昌澄ら三千が守備。本陣の背後は、甘利信康、小山田信茂が、護衛する五千という布陣であった。



　五月十四日、長篠城巴城郭（三の丸）。

　ようやく辺りは、白しら

 々じら

 と明け始めたようである。城主・奥平信昌は、眼を吊り上げ、荒い息を吐き、身丶

 が丶

 く丶

 し丶

 （壕壁）の鉄砲狭ざ

 間ま

 （銃眼）から、瓢郭をびっしりと埋めて光る敵の冑の天て

 辺へん

 を睨みつけた。

　──くそっ！　敵は、意外にしぶとい。鉄砲を間断なく放ちたて、相当の数は斃した筈だが、あとからあとから押し出してきおる──

　昨夜は、辛うじて、一旦、撃退したものの、次なる波状攻撃を受けた場合、支えきれぬと、信昌は、兵を瓢郭から巴城郭に移した。

　雨は止み、どす黒い雲の塊が、裏から強烈な日光を受けて、ぎらぎらと底光りしている。轟音、喚声と地を這う濃い硝煙。敵は、三重にめぐらせた空堀に遮さえぎ

 られ、外堀の部分に竹たけ

 束たば

 の仕し

 寄より

 を立てまわして、城側の弾丸から身を守っている。

　織田方の鉄砲足軽大将・福富平左衛門は、昨夜から味方の鉄砲衆を多聞櫓に待機させ、粛として一発も放たず機会を待っていた。

　──武田も奥平も鉄砲は二匁もんめ

 玉たま

 筒づつ

 。この近辺では、鳥ちよう

 銃じゆう

 ぶりとみえる。それでは、大おお

 筒づつ

 のお披露目といくか──

　平左衛門の髭面が吠えた。

「放つ時は、必ず殺せっ。勝手に放ってよいぞっ！」

　平左衛門は、一斉射撃ではなく、各自の判断に任せる信長流だ。三百挺ちよう

 は、四挺ずつ組んで、七十五の狭間に配置。銃眼につくのは選ばれた名手のみ、他の三人は、その後に控え、盒ごう

 薬やく

 係がかり

 、火ひ

 蓋ぶた

 係、火縄点火係が分業で、四挺の鉄砲をぐるぐる回すので、発射間隔は、四秒でしかない。鉄砲は、全て十匁大筒である。

　ぐわーん！　ぐわーん！

　百雷の轟音が炸さく

 裂れつ

 し、火竜がのびた。竹束の仕寄は、吹き飛び、裏の軍兵三人が、貫通弾で背中に大穴があき、噴血に塗まみ

 れて転倒した。あまりの威力に、心を奪われた敵の軍勢は、後方にずるずると退の

 くが、太刀を振う武将に叱しつ

 咤た

 され、再び詰めてくる。

「弾たま

 道みち

 がよいぞおっ！」

　副将・徳山五兵衛は、手を打って喜ぶ。殺されても、倒されても敵は、後詰に押し出されるように外堀に下り、這い上ってくる。外堀は、敵の戦死者で埋め尽され、悽愴な光景だが、中堀は、頑強に敵を阻んでいる。

「あれを見ろっ！」

　濃い硝煙の霧の中から、巨大な井楼が姿を現わした。「牛」という枠わく

 に、銃撃を防ぐ竹束をつけた攻城兵器である。外堀の一間手前にまで迫った井楼上から、火の尾を引いた黒い玉が、次々に弧を描いて落ちてきた。

　ずずーん！　ずずーん！

　爆発。こ丶

 め丶

 か丶

 み丶

 をぶん殴られた様に五兵衛は、左肩から床に叩きつけられ気を失った。

「砲ほう

 烙ろく

 火び

 矢や

 だっ！　うぬ……持っておったのか」

　腸はらわた

 から搾しぼ

 りだすような平左衛門の声音。頸けい

 椎つい

 が鳴る。背骨が軋る。呆れるほど緩慢な鉄砲足軽たちの動きに苛いら

 立だ

 つ平左衛門は、

「百匁筒の出番ぞっ！　銃床を柱に縄でしばって固定せよ」

　六挺の百匁筒に井楼を狙わせる。煙が眼に染し

 みて痛い。平左衛門は、そのうちの一挺にとりつき、大股で足場を固め、煙が風に流れるのを待つ。平左衛門は、頤あご

 を引き締め、眼を大きく見開いて、目標を狙う。息を勢よく吐き、百匁筒が火を吹いた。物凄い反動。

　ぐわあーん！

　咆哮と白煙。正面の井楼の上部が吹きとび、板や竹の破片と肉にく

 塊くれ

 が、大きな傘となって降ってきた。

「やったあ！　次っ」

　百匁筒の耳を聾ろう

 する轟音が続き、もう昼だか夜だかわからない。敵の井楼は、すべて破壊され、煙硝の絮わた

 雲ぐも

 が、平左衛門らの姿を厚く包む頃、瓢郭の敵は、夥しい死骸を残して消えていた。



　この日、夕刻、信長は、三万余を率いて岡崎城に到着した。先導する家康に続いて、雨に濡れた石段を登る。石垣上の木[image: 〓]
 の花が、暗い空に突き刺さって見える。信長の胸中には疑念の黒雲が、湧き上ってくる。

　──家康の軍勢は、思の外、少い。ざっと六千というところ。残りの六千は、何なに

 故ゆえ

 、浜松に待機させておるのか……。勝頼と決死の合戦が、目前となっておる現い

 在ま

 ではないか──

　信長は、大賀弥四郎の一件が、未だ尾を引いて、胡う

 散さん

 臭くさ

 さを感じ、小こ

 狡ずる

 い家康の思考をあれこれ詮せん

 索さく

 してしまう。

　両軍の武将たちを同席させた軍議で、信長は、長篠城救援の必要性を力説するのみで、作戦の詳細には、全く言及しなかった。固かた

 唾ず

 を呑む武将たちに、十六日牛久保、十七日野田、十八日夕刻、長篠の有海原で合流という日程を述べただけで、あっさりと会議は終了した。

　夜半、岡崎城宿泊を勧める家康の申し出を断った信長は、城から二十町（約二・二キロ）離れた釈しや

 迦か

 堂どう

 に泊った。

　十五日、烈しい雷鳴がしたと思うと、本堂にしぶきがざあっと入ってくる。

　信長は、膝上の水滴をさっと払いながら、滝川一益、羽柴秀吉、丹羽長秀、佐久間信盛ら主だった武将たちを見回した。

「合戦では、もともと約束などはない。敵は何をするか解らぬものだ。何をするか解らぬ敵の行動に、いちいち適切な処置をとるなどということは、昔も今もできぬ。作戦通りの合戦を行うなどは、至難のわざ。出たとこ勝負であり、其そ

 方ち

 らの臨機応変が、大きくものを言う」

　粛とした一同の顔色をたしかめる信長。

「陣城は、十九日の一日で仕上げる。工事用の道具は、石いし

 座くら

 神社の裏にある洞窟に隠かく

 してあるから、それを使え。丘陵斜面の木は、一本も切ってはならぬ。柵を作る木は、丘陵の頂上、弾だん

 正じよう

 山やま

 から南の高松山まで棒道を造成したとき伐り倒した木を道の両側に積んであるゆえ、それのみを使え。武田勝頼が、布陣する連吾川東の丘陵は、一段と低いゆえ、木があれば、陣城の全容は、敵からは見えぬ」

　秀吉が、窪んだ眼がん

 窩か

 の底の眼を光らせて、

「ご指示いただきました馬防柵は、あまりに間隔が空あ

 きすぎで、これでは、敵の騎馬武者が、楽々と通り抜けられまするが……」

「武田の戦法は、長なが

 柄え

 衆の猛襲で敵を崩し、そこをま丶

 ん丶

 ま丶

 る丶

 になった騎馬集団が、潰してしまうというもの。川中島、三方ヶ原など、みなこれだ。強固な柵を隅から隅までめぐらせば、勝頼は、用心して攻めてはこぬ。“これなら勝てる”と勝頼に錯覚してもらわねば困る。緒戦は、鍛えにきたえた新鋭の鉄砲で、敵の鉄砲衆、騎馬武者を斃してしまう。後半になって、総攻撃するまでは、徹底してこれでゆく。長柄衆を援護する鉄砲衆と、臨機応変に足軽を指揮する騎馬武者を斃せば、指揮系統が、大混乱する。そこで、総攻撃するという順序。わかったか」

「ははっ」

　一同、深々と頭を下げる。そこへ、諜報活動に専念している簗やな

 田だ

 左衛門太郎広正が、ずぶ濡れの姿で現われた。一瞥した信長は、

「風か

 邪ぜ

 をひくぞ。まずは、着替えてこい」

「ははっ」

　広正は、ぺこりと頭を下げ別室に退さが

 る。信長は、一同が、思わず釣りこまれる力のこもった強いまなざしで、

「此こ

 度たび

 の合戦に勝利し、東国での合戦を打止めにする。いまは、梅つ

 雨ゆ

 時どき

 、鉄砲衆の身がくしの水みず

 捌はけ

 をよくしておけ。ご苦労であった」

　人ひと

 気け

 のなくなった部屋で、信長と広正が、向かい合っていた。幽しず

 かな雨音が、淡く黄色の灯ひ

 をゆらめかせている。

「勝頼殿は、到着されたその日から、鳶ノ巣山城の大改造に着手、堅固な山城が完成しておりまする。その工事費には、驚かされました。何のためで……」

　信長は、即座に反応する。

「やはりな……。やりおる。それならば、当然、尾根からの大手への接近経路には、防衛網を敷いておろう。味方の別動軍団の侵入経路を変更せねばならぬ」

「付つけ

 城じろ

 となる蛯うば

 ヶが

 懐ふところ

 、中山、久く

 間ま

 山、君きみ

 ヶが

 臥ふせ

 戸ど

 には、全く手を入れてはおりませぬ」

「回り込みだな」

「蛯ヶ懐が、近こうござりまする」

「よし。その道順を、金森五郎八、佐藤六左衛門、青山新七、賀藤市左衛門を連れて、踏破してみよ」

「畏まりました」

「其そ

 方ち

 の手下となっておる細作の人数は」

「九百余で」

「連吾川の西の丘陵に大規模な陣城を造る。直ちにあの一帯を封鎖し、跳ちよう

 梁りよう

 する武田の忍者を見つけしだい、弓で射殺せよ。陣城の全容を、敵に知られてはまずい」

「ははっ」

「いまひとつ。浜松に待機する徳川勢の動向も知りたい」

「ははっ」

　広正は、深く息を吸って、額の汗を拭った。



　十四日、深夜、勝頼は、本陣を置いた医王寺本堂に、老将、宿臣らを集めた。馬場美濃守信春、内藤修理昌豊、山県三郎兵衛昌景らは、ここで長篠城を攻め落すべきと考えていたので、急遽中止した勝頼の決定に不満顔である。澱よど

 んだ一座の空気を吹き飛ばすように勝頼は、決然と言い放った。

「織田信長は、父上を呪い殺した陰おん

 陽みよう

 師じ

 ぞ。仇かたき

 を討たねばならぬ。現在、当家と織田は、勢力圏が、ほぼ拮きつ

 抗こう

 しておる。織田信長は、野戦に弱い。姉川合戦では、三万余の織田勢が、僅か八千の浅あざ

 井い

 勢に、十二段の陣が、十一段まで打ち破られる有様であった。味方は、野戦に強い。三方ヶ原合戦をみれば一いち

 目もく

 瞭りよう

 然ぜん

 。こたびの織田勢は、一枚岩ではない。佐久間信盛、水野信元、徳川家康など謀反の火ひ

 種だね

 をかかえておる。合戦の最中、均衡が破れ、武田優勢となれば、織田勢は、内部崩壊するであろう。これは、推測ではない。三者から密書も届いておる。いまここで、長篠城にこだわる時ではない。明朝、本陣を清井田付近に移し、浅水、宮脇、柳田、竹広に全軍が布陣じゃ。武田家は、新しん

 羅ら

 三郎殿より信玄公に至るまで、いまだ敵を目のまえにして退いたことはない。祖先の威風を傷つけてはならぬ」

「…………」

　信春、昌豊ら老将たちは、黙って頭を下げる。勝頼とは、今まで、合戦のことでは、衝突や軋あつ

 轢れき

 が、依然絶えてはいないが、その天にも抜けるような姿勢は、彼らの心の琴きん

 線せん

 に触れた。昌景は思う。

　──勝てるかもしれぬ。酷薄で奸かん

 計けい

 高く、人格障害さえ疑われた複雑な性格の信玄とは、明らかに違う。これから向かう道が、血のぬかるみであろうと、このお方に付いてゆこう──



　信長は、十六日、吉田城にほど近い牛久保城、十七日、野田城に入ったが、いずれも宿泊は、城外の寺院とする用心深さだ。



　十八日、夕刻、有海原に布陣した勝頼のもとに、母ほ

 衣ろ

 武者・菅沼次郎衛門が、駆け込んだ。

「申し上げます。織田勢二万余と徳川勢六千が、有海原に向かっておりましたが、急に針路を変え志多羅原に流れ込み始めました」

「…………」

　勝頼の横顔にふと水のように、よぎるものがあった。

　──岡崎の忍者によれば、敵は、土木工事の道具を携行しておらぬらしい。何故、東と西に丘陵がある狭い志多羅原に入ってゆくのであろうか……。信長は、長篠城の後詰に来てはみたものの、地理に疎うと

 く、手て

 立だ

 てを全く失って、一段と逼ひつ

 迫ぱく

 しておるやも……──

　勝頼は、三方ヶ原合戦にも従軍し、この近辺の地理は、熟知していた。志多羅原には、昔から、連吾川沿いに村落があり、小規模ながら稲作地帯であった。が、五年前、武田勢が侵入した時、家々には火を放ち、追い剥ぎをかけ、馬、女など乱取りにつかむという掠奪の限りを尽したので、この頃では、一面に葦あし

 の生い茂る荒れ地と化していた。



　木こ

 陰かげ

 に紫陽花あじさい

 が、ひっそりと重たい頭を垂れている。

　馬上の勝頼は、朱しゆ

 塗うるし

 塗ぬり

 萌もえ

 黄ぎ

 絲いと

 威おどし

 五枚胴具足を纏まと

 い、有海原を埋める将兵に眼を走らせていた。十年来、ずいぶんと馴な

 れてもいるはずだが、なお堪え難いむし暑さだ。肌着までもうぐっしょりと濡れている。

　くろずんだ樹林からおびただしい旗差物が起伏して近づいていた。鳶ノ巣山城には、武田信実を大将に千余。長篠城包囲には、小山田昌行、高坂昌澄率いる二千を張りつけ、一万九千余で信長との決戦に臨むのだ。そのうち馬場美濃守信春の率いる武田騎馬隊は三千。

　信春は、合戦の場数二十一度、感状を受けること九度、身に一創を受けたことのない戦上手の猛も

 者さ

 だ。

「お屋形様、お呼びでございますか」

　魚ぎよ

 鱗りん

 札ざね

 二枚胴具足の信春が、馬を寄せてきた。

「うむ。合戦の予定は、明後日、二十一日じゃ。今日は、全軍休養させ、野戦用の兵糧二日分を作らせよ。握りめしや干し飯いい

 を詰めた打うち

 違がい

 袋ぶくろ

 をな。合戦は、一いち

 日にち

 で決着をつける」

「畏まりました」

「物もの

 見み

 の情報をもとに、今宵、軍議を開くが、其そ

 方ち

 に前もって言うておこう。大雨なら、敵味方とも鉄砲が使えぬ。この場合、騎馬隊の突入で決着をつける」

「敵は、陣城を」

「うむ。志多羅原の西丘陵の麓にそって、柵を造っておるらしいが、長さが、二十町（約二・二キロ）では、道具もなければ、日数もない。役に立つ陣城の造成は、間にあわぬ。小雨か、晴れの場合の攻め方は、急造陣地の欠陥を突かねばならぬ。正面には、囮おとり

 の部隊で陽動作戦を仕掛け、敵の目を逸そ

 らせておいて、主力は、南に回り込み、高松山の南の平地から突入する。

　前面の敵が退の

 けば、味方は、山裾に沿って北上し、敵の鉄砲衆を横から潰してまわる。

　丘陵の陣城は、正面攻撃には、対応できるが、側面から内部に攻め入られると、二十町という長さが、命取りとなる。軍議の前に、皆に伝えておいてくれ」

「ははっ」

　信春は、勝頼の明めい

 敏びん

 な指示が、ひとつひとつ腑ふ

 に落ち、躰の芯が熱くなるのを覚おぼ

 えた。



　有海原から一里（約四キロ）離れた志多羅原。

　一面の葦原が、強い風に吹き倒され吹き倒されして、ざわざわと音を立てていた。

　──思索だけでは疲れる。普ふ

 請しん

 （土木工事）なら場ば

 立だ

 ちするしかない──

　信長は、早朝から、なりふり構わず馬の手た

 綱づな

 を握り疾駆し、三百メートル先の信玄台地に登った。眼前に雁峯山麓から南方へ褐かち

 色いろ

 （黒に近い紺色）の丘陵が、高松山古墳までうねうねと二十町（約二・二キロ）続いている。信長が、本陣とする弾正山山頂は、鬱うつ

 蒼そう

 とした樹々に隠れて全く見えない。

　──勝頼は、鳶ノ巣山に、短期間で野戦築城を行ったほどの男、頭脳明晰だ。馬止め柵に向かって正面から突入し、鉄砲でやられるような馬鹿はせぬ。目くらましの囮を使い、その隙に、高松山古墳の南の平地から突破し、わが戦線を一気に崩壊させるつもりだ──

　信長は、心の手を懐から出した。

　──よし、あの策でいこう──

　口許に悽絶な笑みを浮かべて、重苦しい空を見上げた。どす黒い雲の塊が、北へ北へと流れてゆく。

　──明日は、どしゃ降りになるぞ──

　信長は、水を飲もうとして、後の四し

 緒お

 手で

 に入れた竹筒に手を伸ばした瞬間、眼の端に黒影をとらえた。背後の原野を敵の騎馬武者三騎が、豊川に向かって疾駆している。

　──敵の物見か……。偵察の細作が全滅して情報が入らぬとみえる──

　にやりと白い歯をみせた。

　──勝負は、如何に勝頼を錯覚させるかだ。錯覚が最も強烈になるのは、本人が、それを、免れていると信じ込んでおるときだ──



　信長は、雁峯山の裾で、連吾川支流が入り込む防衛上の弱点には、水野信元に強固な土塁を作らせる。谷伝いの武田勢侵入を阻止するためだ。すぐ上の石座神社までの斜面には、切岸、土塁、空堀を三重にする。弾正山と呼ばれる丘陵を正面に見立てた陣地構築。林の中に空堀、土塁、空堀、土塁と二重の鉄砲衆用の塹ざん

 壕ごう

 を、一・四キロメートル先の高松山古墳まで蜿えん

 蜒えん

 と造成させた。丘陵の谷口は、敵の攻撃に晒さら

 されるので、空堀を二重、三重と念入りに作る。全長二キロメートルに及ぶ陣城は、ひとえに機動力のある武田勢を背後に回り込ませぬためには必要だ。三万余という人力は凄く、この壮大なる陣城を夕刻までに、ほぼ完成させた。

　信長は、土塁に沿って歩く。鉄砲衆が、ここに身を横たえ、拳こぶし

 下さが

 りに敵を狙えば、連吾川まで百メートルしかない。充分すぎる射程距離である。六匁玉から十匁玉なら最大射程距離は、五百メートル。有効射程なら二百メートルであった。信長が、用意した鉄砲千五百挺のうち、六匁玉筒千挺、十匁玉筒五百挺。百匁玉筒（大筒）も十挺ある。塹壕には、木の枝を組み上げ、上に桐とう

 油ゆ

 紙かみ

 子こ

 の合かつ

 羽ぱ

 をのせた屋根が作られていた。雨でも、鉄砲、火縄、盒ごう

 薬やく

 、起火薬（口薬）を濡らさぬ工夫で、信長の考案による。信長は、弾正山丘陵の切岸の下に、鉄砲衆の指揮者たちを集めた。佐さつ

 々さ

 内く

 蔵らの

 助すけ

 成政、前田又左衛門利家、福富平左衛門、塙はなわ

 九郎左衛門、野々村三十郎、徳山五兵衛、仁羽勘助らは、全身泥塗れである。

「鉄砲で狙うのは、敵の鉄砲衆と騎馬武者だ。竹を束ねた防御楯たて

 ・仕し

 寄より

 は、十匁玉で砕け散る。そのあと六匁玉で一人ひとり片付ける。騎馬武者は、馬だけを狙え。百匁筒の大音響が木こ

 霊だま

 すれば、臆病な馬は、それだけで狂奔して使いものになるまい。効果的に使え。此こ

 度たび

 は、戦線が長いゆえ、分業三人組玉薬込めはやらぬ。早はや

 盒ごう

 は、充分に用意してある。一人ひとり自由に放たせてみよ。どうせ、轟音の中、号令は、聞えはせぬ」

　黒影がひとつ、切岸を登ってきた。赤母ほ

 衣ろ

 衆・猪子内たく

 匠みの

 助すけ

 であった。

「申し上げます。只今、物見の者によれば、有海原の武田陣営から盛んに炊煙が立ちのぼり、明朝、出陣の用意と見受けられるとのことにござりまする」

「よし。物見の数を更に増やせ」

「ははっ」

　信長は、下唇を上唇にぐっと押し付けた。

　なお詳細な指図を成政らにしてから、斜面を猿ましら

 のように軽々と登り、弾正山頂に向かう。

　──敵の陣容は、全て把握できた。鳶ノ巣山城に千、大将は武田信実。長篠城監視には、二千、大将・小山田昌行。勝頼の本軍は、兵一万九千、うち騎馬武者三千、鉄砲六百五十挺、弓衆千、長槍九千、持槍（短槍）三千……といったところだ。勝頼の動きを観み

 れば、こちらの詳細は、全く解ってはおらぬようだ。敵、味方、ほぼ同数と推測して、もう明日には、行動開始ときた……。こちらの詳細を把握しておれば、急ぎ、甲斐から増援させるはずだが……──

　信長は、三河に入ってからは、徹底して偽装工作に心を配っていた。行軍では、軍勢を小軍団ずつに分け、違う街道を進み、速度も時間差をつけ、半分は志多羅原の丘陵に直進、残りは、これみよがしに、有海原を迂回させ、敵に姿を晒した。

　その夜、信長は、弾正山本陣に諸将を集め、陣立てを細かく指図した。

　左翼の大宮前地区には、信長がひそかに疑念を抱く佐久間信盛、水野信元。中央軍には、滝川一益、羽柴秀吉、丹羽長秀など。右翼の川路、竹広地区は、平地で激戦を予想されるところだ。信長は、さらりと、

「ここは、徳川殿にお願い致すしかあるまい。背後の御堂山付近には、織田の騎馬武者二千を待機させ援護つかまつる。合戦前夜、わが山岳軍団四千が、川を渡って深山を迂回し、鳶ノ巣山城を奇襲いたすが、戦上手の酒井忠次ら五百余の与よ

 力りき

 をお願い申す」

　有無を言わさぬ強い語気の信長に、家康は、ただ頷くしかなかった。

　信長は、“家康謀反”の芽を完全に摘つ

 み取ったのだ。信長は、心の底で印いん

 契げい

 を結ぶ。

　──頼みの酒井忠次が抜けては、残りの大久保忠世、榊原康政、本多忠勝、石川数正らでは、徳川勢をまとめきれぬ。家康も謀反の仕様があるまい……──

　軍議とはいえ蕭しよう

 殺さつ

 の大気は、男たちの黒い跫あし

 音を吸い込んでいった。



　二十日、辰たつ

 の刻こく

 （午前八時）。

　有海原に地鳴りのような物音が起伏していた。剽ひよう

 悍かん

 無類の勇名をとどろかせた武田騎馬隊三千に続いて長柄衆、短槍衆、弓衆、鉄砲衆が堂々と進んでゆく。主軍の大将、武田勝頼の前には、二ふた

 流ながれ

 の軍旗が、[image: 〓]
 ひるがえ

 っている。

　ともに緋絹に金箔文字の「諏す

 方わ

 南宮上下大明神」と「南無諏方南宮法ほつ

 性しよう

 上下大明神」だ。すぐ後方には、紺地に金箔の押し文字の孫子の旗と白地に武田菱を染め抜いた旗七流が、むし暑い風にゆれている。

　先頭の旌せい

 旗き

 が、信玄台地に近づいた頃、遠くで鳴る雷の音が響いたと思うと、ぱらぱらと大粒の雨が降ってきた。

「御み

 旗はた

 を濡らすでないっ！」

　勝頼の烈声がとぶ。うろたえ右往左往する旗持ちの足軽たち。見み

 兼か

 ねた宿将の山県昌景と馬場信春は、引きかえし馬から跳び降り、三流の軍旗を手て

 際ぎわ

 よく畳み、着ていた桐油紙子の合羽でつつむ。

　冑の眉ま

 庇びさし

 の奥、勝頼は目を瞬しばたた

 く。いいようのない自己嫌悪が、彼の背すじを、うじ虫のように這いまわる。

　──端はし

 たない言葉をつい発してしもうた。旗が、濡れたらどうだというのだ。この様な軽かる

 口くち

 こそ家来にうとんじられるもと……──

　苛いら

 立だ

 ちが、湯気のように勝頼の頬をほてらせる。二人の老将は、勝頼に黙礼して、さっと馬上の人となり、お互い目め

 配くば

 せした。

　──お屋形様は、もう合戦に入にゆう

 魂こん

 しておわす──

　合戦の修羅場で恐怖を知らない壮絶な戦いぶりで知られる二人だが、振り返る本陣に[image: 〓]
 る神々しい御旗を見て、幾度、勇気をふるい立たせたことか。歴戦の勇者にしか解らない感情であった。前夜、大通寺山の泉に集った宿将たちは、口々に勝頼の資質を讚え、その後うしろ

 楯だて

 となることを誓った。

「確たる足場を持たないお屋形様を後あと

 押お

 しし、この戦いくさ

 の勝利のために、御馬前で華々しく討うち

 死じに

 しよう」と泉の水を馬うま

 柄び

 杓しやく

 でくみかわし、別れの盃さかずき

 とした。



　やがて、豪雨が、音を立てて降りそそぐ中、武田勢は、粛々と台地を越え、志多羅原に展開し始めた。風が唸る。竹林は、前後左右に激しく震ゆ

 れた。篠しの

 突つ

 く雨の中、本陣に予定した台地に馬を止めた勝頼は、敵の丘陵を慎重に窺うかが

 う。雨で鎧の革紐が、きつくしまって痛い。冑の吹丶

 返丶

 し丶

 や、障子板から雨水が、どんどん流れ込み、錦の鎧よろい

 直ひた

 垂たれ

 、大おお

 口ぐち

 袴ばかま

 は、ぐっしょりと重い。馬から下りて動くたび、ぴちゃぴちゃと鳴って気き

 色しよく

 が悪い。いくら眼を凝らしてみても、銀ぎん

 鼠ねず

 の雨の幕は厚く、全く視界は利かない。この勢いの雨では、通常、視界は、四十メートルであり、三百メートル先の丘陵や麓に立てられている筈の馬止め柵や空堀など、朧おぼろ

 気げ

 にさえ見えない。空も暗く、何ど

 処こ

 を見ても果てがつかない。

　見丶

 え丶

 ぬ丶

 風丶

 景丶

 を凝視する勝頼。腹の底から瞋いか

 りが込み上げてくる。

　──これでは、手のほどこし様がない──

　馬蹄の響きが、近づいてくる。水幕の中から、鉄黒漆うるし

 塗ぬり

 阿あ

 古こ

 蛇だ

 形なり

 兜かぶと

 、色いろ

 々いろ

 威おどし

 腹はら

 巻まき

 の騎馬武者が現われた。白い飛沫しぶき

 の中、兜を脱いで蹲そん

 踞きよ

 した。山県昌景であった。

「敵は、雁峯山麓から高松山古墳辺りまで山麓に馬止めの柵を並べておりまするが、長さ一町（六十間、約百九メートル）のものを十間（約十八メートル）間隔で立ててあるのみにござりまする」

「…………」

　意外な報告に、勝頼は、口をあんぐりと開けている。

「空堀は、ずっと連続しておりまするが、深さは、一間（約一・八メートル）あるかないかの浅さで、薬や

 研げん

 堀ぼり

 ではありませぬ」

「囮おとり

 だ」

　勝頼はさらりと言った。昌景は腑ふ

 に落ちる。

「お屋形の深謀、恐れいりました。軍議での仰おお

 せの通りに、陣立て致しまする。左翼の内藤昌豊の陣の近くに荒れ寺がござりますれば、これより、お屋形様をご案内申し上げまする。今宵は、ごゆるりと……」

　蹲踞の姿勢から立ち上った昌景の左膝に激しい激痛が走った。絶え間ない合戦活動に伴う疲労の蓄積と加齢が、宿将たちに体調不良をもたらし、死への誘惑に駆り立てていた。



　その頃、信長は、弾正山にほど近い石いわ

 座くら

 神社の裏手にある掘ほつ

 立たて

 小屋にいた。入口に、信長の綾あや

 藺い

 笠がさ

 と蓑みの

 が掛けてある。さっきまで、信長は、これを用いた田でん

 楽がく

 法ほう

 師し

 姿で、雨の丘陵を駆け回っていたのだ。土間には、藁わら

 が敷き詰めてある。奥の段上に一領の黒い南なん

 蛮ばん

 胴どう

 具ぐ

 足そく

 があるのが異様だ。前後の胴が、各一枚の鉄板で作られている。正面の胸から腹にかけて盛り上り鎬しのぎ

 があり、腕の部分は、直接ひねり返して縄目状の文様がある。この南蛮胴は、信長が、伴天連・ルイス・フロイスから贈られたものが、大きいうえに重量が十キログラムと重かったので、美濃の甲冑師に命じて改良させた和丶

 製丶

 南蛮胴だ。特徴は、発はつ

 手て

 （胴の下端）が、Ｖ字ではなく平らになっている。しかも軽量だ。土間には、奇襲部隊を率いる五人の武将が、緊張した顔で詰めている。金森五郎八、佐藤六左衛門、青山新七、賀藤市左衛門と家康の家臣・酒井忠次。

　信長の低いが、よく透る声。

「奇襲は、難なん

 儀ぎ

 なものよ。忍んで敵に近寄っても、攻め掛かる時刻が、早すぎると、敵が退路を断たれることを防ごうと行動を起こす。敵には、志多羅原での合戦に専念してもらわねばならぬ。よって、彼我の合戦が始まってから一刻（二時間）後に、鳶ノ巣山城を襲うようにせよ。急せ

 いてはならぬ。鳶ノ巣山城を陥したら、次は、長篠城と呼応して、篠場野の敵の包囲勢を叩け。さすれば、武田勢の退路を断てる。出発は、今宵、子ね

 の下げ

 刻こく

 （午前一時）。酒井殿は、五百余で、殿しん

 軍がり

 を勤つと

 めてもらいたい」

「畏まりました」

　歴戦の酒井忠次は、思わず嘆息をもらした。

　海み

 松る

 丸文様の水すい

 干かん

 姿の信長は、さらりと、

「風も収まった。やがて雨も止む。明日は、晴れて鉄砲が使えるぞ」

　信長の駆動源は、直丶

 感丶

 であった。



　煤すす

 竹だけ

 色の空が動き、風は冷たい。「孫子の旗」の[image: 〓]
 る音が、勝頼の耳じ

 朶だ

 を打つ。昨夜、熟睡できなかった勝頼は、躰が、鉛の様に重い。黯くろ

 い樹冠で雀がちゅくちゅくと囀さえず

 り始めた。木の下影に風が立ち、薄明の光が、僅かに差込み、ゆるやかな風の曲線が、憔しよう

 悴すい

 した両肩を吹き抜ける。落らく

 魄はく

 した五体に精気が加速する。風景の中の小鳥が、斜めに墜お

 ちてゆく。

　突然、地の底から湧き出るように陣じん

 鉦がね

 、法ほ

 螺ら

 貝がい

 が鳴りたて、夥しい馬蹄の響きが、大地を震わせた。馬廻衆・平井五兵衛が、

「申し上げます。敵勢が、雁峯山麓から高松山麓まで、木柵の内に布陣しております。総勢一万五千余かと……」

「なんと……信長め狂ったかっ！　狭い志多羅原で……刺し違ちが

 えるつもりかっ！」

　──これでは、陽動作戦はとれぬっ！──

　慥たし

 かな足どりが、草木を戦そよ

 がすように、身内に嫋そよ

 ぐものを振り捨てる。

　勝頼は顔を茜あかね

 に染め、馬に飛び乗った。眉まゆ

 揚あ

 がり、眼光鋭く、馬場信春に、

「二の型かた

 ぞっ！」

「畏まって候そうろう

 」

　信春は、精悍な顔で頷き、丘を駆け下ってゆく。「二の型」とは、右翼に馬場信春、土屋昌続、穴山梅雪、一条信竜らの五千。中央は、武田信豊、小幡信貞、武田信廉の五千。左翼に内藤昌豊、原昌胤、山県昌景らの精せい

 兵びよう

 五千。総予備勢として、武田勝頼の本陣四千余であった。足軽にいたるまで朱色の合い験じるし

 、山丶

 と川丶

 の合い言葉で統一されていた。乗馬の者は、すべて甲かぶと

 、咽のど

 輪わ

 、手て

 蓋こう

 、面めん

 頬ぽう

 当あて

 、脛すね

 楯だて

 に差物を着けている。足軽は、さすがに手蓋と咽輪は着てはいるが、甲かぶと

 を着けている者は半数に満たない。身分は武士だが、実際上の生活は農民であった。

　重い雲が、一重ずつ剥げて、雲の切れ間から蒼空が見えてきた。尖とが

 った太陽が、昇り始め、地の肌から湯気が立ち上る。　[image: 〓]
 のうまくさんまんだ　ばさらだんせん　だまからしゃだそわたや　うんたらたかんまん
 　信長は、外げ

 縛ばく

 印いん

 を結び、真言を唱えながら彼方かなた

 の丘陵、幟のぼり

 が林立する敵本陣に鋼はがね

 のように鋭い眼光を放射する。

　──四郎（勝頼のこと）。此こ

 処こ

 は、川中島ぞ。四郎は、妻女山の頂上に立つ上杉謙信公。怨敵・武田信玄が、啄木鳥きつつき

 の戦法に出たら、敵本陣に斬り込み、勇名を天下に轟かせよっ！──



「ええっ！　とうっ！　ええっ！」

　身の毛もよだつ武者押しの「曳えい

 声ごえ

 」。武田勢の鯨げい

 波は

 だけが天を圧し、周囲の山に[image: 〓]
 こだま

 した。仕寄（防御楯）が押し出し、鉄砲衆、弓衆に続いて長柄衆が、志多羅原の葦を踏みしだく。

　空に重く蠢うごめ

 いていた黒雲が、北に流れ、眩しい陽ひ

 射ざ

 しが、草原にかっと照りつけた。軍団は、「掛れば退の

 き、退の

 けば引き付け」の命令通り、じりじりと極端に進み方がのろい。

「えいっ！　おう！　えいっ！　おう！」

　鬨とき

 が変る。連吾川まであと一町（約百九メートル）だ。湿地には、旗差物が押し合って動き、蟻あり

 の群れのような人影で隙間もない。しかし、黝くろ

 々ぐろ

 と横たわる森を背にして、織田、徳川勢は、雷に打たれたように、ぴたりと動きはない。鯨波も法螺貝もなく、しんと静まり返っていた。虚こ

 空くう

 には、髑どく

 髏ろ

 が転がって、空気は血のように鎔と

 けて息苦しい。

　と、武田勢の右翼から、鉄朱しゆ

 漆うるし

 塗ぬり

 桶おけ

 側がわ

 二枚胴具足の騎馬武者が、とび出し、連吾側沿いに疾駆し始めた。背の差物は、紺地に金箔で上向きの蜈蚣むかで

 を押したものだ。織田方の木柵から突き出された鉄砲の筒先が、一斉に騎馬武者に向けられ動き、照準を合わせている。まさに至近距離であり、誰の眼にも、武者が、襤ぼ

 褸ろ

 切き

 れのようになって落馬するのでは、と思われた。織田方の鉄砲は、不気味に沈黙している。武者は、全軍の進撃を押し止とど

 めようとしたのだ。粛々として前に傾き進んでいた軍旗が、乱れ動き、左右にゆれる。ついに前進は止まり、両軍は、連吾川を挟んで、対峙した。武田勢の鉄砲衆は、ずらりと並べた掻かい

 楯だて

 の陰に身を潜め、川向こう木柵に拠よ

 る織田鉄砲衆に筒（銃身）の先目立（照星）を向け、息を殺している。横田甚じん

 右え

 衛も

 門ん

 ら弓衆は、割わり

 膝ひざ

 で弓ゆん

 手で

 を躰にそえ、殺傷力の強い「ゆる鏃やじり

 」は、まだ矢箱の中。後方の軍団は、叢くさむら

 に身を伏せ、兵糧を頬張り、竹筒の水を飲んでいた。勇猛な騎馬軍団はと見れば、それより一町（約百九メートル）離れた丘陵の麓にいる。丘陵には、空堀、土塁が二段に造られ、百余の鉄砲衆が、本陣を護っていた。これは、もう完全な戦線膠こう

 着ちやく

 状態だ。

　遠くで雷鳴がした。

　信長は、自分が考案した和製南蛮胴具足を着け、崖の上から、武田勢の全容を俯ふ

 瞰かん

 していた。黒の小袖と袴に、亀きつ

 甲こう

 金がね

 や鎖を家いえ

 地じ

 に縫い込んだ鎖帷かた

 子びら

 、篠しの

 脛すね

 当あて

 、鉄てつ

 籠ご

 手て

 、鎖鉢巻……黒武者である。

　──やるしかないっ！──

　ぶるっと身震いする。大きく息を吐き、一気に樹間を縫って駆け下り、木柵の前に出た。信長の肌着は、もうぐっしょりと汗に濡れ、胴震いを押えきれないほどに、躰が冷えていた。信長は、百匁大筒に発射薬と弾丸を装填して、銃床の芝しば

 引ひき

 を、トンと地面に打ちつけた。こうすれば、[image: 〓]
 杖かるか

 を突くのと同じになる。火蓋を切り、ゆっくりと砲身を降おろ

 してゆく。大きく股を開き、腰だめに構えた。腰こし

 放はな

 ちだ。これでは、殆ほとん

 ど、勘丶

 だけが頼りとなる。眼前に展開する敵の軍勢には、目もくれず、遥か二百七十メートル先に夥しい幟のぼり

 が林立する台地・勝頼本陣に眼を凝こ

 らす。

　ぐわーん。

　耳もつぶれるほどの轟音。弾丸は、本陣下の土塁に命中したあと、塹壕の中を跳ねまわり、敵鉄砲足軽数名を[image: 〓]
 ち倒した。反応の物凄かったのは馬だ。突然がっと竿立ちして、背の朱武者を転落させ、そこら中、狂奔して手がつけられない。

　どっと湧き起る織田勢の歓声。それも瞬く間に掻き消す百匁玉筒の斉射が始まった。

　ぐわーん、ごおーん、ごおーん。

　落雷のような大音響が、大地を震わした。

　渦巻く硝煙の中、武田方の銃口も轟然と火を噴く。仁王立ちの信長の足元から木柵にかけて、ぶちっぶちっと土つち

 塊くれ

 が跳ねとんだ。信長は、さっと竹束の陰に入り、隙間から眼を凝らす。煙が染し

 みて痛い。

　──二匁玉筒か……鳥銃ぶりだな。四百挺はある……──

　片頬歪ゆが

 めてあざ笑う。と、弾丸箱を背負って駆け寄ってきた近習・今野監けん

 物もつ

 が、急に立ち止り、躰をくの字に折って、頭を地面に打ちつけた。

「監物！　どうしたっ!!
 」

　怒声に似た声が、あちこちからとぶ。頸筋が大きく抉えぐ

 られた監物は、噴出する鮮血の中、ぴくりとも動かない。悪鬼の形相となった信長は、佐々成政に、

「竹束を前に出せっ。ぎりぎり川際ぎわ

 までだ。銃声が止んだら、敵の長柄が来る。川を渡すなっ！　時を稼げっ！」

　歯を剥き出した信長は、丘の斜面を登ってゆく。成政の怒号で、竹束の列が、ずらりと川端に並び、十匁筒が、火を噴いた。

　ずずーん、ずずーん。

　敵の掻かい

 楯だて

 や仕寄が、粉こな

 微み

 塵じん

 に吹き飛び、敵兵の肉塊らしきものが降ってきた。原野には、濛もう

 々もう

 たる硝煙の幕が、立ち込める中、彼我の長柄衆の槍やり

 衾ぶすま

 が、川を挟んで一進一退をくり返す。陽射しを受けてぎらぎら輝く光の波がうねる。目め

 眩くるめ

 く根の国魂こん

 魄ぱく

 の燃焼。

　崖の上で、敵陣を俯ふ

 瞰かん

 しながら、矢や

 継つ

 ぎ早ばや

 に指図する信長。命令を受けた近習は脱だつ

 兎と

 の如くに各陣地へと走り去る。

「平へい

 左ざ

 、百匁筒を全て、徳川勢を見下ろす土塁に移せ」

「ははっ」

　鉄砲奉行を務める福富平左衛門秀勝は、白い歯をみせる。

　──いよいよだな──

　と、叢から忍び出た黒い影。秀勝は、咄嗟に信長の脇を固めて、腰をおとした。

「何者ぞっ！」

　手細に四よ

 幅の

 袴ばかま

 をはき、左手に籠こ

 手て

 、脛巾はばき

 をはき、仙そま

 人びと

 然とした男は、跪ひざまず

 き、

「簗田広正様の手の者・甚内と申しまする。巳み

 の刻こく

 （午前十時）、鳶ノ巣山城主、武田信のぶ

 実ざね

 を討取り、城を奪取いたしました。お味方は、長篠城包囲の敵を追い、城内に合流いたしました」

　一瞬、双眸をかっと瞠みひら

 いた信長は、ややあって、深く頷き、腰から抜いた金粒入りの革袋を甚内の掌に握らせ、低い声で、

「其そ

 方ち

 にもうひと働きしてもらいたい。直ちに敵本陣に参り、武田勝頼殿に、このことを注進せよ。寝返った細作とでも申せばよい」

「…………」

　ぎょっとして目を大きく見開いた甚内は、すとんと腰をおとした。が、信長にぐっと見据えられると弾かれたように跳び起きて、再び叢に消えた。

　信長は、凜然と言いい

 放はな

 った。

「落お

 ち潮しお

 じゃっ！」

　てぐすねひいて待っていた馬廻衆は、伝騎となって各陣地へと走り出す。「落ち潮」は、最初は遮しや

 二に

 無む

 二に

 攻めたて押しまくり、敵が、態勢を立て直し反撃に移ったのを見み

 透す

 かし、今度は、総退却するというもの。味方は、逃げて斜面を駆け上り、本軍に合流。追ってくる敵は、土塁に伏せた鉄砲衆、弓衆が、撃滅するという戦術だ。



　むんむんと噪わめ

 く暑さの中、連吾川を越えた織田方の槍衾は、どっと敵陣に肉迫する。凄絶な戦い振りである。眩しい陽射しが草原にかっと照りつけた。刀槍の打撃、叫喚と悶絶。その時、敵の法螺貝が、「大丶

 大丶

 大丶

 大丶

 」と鳴り立てると、敵の後続の大軍が、小山の竜たつ

 口くち

 から吐き出され、再び押し出してきた。

「危いっ！　退けいっ!!
 　落丶

 ち丶

 潮丶

 じゃあっ!!
 」

　黒漆塗五枚胴具足の滝川一益は、退の

 き合図の鉦かね

 を打ち鳴らした。さっと踵きびす

 を返した織田勢は、死にもの狂いで逃げ始める。敵は、あとからあとから津波のように押し寄せてきた。血ち

 腥なまぐさ

 い風に武田勢の押し太鼓が響く。奔流となった武田勢は、織田方の殿軍しんがり

 を次々に、呑み込み始める。悲鳴と叫喚が、木こ

 霊だま

 する。

　ようやく山麓にまで辿り着いた織田将兵は、恐怖で逃げ惑い、斜面を這は

 い上る。

「おりゃっ！」

　武田の勇将・横田備中は、馬上、槍を振いながら逃げる敵を餌え

 食じき

 にする。



　台地上の勝頼本陣。「孫子の旗」が[image: 〓]
 っていた。紺地に金箔の押し文字で、

疾如風徐如林侵
 掠如火不動如山
 （疾と

 きこと風の如ごと

 く　其その

 徐しずか

 なること林の如し　侵おか

 し掠かす

 めること火の如く　動うごか

 ざること山の如し）
 　この言葉は、『孫子』軍争篇第七にある言葉である。



「なんと……鳶ノ巣が陥お

 ち、信実が自刃したとな」

　やや斜視気味の勝頼の目が、つり上った。

　──全山、砦と化した普請は、並大抵ではなかった……二、三千では、手に負えぬ筈。信長は、相当の数の軍兵をこれに当てたに違いない。一万か……。となれば、眼前の織田勢は、総数一万そこそこか……──

　勝頼の脳裏に、謙信、信玄の一騎打ちのあった川中島合戦が浮んだ。

　──大軍を擁したあの男（信玄のこと）は、一万余の軍兵を使って“啄木鳥きつつき

 の戦法”を用いた。今日の信長と瓜二つ。謙信は、すべて承知の上で、委細構わず突入した──

　勝頼の脳は、先に与えられた情報はすんなり受け取り、その上で精緻な作戦を組立てるが、後から入ってきたこの「退路を断たれた」という情報には抵抗を示す性質があった。頑迷なのだ。

　全てのものが、じりじりと蒸され、大地は暑苦しさに喘いでいる。勝頼が俯瞰する平原には、「大大大大」と武田勢の押太鼓のみが鳴り響き、無数の差物、馬印が連吾川を渡って織田勢を追い詰めてゆく。

　──甲州兵は、強いっ！──

　大きく頷いた勝頼は、泰然と床几に腰を下ろし、毫ごう

 もみだれる色はない。

　──いよいよ信長にとどめをさすか──

　勝頼の太い眉が、ぴくっと動き、さっと床几を立つと、武田信豊をまねき、

「三の型ぞっ！」

「ははっ！」

　母衣武者が馬にとび乗り、右翼、中央、左翼への伝騎となって丘を駆け降りてゆく。



　その頃、西の丘陵の麓では、凄まじい乱闘と殺さつ

 戮りく

 が展開していた。血塗られた槍を上段に構え、勝ち誇る武田朱武者は、続々と斜面を上り始めた。低い土塁が行く手を遮る。武田兵が、すぐ間近に迫ったその時。

　ずだーん、ががーん、ずだーん。

　急きゆう

 霰さん

 の射撃。肝きも

 がつぶれる轟音。煙硝が立ち込め、視界は全くきかない、長槍衆の喊声が、はたと消えたが、続く短槍衆が、前のめりに土塁に取り付く。すぐ上の切岸から鉄砲の斉射が襲う。悲鳴と泣き声が湧き起こった。首、胴、腹に銃弾をうけ襤ぼ

 褸ろ

 に千切れた胴体。号泣しながら態勢をたて直した軍兵は、女のようにくねくねと嬌し

 態な

 をつくり、膝をつく。動かない。聞えるのは、連射の銃声のみ。寄手は、瞬間に屍体と化す。全戦線に展開した織田方千五百挺の鉄砲が、火を噴く度に、武田方の生命いのち

 の磁石は、西を指す。



「敵の左翼が、痺しび

 れを切らせて動き出したぞっ。丘の上の全軍に告げよ。狼煙のろし

 が上ったら総攻撃だっ！」

　よく透る信長の大だい

 音おん

 声じよう

 。眼下の平原に無数の差物、馬印がうごめいて、地鳴りのような物音が、川路、竹広から弾正山南麓の徳川の陣地へとじりじり詰め始めている。敵の左翼・内藤昌豊、山県昌景、小幡信貞は、徳川の内応を期待して、それまで全く攻撃の気配をみせず、不気味に対峙し、戦機を窺っていたのだ。後方で満を持じ

 していた三千の騎馬隊、まだ無傷の右翼隊、中央隊が、続々と南下してきた。勝頼の「三の型」だ。勝頼本陣を護っていた鉄砲衆も土塁から離れ、竹広に向かって走る。

　魑ち

 魅み

 魍もう

 魎りよう

 の声なき絶叫とぶ酷暑である。いかにも手薄な徳川陣地の木柵に向かって、敵の大群が、奔流となって押し出してきた。旗差物は押し合って動き、馬印が揺れる。敵味方の鉄砲が、火を噴く。白雷の閃光。悲鳴と叫喚が、硝煙の中で交錯した。木柵は、もろくも引き倒され、あっという間に白兵戦となった。乱闘と殺戮が展開してゆく。湿地に黯くろ

 々ぐろ

 と拡がる熱い血の論理。雄お

 叫たけ

 び、刀槍の打撃。大混乱の中へ、真まん

 丸まる

 になった武田騎馬隊が突入し、蹴り殺し、斬り殺し、累るい

 々るい

 たる屍体の山をつくる。徳川勢は、脆もろ

 くも総崩れとなり、足軽は、恐怖で逃げ惑う。

「勝ったぞっ！　ゆけっ！　ゆけいっ！」

　赤装束の小幡一党、黒装束の武田信兼隊は、山麓の織田鉄砲隊の土塁を横掛りに乗り入れ蹂じゆう

 躙りん

 する。

「お屋形様、勝ちましたぞおっ！」

　白しろ

 覆ふく

 輪りん

 の鞍くら

 を置いた月毛の馬を躍らした山県三郎兵衛尉昌景は、身を震わせる。武田の名高い御お

 諏す

 訪わ

 太鼓が、打ち鳴らされた。

「糞っ！」

　一段高い土塁上で、歯を喰いしばった佐々成政は、

「敵の騎馬武者のみ狙え！　放てっ！」

　味方の銃口は、武田騎馬隊のみを狙い澄ます。しかし、敵味方が、入り乱れる混こん

 沌とん

 では銃手は迷うばかり。

　その時だ。ぎらぎらした日光の漲みなぎ

 り[image: 〓]
 れる空に、狼煙が、垂直に上ってゆく。徳川家康本陣の背後、御堂山麓に待機していた織田騎馬隊二千は、堰せき

 を切ったように馬に鞭むち

 当て、武田騎馬隊に向かって疾駆。それを見た山県昌景の叱しつ

 咤た

 がとぶ。

「車くるま

 懸がか

 りぞっ！」

　昌景は、巧みな手綱捌きで馬を御し、敵前で右廻りに疾駆して騎馬隊を指揮、くり返し攻撃の態勢をつくる。

「はいよおぉ！」

　織田騎馬隊の先頭に立つ黒甲冑の面めん

 頬ぽう

 武者が、昌景めがけて殺到してきた。昌景は、相手の細かい動作を見極め、左足で鐙あぶみ

 を前方に踏ん張る。右足は逆に、後方に蹴り出し腰をしっかりと固める。風を巻いて襲い掛ってきた敵は、鐙を踏んで馬上仁王立ち。上段から槍の鋒きつさき

 を昌景の喉元を狙い拈ひね

 り突く。カーンと乾いた金属音が木霊した。白昼夢か。槍は、けら首から折れ、穂先はキラキラと光りながら宙を舞った。面頬武者は、悶絶し泥濘に叩き落された。昌景の太刀が、キラリと宙を指す。

「おりゃあっ！」

　莞爾とする昌景。次の瞬間、唸って飛来した鉄砲玉が頸を貫き、阿あ

 古こ

 蛇だ

 形なり

 の兜もろとも昌景の頭部は吹きとび、鮮血の霧が覆う。甲州勢きっての戦いくさ

 上じよう

 手ず

 ・山県昌景、享きよう

 年ねん

 四十七歳であった。



　頭上から照りつける烈日に冑も灼や

 ける午うま

 の刻こく

 （正午）、信長は、馬を柳田に進め、頤あご

 をひきしめ前方を睨む。休養充分の織田勢が、丘を下り、奔流のように原野を埋めてゆく。天地も震しん

 撼かん

 せよと鬨の声をあげ、法螺貝、太鼓をうち鳴らす。疲労が極限に達している筈の武田勢は、全軍を台地の麓に集め、旌せい

 旗き

 を押し立て、喊かん

 声せい

 をあげながら、凄すさ

 まじい勢いで斬り込んできた。織田勢の先鋒は、もろくも崩れ立ち、どっと後退する。

「…………」

　ふと眉を顰ひそ

 める信長は、眼を疑った。上空にどこからともなく、おびただしい数の怪け

 鳥ちよう

 が現われたのだ。大きな青黒い鳥で翅はね

 が広い。修羅場の轟音は、みるみる遠ざかり、信長は何も聞えなくなった。時の流れも止まる。

　──怨おん

 霊りよう

 か……──

　敵味方の将兵の頭上にゆらゆらと靄もや

 がかかる。

　──皆、無念の涙をのみながら怨みの炎に身を焦がしておる。活いき

 ながら黄よ

 泉み

 に陥おちい

 って……。この現実が観み

 えず、天丶

 下丶

 布丶

 武丶

 を唱とな

 えるなど、妄想に近い。天下布武が成った暁あかつき

 でも、人々の欲望と恐怖に突き動かされた妄想は、この国を破綻させるであろう。この闇の深さを見すえねばならない時に来ておる──



　台地の上、勝頼の本陣。

　使者・馬場民みん

 部ぶの

 少しよう

 輔ゆう

 昌まさ

 房ふさ

 が、馬からとびおり折おり

 敷しき

 の姿。

「父・美濃守の口上、申し上げまする。お屋形様には、小松ヶ瀬から武節の城へ、お移り遊ばし、甲斐に御帰還なされますよう伏してお願い申し上げます」

　勝頼の返事はない。口を真一文字に結んで眼下の戦場を睨みつけている。左右の馬廻衆三百余は、顔を伏せ、咳しわぶき

 ひとつない。ただ、緋色に金箔の一行書き「南無諏方南宮法性上下大明神」の軍旗がはためく音だけが聞えてくる。



　未ひつじ

 の刻こく

 （午後二時）。志多羅原の狭い戦場は、敵味方の判別もつかぬ屍体で埋め尽され、葦原は血に染っていた。武田勢は、戦意失う

 せ、肩を落して退の

 いてゆく。僅か百騎を率いた馬場信春は、出沢の丘の上に馬を止め、勝頼の馬印が、馬廻衆に守られてだんだん遠ざかってゆくのを見届けるや、大だい

 音おん

 声じよう

 。

「武田四郎勝頼が家臣・馬場美濃守信春、織田信長殿に見参っ！」

　鮮さ

 緑みどり

 の小高い丘の上に騎馬武者が、透す

 かし絵のように浮かんでいた。巧みな手綱さばきで栗毛の馬を右回りに輪乗りして調子を計っている。やがて、頃やよしと、馬上で朱槍をぐいと翳かざ

 した。全身を覆い鱗うろこ

 状の小こ

 札ざね

 の異様さが見る者を圧する。信春は、槍を扱しご

 いた。

「いやあっ！」

　怒声と共に、信春は、脇目もふらず疾駆する。手て

 薬ぐす

 煉ね

 ひく槍衾の真っ只中へ。信長は、白昼夢のような光景に息を呑む。信春の白栗毛の馬は、激しく嘶いなな

 き竿さお

 立だ

 ちした。一瞬、音もなく崩壊する華麗なる時間。

「死ぬために引き返したか……。境さかい

 目め

 をさらりと越えて行きおったな」

　信長の胸に熱いものが込み上げてきた。馬場美濃守信春、享年六十二歳であった。この合戦で悲惨だったのは、武田勢の宿将、老臣のほとんどが討死したことだ。馬場信春はじめ、山県昌景、原はら

 隼はや

 人との

 正しよう

 昌まさ

 胤たね

 、内藤昌豊、土屋昌続、高坂昌澄、望月義勝、真田信綱、横田備中、小幡信貞……。勝頼は、黒瀬から小松ヶ瀬を渡り、菅沼刑部定吉の武節の城を経て甲府に逃げ帰った。

　信長は、追撃戦を主張する滝川一益、羽柴秀吉らの進言を膠にべ

 もなく拒絶して、全軍を志多羅原に集めた。

　黝くろ

 々ぐろ

 と横たわる西の山稜は、黄こ

 金がね

 色に際きわ

 立だ

 ち、その遥か上空の雲は、赤から薄うす

 紅べに

 、更に鈍にび

 色へと複雑な色相に塗り分けられている。

　信長に勝利の喜びはなく、ゆるやかな風が、憔悴し両肩を吹き抜ける。多くの人命を失った罪ざい

 障しよう

 の焔ほのお

 が身を灼や

 く。

　──「味方の一人も破は

 損そん

 せざる様に」などと豪語したのが、恥ずかしい。戦死者は、武田方七千余に対し、味方が六千余とは……。不利な状況にあって、武田勢は、見事であった。四郎は、戦丶

 略丶

 での失敗を、戦丶

 術丶

 で取り返せなかったといえよう。人は、みな、欲望で動いておる。この男（四郎勝頼）についておれば、いずれ食えなくなると思えば、家臣の中に裏切りがぞろぞろ出てくる。四郎は、そのまま捨て置けば、いずれ自滅する──

　軈やが

 て、黄金の冠は、その色を段々と薄めながら上へ上へと拡がり始める。まさに武田家の絢けん

 爛らん

 なる落日である。入れ替り、上空の雲は、山やま

 際ぎわ

 に沈み込み、今度は、赫々と燃え立つ。

　信長は、軍勢を総動員して敵味方を区別せず戦死者の屍体を丘の麓に、丁重に埋葬させた。

[image: 〓]
 身を観ずれば水の泡　消えぬる後は人もなし　命を思えば月の影　出いで

 入いる

 息にぞとどまらぬ　人天善所の質かたち

 をばおしめども　みなたもたれず　地獄鬼畜のくるしみは　いとえども又受けやすく……


　二十三日夜、志多羅原では、護ご

 摩ま

 木ぎ

 が山と積まれ、火がともされた。鎮魂の大護摩である。


我が

 昔じやく

 所しよ

 造ぞう

 諸しよ

 悪あく

 業ごう

 　皆かい

 由ゆ

 無む

 始し

 貪どん

 瞋しん

 癡じ


 
従しよう

 身しん

 語ご

 意い

 之し

 所しよ

 生じよう

 　一いつ

 切さい

 我が

 今こん

 皆かい

 懺ざん

 悔げ


 　大導師が信長の叱咤につれて、牛ご

 王おう

 杖づえ

 の打撃、乱らん

 声じよう

 の銅ど

 鑼ら

 、太鼓、法ほ

 螺ら

 貝がい

 一斉の騒そう

 擾じよう

 。それでも仏は自若とし、朦もう

 朧ろう

 としている。幽かな火か

 光こう

 定じよう

 の深い瞑想。信長、真言を誦し、印契を結ぶ。信長、諸神祇勧かん

 請じよう

 し、神明帳を読みあげ、守護文を高声する。護摩の火炎は、天を焦がす。人間の魂魄、流れ出る。原野を埋める大軍勢は、折敷き、頭こうべ

 を垂れた。


 
第十章　安土城天主









　天正三年（一五七五）五月二十四日、信長は、ここを立ち去る際。志し

 多た

 羅ら

 原はら

 を一望できる武田方が布陣した丘の上に一つの塚を築いた。塚には、信丶

 玄丶

 塚丶

 と刻まれていた。

　信長は、戦国最強と謳うた

 われた武田信玄の軍団を打ち破ったと天下に宣言したのだ。

　それから七年後の天正十年（一五八二）、信長は、甲州に攻め入る。長篠で多くの勇将を失った勝頼は、家臣の裏切りの続出で、なすところなく、天てん

 目もく

 山ざん

 で自刃して果てた。



　五月二十五日、信長は、群衆の歓呼の声に出迎えられ、岐阜に凱旋した。道の両側は、黒山の人だかりである。信長は、和製南なん

 蛮ばん

 胴どう

 具ぐ

 足そく

 に黒い南蛮帽をかぶり、臙えん

 脂じ

 色紋びろうどの長い南蛮渡来のカーパ（マント）を風に[image: 〓]
 ひるがえ

 す異様な風ふう

 体てい

 だ。真っ先に反応したのは、単ひとえ

 に袿うちぎ

 着き

 流なが

 しの娘たち、袖のない手て

 無な

 しの褶しびら

 姿の女房たち、童児、童女たちであった。奇声と歓声が津波のように湧き起こって、駆け寄ろうとする女たちを、小姓衆が懸命に押し止める騒ぎとなった。馬上の信長は、喜色満面で、煽あお

 って剽ひよう

 げてみせると、蜂の巣をつついたような嬌きよう

 声せい

 の渦となる。時代を疾走する男を演出してはいるが、信長の心は、快こころよ

 しとはしていない。戦国最強の武田勢に勝ち、天下に、その存在を揺るぎないものにしたとはいえ、天下布ふ

 武ぶ

 への道は、未いま

 だ多様で混沌としていた。越後の上杉謙信、越前の一向一揆、摂津の石山本願寺、中国路の雄・毛利輝元、四国の長ちよう

 宗そ

 我か

 部べ

 氏、さらに九州の戦国大名たち……敵は、枚まい

 挙きよ

 に遑いとま

 が無い。信長は、有限の命の儚はかな

 さを切実に感じ、苛いら

 立だ

 ち、不愉快さを握りしめる。

　──人生五十年……儂わし

 は、もはや四十二歳、死の扉の前に立つ年齢となった。日々帳ちよう

 尻じり

 合わせ、やり過ごすだけでは駄目だ──

　覆い被かぶ

 さる時代の影から逃れるように、夢に描いた安あ

 土づち

 築城への熱情を昂たか

 ぶらせる。



　六月上洛の途次、佐和山城に寄り、丹羽長秀を伴って安土に到着した。築城に携わる奈良大工・中井孫太夫正吉、金工・後藤平四郎、瓦工・一いつ

 観かん

 （明みん

 人）、畳刺・伊い

 阿あ

 弥み

 新四郎、金工・鉢たい

 阿あ

 弥み

 、石工穴太あのう

 衆・戸と

 波なみ

 駿する

 河が

 などは、一族と共に、すべて安土に住んでいたので、巨大な建設都市が出現していた。粗末ながらも食べ物を商う店、酒を飲ませる店もあり、近江一帯では一番ににぎわしい安土であった。夏の陽ひ

 差ざ

 しは強かったが、山麓の板葺小屋に入ると、吹き寄せる風のせいか、ひんやりする。内部の床は、丸木を並べてそ丶

 だ丶

 を敷き、その上をむ丶

 し丶

 ろ丶

 で覆ってある。岡部又右衛門の案内で、一段高い板敷にどっかと腰を下ろした信長は、茶をすすりながら、

「来年正月、築城を開始する」

　凜りん

 乎こ

 とした声が、立木に丸太を渡しただけの天井を突き抜けた。固かた

 唾ず

 を呑んで詰めた男たちは、一斉に平伏した。

「源左衛門よ」

　信長は、穴太あのう

 衆の頭かしら

 ・戸波駿河をきっと見据えて、

「石垣は、どこをとっても石四個で高さ五尺五寸（約一・七メートル）、敷しき

 （水平面）一尺（約三十センチ）。天てん

 下か

 一いち

 ぞ」

　強きよう

 靱じん

 さとねばり強さで知られる源左衛門は、突き出た四角の顎あご

 をぐっと引く。「天下一」という耳なれぬ言葉にとまどっているようだ。

　信長は、破顔して、

「天丶

 下丶

 一丶

 とは、天下に並びなき名人の称号である」

　高く岩棚のように突き出た鼻の源左衛門は、さっと頬を紅潮させた。信長は、大きく頷いてから、

「頂上の石いし

 蔵ぐら

 は、それでもよいが、下段の斜面に石を張りつけただけの土ど

 留どめ

 は弱い。両側に石を積んで、頑丈にせよ。上に重い櫓やぐら

 を載の

 せ、鉄砲衆を入れて、防御を固めたい。この城には、大手道、百ど

 々ど

 橋ばし

 口ぐち

 道、七曲り道、搦からめ

 手て

 道と四本の道の両側には、武将たちの郭くるわ

 を設置する。それぞれが、小さいながら独立した城であり、門は櫓門。石垣上には、犬走りが縦横に走り、鉄砲狭ざ

 間ま

 もある。石垣は、本丸に近づくほど、高く大きくせよ。安土山腹に百余の城郭のある複丶

 合丶

 城丶

 である。本丸、二の丸、三の丸、八角平への進入路は、三ヶ所。全て喰くい

 違ちが

 いの虎こ

 口ぐち

 にする。儂の縄張り（平面プラン）は、五郎左（丹羽長秀）に渡してある。早々に、石奉行は、写丶

 し丶

 をとれ。五郎左が、出陣の際は、次じ

 郎ろう

 左ざ

 （木村次郎左衛門）が、六名の石奉行をまとめよ」

「ははっ」

　次郎左と竹中藤兵衛、西尾小左衛門、小沢六郎三郎、吉田平内、大西右衛門らが、頭をさげた。信長は、[image: 〓]
 か

 んで含ふく

 めるように、

「野に、風の果てに、戦死者のう丶

 め丶

 き丶

 が聞える。この世の全てが、苦しみに満ちておる。世界は、どこもとどまらず、どの方角もゆれ動いておる。全てのものが燃えている。欲望と怒りと愚かさに満ちた戦国の世を一日も早く終らせねばならぬ。安土城天てん

 主しゆ

 は、祈りの場である。天地間の万物を主宰して、いかなるものも逆らうことのできぬ天帝を奉じる社やしろ

 なのだ。ゆえに、本丸には、石落しも鉄砲狭間もいらぬ。作さく

 事じ

 （建築）は、天丶

 下丶

 一丶

 大工・岡部又右衛門にまかせる。全ての大工を差配せよ」

「畏まりました」

　又右衛門の口をすぼめた微笑が、凍りついた。信長は、又右衛門の背後に、美濃の榑くれ

 商・長谷川三郎兵衛が、いるのに気づいた。榑とは、皮のついたままの材木である。

「榑は、天野川河口で、巨船四隻に積みかえ、豊浦といら

 にまで運ぶように。佐和山城に通知すれば、松原浦に碇てい

 泊はく

 しておる四隻を、すぐに回航させようぞ」

「忝かたじけの

 うござりまする」

　頬を紅潮させた三郎兵衛は、平伏し、又右衛門をちらりと見た。又右衛門は眼で頷く。

　──そうなのだ。安土城は、信長様のこ丶

 こ丶

 ろ丶

 の中では、既に完成しておる。このお方の指さし

 図ず

 をうけて、われらの目を頭で定めるしかないのだ。鏡にうつしてみよう──

　又右衛門は、場違いな質問で、叱責を覚悟して、

「天主は、五層七重とお聞きいたしましたが、外壁は真しん

 壁かべ

 造りとして、何色でござりましょうや」

　信長は、白い歯を見せて、即座に、

「上から金、朱赤、青、白、黒の五色。瓦かわら

 の色は、最上階が塗金瓦、八角形の階は、上下とも赤褐色瓦、下の二層は、黒瓦葺きとせよ」

「…………」

　ひたむきな信長のこ丶

 こ丶

 ろ丶

 の箭や

 は、小屋の隅で控える職人たちの胸を貫いた。

「明朝、上洛して、空あ

 き家や

 の二条御所を解体させる。作業をやった大工棟梁・池上五郎右衛門に仕し

 分わけ

 させ、安土に運ばせよう。あの『寝殿』は、禁裏の清涼殿と同じ間ま

 取ど

 りゆえ、本丸の『御み

 幸ゆき

 御殿』に使いたい。十一月には、信忠に家督を譲り、岐阜城を居城とさせる。重ねて言うが、織田家の家督は、天下の政治まつりごと

 とは、無関係である。儂は、来年二月、岐阜を出て、安土に移る。屋敷は、二の丸に粗末なものでよい」

「うっ……」

　仰ぎよう

 天てん

 した又右衛門は、眼を白黒させて、腰を浮かせた。



　上洛した信長は、参内して蹴け

 鞠まり

 を観賞したり、町衆に招かれて妙顕寺で能楽をたのしんだりと悠ゆう

 々ゆう

 閑かん

 々かん

 の日々であった。しかし石山本願寺の不ふ

 穏おん

 な動きの情報が、乱らつ

 破ぱ

 によってもたらされた。石山城を中心とする五十一もの出城を再構築し、大坂湾の入口に当る要衝、淡路の岩谷に児玉内蔵くらの

 介すけ

 、村上八郎左衛門らの水軍基地が完成。紀伊熊野の門徒や雑さい

 賀か

 衆に連絡を密にして、鉄砲衆を増強していた。信長に「死の縛しば

 り」が襲い掛ってきた。

　──石山本願寺の勢力範囲は、全国にひろがり、既に織田領の三倍はある。直接支配地は、越前だけだが、軍事支援は、雑賀衆と毛利輝元、これに能登、越中、加賀を平定した上杉謙信が、加われば、えらいことになる。

　これらを、ひとつひとつ潰して、顕けん

 如によ

 を丸裸にすれば、屈服せざるを得まい。顕如を石山から紀州鷺さぎ

 の森もり

 に退去させねば、天下布武は成な

 らぬ。長い道みち

 程のり

 になる……──

　信長は、かねてから根回しをしていた越前、建部周光に知行を与え、越前の高田派、三門徒派や真言・天台宗など本願寺以外の勢力を味方につけ、三国湊の豪商（廻船業者）を織田側に裏返らせた。

　七月十五日、京を発し、安土に泊り、十七日、岐阜に戻った信長は、軍団に動員令をかけた。

　八月十二日。織田勢三万余は、木き

 ノの

 芽め

 峠や浜手などの諸口から怒ど

 濤とう

 のように越前に殺到した。一向一揆勢は、またたく間に潰走し、僅か七日間で全滅した。鎮圧後、信長は、柴田勝家に八郡を与えて北ノ庄城に置き、越前一国を統治させた。そのほか、大野郡は、金森長近と原彦次郎に、府中城には、前田利家、佐々成政、不破光治を置いて、対・上杉謙信の防備をかためた。二十六日には、早くも信長は、岐阜に凱旋する。越前の一向一揆の壊滅で衝激をうけた本願寺・顕如は、信長に講和を申し出、一時的ではあるが、休戦した。

　岐阜に戻った信長は、尾張・岐阜から安土を通り瀬田までの各地に橋を架け、本街道（国道）、脇わき

 道みち

 （県道）、在ざい

 所しよ

 道どう

 （市町村道）を建設した。道の両側には、松や柳を植え並木道とした。信長にとって、破壊と建設は、常に同時進行のものであった。

　十月十日、上洛した信長は、二十八日には、妙覚寺で茶会を催した。茶さ

 頭どう

 は千宗易がつとめた。

　十一月四日。信長は、昇殿して従三位権ごん

 大だい

 納な

 言ごん

 に叙任され、さらに七日、右近衛大将に任ぜられた。



　天正四年（一五七六）正月。安土築城が布告されたが、実際には、元亀元年（一五七〇）安土山削平工事開始から六年の月日が流れていた。工事は、すべて人力の時代である。

　二月二十三日、威勢のいい人夫の掛声が、絹きぬ

 漉ごし

 の雨がひろがる薄墨の空に木霊した。天主台の石蔵の石積みは九分通り進んでいる。

　待ちきれぬ信長は、二の丸の急造居館に転がり込んだ。この思いは、又右衛門も同様で、早速、天主図面を提出する。

「上様には、この様に粗末な造作の建物に移い

 徒し

 遊ばされ、汗顔の至りでござりまする」

　蒼白な顔の又右衛門は、幾度も額の汗を拭った。精気に満ちた信長の眸め

 が笑っている。

「いや、勝手な振舞いは、儂の方。許せ」



　信長は、床にひろげられた天主の外観姿図、東西南北の側面図、内部の詳細な木組み図に身を乗り出して凝視する。

「地階から四階分の吹丶

 き丶

 抜丶

 け丶

 の高さは」

「十間けん

 （約十八メートル）にござりまする。天主全体では、ほぼ東大寺大仏殿と同じ高さになりまする」

「大おお

 入いり

 母も

 屋や

 屋根から五重目の空洞うつぼ

 に入った怨おん

 霊りよう

 は、呪ま

 力な

 で封じこめ、他界へと送り出す。その空間が吹丶

 き丶

 抜丶

 け丶

 ぞ。全壁面を金箔で埋め、窓はなく、暗い。大おお

 懸かけ

 灯どう

 籠ろう

 で照らす。古いにし

 えの羅ら

 城じよう

 門、朱す

 雀ざく

 門で行われた大おお

 祓はらえ

 の儀。世が乱れるのは、人の心が乱れるためだ。世の“穢けが

 れ”を“他界”に捨て、この国土を清浄なものにせねばならぬ。その為に、儂は死んでも本望。この世に生れてきた効かい

 があろうというもの」

「…………」

　途端に、又右衛門は、感覚がとめどもなくほどかれる恍こう

 惚こつ

 を味わい、ふうっと溜息をついた。歓喜に胸が、はり裂けそうになった。

　信長は、ぐっと唇を[image: 〓]
 み締めると、

「八角円堂の中は、外げ

 陣じん

 と内ない

 陣じん

 に分ける。柱、梁はり

 の軸は、すべて朱漆に塗り、壁は白、花か

 頭とう

 窓まど

 は、緑色じゃ。最上階の外観は、全て金箔。四周に勾こう

 欄らん

 つきの縁。内部は、黒と金で統一する」

「六重目と七重目の意味するところをお教え下さりませ」

「天下布武の行きつく先を知覚させるためのもの。見たままのものが、鏡のようにこ丶

 こ丶

 ろ丶

 にうつし出される。それが、人の心に光を与え、日々の生活に生き甲斐をもたらす。そうあってほしいのが、天丶

 主丶

 なのだ。こ丶

 こ丶

 ろ丶

 でものはつくられる。天地万物は、すべてこ丶

 こ丶

 ろ丶

 の世界」

「…………」

　又右衛門は、息をのみ、ある激烈なものに額をうち割られる思いがした。



「構わぬ。通せ」

　信長の声に、小姓は、そそくさと玄関へ。

　現われたのは、四よ

 幅の

 袴ばかま

 に十じつ

 徳とく

 、切れ長の双眸すずしげな壮年の男。流れる様な躰捌きで、すうっと進み出た。狩か

 野のう

 右う

 京きようの

 亮すけ

 州くに

 信のぶ

 （のちの永えい

 徳とく

 ）であった。十徳の肩先に雨の水滴が光っている。

「遠路、大たい

 儀ぎ

 。丁度よいところへ来た。これが、天主の指図だ」

　信長は、ひとみを凝らして図面を見つめる州信の白はく

 皙せき

 の横顔に目をほそめ、

「この天主に、其そ

 方ち

 の彩筆をふるうがよい」

「畏おそ

 れながら、最上階は、金色で……」

「人は、なにゆえこうも金キラにひかれるのか、と申したいのであろう。金のもつあの光こそ、日輪や火とむすびつき、豊ほう

 饒じよう

 を予よ

 祝しゆく

 する。穀物のみ丶

 の丶

 り丶

 に通じるものだ。二年前、其方に命じて描かせた『洛中洛外図屏風』、『源氏物語図』も金箔地に金雲を配したものであった。

　天主最上階の内部は、黒漆塗と金碧障壁画で埋め尽す。東に孔子、南は三皇・五帝、西に老子、北は太公望だ。天井、扉は、花鳥画とする」

「天てん

 人にん

 影よう

 向ごう

 （天人飛天の図）では、ござりませぬか」

「我が師は、自丶

 然丶

 だ。路みち

 のあるところでは、儂は儂の道を見失う。青空には、どんな路丶

 も通ってはおらぬ。道丶

 は、小鳥の翼の中、移りゆく季節の花の中に隠されておる。花や鳥は、無常なるがゆえに美しい。無常は、超えられぬ。天丶

 人丶

 影丶

 向丶

 は、下の階、八角円堂の天井に描いてくれ。この階の外陣には地獄。内陣は、釈尊が説く仏法世界である」

「どの様な構図でござりましょうや」

「其方の家は、正まさ

 信のぶ

 、元もと

 信のぶ

 、松しよう

 栄えい

 と家風が漢画である。自由自在に、描きたいものを描けばよい。金碧極彩色で豪華にいきたい」

「釈尊の仏法世界には、手が震えまする」

「其方は、何歳いくつ

 になったか」

「三十四歳にござりまする」

「弘ひろ

 く見、深く見ることによって、いいもののよさが、本当に解り、本当によいものの姿が、はっきりしてくる。法隆寺壁画を見よ。数百年を経て影はうすれてはいるが、若々しさが漲みなぎ

 り、力感が[image: 〓]
 れ、感動させられる。あの立派な菩[image: 〓]
 の構図は、この国に渡来する前に、既に完成されて、藍らん

 本ぼん

 にあるのかもしれぬが、表現された情感は、まさにこの国の絵師の独創力であろう。其方の眼の高さを相当の高さに置いてみよ。こちらの眼の位置で、今まで見えなかったものが観み

 えてくる。何ものにも捉とら

 われずにやってみよ」

「…………」

　州信は、試行錯誤の過程が[image: 〓]
 れんばかりに詰っている信長の言葉に酔う。自己表現に精魂を傾ける後年の狩野永徳が誕生した瞬間であった。信長は、この凄腕の絵師の反応を楽しむように、

「五重目は、空洞うつぼ

 である。板張りのみで絵はない。四重目の吹き抜け空間に架けた橋の北は、儂の坐敷。満開の桜を描け。東側には、茶室がある。ここの襖ふすま

 には、『山水花鳥図』の水墨画がよい。他の諸坐敷は、其そ

 方ち

 に任まか

 せる。天主の構造については、岡部又右衛門に聞け」

「…………」

　州信は、精神を集中し、玄げん

 妙みよう

 な炎を凝視する。その頭上、本丸から穴太衆の曳えい

 声ごえ

 が怒濤のように降ってきた。

「ほっさい！　ほっさい！」

　石吊り技法である。重量一トンの石を四十人で荷担して坂道をぐんぐん登る。一人平地なら十五貫（約五十六・三キログラム）、山道でも七貫目（約二十六・三キログラム）は楽に運べる。石積みは、“野の

 面づら

 積み”だが、荒々しさの中に調和のとれた美しさがある。

　安土の信長に休息はない。陽光のうららかな日射しの中、馬を疾駆させて道普請の現場を監督する。新しい道路は、従来の上かみ

 街かい

 道どう

 （中山道）より北、佐和山から湖畔沿いに安土城下を経て野や

 洲す

 に通ずる下しも

 街道である。信長は、考える人であった。

　──道路のつけかえだ。これで、旅人は、安土の町中を通る。得なことがあれば、寄宿する。安土の町を繁栄させ、天下一の町が、出現すれば、天下布武の善い見本となるであろう──

　道路の両側には、柳、杉などが、次々に植えられ並木道となってゆく。町屋の前には、公衆便所があり、すべての人に開放され、使用した者の清掃が義務づけられる。道路の清掃は、毎日二回、町衆が担当することになった。下街道から先の道路は、既に整備され、去年の秋には、瀬田川に幅四間（約七・二メートル）、長さ百八十間（約三百二十四メートル）の巨大な橋が、完成していた。

　前例のない築城景気は、人々の心を刺激し、尾張、美濃、越前、越中、越後、若狭、畿内など十一ヶ国の役夫、侍や京、奈良、堺の大工、諸職人が、食くい

 扶ぶ

 持ち

 を求めて安土へと集まり、工事に専念した。

　町造りでは、安土山の麓の西から南にかけて入江が交錯する辺りを埋め立て、重臣、上級武士の武家町とし、大手口の西から南には、下級武士の家を集中させた。これらは、兵農分離による専門武士団であり、一いつ

 旦たん

 、合戦となれば、直ちに数千の軍兵を編成できる。武家町の西辺から広く南にかけては、町人地区で、広い直線道路で町割りがなされた。

　信長の脳裏には、「人々の平等」があり、安土を単なる政治・軍事都市ではなく、経済機能を重視した総合的な人工都市とすることにあった。

　こうした信長であるが、覆い被かぶ

 さる時代の影を逃れるすべはない。本願寺は、天丶

 下丶

 統丶

 一丶

 さえも、背はい

 師し

 異い

 立りゆう

 の邪じや

 義ぎ

 として排斥する。

　越前の上杉謙信、中国の毛利氏と呼応して石山本願寺城には、三万の軍兵が籠り、数千挺の鉄砲で、織田勢は苦戦の連続だ。信長自身も足に銃創を負う有様である。信長は、やむなく、石山城の四方十ヶ所に砦を築かせ、戦線を膠こう

 着ちやく

 状態に持ち込み、ひとまず、安土に戻った。

　七月十三日、籠城中の本願寺に、兵糧、武器、弾薬を補給するため、毛利水軍三百艘が、輸送船六百艘と共に押し寄せた。迎え撃つは、水将・淡輪主馬兵衛の、大おお

 安あ

 宅たけ

 船十艘、大小軍船二百余艘。この多くは、摂津、河内、和泉の陸衆の寄せ集め水軍であった。木津川河口の海戦は、織田水軍の完敗に終り、本願寺勢は、大勝利に歓呼の声をあげた。

　事の重大さに衝激をうけた信長は、単騎、伊勢大おお

 湊みなと

 の九鬼嘉隆の居城に急行した。

　驚愕して出迎えた嘉隆を急せ

 かした信長は、書院にどっかと腰を下ろし、開口一番、

「ほ丶

 う丶

 ろ丶

 く丶

 にも燃えぬ鉄丶

 の船を六艘造れ」

　呆然と宙を仰あお

 ぐ嘉隆。信長の命令は、まさに前代未聞である。信長は、さらりと、

「佐和山で造った巨船は、“唐船造り”で大きすぎる。伊勢船型の安宅船がよい。長さ十三間（約二十三・四メートル）、幅七間（約十二・六メートル）、二層とし、小鉄板六千枚で装甲する。以前、又右衛門に、数種類の模型を作らせて、水に浮かべて試してみたところ、鉄張りに耐えられるのは、大型船だ。小型だと、浮力が足りず、すぐにひっくり返る。箱造りの船首に大砲三門、船腹には、銃眼を多数穿うが

 ちたい」

　嘉隆は、信長の鋭い舌ぜつ

 鋒ぽう

 に、[image: 〓]
 弄される。

　──このお人は、単なる思いつきではない。あらゆることを心の俎そ

 上じよう

 に乗せ、精魂を傾け、果敢に挑戦する……──

　嘉隆の水軍魂が、再稼動し始めた。

「建造は、いつまでに……」

「事こ

 態と

 は急。二年だ。十一ヶ国の鍛か

 冶じ

 師し

 を総動員して三万六千枚の小鉄板をつくらせる。大砲は、国くに

 友とも

 と堺に命じてある。鉄鋼船ではないが、同じ大きさの安宅船一艘を伊勢白しら

 子こ

 で、左近（滝川一益）に造らせるゆえ、連絡を取り合ってくれ。鉄鋼船で、本願寺と毛利の間を断てれば、本願寺は、孤立し、大坂を明け渡すことになろう。頼むぞ」

「畏かしこ

 まりました。明日より模型を造り、実験を始め、船底に敷く重丶

 り丶

 の重量を算出いたしまする」

　魔術の残響を残しながら、信長は、翌、未明には、安土に向け、街道を駆け去っていった。



　天正五年（一五七七）二月二十八日。

　信長は、石山本願寺を支える強力な鉄砲集団雑賀衆の本拠を総攻撃し、平定した。

　この間に、安土城の工事は、驚くほど進しん

 捗ちよく

 し、城下町も加速度的に膨張し、繁栄に人々は酔う。現場の空気感に押されて、信長は、六月に十三ヶ条の掟おきて

 書がき

 を発した。

　第一条は「当所中、楽市として仰せ付られるの上は、諸座、諸役、諸公事等悉ことごと

 く免許の事」

　とあって、高らかに楽市楽座を宣言した。

　永禄十年（一五六七）稲葉山城を攻略して美濃を征圧したとき、加か

 納のう

 に楽市令を与えたが、この時の「楽市楽座」は、物流の専門家である旧来の特権商人と「楽市楽座」を並列させたものであった。信長は、徹底した現実主義者であり、もし楽市楽座だけを強行すれば、旧商人の抵抗にあい収拾つかなくなることを恐れ、実丶

 をとった。信長が、二つの政策をとっているうちに、旧来の商人も自由市場のほうが、大きな利益を得ることに気がつき始めたらしく、古い座丶

 は、内部崩壊の気配が濃厚になる。この機を狙って信長は、一気に宣言し決着をつけた。まさに凄すご

 腕うで

 である。第二条には、往還の商人たちは、従来の上かみ

 街道（中山道）ではなく、下しも

 街道（浜道）を通り、安土に必ず宿泊するようにした。第三条、第四条は、町人に普請役、伝馬役を免除する特典を与えて優遇した。特異なのは第九条だ。他国や他所の者が、安土に移住すると、先住者と同じ待遇を与えられた。他国の者の中には、敵方の家来も含まれる。これは、中世的な複数の人間が共有し、それなりの論理構造をもち、日常生活の中で成立してきた幻丶

 想丶

 を否定することになる。どんな人間であっても、新都市に移住すれば、古い倫理や慣習から抜け出して、まったく平等にあつかわれる。まさに「近世の法」としての「十三ヶ条」であった。加えて、町民の迷惑になる行為を一切厳禁した。

　安土の町は、既に、長さ一里（約四キロ）に及ぶ真っ直ぐに延びた街路の両側に町屋が建ち並ぶ。表は二間（約三・六メートル）、奥行三間（約五・四メートル）ほどで小規模。家の裏の空き地は広く、井戸、溜ため

 枡ます

 （便所）、日常使う野菜畑などがある。信長は、琵琶湖の聖丶

 な丶

 る丶

 水丶

 を汚よご

 すことを厳しく禁じたので、便所の糞尿は肥こえ

 溜だめ

 に貯蔵し、管理することで、田畑の肥料として再生。近隣の農家に汚物を売ることで、汚物を媒介とした人間と人間の関係も構築する。米の磨と

 ぎ汁は、裏の野菜畑へ、といった具合である。町ゆく武士は、外出に主人の糞尿処理を役目とする従者を連れていることは、一般的であった。従者は、樋ひ

 洗すまし

 童わらわ

 として、主人の尿を尿しと

 筒づつ

 に受けて処理をした。十三ヶ条の第十一条では、町内の警察権、裁判権のことを規定したので、町の治安は良く、清掃もゆきとどいていた。信長は、安土の町割りをする段階で、既に井戸を千五百基掘っていたので、生活用水は、万全であった。



　八月には、いよいよ安土城天主の作事が、槌音高く始まった。

　岡部又右衛門のもとに参集した京、奈良、堺の大工諸職人たちは、所詮は、賤民であったが、全国を圧する安土築城に参加することで、賤民の足を洗い、公民に上昇し始めた。彼等の意気は、まさに天を衝つ

 くものがあったのだ。中でも、奈良の大工・中井孫まご

 太た

 夫ゆう

 正しよう

 吉きち

 は、三月堂礼らい

 堂どう

 の修造に用いた工法を駆使して、隅木には、屋根板を支えて棟から軒に渡す[image: 〓]
 たるき

 をはりつけるための[image: 〓]
 ほぞ

 穴をほりこむ。まちがっても、[image: 〓]
 を隅木にそえてぶっつけにし、釘で打ち止める様なことはしない。隅木に[image: 〓]
 穴をほるための墨付けをするためには、曲かね

 尺じやく

 の裏目を使う。曲尺の総裏目の一寸は、表目の[image: 〓]
 倍である。信長の得意な算学は、建築と密接につながる。この頃では、土ど

 居い

 桁げた

 で桔はね

 木ぎ

 を支える桔木工法が考案されていたので、又右衛門は、これを使って飛ひ

 檐えん

 [image: 〓]
 だるき

 を、いっそう延長する。これで、軒下の垂下を防ぐ。

　又右衛門は、奈良の社寺建築に習熟する修理職と大工寮の大工を中心に据えて、革新的な構造や様式を開発しようと異常なほど熱中した。今日も又右衛門の口から泡がとぶ。

「筋すじ

 違ちがい

 は、地震には、有効であるが、土壁は亀裂が入り易い。天主では、足あし

 固かため

 貫ぬき

 でいく」

　そこには、名を残すことなどまるで考えなかった人間の着想と腕が光る。山麓では、沙しや

 彌み

 永えい

 覺がく

 と大お

 鋸が

 引ひき

 たちが、板の製材に励む。

　世は戦国。信長の合戦は、一日として絶えることなく続く。安土城の工事と同時進行であった。十月には、屋根が完成し、屋根葺ふき

 屋や

 の登場となった。奈良の「フキヤ孫九郎」は、老齢とあって、葺方大工（屋根葺の棟梁）は、藤原家いえ

 次つぐ

 こと三郎四郎にまかされ、新次郎、彌五郎、助太良、助次郎、彌太郎をはじめ。四百余人の葺師が、目の色をかえる。

　最上階の屋根は、入いり

 母も

 屋や

 造りで、金箔をほどこした二個の巨大な鯱しやち

 瓦が棟むね

 を飾かざ

 る。最上階と下部二層には、唐人一観が開発した黒瓦（蒸し焼き瓦）で、陽光を反射すると青く光る特徴があった。六重目の八角円堂の上部と下部は、一観の赤褐色の布ぬの

 目め

 瓦。どの瓦も瓦が

 頭とう

 （瓦の先端小口）は、金泥塗りで、遠くから見て煌々と輝くように工夫してある。

　屋根と並行して、地階石蔵（一重目）は、基底部全面を、現代のコンクリートのように堅固な「叩たた

 き漆しつ

 喰くい

 」にしてゆく。中央には、東向に宝塔を置く予定だ。宝塔は、法華経に説かれている過去仏多た

 宝ほう

 如によ

 来らい

 の舎しや

 利り

 塔とう

 で、信長の発はつ

 意い

 による。奈良の西にし

 御み

 門かど

 郷ごう

 で、番匠の権大工・藤原友近こと孫七が、陶工、銅あかがね

 師し

 と共に制作中であった。宝塔の直下に、備前焼の大おお

 甕かめ

 を安置する予定であるが、中に何を入れるかについては、信長は、固く口を閉ざしている。通常なら骨丶

 つ丶

 ぼ丶

 に使われることが多い。

　十一月末、京の上京・狩野図ず

 子し

 （辻）にある狩野屋敷で、天主の金きん

 碧ぺき

 画の下絵制作に没頭していた狩野州信（のちの永徳）は、一門を引き連れて安土へ馳せ参じた。一行は、町人町の新町に家を与えられ、入江に近い上級武家屋敷の広間で製作に入った。



　天正六年（一五七八）一月二十五日。

　琵琶湖の水面には、銀色の鋭い皺が走り、粉雪が舞っていた。安土山には、北西の風が吹き荒すさ

 び、造作途中の外壁を覆った筵むしろ

 が、はたはたと音を立てている。天主を見げた信長の落ちこんだ双眸に光はない。

　──屋根が、完成したのだ。せい一杯の歓声をあげて、葺師たちを犒ねぎら

 うところだが……──

　信長の躰は、冷え凍り、足の古い銃創が、ずきんずきんと痛む。年が明けて以来、食欲不振、吐き気、頭痛に悩まされ続けていた。

　最新の医学書「福田方」、「続添鴻宝秘要抄」、「啓迪集」などに通じ、医くす

 師し

 でもある信長は、さまざまな薬を用いてみたが、一向に薬効なく、手足の震えも加わる有様なのだ。

　──流行はやり

 病やまい

 ではない。もしや、呪じゆ

 詛そ

 か……──

　体調の不気味な経過が、過去の体験を甦らせる。

　──もし、そうであるなら、このままにはできぬ──



　夜が更けて風はおさまり、山上に静寂が訪れた。三の丸屋敷で、塗ず

 香こう

 と呼ばれる身体に塗る香を、腕、足にべったりと塗った信長は人ひと

 気け

 のない天主台下を徘はい

 徊かい

 している。手にした鈴を鳴らしながら。　[image: 〓]
 おん　ばさら　あらたんのーおん　たらく　そわか
 　耳じ

 朶だ

 を突く錫しやく

 杖じよう

 の音、とおい血脈の野性に覚め、赤い舌を[image: 〓]
 む。夜目の効き

 く信長は、黒いかたまりとなって地を蹴り、天主の地階石蔵の階段を昇る。一階、二階、三階、四階、五階、最上階の六階（七重目）は、三間（約五・四メートル）四方の正方形平面である。東西南北の扉を開け、東方にだけ絹を貼り、そこへ虚こ

 空くう

 蔵ぞう

 菩ぼ

 [image: 〓]
 さつ

 を象徴する梵ぼん

 字じ

 （種しゆ

 子じ

 ）を書く。信長の口から、真言がもれる。　[image: 〓]
 なむ　あかしや　がばや　おん　あり　かまり　もり　そわか
 　夜気が、ふところに入ってくる。躰は冷えてくる。



　暁闇の湖うみ

 の風が、唱和するころ、もろもろの生身の業ごう

 苦く

 が、見え隠れ押し寄せる。　[image: 〓]
 おん　ばさらたや　うんなむ　あーかしや　らば　おん　あみりきや　ありぼ　そわか
 　渋皮色の体躯から苦行の情念が、吹き上がり、金具の光る錫しやく

 杖じよう

 を、中央の板敷に、どんと立てた。鋭い反響音が、骨に至る。

　しばらく静止していた錫杖は、ゆっくりと倒れた。方角は、艮こん

 （丑うし

 寅とら

 ・北東）である。

　陰陽道で、鬼が出入する方角としてきらわれている鬼き

 門もん

 だ。

　信長は、朝日に煌きら

 めく滄そう

 浪ろう

 の彼方かなた

 を睨みつけた。

「おぬしか……まさか……」

　うしろの山は果はて

 無なし

 山脈。その向こう北天に伸びる大峰の連嶺が、琅ろう

 [image: 〓]
 かん

 に烟けむ

 る。

　前年の天正五年（一五七七）九月二十三日、越後の名将・上杉謙信は、手て

 取どり

 川の戦いで、四万五千余の織田勢を粉砕して天下に勇名を轟かせた。春日山城に凱旋した謙信は、いよいよ腰をあげて、信長と対決し、西上の壮途につく決意をかためた。これまでの謙信は、信長に対して、一面では妥協しながら、いつか自分の立場に同化させてしまおうという巧妙な態度をとってきた。朝廷、比叡山、高野山、石山本願寺に対しては、彼らの体制の階層性と伝統性を進んで容認し、自己の内面に同化することによって、庇護と支持を得ようとした。その手法は、大海の干満にも似たう丶

 ね丶

 り丶

 がみられる。そして、明らかな高丶

 揚丶

 と沈丶

 潜丶

 の相をくり返してきた。二年前に瘍よう

 を患ったが、ここにきて平癒し、天にも抜ける瞬発力を発揮し始めた。天正四年（一五七六）正月に、高野山・無量光院の清せい

 胤いん

 阿あ

 闍じや

 梨り

 から真言秘密をことごとく授けられ、阿闍梨権ごんの

 大だい

 僧そう

 都ず

 となった謙信は、この年の十一月から、春日山城北の丸の真言宗大乗寺本堂に籠った。信長調ちよう

 伏ぶく

 だ。倒れる、五体を本堂の床板に打ちつける。凄まじい打ちよう

 擲ちやく

 の音は、皮膚を破り、血を滴らせ、骨に至る。三角壇の仏の身内に鳴り、鋭く反響した。達だつ

 陀たん

 行ぎよう

 法ほう

 、裂れつ

 帛ぱく

 の声しよう

 明みよう

 、密師・宗そう

 心しん

 （謙信）真言を誦しよう

 し印いん

 契げい

 を結ぶ。香木と護摩を焚く。濛もう

 々もう

 と白煙立ち昇り、屋根裏に流れ出る。呪のろ

 いの詛そ

 事ごと

 。　[image: 〓]
 七ツの地獄へ　打ちおとす[image: 〓]
 おん

 あびらうんけんそわか
 　長い凶まが

 言ごと

 の終りに、胎たい

 蔵ぞう

 界かい

 大だい

 日にち

 如によ

 来らい

 の真言「あびらうんけん」が唱えられ、呪詛の成就を願い「そわか」と締めくくる。



　信長は、天主最上階から、なりふり構わずずり堕おち

 るように石蔵にまで辿り着き、ようやくのことで三の丸屋敷に入り昏倒した。二日間、人じん

 事じ

 不ふ

 省せい

 の境をさ迷った末に覚かく

 醒せい

 。険しい空気の中で、息をころして控える家臣たちを眼の端にとらえた信長は、心象風景の妖しい空間が、ぐんぐん広がり始めた。直感を駆動源とした神かみ

 業わざ

 ともいえる気力が火の玉となる。

　──ことここに至っては、已や

 むを得え

 ぬ──

　褥しとね

 を蹴った信長は、がつがつと食いまくり、汁を呑む。それから一ヶ月、不安、妄想とたたかいながら、ひたすら体力をつけることに専念した。この間にも諸国に展開する細作からの情報が、頻ひん

 々びん

 と、とび込んでくる。

　正月、出陣を三月十五日と決め、大動員令をかけ、大軍を集結させ始めた。二月には、謙信の動きに合わせたかのように、播州三木の別べつ

 所しよ

 長なが

 治はる

 が、信長に叛旗を[image: 〓]
 した。去年の松永久秀謀反と同様に、信長にとっては、痛烈な打撃である。

　信長は、紐ひも

 の先も端も見えない謎の結び目に挑戦する。

　天主の南西の峰には、安土城の顔というべき[image: 〓]
 そう

 見けん

 寺じ

 が、建こん

 立りゆう

 されている。本堂、三重塔、、楼門は、天主と同時進行で、作事がすすめられていた。信長は、本堂の東下、天主のある城郭との間の屋根鞍部にある毘び

 沙しや

 門もん

 堂に入った。

　信長は、幽暗に現われた。梢の靄の間から凜乎として響きわたる大だい

 音おん

 声じよう

 。

「われを野に捨てて、けだものに施ほどこ

 すべし！」

　火天・水天の信長は、柄え

 松たい

 明まつ

 を振り翳かざ

 し、床ゆか

 踏み鳴らし、火炎と水炎と乱らん

 声じよう

 の修羅地獄。狂気の乱舞。相あい

 せめぎ燃えさかる火か

 血けつ

 刀とう

 の炎上。　[image: 〓]
 もえん不動王　火炎不動王　波切不動王逆さか

 しに行うぞ　逆しに行い下せば　向う相手の五臓を蹴割り　血花にさかすぞ　みじんと　破れや　燃えゆけ　老い行け　枯れ行け即そく

 滅めつ

 そわか
 　これこそ「式王子の裏うら

 式じき

 」といわれる呪法である。呪詛を返す方法だ。当てのない巡歴。明日に向かって歩く信長の胸の磁石は、鬼門を指す。



　呪言は、山の静寂を縫って響き渡る。[image: 〓]
 見寺の建立現場にある大工たちの板葺小屋では、眠れぬ大工たちが、どこからともなく風に乗って聞えてくる呪言に耳を澄ます。小便から戻った大工・彌八が、喚わめ

 いた。

「び‥…びしゃもんどうの屋根から青い火玉が、と……とびだしてきおるっ！」

　彌八は、涙を流し、手を合わせ嗚お

 咽えつ

 する。

　とび起きた大工たちは、生い繁る樹木の間から毘沙門堂を凝視した。漆黒の空間の先、毘沙門堂内に火炎が走り、かざすは火首、降るは火の髪また火の髪。何ものに向かってか咆ほう

 哮こう

 し、樹林を震しん

 撼かん

 させる。地の底から鉦かね

 や太鼓のひびき。黒い屋根を、突き破って巨大な青い火玉が出現し、渦を巻いて毘沙門堂上で、旋回したかと思うと、轟音と共に、北東の宙そら

 に飛び去った。仰ぎよう

 天てん

 した大工たちは、ひれふすもの、号泣するもの、抱き合って背中を摩さす

 り合い、瞼まぶた

 を真っ赤に腫は

 らす。毘沙門堂の呪言は、更に高くなった。

[image: 〓]
 打ち式　返し式　まかだんごく　七ツの地獄へ　打ち落とす　[image: 〓]
 おん

 あびらうんけんそわか


　翌朝、春日山城北の丸にある大乗寺本堂で吐血絶命した謙信の遺骸が発見された。発見者は、混こん

 沌どん

 供く

 を運んだ僧・長海であった。

　葬儀は、くしくも出陣の日と定めた三月十五日。遺体に甲冑を着せ、大きな甕かめ

 に入れて葬ほうむ

 られた。



「…………」

　信長は、黙ったまま頷いた。越前の柴田勝家からの急使が、「上杉謙信急死」を言ごん

 上じよう

 した時である。時に、天正六年（一五六八）三月二十日であった。信長は、嫌けん

 悪お

 に近い後味の悪さを感じる。たとえ敵であっても、時代を共に生きた希け

 有う

 の存在だったからだ。信長は、揺れ軋きし

 む舞台の上で、再び踊り出す。

　──顕けん

 如によ

 は、つかもうとした藁わら

 が失う

 せて、地団駄を踏んでおろう──

　信長は、岐阜城の信忠に、本願寺攻めを命じてから、伊勢大湊に向かった。



　土臭い菜の花畑の向こうに、巨大な黒い船影が見える。潮の香が、懐かしい。大湊は、海岸から防波堤が数本伸び、船ふな

 繋がかり

 を架していた。深い藍色の海には、白く波なみ

 頭がしら

 が光り、防波堤の内側には、六艘の巨船が、舳へ

 先さき

 を揃えて揺蕩たゆた

 っていた。装甲を施した箱造りの船首に大砲三門が見える。大砲は、一貫（三・七五キログラム）目め

 筒づつ

 で張丶

 り丶

 立丶

 て丶

 砲丶

 だ。これは、発火のか丶

 ら丶

 く丶

 り丶

 装置まで、通常の火縄銃を巨大化した造りである。考案したのは、信長だ。南蛮船に装備する大砲・仏ふ

 郎らん

 機き

 は、筒の中に火薬の媒すす

 がたまり易く、掃除がしにくい。装弾のたびに砲口を後退させることで、発射速度も遅い。信長の大砲は、銃身末端が、ネジで取り外しでき、たまった煤を弾き出すのが容易である。製作費は、仏郎機よりはるかに高価だが、信長は、金かね

 に糸いと

 目め

 はつけぬ。

　船腹には、百匁もんめ

 筒用の銃眼が、蜂の巣のように口を開けている。この百匁筒でも、くらえば、小こ

 早ばや

 船ぶね

 などひとたまりもあるまい。

　船首戸と

 立だて

 から男が、縄を伝わり猿ましら

 となって苦もなく桟橋に降り立った。駆け寄ってくる。九鬼嘉隆であった。

「これは、これは、いつもながら……」

「突然で悪かったな。もう進水したとは大儀である」

「船底の航かわら

 に重おも

 りを置いてみて、上様が、“伊勢船型安あ

 宅たけ

 船ぶね

 にせよ”とお命じになったことが、合が

 点てん

 いたしました。和船でなく、竜骨をもった南蛮船では、こうはまいりませぬ。鉄小板三万六千枚は、去年中に、すべて到着したのには驚きました」

「南蛮船を鉄で装甲しようとすれば、船体すべてを鉄で造らねばならぬ。木造船に鉄小枚を貼れば、どうやっても、ひっくり返ることが、琵琶湖での実験で、わかったからだ。この船は、百挺ちよう

 櫓ろ

 でも、速度が遅い。出航して熊野浦を回り、紀淡海峡へ向こうには、護衛の小早船や荷船、物見船で大船団を組まねばなるまい」

「その手配にぬかりはありませぬ。ご命令が下るまでに六艘の仕上げを急ぎまする。帆は二十反帆で、帆走と櫓走を併用いたしまする」

「うむ」

　信長は、頬を紅潮させ、大きく頷いた。

　──天正四年（一五七六）七月に八百艘の毛利船団が、本願寺に兵糧入れした。今年の暮れには、兵糧は尽きてくる。再び来るぞ。毛利水軍は、船足の速い関せき

 船ぶね

 、小早船で集団戦法。焙ほう

 烙ろく

 、火矢などで焼討ちが得意だが、大砲、大鉄砲で敵の機動力を封じてしまえば、効果はない。これで、大坂湾の制海権は、わが手に……──



　伊勢から戻った信長は、直ちに上洛し二条城に入り、各地に転戦する織田軍団を遠隔操作する。主な仕事は、政治と外交であったから官位嫌いの信長が、正三位右う

 近こん

 衛えの

 大将から従じゆ

 二位右大臣に叙されても、すんなりと拝受した。



　空は、光を含んで益々[image: 〓]
 え渡り、雨水に溺れた大地は、熱い吐息に喘いでいた。

　昼間でも戸を閉めきった大広間には、夥しい燭灯が輝き、大きな画布にかがみこむ絵師たちの着物の背から、湯気がぽっぽと立っている。狩野一門の弟子たちの彩管は、州信の渾身の下絵にそって振われていた。

　背の高い一人の男の姿が、何ど

 処こ

 からともなく幻のように現われた。信長だ。画布の金碧画にじっと眼を注いでいる。釈門十大弟子の群衆。中央に仏法世界を説く釈尊。

　──ほう釈尊の頽たい

 齢れい

 のお姿か……。肉がたるみ前まえ

 屈かが

 み。苦しみを超えて、大きな調和の中でしずかに瞑想している。何ともいえない霊魂の深さがある──

　信長は、深く心を動かされた。

　──肉体を理想的に修正したところは、まるでない。つきない味わいがある──



　風が動き、州信が、蹲そん

 踞きよ

 した。

「お帰りなされませ。六つのお屋敷を使わせていただき、忝うござりまする。なにぶん金箔の大敵は風丶

 で……」

「閉めきりで難儀なことじゃ。其そ

 方ち

 も合戦の真最中だな。隣の屋敷で、黄帝、伏ふつ

 羲ぎ

 、神農みかさ

 などを見たが、人物の顔が、じつにきびしく生き生きと表現されておる。わずか数条の細い線が人物の全体を描きだしておった。其方の綿密な観察で、人物の性格のあらゆる襞ひだ

 をきざんでおる。眼光が、さながら生きておるようじゃ。其方の下絵は、含蓄の深いものだ」

「…………」

「一見して奇妙に見えるところが気に入った。安土城の天主は、奇妙の極きわ

 みではないか」

　信長の哄笑が、天井に木霊した。

「ところで、玄関に置いてある木彫りの猫は……」

「はい、甚五郎の猫でござりまする。あれがありますると、鼠ねずみ

 が、寄りつきませぬので」

「あれには、驚いた。甚五郎とやら、面つら

 を見たい」

「ははっ」

　州信にともなわれて丈の短い手無しを着た小男が、信長の前に平伏した。

「この者が、左ひだり

 の甚五郎にござりまする」

「うむ」

　信長は、個丶

 人丶

 を見た。顔に集中しながら、皮膚の色や肉づきなどには興味はなく、精神的印象の場としてのみとりあげる。

　──この目は、物事を捉とら

 える感覚の鋭さ、的確さを感じさせる。只ただ

 者もの

 ではない──

　左ひだり

 は姓ではない。左丶

 き丶

 き丶

 の上じよう

 手ず

 の意である。左丶

 という言葉の中には、器用という感じが含まれている。昔から俚り

 諺げん

 で、「左ぎっちょに鎌（山）見せるな」とか「左ばちは果報もち」とか「左手は金手」とかいわれてきた。建築彫刻の仕事は少なく、大工仕事の一部であり、宮みや

 彫ぼり

 師し

 という職業は、確立していなかった。甚五郎は、狩野州信のもとで、絵師の下絵をもとに透すかし

 彫ぼり

 などを器用にする大工弟子の一人であった。

　信長は、胸にことりと落ちるものがあり、州信に向かって、

「天主・八角円堂の外陣のために其そ

 方ち

 が描いておる双龍図は、見る者を鼓舞させる。内陣の中央両脇の二本の柱が、ちと淋しい。「昇のぼ

 り龍」と「降くだ

 り龍」の下絵を描いて、左の甚五郎に柱飾りを彫らせてみよ」

　安土城に続いて、後年、大坂城、聚じゆ

 楽らく

 第だい

 、伏見城などで、人々を驚倒させ、一躍、時代の脚光を浴びる名工・左甚五郎が、誕生した瞬間であった。この左の甚五郎は、後に伊い

 丹たみ

 正まさ

 利とし

 と名乗り、一族郎党で固めた大工集団の棟梁になる。文禄三年（一五九四）に一子・刀と

 禰ね

 松まつ

 が生れた。この二代目、左甚五郎が、日光東照宮の「眠り猫」や北野神社の透すかし

 彫ぼ

 り（国宝）で知られる民衆の英雄・ひ丶

 だ丶

 り丶

 じ丶

 ん丶

 ご丶

 ろ丶

 う丶

 となる。

「天主の六重目、七重目以外でも、金碧画で飾る座敷は、二十九ある。加えて、本丸御殿の襖絵、障壁画など、其方の仕事は山積しておる。よって、すべて完成するのは、天正九年（一五八一）五月十一日（信長の誕生日）としたい」

「畏まりました」

　心に響く信長の声。州信は、ぐっと顎を引いて平伏した。この巨城が、さながら狩野派一門の美術館の趣おもむき

 になるとあっては、

　──一枚一枚の絵の総和以上の壮大な全貌を現出させねば、儂の未来はない。できねば腹を切る──

　州信は、凄絶な決意をあらたにする。



「ひとつ頼みがある」

「なんなりと、お申しつけ下さりませ」

「四重目の儂の居間に描く桜の絵のことよ。正面には、満開の桜。樹は、旧小牧山城大手門の横にある老大樹だ。左右の壁には、清洲城・北の丸の桜……初はつ

 花はな

 の頃がよい」

「来年の春には、写生してまいりまする。これらの桜は……」

「…………」

　長い沈黙のあと、信長は、ぽつりと、

「断だん

 腸ちよう

 の桜である」

　強い感情がこもる信長の言葉には、多くの闇に消去され、吸収されたものが、逆に浮び上ってくる。州信は、眼前の信長の姿が、朧おぼろ

 にかすんできた。

　──そうであったか……天主・最上階の天井の花鳥画は、あらゆる森しん

 羅ら

 万ばん

 象しよう

 が、極まって一鳥一花に帰する断丶

 腸丶

 の丶

 思丶

 い丶

 なのだ──

　州信は、花鳥画を、限りなく問いを重ねて描く重いものだと識し

 った。



　十一月六日辰たつ

 の刻こく

 （午前八時）毛利水軍六百余艘は、淡路島岩屋城を出て、石山本願寺城に向う途中、待ち構えた九鬼水軍の巨艦六艘と遭遇し、乱戦に突入した。毛利水軍は、高速の小早船、関船で巨船に接近し、火矢、炮烙、火毬、火桶で攻撃を開始。しかし、巨船群は、海上の城砦で、炮烙火矢を射かけても鉄板に弾き返され、大型の手投げ弾・火毬を投げ入れても一向に燃えない。

　ずずーん！　ずずーん！

　巨船の大砲が、火を吹くと、後方の毛利安宅船は、一撃で粉砕され、あっという間に傾き沈没、敵兵は海に投げ出された。九鬼水軍が搭載した百匁筒数百挺の連射は正確で、群らがる毛利の小早船、関船は、次々と撃沈されてゆく。午うま

 の刻こく

 （正午）には、毛利水軍の完敗で海戦は終了した。本願寺への兵糧を積んだ荷船四百艘は、織田方の小早船群に包囲され捕獲された。制海権を手中にした織田信長は、天下布武の実現に向け、大きく踏み出した。

　孤立した石山本願寺の窮迫を見越して、最終決着を模索する。

　──和睦は容易だが、「大坂退去」を呑ませるとなると、朝廷を担ぎ出すしかあるまい──

　教団という組織が、いかに宗教という本質を阻害するものであるかを、改めて考えさせられる。

　──教団こそ魔党の類たぐい

 なのだ。だが、人間は、宗教なしには生きられぬ。人間がいる限り、宗教は、滅びるものではない。儂は、宗教を弾圧するごとき無分別な勇み足はせぬ。和睦すれば、「惣そう

 赦しや

 免めん

 」する。本願寺が、武力を捨て、退却してくれさえすればよいのだ──

　信長は、教団が、法然、親鸞、道元、日[image: 〓]
 ら開祖の思想と信仰の源流にまでさかのぼり、そこから改めて教団の在り方を自覚することを望んでいた。



　天正七年（一五七九）正月。

　凍い

 てついた大地には、まだ春の動く気配はないが、空の色は、一段と濃さをましていた。安土山頂に十六間（約二十九メートル）の高さで聳そび

 える天主の作事は、着々と進み、その偉容は、辺りを圧している。金閣寺の究くつ

 竟きよう

 頂ちよう

 を思わせる最上階は、金工・鉢阿弥と一門によって、二年がかりで製作した金箔を三百人の金細工師が、外観のすべてに飾りつけた。その荘厳さは、まさに人工の極きわみ

 を尽したものである。外壁は、漆を研と

 ぎ出した外と

 柱ばしら

 を露出した真しん

 壁かべ

 造り。壁の色は、七重目から、豊ほう

 饒じよう

 の黄丶

 金丶

 、情熱の朱丶

 赤丶

 、神秘の青丶

 、不安や穢けが

 れを知らぬ明るさの白丶

 に塗り分けられ、見る者の心の琴線をかき鳴らす。

　天主の東、本丸には、檜ひ

 皮わだ

 葺ぶき

 大屋根の本丸御殿が完成している。天皇の日常の住居である御所・清せい

 涼りよう

 殿でん

 と同じ間取りで、御幸の砌みぎり

 に使用される特別の御殿であった。三の丸には柿こけら

 葺の殿舎が建ち並び、一段低く、大膳寮の行器ほかい

 所と大台所が隣接している。ここには、料理方の奉行がいて、安土城の料理を一括して差配する。行器は、食物を盛って他所へ運ぶのに用いる容納器のこと。

　天主から尾根続きには、[image: 〓]
 そう

 見けん

 寺じ

 の本堂・円通閣が完成し、十一面観音を本尊とし、弁財天や熱田社を奉祀した。城下町に面した安土城の顔丶

 というべき場所で、信長は、大衆動員を考えていた。ただ寺域が広いため、工事は遅れ気味で、焦燥感にかられた信長は、

　──寄せ集め伽藍でいこう。二条城でも、たっぷりやったぞ──

　百ど

 々ど

 橋ばし

 から石段を上ったところの楼門には、近江柏木神社楼門、三重塔は、甲賀・東寺の三重塔をそれぞれ移築することにした。

　──毘び

 沙しや

 門もん

 堂には舞台を造って、能や幸若舞を興行すれば、賑やかになる。多くの手て

 垢あか

 のついた胡う

 散さん

 臭くさ

 い寺がよい──

　信長は、とにかく乱世で不安動どう

 顛てん

 にさいなまれてきた民衆を喜ばせたかった。

　──法然・親鸞・道元・日[image: 〓]
 ら祖師に共通するのは、貴賤・男女・僧俗の差別を否定する平等思想だ。この寺は、無宗派でよい──



「まだ内装は、でき上ってはおらぬが、見せて遣つか

 わす」

　信長は、参賀に訪れた京都所司代・村井貞勝を従えて、天主地階石蔵（一重目）の御門を潜くぐ

 り、七段の石段を上り、潜り木戸を押す。薄暗い吹き抜けの大空間の四面は総て金箔で飾られ、柱は黒漆。中央の土間には、東向きに宝塔が置かれ、二基の金きん

 灯どう

 籠ろう

 が、妖あや

 しく照らし出していた。この宝塔こそ、法華経に説かれている過去仏多宝如来の舎利塔である。貞勝は、洗所と小便所の横、叩き漆しつ

 喰くい

 に跪ひざまず

 いて合掌する。階段を上ると石垣上一階（二重目）だ。北東の隅に本丸御殿への廊下が見える。吹き抜けの周囲は、納なん

 戸ど

 がずらりと並び、その外側に坐敷があり、南西の角は大広間で「盆ぼん

 山ざん

 の間」である。盆丶

 山丶

 は、神道の御神体を意味する石丶

 。この階は、内・外臣の控えの間であり、政治を行うところだ。再び階段へ。石垣上二階（三重目）には、九つの座敷があり、そのうち五つには、麝じや

 香こう

 鹿じか

 の間、仙人の間、駒の牧絵の間、花鳥の間、賢人の間の札がかかっているが、まだ絵はなく未完成である。貞勝は、帳面に、こまごまと記入しながら、速足の信長の後を追いかける。

「あの空間に浮かぶ二間（約三・六メートル）四方は……」

「舞台よ。この階は、対面所となる」

　信長は、つかつかと舞台上へ。白扇をぐいと翳かざ

 す。限りなく奥深い声が、目も綾な天上の世界に立ちのぼった。
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 この世は
 常の栖すみか

 にあらず
 草葉に置く白しら

 露つゆ


 南楼の月を弄あそ

 ぶ輩やから

 も
 月に先立って
 
有う

 為い

 の雲に隠れたり
 　黒漆塗り柱の懸かけ

 燈どう

 籠ろう

 に照らされた黄金の霊気の中、信長の冷えに冷えた声こわ

 音ね

 は、全てのものとひとつになる。大きく弧を描いた眉とはっきりした鼻の線、ひきしまって力強い口許、衣え

 文もん

 の下に[image: 〓]
 れるようながっしりした躰。信長は、太い腕をすうっと伸ばし、無む

 碍げ

 の風ふう

 姿し

 を舞い続ける。
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 人間　五十年
 
化げ

 天てん

 のうちをくらぶれば
 夢　幻まぼろし

 の如くなり
 
一ひと

 度たび

 　生しよう

 を得て
 
滅めつ

 せぬ者の有あ

 るべきか
 　信長は、ふうっと息を吐き、力を抜いた。瞼まぶた

 の辺りが、一いつ

 掬きく

 の微笑を帯びる。



　三階（四重目）への階段を上りきったところで、貞勝は、呆然と立ち尽した。吹き抜けの空間に大きな橋が架っているではないか。信長は、橋の中央に立って、貞勝を招く。

「奈な

 落らく

 を見よ」

　高所が苦手な貞勝は、恐る恐る首をのばす。さっきの舞台や地階の宝塔までも眺めることができる。貞勝は、息を呑む。

　──なんと奇抜な……──

　信長は、さらりと言う。

「この辺りは、儂の常住する坐敷。突き当って右の角は、内うち

 向むき

 の茶室よ。総金箔貼りにして、絵は、禅林境地の水墨画とする。金色と黒色は、品のよい組合わせだ」



　四階（五重目）は、外から見て大おお

 入いり

 母も

 屋や

 屋根の裏であり、貞勝は、期待に駆り立てられながら階段を上る。

「…………」

　眼前には、ただ、がらーんとした板張りの空洞うつぼ

 が、ひろがっていた。呆然と立ち尽す貞勝を、ちらりと一瞥した信長は、さらりと、

「祓えはらえ

 の小屋じゃ」



　五階（六重目）の外陣には、死よりも苦しい六りく

 道どう

 輪りん

 廻ね

 の業ごう

 を、総朱漆塗で描いてある。

　六道とは、人間がつくる善悪の業ごう

 因いん

 が、おもむく六種の迷界（地獄、餓鬼、畜生、修羅、人間、天上）のことだ。内陣の天井には、天てん

 人にん

 影よう

 向ごう

 ……貞勝はひっそりといだかれるように内陣へ。そこには、光が穏やかに満ち、貞勝は、情景の美しさに息を呑む思いで、茫然と足をとどめ、金碧極彩色の障壁画・釈尊の仏法世界に合掌した。柱・[image: 〓]
 の軸部は、すべて朱漆で塗られ、「昇り龍」、「降り龍」の見事な柱飾りに目は吸い寄せられる。壁は白、花頭窓は緑色だ。信長の脳裏に一遍上人が浮かぶ。「地獄の苦悩を通して歓喜へ」の一遍は、魂たましい

 の救いだけでなく、肉体の癒しにも心を砕いた名僧であった。
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 六道輪廻の間には　ともなう人もなかりけり　独ひと

 り生まれて独ひとり

 死す　生死の道こそかなしけれ

 （和讚「百利口く

 語ご

 」）　


 

　いよいよ最上階（七重目）である。三間（約五・四メートル）四方は、すべて金色と黒色で統一されていた。

　信長は、[image: 〓]
 か

 んで含めるように、

「黒は、さまざまな想いを包みこむ奥深い色だ。悪や醜さなど闇の黒さは、黄金色と対比させると毅然とした美となる」

　内部の黒漆塗りに金碧障碧画が浮び上る。孔門十哲。黄帝、伏羲、神農など三皇・五帝。老子、太公望など儒教・道教の題材は、貞勝にも理解できるが、天井画が、天人影向ではなく、花鳥画であるのは、なんとなく腑ふ

 に落ちない。首を傾かし

 げる貞勝の表情を、素早く読んだ信長は、

「森しん

 羅ら

 万ばん

 象しよう

 から、あらゆるものを一つひとつ消し去り、一鳥一花に窮まれば、空くう

 の一いち

 如によ

 に帰する。花や鳥は、無む

 常じよう

 なるがゆえに美しい。無常は、超えられぬ」

　外の擬ぎ

 宝ぼ

 珠し

 付きの勾こう

 欄らん

 に止まった一羽の四し

 十じゆう

 雀から

 が、せき込むように、ツッピツッピツッピと囀さえず

 った。信長は、大きく頷いて目をほそめた。



　その夜、信長は、貞勝に、本願寺との和睦条件を明らかにした。敵対した者を全て許す「惣赦免」と「大坂退去」を中心とする七項目である。信長の真意は、「政治と宗教を混同するな」ということだ。手法としては、朝廷の斡旋による穏おん

 便びん

 なもの。貞勝は、朝廷に奏そう

 請せい

 するために、翌朝、安土を出しゆつ

 立たつ

 した。

　前後十年の長きに亘わた

 っている石山本願寺との抗爭の余波は、信長に大きな打撃を与えていた。前年、十月十七日、摂津有岡城の荒木村むら

 重しげ

 が、本願寺、毛利輝元と通じて謀反を起こしたのだ。このため、信長は、安土築城に集中することができず、この正月は、諸将を摂津伊い

 丹たみ

 表に展開させていた。

　二月十八日、信長は、上洛して二条城に入り、伊丹城包囲作戦を指揮した。しかし、戦線は膠こう

 着ちやく

 状態になり、五月三日、信長は、僅かな近習だけを従えて安土に戻る。

　絶え間ない不安動顛にさいなまれる信長を喜ばせたのは、安土城天主の竣工であった。

　五月十日。明日は、信長の誕生日。この日、信長は、三の丸仮御殿から、天主三階（四重目）の居室に移った。信長は、地上を離れた部屋で生活する我が国で最初の人である。



　天主最上階の六階（七重目）、三間（約五・四メートル）四方の正方形の中央に信長は胡こ

 坐ざ

 している。密室である。天下人としての高揚感なぞまるでない。孤独を選んだわけではない。負わされた孤独の中で、ひたすらおのれの内部の声のみに耳を傾ける。過去はとおい、そして重い。未来は箭や

 のように身近に迫る。

　──四十六歳。人生五十年として、もはや死の扉の前に立っておる。天下布武が成った暁あかつき

 、天丶

 下丶

 一丶

 （行政府）をつくり、郡県制度を布し

 く。その時、武士階級は崩壊し、四民平等の世が実現する。武士階級出の儂が、武士を廃止すると言えば、儂は、間違いなく家来に殺される。それでも、儂は、その実現に向け歩み続けたい。どうやら儂は、絶丶

 対丶

 に丶

 実丶

 現丶

 で丶

 き丶

 な丶

 い丶

 も丶

 の丶

 、非丶

 現丶

 実丶

 な丶

 も丶

 の丶

 の中におるらしい──

　それでも信長は、苦闘しているとは、感じない。むしろ憧憬に全身どっぷりと浸りながら、遠い記憶の中に、じっと静止したまま浮かんでいる。この日、信長は、天主から余よ

 人じん

 を遠ざけ、巨大な建物の中には、信長しかいなかった。信長は、身内に嫋そよ

 ぐものを振り捨てながら階段を昇り降りしている。慥たし

 かな足どりで、寝所のある「一の間」への襖を開けた。

　そこは、目も眩む絢爛とした花の波であった。正面の枝し

 垂だれ

 桜は、大きな花はな

 傘がさ

 となって、薄墨色の空にひろがる。臙えん

 脂じ

 色のよく光る葉は、薄桃色の貝かい

 殻がら

 のような花びらをやさしく包んで春の陽ひ

 の中に溶け入るかのようであった。信長は、ひとり悄しよう

 然ぜん

 と肩を落して、樹の根元辺りに腰をおろす。心の苦しさが、一個の甘い塊かたまり

 になって、融と

 けゆくのを感じた。沈香の薫り。今は、もういない人の匂い。

　信長は、匂いの微塵を胸一杯に吸い込んだ。楚々とした[image: 〓]
 足。はっとした信長は、躰を硬くする。

「お待ち申しておりました」

　あの声こわ

 音ね

 。信長は、夥しい言葉が喉に詰まる。山稜に幽かす

 かに残る茜あかね

 を背に、嫋たお

 やかな女によ

 性しよう

 の風姿。あの女ひと

 は、温かいまなざしで、信長を見詰めた。黒髪が流れ、白い手が動くと、あの匂いが、揺蕩たゆた

 いゆれる。う丶

 つ丶

 ろ丶

 とう丶

 つ丶

 つ丶

 の信長の瞳が、きらりと光った。

「吉きつ

 乃の

 ……」

　瞬たま

 間ゆら

 の叫び。啜すす

 り泣き。くぐもる声が、お丶

 ん丶

 な丶

 の桜貝のような耳じ

 朶だ

 に囁く。お丶

 と丶

 こ丶

 とお丶

 ん丶

 な丶

 は、眩めくる

 暈めき

 の奈落に落下していった。



　五月十一日。

　透明な藍色の空の下、安土山頂には、天を突く黄金天主が、華麗な威容を現わしていた。陽の光をうけて眼が眩むばかりに輝く七重目と瓦。見上げる城下町の町衆には、生命いのち

 の色、喜びの色、涅ね

 槃はん

 の色であった。肌ざわりのよいそよ風が、瑞みず

 々みず

 しい青葉の薫りを運んでくる。この日は、吉日（信長の誕生日）。

　群衆の長蛇の列が、百ど

 々ど

 橋ばし

 を渡り、急な石段を昇ってゆく。谷間には、白や紅べに

 の谷たに

 空うつ

 木ぎ

 の花が群がってさいている。

　頂上の楼門の前には、満面に笑みを浮べた信長が、颯さつ

 爽そう

 と立っていた。傍かたわ

 らには、[image: 〓]
 見寺の開山・堯照法印の姿も見える。法印は、信長の大伯父で尾張国津島の牛ご

 頭ず

 天王社より招いた人。信長は、例の大だい

 音おん

 声じよう

 で、

「この寺は、無宗派じゃ。円通閣には、十一面観音。三重塔には、大日如来。弁財天や熱田社も奉祀した。どの様な神も仏も奉祀しておる。五月十一日は、吉日じゃ。今日、参拝すれば、子孫繁栄はもとより、富むことができる。それだけではない。不老長寿として安楽を得ることができようぞ。参拝するに身分は問わぬ」

　印いん

 契げい

 を結ぶ信長の前まで昇ってきた人々は、信長に向かって、うやうやしく合掌礼拝する。苦笑した信長は、一歩とび退さが

 り、

「予よ

 を拝んでどうする。予よ

 は、尿しと

 も糞もする其そ

 方ち

 たちと同じ人間じゃっ！」

　そうした信長の挙動は、かえって参拝者の感動を呼び、ひれふすもの、号泣するもの、抱き合って背中を摩り合い……瞼を真っ赤に腫らしている者もいる。信長は、親の手に引かれた裳も

 袴ばかま

 の童児を見つけると、懐ふところ

 から環まがり

 餅もち

 （砂糖菓子）を取り出して与えた。夢中で鼻汁に光る口に運ぶ童児の頭をなでながら、

「毘沙門堂の前で五十文を支払えば、黒くろ

 鉄がね

 門から入り、天主の真下まで行けるぞ。石蔵十二間（約二十二メートル）の上に、十六間（約二十九メートル）の天主、合わせて二十八間（約五十一メートル）。冥めい

 途ど

 の旅の一里塚、さあはいった、はいったあっ！」

　剽ひよう

 げた信長の狂言師ぶりに、群衆の哄笑が弾はじ

 けて、木立に響き渡った。こうして、信長は、世界初の統一料金による拝観料を集める。この日から十日間、諸国から見物客が、安土に押すな押すなと詰めかけ、安土の人口は、一気にふくれあがった。後日、信長は、集った参観料を、町衆代表の甚右衛門に、楽市楽座の運営費として寄付した。天下布武の象徴としての安土城天主は、人々の心のもっとも深い部分と現存のありようをつないでみせる架け橋となった。



　喧騒の百々橋口からほど近い下豊浦といら

 新町の広場には、時ならぬ人だかりができていた。

　中央で説法しているのは、太く短い頸、丸味をもつ肩の線、肥り気味ではあるが、眉目秀麗な壮年の僧・霊れい

 誉よ

 玉ぎよく

 念ねん

 。関東の浄土僧である。活発で雄弁、諧かい

 謔ぎやく

 な口調で、群衆を笑の渦に巻き込みながらの説法である。

　と、その時、人の波を掻き分けて二人の壮漢が、霊誉の前にとび出した。あまりの乱暴さに、人々の罵声がとぶ。嘲笑をものともせず、口から泡をとばしたのは、法華宗徒の建たけ

 部べ

 紹しよう

 智ち

 。高くとがった頭頂、広い額に太い眉の下のくぼんだ深い目で、

「やい糞坊主よ。念仏者の往おう

 生じよう

 際ぎわ

 （臨終）が悪いのは、何なに

 故ゆえ

 ぞ」

「…………」

「それこそ念ねん

 仏ぶつ

 無む

 間げん

 地獄におちておる証拠」

　眼を閉じて取りあおうともせぬ霊誉。もう一人の痩身長躯、鼻梁高く猛もう

 禽きん

 のような異貌の大脇伝介が、

「ここに集っておる者たちを見よ。欲のかたまりの面つら

 をしておる。無常観などほど遠い者にとって、この世をいとい、あの世をあこがれる一向宗の法門など、ただ馬鹿馬鹿しいの一言ぞ」

　血相を変えた群衆を手で制した霊誉は、二人に向かって目をかっと瞠みひら

 いた。

「宗派の優劣または真しん

 偽ぎ

 を決定する議論をしようと申すか」

「いかにも」

「宗しゆう

 論ろん

 をしたければ、法華宗の高僧を呼んでまいれ。ご返答申すべし」

　宗論を受けて立とうと喝破した温厚な霊誉に、群衆は、歓声、奇声をあげ、興奮して踊りまわった。

　塩売りの大脇伝介から多額の報酬を受けた妙国寺・普伝が、京の寺々と交渉を開始。数日して、頂ちよう

 妙みよう

 寺じ

 ・日にち

 [image: 〓]
 こう

 、常光院・日にち

 諦たい

 、久く

 遠おん

 院・日にち

 淵えん

 、妙顕寺・大蔵坊ら歴々の僧衆はじめ洛らく

 中ちゆう

 の僧俗が、大挙して安土に押し掛け、安土の城下町は、上へ下への大騒ぎとなった。町衆代表・甚右衛門が注進に駆けつけた時には、信長は、安土山西麓、湖ぞいの四あず

 阿まや

 風の亭にいた。顎の先を引っ込め、しきりに瞬まばた

 きする甚右衛門に茶をすすめた信長は、

「明日、沙汰いたすゆえ、坊主たちは、宿で待つように申せ。浄じよう

 厳ごん

 院の応おう

 誉よ

 に、今宵、登城させよ」

　浄厳院は、六角氏の菩提所・慈恩寺の旧地に、信長が建立した寺。石山本願寺に対抗する一向宗の寺で、栗太郡浄厳坊の応誉明感を招いて開山とした。急造のため伽藍は、各地の寺から移築し、本堂は、近江八幡の興隆寺弥み

 勒ろく

 堂からのものであった。

　信長は、水辺に咲く杜若かきつばた

 に目を細める。

　──すべての人が幸福になるのでなければ個人の幸福はありえないというのが、法華経のすばらしいところだ。沙婆を浄土として大切にすることを教える法華経に、儂は共感するところがあり、嘗かつ

 ては、旗印に「妙法[image: 〓]
 華経」と認したた

 めたこともあった。洛中で、法華宗の寺を宿泊所として久しい──

　信長は、杜若の向こうにゆれている黄き

 菖しよう

 蒲ぶ

 に溜息をつく。

「法然、親鸞、道元に共通するのは、自分の信じる仏教の価値を独断したところにある。日[image: 〓]
 は、一番遅れて登場したゆえ、激しい[image: 〓]
 み合いの最真中に身をさらす。新仏教としての地位を占めるにとった策が、「折しやく

 伏ぶく

 」だ。だが日[image: 〓]
 は折伏一本槍ではない。法華経の信心に達するためには、排他的にはなるが、一旦信心をつかんでしまえば、包容的に宗風をひろげる『摂せつ

 受じゆ

 』であった。いまは、法然、親鸞、道元、日[image: 〓]
 は、すでに亡く、あるのは、教団だ。どの教団でも、宗派内で、祖師は、殺丶

 さ丶

 れ丶

 て丶

 い丶

 る丶

 。法灯は、各宗とも祖師一代で消えてしまった。各宗とも、開祖の思想と信仰の源みなもと

 にまでさかのぼり、改めて、それぞれの教団の歩みを考えなおさねばならぬ時にきておる。新しい時代が、もうすぐ到来するのだから当然だ。『信仰の自由』と『宗教からの自由』を享受する国を創つく

 りたい」

　信長は、なりふり構わず行く。

　──宗論をさせるべきだ。儂は、どちらの味方もせぬ。一向宗の味方をして、八や

 百お

 長ちよう

 をすれば、いずれは、露見し、禍根を後世に残すことになる。宗論すれば、経典に関する造ぞう

 詣けい

 の深い方が勝ち、無分別な勇み足をした方が、負ける──

　信長は、すっくと立ち上った。当てのない巡歴、明日に向かって歩く。ゆくえに何があるか。胸の磁石は、西を指す。追われるように急いでゆく。



　五月二十七日、浄厳院本堂において宗論が行われた。寺の内外は、織田七兵衛信澄、菅屋九右衛門、堀久太郎、長谷川竹、矢部善七郎ら五人の奉行と三千余の軍兵で警固する。

　審判役として、南禅寺の景けい

 秀しゆう

 鉄てつ

 叟そう

 、安土に滞在していた因いん

 果が

 居こ

 士じ

 の二人が、信長に指名され席についた。一向宗側は、玉念、貞てい

 安あん

 、洞庫。法華宗代表は、日[image: 〓]
 、日淵、日諦。織田家として、織田信澄、堀秀政、菅屋九右衛門。矢部善七郎、長谷川竹の五人が、臨席した。

　宗論は、浄土経、涅ね

 槃はん

 経、無量義経、法華経に及んでの激論となった。が、終盤で、法華経が成立する以前の四十年間の釈迦に論が及んだ際、貞安が、「方座第四の妙丶

 」の「妙」の意味するものは何か、と質問したのに対して、日[image: 〓]
 は、返答に窮した。法華宗側の完敗であった。結局、日[image: 〓]
 は、打ちよう

 擲ちやく

 され、袈け

 裟さ

 をはぎとられ、法華宗は、以後、他宗を誹ひ

 謗ぼう

 しないという一札がとられた。京の法華宗徒も、この結果を悔やしがり、地団駄を踏み、濃厚な喪失感に沈んだが、信長の公正さと決然とした潔いさぎよ

 さに腑に落ちるものがあった。無分別な勇み足で騒ぎを起こした罰として、普伝と大脇伝介は、斬首。どさくさに逃亡した建たけ

 部べ

 紹しよう

 智ち

 は、堺の津で捕らえられ処刑された。

　信長は、「人間は宗教なしには生きられない」を前提として、どの宗教にも、一切干渉せぬと心に決めていた。信長は、思う。

　──祖師と呼ばれる人びとが、並みはずれて偉大であったため、後継者は、いきおい、その宗風をうけつぐことしかできず、宗派にならざるをえなかった。どんなに価値があるものでも、ただ、それだけを強調して修行すれば、他によいものや大切なものがあっても目にはいらず、結局、視野が狭きよう

 隘あい

 とならざるをえぬ。人と人の絆きずな

 を構築するためには、落ち着いて秩序正しく行動する規律が、必要だ──



　十二月二十五日。朝廷は、信長からの奏請に応じ、講和の斡あつ

 旋せん

 にのりだした。本願寺は、信長との和睦を勧める勅使の訪れを受けて、七月の盆前までに本拠の石山本願寺を明け渡し、地方へ退去することを承諾した。その後、誓書の交換があって、三月十七日、講和が成立。講和といっても、内容的には、信長が、人質を要求したり、大坂退去を迫っていることを考えれば、事実上の本願寺降伏であった。

　この流れを率直に喜んだ信長は、わざわいを払い、福をうえる呪じゆ

 詛そ

 の祓はらえ

 をする。十六日より、菅屋九右衛門、堀久太郎、長谷川竹三人を奉行として、安土城の南、新道の北に運河を掘らせ、田を埋め、新しく土地を造成させた。二十日ばかりの工事で、みごとな土地が出現した。

　急きゆう

 遽きよ

 、出頭を命じられた伴ば

 天て

 連れん

 ・オルガンチノが、おそるおそる信長の前に平伏した。信長は、満面に笑みを浮べて、

「南蛮寺の建築を許可する。京の四条坊門に建てた三階建の永えい

 禄ろく

 寺じ

 （通称）……南蛮名は、何と申したか」

「サンタ・マリア聖堂でござりまする」

「うむ。その聖堂と同じ規模がよい。一階は、和風の坐敷がある礼拝堂、二階は、外来者の宿泊用、三階は、セミナリオ（神学校）にせよ。費用は、すべて当方が、負担する。奉行は、キリシタンの高山右近がよかろう。すぐにやれ。京の敷地は、四町四方あった。狭すぎる時は、申せ。付近の屋敷を四、五軒とり壊して、ひろげてとらせよう」

「か……忝かたじけな

 く……」

「儂は、信者ではないが、其そ

 方ち

 らが、いとも遠く、かくも隔へだた

 った土地から、この土地にその教えを説くためにやって来たことは、幾いく

 多た

 の宗派があるこの町にとって名誉なことだと思う。瓦は、安土城に葺ふ

 いた屋根瓦が、残っておるゆえ、すべて使ってよいぞ」

「…………」

　オルガンチノは、中空に漂う陶酔の真ま

 っ只ただ

 中なか

 にいた。

　信長は、天主と[image: 〓]
 見寺で仏教、儒教、道教、神道を内包する国造りを意識していたが、キリスト教をも加えることで、平和な世の中を実現させようと思い描いていた。



　四月九日、信長と石山本願寺第十一代法主・顕如との十一年に亘る抗争に終止符が打たれる時がきた。顕如は、「惣赦免」をはじめとする信長の和睦案に戦意を喪失し、本願寺首脳陣はじめ家族と共に、石山城から退去し、翌十日、紀州雑賀に着船、そのまま紀州門徒の中心道場である鷺さぎ

 ノの

 森もり

 の坊舎に入った。

　しかし、顕如の嫡男・教如は、石山退去に加わらず、主戦派を主導して籠城し、徹底抗戦を叫んだ。勝算などなく、門徒の生命をすててかえりみない教如の行動は、別に珍しいものではなく、当時、さかんに行われていた世俗の家督相続をめぐる争いと、なんら異なる点はなかった。教如の相手は、信長ではなく、顕如の三男・准じゆん

 如によ

 であった。信長が、教団を魔丶

 党丶

 の丶

 類丶

 と考えたのは、このことだ。教如は、貴族化した本願寺法主の長男に生れて、多くの侍女に傅かしず

 かれて育つうち、生活運動能力を欠いた横着な若者になっていた。自己中心的で、衝動を制御できず、忍耐力に乏しく、そのくせ自尊心だけは高かった。容易に傷つき、わずかでも依存心が満たされぬと暴力をふるった。顕如の夫人・如によ

 春しゆん

 尼に

 は、こうした教如を嫌い、三男・准如を法主にと望むようになっていた。石山本願寺城を退去した首脳陣は、すべて准如の支持者たちである。教如の行動に激怒した顕如は、教如を義絶した。このことが、後年、本願寺の東西分流の伏線となる。宗教者にあるまじき教如の籠城挙兵は、蟷とう

 螂ろう

 の斧おの

 にひとしい暴挙であった。石山城の出城が、つぎつぎ落城した八月二日。

　紫むらさき

 裾すそ

 濃ご

 威おどし

 の大鎧に肥満した体躯を包んだ教如は、目を血走らせ、手次坊主・源心に、

「火を放はな

 てっ！　一いち

 宇う

 の堂あまさず焼き払えっ！」

　堂舎の一角に火が放たれると、折からの西風にあおられ、みるみる燃え広がってゆく。

　火は、御本寺と呼ばれる中心部分にある御影堂、阿弥陀堂、寝殿を焼き尽し、濠・土居を隔てた内うち

 寺内の法主や家族の居宅、一族寺院の多た

 屋や

 、坊官屋敷、御堂衆・六寺大坊の多屋も紅ぐ

 [image: 〓]
 れん

 の炎の中で崩れ落ちた。狂乱した番衆たちは、さらに濠・土居で隔てられた外そと

 寺内にも松明を投げこみ始め、「八町の町」と呼ばれる町衆の商業地域は、阿あ

 鼻び

 叫きよう

 喚かん

 の地獄と化した。

　その炎を背に、石山城をあとにした教如は、驚くべきことに、父・顕如の住む鷺ノ森坊舎のすぐ近くに身をひそめた。教如のこの行動は、彼が強烈な依存者であることを証明している。引きこもり、自殺を図ったりする教如を、見捨てた顕如は、対面も許さなかった。自分の都合で他人も動くものと思い込んだ教如は、一寺を建立するため、あてどのない流浪の旅に出た。

　この年の暮れは、安土に北西の風が吹き荒すさ

 び、琵琶湖は、時し

 化け

 続きであった。


 
第十一章　怨 霊









　天正九年（一五八一）正月朔つい

 日たち

 。

　黝くろ

 々ぐろ

 と折重なる山やま

 脈なみ

 の稜りよう

 線せん

 が、黄金色に燦めくと、澄ちよう

 徹てつ

 とした大気が、茜あかね

 色に染り始めた。細くたなびくすじ雲が、上空の紫色にまで複雑な色彩の層を区分けする。

　元亀二年（一五七一）、比叡山麓の穴太あのう

 衆を安土に移住させ、巨大な石垣工事の開始より、実に十年の歳月を経て、遂に、華麗な安土城は完成したのだ。山麓から天主にまで、びっしりと建物の屋根が埋めている。石蔵を含めて二十八間（約五十メートル）の高さに聳そび

 える天主最上階の外観は、全て金箔で仕上げられ、屋根の棟飾や軒瓦の金色と相あい

 俟ま

 って、朝日をうけて黄金色に燦さん

 然ぜん

 と輝いていた。最上階南面の扉は、珍しく開け放たれ、金箔押しの柱にもたれた信長が、大手門から百八十メートル真っ直ぐに延びる大手道を見下ろしていた。例年ならば、にぎやかに正月参賀が、行われるのだが、今年は、諸将が、各地に転戦中とあって、出仕を中止していた。信長は、ふうっと溜息をつく。

　──帝みかど

 （正親おおぎ

 町まち

 天皇）の東とう

 宮ぐう

 （皇太子）・誠さね

 仁ひと

 親王への譲位は、なかなか進しん

 捗ちよく

 せぬのは困ったことだ。帝は、譲丶

 位丶

 を世俗の家督相続のように考えておられる。天皇は、万ばん

 世せい

 一いつ

 系けい

 の皇統で、希な呪ま

 力な

 を持っておられる大神官。この呪力で、この国に充満しておる穢けが

 れを封じ込めて頂きたい。老齢で呪力が、衰えておられる帝は、いさぎよく譲位なされ、若々しい呪力の新・天皇に大だい

 嘗じよう

 祭さい

 や仁に

 王おう

 会え

 を行って頂き、この国を護ってもらいたい。儂の天下布武の暁には、天皇と協力して、この国をよくしたいのだ。安土城天主こそ、この国を護る羅ら

 城じよう

 門もん

 としたい。古いにしえ

 は……──

　王都・平安京は、朱す

 雀ざく

 大おお

 路じ

 の南端にある羅城門で怨霊の祟たた

 りから護られ、大内だい

 裏り

 は、朱雀門で鬼を封じ、千年ものあいだ都として続いた。古代の日本国は、平安京の中にあったのだ。平清盛は、西半分。源頼朝は、東半分を支配したのに過ぎぬ。信長の天下布武が成れば、日本国は、はじめて大おお

 八や

 洲しま

 全部が、日本国となる。信長は、天丶

 正丶

 の丶

 羅丶

 城丶

 門丶

 ・安土城天主で、新・天皇に大嘗祭を行ってもらいたいのだ。大嘗祭は、天皇が、即位後はじめて、皇祖天あま

 照てらす

 大おお

 神みかみ

 以下の諸神に稲の初穂を供えて共食する儀式。天子一代に一度の儀式である。この祭りによって、新たな天皇の資丶

 格丶

 が完成されるものとされていた。仁王会は、大嘗祭同様に、羅城門で行われた天皇による鎮護国家の法ほう

 会え

 。信長が、天主の東南側に清涼殿に似た本丸御殿を建てたのは、ひとえに、新・天皇の行幸を仰ぎたいとの一いつ

 心しん

 であった。天正七年（一五七九）十一月には、誠仁親王に、二条第を献上した。信長が、天正六年（一五七八）四月上旬、官位官職をことごとく辞任したのは、数百年前から形骸化していた律りつ

 令りよう

 制を否定し、郡県制に移行することを考えていたからであり、その上で、天皇制を存続させることを真剣に準備していたのだ。

　信長は、現丶

 実丶

 を変えるために行動する。信長のいう現丶

 実丶

 は、目の前の現丶

 在丶

 ではない。行動を積み重ねて将来でき上る現丶

 実丶

 をいう。



　正月十五日、信長は、恒例の左さ

 義ぎ

 長ちよう

 （どんど焼）の行事を盛大に行った。松原町の西部から琵琶湖にかけて広大な馬場があり、設けられた見物席には、信長の母・土田御前、お市の方の姿が見える。二人の屋敷は、馬場に面して並んで建てられていた。現われた信長は、眉を剃そ

 り、赤い頬当を付け、唐織りの錦の袖なし陣羽織を着て、頭上には、黒の南蛮笠をかぶるといった異様な出で立ちだ。見物衆の度肝を抜いたことが余程、嬉しかったとみえ上機嫌である。白地の頭巾、白い打うち

 衣え

 に薄墨の衣を羽織った土田御前・久子は、笑いをこらえて口許に手をやる。垂れ髪のお市の方は、みごとな刺し

 繍しゆう

 がほどこされた小袖を肩抜きにして、“腰こし

 巻まき

 ”として巻き、下に垂れた黒髪を、腰巻の小袖のすきまにゆるやかにすべり込ませていた。お市の方は、信長にじっと愛憐のやさしいまなざしを送っている。満ち足りて、まだ満ち足りぬようにお市の心は、ひそとも語らず矜きよう

 持じ

 （プライド）を守り続けていた。

　──吉きつ

 乃の

 様が、うらやましい……──

　傍かたわ

 らでは、お茶々、お初はつ

 、小お

 督ごう

 の三姉妹が、しきりに唐菓子をほおばって、天真らんまん、奇声をあげてはしゃぐ。大路小路からくりだした黒山の群衆は、どっとどよめく。眼前を、様々な衣裳を華やかにまとった武者たちが、爆竹の轟きと白煙の中を駆け廻る。平和な目を剥む

 く祭典に町衆は、陶然となった。

　満足気な信長は、伺し

 候こう

 した明智十兵衛に、

「十兵衛、よく参った。北条氏政から鷹を十三羽も贈ってきおったぞ。石山本願寺も、ようやく片付き、畿内はもとより、越前、加賀、越中、播はり

 磨ま

 、備前の一部、美みま

 作さか

 、丹波、丹後、但たじ

 馬ま

 は全て服した目出度い年じゃ。ひとつ馬揃えを盛大に興行して、新しい時代への門出を京の町衆にも披ひ

 露ろう

 したい。其そ

 方ち

 に奉行を申しつける」

　頬を紅潮させた十兵衛は、

「さっそく諸将に急使を出しまする。日時は……」

「うむ。二月二十八日、巳み

 の刻（午前十時）。場所は、内だい

 裏り

 の東側広場。武田勝頼が、動くという風ふう

 聞ぶん

 （噂）があるゆえ、高たか

 天てん

 神じん

 城じよう

 を囲んでおる家康には、連絡せずともよい。いま一人、因いな

 幡ば

 、備中で毛利と対峙しておる秀吉もだ」

「それ以外の諸大名でまいりまする」

「馬は、天下布武の象徴。天下の名馬を集めよ。人間も馬も無ぶ

 礼れい

 講こう

 じゃ。思いっきり婆ば

 娑さ

 羅ら

 でいこう。京の町衆の腰を抜かしてみたいものじゃ」

「畏かしこ

 まって候そうろう

 」

　謹言実直な十兵衛が、突然、滑稽な身振りで、すとんと足踏みをした。「狂言」振りである。信長の弾はじ

 けた哄笑が、響き渡った。



　二月十九日、信長上洛の前夜、京・吉祥院の庵室で、中国路にいる筈の秀吉と初老の男が向かい合っていた。初老の男は、もと足利将軍家の被官大工であった池上五郎右衛門だ。戸そ

 外と

 は雨になったらしい。幽しず

 かな雨音が、淡く黄色の燭灯をゆらめかせている。五郎右衛門は、凝ぎよう

 然ぜん

 と息を呑んだ。眼の前の秀吉には、信長の前でみせる剽ひよう

 軽きん

 さは片鱗さえなく、深い横皺が走る額、窪んだ眼がん

 窩か

 の底に猛禽を思わせる眼が炯けい

 々けい

 と不気味な光を放っていた。秀吉は、異様な殺気を躰からだ

 から立ち昇らせて、

「本能寺の御座所造営、滞とどこお

 り無な

 く完成して目出度い。納なん

 戸ど

 （寝所）の床下の小部屋の件は、他言無用ぞ。緊急脱出用につき、上様お一人しか知らぬ。他言すれば、命はないぞ。これは、褒ほう

 美び

 じゃ」

　五郎右衛門は、膝前にずしりと置かれた黄金の入った革袋に、思わず、ぶるっと身震いをした。

「大丈夫でござりまする。去年の暮れ、雪の日、余人の不在をみはからい、息・久作と二人だけで、深夜に組み立てました。同僚の辨べん

 慶けい

 小左衛門も知らぬことで……」

「よし。其方に次の大仕事を与えよう。番ばん

 匠しよう

 、石いし

 切きり

 、大おお

 鋸のこ

 など千余を連れて、姫路城に来い。儂は、一足先に姫路に戻る」

　秀吉は、全身黒装束、黒覆面の忍者となり、雨雲のかかる大路を、闇やみ

 ツ丶

 コ丶

 リ丶

 という疾風歩行術で、みるみる遠ざかっていった。



　信長は、天正七年（一五七九）十一月に、二条第を誠仁親王に献上したので、その代りに自邸として、本能寺に御座所を造り始める。天正八年（一五八〇）二月のことであった。作業奉行は、京都所司代・村井貞勝。当時の貞勝は、本願寺との和睦交渉や譲丶

 位丶

 をめぐる天皇と信長の綱引きの迫はざ

 間ま

 を奔走中で、多忙を極め、席の暖まる暇いとま

 もなかった。隠密裏で、毎月のように京に潜入して、調丶

 略丶

 に余念のない秀吉は、素速く貞勝の窮状につけ込み、莫大な造営費用を提供し、作事の木割書（設計図）作成にも口を出した。秀吉は、信長から中国経略という重大任務を与えられていたにもかかわらずである。驚異の頭脳・体力に裏づけされた秀吉の行動半径は、信長の予想を、はるかに超えていた。

　天正六年（一五七八）二月、秀吉が、再び播磨に出陣した頃から、堺は活況を呈していた。秀吉は、播磨、但馬、摂津、備前、丹波に続々とワタリの金かな

 山やま

 衆を送り込み、鉄の産出に力を入れた。鉱山掘削には、厖ぼう

 大だい

 な量の鉄製用具がいることに目をつけたワタリは、[image: 〓]
 けら

 押おし

 法によって直接錬鋼をつくることにした。原料にも赤あか

 目め

 といわれる燐りん

 や酸化チタニウムの含有量の多い砂鉄をやめ、含有量の少ない真砂を使うことにした。これに加えて大型の踏み鞴ふいご

 で風を送ることによって良質の鉄が大量に供給されるようになっていた。秀吉は、安価で得た鉄を堺に送り、鉄砲や鉄製工具を続々と手に入れた。信長は、永禄十年（一五六七）三月、京で金銀の交換比率を一対五で決めたことでも解る様に、金や銀に興味を抱いてはいたが、この国の埋蔵量については、あまり期待していなかった。が、秀吉は、摂津・多田の庄などの砂金採取を細々と行っていた地域に、最新式の精[image: 〓]
 法を導入して一変させた。金が採れるところは、銀も採れる。秀吉は、銀の鉱脈に目をつけ、始め、「灰吹き法」を用いてみた。銀鉱石に鉛を加えて炭火で吹きたて、表面に浮く熔よう

 滓し

 をはぎとっていくと、やがて銀を含んだ鉛（貴鉛）が残る。それを冷やして灰を入れた鉄鍋の上にのせ、さらに吹き立てていくと、熔と

 けた酸化鉛が、灰にしみ込んで「炉かす」となり、灰の上に銀が、小円片となって残る。秀吉は、能の

 勢せ

 ・川辺・豊島の三郡に二千近くの坑を掘り、多田銀山として甦らせ、更に、但た

 馬じま

 生いく

 野の

 銀山を生熊左介らに拡大させた。左介らは、「灰吹き法」を上まわる画期的な精錬法を開発した。

「水銀流し」である。秀吉の居城、長浜一帯で産出する辰しん

 砂しや

 （水銀と硫黄の化合物）を取り寄せ、銀鉱石をくだき、水銀に触れさすと、水銀アマルガムができる。これを加熱すると、水銀が蒸発して、簡単に銀が残る。生野銀山だけでも、月間、銀六万二千枚が、秀吉に上納された。銀一枚（約七キログラム）は、六十万円。となれば、六万二千枚で、三百七十二億円が、秀吉の懐中ふところ

 に入ったことになる。これで、一いち

 銀山である。秀吉を経て、堺に送られた金・銀・銅・鉄は、精製され、全国の流通網に乗せられた。信長に任ぜられた堺代官・松井友閑が、秀吉に籠ろう

 絡らく

 されるに時間はかからなかった。秀吉は、臆面もなく銭ぜに

 を使った。商人出の松井友閑にとって一番弱いものを使いまくった。結果、秀吉に関する情報は、友閑によって握り潰され、信長には伝わらない。信長死後、利用価値のなくなった友閑は、秀吉によって暗殺される。

　合戦には、莫大な銭が要る。有名な三木城の旱ひ

 殺ごろ

 しに約三百億円。米の買い占めから始まった鳥取城の渇かつえ

 殺ごろ

 しには、約三百五十億円。百八十八町ちよう

 歩ぶ

 （約百八十八ヘクタール）の大人造湖をつくっての高松城水攻めにも三百五十億円。どれも「時間はかかる」「金はかかる」とあって戦術としては、最低の水準のものばかりを採用したのは何故か？　目的は、兵力温存と合戦の終結日時決定権を秀吉が握ることにあった。敵に提示する条件次第で、終結の日時を自由に操作できることは、反転作戦には重要。秀吉と毛利の交渉役は、小早川隆景の外交顧問・安あん

 国こく

 寺じ

 惠え

 瓊けい

 であった。のちに秀吉の家臣となる惠瓊は、秀吉の「機を見て、信長を斃たお

 し、天下を取る」決意を聞き、協力を申し出る。それは、毛利家を守ることでもあったから。秀吉謀反の決定的証拠は、「五ヶ国割譲案」である。備びつ

 中ちゆう

 、美みま

 作さか

 、備びん

 後ご

 、伯ほう

 耆き

 、出雲いずも

 のうち出雲と備後は、完全に毛利方の手中にあり、勝つか負けるかわからない段階で毛利が、易々と自領の提出を申し出る筈がない。間違いなく、秀吉からの講和条約である。秀吉の意を受けた惠瓊が、毛利方に伝えたのであろう。「五ヶ国割譲案」の存在を、信長は、生前、遂に知ることはなかった。毛利を滅して九州へ攻め入り、天下布武を完成させようとする信長が、中国路に出て、備中に到着すれば、秀吉の切腹は、間違いない。秀吉は、「五ヶ国割譲案」を、「信長のため」ではなく、「自分のため」に行った。この時点で、秀吉は、信長の家臣ではない。



　二月二十日、信長は上洛。新築の本能寺御座所に入った。去年二月に建築開始し、完成に一年かかった豪華絢爛たる大御殿であった。従来の本能寺と比べると敷地で二倍強の広大さだ。上坐に腰を下ろした信長は、家臣の前で、造営責任者・村井貞勝を賞讃したあと、余人を遠ざけた。大広間に、ぽつんと畏まる貞勝の膝前にまで、さあっと歩み寄った信長は、貞勝の横顔に走る水のようなものを見逃さず、

「少し長い人生を生きた者なら、すぐにわかること。理想とは、あるい丶

 か丶

 が丶

 わ丶

 し丶

 さ丶

 を隠さねば、実現には至らぬものよ。この屋敷群は、四十棟、ざっと見積って二条第の三倍は、かかっておる。誰が、この費用を負担いたしたか」

「…………」

　信長は、貞勝の眸のなかの影を見逃さない。

「猿か」

「は……はい。羽柴様が、銀一万二千枚をぽんと……ただ他言無用と」

「大気者よな、秀吉は……。最近では、いつ顔を合わせたか」

「昨日でござりまする。備中へ旅立たれました」

　信長の心の闇に、信長しか知らぬ原始の魄たましい

 が、揺蕩たゆた

 いはじめた。



　二月二十八日。辰たつ

 ノ刻（午前八時頃）。

　風もなく、晴れ上ったよい天気であった。
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 何せうぞ　燻くす

 んで　一いち

 期ご

 は夢よ　ただ狂くる

 へ
 （まじめくさってみたところで　人の一生は夢だ　ただいちずに遊び暮すのがよい……）
 　信長の口から小さく小歌がもれる。馬上信長の行むか

 縢ばき

 は、金地に虎の斑ふ

 が縫取りにしてあり、頬ほお

 当あて

 に用いた錦紗は、むかし唐、天竺では帝王のみが用いた珍しい唐織物で、四方に織り止めがあり、真ん中に人形が織り出してあった。頭巾は、唐とう

 冠かんむり

 で、うしろの方に花を立てていた。着ている小袖は、紅梅に白の段縞で、その上に蜀江の錦小袖を重ね、袖口には、金糸をよりあわせたふちどりがしてある。肩衣は、紅色の緞どん

 子す

 地に桐と唐草の柄で、袴も同じ生地。朱色は、古代中国では、最高位の用いる色であったが、信長にとって、朱の彩色は、高丶

 貴丶

 な丶

 色丶

 ではなく、見物人の心を華やかに浮きたたせる意味でしかない。こういった「禁きん

 色じき

 」を庶民に解放し、千宗易らの「侘わ

 び」や「寂さ

 び」にも結びつけたいとさえ思う。

　信長の華麗な装束が、西にしの

 洞とう

 院いん

 通りに姿を現わすと、諸国から参集して通りを埋める武将たちから、一斉に地をゆるがす歓声が湧き上った。

　京都馬揃えは、騎馬隊による軍事パレードではない。それは、安土城が、合戦用の城でないのと同様であった。信長は、類たぐ

 い希な才に恵まれた明智十兵衛と共に、この国に満ちておる閉塞感を打破しようと精微に組み立てた「馬揃え」であった。

　──閉塞を破るには、新しい構造を生み出すしかない。豊かさを拡大してゆく時代には、色々な可能性が生れ、疎外は減る──

　信長が、乗っている馬「大黒」は、鞍重ね、あおり、手た

 綱づな

 、腹帯にいたるまで金地に虎の斑の縫取りがしてある。紅色のふさのついた鞦しりがい

 には、よ丶

 う丶

 ら丶

 く丶

 （垂れ飾り）がつけてある。信長も負けてはいない。腰には、牡丹の造花をさし、乗馬用の腰蓑は、白熊の皮で、太刀の鞘には、金の延板飾が、ついており、しゃらしゃらと音がする。信長は、小鼻を、くすんと鳴らす。

　──まるで遊女の大行列だ……──

　周囲の常磐ときわ

 樹ぎ

 の鮮かな緑で装う山桜は、暗褐色の枝を薄藍色の空に向かって精一杯にさしのべ、淡紅色の花をこぼれる様に咲かせていた。鴨川べりには、やや小ぶりな紅紫色の桜が、群がり、咲きこぼれている。時折の風をうけて、さっと撒き散らされる花びらは、柔らかい光の中で蝶の様に、うつらと舞っている。信長の耳元で、温かい息づかい。吉乃だ。

「ひとつひとつの花びらの行方ゆくえ

 を追うておりますると、ほんに時のたつのも忘れまする。今日は、京の人々も、じっと家の中には、おられず、みな着飾って嬉しそうに……」

　こくりと頷いた信長は、顫ふる

 えるような眩めくる

 暈めき

 の中にあった。

　軍事パレードなら、軍団が、街中を進むと、町衆や百姓らは、蜘く

 蛛も

 の子を散らしたように家に駆け込み、窓から恐しげに覗くのが、通例であった。ところが、信長の華麗な行列が近づくと、道の両側は、黒山の人だかりである。真っ先に反応したのは、単ひとえ

 に袿うちぎ

 着き

 流なが

 しの娘たち、袖のない手て

 無な

 しの褶しびら

 姿の女房連、童児、童女たちであった。奇声と歓声が、湧き起こって、駆け寄ろうとする女たちを、立たて

 烏え

 帽ぼ

 子し

 に黄色の水すい

 干かん

 白い袴姿の小姓衆が、懸命に押し止める騒ぎとなった。馬上の信長は、喜色満面で、煽あお

 って、剽ひよう

 げてみせると、蜂の巣をつついたような嬌声の渦となる。

　華麗な身み

 装な

 りは、諸国から参集した武将たちも、信長に負けてはいない。上着には、唐織物、金きん

 襴らん

 、唐綾、模様入りの織物などでつくった小袖を着、袖無しの上衣や袴に立派な織物を用いていた。無骨な甲冑を着用する者は、武将から中ちゆう

 間げん

 に至るまで一人もいない。行列にみなぎる勢いは、京雀の心を完全にとりこにする魔法が掛けられているかのようだ。信長は、人々に問う。

「真丶

 が果して真丶

 か。善丶

 が果して善丶

 か。狂丶

 気丶

 は果して狂丶

 気丶

 か」と。



　終着点は、皇居の東門外に、南北八町にわたってつくられた馬場だ。金銀をちりばめ、贅ぜい

 をつくした桟さ

 敷じき

 が、しつらえられ、正親町天皇をはじめ、百官の公[image: 〓]
 が、つらなって陪ばい

 観かん

 する中、名馬中の名馬が、披露される。

　第一番は、「鬼あしげ」、続いて、二番目に、小鹿毛、三番目は、「大あし毛」。四番「遠江鹿毛」、五番「こひばり」、六番「かわらげ」と続き、人々の嘆声をさそう。馬具や馬につけるお丶

 も丶

 が丶

 い丶

 、む丶

 ね丶

 が丶

 い丶

 、し丶

 り丶

 が丶

 い丶

 の緒、手綱などには、みな上等の紅色の糸を組んで用い、金襴緞子であんだ大ふさに金色や紅色の糸をつけたりしている。

　馬場には、一番に丹羽長秀の摂州・若狭衆が入り、二番には、蜂屋兵庫頭と河内衆、和泉衆、佐野衆が、続く。すべての入場が終ると、信長は、寸刻も惜しげに、馬を疾駆させる。柵のまわりを左廻りに回る。心の中に狼煙のろし

 が垂直に立ち昇った信長は、ぶるっと身震いする。

「はい、よおっ！」

　疾駆し始めた信長の前方には、振丶

 り丶

 返丶

 ら丶

 な丶

 い丶

 道が、真っ直ぐ。

　──この馬揃えに参加できぬ者は、二人。家康と秀吉だ。儂は、鼻が、悪くなっておった。安土から遠く離れて徘はい

 徊かい

 しておるうちに二匹の怪物が生れたようだ。これは、もう動かしがたい真実がある以上、闇に光を当てるには、決定的な時機まで待つしかない。儂が、中国路に出る時、二人に引導を渡すしかあるまい……──

　自分を律しきって、天下布武を目ざす信長にとって、正丶

 義丶

 とは、不正は、処罰しなければならぬという峻しゆん

 厳げん

 な思想であった。

　いつしか、黝くろ

 々ぐろ

 と横たわる西方の山稜は、黄金にきわ立ち、その遥か上空の雲は、赤から薄紅、さらには鉛色へと複雑な色相に塗り分けられてゆく。

　桟敷から信長の一いつ

 挙きよ

 手しゆ

 一いつ

 投とう

 足そく

 を注視していた若き誠仁親王は、思わず感歎の声を放った。一見したところ無駄な、だが、信頼に値する試行錯誤の過程が[image: 〓]
 れんばかりに詰まっている馬揃えであった。

　──なんとまじめな男よな……信長は……。

　それに比べて、帝みかど

 （正親町天皇）は、死の扉の前に立つ年齢になっても、丸くならず、禁きん

 闕けつ

 の中で宗教的生活とは、正反対の政丶

 治丶

 屋丶

 になり果てておる。自分の論理だけが、論理だと思っている人、自分だけが、正義と思っている人々は、不丶

 ま丶

 じ丶

 め丶

 な丶

 人丶

 だ。正義を、既得権益のように振りかざす者ほど、胡う

 散さん

 臭い。儂は、祈丶

 り丶

 を通じて、信長という男に協力して、この国をつくりなおしたい──

　誠仁親王は、青年らしいあせりと野心が、湯気のように頬をほてらせていた。ここに至っても、譲位のことなど、全く念頭にない正親町天皇の心中を見み

 透す

 かした親王は、天皇に代って、信長に宛てた散らし書きの御消息を認したた

 めた。内容は、

「信長が、久しく戦乱の絶えなかった国内を統一を目指して近畿を平定し、畿内を経略、朝家の再興を図ったその武勲をお喜びになり、この書を認めたものである。その功績によって如い

 何か

 様よう

 の官位も望み次し

 第だい

 と仰おおせ

 出いだ

 され、御悦の余りに御乳人を御使いとして、薫香一包を賜う」という文面であった。

　──安土城は、どの様な城であろうか……。行ってみたい──

　誠仁親王は、ある飛躍的情念が、血液のように、体内をまわり始めた。

　──信長は、帝をあまり気にするから、帝におさえこまれてしまうのだ。もうこうなったら全くちがった政まつり

 治ごと

 の場を考えてみる他あるまい。年が、明けたら安土での信長に協力してみたい──

　誠仁親王のたっての所望もあり、信長は、三月五日に、小規模な馬揃えを行った。さきの馬揃えで評判のよかった名馬五百頭を集め、自らは、黒い笠にほ丶

 う丶

 こ丶

 う丶

 、黒い道服に裁たつ

 着つけ

 という全身黒ずくめの装束であった。信長にとって、黒丶

 は、さまざまな想いをその中に包み込んでしまう色であった。純粹さ、腹黒さ、醜さ、などを懐ふところ

 にかくしつつ、毅然とした姿をも露あらわ

 にしてみせる。これは、八月に安土で行われた馬揃えの時の信長の装束・白丶

 と対照的であった。安土では、信長は、真実を訴え、曇りのない人生の根源を象徴していたからである。



　三月十日未明、京を出た信長は、安土への帰途についた。大津を過ぎ、田上山から金こん

 勝ぜ

 の竜王山にかけての連峰を眺めて一息つく。到るところに金色をした菜の花が、太陽の光を反射して眩しい。全ての物が、みな黄色となる。信長は、土臭いこの花が好きだ。菜の畑の中に跼かが

 んで、虻あぶ

 のぶんぶん呻うな

 るのを聞きながら握り飯をほうばる。竹筒の水を呑みながら、顔を花に近づける。莟つぼ

 みが、花傘なりに簇むら

 がって蛹さなぎ

 虫むし

 の甲羅のように小さく青い円となる。柔らかな青い葉は、互い違いになって柱のような茎を取りまく。

　──なに不足ない。完璧な美しさだ──



　今いま

 宿じゆく

 あたりにまで戻ると、信長は、いつも心の静かなたかまりを感じる。理由は、自然の発する微妙なにおいだ。そのにおいは、限りない豊饒をも予感させる淡いが上品な安土の香りである。と、信長の目ま

 蓋ぶた

 が、垂れる。

「…………」

　なにやら腥なまぐさ

 い風が、箭や

 のように空間を吹き抜けてゆく。

　──香りが、悪くなったのか……。もしかすると、儂の鼻が、変になっていやせぬか──

　しかし、城下町に入ってみると、人々の往来は、ひとしおのにぎわいをみせ、町の活気は、なんら変りはない。絢爛豪華な黄金天主と共に、空前絶後の風景であった。

　豊浦といら

 の馬場で、あわただしく出迎えた織田七兵衛信澄に、信長は、ひと言。

「留守中、変ったことは、なかったか」

「ははっ……実は」

　信澄は、口ごもりながら、安土に起きた異変のことを述べた。毎夜のように上空を青い火の玉がとび、空間で激突したかと思うと、一つの大きな火の玉に変じ、家々の屋根をかすめて飛び去った。朝になると、人々は、数々の悲劇を目撃し、ふるえあがった。町衆代表の甚右衛門は、眠っていた時、

「うむむむ」

　と、力のない呻き声をあげ息絶えた。

「甚右衛門の後を継いで町衆代表になった与右衛門は、甚右衛門の葬儀の真最中に錯乱状態となり、がっと血を吐き、二人の息子を道連れに自害いたしました。怨霊のしわざではないかと町の者は、恐れおののき、来る日も、来る日も[image: 〓]
 見寺に詰めかけておりまする」

「…………」

　信長は、低く呻って、躰が冷えてくる。

　──この城下町が、できた頃は、豊かさが拡大してゆく期待に[image: 〓]
 れておった。時がたつにつれ、閉塞し、後退し始めたのか……。人間は、一人で生きているわけではない。町を創るが、助け合うとは限らず、疎外しあう関係も生ずる。ものごとは、公平であることは少なく、善意の意図があろうと疎外は起こる。新しい飛躍のきっかけが、ほしい──

　信長は、ひらりと馬上の人となり、街道を疾駆して、町衆番所にまでやってきた。

「これは、これは、上様……」

　亡き甚右衛門の嫡男・清兵衛が、手綱をとる。暗い番所の中の板敷に、二十余の町衆が坐っていた。みな清兵衛と同じ年頃の若衆である。信長は、ぼそりと、

「此こ

 度たび

 は、気の毒なことになった」

　清兵衛は、静かに頭を下げたあと、すっと背筋をのばし、爽やかな声で、

「この世で、人は、日々死んでおりまする。人の死丶

 というものは、必ずしも暗い出来事と決めつけられぬ、と存じまする。未来の豊饒をもたらすような人の死もござりまする。父・甚右衛門は、安土の城下町の人々のために、ひと花咲かせれば、いつ死んでもよいというのが、口癖でございました。天主を拝觀して、上様の天下布武に心酔しておりました。人間は、互いに相違点があることを認め、それを克服できぬとしても、少なくとも、多様性を認めるような世界を創ることは、できるという上様のお考えに感激しておりました。人はみな死んでゆく運命にあり、父は、自分の身の丈たけ

 だけで、精一杯生きることができ、本望であったと思われまする」

　信長の頬を白く光るものが、滴り落ちた。

「甚右衛門は、椿の花のような男よな。風や雨に打たれても落ちることはないが、静かな夜、未練を残さず豊饒に死んだ。甚右衛門は、儂を叱しつ

 咤た

 してくれた。人工の都市・安土は、まだまだ未完成だということが、骨身にしみる。これからは、若者の時代だ」

　他者のために死ぬことの喜びを、信長は、真剣に信じる。

　その夜、穴生衆、馬淵衆を集め、琵琶湖水運の中心地として、豊浦湊と常楽寺湊の大改修を命じた。それぞれに巨大な石造りの防波堤を八本伸ばし、船ふな

 繋かがり

 を架せば、大小とり混ぜて、数百の巨船が、舳へ

 先さき

 を揃えて揺蕩たゆた

 うことができる。そして、佐和山城下の松原浦港、南湖に直接造られた水城・坂本城、長浜城、大溝城を結ぶ一大水陸交通網を完成させようという構想であった。

　──疎外し合うことが、新しい飛躍のきっかけとなるはずだ……──

“怨霊封じ”という安土城天主の役目を発揮することが、迫っていることを実感した。

　三月二十九日。信長は、「晦みそ

 日か

 の祓はらえ

 」を布告した。安土城下町に差し迫った悪難や災難から逃れようという呪法だ。外出を控え、ただただ家の中で身を慎しもうとしている町衆を見るに耐えない信長の苦肉の策である。

　こまかな雨が降る中、人々は、百ど

 々ど

 橋ばし

 を渡り、次々と石段を昇り、[image: 〓]
 そう

 見けん

 寺じ

 の楼門を潜る。楼門上には、神官の装束の益ます

 荒ら

 男お

 が、仁王立ちとなり、大だい

 音おん

 声じよう

 で、　[image: 〓]
 もえん不動王　火炎不動王、波切不動王　逆さか

 しに行うぞ　逆しに行い下せば　向うは血花さかすぞ　みじんと　破れや　そわか　燃えゆけ……[image: 〓]
 おん

 あびらうんけんそわか
 　不動明王を逆さまに招き下ろして、害をなすさまざまな霊とそれを操る人間に血花を咲かせて呪殺しようとする「式王子の裏うら

 式しき

 」の呪法である。益荒男とみえるは、信長だ。かぶる冠かんむり

 の纓えい

 に五ご

 芒ぼう

 星せい

 が、透かして織り出されている。信長は、三十六巻き重しげ

 籐とう

 の弓をぐいと引き紋り、ぐぐっと上体を反らす。右上腕の筋肉がぶるぶると痙けい

 攣れん

 した。遠とお

 矢や

 前まえ

 だ。

「いやーっ！」

　玻は

 璃り

 の空気を斬り裂く掛声。閃光となって彼方に消える征そ

 矢や

 。矢は、この一本のみ。不遇の死をとげた人々の霊を祀まつ

 り、怨霊を射抜くのだ。続いて、信長は、魔切りの九字の呪言を気合を込めて、唱とな

 える。

「臨りん

 、兵ぴよう

 、闘とう

 、者しや

 、皆かい

 、陳ちん

 、列れつ

 、在ざい

 、前ぜん

 」

　右手で刀印を結びながら、横に五回、縦に四回宙を切り、弓の弦つる

 を鳴らす鳴めい

 弦げん

 に移る。

　目に見えぬ矢で目に見えぬ世界の物もの

 怪のけ

 を射るのだ。

　続々とつめてくる群衆は、境内中央に「四神相応」の考えに基いた天丶

 壇丶

 に目を奪われる。天壇は、四方を二段の石組みで囲われ、四方に四神（四色）の鳥居が設けられている。東方は、蒼そう

 龍りゆう

 （青）。西方は白びやつ

 虎こ

 （白）。南方は、朱す

 雀ざく

 （赤）。北方は、玄武（黒）である。

　神官たちによって祓はらい

 詞ことば

 修しゆう

 祓ばつ

 が行われる頃には、雨は、すっかり上がり、爽やかな風が、吹き渡り、散さん

 紙し

 散さん

 供ぐう

 の色とりどりの紙片が、花吹雪のように舞い、夢幻世界に人々は陶然となる。広大な[image: 〓]
 見寺は、群衆の心を癒す呪術空間となった。神楽「美み

 母も

 呂ろ

 路じ

 」が、笙しよう

 、笛、琴によって奏される中、祭壇の数々の神燭に火を灯とも

 す点火修法が、行われ、紫の大きな房のついた大きな鈴を鳴らしながら信長が、登場。曳鈴である。涼やかな鈴の音は、群衆の心と洗い清め、号泣する声が。信長の合図で、神官、僧侶、家臣たちが、手に手に短い縄の束を持って現われ、参拝者だちに、一人二本ずつ配って歩く。一本は右巻き（右縄）、もう一本は、左巻き（左縄）で撚よ

 り方が違う。

　右縄を右手で、左縄を左手で受け取った参拝者たちは、先ず、右縄の端を口にくわえ、右手だけで撚りをほぐす。祭壇上では、中なか

 臣とみ

 祓はらい

 の祈願文が奏上される中、今度は、左縄の端をくわえて、左手だけで縄の撚りをほぐす。群衆は、もう夢中である。ほぐし終ると、参拝者は、信長の仕草を真似て、縄で自分の全身を撫でさする。信長の大音声。

「こうすることで、身の災厄や穢れを縄に移すのだ。移した縄は、馬場の中央に積むがよい。左さ

 義ぎ

 長ちよう

 を行い、焼き納めてとらせる」

　歓声をあげながらの解縄行儀が進むなか、祭壇では、神官、僧侶たちが、晒布をひろげ始めた。信長は、天壇上に仁王立ちとなり、南（朱雀神・赤）の鳥居の方に向かって、鋭い気合をかけ、鳴めい

 呟げん

 の行儀。魔を射る。信長は、いきなり躍り上って絶叫。

「やれいっ！」

　神官、僧侶の曳えい

 声ごえ

 が、応えて、一斉に、

「ええ、とう、ええ」

　なんと勢いよく、晒布を裂き始めたのだ。

　群衆の閉塞感を晒布に見立てて、裂きまくる。圧巻である。群衆は、驚喜して、声をそろえ、

「えいや、えいや」

　踊り狂って、囃し立てる。自信に満ちた信長の態度は、拠り所のない不安な民衆に、一定の安心を与えるのであろう。信長は思う。

　──未来を予見し得るものはない。未知なることへの不安に人々の心は、病む。儂は、この誰も聞こうとしない妄想にも、耳を傾けたい──

　黝くろ

 々ぐろ

 と折重なる山やま

 脈なみ

 の稜線が、澄徹とした茜あかね

 色に染まり、安土山の黄金天主が、燦きら

 めき始める。信長の眼は、南北の大屋根の中、群ぐん

 青じよう

 に輝く大破風の壁に潜む五重目に注がれていた。祭儀の最後は、茅ちの

 輪わ

 抜けの行儀である。信長を先頭にして、神官、僧侶に率いられ、参拝者すべての者が、吉きち

 意い

 を呼びこむ歩行術・反へん

 閇ぱい

 で進む。鳥居にくくりつけられた巨大な茅輪を全員が、三回くぐることで、穢れを祓う。群衆の心は、いくつもの谷を越え、黝々とした北の山脈から、その上空の果しない虚こ

 空くう

 へと飛[image: 〓]
 していた。



　五月八日を「八はち

 の祓はらえ

 」と定めた信長は、自らの呪力を高めるために、連日の猛鍛錬に突入した。立木打ち、乗馬、山駆け、犬槍（投げ槍）、印いん

 地じ

 （飛礫つぶて

 打ち）など、信長の慥たし

 かな足どりが、草木を戦そよ

 がすように、身内に嫋そよ

 ぐものを振り捨てる。

　──此こ

 度たび

 は、仏ほとけ

 に頼らず、やり遂げたい。それが、命取りになろうと、本望ぞ──

　木の下影に風が立ち、薄明の光が、僅かに差し込み、熊笹の艶やかな葉が、擦れ合い囁く。ゆるやかな風の曲線が、憔しよう

 悴すい

 した両肩を吹き抜ける。落らく

 魄はく

 した五体に精気が、加速する。風景の中の小鳥が、斜めに墜お

 ちてゆく。

　足裏に土の形を刻み、追われるように地面を蹴る。羊し

 歯だ

 の叢を分け、土橋や丸木橋を渡る。岩を滑るな丶

 め丶

 滝を横切る。時空を超え、一つの声にのめり込んでゆく。過去から未来への白道を駆け抜ける。常に充足せぬ心を抱き、朝がくると、夜がくる。　[image: 〓]
 六りく

 道どう

 輪りん

 廻ね

 の間には　ともなう人もなかりけり　独ひと

 りうまれて独り死す　生しよう

 死じ

 の道こそかなしけれ　善悪ふたつの業により　いたらぬ栖すみか

 はなかりけり……
 　足ばやに夕暮の野を去り、信長の背後に逆光の陽が、長い影をひきずっている。

　五月八日、柿の種たね

 の月が、雲間に隠れるのを、じっと待っていた信長は、闇が、色を濃くした天主石蔵をまわり、九字を唱え、悪霊が、脱出できぬように封じ込める。一重目の御門を潜り、七段の石段を反閇で上り、潜り木戸を押す。薄暗い吹き抜けの大空間の四面は、全て金箔で飾られ、黒漆の柱は、各階とも九字で、縦四本、横五本に組まれ、九星九宮を表わしている。九という数字は、陰陽道では、最も極まった数であり、最大を意味する。この空間に入ったが最後、怨霊に逃げ道はない。逃げ出す窓ひとつないのだから。中央の土間には、東向きに宝塔が安置され、両側二基の金灯籠の光が、妖しく信長の影を浮び出す。信長は、溜ため

 枡ます

 （便所）に、ゆっくりと入る。過去を追わず、未来を願わず、ただ今の糞尿の臭いに時を刻む。五月一日に「一いち

 の祓はらえ

 」を行い、天主と本丸には、家臣など、全ての人に立入りを禁じていたので、辺りは、薄気味悪いほどの静寂が、迫ってくる。信長は、一いつ

 穂すい

 の燈ともしび

 の光を的あて

 に、階段を上ってゆく。

　──儂が、今宵やろうとしていることは、この天主が、癒しの力を失わないうちに、遣や

 り遂と

 げねばならぬ。怨霊が、果して襲うてくるか、はたまた鎮しず

 めることができるかどうかは、儂の信丶

 念丶

 しだいであろう。

　揺れる灯ひ

 が、彫りの深い信長の横顔に濃い陰影を作っている。

　──儂の呪ま

 力な

 は、すべて体丶

 験丶

 によって学習して得たもの。怨霊と白黒つける対決とは、自然に問いかける方法なのだ。武力や経済力だけでは、国家は成り立たない。国家を裏側から支える「闇」の想念や「負」の念力がなければならない。「闇」の幻想や呪力がいる。国家を創るには、桁けた

 はずれで、金色燦然と輝く象徴が、必要になってくる──

「晦みそ

 日か

 の祓はらえ

 」の[image: 〓]
 見寺での光景が、脳裏に浮かぶ。

　──人々は、儂が期待したように反応してくれた。相手となる人間それぞれに応じて、違った反応をする。彼らは、自分に親しい人を知っていて、相手の期待するとおりに反応したりするようだ。国家は、統率者の期待感によって影響をうける。生かすも殺すも信丶

 念丶

 しだいなのだ──

　信長は、今朝、ヨモギや菖しよう

 蒲ぶ

 で身を浄きよ

 め、身体に付着した罪ざい

 穢わい

 と汚お

 穢わい

 を、取りのぞき、武器にする二本の生なま

 木き

 を洗った。



　信長は、最上階（七重目）の「究くつ

 境きよう

 頂ちよう

 」というべき黒漆塗で金こん

 碧ぺき

 障壁画で囲まれた三間（約五・四メートル）四方にどっかと腰をすえた。燭灯の醸かも

 し出す妖しい光の夢。

　──儂は、この天主を、新しい日本を護る巨大な呪的浄化装置として創つく

 った。昔、平安京を守った空洞うつぼ

 としての朱す

 雀ざく

 門、羅城門にあたる。神が宿る空洞としての神社のようなものだ。空洞である天主に住む儂自身も霊の宿やど

 る骸むくろ

 であり、信長自体が空丶

 洞丶

 なのだ。儂が、死んだら宝塔の地下の壺に遺骨をおさめる。そしてこの国に害をなす怨霊を払ってみせる……──

　信長は、持続的に、そして異常なまでに、怨霊祓えの問題に思考を集中しているうちに、この天主の存在が、自明のように観み

 えだして、ふつふつと自信が、湧き出した。たしかに信長の考えが正しいという証拠は全くない。が、思いついたことは、本質的に正しいと信じきっていたので、そこに不安はない。

　──信玄も謙信も、不可解に振る舞い、この信長を呪じゆ

 詛そ

 した。結果として、儂は、吐き気、頭痛、めまい、手足の震えに苦しんだ。

　儂は、やむなく「呪す

 詛そ

 返し」で、信玄、謙信を斃した。呪いは、この世から消えることはない。呪いの力と祝福の力は、対つい

 をなす。儂の天下布武の過程で、非ひ

 業ごう

 の死をとげた者たちが無念さから怨霊と化し、祟たた

 りをなす御ご

 霊りよう

 神しん

 へと変貌し、民衆の我丶

 欲丶

 を餌に巨大化して、数々の災さい

 厄やく

 をなす。ならば、怨霊は、この信長と深い関係がある。怨霊は儂が生み出したものでもある。怨霊を生かすも殺すも、儂の信念しだいなのだ──

　灯のはためきが、信長の鼓動をかきたてる。とおい血脈の野性に覚めざ

 め、赤い舌を[image: 〓]
 む。

　信長は、妄もう

 執しゆう

 を断ち切り、ついと立ち上って、四方の扉を開け放った。吹き込む風に、燈火は、さっと消え、信長の姿は、銀色の月の光に照らされ、翡ひ

 翠すい

 色に浮び上る。螺ら

 鈿でん

 をちりばめたような藍の空を縹はた

 雲ぐも

 が、静かに流れてゆく。現うつつ

 か夢か、琵琶湖は、眠っているように静かに縹ひよう

 渺びよう

 とした姿を現していた。

　──流れてやまぬ川とか、常に波だつ海とはちがって、湖は、儂に幸丶

 福丶

 感丶

 を与えてくれる。この城の築城を思いついたのも、琵琶湖があってこそであった。南の黝々と聳える繖きぬがさ

 山やま

 は、えもいわれぬ安丶

 定丶

 感丶

 を与えてくれる──

　薄紫の城下町は、灯ほ

 影かげ

 をここかしこに捉とら

 えて、かそけく、ちらちらと伝えながら、夜そのものに蒔まき

 絵え

 をしたような綾を織り出している。

　と、その時。無数の青い光が、腥なまぐさ

 い風に乗って、箭のように空間を吹き抜けた。強烈な怯おび

 えを感じた信長は、反射的に四方の扉を閉じ、階段を駆けおりる。

　大おお

 入いり

 母も

 屋や

 屋根裏にある四階（五重目）小屋の段の中央に立った信長は、どんと床板を踏み抑おさ

 えつけてから腰を据えた。腕組みをして目を閉じる。氷雪が瞼まぶた

 に深く、無む

 辺へん

 際ざい

 で燃えている。

　──いよいよ、来たようだ……──

　深しん

 沈ちん

 の夜は更ふ

 けて、四方の壁が、静かに降りてくる。牢ひとや

 は時空をせばめ、妖気が、荒野の涯はて

 までを抉えぐ

 る。汐しお

 どきというものか、一筋の光が野屋に射し込んできた。

　沈じん

 香こう

 の薫りが、漂った。もういない女ひ

 性と

 の匂い。信長は、匂いの微塵を胸一杯に吸い込んだ。やわらかい衣きぬ

 摩ずれ

 がした。

「ご心配することは、何もござりませぬ。吉乃は、ここにこうして……」

　絖ぬめ

 の様に柔らかな風。大入母屋を背に、丈たけ

 にも余る黒髪を、うしろに結いかけた閑雅にも嫋たお

 やかな女によ

 性しよう

 。女性は、顔をあげた。水際立った額、黒い大きな瞳。長い睫まつ

 毛げ

 、吉きつ

 乃の

 の細ほそ

 面おもて

 は、不思議な香気に満ちている。

「吉乃は、この城で、信長様のすぐおそばにいられて幸せでござりまする」

　う丶

 つ丶

 ろ丶

 とう丶

 つ丶

 つ丶

 の信長の瞳が、きらりと光った。

「吉乃、儂は、誇大妄想の夢を追うていたのやも知れぬ。怨霊と対決する局面になって、はじめて自らの無力が痛いほどわかる」

　あの女ひと

 は、温かいまなざしで、

「信長様は、わたくしの亡骸を抱きしめて慟どう

 哭こく

 して下さいました。あの日から、吉乃は、信長様に寄り添うて生きることができるようになりました。常とこ

 世よ

 の吉乃を、此この

 世よ

 と同じように、御覧になれるということは、信長様に並はずれた呪力が、あられる証拠。たかが、異界を徘はい

 徊かい

 して、災害をもたらすだけの怨霊の及ぶところでは、ござりませぬ」

「…………」

　黒髪が流れ、吉乃の白い手が動く。その掌てのひら

 に、忽こつ

 然ぜん

 と白い米粒の山が、湧き出した。吉乃は、信長の掌に、さらさらと流し込む。米粒は、信長の掌に移った瞬間に、あとかたもなく消えゆく。

「これは、怨霊を祓う『散さん

 供ぐ

 』でござりまする。も丶

 の丶

 は、こ丶

 こ丶

 ろ丶

 でつくられまする。米粒は、信長様のこ丶

 こ丶

 ろ丶

 に鏡に映るように念じなされば、いくらでもつくることが、できまする。常世の景色は、此世と少しの変りもありませぬ。こ丶

 こ丶

 ろ丶

 は、常世と此世を自由に往来しておりまする。信長様のこ丶

 こ丶

 ろ丶

 が、吉乃を愛して下されば、吉乃は、いつまでもおそばにいることができまする」

「そうか……。も丶

 の丶

 は、こ丶

 こ丶

 ろ丶

 があればこそ在あ

 るのであって、結局のところ、も丶

 の丶

 は、こ丶

 こ丶

 ろ丶

 の中にあるものだということが解った。吉乃よ、忝かたじけな

 い。儂は、ひとりで戦えるぞっ！」

　微笑んだ吉乃は、開かれた引戸から入母屋屋根の外を眺めて、

「やってきたようでござりまする」

「うむ。吉乃は、下の階の桜部屋で休んでおれ」

「はい」

　吉乃の姿が消えると、窓から、白髪の付つく

 喪も

 神がみ

 が、ぬうっと入ってきた。跳躍した信長は、床を踏み鳴らし、伸ばした人差し指と中指を真剣に見立て、それを破邪の剣とする刀丶

 印丶

 を結ぶ。付喪は、身長が極端に低くて、手足が長い異類だ。

「やあっ！」

　刀印を一閃。信長の躰は宙を飛ぶ。白衣が反転し袖がまくれあがる。刀印は、あやまたず付喪の両眼を貫き、絶叫とともに鬼畜は消えた。信長の五体に精気が、加速する。

　窓からは、大音響と共に、まつろわぬ妖怪どものぬめぬめした巨躯が、大蛇となって、あとからあとから野屋を埋めてゆく。物凄い悪臭が、小屋の段に立ちこめる。罪障の[image: 〓]
 が身を灼や

 く。なだれこむ黝い波に、信長の息が詰まる。筋張った太い腕は、桃の生木棒を構えるや、妖怪の眼を狙い、犬槍（投げ槍）のごとく投げつけた。

　ばん。

　激しい衝激が、信長の手を襲い、棒は、四間も先に跳ねとばされた。手が、しびれて、もう一本の生木を[image: 〓]
 むことができぬ、妖怪は幾十の真っ赤な口をあけて、信長の首筋を[image: 〓]
 み切ろうと襲い掛ってくる。信長は、毒牙を喉のど

 元もと

 一寸で見切り、必死に避け、刀印で妖怪のぬ丶

 え丶

 のような首を刎は

 ねる。緑の噴血が、ほとばしり、信長の頬にかかった。

　その瞬と

 間き

 、信長は、自分の躰が横になっているのを見た。上から自分自身を見下ろしている。いつの間にか、自分が、躰の外にいるではないか。自分の躰から外に出ているのに、完全な肉体をもっている感覚だ。うまくいえないが、羽根みたいに、ふわっと浮んでいる。体外離脱だ。

　──よし、これなら、思い通りに動けるぞ──

　信長は、怨霊の蛇で埋められた小屋の段の床板を苦もなく通り抜け、巨大吹き抜けの橋の上に立った。気付いた妖怪群は、喚おら

 びながら信長の後を追い、巨大吹き抜けに入ってきた。青丶

 ま丶

 た丶

 、赤丶

 ま丶

 た丶

 、黒丶

 ま丶

 た丶

 となった光の蛇が、轟音をたてながら、吹き抜けの空間を飛びまわり、一触即発の力感をこめて構える信長を威嚇する。血腥い渦巻は、地下の宝塔を震撼させ、金色の装飾を吹き飛ばす。巨大吹き抜けは、ぎしぎしと悲鳴をあげ、酸鼻の臭いと共に、天主が、歪ゆが

 み、捩ねじ

 り曲げられ始めた。

「くそっ！」

　式しき

 神がみ

 使いの信長は、懐かい

 中ちゆう

 から紙で作った撫なで

 物もの

 の束を取り出した。一枚一枚に、織田信長と墨痕鮮やかに認めてある。信長は、呪言を唱とな

 えながら、躰を撫物で拭い、絶叫と共に宙に投げた。束紐が切られた撫物は、暗い吹き抜け空間を、軽く羽は

 博う

 ちして、ひらひらと舞う。汚濁の蛇たちは、躰をくねらせて、白く光る式神を追い食い尽くそうと飛びまわる。橋の上に仁王立ちした信長は、両掌をひろげ、一心に念じ始めた。掌には、見る間に白い米粒が、こぼれるほどに出現した。

　赤蛇の風が、強く信長の頬を打つ。信長は、断崖の下めがけて一閃した。

「ぎゃあっ！　ごおうっ！　ぐうっ！」

　のたうちながら墜落してゆく怨霊たちを眼の端にとらえながら、信長は、再び掌に米粒を出し、天井一杯に張り付いた青蛇群めがけて、絶叫と共に、

「とうっ！」

　投げつけられた米粒は、青蛇群を一気に消し去り、一粒一粒が、血に染って、信長の肩に降りかかる。

　信長は、自分が、躰から外に出ているのに、完全な肉体を持っていることがわかる。少し足を伸ばせば、羽根みたいにふわっと浮く。思いきって橋から一歩離れると思い通りに空中を飛べた。いつしか、第二の躰……夢遊体になっている。生気[image: 〓]
 れる信長は、迷うことなく飛[image: 〓]
 し始めた。巨大吹き抜け空間を、隈なく見る。も丶

 の丶

 の丶

 け丶

 は、全てが消え、穢れは、他界へと流れ去っていた。信長は、天井を苦もなく通り抜け、小屋の段に横たわる自分の肉体を見下ろす。

　──鞘の中に戻るか……。いや、その前に見てみたいものがある──

　にやりと笑った信長は、大入母屋屋根を擦り抜けて、煌々たる月の光の中へ飛び出した。城下町の灯は消え、藍色の沈黙しじま

 の中で深い眠りに入っているようだ。街道の常夜燈だけが、遥か瀬田へと、くねくね続いている。

　月つく

 映ば

 えの中、窮きわ

 みなき大気に乗って鳥のように飛ぶ。雲の上から急降下して、蒼い湖面すれすれに。不思議なことに、頬に叩きつける風を全く感じない。まるで、信長自身が、空中に静止しているかのように、景色だけが音もなく流れてゆく。安土山の周囲を幾度も旋回しての天を突く黄金天主は、まさに壮大な眺めである。ごくりと唾を呑みこむ。

　──なんと美しい……人の汗の結晶は、穀こく

 物もつ

 のみ丶

 の丶

 り丶

 に通じておる──

[image: 〓]
 観み

 る目は　うつつ　飛ぶは夢
 安土の城は　現うつし

 世よ

 の極楽浄土なり
 　闇匂う空の空に、怨霊の気配が消え去ったことを確信した信長は、大入母屋から、音もなく小屋の段に滑り込んだ。幽暗のかげりの隅に、ひとりの男が、死相をたたえ、板敷の上に横たわっている。

　──鞘に戻るとするか……──

　信長の躰は、静かに男の躰の中へ浸透した。男の躰は、弓なりに痙攣し、蘇生した。

「うむむ」

　信長は、全身が、ばらばらになるかと思われる激痛に、口から泡を吹く。やがて、我に返った信長は、一ぱいに冷汗出てくる手の平で、床板を支え、躰を起こし、ようようと階段を下り始めた。

　誰が、点灯したのか、地階石蔵の宝塔を囲む二基の大金灯籠は、赫々と輝き、四階分の吹き抜けの大空間は、夥しい懸かけ

 灯どう

 籠ろう

 に照らし出され、壁の金箔が、燦然と輝いていた。

　信長は、ようやくのことで、二階（三重目）の張り出し舞台に立った。舞台上に散乱していた血染めの米粒は消え、跡あと

 形かた

 もない。

　信長は、清浄な大気の中に漂う、沈香の匂いの微塵を胸一杯に吸い込み、すうっと背筋を伸ばす。限りなく奥深い亡ぼう

 臆おくの

 声こえ

 で謡うた

 う。



[image: 〓]
 人間五十年
 
化げ

 天てん

 のうちをくらぶれば
 夢　幻まぼろし

 の如くなり
 
一ひと

 度たび

 　生しよう

 を得て
 
滅めつ

 せぬ者の有あ

 るべきか


　信長は、ぐいと腕を伸ばして無む

 碍げ

 の風ふう

 姿し

 を舞う。幸こう

 若わか

 舞まい

 だが、信長は、決して舞いはせぬ。舞台の上を、斜ななめ

 に行ったり、真っすぐに行ったりと、まいまいする徘徊である。信長は、このゆるい旋回を儀式化したのだ。

　信長は、ぴたりと動きを止め、橋の上から見つめている吉乃の月の小こ

 面おもて

 をじっと見た。

　心に、永遠の花のかんばせを刻みつける。



　晴れやかに打ち鳴らされる鉦かね

 、太鼓、鼓の音ね

 が、絮わた

 雲ぐも

 光る青空へと澄み昇ってゆく。

　五月十日。聖日の一日前というのに、安土の城下町は、諸国から集った群衆で、[image: 〓]
 れかえり、宿泊できぬ人々は行列をなして遠景山[image: 〓]
 見寺参拝に向う。寺内には、神道や仏教のあらゆる宗派の信仰対象が、祀られていた。

　百々橋を渡り、長い石段を黒蟻のように登りつめた人々は密教、一向宗、法華宗などそれぞれの堂に入り祈りを捧げている。参拝をおえて境内に集った人々は、安土城天主に向かって、跪ひざまず

 き合掌する。



　十一日、空は澄み渡り、光がまがゆい。

　──空の色が、急に濃くなったな──

　信長は、不思議な昂揚感を漂わせながら、天主最上階の黄金の勾こう

 欄らん

 に手をかけて、喧騒の城下町を見下ろしていた。

　──昨日の比ではないな。物凄い群衆で街が、ふくれ上っておるぞ。これでは、馬で外出するわけにもなるまいて……──

　直線の大路は、どこも雑踏で、喧騒に満ちている。狭い空地には、筵むしろ

 が敷かれ、陶器が山積みされ、横には、売り物の大おお

 甕がめ

 が、ごろごろ置かれていた。

「さけをめしませ」の甲高い声は、酒作り。

「あたたかい餅をまいれ」は、餅売り。

「御しろいが候ぞ」客を呼びこむ嬌声。白粉おしろい

 売りの女商人である。

「百笥け

 も半やから

 笥げ

 も、いくらでも召せ」

　伊豆丹生山の水銀を原料とする伊勢お丶

 し丶

 ろ丶

 い丶

 だ。物売りの声は、囂かまびす

 しく、街は、活気に[image: 〓]
 れていた。

　信長は、人で[image: 〓]
 れかえる[image: 〓]
 見寺を眺めて、

　──人間は宗教なしには生きられぬ。しかし神は、人間の運命を傍観するだけで、いくら祈っても神は、受け付けない。ただ、信仰の篤いものには、奇跡があるやもしれぬ。宗教は、我欲を満たすものではない。新しい日本は、「信仰の自由」とともに、「宗教からの自由」もなくては、息苦しい。これを実現させることは、簡単だ。みなが、そう思えば、そうなるということなのだ──



　爽やかな朝の光をあびて紅べに

 の貌かお

 を輝かせていた木槿むくげ

 も、昼間の白熱した陽ひ

 に喘ぎ、夕方には、力なくしぼみ始めた。

　天正九年（一五八一）七月十五日、盂う

 蘭ら

 盆ぼん

 会え

 の夜、安土城下町では、家々の前に迎え火が焚かれ、祖霊に供物が捧げられていた。正信念仏偈げ

 の勤ごん

 行ぎよう

 が、小波のように耳に届く。

「證しよう

 知ち

 生しよう

 死じ

 即そく

 涅ね

 槃はん



　必ひつ

 至し

 無む

 量りよう

 光こう

 明みよう

 土ど



　諸しよ

 有う

 衆しゆ

 生じよう

 皆かい

 普ふ

 化け



　…………………」

　螺ら

 鈿でん

 をちりばめたような藍の空を縹はなだ

 雲ぐも

 が、静かに流れてゆく。翡ひ

 翠すい

 色の安土山頂には、銀色の月の光に照らされ、黄金天主が、華麗な姿で、そびえている。往来で戯れていた裳も

 袴ばかま

 の童児わらべ

 が、いち早く気付き、指差した。

「あれ、見て……」

　天主最上階に、黄色の提灯が、ずらりと点灯されたのを皮切りに、紫、白、青、緑、赤とさまざま色彩の提灯が、一斉に点灯された。大手道を入った台地にある[image: 〓]
 見寺の三重塔、桜門、毘沙門堂などにも煌きら

 々きら

 と色の灯。山麓の濠ほり

 に浮かべた舟には、松たい

 明まつ

 を赫あか

 々あか

 と点とも

 す。

　時間の穴の向こうに光明浄土が観み

 え、城下に、鯨と

 波き

 のような歓声が、湧き起った。涙を流して踊り狂う。人々の興奮は、明暗定まりぬ天と地の間に、ただよっていた。いつの間にか、城下町の大路には、軍団が整列し、道の両側を松明で、赫々と照らし出す。

　信長が、現われた。馬には乗らず徒か

 歩ち

 である。頭巾は、唐とう

 冠かんむり

 で、うしろに花を立て、紅梅に白の段縞の小袖。肩衣は、紅色の緞子地に桐と唐草の柄で、袴も同じ生地である。くつの上縁のおおいは、唐から

 錦にしき

 。住吉明神の影よう

 向ごう

 かと思われるほどの神こう

 々ごう

 しさである。

　信長は、「天てん

 蓬ぽう

 」と唱えて左足を出し、右足もそれにつけ引きつける。次に「天てん

 内ない

 」と唱え、右足を出し、左足を引きつける。天てん

 衝しよう

 、天てん

 輔ぽ

 、天てん

 禽きん

 、天てん

 心しん

 、天てん

 柱ちゆう

 、天てん

 任にん

 、天てん

 英えい

 と次々に星の名を唱えながら、厳かに進んでゆく。外見とは、反対に、信長の心は、小躍りをしたい気持であった。

　──儂は、生者と死者の中間におる。闇の中には、眼に見えぬ神霊や霊魂、鳥獣の霊など、この世ならぬ存在が満ちておる。闇は、暗く、淋しい。儂は、闇にけぶっている何かに光をあてながら旅してみたい──

　信長の姿に一ひと

 目め

 会いたいと集った黒山の人だかりから奇声と歓声が津波のように湧き起こった。単ひとえ

 に袿うちぎ

 着流しの娘たち、袖のない褶しびら

 姿の女房連、童児、童女たちは、たまりかねて駆け寄ろうとする。そうはさせじと懸命に押し止める小姓衆。信長は、人知れず溜息をつく。

　──美丶

 し丶

 い丶

 ということは、恐丶

 れ丶

 という闇丶

 を開いてくれる──

　信長は、ふと立ち止って、安土城天主を振り仰ぐ。精神を集中し、渾こん

 身しん

 の力を注いだ天主の玄妙な象かたち

 を凝視した。

　──儂は、やがて滅びる肉体に鞭打って、血のぬかるみを一直線に歩いてきた。揺れ軋きし

 む戦国という舞台の上で、天下布武の旗印のもと舞ってきた。とどのつまり、人生は、虚丶

 構丶

 だ。しかし真実を求めるための道丶

 でもある──

　信長は、城下町をくまなく歩き、武家屋敷のある区域に入ってきた。月の光をうけて、大屋根が、寂さ

 びた光つ

 沢や

 を放っている。対たいの

 屋や

 に沿って銀ぎん

 燭しよく

 の光がゆれ、庭から上あ

 げ土つち

 門もん

 にかけて張られた錦の幔まん

 幕まく

 が、大おお

 篝かがり

 火び

 の炎に眩しく照らされていた。草模様を染めた小こ

 袿うちぎ

 姿の女房たちが、ずらりと並んでいる。その後から稜りよう

 羅ら

 の袂たもと

 ゆたかに[image: 〓]
 した女性が現われた。白い額の生え際、黒髪の下さが

 り端ば

 がゆれ、女房たちの肩ごしに黒く大きな瞳が、通り過ぎる信長にじっと熱い視線を送る。お市いち

 の方だ。

　──信長さま……愛いつく

 しんで下された市いち

 の躰は、安土に来て、もだえておりまする──

（つややかな、ふともものあいだにふきあげて、しろいひかりをふくんで、したたってくる）

　堪えきれず、信長めがけて駆け寄ろうと身構えたお市の方は、一瞬、躰を硬直させた。お市の方は見た。朱色二重の唐から

 衣ぎぬ

 に白い羅うすもの

 の裳をつけた女性が、信長にぴたりと寄り添い歩む姿を。

　──吉きつ

 乃の

 さま……──

　お市の方は、身を震わせて立ち尽した。



　夜も更ふ

 け、信長は、城山と町の中間にまで戻ってきた。三階建ての神学校（セミナリオ）を兼ねた南蛮風の伴天連協会には、赫々と灯が点とも

 され、荘重な「レガール」（オルガンの一種）の音色が、鳴り響き、伴天連の二重唱が流れてくる。信長は、ジュスト高山右近と古田左介を伴ともな

 い、興味津々の面おも

 持もち

 で教会の扉を開けて、礼拝堂に入る。細長く奥行きのある礼拝堂は、中央に腰掛けが並び、その両側には、日本風の坐敷が、設けられていた。

「グローリア、イン、エクセルシス、デーオ……」

　十字をきって跪いて祈る右近の肩越しに、首を少し傾かし

 げて眸め

 を細め、うっとりと聞き惚れている信長。イタリア人伴天連オルガンチノと日本人修道士ロレンソは、少年のごとく初うい

 々うい

 しい信長の表情を眺めて呆然と立ち尽した。レガールを演奏していた男が、振り向いた。信長は、思わず絶句する。

「阿お

 蘭らん

 ……」

　森蘭丸であった。美濃国兼山城主・森可よし

 成なり

 の遺児・蘭丸もすでに二十歳を超え、森成なり

 利とし

 となっていた。武術は、いうに及ばず、京在住の折、伴天連に師事して、南蛮のことにもくわしく、ポルトガル語を話すことができ、音楽、幾何学にも通じていた。

「この楽器の名は、何と申すか」

「はい。レガールでござりまする。この舌状の板は、タング（舌）と呼びまして、これを押して、足で鞴ふいご

 を動かし風を送りますと、鉛管より幅広い真鍮の舌（リード）が震動して音が出る仕組みにござりまする」

「うむ。音源は、笙しよう

 の和声（あい竹）と同じだな。この国では、なぜに、レガールができなかったのか」

「笙は、あまりに音域が高すぎまして、笙だけで終りました。オルガーノは、人間の声の域で作られておりますので、次々と新しい型が作られてまいりました。京の南蛮寺のオルガーノは、レガールより古いポジティーヴと申しまして、送風は、二人の助手が、手で動かすものでござりまする」

　オルガンチノが、進み出て、

「森殿は、ツァルリーノの和声論を習熟するほどの、オルガーノの達人にござりまする」

「グローリア……と申したか、先ほどのは、まことに美しい音楽であった。この世のものとも思われぬ。心が静まるようであった。言葉は。意味不明で寝言のように聞えたが……。いま一曲を所しよ

 望もう

 したい」

　頬を紅潮させた森成利は、

「それでは、某それがし

 の好きな曲を……。ミゼレーレにござりまする」

　ずんと胸に響く音色であった。

「ミゼレレミゼレレ、ノビス……」（ミミミミ、シシシシ、レドシラドシミー……）



　上気嫌の信長は、伴天連の案内で、セミナリオ（神学校）の中を歩く。一階は、外来者を宿泊させるための日本風の坐敷と茶室。二階は、三方が廊下で囲まれた部屋があり、襖ふすま

 で、四つの部屋を一つにすることができる。三階が神学校で、ラテン語、ポルトガル語、日本語の読よみ

 書かき

 や作文、数学、幾何学、建築学、天文学、西洋絵画、音楽の授業が行われることになっていた。戸外に出た信長は、白はく

 皙せき

 の風貌の成利を手招いて、

「其そ

 方ち

 は、耶蘇教の信者か」

「いえ違いまする。約二千年前に書かれた聖書は、当時の無む

 知ち

 蒙もう

 昧まい

 の人々のためのもので、某は、すべてを事実として受け入れることは、できませぬ。たとえば、キリストは、処女マリアから生れたとか、水上を歩いたとか……幼稚でござりまする。教義にも大きな矛盾がございます。人間に食べさせるために、神が、動物を造ったとされていることで。殺せつ

 生しよう

 を当然のごととして許すのは、愛丶

 を第一とする耶蘇教の精神に反しまする。これは、速やかに抹消すべきと考えまする。耶蘇教は、初め人間全体のものでありましたが、のちには、権力者に結びつき、合戦に加担し、宗派と宗派が、激しく闘争しておりまする。宗教は、どの国にも共通で、人間全体のものでなければならないと思いまする。耶蘇教でいえば、耶蘇教の真髄と、長年のあいだに、付加されたものを判別し、付加されたものを取り除くようにせねば、今こん

 日にち

 の人々には、受け入れられないのではないかと、考えまする」

「ほう……きびしいのお……」

　信長は、凜とした若者の顔を、まじまじと凝視した。

　──次の時代を背負うてゆくのは、このような男かもしれぬ……──



　十二月二十二日。羽柴秀吉が、播州から帰還、歳暮の御祝儀として莫大な量と質の献上品を差し上した。あまりの見事さに安土の人々は、腰を抜かし、古こ

 今こん

 未み

 曽ぞ

 有う

 と噂した。なにしろ、献上品の行列は、秀吉宿舎・大宝坊から、安土城下の百ど

 々ど

 橋ばし

 口ぐち

 まで延えん

 々えん

 と途切れることがなかった。御小袖は、二百以上、その他、御女房衆にくまなく進物し、有力家臣たちにも、おびただしい贈物があった。

　信長は、大満悦の様子で、手を打って喜び、褒ほう

 美び

 として、茶の湯道具十二種を与え、

「茶をとらせようぞ」

　と、天主・四重目（三階）の信長常住の部屋に隣接する茶室に、秀吉を招き入れた。

　この茶室は、内うち

 向むき

 の応接用で、総金箔貼りであった。

　釜は、銀屋のまたたきのような音を聞かせてくれている。幽かな光の中で、信長は、じっと秀吉を見つめる。その眼からは、何かの力が出ているようで、秀吉は、金縛りになり、口の中が乾いてきた。

「経家が、自刃して、鳥取城が、落城したのは、十月二十五日であったな」

「ははっ」

　雨風に曝さら

 され、顴かん

 骨こつ

 の飛び出た秀吉の真っ黒な赭あから

 顔がお

 が、瞬時に石と化した。

「どのように城攻めをしたか」

「それは……」

　時々、口ごもりながらも、秀吉は、去年の冬から早春にかけての米の買占めから始まった渇かつえ

 殺し作戦の全ぜん

 貌ぼう

 を明かし始めた。

　信長は、微笑を絶やさず、ゆったりとした表情で、黙って聞いているが、頭脳は激しく動き、心は拡がってゆく。

　──いつから、この男は、莫大な銭ぜに

 を動かせるようになったか……──

　信長の見み

 積つも

 りでは、三木城旱ひ

 殺ごろ

 しに、今日の金額でいえば、約三百億円。鳥取城も、ほぼ同額の費用が必要だった筈だ。

　──儂は、この得体のしれぬ小こ

 者もの

 を登用しながら、その内に秘めた不気味な正体を見抜けなかった。毛利を殲せん

 滅めつ

 する前に、この男を処分する証拠を[image: 〓]
 まねばならぬ。精強な鳥見ノ衆千人を中国路に忍ばせよう。堺の松井友閑から、全く情報が、届いておらぬのをみれば、友閑もぐ丶

 る丶

 か……──

　信長は、茶を点た

 てる。表面上は、飄ひよう

 々ひよう

 として滞とどこお

 らぬさまであった。

　──天下布武まで、あと二年だ。だが、ここまで来るには、予想外に石山本願寺で手間どり、長い歳月が流れた。わが家臣たちの心の形は、時間の経過とともに壊れ始めておるやもしれぬ。生き物が、刻々変化する流れの中で、一定の形を維持するのは並なみ

 大たい

 抵てい

 ではない。心には、目に見えないが、よ丶

 い丶

 形丶

 というものがある。その形丶

 が、共通していれば、相互に共感し、理解し合える。人が、心丶

 の丶

 形丶

 を維持し続けるためには、環境の力の助けが不可欠。環境が、歪めば、人の心の形丶

 も歪んでくるはずであろう……──



　秀吉は、万ばん

 斛こく

 の思いを込め、茶室を辞した。小雪が、濠の水みな

 面も

 で舞う百々橋口で、髭面の蜂はち

 須す

 賀か

 小こ

 六ろく

 が、じっと待っていた。近づいてきた秀吉の深い横皺が走る額、窪んだ眼窩の底に猛禽を思わす眼が、炯けい

 々けい

 と不気味な光を放っていた。

「ちと、派手にやりすぎたようじゃ。信長の奴が、気付く前に姫路に戻らねば……これよりすぐに出しゆつ

 立たつ

 する」

　辺りの空気は、玻は

 璃り

 のように硬く、息苦しい。小六は、ぶるっと身震いひとつして、こくりと頷いた。



　──天下布武は、あと二年で完成する──

　信長は、くわっと眸を開く。脳裏には、その手順が、既にでき上っていた。細作によれば、武田勝頼が、父・信玄以来の居城・躑躅つつじ

 ヶが

 崎さき

 を引き払い、築城中の新府城に、この十二月に移ったらしい。信長の奔放な直観力が、色も臭も音もない情報を鋭く分析する。

　──勝頼め、重臣たちを纏まと

 めきれぬとみえる。武田家という大樹が、立ち腐ぐさ

 れ始めたようだ──

　信長は、予かね

 てから東美濃の苗木久兵衛を通じて、信玄の女婿・木曾義昌に味方するように工作していた。それが、ようやく実を結び、弟の上かみ

 松まつ

 蔵くらん

 人ど

 を人質として、味方する由を申し出てきた。信長は、早速、急使を送り、来年二月、武田勝頼討伐に出陣することを通告した。



　天正十年（一五八二）正月朔つい

 日たち

 。

　正月参賀の安土は、湧き立つような賑にぎ

 わいをみせていた。幅広い街道は、各地から訪れて陸続とつめかける行列で埋め尽されている。日ひ

 毎ごと

 に高まる熱気の中、安土では、前年と同じように左義長、馬揃えが行われた。

　信長は、活気に満ちた人々を見るにつけ、ひきしまったさわやかさを感じないではいられなかった。

　──みなが思えば、そうなるのだ──

　二十五日。天主・石垣上一階（二重目）にある神道的な宗教空間を演出した大広間で、信長は、伊勢神宮の大だい

 宮ぐう

 司じ

 ・藤原房ふさ

 前さき

 を出迎えた。信長は、初対面の人の対耳輪（耳の内がわの環）を観察する癖がある。ここが、高く、分厚く、発達していると、意志の強い男だとわかる。房前は、そうであった。

　差し出された祭まつり

 主ぬし

 の書状に目を通した信長は、上唇をかたく締めている房前に、慈愛のこもった眼まな

 差ざし

 を送り、

「式しき

 年ねん

 遷せん

 宮ぐう

 が、二百年間も行われていないことは、由々しき重大事でござる。伊勢大だい

 神じん

 宮ぐう

 は、日本人の魂の拠り所であれば、直ちに式年遷宮を再興いたしたい。費用は、いかほど用意いたそうか」

「一千貫必要と存じまする」

「先年の石いわ

 清し

 水みす

 八幡宮造営では、三百貫の予算のところ、実際は、千貫かかり申した。当方、早速に三千貫用意いたす。足りなければ、追加も出し申す」

「忝かたじけな

 く……」

　房前は、頬を紅潮させ、がばっと平伏した。式年遷宮は、伊勢神宮で、一定の期年をおいて新殿を営み、これにご神体を移す祭だ。

　信長の亡き父・信秀は、天文九年（一五四〇）、伊勢神宮の外げ

 宮くう

 の仮殿造営に銭七百貫文を寄進したことがあった。



　二月一日。信玄の女婿にあたる信濃の木曾義昌が、武田勝頼に叛旗を[image: 〓]
 したとの急報が、安土にもたらされた。

　──いよいよ、武田の内部崩壊が、始まったな──

　信長の武田攻めの諸将配置は、既に十二月に決定しており、信長からの命令を待っていた。総勢十八万八千余である。飛弾口から金かな

 森もり

 長なが

 近ちか

 らが、駿河口から徳川家康、関東口からは、北条氏政らが、進撃開始。信長は、伊那口から嫡男・信忠を進軍させる一方、自らは、若者中心の編成軍で、悠々と甲斐に侵攻する。信長は、この合戦の帰き

 趨すう

 は、既に読み切っていたが、内心、最大の関心事は、徳川家康の尋常ならざる闇丶

 であった。

　──信玄や勝頼と家康は、裏で通じていたことは、多くの情報を分析して[image: 〓]
 んではいたが、分析する情報が多いと、儂の直感力は、拡散し、低下する。この甲斐入りで、闇の仲介人が、浮上する筈だ。果して誰か……──



　二月二十六日朝、穴あな

 山やま

 玄げん

 蕃ばの

 頭かみ

 信のぶ

 君きみ

 （梅雪）は、駿河の江尻城の大手門を開け放ち、門前に土下坐して、徳川家康に忠節を誓った。穴山信君は、信玄の実姉を生母とし、信玄の二女を正室とする甲斐源氏の末まつ

 裔えい

 。信玄在世の頃は、主君名代として、度たび

 々たび

 、岡崎城、浜松城に入り、徳川家康とは、密談に耽ふけ

 る仲であった。

　三月十一日朝、信君を伴った家康は、諏す

 訪わ

 の信長本陣に参上した。信長は、逆さか

 撫な

 でする神経をかくし、表面は、上機嫌を装よそお

 い、

「このあと、安土に参れ。重荷をおろして、祝盃を交か

 わしたい」

　と、信君に名刀一振りを与えた。

　丁度この日、理り

 不ふ

 尽じん

 に襲う霹へき

 靂れき

 。

　岩と岩の間の迫せり

 割わり

 を烈風が抜ける。譜代の家老・小山田信茂に裏切られた武田勝頼は、四十四人の将士と二十三人の女房衆と共に、天目山麓の田野で、織田信忠の先鋒・滝川一益勢に追いつめられた。勝頼は、胸に絡まる想いを[image: 〓]
 み、家臣に女房衆自刃の介かい

 錯しやく

 を命じる。勝頼は、髪ふり乱し、異形の者に変貌し、十と

 重え

 二は

 十た

 重え

 の敵陣を睥へい

 睨げい

 した。

「ゆくぞおっ！」

　勝頼は、嫡男・信勝、土屋昌恒らを率いて無数の白銀の弧めがけて殺到した。雄お

 叫たけ

 び、刀槍の打撃、叫喚と悶絶。

　勝頼父子の首級は、三月十四日に信長に実検され、二十二日、京の四条大橋のたもとに晒さら

 された。

　ここに、さしもの名族武田氏も、滅亡した。

　二十三日から征服地の戦後処理に入った信長は、混こん

 沌とん

 とした現実を直視し、過去との訣けつ

 別べつ

 を決意する。

　──天下布武という新しい価値の体系は、既存の鎌倉武士の価値体系とは、全て正反対のものだ。中国路に攻め入る前に、織田軍団の内部の綻びを察知し、二丶

 年丶

 先丶

 の丶

 現丶

 在丶

 のために、「遅れて来た大名」を徹底的に排除せねばなるまい──

　それは、決して見えるものではないが、耳をすます信長の耳元には、聞えてくる。天正八年（一五八〇）、佐さ

 久く

 間ま

 信のぶ

 盛もり

 、その長男・信のぶ

 栄ひで

 、林佐渡守秀ひで

 貞さだ

 らを追放したのも、同じ理由であった。信長の闇は、暗く、淋しい。

　──次は、徳川家康だが、同盟者であり、家臣ではない。家康は、土丶

 地丶

 に異様なほど執着し、そのためには、わが敵・信玄とも裏取引をした。信玄や勝頼との合戦では、常に「家康の裏切り」を念頭に入れて、策略を練った。儂が、関所の撤廃、楽市楽座、道路整備を施行しても、家康が見習ったことは、一度もない。安あん

 逸いつ

 を貪むさぼ

 り、「無私」や「恥を知る」という最低の道徳をも守れぬ。古こ

 色しよく

 蒼そう

 然ぜん

 たる「遅れてきた大名」なのだ。天下布武の暁に、障害となることは歴然としておる。排除するしかない──

　信長は、先ず、徳川家康に駿河を与え、その功績を讃えた。その一方で、混乱のさなかに乗じて、家康包囲網を構築し始める。滝川一益に上野国と信濃の小県郡、佐久郡を与え、関東管領として上こう

 野ずけ

 厩うまや

 橋ばし

 に置き、東丶

 をかためる。次に、府中（河尻秀隆）、飯田（毛利秀頼）、信濃四郎（森長可）で北丶

 を押さえ、もと家康の家臣であった水野忠重を織田軍団に組み入れ、刈谷城を与え、西丶

 を固めた。



　四月十日、信長は、甲府を出て、十一日本もと

 栖す

 湖、十二日夕刻に、富士宮に到着した。

　信長は、はじめて眺める冨士の美しさに心をしめつけられた。空は、夕日をうけて、深い藍に光っている。黝くろ

 々ぐろ

 とした霊峰の稜線が黄金色に燦きら

 めくと、澄ちよう

 徹てつ

 とした大気が、茜あかね

 色いろ

 に染まり始めた。細くたなびくすじ雲が、上空の紫色にまで複雑な色彩の層を区別けする。荘厳に夕焼けした冨士の光雲無む

 碍げ

 に、信長は、ただ、ただ、眺め入った。

[image: 〓]
 天が在あ

 り　地が在り　我が在い

 る
 つくりし罪も　消ゆるなり
 　教えはいつも　ただひとつ。

「己おの

 れに愧は

 じぬ　生き方かた

 をせよ

　世間は　何と言おうとも……」



　信長は、十三日江尻、十四日駿府・田中城、十五日藤枝、十六日掛川、十七日浜松とゆったりと進み、十八日吉田、十九日清洲、二十日岐阜、二十一日に安土に到着した。信長は、待機していた津田信澄（信長の甥）に命じ、忍者集団千余を率いて、岸和田城の蜂屋頼隆と合流させた。岸和田は堺に近い。



　五月十五日、家康と穴山梅雪が、お礼言ごん

 上じよう

 に安土にやって来た。信長は、大歓待する。

　十七日、中国路の秀吉から信長出馬要請の急使が到着したが、信長は、それを全く無視し、十九日、[image: 〓]
 見寺で幸若八郎九郎大夫の舞を見物。信長からのたっての勧すす

 めで、家康と穴山信君は、わずかな供とも

 廻まわり

 とともに、遊覧のため堺へ向け旅立ったのは、二十一日であった。一行の姿が、街道の彼方に消えると、信長は、明智光秀に、

「六月二日、巳刻（午前十時）、二条御所の馬場で、馬揃えをする。京都周辺の大名へ急使を遣つか

 わせ」

「ははっ」

　光秀は、信長の言葉に「中国路に出陣」がないことに「重大事」を窺うかが

 い知り、直ちに細川藤孝、山岡景隆、中川清秀、高山重友、池田恒興、井戸良弘、若江三人衆、筒井順慶らに「馬揃え」の書状を認したた

 める。自らは、本拠地・坂本城に入り、丹波亀山城の斎藤内く

 蔵らの

 助すけ

 利とし

 三みつ

 に五千の兵を率いて「馬揃え」の警備を命じた。


 
第十二章　信長の魄たましい











　信長は、天下布武に着手した当時の想定とは、異なる地平線が、観み

 えていた。

　──新しい段階に入った。新しい国造りには、旧体制を軽けい

 蔑べつ

 し、すべての人間の平等を目指した新しい日本の姿や天下一（政府）の形を考案する徹底した独創性を持った若者の登場がなければならぬ。儂は、その舞台では、ツレ（脇役）だ。此こ

 度たび

 の上洛で、数百年間形骸化している律令制を廃止し、貴族をなくす。新しい天皇制を確立し、誠さね

 仁ひと

 親王に即位して頂き、共に力を合わせて新しい日本への一歩を踏み出す。長年の間に手て

 垢あか

 のついた織田軍団を若者中心に編成すれば、中国、四国、九州は、一年間で、吸収できよう。胡う

 散さん

 臭くさ

 い秀吉は、京に召還して糾きゆう

 明めい

 する。事と次し

 第だい

 によっては、始末する。家康は、堺で斬る──



　天正十年（一五八二）五月二十九日、未ひつじ

 の刻こく

 （午後一時）。

　こまかな雨が降っている。煙ったような大手道に馬に乗った信長が、ゆったりと姿を現わした。僅かな小姓衆が、従っている。うっすらとした雨の靄もや

 をとおして、見送りの家臣の姿が黝くろ

 々ぐろ

 と連つら

 なり、留守を預けられた蒲がも

 生う

 賢かた

 秀ひで

 が、駆け寄って深々と頭を下げた。

「あとは頼むぞ。ひと月で戻る」

「畏かしこ

 まりました」

　賢秀は、穏やかだが、決然とした潔いさぎよ

 さが光る信長の後姿に目を瞬しばたた

 いた。



　街道に入る時、信長は、馬を止めて、安土城を仰ぎ見る。涅ね

 槃はん

 の黄金色、情熱たぎる朱、安らぎの緑、神秘の群ぐん

 青じよう

 、穢けが

 れを知らぬ白、全体をきちっとまとめる黒……五層七重の天主は、清せい

 澄ちよう

 、玲れい

 瓏ろう

 として聳そび

 え、爽やかな彼ひ

 岸がん

 である。耳の奥で、第六天の万種の音楽の響きさえ感じられる。信長の心は、やさしく抱かれ、深いよろこびが、泉のように湧いてきた。

　──あの美しさは、石工、左官、瓦工、金工……みな、名を残すことなど、まるで考えなかった人々の着想と腕の賜たま

 物もの

 だ……──

　ふと、道ばたの枯れた紫陽花あじさい

 が、目にとび込んできた。

　──過ぎた季節には、華やかであったろう……。おのれの時を終えた姿が、かえって鮮やかな色合いを、儂の心の中に幻まぼろし

 の花のように浮かび上がらせる……──

　心の内圧が、たかまってきた。

　──そうか、天下布武の混沌は、原点にもどることで、組織化できるぞ。組織の構成人員は、老若を問わず、「物事に興味を持つ人間」を集めればよい。その者たちの視点と発想が求められるにちがいない。儂は、吉きつ

 法ぽう

 師し

 に戻る──

　まさに小躍りをしたい気持であった。

　前方には、雨で白く光る街道がのびている。京まで十四里（約五十六キロ）。

　道幅は広く、平坦で真っ直す

 ぐだ。信長の馬なら三時間で、本能寺に着くであろう。

　信長の凜とした声が、生きる喜びを唱うた

 う。

[image: 〓]
 天のみの知る運命さだめ

 あり
 
地ち

 上じよう

 人びと

 は、「運の善よ

 し悪あ

 し」と云うなり
 運もまた天てん

 命めい

 なり
 運もまた天命なり


　過去と現世から、もろもろの生身の業苦が、見え隠れ押し寄せる。秀吉が、信長に出した五月十七日の「緊急出陣要請」は、全く[image: 〓]
 丶

 であった。秀吉が、水攻めしている高松城の西南一里（約四キロメートル）の岩崎城に吉きつ

 川かわ

 元春。南方二里（約八キロ）の日ひ

 差ざし

 山に小早川隆たか

 景かげ

 。大将・毛利輝元に至っては、五里（約二十キロ）も離れた猿さる

 掛かけ

 山でぴたりと前進を止めていたのだ。理由は、秀吉が、信長の意図を全く無視して、「五ヶ国割譲案」という和睦交渉を開始していたからである。

　毛利を滅して、九州へ攻め入り、天下布武をしようとする信長が、備中に到着すれば、軍規違反として秀吉の切腹は、間違いない。

　秀吉は、「五ヶ国割譲案」を、「信長のため」ではなく、「自分のため」に行ったのだ。この時点で、秀吉は、信長の家来ではない。「秀吉謀反」だ。秀吉独自の秘密外交（信長抜き）は、書状を使わないため、証拠を残さぬ。「五ヶ国割譲案」を毛利が拒否することは、秀吉は、百も承知。備中、美みま

 作さか

 、備後、伯耆ほうき

 、出雲いずも

 のうち、出雲と備後は、完全に毛利の手中にあり、勝つか負けるか解らない段階で毛利が、易やす

 々やす

 と自領の提出に同意する筈がない。これは、「最終提案」の前に打った秀吉の猿芝居なのだ。

　信長が上洛した二十九日の二日前の二十七日、秀吉は、講和の条件を「半分」にして本提案を出した。北は、伯耆半国、南は、備中・高たか

 梁はし

 川をもって所領を区切るという大胆不敵なもの。これでは、毛利は、合戦前の百二十万石を、そっくり安あん

 堵ど

 してもらうことになり、断る理由は、全くない。後日、秀吉の「中国大返し」の際、毛利が、追撃しなかったのは、このためだ。証拠になる書類はなくとも、「本能寺の変」後の毛利領を見れば、明白である。

　秀吉は、既に京に潜入して準備に入っている隠密集団が、本能寺での信長爆殺に失敗した場合に備えていた。中国路に出陣する信長の兵力は、ざっと二万五千。有力武将のほとんどは、全国各地に転戦中なのだ。対する秀吉は、姫路城の兵へい

 站たん

 基地に待機している二万五千を加えれば、五万余となる。しかも、信長率いる軍団の内、中川清秀、高山右近、池田恒興、細川藤孝らの一万五千余は、既に秀吉側に寝返っている。中国路で、西と東から挟み撃ちされれば、十中八九、信長に活路はなかったのだ。



　天正十年（一五八二）六月二日。

　折重なる比叡の山やま

 脈なみ

 の稜りよう

 線せん

 が、燃え上るような赫に染まっている。幾いく

 筋すじ

 か浮かぶ絹雲は、刻々と光と影の綾あや

 を織り始め、山やま

 襞ひだ

 の群ぐん

 青じよう

 が、次第に濃さを深めていた。

　京と安土を結ぶ、平坦で真っ直ぐな白い道を、安土に向けて、直ひた

 垂たれ

 袴はかま

 男の乗った馬が、とぼとぼと歩んでゆく。男は、疲労困こん

 憊ぱい

 とみえて馬の首に、力なく伏せているが、時々、思い出したかのように、起き上って鞭を振るおうという仕し

 草ぐさ

 をするが、再び、頭を垂れる。その横を、早馬が、次々と追い越してゆく。若いその男は、池上久作。元・足利将軍家の被官大工・池上五郎右衛門の長男だ。乗馬に馴れぬ久作は、途中の宿場の伝でん

 馬ま

 の駅で四度も馬を乗り換えたが、幾度も落馬の醜態を演じ、体中の激痛や途切れることのない焦しよう

 躁そう

 感かん

 に襲われ、遂には、馬を降りた。草津川、野や

 洲す

 川、日野川と、架かる舟橋は、歩いて渡る。何事もなし得ぬもどかしさと歯は

 痒がゆ

 さが久作を責める。

　灯ひ

 のはためきが打つ安土の城下町は、薄気味悪いほどの静寂の中にあった。街道に[image: 〓]
 れる人々は、不安動どう

 顛てん

 にさいなまれながら呆然としている。次々と到着する早馬で、凶報は既に人々に知れ渡っていたらしいが、騒然とした動きはない。破局が迫っていることを、本当は、解っているが、認めたくないのだ。



　山麓の岡部又右衛門の屋敷に、当主の怒声が響く。

「上様が、お亡くなりになったとおっ！　[image: 〓]
 に決っておる。うろたえるでないっ！」

　板敷きに坐す久作は、又右衛門の長男・新五郎と重い眼配せをする。やがて、どすんと板戸を引いて幽鬼のような又右衛門が、姿を現わした。

「おお、久作殿か……。京から参られたのか」

「はい。一刻も早くと存じましたが、不ぶ

 様ざま

 に、夜になってしまいました……」

「午うま

 の刻こく

 （正午）には、早馬が、次々と到着したが、詳くわ

 しいことは、何ひとつ分ってはおらぬ。久作殿の目で見たことを話してもらいたい」

「はい。二十九日に上様が、本能寺に御お

 成な

 りになられましたので、御座所工事を一年がかりで設しつら

 えました池上家は、御役ご免となりました。某それがし

 は、やっと念願の安土城見学ができると、喜び勇んで、今日、安土に向かう矢先のことでございました」

「…………」

「未み

 明めい

 でございました。ぐわーんという凄すさ

 まじい轟音に京の街は震ゆ

 れ、とび起きた某は、外に転ろがり出ました」

　久作が見たのは、黝くろ

 々ぐろ

 としたさ丶

 い丶

 か丶

 ち丶

 の森を背に、鬣たてがみ

 を逆さか

 立だ

 てた火龍が唸うな

 りをあげて昇ってゆき、鉛にび

 色いろ

 の厚雲にまで届くと、反転して渦を巻くさまであった。

　天正十年（一五八二）六月二日は、ユリウス暦では一五八二年六月二十一日木曜日であった。六月二十二日は、夏げ

 至し

 で一年中で日照時間が最も長い日。日の出は、午前四時二十分ごろ。午前三時すぎには、東の空が白み始める。本能寺炎上は、未丶

 明丶

 であるから、午前三時前だ。

「寝ぼけ眼まなこ

 で家を飛び出した某の前を、水色桔き

 梗きよう

 の旗印や“白紙の四つ手しない”の馬印を[image: 〓]
 ひるがえ

 した騎馬武者たちが疾駆し、逃げまどう人々を馬蹄にかけました。人々は、口々に、あの旗印は、明智日向ひゆうがの

 守かみ

 様だと、叫んで指差しました」

「明智様が、謀反などなされるわけはない。明智様は、織田軍団随一の武功を上様から賞讃されておられるお方。ご自分でも、石ころのように沈ちん

 淪りん

 しているものから召出され、莫大な兵を預けられておると、上様の恩恵に感謝なされておられた」

「その通りで……、明智様の軍勢が、坂本から入京なされましたのは、辰たつ

 の刻こく

 （午前八時）。某が、はっきりとこの目で見ました」

「上様ほどのお方を襲うと仮定すれば、明智様なら全軍で本能寺を囲み、自ら指揮をなされる筈。僅かな一隊に、事を任せ、ご本人が、二ふた

 刻とき

 半はん

 （五時間）も遅れて、のこのこと姿を現わすような無ぶ

 様ざま

 はせぬものよ。先の騎馬武者は、真犯人の手て

 先さき

 。旗印の数本ぐらいいくらでも用意できようぞ。新犯人は、明智様に濡ぬ

 れ衣ぎぬ

 を着せたのだ」

「明るくなってから、現場を見ました。本能寺を取り巻く豪壮な築地塀は、見事なほどに崩れ落ちて濠を埋めておりました。きな臭い硝煙が、鼻をつんと刺し、御お

 納なん

 戸ど

 （寝所）のあった場所には、不気味な大穴が、口を開けておりました。御座所の主殿、本堂、本坊主殿なども跡かたもなく消え、台所の上半分が斜めに吹き飛んでおりました」

「お父上は、何と申されておったか」

「父・五郎右衛門は、今年二月、羽柴様に招かれて、姫路城増築に参りましたが、突然に病死いたしましたので……」

「…………」

「思いきって申し上げます。実は……」

　久作は、秀吉から他言無用とされていたことを話し始めた。

「完成後、羽柴様から、上様の緊急脱出用として、納戸（寝所）の床下に小部屋を造るように命じられました。そこで、余人の不在を見み

 計はか

 らい、深夜、父と二人だけで、組み立てました。同僚の辨慶小左衛門ですら知らぬことで……」

「うむ……」

　腕組みをした又右衛門は、顔を引きつらせ、唸り声をあげた。

「読めたぞ。真犯人は、猿丶

 めだ。自らは、遠く備中・高松に在り、現場不在証明をした上で、京に伏せた忍者集団に、床下の小部屋にぎっしり詰めた多量の爆薬で……」

　長い沈黙のあと、又右衛門は、

「明智様の敵は、“風ふう

 聞ぶん

 ”（噂）だ。“疑われれば終り”ぞ。明智様に残された道は、“戦って勝つ”しかない。戦うことが、どのような結末に繋がってゆこうとも、戦うしかない。久作殿のお父上は、猿丶

 めによって口を塞ふさ

 がれた。いずれは、久作殿にも手が及ぶであろう。覆い被かぶ

 さる時代の影を逃れるすべはない。先ずは、名前を変え別人となられよ。明後日、わが家族と岡部一座の大工たちが、尾張・熱田に避難いたすによって、久作殿も同行し、事件のほとぼりがさめるまで仕事をされるがよい。明日は、安土城内を、ご案内いたす。天主が、ほぼ完成した時、作成した“天主指さし

 図ず

 ”が、二巻ある。一巻は、新五郎、もう一巻は久作殿に持っていてもらいたい」

　頬を紅潮させた久作は、額を床板にこすりつけて、号泣した。又右衛門は、続けて、

「安土城は、織田信長様の理想を象かたど

 ったもの。天主が、あのように美しいのは、信長様の心のや丶

 さ丶

 し丶

 さ丶

 が、籠こも

 っておるからじゃ。己れを厳しく律し切り、無丶

 私丶

 で、民衆の平等を願われた希け

 有う

 のお方であった。“比叡山焼討ち”や“一向一揆の撲滅”などは、暴丶

 挙丶

 ではあったが、決して愚丶

 挙丶

 ではなかった。この国に未来永えい

 劫ごう

 、宗教戦争をなくされたのだ。お口癖は、“信仰の自由、宗教からの自由”であった。未来の人々が、信長様に感謝を捧げる日が、きっと来ると信じておる。建築物は、どの様に立派なものであっても、も丶

 の丶

 である以上、必ず滅びる時がくる。そなたらの“天主指図”さえあれば、未来の人々が、安土城の真実を識し

 ることが、できようぞ」



　深夜、一いつ

 穂すい

 の燈ともし

 火び

 を挟んで、又右衛門と新五郎が相対している。新五郎の膝前に置かれた堅かた

 紙がみ

 には、墨ぼつ

 痕こん

 鮮やかに、「二代目・岡部又右衛門」と認したた

 めてある。

　暫時しばし

 、宙を睨んでいた新五郎が、ぽつり。

「父上は、これから……」

「永なが

 の旅に出る。儂も、寄る年とし

 波なみ

 で、高所に登るのが、辛つろ

 うなった。やるだけの仕事は、やり尽した。そなたの母・千代が、逝い

 ってから、もはや十年……そなたらを見送ったあとは、自由にさせてくれ」

「…………」

　深沈の夜は更ふ

 けて、四方の壁、静かに降りてくる。牢ひとや

 は時空を窄せば

 め、風は、荒野を抉えぐ

 る。ここに涅ね

 槃はん

 はなく、光明浄土は、どこにもない。



「安土城は、合戦の城では、ござらぬ。ここは、ひとまず上様のご家族の皆様は、わが居城・日ひ

 野の

 に、潜ひそ

 んでいただきたいが……」

　三日の早朝、二の丸留守居役・蒲がも

 生う

 賢かた

 秀ひで

 が、奉行・木村次郎左衛門に囁いた。

「それでは、早速に駕か

 籠ご

 を馬場へ……」



　次郎左衛門の決断は早い。

　未ひつじ

 の刻（午後二時）、蒲生賢秀率いる三百余の軍勢は、信長の母・土田御前久子、お市の方とその子女、女房衆を護衛して蒲生郡日野城をめざして、粛々と退去していった。

　唯一の留守役となった次郎左衛門の許可を得た又右衛門は、がらんとした天主内を、久作と新五郎に見せて廻った。

　二日後、明智光秀が、三千余を率いて安土に到着し、城下町の掠奪、放火を厳しく禁じた。光秀は、安土城には、入城せず、山麓の奉行所で、勅使・吉田兼かね

 見み

 と会見した。次郎左衛門は、こうした光秀の凜とした行動に感動し、「光秀謀反」が、誤報であると確信した。

　光秀は、安土城の金銀財宝には、一切手をつけず、女じよ

 婿せい

 の明智秀ひで

 満みつ

 に、安土の守備を命じて、八日に出立、本城の坂本城に帰っていった。

　六月十三日、山崎の合戦で、武運つたなく光秀は、敗死。秀満は、亥い

 の刻（午後十時）に敗報に接し、翌十四日未明、全軍を率いて坂本城に退の

 いていった。その際、秀満は、次郎左衛門に、

「麓のセミナリオは、無残な掠奪、盗難にあい、部屋の戸、窓、畳、襖ふすま

 まで持ち去られておった。傍ぼう

 若じやく

 無ぶ

 人じん

 の暴徒には、日本人として恥ずかしい。安土城は、掠奪、放火からは、なんとしても守らねばならぬ。貴殿の家来の配置をこのように……」

　と、事こまかく防御法を伝授した。

　後日、秀満は、坂本城落城のとき、国くに

 行ゆき

 の刀、吉よし

 光みつ

 の脇差、虚き

 堂どう

 の墨ぼく

 跡せき

 など天下の名物を寝具に包んで、目録を添え、攻城軍の堀秀政に届けさせた上で、城に火を放って自害して果てた。



　十四日夜。安土山麓の奉行所の書院。

「なんと、真犯人は、猿丶

 めかっ！」

　血を吐く叱咤が、身内に鳴り、鋭く反響した。眼窩落ち、眼ばかり光った次郎左衛門は、両の拳こぶし

 で、床板を乱打し続丶

 ける。

　本能寺の変の一いち

 部ぶ

 始し

 終じゆう

 を述べた又右衛門は静かに礼拝する。

「猿丶

 めは、上様と自分の対抗馬とを一挙に葬ったのでございます。明智様に、謀反の動機は、ありませぬ。もし、朝廷から密勅が、下されていたとしたら、変後、明智様は、ご自分の正当性を天下に宣したでありましょう。しなかったところをみれば、明智様に密勅はなかったことになりまする。『光秀謀反』をでっち上げるため、猿丶

 めは、民衆の口封じに恐丶

 怖丶

 を利用。それは、猿丶

 めが行った徹底的な、『明智狩り』。山崎合戦後、明智勢に対する未曽有の皆殺しが実施され、一万人以上が、生命を奪われ、首級が晒されておりまする。某それがし

 は、尾張での猿丶

 めをよく知っております。猿丶

 めは、人間たちにとって一番弱いもの、銭ぜに

 を使いまくります。華やかで賑にぎ

 々にぎ

 しく振舞い、功利的な野心で裏打ちされた不気味な心の闇が、見えづらいのです。猿丶

 めが、天下を奪と

 れば、あの背筋も凍るほど臭い毒素で、この国は、衰退するでありましょう。信長様の理ゆ

 想め

 を象かたど

 った安土城天主を、猿丶

 めの私し

 利り

 放ほう

 縦しよう

 の毒素で汚される前に……。既に準備は整って」

「…………」

　逆さ宙吊りになった沈黙が流れた。やがて次郎左衛門のくぐもった声こわ

 音ね

 。

「あい解わか

 った。華麗な天主に精魂を傾けた又右衛門だけに許されることを、やるしかあるまい。安土城普請奉行として、覚悟は、できておる」

　生者と死者の中間に坐す次郎左衛門と又右衛門は、訣けつ

 別べつ

 の盃を交わした。



　縹ひよう

 渺びよう

 とひろがる絮わた

 雲ぐも

 の中には、星が瞬またた

 き、[image: 〓]
 さ

 えた月つく

 映ばえ

 に、絢爛豪華な五層七重の安土城天主が、その空前絶後の姿を煌きら

 めかせていた。月の光に庭の白砂が、銀河のように輝き、白砂そのものの光が、月に映じているのではないかと思うほど、荘厳な世界を創り出している。又右衛門は、ぐぐっと白砂を踏みしめて、天主石蔵（一重目）への登閣御門を潜くぐ

 った。潜り木戸から内部に入ろうとすると、かび臭く重い空気が、躰を押し返し、拒絶する。又右衛門は、一瞬たじろいだが、勇を鼓して、躰を斜めにしながら、宝塔の脇に踏込み、巨大な「吹き抜け」を見上げた。四重目まで続く「吹き抜け」は、無限の複雑さを、ひとつひとつ削そ

 ぎ落とした単純の極致であり、空間を包み込もうとする外壁との間に、抜きさしならぬ強迫感が、男の心に響く。この緊張感が、充じゆう

 [image: 〓]
 いつ

 する大気と共振する。

　──信長様は、さっと見取図を書く。儂は、それを見て指図を書き上げるが、実際に建築となると、ほとんどそれを無視することになった。天主は、建築物というより、壮大な彫刻といってもよい。織田信長という男の憑つ

 かれたともいえる魂の凝縮であり、なにやら生命をもった生きものめいておる──

　又右衛門は、大広間の最上席「盆ぼん

 山さん

 の間」に入り、深々と礼拝ののち、燭台の灯を松明に移す。鬼の啜り泣き。鬼の顔を赫あか

 く彩いろ

 どる。やがて松明の紅ぐ

 [image: 〓]
 れん

 の炎は屹きつ

 立りつ

 し、巨大な黒い影が、奈落の底の底にゆれた。金箔仕上げの壁面を赤龍が昇ってゆき、天に向い口から火焔を吐く。張り出された回まわり

 縁ぶち

 は、この世の終局に向かって黒い炎を噴き上げ始めた。突然、三重目の能舞台に稲妻が走り、青い影が浮び上った。声なき絶叫。

「信長様！」

　天井からの火の粉が、花びらとなって散る中、信長は、無む

 碍げ

 の風姿を舞う。物凄い轟音に天主が震れ、火炎が、渦巻く。四重目に架った橋の上に白い影。目も眩む絢爛とした花の波。ひとりの女性が、桜の中に立っていた。水際立つ額、黒い大きな瞳……。頭上の枝垂桜は、大きな花傘となって……。

「吉乃様！」

　神しん

 韻いん

 縹ひよう

 渺びょう

 。白い影は、宙に舞い、信長は、しっかりと吉乃を抱き止める。あの面影が、あたたかいまなざしで又右衛門を見つめていた。身を震わせた又右衛門は、信長に会釈して、縁を走り、木戸を押し、本丸に出た。

　天主・五重目の大おお

 破は

 風ふ

 、六重目・緑の花頭窓、最上階の開け放たれた扉と、至るところから火焔が吹き出している。鋭い怪け

 鳥ちよう

 の声。

　終しゆう

 焉えん

 の黒煙が、空を焦がす。風が吹き、酸さん

 鼻び

 の臭いが、琵琶湖の水みな

 面も

 を這は

 い、安土の風景を覆ってゆく。安土城天主が、黄金色に輝き、天に向かって火焔を吐き始めたのを見届けた又右衛門は、躍おど

 り上ると疾駆し、そのまま、炎上する天主に駆け込んでいった。



　山麓の奉行所。巨大な轟音に、戸外へ跳び出した次郎左衛門は、天主が、紅[image: 〓]
 の焔ほのお

 に包まれ、夜空を焦がしているのが眼にとび込んできた。がっくりと膝をつく。膨大な圧力に胸は押し潰され、全身が、わなわなと顫ふる

 える。巨大な轟音と共に立ち昇る深しん

 紅く

 の火柱。その鋒きつさき

 から飛[image: 〓]
 した白い影二つが、銀の糸を引いて澄み昇ってゆく。

「上様……吉乃様……」

　なみだ石の上に。と、炎の渾こん

 沌とん

 からもうひとつ白く煌きら

 めく影が、抜け出し、跡を追って飛び立った。

「又右衛門……羨うらやま

 しい……」

　次郎左衛門の孤影は、無人の書院に戻り、火を放ち、燃え上る焔の中で腹をかっ切って果てた。



　澄ちよう

 徹てつ

 とした大気が、茜あかね

 色に染まる頃、阿あ

 鼻び

 叫きよう

 喚かん

 の城下町にあって、町衆番所の前に仁王立ちの頭領・清兵衛ら若者たちは、毅き

 然ぜん

 として、火炎に包まれる天主を凝視していた。

　再び轟音。天主は、五重目大破風で、がっと折れ、大こん

 青じよう

 、銀朱、朱しゆの

 黄き

 、老紅、褐ちや

 で織られた錦の大滝となって東南に山崩なだれ

 れ落ち、本丸御殿に襲いかかった。清兵衛の握り締めた拳こぶし

 が、ぶるぶると顫え、両眼に疼痛が走る。と、一陣の風が吹き、鬢びん

 をゆらす。耳の奥から、あの懐かしい信長の凜とした声が、聞えてきた。



[image: 〓]
 わが魂は　天に昇るが
 
魄たましい

 は　この安土山頂にとどまり
 国の行く末を見守っておる
 行く手を遮さえぎ

 る　大きな力が
 壁となり　立ち塞ふさ

 がろうとも
 
怯ひる

 むな　立ち上れ
 信じる道をめざし
 
己おの

 れに　愧はじ

 ぬ生き方をせよ


　清兵衛たち若い町衆たちは、幻まぼろし

 となった安土城天主から吹いてくる悠久の磁か

 波ぜ

 の中に立ち尽していた。


 　あとがき






　織田信長は、混迷した中世の闇やみ

 の中から、躍り出て、近世への扉を抉こ

 じ開けました。

『武功夜話』『信長公記』など信長に関する史料の多くは、江戸時代に書かれたもので、あるレジームが、できたあとのことです。

「遅れてきた政治家」の豊臣秀吉や徳川家康は、信長の実像を徹底的に破壊し、「歴史」を勝者の立場で捏ねつ

 造ぞう

 しました。信長を“残忍”とか“狂気”と罵ののし

 る人々は、「比叡山焼討ち」や「一向一揆討伐」を挙げます。前者は、本書で詳述しましたが、後者は、江戸時代の農民闘争であった「百姓一揆」とは、全く異なり、遅れて下げ

 剋こく

 上じよう

 を目指す「地じ

 下げ

 の武士」の一揆でありました。これは、精強を誇る織田軍団が、たびたび完敗したことでもわかります。

　本書では、中世、人々に滲しん

 透とう

 していた「陰おん

 陽みよう

 道どう

 」を光源として、己おの

 れを律し切り、「天下を正す」ことに生涯をかけた信長の実像に迫ってみました。

　今日、陰陽道は、全く誤解され、「占い」や「祈き

 祷とう

 」など、オドロオドロしいものとされております。が、本来、陰陽道は、森しん

 羅ら

 万ばん

 象しよう

 を、読み解く陰いん

 陽よう

 五ご

 行ぎよう

 説せつ

 の思想に基づき、自然科学分野や博物学、哲学、医学、算学、天文学、暦学などに広く用いられていました。宗教では、道教、神道、真言宗や天台宗の密教などと密接に結びつき、知識やワザを共有していました。能、華道、香道、茶道、雅楽、相撲すもう

 など伝統芸能は、もと神事であったので、その中に陰陽道は、深く滲透していました。

　現代の暮しの中に息づくものとして、「七草、どんど焼き、節分、恵え

 方ほう

 、ひな祭り、七夕、中元、除夜の鐘、茅ち

 の輪くぐり、厄年、地相、お札ふだ

 とお守り、鬼門、十二支と六ろく

 十じつ

 干かん

 支し

 」などたくさんあります。現代の陰陽道といわれる「いざなぎ流」は、高知県香か

 美み

 市の山やま

 間あい

 の村に民間信仰として伝えられています。旧香美郡西川村に住んでいた私の祖父は、地方の政治家でもありましたが、物もの

 部べ

 村の太夫に「いざなぎ流」の祭さい

 文もん

 を学び、その伝承者の一人となりました。祭文は、祈祷時に神にささげる呪文。ＮＨＫ高知放送局には、祖父の唱えた祭文の音源があります。幼い頃から、祖父の祭文をたっぷり聞かされ育ったことが、本書の源みなもと

 かもしれません。

「本能寺の変」で、信長は、非業の最期を遂げ、信長の理ゆ

 想め

 を象かたど

 った安土城天主は、完成からわずか数年で灰かい

 燼じん

 に帰しました。無常です。私たちは、この無常を見すえ、無常を受けいれることで、無常に耐えるしかありますまい。今日、世界の多くの国々で宗教間の対立が激化し、カオス的になっております。唯一、日本人だけが、「信仰の自由」「宗教からの自由」を享受していることを考えれば、信長の「比叡山焼討ち」や「一向一揆討伐」などは、暴丶

 挙ではありましたが、決して愚丶

 挙ではなかったと言えます。ソクラテスは、いみじくも喝かつ

 破ぱ

 しました。「ギリシャにおける偉大な善のかずかずが、狂気を通じてもたらされた」と。

　本書の発刊に際しまして、ＰＨＰ研究所・根本騎兄様の御指導を賜わりましたこと、ここに厚く御礼申し上げます。
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本書は、書き下ろし作品です。

この作品は、史実をもとに構成されたフィクションであり、

物語の構成上、あえて通説と異なる設定の部分もあります。
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